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題字　／　奈　良　　　尹（元青森県高等学校商業教育研究会会長）

表紙　／　青森県立黒石高等学校　情報デザイン科３年　成田　琉海
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　【研究委員会報告】

　　　マーケティング・マネジメント分野研究委員会　　青森県立八戸商業高等学校

　　　会計分野研究委員会　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校

　　　ビジネス情報分野研究委員会　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校

　　　教育課程等研究委員会　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校

　　　総合的科目研究委員会　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校

　　　研究誌編纂委員会　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校

【令和５年度高大連携推進の取り組み】

【県商研主催事業報告】

　１　全国商業教育指導者研修会

　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　教　諭　　須　藤　典　子

　２　商研ニュース

【研修に参加して】

　１　「中堅教諭等資質向上前期研修を終えて」

　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　教　諭　　棟　方　明日香

　２　「中堅教諭等資質向上前期研修を終えて」

　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立黒石高等学校　　教　諭　　鈴　木　　　佑

　３　「中堅教諭等資質向上後期研修を終えて」

　　　　　　　　　　　　　　　青森県立六ヶ所高等学校　　教　諭　　太　田　美千之

　４　「中堅教諭等資質向上後期研修を終えて」

　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　教　諭　　西　舘　大　輔

【役職定年を迎えて】

　　　「デザイン」は無限大！

　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立黒石高等学校　　校　長　　小　野　淳　美

【退職を迎えて】

　　　「みなさんとの出会いに感謝」

　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　教　頭　　中　村　　　至

【令和５年度商業部会・活動概要】

　Ⅰ　研究会の概要　　Ⅱ　研究活動の概要　　Ⅲ　各種競技大会　　Ⅳ　各種検定試験

【編集後記】

【巻 頭 言】　

　 「時代に必要とされる商業教育」

　　　　　　　　　　青森県高等学校教育研究会商業部会長

　　　　　　　　　　青森県高等学校商業教育研究会会長

　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校校長　　　　　　　　　田　中　正　也

【特別寄稿】　

　１　グローバルな人財育成への取り組み

　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　教　諭　　髙　橋　恭　一

　２　青商ビジネスチャレンジwith台湾事業　台湾研修会紀行

　３　令和４年度長期企業等派遣研修報告

　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　教　諭　　下　田　幸　大

【令和５年度　第６８回　青森県高等学校商業教育研究大会】

　１　全体発表

　　　「今だけ　ここだけ　あなただけ」

　　　　　～ビジネスを通して地域経済の発展を担う人財育成を目指して～

　　　　　　　　　　　　　マーケティング・マネジメント分野研究委員会

　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　教　諭　　長谷川　善　弘

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　教　諭　　西　舘　大　輔

　　　「グローバルビジネスに対応する人財育成への取り組み」

　　　　　～青商ビジネスチャレンジwith台湾事業を通して～

　　　　　　　　　　　　総合的科目研究委員会

　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　教　諭　　髙　橋　恭　一

　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　教　諭　　鈴　木　有　紀

　２　分科会発表

　（１）第１分科会　マーケティング・マネジメント分野専門委員会

　（２）第２分科会　会計分野専門委員会

　（３）第３分科会　ビジネス情報分野専門委員会

　３　講演

　　　「逆風を追い風に変える」

　　　　　～北三陸の秘境から、世界ブランドを目指す～

　　　　　講　師　株式会社北三陸ファクトリー　代表取締役ＣＥＯ　下苧坪　之典　氏

《２０２３　青森商業教育　マーキュリー》
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巻頭言

　青森県の商業教育に携わる校長先生をはじめ商業科教員の皆さまにおかれましては、青森県

高等学校教育研究会商業部会及び青森県高等学校商業教育研究会の諸行事につきまして、多大

なる御尽力、御協力を賜り厚くお礼申し上げます。

　先生方もご存知のように、今年度５月、本県の子どもたちの夢や志の実現に向けた令和１０

年度以降の県立高等学校の在り方を検討するため、「青森県立高等学校魅力づくり検討会議」

が設置されました。この検討会議では、（１）これからの時代に求められる力を育む学校・学

科の充実について（２）生徒一人一人に充実した教育環境を提供するための学校配置について、

それぞれ第１分科会、第２分科会及び地区部会において調査審議し、令和７年２月に報告する

ことになっています。

　さらに、７月には青森県教育施策の大綱及び教育施策全般にわたる専門的事項について、外

部有識者の幅広い見地から助言等を得ることを目的として、「青森県教育改革有識者会議」が

設置されました。この有識者会議では、（１）青森県教育施策の大綱に関する事項 （２）教育

施策全般にわたる専門的事項 （３）その他、前条の設置目的を達成するために必要な事項につ

いて、知事に対して助言等を行うこととなっています。

　上記検討会議において、各校における特色や高校間、地域、企業、関係機関等との連携の状況、

情報発信に係る状況等について報告がなされ、商業部会としても、（１）商業科（大学科）

の成果・課題と課題に対して考えられる今後の方向性等について、（２）小学科・コースの

成果・課題と課題に対して考えられる今後の方向性等について（３）商業科における新たな小

学科・コース等の必要性等について、各校からご意見をいただいたうえで報告しています。お

忙しい中、ご協力ありがとうございました。

　以上のような動きの背景には、県内における深刻な少子化や普通科志向の高まりがあると思

われます。全国的に見ても、商業を学ぶ生徒数（全商協会加盟校の生徒数）は平成元年の６０

万人から半減して３０万人を下回っており、年々商業高校を取り巻く環境は厳しくなっていま

す。このような状況の中でも、県内外の企業や大学、関係機関の方々とお話をすると、商業高

校出身の生徒は「まじめ」で、「コミュニケーション能力が高く」、「勤勉」、「ぜひウチに」等々、

お褒めの言葉を多くいただきます。このことは、決して現在の商業教育が間違っていないこと

を証明してくれているように感じていつもホッとします。まさに、先生方の日頃の丁寧で熱心

なご指導の賜物だと思っています。

　しかしながら、昨今の急速な社会の変化に合わせて、商業教育も対応していかなければなり

ません。AI、IoT、ビッグデータといった先端技術の急速な発展により、Society5.0といわれ

る超スマート社会が到来します。今後、このような社会の中で生き抜いていくためには、最先

端の技術をビジネスに活用できるような知識や、先端技術を活用した新しいビジネスを創造で

きるような思考の素地を生徒に身に付けさせて、企業や大学に送り出すことが必要になってく

るのではないでしょうか。そのためには、時代に必要とされる人材の育成にも力を入れていか

なければなりません。あくまでも一つの例ですが、ＤＸ人材があげられるかと思います。もち

ろん、高校３年間で完結できないかもしれませんが、我々も勉強しながら、必要であれば企業

や大学と連携して協力を仰ぎながら、基礎となる知識や技術を身に付けさせて、上級学校や実

際のビジネスの現場にバトンタッチするというのも商業高校の役割の一つだと考えます。学校

での授業で得た知識・技術、実践的な教育活動や部活動の場で身に付けた礼儀、コミュニケー

ション能力といった普遍的な“ 力 ”に加えて、時代のニーズに合致した「付加価値」を生徒に

身に付けさせることができる教育課程と教育環境を整えていくことが必要であると考えていま

す。今後、様々な機会に先生方のご意見や考えをお聞かせ願いたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いします。

　昨年度、全商の春季全国役員会の際、顧問の森田先生がご挨拶の最後に力強く仰いました。  

　「商業教育に大事な事。ＡＮＧ。」

　ＡＮＧとは「明るく、仲良く、元気よく」だそうです。

　我々も社会の動静に対してアンテナを高く張り、研究と修養を重ねながら、「明るく、仲良く、

元気よく」、商業教育に邁進していきましょう。

「時代に必要とされる商業教育」

青森県高等学校教育研究会商業部会長

青森県高等学校商業教育研究会会長

田　中　正　也

（青森県立青森商業高等学校長）
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１　はじめに

　　本校では、平成３０年度に一般財団法人青森商業高等学校後援会が、冒険家であり探検家でもあった笹

　森儀助翁の名を冠した「笹森儀助基金」を創設した。その基金を活用し台湾の松山高級商業家事職業学校

　と連携して、インバウンド観光に関する市場調査や青森県のＰＲ活動・交流等を通して、青森県の魅力と

　異文化理解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指す取り組みの実践が行われ

　てきた。

　　令和元年度は、県教育庁の「ドリカム人づくり推進事業」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の

　「笹森儀助基金活用事業」として、「ＡＯＭＯＲＩと世界をビジネスで繋ぐ高校生チャレンジ（台湾編）～

　「商品開発と流通」の先進的な実践～」の取り組みが行われた。

　　令和２年度および令和３年度は、県教育庁のグローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業の「青森

　・台湾間の高校生協働学習促進プログラム」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の「笹森儀助基金

　活用事業」を活用しての取り組みの実践が行われた。

　　本校では、台北市立松山高級商業家事職業学校及び台北市立士林高級商業職業学校と教育交流を実施す

　ることから、令和４年２月１６日にグローバル人財育成ワーキンググループを設置した。

　　令和４年度は、県教育庁の青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業「青森と台

　湾の高校生による協働学習推進プログラム」と県企画政策部地域活力振興部の提案者事業実施制度（庁内

　ベンチャー）「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」の取り組みがスタートした。

２　グローバル人財育成ワーキンググループについて

　　設置要項

　１　趣旨

　　　本校は、平成３０年度に笹森儀助基金等を活用し、「台湾とのインアウトバウンド観光を考える」　

　　を目的に台湾現地視察研修を実施した。この研修を通して台北市立松山高級商業家事職業学校と教育

　　交流を実施している。

　　　令和３年度青森県教育委員会と台北市政府教育局との教育交流協力に関する了解覚書の締結による

　　教育交流を台北市立士林高級商業職業学校と実施することとなった。（予定では２年間）

　　　さらに、令和４年度から２年間実施することとなる庁内ベンチャー事業に「青商ビジネスチャレン

　　ジ with 台湾」を提案し採択された。

　　　これらの台湾と交流に係ることについて、事業計画の立案・実施等について検討することを目的に

　　ワーキンググループを商業教育部の下部組織として位置づけて設置することとする。

　２　検討内容について

　　 （１）台北市立松山高級商業家事職業学校との交流に係ること

   　（２）台北市立士林高級商業職業学校との交流に係ること

　   （３）庁内ベンチャー事業「青商ビジネスチャレンジ　with 台湾」に係ること

  ３　構成員

　　　  チーフ　教頭

　　　  委　員　商業科主任、情報処理科主任、教務部主任、渉外部主任、事業に係る学年主任、英語科

　　　　　　　　主任、商業教育部、商業研究部顧問、事務部、その他必要な教員

　４　期間

　　　　令和４年２月１６日から

　令和４年度の人事異動により、商業科の教頭が異動になったことから、構成員チーフを教頭から商業教育

部所属の教諭へ変更するため、ワーキングループの設置要項を一部改正した。

　　この改正により、令和４年４月１日からのチーフは私、髙橋となった。

　　このワーキンググループでは、年間計画、協働学習に参加する生徒の募集・選考方法、研修会の内容・

予算等について、検討した。

３　令和５年度の取り組み

   （１）青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業

       「青森と台湾の高校生による協働学習推進プログラム」

　　　台北市立士林高級商業職業学校と令和３年度から交流しているが、今年度初めて派遣交流及び受入交  

　　流を実施することができた。「観光ビジネス」に関する学習や青森県の文化等を通して、青森県の魅力

　　と異文化理解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指すことを目的に協働学

　　習を実施した。

　　　　ア　台湾研修会

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１０月１９日（木）～１０月２３日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　１０月２０日（金）士林高級商業職業学校協働学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本観光物産博覧会　弘南鉄道ＰＲ活動

　　　　　　　　　　　１０月２１日（土）日本観光物産博覧会　弘南鉄道ＰＲ活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　士林夜市視察

　　　　　　　　　　　１０月２２日（日）観光資源視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市場調査

　　　　　　(ｳ) 対象生徒　１学年６名　２学年８名

　　　　　　(ｴ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）

【特別寄稿】

グローバルな人財育成への取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　教　諭　　髙　橋　恭　一
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   （２）提案者事業実施制度（庁内ベンチャー）「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」

　　　グローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業の「青森・台湾間の高校生協働学習促進プログラ

　　ム」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の「笹森儀助基金活用事業」で台北市立松山高級商業家

　　事職業学校との協働学習内容を引き継ぐ形で、県内の県立商業高校と連携した海外ビジネスチャレンジ

　　のテーマで協働実践を実施した。

　　　　ア　日本での販売実践

　　　　　　国内外でビジネスを展開するノウハウを身に付け、世界と青森を繋げて行くことを目的に県立

　　　　　商業高校と「生徒実行委員会」を編成し、販売実践を実施した。

　　　　　　各校が企業と商談を実施して台湾祭の目的等を説明して出店交渉を行った。企業、来場者、他

　　　　　校生徒との交流を通して、ビジネスの厳しさ、面白さを体験することができた。

　　　　　　(ｱ) 生徒実行委員会実施日　令和５年４月２６日（水）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月２３日（火）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月　３日（月）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月２７日（木）スタートアップセンター内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【生徒実行委員会組織図】

　　　　　　(ｲ) 台湾祭実施日　令和５年 7月２８日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月２９日（土）

　　　　　　(ｳ) 会場　青森駅前公園及びスタートアップセンター

　　　　イ　台湾研修会

　　　　　　青森商業高等学校生徒１２名・教員４名、弘前実業高等学校生徒２名・教員１名、八戸商業高

　　　　　等学校生徒３名・教員１名、三沢商業高等学校生徒３名・教員１名の参加で、台北市立松山高級

　　　　　商業家事職業学校との協働学習、台湾企業の視察・模擬商談、市場調査等を行い、台湾の文化理

　　　　　解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指す目的で実施した。研修を

　　　　　通して克服できた課題、残された課題等の様々な気づきを得たことにより、生徒の視野が広くな

　　　　　ったと感じた。詳細につきましては、本書の台湾研修会紀行を参考にしていただきたい。

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１２月１４日（木）～１２月１８日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　１２月１５日（金）松山高級商業家事職業学校協働学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エバリッチエンタープライズ視察・模擬商談

　　　　　　　　　　　１２月１６日（土）雙連朝市視察、雙連スーパー視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テストマーケティング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饒河街（ラオフー）夜市視察

　　　　　　　　　　　１２月１７日（日）観光資源視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　迪化街（ディーホアジェ）視察

　　　　　　(ｳ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）

４　終わりに

　今年度は、台湾祭、ベンチャー事業台湾研修会、グローバル人財育成事業台湾研修会及び受入交流と、コ

ロナ禍から比べると充実したビジネス実践と異国文化に触れることやリアルな交流ができたことで、台湾並

びに他の県立商業高校との絆を深めると共に青森県の商業教育をアピールすることができた。各事業の開催

にあたり難しい課題が多い中で、各校生徒と教員が進んで課題の克服に取り組んできたことが事業の成功の

要因であると断言できる。庁内ベンチャー「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」は今年度で終了する

が、引き続き県内の商業高校と連携を密接にして、グローバルな人財育成や様々なビジネス実践に挑戦して

いけたらと考えている。

　　　　イ　受入交流

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１２月１１日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　ねぶたの家「ワ・ラッセ」見学

　　　　　　　　　　　歓迎セレモニー

　　　　　　　　　　　学校案内・体験授業（茶道・華道・弓道見学・剣道見学）

　　　　　　　　　　　英語によるカードゲーム交流学習（アチーバス）

　　　　　　　　　　　昼食会

　　　　　　　　　　　送別セレモニー

　　　　　　(ｳ) 対象生徒　本校　１学年８名　２学年１１名　３学年１９名

　　　　　　　　　　　　　士林高級商業職業学校　３５名

　　　　　　(ｴ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）
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　てきた。

　　令和元年度は、県教育庁の「ドリカム人づくり推進事業」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の

　「笹森儀助基金活用事業」として、「ＡＯＭＯＲＩと世界をビジネスで繋ぐ高校生チャレンジ（台湾編）～

　「商品開発と流通」の先進的な実践～」の取り組みが行われた。

　　令和２年度および令和３年度は、県教育庁のグローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業の「青森

　・台湾間の高校生協働学習促進プログラム」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の「笹森儀助基金

　活用事業」を活用しての取り組みの実践が行われた。

　　本校では、台北市立松山高級商業家事職業学校及び台北市立士林高級商業職業学校と教育交流を実施す

　ることから、令和４年２月１６日にグローバル人財育成ワーキンググループを設置した。

　　令和４年度は、県教育庁の青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業「青森と台

　湾の高校生による協働学習推進プログラム」と県企画政策部地域活力振興部の提案者事業実施制度（庁内

　ベンチャー）「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」の取り組みがスタートした。

２　グローバル人財育成ワーキンググループについて

　　設置要項

　１　趣旨

　　　本校は、平成３０年度に笹森儀助基金等を活用し、「台湾とのインアウトバウンド観光を考える」　

　　を目的に台湾現地視察研修を実施した。この研修を通して台北市立松山高級商業家事職業学校と教育

　　交流を実施している。

　　　令和３年度青森県教育委員会と台北市政府教育局との教育交流協力に関する了解覚書の締結による

　　教育交流を台北市立士林高級商業職業学校と実施することとなった。（予定では２年間）

　　　さらに、令和４年度から２年間実施することとなる庁内ベンチャー事業に「青商ビジネスチャレン

　　ジ with 台湾」を提案し採択された。

　　　これらの台湾と交流に係ることについて、事業計画の立案・実施等について検討することを目的に

　　ワーキンググループを商業教育部の下部組織として位置づけて設置することとする。

　２　検討内容について

　　 （１）台北市立松山高級商業家事職業学校との交流に係ること

   　（２）台北市立士林高級商業職業学校との交流に係ること

　   （３）庁内ベンチャー事業「青商ビジネスチャレンジ　with 台湾」に係ること

  ３　構成員

　　　  チーフ　教頭

　　　  委　員　商業科主任、情報処理科主任、教務部主任、渉外部主任、事業に係る学年主任、英語科

　　　　　　　　主任、商業教育部、商業研究部顧問、事務部、その他必要な教員

　４　期間

　　　　令和４年２月１６日から

　令和４年度の人事異動により、商業科の教頭が異動になったことから、構成員チーフを教頭から商業教育

部所属の教諭へ変更するため、ワーキングループの設置要項を一部改正した。

　　この改正により、令和４年４月１日からのチーフは私、髙橋となった。

　　このワーキンググループでは、年間計画、協働学習に参加する生徒の募集・選考方法、研修会の内容・

予算等について、検討した。

３　令和５年度の取り組み

   （１）青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業

       「青森と台湾の高校生による協働学習推進プログラム」

　　　台北市立士林高級商業職業学校と令和３年度から交流しているが、今年度初めて派遣交流及び受入交  

　　流を実施することができた。「観光ビジネス」に関する学習や青森県の文化等を通して、青森県の魅力

　　と異文化理解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指すことを目的に協働学

　　習を実施した。

　　　　ア　台湾研修会

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１０月１９日（木）～１０月２３日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　１０月２０日（金）士林高級商業職業学校協働学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本観光物産博覧会　弘南鉄道ＰＲ活動

　　　　　　　　　　　１０月２１日（土）日本観光物産博覧会　弘南鉄道ＰＲ活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　士林夜市視察

　　　　　　　　　　　１０月２２日（日）観光資源視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市場調査

　　　　　　(ｳ) 対象生徒　１学年６名　２学年８名

　　　　　　(ｴ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）

   （２）提案者事業実施制度（庁内ベンチャー）「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」

　　　グローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業の「青森・台湾間の高校生協働学習促進プログラ

　　ム」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の「笹森儀助基金活用事業」で台北市立松山高級商業家

　　事職業学校との協働学習内容を引き継ぐ形で、県内の県立商業高校と連携した海外ビジネスチャレンジ

　　のテーマで協働実践を実施した。

　　　　ア　日本での販売実践

　　　　　　国内外でビジネスを展開するノウハウを身に付け、世界と青森を繋げて行くことを目的に県立

　　　　　商業高校と「生徒実行委員会」を編成し、販売実践を実施した。

　　　　　　各校が企業と商談を実施して台湾祭の目的等を説明して出店交渉を行った。企業、来場者、他

　　　　　校生徒との交流を通して、ビジネスの厳しさ、面白さを体験することができた。

　　　　　　(ｱ) 生徒実行委員会実施日　令和５年４月２６日（水）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月２３日（火）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月　３日（月）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月２７日（木）スタートアップセンター内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【生徒実行委員会組織図】

　　　　　　(ｲ) 台湾祭実施日　令和５年 7月２８日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月２９日（土）

　　　　　　(ｳ) 会場　青森駅前公園及びスタートアップセンター

　　　　イ　台湾研修会

　　　　　　青森商業高等学校生徒１２名・教員４名、弘前実業高等学校生徒２名・教員１名、八戸商業高

　　　　　等学校生徒３名・教員１名、三沢商業高等学校生徒３名・教員１名の参加で、台北市立松山高級

　　　　　商業家事職業学校との協働学習、台湾企業の視察・模擬商談、市場調査等を行い、台湾の文化理

　　　　　解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指す目的で実施した。研修を

　　　　　通して克服できた課題、残された課題等の様々な気づきを得たことにより、生徒の視野が広くな

　　　　　ったと感じた。詳細につきましては、本書の台湾研修会紀行を参考にしていただきたい。

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１２月１４日（木）～１２月１８日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　１２月１５日（金）松山高級商業家事職業学校協働学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エバリッチエンタープライズ視察・模擬商談

　　　　　　　　　　　１２月１６日（土）雙連朝市視察、雙連スーパー視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テストマーケティング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饒河街（ラオフー）夜市視察

　　　　　　　　　　　１２月１７日（日）観光資源視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　迪化街（ディーホアジェ）視察

　　　　　　(ｳ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）

４　終わりに

　今年度は、台湾祭、ベンチャー事業台湾研修会、グローバル人財育成事業台湾研修会及び受入交流と、コ

ロナ禍から比べると充実したビジネス実践と異国文化に触れることやリアルな交流ができたことで、台湾並

びに他の県立商業高校との絆を深めると共に青森県の商業教育をアピールすることができた。各事業の開催

にあたり難しい課題が多い中で、各校生徒と教員が進んで課題の克服に取り組んできたことが事業の成功の

要因であると断言できる。庁内ベンチャー「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」は今年度で終了する

が、引き続き県内の商業高校と連携を密接にして、グローバルな人財育成や様々なビジネス実践に挑戦して

いけたらと考えている。

　　　　イ　受入交流

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１２月１１日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　ねぶたの家「ワ・ラッセ」見学

　　　　　　　　　　　歓迎セレモニー

　　　　　　　　　　　学校案内・体験授業（茶道・華道・弓道見学・剣道見学）

　　　　　　　　　　　英語によるカードゲーム交流学習（アチーバス）

　　　　　　　　　　　昼食会

　　　　　　　　　　　送別セレモニー

　　　　　　(ｳ) 対象生徒　本校　１学年８名　２学年１１名　３学年１９名

　　　　　　　　　　　　　士林高級商業職業学校　３５名

　　　　　　(ｴ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）
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１　はじめに

　　本校では、平成３０年度に一般財団法人青森商業高等学校後援会が、冒険家であり探検家でもあった笹

　森儀助翁の名を冠した「笹森儀助基金」を創設した。その基金を活用し台湾の松山高級商業家事職業学校

　と連携して、インバウンド観光に関する市場調査や青森県のＰＲ活動・交流等を通して、青森県の魅力と

　異文化理解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指す取り組みの実践が行われ

　てきた。

　　令和元年度は、県教育庁の「ドリカム人づくり推進事業」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の

　「笹森儀助基金活用事業」として、「ＡＯＭＯＲＩと世界をビジネスで繋ぐ高校生チャレンジ（台湾編）～

　「商品開発と流通」の先進的な実践～」の取り組みが行われた。

　　令和２年度および令和３年度は、県教育庁のグローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業の「青森

　・台湾間の高校生協働学習促進プログラム」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の「笹森儀助基金

　活用事業」を活用しての取り組みの実践が行われた。

　　本校では、台北市立松山高級商業家事職業学校及び台北市立士林高級商業職業学校と教育交流を実施す

　ることから、令和４年２月１６日にグローバル人財育成ワーキンググループを設置した。

　　令和４年度は、県教育庁の青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業「青森と台

　湾の高校生による協働学習推進プログラム」と県企画政策部地域活力振興部の提案者事業実施制度（庁内

　ベンチャー）「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」の取り組みがスタートした。

２　グローバル人財育成ワーキンググループについて

　　設置要項

　１　趣旨

　　　本校は、平成３０年度に笹森儀助基金等を活用し、「台湾とのインアウトバウンド観光を考える」　

　　を目的に台湾現地視察研修を実施した。この研修を通して台北市立松山高級商業家事職業学校と教育

　　交流を実施している。

　　　令和３年度青森県教育委員会と台北市政府教育局との教育交流協力に関する了解覚書の締結による

　　教育交流を台北市立士林高級商業職業学校と実施することとなった。（予定では２年間）

　　　さらに、令和４年度から２年間実施することとなる庁内ベンチャー事業に「青商ビジネスチャレン

　　ジ with 台湾」を提案し採択された。

　　　これらの台湾と交流に係ることについて、事業計画の立案・実施等について検討することを目的に

　　ワーキンググループを商業教育部の下部組織として位置づけて設置することとする。

　２　検討内容について

　　 （１）台北市立松山高級商業家事職業学校との交流に係ること

   　（２）台北市立士林高級商業職業学校との交流に係ること

　   （３）庁内ベンチャー事業「青商ビジネスチャレンジ　with 台湾」に係ること

  ３　構成員

　　　  チーフ　教頭

　　　  委　員　商業科主任、情報処理科主任、教務部主任、渉外部主任、事業に係る学年主任、英語科

　　　　　　　　主任、商業教育部、商業研究部顧問、事務部、その他必要な教員

　４　期間

　　　　令和４年２月１６日から

　令和４年度の人事異動により、商業科の教頭が異動になったことから、構成員チーフを教頭から商業教育

部所属の教諭へ変更するため、ワーキングループの設置要項を一部改正した。

　　この改正により、令和４年４月１日からのチーフは私、髙橋となった。

　　このワーキンググループでは、年間計画、協働学習に参加する生徒の募集・選考方法、研修会の内容・

予算等について、検討した。

３　令和５年度の取り組み

   （１）青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業

       「青森と台湾の高校生による協働学習推進プログラム」

　　　台北市立士林高級商業職業学校と令和３年度から交流しているが、今年度初めて派遣交流及び受入交  

　　流を実施することができた。「観光ビジネス」に関する学習や青森県の文化等を通して、青森県の魅力

　　と異文化理解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指すことを目的に協働学

　　習を実施した。

　　　　ア　台湾研修会

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１０月１９日（木）～１０月２３日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　１０月２０日（金）士林高級商業職業学校協働学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本観光物産博覧会　弘南鉄道ＰＲ活動

　　　　　　　　　　　１０月２１日（土）日本観光物産博覧会　弘南鉄道ＰＲ活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　士林夜市視察

　　　　　　　　　　　１０月２２日（日）観光資源視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市場調査

　　　　　　(ｳ) 対象生徒　１学年６名　２学年８名

　　　　　　(ｴ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）

   （２）提案者事業実施制度（庁内ベンチャー）「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」

　　　グローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業の「青森・台湾間の高校生協働学習促進プログラ

　　ム」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の「笹森儀助基金活用事業」で台北市立松山高級商業家

　　事職業学校との協働学習内容を引き継ぐ形で、県内の県立商業高校と連携した海外ビジネスチャレンジ

　　のテーマで協働実践を実施した。

　　　　ア　日本での販売実践

　　　　　　国内外でビジネスを展開するノウハウを身に付け、世界と青森を繋げて行くことを目的に県立

　　　　　商業高校と「生徒実行委員会」を編成し、販売実践を実施した。

　　　　　　各校が企業と商談を実施して台湾祭の目的等を説明して出店交渉を行った。企業、来場者、他

　　　　　校生徒との交流を通して、ビジネスの厳しさ、面白さを体験することができた。

　　　　　　(ｱ) 生徒実行委員会実施日　令和５年４月２６日（水）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月２３日（火）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月　３日（月）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月２７日（木）スタートアップセンター内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【生徒実行委員会組織図】

　　　　　　(ｲ) 台湾祭実施日　令和５年 7月２８日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月２９日（土）

　　　　　　(ｳ) 会場　青森駅前公園及びスタートアップセンター

　　　　イ　台湾研修会

　　　　　　青森商業高等学校生徒１２名・教員４名、弘前実業高等学校生徒２名・教員１名、八戸商業高

　　　　　等学校生徒３名・教員１名、三沢商業高等学校生徒３名・教員１名の参加で、台北市立松山高級

　　　　　商業家事職業学校との協働学習、台湾企業の視察・模擬商談、市場調査等を行い、台湾の文化理

　　　　　解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指す目的で実施した。研修を

　　　　　通して克服できた課題、残された課題等の様々な気づきを得たことにより、生徒の視野が広くな

　　　　　ったと感じた。詳細につきましては、本書の台湾研修会紀行を参考にしていただきたい。

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１２月１４日（木）～１２月１８日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　１２月１５日（金）松山高級商業家事職業学校協働学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エバリッチエンタープライズ視察・模擬商談

　　　　　　　　　　　１２月１６日（土）雙連朝市視察、雙連スーパー視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テストマーケティング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饒河街（ラオフー）夜市視察

　　　　　　　　　　　１２月１７日（日）観光資源視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　迪化街（ディーホアジェ）視察

　　　　　　(ｳ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）

４　終わりに

　今年度は、台湾祭、ベンチャー事業台湾研修会、グローバル人財育成事業台湾研修会及び受入交流と、コ

ロナ禍から比べると充実したビジネス実践と異国文化に触れることやリアルな交流ができたことで、台湾並

びに他の県立商業高校との絆を深めると共に青森県の商業教育をアピールすることができた。各事業の開催

にあたり難しい課題が多い中で、各校生徒と教員が進んで課題の克服に取り組んできたことが事業の成功の

要因であると断言できる。庁内ベンチャー「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」は今年度で終了する

が、引き続き県内の商業高校と連携を密接にして、グローバルな人財育成や様々なビジネス実践に挑戦して

いけたらと考えている。

　　　　イ　受入交流

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１２月１１日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　ねぶたの家「ワ・ラッセ」見学

　　　　　　　　　　　歓迎セレモニー

　　　　　　　　　　　学校案内・体験授業（茶道・華道・弓道見学・剣道見学）

　　　　　　　　　　　英語によるカードゲーム交流学習（アチーバス）

　　　　　　　　　　　昼食会

　　　　　　　　　　　送別セレモニー

　　　　　　(ｳ) 対象生徒　本校　１学年８名　２学年１１名　３学年１９名

　　　　　　　　　　　　　士林高級商業職業学校　３５名

　　　　　　(ｴ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）
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１　はじめに

　　本校では、平成３０年度に一般財団法人青森商業高等学校後援会が、冒険家であり探検家でもあった笹

　森儀助翁の名を冠した「笹森儀助基金」を創設した。その基金を活用し台湾の松山高級商業家事職業学校

　と連携して、インバウンド観光に関する市場調査や青森県のＰＲ活動・交流等を通して、青森県の魅力と

　異文化理解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指す取り組みの実践が行われ

　てきた。

　　令和元年度は、県教育庁の「ドリカム人づくり推進事業」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の

　「笹森儀助基金活用事業」として、「ＡＯＭＯＲＩと世界をビジネスで繋ぐ高校生チャレンジ（台湾編）～

　「商品開発と流通」の先進的な実践～」の取り組みが行われた。

　　令和２年度および令和３年度は、県教育庁のグローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業の「青森

　・台湾間の高校生協働学習促進プログラム」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の「笹森儀助基金

　活用事業」を活用しての取り組みの実践が行われた。

　　本校では、台北市立松山高級商業家事職業学校及び台北市立士林高級商業職業学校と教育交流を実施す

　ることから、令和４年２月１６日にグローバル人財育成ワーキンググループを設置した。

　　令和４年度は、県教育庁の青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業「青森と台

　湾の高校生による協働学習推進プログラム」と県企画政策部地域活力振興部の提案者事業実施制度（庁内

　ベンチャー）「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」の取り組みがスタートした。

２　グローバル人財育成ワーキンググループについて

　　設置要項

　１　趣旨

　　　本校は、平成３０年度に笹森儀助基金等を活用し、「台湾とのインアウトバウンド観光を考える」　

　　を目的に台湾現地視察研修を実施した。この研修を通して台北市立松山高級商業家事職業学校と教育

　　交流を実施している。

　　　令和３年度青森県教育委員会と台北市政府教育局との教育交流協力に関する了解覚書の締結による

　　教育交流を台北市立士林高級商業職業学校と実施することとなった。（予定では２年間）

　　　さらに、令和４年度から２年間実施することとなる庁内ベンチャー事業に「青商ビジネスチャレン

　　ジ with 台湾」を提案し採択された。

　　　これらの台湾と交流に係ることについて、事業計画の立案・実施等について検討することを目的に

　　ワーキンググループを商業教育部の下部組織として位置づけて設置することとする。

　２　検討内容について

　　 （１）台北市立松山高級商業家事職業学校との交流に係ること

   　（２）台北市立士林高級商業職業学校との交流に係ること

　   （３）庁内ベンチャー事業「青商ビジネスチャレンジ　with 台湾」に係ること

  ３　構成員

　　　  チーフ　教頭

　　　  委　員　商業科主任、情報処理科主任、教務部主任、渉外部主任、事業に係る学年主任、英語科

　　　　　　　　主任、商業教育部、商業研究部顧問、事務部、その他必要な教員

　４　期間

　　　　令和４年２月１６日から

　令和４年度の人事異動により、商業科の教頭が異動になったことから、構成員チーフを教頭から商業教育

部所属の教諭へ変更するため、ワーキングループの設置要項を一部改正した。

　　この改正により、令和４年４月１日からのチーフは私、髙橋となった。

　　このワーキンググループでは、年間計画、協働学習に参加する生徒の募集・選考方法、研修会の内容・

予算等について、検討した。

３　令和５年度の取り組み

   （１）青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業

       「青森と台湾の高校生による協働学習推進プログラム」

　　　台北市立士林高級商業職業学校と令和３年度から交流しているが、今年度初めて派遣交流及び受入交  

　　流を実施することができた。「観光ビジネス」に関する学習や青森県の文化等を通して、青森県の魅力

　　と異文化理解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指すことを目的に協働学

　　習を実施した。

　　　　ア　台湾研修会

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１０月１９日（木）～１０月２３日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　１０月２０日（金）士林高級商業職業学校協働学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本観光物産博覧会　弘南鉄道ＰＲ活動

　　　　　　　　　　　１０月２１日（土）日本観光物産博覧会　弘南鉄道ＰＲ活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　士林夜市視察

　　　　　　　　　　　１０月２２日（日）観光資源視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市場調査

　　　　　　(ｳ) 対象生徒　１学年６名　２学年８名

　　　　　　(ｴ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）

   （２）提案者事業実施制度（庁内ベンチャー）「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」

　　　グローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業の「青森・台湾間の高校生協働学習促進プログラ

　　ム」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の「笹森儀助基金活用事業」で台北市立松山高級商業家

　　事職業学校との協働学習内容を引き継ぐ形で、県内の県立商業高校と連携した海外ビジネスチャレンジ

　　のテーマで協働実践を実施した。

　　　　ア　日本での販売実践

　　　　　　国内外でビジネスを展開するノウハウを身に付け、世界と青森を繋げて行くことを目的に県立

　　　　　商業高校と「生徒実行委員会」を編成し、販売実践を実施した。

　　　　　　各校が企業と商談を実施して台湾祭の目的等を説明して出店交渉を行った。企業、来場者、他

　　　　　校生徒との交流を通して、ビジネスの厳しさ、面白さを体験することができた。

　　　　　　(ｱ) 生徒実行委員会実施日　令和５年４月２６日（水）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月２３日（火）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月　３日（月）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月２７日（木）スタートアップセンター内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【生徒実行委員会組織図】

　　　　　　(ｲ) 台湾祭実施日　令和５年 7月２８日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月２９日（土）

　　　　　　(ｳ) 会場　青森駅前公園及びスタートアップセンター

　　　　イ　台湾研修会

　　　　　　青森商業高等学校生徒１２名・教員４名、弘前実業高等学校生徒２名・教員１名、八戸商業高

　　　　　等学校生徒３名・教員１名、三沢商業高等学校生徒３名・教員１名の参加で、台北市立松山高級

　　　　　商業家事職業学校との協働学習、台湾企業の視察・模擬商談、市場調査等を行い、台湾の文化理

　　　　　解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指す目的で実施した。研修を

　　　　　通して克服できた課題、残された課題等の様々な気づきを得たことにより、生徒の視野が広くな

　　　　　ったと感じた。詳細につきましては、本書の台湾研修会紀行を参考にしていただきたい。

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１２月１４日（木）～１２月１８日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　１２月１５日（金）松山高級商業家事職業学校協働学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エバリッチエンタープライズ視察・模擬商談

　　　　　　　　　　　１２月１６日（土）雙連朝市視察、雙連スーパー視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テストマーケティング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饒河街（ラオフー）夜市視察

　　　　　　　　　　　１２月１７日（日）観光資源視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　迪化街（ディーホアジェ）視察

　　　　　　(ｳ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）

４　終わりに

　今年度は、台湾祭、ベンチャー事業台湾研修会、グローバル人財育成事業台湾研修会及び受入交流と、コ

ロナ禍から比べると充実したビジネス実践と異国文化に触れることやリアルな交流ができたことで、台湾並

びに他の県立商業高校との絆を深めると共に青森県の商業教育をアピールすることができた。各事業の開催

にあたり難しい課題が多い中で、各校生徒と教員が進んで課題の克服に取り組んできたことが事業の成功の

要因であると断言できる。庁内ベンチャー「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」は今年度で終了する

が、引き続き県内の商業高校と連携を密接にして、グローバルな人財育成や様々なビジネス実践に挑戦して

いけたらと考えている。

　　　　イ　受入交流

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１２月１１日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　ねぶたの家「ワ・ラッセ」見学

　　　　　　　　　　　歓迎セレモニー

　　　　　　　　　　　学校案内・体験授業（茶道・華道・弓道見学・剣道見学）

　　　　　　　　　　　英語によるカードゲーム交流学習（アチーバス）

　　　　　　　　　　　昼食会

　　　　　　　　　　　送別セレモニー

　　　　　　(ｳ) 対象生徒　本校　１学年８名　２学年１１名　３学年１９名

　　　　　　　　　　　　　士林高級商業職業学校　３５名

　　　　　　(ｴ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）



7

１　はじめに

　　本校では、平成３０年度に一般財団法人青森商業高等学校後援会が、冒険家であり探検家でもあった笹

　森儀助翁の名を冠した「笹森儀助基金」を創設した。その基金を活用し台湾の松山高級商業家事職業学校

　と連携して、インバウンド観光に関する市場調査や青森県のＰＲ活動・交流等を通して、青森県の魅力と

　異文化理解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指す取り組みの実践が行われ

　てきた。

　　令和元年度は、県教育庁の「ドリカム人づくり推進事業」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の

　「笹森儀助基金活用事業」として、「ＡＯＭＯＲＩと世界をビジネスで繋ぐ高校生チャレンジ（台湾編）～

　「商品開発と流通」の先進的な実践～」の取り組みが行われた。

　　令和２年度および令和３年度は、県教育庁のグローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業の「青森

　・台湾間の高校生協働学習促進プログラム」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の「笹森儀助基金

　活用事業」を活用しての取り組みの実践が行われた。

　　本校では、台北市立松山高級商業家事職業学校及び台北市立士林高級商業職業学校と教育交流を実施す

　ることから、令和４年２月１６日にグローバル人財育成ワーキンググループを設置した。

　　令和４年度は、県教育庁の青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業「青森と台

　湾の高校生による協働学習推進プログラム」と県企画政策部地域活力振興部の提案者事業実施制度（庁内

　ベンチャー）「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」の取り組みがスタートした。

２　グローバル人財育成ワーキンググループについて

　　設置要項

　１　趣旨

　　　本校は、平成３０年度に笹森儀助基金等を活用し、「台湾とのインアウトバウンド観光を考える」　

　　を目的に台湾現地視察研修を実施した。この研修を通して台北市立松山高級商業家事職業学校と教育

　　交流を実施している。

　　　令和３年度青森県教育委員会と台北市政府教育局との教育交流協力に関する了解覚書の締結による

　　教育交流を台北市立士林高級商業職業学校と実施することとなった。（予定では２年間）

　　　さらに、令和４年度から２年間実施することとなる庁内ベンチャー事業に「青商ビジネスチャレン

　　ジ with 台湾」を提案し採択された。

　　　これらの台湾と交流に係ることについて、事業計画の立案・実施等について検討することを目的に

　　ワーキンググループを商業教育部の下部組織として位置づけて設置することとする。

　２　検討内容について

　　 （１）台北市立松山高級商業家事職業学校との交流に係ること

   　（２）台北市立士林高級商業職業学校との交流に係ること

　   （３）庁内ベンチャー事業「青商ビジネスチャレンジ　with 台湾」に係ること

  ３　構成員

　　　  チーフ　教頭

　　　  委　員　商業科主任、情報処理科主任、教務部主任、渉外部主任、事業に係る学年主任、英語科

　　　　　　　　主任、商業教育部、商業研究部顧問、事務部、その他必要な教員

　４　期間

　　　　令和４年２月１６日から

　令和４年度の人事異動により、商業科の教頭が異動になったことから、構成員チーフを教頭から商業教育

部所属の教諭へ変更するため、ワーキングループの設置要項を一部改正した。

　　この改正により、令和４年４月１日からのチーフは私、髙橋となった。

　　このワーキンググループでは、年間計画、協働学習に参加する生徒の募集・選考方法、研修会の内容・

予算等について、検討した。

３　令和５年度の取り組み

   （１）青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業

       「青森と台湾の高校生による協働学習推進プログラム」

　　　台北市立士林高級商業職業学校と令和３年度から交流しているが、今年度初めて派遣交流及び受入交  

　　流を実施することができた。「観光ビジネス」に関する学習や青森県の文化等を通して、青森県の魅力

　　と異文化理解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指すことを目的に協働学

　　習を実施した。

　　　　ア　台湾研修会

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１０月１９日（木）～１０月２３日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　１０月２０日（金）士林高級商業職業学校協働学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本観光物産博覧会　弘南鉄道ＰＲ活動

　　　　　　　　　　　１０月２１日（土）日本観光物産博覧会　弘南鉄道ＰＲ活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　士林夜市視察

　　　　　　　　　　　１０月２２日（日）観光資源視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市場調査

　　　　　　(ｳ) 対象生徒　１学年６名　２学年８名

　　　　　　(ｴ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）

   （２）提案者事業実施制度（庁内ベンチャー）「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」

　　　グローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業の「青森・台湾間の高校生協働学習促進プログラ

　　ム」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の「笹森儀助基金活用事業」で台北市立松山高級商業家

　　事職業学校との協働学習内容を引き継ぐ形で、県内の県立商業高校と連携した海外ビジネスチャレンジ

　　のテーマで協働実践を実施した。

　　　　ア　日本での販売実践

　　　　　　国内外でビジネスを展開するノウハウを身に付け、世界と青森を繋げて行くことを目的に県立

　　　　　商業高校と「生徒実行委員会」を編成し、販売実践を実施した。

　　　　　　各校が企業と商談を実施して台湾祭の目的等を説明して出店交渉を行った。企業、来場者、他

　　　　　校生徒との交流を通して、ビジネスの厳しさ、面白さを体験することができた。

　　　　　　(ｱ) 生徒実行委員会実施日　令和５年４月２６日（水）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月２３日（火）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月　３日（月）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月２７日（木）スタートアップセンター内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【生徒実行委員会組織図】

　　　　　　(ｲ) 台湾祭実施日　令和５年 7月２８日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月２９日（土）

　　　　　　(ｳ) 会場　青森駅前公園及びスタートアップセンター

　　　　イ　台湾研修会

　　　　　　青森商業高等学校生徒１２名・教員４名、弘前実業高等学校生徒２名・教員１名、八戸商業高

　　　　　等学校生徒３名・教員１名、三沢商業高等学校生徒３名・教員１名の参加で、台北市立松山高級

　　　　　商業家事職業学校との協働学習、台湾企業の視察・模擬商談、市場調査等を行い、台湾の文化理

　　　　　解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指す目的で実施した。研修を

　　　　　通して克服できた課題、残された課題等の様々な気づきを得たことにより、生徒の視野が広くな

　　　　　ったと感じた。詳細につきましては、本書の台湾研修会紀行を参考にしていただきたい。

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１２月１４日（木）～１２月１８日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　１２月１５日（金）松山高級商業家事職業学校協働学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エバリッチエンタープライズ視察・模擬商談

　　　　　　　　　　　１２月１６日（土）雙連朝市視察、雙連スーパー視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テストマーケティング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饒河街（ラオフー）夜市視察

　　　　　　　　　　　１２月１７日（日）観光資源視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　迪化街（ディーホアジェ）視察

　　　　　　(ｳ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）

４　終わりに

　今年度は、台湾祭、ベンチャー事業台湾研修会、グローバル人財育成事業台湾研修会及び受入交流と、コ

ロナ禍から比べると充実したビジネス実践と異国文化に触れることやリアルな交流ができたことで、台湾並

びに他の県立商業高校との絆を深めると共に青森県の商業教育をアピールすることができた。各事業の開催

にあたり難しい課題が多い中で、各校生徒と教員が進んで課題の克服に取り組んできたことが事業の成功の

要因であると断言できる。庁内ベンチャー「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」は今年度で終了する

が、引き続き県内の商業高校と連携を密接にして、グローバルな人財育成や様々なビジネス実践に挑戦して

いけたらと考えている。

　　　　イ　受入交流

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１２月１１日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　ねぶたの家「ワ・ラッセ」見学

　　　　　　　　　　　歓迎セレモニー

　　　　　　　　　　　学校案内・体験授業（茶道・華道・弓道見学・剣道見学）

　　　　　　　　　　　英語によるカードゲーム交流学習（アチーバス）

　　　　　　　　　　　昼食会

　　　　　　　　　　　送別セレモニー

　　　　　　(ｳ) 対象生徒　本校　１学年８名　２学年１１名　３学年１９名

　　　　　　　　　　　　　士林高級商業職業学校　３５名

　　　　　　(ｴ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）
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１　はじめに

　　本校では、平成３０年度に一般財団法人青森商業高等学校後援会が、冒険家であり探検家でもあった笹

　森儀助翁の名を冠した「笹森儀助基金」を創設した。その基金を活用し台湾の松山高級商業家事職業学校

　と連携して、インバウンド観光に関する市場調査や青森県のＰＲ活動・交流等を通して、青森県の魅力と

　異文化理解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指す取り組みの実践が行われ

　てきた。

　　令和元年度は、県教育庁の「ドリカム人づくり推進事業」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の

　「笹森儀助基金活用事業」として、「ＡＯＭＯＲＩと世界をビジネスで繋ぐ高校生チャレンジ（台湾編）～

　「商品開発と流通」の先進的な実践～」の取り組みが行われた。

　　令和２年度および令和３年度は、県教育庁のグローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業の「青森

　・台湾間の高校生協働学習促進プログラム」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の「笹森儀助基金

　活用事業」を活用しての取り組みの実践が行われた。

　　本校では、台北市立松山高級商業家事職業学校及び台北市立士林高級商業職業学校と教育交流を実施す

　ることから、令和４年２月１６日にグローバル人財育成ワーキンググループを設置した。

　　令和４年度は、県教育庁の青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業「青森と台

　湾の高校生による協働学習推進プログラム」と県企画政策部地域活力振興部の提案者事業実施制度（庁内

　ベンチャー）「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」の取り組みがスタートした。

２　グローバル人財育成ワーキンググループについて

　　設置要項

　１　趣旨

　　　本校は、平成３０年度に笹森儀助基金等を活用し、「台湾とのインアウトバウンド観光を考える」　

　　を目的に台湾現地視察研修を実施した。この研修を通して台北市立松山高級商業家事職業学校と教育

　　交流を実施している。

　　　令和３年度青森県教育委員会と台北市政府教育局との教育交流協力に関する了解覚書の締結による

　　教育交流を台北市立士林高級商業職業学校と実施することとなった。（予定では２年間）

　　　さらに、令和４年度から２年間実施することとなる庁内ベンチャー事業に「青商ビジネスチャレン

　　ジ with 台湾」を提案し採択された。

　　　これらの台湾と交流に係ることについて、事業計画の立案・実施等について検討することを目的に

　　ワーキンググループを商業教育部の下部組織として位置づけて設置することとする。

　２　検討内容について

　　 （１）台北市立松山高級商業家事職業学校との交流に係ること

   　（２）台北市立士林高級商業職業学校との交流に係ること

　   （３）庁内ベンチャー事業「青商ビジネスチャレンジ　with 台湾」に係ること

  ３　構成員

　　　  チーフ　教頭

　　　  委　員　商業科主任、情報処理科主任、教務部主任、渉外部主任、事業に係る学年主任、英語科

　　　　　　　　主任、商業教育部、商業研究部顧問、事務部、その他必要な教員

　４　期間

　　　　令和４年２月１６日から

　令和４年度の人事異動により、商業科の教頭が異動になったことから、構成員チーフを教頭から商業教育

部所属の教諭へ変更するため、ワーキングループの設置要項を一部改正した。

　　この改正により、令和４年４月１日からのチーフは私、髙橋となった。

　　このワーキンググループでは、年間計画、協働学習に参加する生徒の募集・選考方法、研修会の内容・

予算等について、検討した。

３　令和５年度の取り組み

   （１）青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業

       「青森と台湾の高校生による協働学習推進プログラム」

　　　台北市立士林高級商業職業学校と令和３年度から交流しているが、今年度初めて派遣交流及び受入交  

　　流を実施することができた。「観光ビジネス」に関する学習や青森県の文化等を通して、青森県の魅力

　　と異文化理解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指すことを目的に協働学

　　習を実施した。

　　　　ア　台湾研修会

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１０月１９日（木）～１０月２３日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　１０月２０日（金）士林高級商業職業学校協働学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本観光物産博覧会　弘南鉄道ＰＲ活動

　　　　　　　　　　　１０月２１日（土）日本観光物産博覧会　弘南鉄道ＰＲ活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　士林夜市視察

　　　　　　　　　　　１０月２２日（日）観光資源視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市場調査

　　　　　　(ｳ) 対象生徒　１学年６名　２学年８名

　　　　　　(ｴ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）

   （２）提案者事業実施制度（庁内ベンチャー）「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」

　　　グローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業の「青森・台湾間の高校生協働学習促進プログラ

　　ム」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の「笹森儀助基金活用事業」で台北市立松山高級商業家

　　事職業学校との協働学習内容を引き継ぐ形で、県内の県立商業高校と連携した海外ビジネスチャレンジ

　　のテーマで協働実践を実施した。

　　　　ア　日本での販売実践

　　　　　　国内外でビジネスを展開するノウハウを身に付け、世界と青森を繋げて行くことを目的に県立

　　　　　商業高校と「生徒実行委員会」を編成し、販売実践を実施した。

　　　　　　各校が企業と商談を実施して台湾祭の目的等を説明して出店交渉を行った。企業、来場者、他

　　　　　校生徒との交流を通して、ビジネスの厳しさ、面白さを体験することができた。

　　　　　　(ｱ) 生徒実行委員会実施日　令和５年４月２６日（水）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月２３日（火）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月　３日（月）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月２７日（木）スタートアップセンター内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【生徒実行委員会組織図】

　　　　　　(ｲ) 台湾祭実施日　令和５年 7月２８日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月２９日（土）

　　　　　　(ｳ) 会場　青森駅前公園及びスタートアップセンター

　　　　イ　台湾研修会

　　　　　　青森商業高等学校生徒１２名・教員４名、弘前実業高等学校生徒２名・教員１名、八戸商業高

　　　　　等学校生徒３名・教員１名、三沢商業高等学校生徒３名・教員１名の参加で、台北市立松山高級

　　　　　商業家事職業学校との協働学習、台湾企業の視察・模擬商談、市場調査等を行い、台湾の文化理

　　　　　解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指す目的で実施した。研修を

　　　　　通して克服できた課題、残された課題等の様々な気づきを得たことにより、生徒の視野が広くな

　　　　　ったと感じた。詳細につきましては、本書の台湾研修会紀行を参考にしていただきたい。

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１２月１４日（木）～１２月１８日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　１２月１５日（金）松山高級商業家事職業学校協働学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エバリッチエンタープライズ視察・模擬商談

　　　　　　　　　　　１２月１６日（土）雙連朝市視察、雙連スーパー視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テストマーケティング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饒河街（ラオフー）夜市視察

　　　　　　　　　　　１２月１７日（日）観光資源視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　迪化街（ディーホアジェ）視察

　　　　　　(ｳ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）

４　終わりに

　今年度は、台湾祭、ベンチャー事業台湾研修会、グローバル人財育成事業台湾研修会及び受入交流と、コ

ロナ禍から比べると充実したビジネス実践と異国文化に触れることやリアルな交流ができたことで、台湾並

びに他の県立商業高校との絆を深めると共に青森県の商業教育をアピールすることができた。各事業の開催

にあたり難しい課題が多い中で、各校生徒と教員が進んで課題の克服に取り組んできたことが事業の成功の

要因であると断言できる。庁内ベンチャー「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」は今年度で終了する

が、引き続き県内の商業高校と連携を密接にして、グローバルな人財育成や様々なビジネス実践に挑戦して

いけたらと考えている。

　　　　イ　受入交流

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１２月１１日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　ねぶたの家「ワ・ラッセ」見学

　　　　　　　　　　　歓迎セレモニー

　　　　　　　　　　　学校案内・体験授業（茶道・華道・弓道見学・剣道見学）

　　　　　　　　　　　英語によるカードゲーム交流学習（アチーバス）

　　　　　　　　　　　昼食会

　　　　　　　　　　　送別セレモニー

　　　　　　(ｳ) 対象生徒　本校　１学年８名　２学年１１名　３学年１９名

　　　　　　　　　　　　　士林高級商業職業学校　３５名

　　　　　　(ｴ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）
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１　はじめに

　　本校では、平成３０年度に一般財団法人青森商業高等学校後援会が、冒険家であり探検家でもあった笹

　森儀助翁の名を冠した「笹森儀助基金」を創設した。その基金を活用し台湾の松山高級商業家事職業学校

　と連携して、インバウンド観光に関する市場調査や青森県のＰＲ活動・交流等を通して、青森県の魅力と

　異文化理解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指す取り組みの実践が行われ

　てきた。

　　令和元年度は、県教育庁の「ドリカム人づくり推進事業」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の

　「笹森儀助基金活用事業」として、「ＡＯＭＯＲＩと世界をビジネスで繋ぐ高校生チャレンジ（台湾編）～

　「商品開発と流通」の先進的な実践～」の取り組みが行われた。

　　令和２年度および令和３年度は、県教育庁のグローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業の「青森

　・台湾間の高校生協働学習促進プログラム」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の「笹森儀助基金

　活用事業」を活用しての取り組みの実践が行われた。

　　本校では、台北市立松山高級商業家事職業学校及び台北市立士林高級商業職業学校と教育交流を実施す

　ることから、令和４年２月１６日にグローバル人財育成ワーキンググループを設置した。

　　令和４年度は、県教育庁の青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業「青森と台

　湾の高校生による協働学習推進プログラム」と県企画政策部地域活力振興部の提案者事業実施制度（庁内

　ベンチャー）「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」の取り組みがスタートした。

２　グローバル人財育成ワーキンググループについて

　　設置要項

　１　趣旨

　　　本校は、平成３０年度に笹森儀助基金等を活用し、「台湾とのインアウトバウンド観光を考える」　

　　を目的に台湾現地視察研修を実施した。この研修を通して台北市立松山高級商業家事職業学校と教育

　　交流を実施している。

　　　令和３年度青森県教育委員会と台北市政府教育局との教育交流協力に関する了解覚書の締結による

　　教育交流を台北市立士林高級商業職業学校と実施することとなった。（予定では２年間）

　　　さらに、令和４年度から２年間実施することとなる庁内ベンチャー事業に「青商ビジネスチャレン

　　ジ with 台湾」を提案し採択された。

　　　これらの台湾と交流に係ることについて、事業計画の立案・実施等について検討することを目的に

　　ワーキンググループを商業教育部の下部組織として位置づけて設置することとする。

　２　検討内容について

　　 （１）台北市立松山高級商業家事職業学校との交流に係ること

   　（２）台北市立士林高級商業職業学校との交流に係ること

　   （３）庁内ベンチャー事業「青商ビジネスチャレンジ　with 台湾」に係ること

  ３　構成員

　　　  チーフ　教頭

　　　  委　員　商業科主任、情報処理科主任、教務部主任、渉外部主任、事業に係る学年主任、英語科

　　　　　　　　主任、商業教育部、商業研究部顧問、事務部、その他必要な教員

　４　期間

　　　　令和４年２月１６日から

　令和４年度の人事異動により、商業科の教頭が異動になったことから、構成員チーフを教頭から商業教育

部所属の教諭へ変更するため、ワーキングループの設置要項を一部改正した。

　　この改正により、令和４年４月１日からのチーフは私、髙橋となった。

　　このワーキンググループでは、年間計画、協働学習に参加する生徒の募集・選考方法、研修会の内容・

予算等について、検討した。

３　令和５年度の取り組み

   （１）青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業

       「青森と台湾の高校生による協働学習推進プログラム」

　　　台北市立士林高級商業職業学校と令和３年度から交流しているが、今年度初めて派遣交流及び受入交  

　　流を実施することができた。「観光ビジネス」に関する学習や青森県の文化等を通して、青森県の魅力

　　と異文化理解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指すことを目的に協働学

　　習を実施した。

　　　　ア　台湾研修会

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１０月１９日（木）～１０月２３日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　１０月２０日（金）士林高級商業職業学校協働学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本観光物産博覧会　弘南鉄道ＰＲ活動

　　　　　　　　　　　１０月２１日（土）日本観光物産博覧会　弘南鉄道ＰＲ活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　士林夜市視察

　　　　　　　　　　　１０月２２日（日）観光資源視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市場調査

　　　　　　(ｳ) 対象生徒　１学年６名　２学年８名

　　　　　　(ｴ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）

   （２）提案者事業実施制度（庁内ベンチャー）「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」

　　　グローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業の「青森・台湾間の高校生協働学習促進プログラ

　　ム」及び一般財団法人青森商業高等学校後援会の「笹森儀助基金活用事業」で台北市立松山高級商業家

　　事職業学校との協働学習内容を引き継ぐ形で、県内の県立商業高校と連携した海外ビジネスチャレンジ

　　のテーマで協働実践を実施した。

　　　　ア　日本での販売実践

　　　　　　国内外でビジネスを展開するノウハウを身に付け、世界と青森を繋げて行くことを目的に県立

　　　　　商業高校と「生徒実行委員会」を編成し、販売実践を実施した。

　　　　　　各校が企業と商談を実施して台湾祭の目的等を説明して出店交渉を行った。企業、来場者、他

　　　　　校生徒との交流を通して、ビジネスの厳しさ、面白さを体験することができた。

　　　　　　(ｱ) 生徒実行委員会実施日　令和５年４月２６日（水）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月２３日（火）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月　３日（月）オンライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月２７日（木）スタートアップセンター内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【生徒実行委員会組織図】

　　　　　　(ｲ) 台湾祭実施日　令和５年 7月２８日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月２９日（土）

　　　　　　(ｳ) 会場　青森駅前公園及びスタートアップセンター

　　　　イ　台湾研修会

　　　　　　青森商業高等学校生徒１２名・教員４名、弘前実業高等学校生徒２名・教員１名、八戸商業高

　　　　　等学校生徒３名・教員１名、三沢商業高等学校生徒３名・教員１名の参加で、台北市立松山高級

　　　　　商業家事職業学校との協働学習、台湾企業の視察・模擬商談、市場調査等を行い、台湾の文化理

　　　　　解、主体性とチャレンジ精神、コミュニケーション能力の向上を目指す目的で実施した。研修を

　　　　　通して克服できた課題、残された課題等の様々な気づきを得たことにより、生徒の視野が広くな

　　　　　ったと感じた。詳細につきましては、本書の台湾研修会紀行を参考にしていただきたい。

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１２月１４日（木）～１２月１８日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　１２月１５日（金）松山高級商業家事職業学校協働学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エバリッチエンタープライズ視察・模擬商談

　　　　　　　　　　　１２月１６日（土）雙連朝市視察、雙連スーパー視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テストマーケティング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饒河街（ラオフー）夜市視察

　　　　　　　　　　　１２月１７日（日）観光資源視察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　迪化街（ディーホアジェ）視察

　　　　　　(ｳ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）

４　終わりに

　今年度は、台湾祭、ベンチャー事業台湾研修会、グローバル人財育成事業台湾研修会及び受入交流と、コ

ロナ禍から比べると充実したビジネス実践と異国文化に触れることやリアルな交流ができたことで、台湾並

びに他の県立商業高校との絆を深めると共に青森県の商業教育をアピールすることができた。各事業の開催

にあたり難しい課題が多い中で、各校生徒と教員が進んで課題の克服に取り組んできたことが事業の成功の

要因であると断言できる。庁内ベンチャー「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」は今年度で終了する

が、引き続き県内の商業高校と連携を密接にして、グローバルな人財育成や様々なビジネス実践に挑戦して

いけたらと考えている。

　　　　イ　受入交流

　　　　　　(ｱ) 期日　令和５年１２月１１日（月）

　　　　　　(ｲ) 内容　ねぶたの家「ワ・ラッセ」見学

　　　　　　　　　　　歓迎セレモニー

　　　　　　　　　　　学校案内・体験授業（茶道・華道・弓道見学・剣道見学）

　　　　　　　　　　　英語によるカードゲーム交流学習（アチーバス）

　　　　　　　　　　　昼食会

　　　　　　　　　　　送別セレモニー

　　　　　　(ｳ) 対象生徒　本校　１学年８名　２学年１１名　３学年１９名

　　　　　　　　　　　　　士林高級商業職業学校　３５名

　　　　　　(ｴ) コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）
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期　間　　令和５年１２月１４日（木）～１８日（月）

宿　泊　　ホテルリバービュー台北  参加者　　　青森商業高等学校　生徒１２名　教員４名

　　　　　弘前実業高等学校　生徒　２名　教員１名

　　　　　八戸商業高等学校　生徒　３名　教員１名

　　　　　三沢商業高等学校　生徒　３名　教員１名

　　　　　コーディネーター　外崎　真由美　氏（株式会社 Revive）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　佐井　美優

　私が今回の旅で立てた目標は、コミュニケーション能力を高めることと、りんごのストローの魅力を台湾

の人たちに伝えることです。

　２日目の松山家商との交流でりんごのストローの紹介をしたときに、パソコンの操作がうまくいかず焦っ

てしまい緊張でうまく紹介できなかったり、ねぶた囃子をやっているときに松山家商の子たちを巻き込んで

一緒に跳ねることができなかったりして、臨機応変に対応できなかったのが反省点だと思います。しかし、

松山家商の人たちと昼食を一緒に食べたときに、翻訳アプリ、簡単な中国語や、自分のわかる英単語を使っ

てたくさん会話をしたり、インスタを交換したりして、仲良くなれて本当に良かったです。ここでできた友

達をずっと大切にしたいと思いました。エバリッチさんの企業視察では東さんがお金についての話をしてく

れて、お金の勉強をすることで将来自分が損することが減り、知識が増えるので他の人より得をするという

ことを学びました。さらに、今が一番若いから今努力するべきと聞いて私は将来の夢があるので、それに向

【特別寄稿】

青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業

台湾研修会紀行
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かって努力を怠らないようにしようと強く思いました。また、商談についてのアドバイスを頂いたので将来

働いたときに活かしたいです。

　３日目はまず朝市に行きました。朝市に来ていたお客さんは結構お年寄りの人が多く、生肉がそのまま売

られていることに驚きました。そして朝市の場所にはお寺があり、たくさんの参拝者がいて、日常的に参拝

に訪れる人が多いということがわかりました。午後に行われたテストマーケティングでは用意しなければい

けないものが用意できなかったり、ポップの作成や街の人たちにどのようにして商品をプレゼンするのか準

備が全然できていなかったりして準備に時間がかかったのと、松山家商の子たちやお店の人とのコミュニケ

ーションがうまくとれなくて、ちゃんと開始できたのが開始予定の一時間半後になってしまいました。ここ

で私は「報告」「連絡」「相談」が足りなかったと考えテストマーケティング中は報連相を意識して行動する

ことができました。私はあまり表に出ず裏でサポートしていたのですが、情報がしっかり共有されるため作

業を効率よく行うことができ、報連相の大切さを学びました。夜市まで行くのに松山家商の子たちが電車に

乗る時から案内してくれました。台湾の電車は日本の電車よりも椅子が硬く、少し数が少ないと感じました。

夜市に来ていたお客さんは朝市と違い、若い人たちや家族連れの人たちが多かったです。また、出している

商品も生魚や生肉は置いていなくてその場で食べられるような食べ物が多く置かれていました。私は夜市で

松山家商の子たちが教えてくれたおすすめ店でダージーパイと牛肉を食べてタピオカを飲みました。肉はど

っちもジューシーでおいしかったです。タピオカは甘すぎないちょうどいい甘さで飲みやすかったです。ま

た絶対夜市に行きたいです。

　４日目のディーホアジェ視察では油飯、かき氷、いちご飴を食べました。油飯に入っていた手羽先がとて

も柔らかくておいしかったです。かき氷には上にお餅のようなものがのっていて日本では食べられないので

新鮮でした。いちご飴はいちごが小さくて食べやすかったです。デパート視察ではお土産を買いました。良

さそうなお店がたくさんあって困ったけれどいろいろなところを見ていいお土産を買うことができました。

西門ではかわいいストラップを探したり、プリクラを撮ったりしました。最後にみんなと遊べていい思い出

を作ることができてよかったです。

　私は言葉が通じない中でコミュニケーションを取ることの難しさを学び、どうしたら相手に伝わるかとい

う相手のことを考えて言葉を伝えられるようになりました。また、翻訳アプリを使って会話をするのがあま

り伝わらなくて大変だったので、言語の勉強をしようと思いました。そして、松山家商との交流やテストマ

ーケティングで臨機応変に対応する大変さを学び、相手が今何を求めているのかを考えたり、物事を客観的

に見たりすることが大切だと思い、帰ってきてからも周りをしっかり見るようにして学んだことを活かすよ

うに努力しています。この旅でたくさんのことを学び、普通の高校生は体験できないようないい経験をし、

もっと世界を知りたいと思えるようになりました。このいい経験を無駄にしないようにアドバイスされたこ

とや、学んだことを忘れず日常生活や、働いたときに活かしていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鎌田　雄一郎

　台湾祭ぶりにみんなに再会して嬉しかったです。まずは、新幹線に乗り仙台駅まで行きました。昼飯は私

の大好きな牛タン弁当を食べその後に弘実の友達とずんだシェイクを飲みお腹が満たされました。仙台空港

に来たのは人生で２回目でした。国際線は初めてだったのでとてもわくわくしていました。思ったよりもパ

スポートを使うことが多かったので大変でした。松山家商さんと交流して最初は、お互い緊張してコミュニ

ケーションを取ることができなかったけど、松山の生徒から話しかけてくれたのでとても親しくなれました。

青商のプレゼン発表でトラブルがあったけど最後まで楽しく交流できたので良かったと思いました。午後に

エバリッチの東さんが私たちに講話をしていただきました。話を聞いて、若いうちにたくさん努力して将来

のために頑張ろうと思いました。101に行って、私が一番楽しみにしていた小籠包を食べました。とてもジ

ューシーで肉汁があふれ出しました。建物の中にはブランド物の商品しかなく、私達にはまだ早いなと思い

ながら商品を見ていました。次に、テストマーケティングをしました。松山の生徒と一緒にやって言葉が通

じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。
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じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。
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じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。
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じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。
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じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。
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じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。
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じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。
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じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。



19

じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。
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じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。
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じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。
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じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。
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じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。
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じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。
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じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。
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じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。
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じなかったので、Google翻訳など使って工夫しました。とても寒かったし大変だったけど協力してできました。

中正記念堂に行って、兵隊さんの衛兵交代を見ました。迫力があってとても感動しました。外崎さんとホテ

ルで別れを告げ、空港に行きました。空港で少し時間があったので鹿内と休憩をしていました。日本に帰っ

た時はあっという間だったなと思いました。とても充実できました。

　最後に、台湾に行って学び得たことは、自分は少し大人になったなと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　鹿内　悠人

　今回、私が台湾研修で立てた目標は思い切り楽しむことで、目的はパスタソースを台湾に広めるために台

湾の人達の意見を聞くことでした。

（一日目）私は初めての飛行機、初めての海外でした。最初はとても不安でしたが、乗ってみると案外楽し

くて快適に乗ることができました。台湾についてからは少し匂いに抵抗がありました。他の学校から来た人

達とも仲良くなれそうで良かったです。

（二日目）松山家商さんと交流を行い、自分達の発表の時には、次誰が紹介するのか考えておけばスムーズ

にいけた気がしました。一緒に昼ご飯を食べてお菓子交換やインスタ交換などして大変楽しい時間になりま

した。そこで感じたことは、松山家商のみんなは英語、日本語が喋れていて素直に凄いと感じました。午後

にはエバリッチさんにお邪魔させていただきました。そこでネギパンと台湾カステラをいただきました。大

変美味しく日本でも食べたいと思いました。他にエバリッチさんが仕事としている貿易の話や円高円安の話

を聞かせていただきました。そこで一番大事な事として教えてもらったことが２０代のうちに一番努力する

ということと夢は無くても焦らなくてもいいということを教えてもらいました。

　私も夢がなくて心配していましたがこの話を聞いて自分に自信をつけることができました。大変貴重な話

聞けてよかったです。

（三日目）テストマーケティングを松山家商の生徒さんと協力して行いました。中々言語の壁があり、最初

は手間取りましたが、スマホも使いながら台湾の人達に試食、アンケートを取ってもらうことができました。

もう少し自信をもって接していればスムーズいったので少し悔しいです。夜には、夜市に行きました。たく

さんのお店がありました。美味しい店がたくさんありました。

（四日目）中正記念堂にいきました。歴史を感じる建物ばかりでした。台湾の原宿と呼ばれる西門に行きま

した。とても東京を感じられました。

（五日目）外崎さんに別れを告げました。この台湾研修はあっという間でした。

私は、この台湾研修で自信をもって挑戦することが大事ということを学びました。これからは、自分に自信

をもって何事も挑戦していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　山本　大凱

　今回は初めての海外、初めての台湾だった。台湾研修の目標は一つでもいいから新しい発見をすることだ。

今まで、台湾祭を行うなど台湾に関することを沢山行ってきた。しかし、それらは台湾のイメージで作り上

げたものなので今回の台湾研修で自分の台湾のイメージと答え合わせの期間でもあった。

　一日目。台湾に到着し、空港を出た瞬間に気候に違いにすぐ気づきました。日本はもう冬で寒いというの

に、台湾は夜でも夏のように暑い。この時点でもう一つ目の違いを見つけてしまったのだ。台湾は自分が思

っている以上にいろんな違いがあると思った。

　二日目。この日は台北市立松山高級商業家事職業学校の高校生との交流、台湾企業への見学をした。松山

家商の生徒たちはとても元気で積極的だった。例え、使う言語が違ってもまるで気にしてないように話しか

けてくれた。こういう所も台湾らしさなのかな、と思った。松山家商での交流の後は、台湾祭でもお世話に

なったエバリッチエンタープライズさんの見学と貿易についての話を聞きに行った。エバリッチの社長であ

る、東さんの日本では学ばない「お金の話」も聞くことができた。貯金、投資、借金、この３つで一番得を

するのは何かと質問を聞いたとき普通に考えれば貯金だが、東さん曰く「いい借金もある。」と言った。最

初に借金することで後に借金以上に利益が出る。これがいい借金だと。そしてこれこそがお金の勉強だと。

この授業を聞いているとき、自分がどれだけ無知なのかを知ることができた。この日は台湾のことだけでな

く、自分の人生のとらえ方も教わった一日だった。

　三日目。個人的にこの日が一番大変な日だった。昼には一般市民を対象としたテストマーケティング。夜

には松山家商の高校生達との夜市があった。テストマーケティングが始まる直前に、ホテルの部屋にねぷた

工作セットのサンプルを忘れたことに気づいた。もっと早く気づいていれば取りに戻れたかもしれない。こ

れが鈴木先生や外崎さんに言われた責任感がない、報連相ができてないに当てはまると。ものすごい実感し

た瞬間だった。テストマーケティングでは目の前を通っていく台北市民に話しかけないと始まらない。研修

組は固まっていたが松山家商の生徒たちがここでも積極性を魅せた。自分たちよりも積極的に話しかけに行

き、必死に頑張っていた。自分たちに足りないものを松山家商の生徒たちは持っていると思った。そうして、

今回の研修の最大の山場であるテストマーケティングが終わった。かなり反省点が多いマーケティングにな

った。しかし、鈴木先生や外崎さんは失敗してもいいと。この失敗が報われるのは５年後、１０年後かもし

れないが、この失敗のおかげで今やっている仕事ができているなど、そんな風に成長出来たら成功だと。こ

の経験はどの高校でも経験できない貴重なものだと心の底から思った。夜は松山家商の高校生のガイド付き

で夜市を周った。二日目に行った朝市とはまた違う雰囲気があった。朝市も人が多かったが、夜市はその倍

の人がいて、お客さん、屋台の人の声や日本の曲など盛んに聞こえていた。台湾では有名な台湾唐揚げ、本

場のタピオカミルクティーなど、どれもこれも美味しかった。駅で松山家商の生徒達との別れは寂しかった

が、またいつか台湾に行って夜市を周りたいと思った。

　四日目。この日は中世記念堂の見学、ディーホアジェの視察だ。中世記念堂で行われた警備員によるパフ

ォーマンスは巧みに持っている武器を操り、一つ一つの動作がきれいで見ていて圧巻された。ディーホアジ

ェは日本でいうとこの中華街のようなところだった。様々なお土産やお菓子が売られており、路上で弾き語

りをしている人がいたりなどとても賑やかなところだった。夜に西門町という、日本でいう原宿での自由行

動があった。夜なのに人が大勢いた。西門町もとても賑やかで路上販売も多い。外でも店の中でも他に占め

る場所だと感じた。

　自分はこの台湾研修に参加して本当に良かったと思う。あの時、手を挙げていなかったら一生後悔してい

たと思う。初めていく海外、変わる言語、食べたことも嗅いだこともない料理、聞いたこともない文化、歴

史、すべてが自分からすれば新鮮でとても興味深いものだった。青森商業以外にも参加していた三沢商業、

弘前実業、八戸商業の生徒たちとも交流し、つながることができた。この台湾研修を機に中国語に興味を持

っている自分がいる。将来、また台湾研修に行ったメンバーでまた台湾に行きたい。中国語を覚えたい様々

な考え、思い出ができた四泊五日の旅だった。台湾祭から始まったこの課題研究。とても楽しかった。こん

な経験ができた人のつながりに感謝をしたい。お金を出してくれた親、コーディネーターの外崎さん、松山

家商の生徒達、エバリッチの東さん、そして引率の鈴木先生、飯田先生、榊先生、菊地先生、ほかの高校の

先生とメンバーには感謝しかない。この課題研究を選んで本当に良かった。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　大山　莉奈

１日目・入国検査＆移動

　パスポートの顔が最初髪を下ろしていたため顔が違うと言われ、とても焦りました（泣）。これからはな

るべくパスポートに近い状態で入国したいと思いました。

２日目・松山交流＆エバリッチ

　松山交流では最初に学校紹介＆商品紹介を行いました。学校紹介では、互いの学校の良いところを紹介し

あいました。松山家松は学校がとても広く奇麗でした。また、金曜日にはUber Eatsの日があり、学校もデ

ザイン科で自分たちの個性溢れる壁をみんなで作り上げて自由な学校でした。

　商品紹介では、所々ハプニングも多かったですが、自分たちの伝えたいことを伝えることができました。

私は、ねぷた工作セットについて紹介したのですが、生徒からはとてもキュートでクリエイティブとおっし

ゃっていただきました。最後にはみんなと昼食を食べ、交流をしました。

　エバリッチでは、貿易についての説明やお金について説明していただいたり、ネギパンと台湾カステラを

いただきました。そして、各校の商品を商談し的確なコメントをいただくことができました。お礼にねぶた

のお囃子を披露しました。お金の使い方などは、私たちがこれが正しいという固定概念を壊してくれるよう

なとても面白いお話でした。

３日目・朝市＆テストマーケティング＆夜市

　朝市は年齢層も高く、お魚や生肉が売っていました。そこで食べ歩きをするというより、家に帰り調理し

てから食べられるものが多かったです。イメージに近いのが八戸市にある朝市だと思います。テストマーケ

ティングは、ねぷたのサンプルをホテルに忘れてきたり、値段のポップを作っていないなど準備が全然でき

ていませんでした。反省点が多く、でもこの経験を次に活かしていきたいです。

　夜市は朝市に比べ、年齢層も低く揚げ物も多かったため若者向きの食べ物が多かったです。そして、建物

も台湾祭の時と重ね合わせ見ていきましたが、黄色や赤色を使っているところなどが台湾祭で再現できてい

たのかなと思いました。また、食べ物だけでなくクレーンゲームもあり、毎日行っても飽きないと思いまし

た。

４日目・迪化街＆デパート視察＆西門

　迪化街では、ルーロー飯をいただきました。かき氷は冷たくてふわふわでした！

　そして、建物も昔の日本に似ていたり、日本の歌を歌っている方もいました。

デパート視察は去年も行った、誠品生活や台湾のグッズやコスメが沢山売っていました。他にもご飯料理屋

さんがありました。その中でも最も印象的だったのが、天井に沢山のレンゲが丸く吊られていたのがすごく

印象的でした。台湾では、小籠包でも使われているのでとても台湾らしくユニークな発想で面白いと思いま

した。また、日本の建物にも取り入れたらもっと華やかになると思いました。

　西門では日本の渋谷みたいでした。路上販売や占いなどがあり、とても華やかでした。沢山お土産が売っ

ていて若者向けのお土産が多かったです。

５日目・帰国

　手荷物に間違えてケープを入れ没収されたり、ビーフジャーキーを没収されました。事前に調べておくべ

きでした。これも勉強だと思い、良い経験になりました。

まとめ

　沢山の場所でお囃子をすることができ、魅力を伝えることや台湾の方々と翻訳機能や話すことができて良

かったです。一年間の目標を台湾研修に行くことにより達成できたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　赤石　奈々

　私は、台湾研修を通して今まで体験したことのないことをして将来に活かしていきたいと思い参加しまし

た。

　２日目、松山高級商業家事職業学校に行き、今まで準備してきた「こけス」の紹介をしました。ですが、

流れが把握出来ていなかったり、いろいろと焦ってしまったりして生徒の方々にきちんと伝えることができ

ませんでした。もう少し流れを把握し、肝を座らせて発表することが出来たら良かったです。そして、エバ

リッチでは、今学校で学んでいるお金の内容が将来に役立つことを知りました。私は、テストや資格のため

に勉強をしていてお金の本質までは覚えられていないので授業を頑張っていきたいと思いました。そして今

頑張ったことや挑戦したことで将来の自分の生活が変わっていくと聞きました。なので、努力をして日々を

過ごしていきたいと思いました。

　３日目の朝市は現地の方々の暮らしが見られた気がして楽しかったです。青森中央学院大学の留学生が話

していた臭豆腐を目の前で見ることができ嬉しかったです。そして、とても臭かったです。テストマーケテ

ィングでは、準備不足が多くうまくいかなかったです。値段の紙であったり売るスペースの飾り方であった

り、梨央さんと話し合っていた売り方が出来ない環境だったりしましたがもう少しいろんなことを考えて準

備をしておいたらよかったです。そして、こけスの魅力を伝えるために配るだけでなく台湾の高校生に手伝

ってもらったりして説明できたら良かったです。あと、配ることも考えてどういうのを手渡ししているか書

いた、首にぶら下げられるボードなどを作っておいたらよかったと思いました。それに、自分だけで行動す

るのではなくコミュニケーションをとるべきだと思いました。正直うまくいかなかったことのほうが多いで

すがいい学びになったと思うし、今後に生かしていきたいです。夜市では松山の方に案内してもらい美味し

いご飯が食べられました。また輪投げをして私は入りませんでしたがとても楽しかったです。

　４日目の観光では町で踊っている人やカンフーをしている人を見て台湾の自由な感じを見ることができま

した。1日中友達と行動し楽しく観光や買い物をすることができました。

私は、この台湾研修を通して周りの人と協力し、コミュニケーションをとることの大切さを感じました。ま

た、周りの人に頼ることも必要だと知り、私はそれができていないので気を付けたいと思いました。そして

予期していないことが起こったりするが事前に考えられることはきちんと準備をして、予定表などもきちん

と確認し、その時に適した行動を考えることも大事だと感じました。また英語を勉強していきたいです。将

来に生かすことができるよう頑張っていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　我満　來羅

　今回、私は青森の魅力を台湾の人に伝えることと台湾の町や文化について学ぶという目標を立てました。

　１日目はほぼ移動でした。初めての海外、初めての飛行機でとても緊張したけれどとても楽しかったです。

台湾についた時、とても町が明るくバイクがとても多くて驚きました。

　２日目は、松山高級商業家事職業学校に行って交流、エバリッチで話を聞きました。松山高級商業家事職

業学校の人たちに商業高校のことや商品のことについて発表しました。その時は、パワポがうまくいかずと

ても緊張してしまい、うまく話すことができませんでした。その後、松山高級商業家事職業学校と一緒に昼

食を食べました。台湾の弁当は見た目は少し微妙だけど食べてみると美味しかったです。りんごのストロー

をみんなに使ってもらって美味しいと言っているのを聞いてうれしかったです。松山高級商業家事職業学校

の人たちとインスタを交換したり、写真を撮ったりしました。自分なりに伝えてみたけれどなかなかうまく

いかず翻訳アプリを活用して、会話しました。台湾人はみんな可愛くて、とてもフレンドリーで話しやすか

ったです。みんな日本語は上手で驚きました。エバリッチでは、東さんの話を聞きました。貿易の話、お金

の話などを聞いてみて、日本はお金のことについてまったく勉強していないと聞き驚きました。借金は私の

中で良くないイメージでした。しかし、借金の利益を得るために必要なことだとわかり勉強になりました。

ネギパンと台湾カステラがとても美味しかったです。エバリッチの方に商談の練習をしました。会話みたい

な感じで自分の伝えたいことをしっかり伝えることができました。夕食は台湾料理を食べました。必ず一口

は食べるようにしました。しかし私には台湾料理は合いませんでした。私は台湾の店員さんはお皿に盛ると

き、とても雑でいかに日本がサービスが整っているんだなと思いました。みんなでこれなんだろと話しなが

ら食べるのが楽しかったです。

　３日目は朝ホテルのトイレが噴火して朝からパニックでした。台湾のトイレはなかなか流れなく恐怖です。

バスで移動して朝市に行きました。朝市は果物、お肉など食材が多くお年寄りメインな感じがしました。鳥

がまるまる焼いているのをみて衝撃を受けました。昼食は小籠包でした。よくテレビとかで小籠包を食べて

いるのを見ていたので食べられてうれしかったです。箸で小籠包を割ったら中から汁がジュワーと出てきて

感動しました。１０１はとても広くきれいでした。日本と規模が全然違いました。台湾のお店を少し借りて

テストマーケティングを行いました。自分たちの使うものを外崎さんに伝えていないなど準備がうまくいか

ず開始したのが１時間遅れてしまいました。QRコードを作ったが回答期限が切れてしまいアンケートをとる

ことができませんでした。松山高級商業家事職業学校の人たちと協力してテストマーケティングをしようと

したがうまくいかずとても苦戦しました。いろいろな人にりんごのストローを試飲してもらったり、食べて

もらったりしました。テストマーケティングで、報・連・相や事前準備の大切さを学ぶことができました。

とてもいい経験ができました。夜市では、食べ物や服、ゲームなど若者メインのものが売っていました。私

は、唐揚げ、お肉、いちごあめ、タピオカなどいろいろ食べました。

　４日目は、観光でした。中正記念堂をみました。その時の兵隊の動きがみんなそろっていたし、顔がかっ

こうよかったです。道で踊っているおばあさんがいて台湾って自由なんだなと感じました。油化街にいきま

した。いろいろな店が多く人も多かったです。そこで食べた油飯がお肉がやわらかく美味しかったです。夕

食は台湾鍋でした。ポンポン食べるものが出されて何かせかされている感じがして急がないとという気持ち

になりながら食べていました。その後、西門にいきました。東京の原宿みたいでとても明るくにぎやかでし

た。道でパフォーマンスをしている人がとても多く、みていて楽しかったです。

　今回の台湾研修を通して、いろいろなことが学べました。台湾人はみんなフレンドリーで話しやすく翻訳

アプリなどを使って会話ができました。このことから言語が通じなくても翻訳アプリや自分の知っている単

語を言うだけでも通じることがわかりました。台湾は車よりバイクが多く道にたくさんのバイクが止まって

いました。なんで車よりバイクの方が多いかなと疑問に思いました。台湾の街はとてもカラフルでした。イ

ルミネーションがたくさんあったり、壁に落書きがあるなど、バスから外をみていて個性が強く派手だなと

感じました。テストマーケティングでは事前準備、報・連・相の大切さなども多くのことが学べました。台

湾の人たちに青森のいいところを教えることができました。海外に簡単に行くことができず、今回みたいに

違う高校の人たちと一緒に行けたことが貴重な体験だなと思いました。台湾で学んだことや言葉などをみん

なに伝えたいと思いました。他校の子と交流し新しい友達もできました。自分で台湾に行きたいと手をあげ

てよかったなと改めて思いました。とても楽しく、充実していて幸せな５日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　亀田　沙來

　今回、私は台湾祭だけではわからなかった食文化の違いや生活の中での違いを学び、同じ商業を学ぶ高校

生と交流することで新たな知識を吸収することを目標に、台湾研修に参加しました。

　１日目、出発

　他の商業高校の皆さんと新幹線で合流しました。入国審査は不安でいっぱいでしたが、無事皆で台湾に到

着出来てよかったです。機内食も美味しかったです。

　２日目、松山高級商業家事職業学校と交流　エバリッチ訪問

　松山高級商業家事職業学校の皆さんの日本語の上手さとパワフルさに圧倒されました。学科の数や校舎の

広さは大学のようでした。学校交流を通して、私自身、中国語とコミュニケーションを磨きたいと思いまし

た。エバリッチ訪問では、東さんのお話から努力することの必要性や先を見据えた借金は時には利益にもな

るということを学びました。借金も貯金も投資も結局はその人の使い方次第だとわかり、２０歳になる前に

東さんのお話が聞けて良かったと強く思いました。ネギパンと台湾カステラが絶品でした。

　３日目、朝市　テストマーケ　夜市

　朝市は朝と思えないくらい人と活気で溢れていました。鶏丸々一羽売っていて斬新だなと思いました。気

になったけどさすがに食べられないので鶏肉とニラのシャーピンを食べました。ニラが効いてて美味しかっ

たです。テストマーケでは、松山高級商業家事職業学校の生徒との意思疎通に必死で、ターゲットであるお

客さんを長い間受け流してしまいました。途中からは多くの方に試食をしてもらえましたが、試飲は上手く

提供できませんでした。ですが、子供や大人と多くの方に試食していただけたことで違う視点からのアドバ

イスや感想をいただけたので、この結果をしっかり五所川原商業高校に伝えられるようにまとめたいです。

夜市は、朝市とガラッとかわり、コッテリした食べ物が多く感じました。本場のダージーパイ美味しかった

です。案内してくれてありがとうございました。口が幸せな一日でした。

　４日目、迪化街　デパート視察　西門

　迪化街では、担仔麺、おやき、かき氷、フルーツ飴などを食べました。集合時間の直前に頬張ったパッシ

ョンフルーツのかき氷がとても美味しかったです。今度ゆっくり食べに行きたいです。デパート視察では、

デパートの広さ、商品の多さに驚きました。日本はだいたい一番上の階にフードコートがあるけれど、台湾

は地下にフードコートがありました。店舗数も多く、丸亀製麺も入っていました。台湾の原宿と呼ばれる西

門では、自由時間を満喫しました。とても賑やかで愉快な人が多い印象でした。いるだけで楽しかったです。

　

　５日目、帰国

　今回の旅を通して、異国の商品を現地の方に手に取ってもらうことは難しいと強く実感しました。確かに、

もし日本で海外の人が試食や試飲をお願いしていても怪しむと思います。だからこそ、事前の準備と親密な

関係性を築くことが必要なのだと学びました。外崎さんや東さんがやっていることがどれだけ凄いことか身

にしみてわかりました。これからは、相手の信用を得るにはどうしたら良いか、事前の準備を怠らないよう

にしたいです。今回このような貴重な経験をさせていただけたことに感謝し、今後の課題研究の時間に繋げ

ていきたいです。とても濃い5日間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　千葉　梨央

　無事に人生初の海外・台湾から帰国できて安心していると同時に、今５日間の疲れがどっと来ています。

今回私は、「研修で得た情報を持ち帰り、多方面にフィードバックすること」と「意欲的に何事にも取り組

むこと」を大きな目標として台湾研修に臨みました。

　一日目は主に移動で終わったような日でした。人生初の海外への期待と不安でいっぱいでしたが、飛行機

でプラダを着た悪魔を見ているうちに台湾に無事到着しました。ホテルは思っている以上にきれいで快適で

した。ただ、ドライヤーが非常に簡易的で驚きました。この日は、翌日の松山家商との交流に向けての準備

をして就寝しました。

　二日目は松山家商との交流とエバリッチさんへの訪問でした。松山での各班の発表は、なかなか原稿通り

に行かずアクシデントが立て続けにありました。このことから、発表の流れをお互いに確認してから本番に

臨むとより良いものになったのかなと思いました。お昼を挟んで、松山の生徒とお土産交換や連絡先交換が

できたりなど得たものも多くあり、良い経験となりました。生徒とお別れをして、エバリッチさんへ向かい

ました。エバリッチさんには、オンライン商談のほか台湾祭で大変お世話になっているので、今回直接訪問

でき、嬉しかったです。

　三日目は午前は朝市見学、午後は市場調査とラオフー夜市見学がありました。朝市では、朝早くから多く

の人で賑わっていました。日本では見られない食べ物や新鮮な野菜や精肉が屋台で売られていました。台湾

のおいしい朝ごはんが体験できる場所だと思いました。そのあと、台北101に行き、昼食とスーパー視察を

行いました。高級スーパーなこともあって、日本のりんごやいちごなどどれも値段が高く、驚きました。ま

た、品揃えの多さと商品の並べ方の美しさにも驚きました。そして、いよいよ台湾に来た一番の目的でもあ

る市場調査が始まりました。松山家商の生徒の皆さんにも協力してもらいました。全体を通しての反省とし

て、まずスタートが遅れてしまったことです。台湾ということもあり、初めの売り出しが消極的になってし

まいました。しかし、後半では、歩いている方に商品の説明など積極的に行動でき、購入までしていただけ

るようになりました。初めて踏み入れる地での行動は不安が多いですが、何事も自分から動くことが大切な

のだと実感しました。

　夜市は、朝市と違った雰囲気で、明かりが灯り、入り口の門からとても綺麗でした。出来立てのダージー

パイや名物の胡椒餅が絶品でした。朝市と比べて若い人が多いようでした。

　四日目は中正記念堂を訪れました。台湾の歴史を感じる建物と景色を堪能できました。この日は町中を歩

くことが多く、直接、台湾の街並みをゆっくり見ることができてよかったです。バスで移動するのとはまた

違う魅力がありました。

　最終日は、朝から台湾桃園国際空港に向かい、手続きをしました。パスポートを無くすこともなく、全員

が無事に飛行機に乗れてよかったです。いろいろなことがたくさんあり、慣れないことも多く、大変でした

が、その分自分の力になったこともたくさんあります。長いようで短かった台湾研修も終わり、メンバーと

のお別れは寂しかったです。研修で培った広い視野と、臨機応変に自分から行動する力を、進学先でも生か

して自分のさらなる成長に繋げていきたいです。改めて、５日間を過ごした仲間と先生方、ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　田村　洸士

　今回私が立てた旅の目標は２つあり、１つは台湾の身の回りのＩＴ事情について実際に体感してくること

です。２つ目は、ねぶたを通じて青森の魅力を発信してくることでした。

　１日目、この日は１日中移動でした。私は海外に行くのが２回目なので不安はありませんでした。台湾に

ついてまず感じたことは、青森の気温と台湾の気温が全然違うことを感じました。

　２日目の午前は台北市立松山高級商業家事職業学校との学校交流がありました。松山家商に行くととても

楽しそうにお出迎えをしてくれました。松山家商では４時間という短い時間でしたが、お互いの学校紹介や

青森の祭の紹介（ねぶた祭の演奏）お昼は松山家商で、松山家商の生徒と一緒にお弁当を食べインスタも交

換し、交流を深めることができました。帰り際にお土産をもらい日本から持ってきたお土産を渡し、「また

明日ね」と言っていったんお別れをしました。午後は、エバリッチエンタープライス有限会社にお邪魔させ

ていただき社長の東さんや貿易担当の方から貿易のことや、お金のことについて教えていただきました。そ

してサプライズでなんと台湾ソウルフードのネギパンと台湾カステラをいただきました。なんとこれは東さ

んの策略でまんまとはまってしまいました。ネギパンはしょっぱい系のパンで、あと２つ食べたかったです。

台湾カステラはしっとりふわふわでミルクティーと一緒に食べたらおいしいだろうなと思いました。

　３日目の朝は朝市に行きました。朝市では主に食材がメインで売っていました。そしてそのまま台湾のス

ーパーに行ってきました。日本のスーパーとは違い、１階が生鮮食品などで２階がお菓子や生活用品など売

っていました。日本の商品なども売っていました。そのあとは台北１０１に行き朝市の後のスーパーよりも

大きなスーパーを視察してきました。そこでは台湾の物から日本の物そしてそれ以外の国の物まで販売して

いました。しかし、値段は朝市の後のスーパーより高めで平均が＄１００元前後でした。そのあとは市場調

査に行き日本から持ってきたパスタソースなどの試食をしてもらいアンケートを入力してもらいました。そ

の時は松山家商の生徒にもお手伝いをしてもらいました。夜は松山家商の生徒に饒河街（ラオフー）夜市を

案内してもらいました。

　４日目はまず、中正記念堂で衛兵交代を見た後迪化街（ディーホアジェ）を視察し、そのあとデパートを

見てきました。そこで日本人留学生の白井さんに声をかけてもらい少しだけ案内をしてもらいました。そこ

で台湾では有名な「ヤクルト緑茶（多多緑茶）」をごちそうしてもらいました。最初聞いたときは耳を疑い

ましたが、実際飲んでみて名前のままだなと思いました。夜は私たちが寝泊まりしたホテルがある西門の街

を自由に散策してきました。巨大なディスプレイなどキラキラしていて日本の新宿だなと感じました。

　最後にこの研修を通して、日本よりも町がＩＴ化しているなと感じました。また、ねぶた囃子を台湾です

ることができたのでとてもいい経験になりました。それ以外にも、世界の広さを知ったり、コミュニケーシ

ョン能力をさらに高めたりすることができたので、この研修に参加してよかったなと思いました。またこの

ように海外に行く機会があったら進んで行ってみようと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　髙村　心花

　今回の台湾研修を行うにあたって私は、広報部として写真撮影・動画撮影をすることや、各ＳＮＳに投稿

をするだけはでなく、異文化理解や異文化コミュニケーションを積極的に行うという目標を設定しました。

　１日目は、青森から台湾へ移動をしました。

　初めての海外でとても緊張しました。また、入国検査など英語で話しかけられ理解することができないこ

とが多くあったため、英語の勉強の大切さを痛感しました。

　２日目は、パスタソースを共同開発した松山高級家事職業学校と台湾祭の際出店してくださったエバリッ

チエンタープライズの会社への訪問、レストランに行き台湾料理を食べました。松山の生徒はとてもフレン

ドリーでたくさん話し、写真を撮ることができました。

　エバリッチでは、会社の説明だけでなく、円高や円安の話など今後の人生の役に立つ話を

　聞くことができました。レストランでは、台湾料理を食べました。口に合うものが少なかったけど、全部

の料理に挑戦し、先生達ともたくさん話すことができとても楽しい時間を過ごすことができました。夜には

台湾のコンビニに行きました。日本のものが多く少し高かったです。

　３日目は、朝市や台北１０１、小籠包、テストマーケ、夜市に行きました。朝市では、生肉や野菜など多

くあり、若者ではなく高齢者が多い印象でした。台北１０１は、とても大きくすべてをまわることができま

せんでした。ハイブランドのお店が多かったです。小籠包は、台湾料理とは違いとてもおいしく、日本人の

口にあう料理でした。テストマーケでは、松山の高校生と協力して商品を紹介している様子をたくさん撮影

することができました。また、休憩時間には松山の子たちとかき氷屋や、タピオカ屋にいきたくさん交流す

ることができました。夜市では、松山の子に案内してもらい楽しくまわることができました。臭豆腐の匂い

はとても臭く、一生嗅ぎたくない匂いでした。松山の子と撮ったチェキは宝物です。

　４日目は、問屋街やデパート、火鍋、西門に行きました。問屋街ではイケメンと写真を撮ることができま

した。自分達から話しかけ油弁当をＧＥＴすることや、サンリオの髪ゴムを値引きすることができました。

デパートには服などしか売っていなくかなり遠いスーパーに行きました。火鍋は外崎さんと一緒に食べ、外

崎さんと仲良くなることができました。西門では、様々なお土産屋に行き、自由行動を楽しむことができま

した。

　４日目は移動でした。桃園空港の免税店で買い物をし、仙台駅で抹茶ジェラートを食べました。

　私はこの研修で、積極性の大切さと異文化と交流することの楽しさ、青森・台湾の魅力を知ることができ

ました。この研修で学んだことを、今後の学校生活や進学後に役立てていきたいです。私は青森中央学院に

行くので引き続き台湾と交流し、異文化理解をするため積極的に行動していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理科　３年　竹内　友菜

　私は、台湾に行く前に青森の魅力を台湾に台湾の魅力を青森に発信していこうと考えました。そこで実際

に台湾に行き、台湾の街並みや文化を自分の目で見ようと思い台湾研修に参加しました。

　一日目は新青森駅に集合して仙台駅に行きお昼は牛タンを食べました。そして、仙台駅から台北空港に向

かいました。仙台空港では入国審査や荷物検査などを行いました。２回目の飛行機に乗りました。途中とて

も機体が揺れて怖かったです。台湾の台北桃園国際空港につき、日本円を台湾元に換金しました。普段見な

いお金で日本とは使い方が違ってとても難しかったです。

　二日目は松山高級家事職業学校を訪問しました。松山の生徒はとてもフレンドリーで言語が違っても翻訳

やジェスチャーなどなどを使い楽しく話すことができました。そして私は積極的に話しかけに行くことがで

き、台湾研修が終了した後もメッセージでやり取りするくらい仲良くなりました。午後はエリバッチに行き

東さんのお話を聞きました。マーケティングを行う上でやらなければならないこと、大事なことについて話

していただきました。そしてエリバッチさんの作ったネギパンとカステラを試食しました。パンもカステラ

もとても柔らかくて日本人が好きな味だなと感じました。夜はレストランに行き台湾料理を食べました。と

ても独特な味付けで私の口には合いませんでした。

　三日目は台北１０１に行きました。台北の中で１番大きいタワーで中には大きなクリスマスツリーやブラ

ンド品が多くありました。周りはイルミネーションされておりキラキラでした。昼食は小包料理を食べまし

た。小籠包の中は熱々の汁が入っておりおいしかったです。そして、テストマーケティングを行いました。

翻訳機能を使い松山の生徒に日本から持ってきた商品の試食、感想などを聞きました。私はその様子を写真

に撮りインスタグラムに投稿しました。夜は、松山の生徒と一緒にチームを組み夜市に行きました。たくさ

んのお店があり、胡椒餅やダージーパイを食べました。出来立てでとてもおいしかったです、臭豆腐の店も

あり、臭いはきつかったです。松山の生徒とお別れしました。たくさん写真を撮ったりしました。

　四日目は中世記念堂に行き、とても大きな大仏があり、一つ一つの建物も大きかったです。そしてインス

タライブを行い、青森の人に向けて発信しました。そして、毎日青商「課題研究台湾班」のインスタに写真

を投稿しました。

　五日目は帰りの空港で手荷物検査があり、班の人がビーフジャーキーを持ち込み、検査に引っ掛かり没収

されていました。そのため、また海外に行く時があったら、自分の手荷物を確認して検査に引っ掛からない

ように気を付けます。

　この四泊五日でたくさんの経験をすることができました。また台湾に行きたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　加福　悠人

　私は将来ホテルマンになりたいと考えているので、今から海外について知ることで海外から来るお客様に

も対応できる国際的な視野を身につけたいと思ったのがきっかけで参加しようと考えました。

　印象に残っている活動は、マーケティング活動です。台湾の企業の方に紙漉き班が作成した青森の名所が

掲載されているカレンダーをプレゼンし、どの値段なら買ってもらえるかなど調査しました。初めての商談

ということで緊張したり自分の言葉で伝えるということが難しかったりで苦労しました。しかし、カレンダ

ーの特長を自分の言葉で伝えることで青森の魅力を再確認する機会にもなりました。初めて海外に行ってみ

て言語や食べ物など国を超えるだけでこれだけの差があることを体感しました。

　高校生でマーケティング活動などをするために海外に行けることはなかなかありません。そのチャンスを

掴み活動したことで、今までにない海外からの視点で見ることができました。この貴重な経験を将来に活か

し、日本に貢献できる人材を目指していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古川　色華

　今回の台湾研修では、企業との商談や市場調査などを通して、日本との違いを学びました。

　特に印象に残っているのは、台湾の商業高校生との交流です。研修３日目のテストマーケティングでは、

りんご選定枝を原料とした和紙で作成した卓上カレンダーについて、通行する台湾の方々へアンケートを記

入してもらえるよう、声がけをしてもらいました。また、その後に行われた夜市見学で、一緒に夜市を巡る

ことができました。通訳の方もいなかったので、お互い言葉が通じなくて大変だと思ったこともありました

が、翻訳アプリを使用したり、英語を使ったりして積極的にコミュニケーションを取ることができました。

　台湾に初めて行ってみて、２日目までは30℃近くあったのに３日目以降は15℃ほどで寒暖差が激しい気候

で、台湾も異常気象であることや原付バイクの多さ、食べ物の味の違いなどを五感で感じることができまし

た。私は卒業後、黒石市役所に就職するので、台湾研修で学んだことを活かし、私自身が海外と黒石の架け

橋になれるよう頑張りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　中村　梨子

　私が台湾に行き着目していた点は日本との違いについてです。実際に行くことで違いを体感できたことが

たくさんありました。

　特に印象深かったこととして、台湾人は日本人と比べて積極的であるということです。現地の高校生と交

流した際、日本から来た私たちに翻訳機や英語を使い話しかけてきてくれました。それをきっかけに私も自

分から積極的に話しかけにいこうと思い、自ら話しかけることに挑戦しました。また、台湾人と話してみて

英語や日本語を話すことができる人がたくさんいるということに驚きました。

　さらに、台湾と日本の食文化の違いを感じました。八戸商業は台湾の企業の方にブルーベリー味の鶴子饅

頭と八戸郷土かるたの商談を行い、鶴子饅頭を試食していただきました。日本人が美味しいと思う鶴子饅頭

も台湾ではあまり好まれないかもしれないということを知り食文化の違いを実感しました。

　台湾に行き、台湾の魅力を知るだけでなく日本との違いや台湾の商売の仕方など商業的な部分も知ること

ができました。実際に行きその国の文化や習慣を体験してみることで違いを明確に理解でき、異文化理解に

も繋がると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　二子　七海

　松山高校のみなさんとの交流で感じたことは、コミュニケーション能力と積極性の高さです。日本語しか

話せない私に対し、松山高校の生徒の中には英語や日本語を少し話せる人が多くいました。世界共通語であ

る英語を学び少しでも海外の人とコミュニケーションを取りたいと思いました。ジェスチャーや表情だけで

も気持ちを伝えることができると実感しました。

　学校紹介、テストマーケティングでは、あらかじめ原稿や場所を把握していたのにもかかわらず、試食を

してもらう際の提供方法やアンケートの準備など前日の話し合いの段階で想定して行うことができませんで

した。紹介する商品のことを理解してもらうための説明を考えるなど事前の準備をしっかりすることが必要

だと学びました。

　街中は、バイク専用の停車位置が道路にあったり、夜の照明がピンクや青などの原色が多いという違いが

ありました。台湾の方々は、とても優しい人柄でした。県内の高校生とも交流を深めることができ、より多

くのことを学んだ台湾研修になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　前田　ゆうな

　私は、今回の台湾研修で多くのことを身につけることができました。

　台湾の高校生と交流をしたことは、自分が今後何を身につけるといいかを確認することができて良い体験

になりました。台湾の高校生とテストマーケティングや夜市を回った際には、私達と英語やジェスチャー、

翻訳アプリなどを使用して積極的にコミュニケーションをとってくれました。私は、日本語でしか話せない

ので翻訳アプリに頼ってばかりで直接話すことがあまりできませんでした。自分がどれだけ英語ができない

のかを知ることができ、今後真面目に英語に取り組んでいきたいと思いました。言葉だけでなく色々な方法

でコミュニケーションを取れることがわかったので私も翻訳アプリや自分のわかる英単語をジェスチャーを

使用しながら少しずつ台湾の方々と距離を縮めることができました。

　台湾に初めて行き、台湾の雰囲気や文化以外にも台湾人の人柄の良さや自分の今後の目標を見つけること

ができて良かったです。日本以外の国に行き、他の国の言語と文化にも興味を持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　及川　竜矢

　初めての台湾はとても刺激的で、楽しいことでいっぱいでした。特に良い思い出になったと思うのは、松

山家商の方たちと交流したことです。最初は、何をしていいのかわからずにコミュニケーションをとること

はできませんでしたが、歩いている方に話す前にまず、松山家商の方とコミュニケーションをとることが大

事だと思い、積極的に英語で会話することを心掛けました。その結果、テストマーケティングの趣旨を理解

してもらい、スムーズにプリンの宣伝とアンケートを行うことができました。その時に、自分の英語は思っ

た以上に通じるということがわかって、その後に会話する際の自信にもつながったので積極的にコミュニケ

ーションをとってみて良かったと思いました。夜市を散策しているときにも、たくさん会話をすることがで

きて、すごく楽しい夜になりました。

　そのほかに印象に残っていることが、エバリッチ有限会社の東さんのお話です。それは、人生はほとんど

20代で決まるということです。20代で努力しないと最初に勝つことはできないと聞き、後で努力するよりな

らその方がよいと思いました。そして、この話を聞いた後に食べたネギパンとカステラがとてもおいしくて

幸せでした。

　初めての海外研修は、今まで経験してこなかったことをたくさん経験できて、すごく貴重な経験になりま

した。なかでも、今まで関わることが少なかった海外の方の考え方や文化に触れたことで、自分の視野が大

きく変わったと感じます。これがきっかけで今までより一層海外に興味を持つことができたので、これから

も海外に行く機会を設けて自分の考え方とは違う考えに触れ合って常識にとらわれない柔軟に対応できる楽

しい大人になっていきたいなと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　久保田　陽人

　私は今回の台湾研修会で、海外へ行くことの難しさ、文化や環境の違い、台湾の方々の親日度、台湾の市

場について学ぶことができました。

　１日目・５日目は日本と台湾の気温の違いに驚きました。台湾について空港から出たとき、２１時頃でも

かなり暑く感じました。湿度も高かったため、体感温度は気温以上に高かったと思います。

　３日目・４日目は夜市やデパートの視察に行きました。デパート視察の際には、台湾に住んでいる日本人

学生の方に台湾についてのお話を聞きながらお土産などについて案内をしてもらいました。

　台湾研修会を通して特に、台湾の方々の親日度に驚きました。ほとんどの方が簡単な日本語を話すことが

できたので時間はかかりながらもコミュニケーションを取ることができました。また、様々なところに日本

語があったので、日本人が住みやすい環境だと感じました。食べ物は日本とは違う味付けのものが多くあり、

食べるたびに驚きました。

　初めての海外で困難なことも多くありましたが、たくさんの方々に助けていただきながらとても有意義な

時間を過ごすことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　３年　古林　詩愛

　私は、今回の台湾研修で初めての海外に行くことが出来ました。始めは、自分の学校で女子一人だけ行く

ことにとても緊張して不安ばかりでしたが、他校の子が仲良くしてくれたおかげで、楽に台湾研修をするこ

とができました。

  台湾研修では、松山高級商業家事職業高校の生徒との交流や、エバリッチ有限会社様との商談、朝市と夜

市の観光などをしました。松山高級商業家事職業高校の生徒は、とても明るく元気ですごくパワフルでした。

テストマーケティングを共に行った時は積極的に街の人に話しかけていったり、夜市を案内してくれる時は、

はぐれないように気を使ってくれたり裏道などを教えてくれました。そんな、高校生と出会えたことは本当

に嬉しかったです。朝市、夜市などの観光では、たくさんの美味しいものを食べました。朝市では、有名な

臭豆腐や揚げ物がありました。食材系が多い印象が残りました。夜市では、松山高級商業家事職業高校の生

徒がオススメしてくれたものを食べました。どれも美味しく、1番を決められなかったです。

  この台湾研修で、とても貴重な経験をすることが出来ました。この経験は一生忘れられないものになると

思います。

台湾研修会に参加して【教員編】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊地　礼剛

　今年度の台湾研修は、昨年度から２か年継続の県の事業『海外ビジネスチャレンジ』の一環として１２月

１４日（木）から４泊５日の行程で実施された。目的は、『青森県をビジネスの観点から国際的に発信する

ことのできる人財を育成する』ことであり、市場調査や青森県のＰＲ活動、交流等を通して、青森県の魅力

と異文化理解、主体性とチャレンジ精神・コミュニケーション能力の向上にまで繋げることができ、非常に

密度の濃い研修であったように思う。

　研修で印象に残っていることは、現地の商業高校生（松山家商）との交流である。生徒は日本語が通じな

い中、スマホを駆使しながら身振り手振りで交流を深め、現地のカフェにおいてテストマーケティングまで

を行った。また企業視察では、貿易とお金、夢の実現に向けて熱く講義いただいた後、各校の開発商品をプ

レゼンし、商談におけるアドバイスを頂くことができた。

　生徒は慣れない環境の中で我々以上に臨機応変に対応し、日を追うごとに生徒の成長、可能性を感じるこ

とができた。生徒の成長を目の当たりにし、商業教育の無限の可能性を実感できたため、今回の学びを次世

　代の商業高校の学びへと繋げていきたい。

最後に、コーディネーターの外崎さんをはじめ、この研修会に携わっていただいた全ての方々に感謝申し上

げます。謝謝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　飯田　奈緒子

　東集国際食品有限会社は、昨年度は本校で講演、今年度はオンラインでの商談、台湾祭に社長と社員４名

が来日し終日生徒と一緒に販売活動をしてくださった企業で、笑顔の再会となりました。

　最初に社長から貿易などビジネスについて例やクイズを用いた分かりやすい説明があり、最後は人生で大

切なことを熱く語ってくださいました。その日のうちに生徒全員からLINEメッセージが寄せられ、「貿易、

円高円安のことがよく分かった」「借金の有効性が分かった」などの感想の他に、「今が一番若いから今勉

強するんだ！」「20代で80％の努力をしろ！」という言葉が心に響いたという感想が多く見られ、生徒の前

向きな変化を感じました。

　次に通訳を交えて開発商品の商談を実施しました。各班とも準備してきた内容を緊張しながらも熱意を持

って伝えられており、いただいたアドバイスをもとに各班で話し合ってレベルアップを図っていました。積

極的に社長に話しかけ、時間いっぱい質問をする様子が見られました。

　生徒が感銘を受け記憶に残る訪問となったこのような企業訪問を今後も実施したいと感じました。

台湾との友情は永遠に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　鈴木　有紀

　私がこの研修で最も感慨深かったのは、台北市立松山高級商業家事職業学校との交流です。松山家商とは

２０１８年から交流を始め、味の加久の屋さんの協力を得て、青森県産ほたてを使ったパスタソースの共同

開発を行っています。コロナ禍が終わり、ようやく今年台湾へ行けました。

　学校交流では、最初にこのパスタソースのパッケージをデザインしてくれた卒業生が来てくれて、当時の

思い出を両校の生徒達に話してくれました。その卒業生達へ、記念に製品化したパスタソースをプレゼント

しました。その際、プレゼンターである本校の生徒が、実は当時彼女たちと交流し、商品開発に携わってい

た本校卒業生の妹でした。当時の写真を背景に３人が並んだ姿を見て、交流が繋がっていく姿に感慨深いも

のがありました。台湾の先生も「また新しい商品を出すならば、パッケージデザインを考えます」と話して

くれたり、元日に大きな地震があった時にも「青森は大丈夫ですか？」と連絡をくれました。これまで築い

てきたこの絆を大切に、これからも交流が続いて行くことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時講師　榊　晃太

　まず初めにこの研修に参加することができ、とても感謝しています。生徒はもちろん、私にとっても実り

のある充実した日々を送ることができました。研修前に「台湾祭」や商談用の資料作成などで台湾をある程

度知り、イメージしていきましたが、台湾という初めての場所では、想像していたものとは違い、何もかも

新しく、とても新鮮だったのを覚えています。台湾のバスの中での王さんのお話から、徴兵制などの文化、

日本とのかかわり等の台湾の歴史、天候、簡単に扱える言語などのたくさんのことを教えていただき、興味

が湧き、それと同時に知識が身に付きました。生徒も興味を持ちながら聞き、台湾の言語を一生懸命口ずさ

んでいました。バスの中から見えた、原付バイクが多いことや信号機の待ち時間が表示されている等、日本

と比較しながら違う景色を見ることに夢中になっていました。また、実際に朝市やコンビニ、スーパー、デ

パート、夜市の視察を行い、日本円について考えさせられました。台湾の通貨で商品を買うことに慣れたも

のの、日本円に換算すると、普段買っているものがこんなにするのかと痛感しました。グローバル化が進み、

国際交流が激しくなっていく今後、金融など国際経済について改めて学ぶ必要があると実感しました。最後

に、異文化の違いに触れ、視野が広がり、今後の教員生活に役立つことばかりでした。この経験を生徒に還

元したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　長谷川　善弘

　昨年同様、学びや気づきが多く、生徒の成長が感じられました。

　国際ビジネスに興味・関心を持ち取り組んできた課題研究の検証を目的にしていました。異国での街頭イ

ンタビューでは、かなり苦労していましたが、データ収集ができ、生徒たちは８０％目的達成できたと自己

評価しています。カレンダーをツールとした台湾の高校生との協力・交流活動は刺激的で、日本と異国の普

通の違いを体感できたことで、異文化理解、言語力、チャレンジする勇気･･･それぞれの必要性や重要性を

気づくきっかけになりました。また、海外に行くことで日本の良いコト・モノ・トコロにも気づくことがで

きました。この経験が生徒たちのこれからに生かされるよう期待します。

　私自身も市場、コンビニ、スーパー、夜市の市場調査から、円の弱さを実感しました。強い円の復活のた

めにも、今の私にできることは、商業教育の力で生徒を育てることに全力で取り組むことと確認できた研修

となりました。

　学校は違えど商業を学ぶ仲間と刺激し合い、台湾の高校生との輪が広がり、楽しく有意義な研修となった

ことに、弘実３名感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　天羽　英紀

　台湾研修会１２月１４日(木)～１８日(月)への参加に際し、現地での商談など準備をする段階で様子があ

まり把握できず、上手く準備ができなかったことから不安の大きいスタートとなりました。学校訪問、エバ

リッチ有限会社での商談、街頭での市場調査と３つの活動の中で生徒達がどのように対応していくかがこの

研修会での大きな要素となっていました。本校の生徒は周囲とのコミュニケーションなどあまり積極的では

なく、少し時間がかかる様子が見受けられました。その中でも３名で協力し、なんとか乗り切ることができ

たように思います。コーディネイターの外崎様、引率教員方々の御指導もあり、それぞれが少しずつではあ

るが様子が変化し、成長させてもらえたように感じます。やはり言語が不自由な中で生活をする難しさ、そ

の状況で自分たちは何ができるのかを考えさせられ、研修会の行程の中で気付かされることから多くを学ん

だと思います。大変貴重な経験をさせてもらいました。生徒達はこれからの進学先、就職先で是非この体験

を活かして頑張ってもらいたいと思います。またこの事業に関わった皆様には大変お世話になりました。そ

してこの貴重な機会を与えて下さったことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　浅水　伸之

　私はこの研修を通して生徒達の可能性やたくましさを感じることができました。

　松山高級商業家事職業学校では言葉が通じない中でも、翻訳ソフトやジャスチャー、片言の英語で必死に

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿がありました。商社では各校の開発商品をプレゼンし、アドバ

イスをいただきながらビジネスを肌で感じることができたと思います。また街での商品のテストマーケティ

ングでは地元高校生や他校の生徒と協力しての活動でしたが、なかなか足を止めてもらえず、苦労しながら

も生の声を聞くことができました。その後は電車に乗り、一緒に活動した地元高校生と夜市見学に行き、地

元の文化や食事を満喫しました。

　生徒達は夏の「台湾祭」や研修まで準備の中で、頭の中で台湾について様々なことを想像していたのでは

ないでしょうか。この研修に参加して実際に台湾の空気やにおいを感じ、台湾の人々や文化にふれ、経験す

ることで成長し、台湾を感じることができたと思います。また、様々な学校の生徒達で構成された今回の研

修団でしたが、日を追うごとにまるでずっと一緒に活動してきた仲間のように集団が成長していくというと

ころも目の当たりにしました。これをきっかけに生徒達の交流も広がってほしいと思います。

　この研修に参加し、生徒達の成長を目の当たりにし、今後も商業について学ぶ多くの生徒がこのような経

験ができるような環境を整えてほしいと切に願います。

　ちなみに私自身も初めての台湾でしたが、一番おいしかったのはねぎパンと台湾カステラでした。

　弘前実業高等学校在籍時の令和４年度、八戸商工会議所で１年間の長期研修を行った。研修中は、データ

入力や文書作成、封入・封緘作業等の事務作業に従事した。会議所の外に出て行う業務は少なかったが、八

戸地区雇用対策協議会という会議に参加する機会があった。この協議会は、八戸地区内事業所における労働

力の確保と定着化を図るため、雇用や地元就職促進に向けた事業を行う団体であり、近年の採用状況や早期

離職防止への取り組みについて情報交換が行われた。

　近年、多くの事業所が新規高卒就職者の早期離職に悩まされているようである。離職理由は、人間関係や

仕事内容によるものなど多様であるが、新型コロナウイルス感染防止のため、以前のような手厚い新入社員

研修ができなくなったことや、社員同士の交流する機会が減少していることも影響しているのではないかと

分析する事業所も少なくなかった。多くの事業所が、人手不足を喫緊の課題と捉えており、早期離職防止・

定着率向上を図るために様々な対策を講じている。

　新規高卒就職者の早期離職に対するマイナス評価が多かった一方で「新卒採用は育成に時間がかかるが、

新しい視点や考え方が入ってくるメリットは大きい」「長期的な視点で、切れ目なく定期的に新卒者を採用

しなければ、技術継承ができなくなる恐れがある」といった声も聞くことができた。事業所側の採用意欲は

高く、従業員のモチベーションの維持・向上や風通しの良い職場環境づくりに力を入れている。学校側とし

ては、就業体験の実施や企業説明会、職場見学への参加を促すなど、生徒の職業に対する理解を深めていく

ことが重要であると感じた。

　研修を通して、相手のことを理解し相手の視点で考え、より良い方向に向かうために手だてを講じて最大

限の支援をしていく姿勢は、企業も学校も共通していると学ぶことができた。また、些細なことでも情報共

有を図りながら協力して業務を遂行する場面が多々見られたことから、円滑なチーム活動に必要なコミュニ

ケーションの大切さを感じた。学校教育の場でもコミュニケーションは重視しているが、「日常生活や学校

行事での人間関係」「ボランティア活動での地域社会との関係」などを通し、コミュニケーション能力を高

めるための働きかけを行っていく必要がある。日頃から学校生活の様々な場面で卒業後の社会を意識させな

がら、社会人としての基礎を育んでいくことが重要であると考える。

　生徒や保護者、教員間、地域社会との繋がりを大切にし、コミュニケーションの先にある相手を思いやる

気持ちを持ちながら、研修で学んだことを今後の指導に生かしていきたい。

【特別寄稿】

令和４年度長期企業等派遣研修報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　教　諭　　下　田　幸　大



１　はじめに

　平成２９年度に弘前市より観光に関する科目を実施し、観光に関する人財の育成をしてほしいという依頼

があった。また、本県が抱える課題のひとつとして人口減少、人口流出の問題が挙げられる。地域からの要

望があったように、地域に目を向けさせ、地域の魅力に気づかせることで本県の課題がクリアできるのでは

ないかとして、本校では令和３年度から科目『観光ビジネス』を先行実施している。平成３０年７月に告示

された高等学校学習指導要領における科目『観光ビジネス』の目標を踏まえ、観光教育を通して生徒に何を

学ばせ、何を身に付けさせたいかなどを精査し授業に取り組んだ。また、観光教育で生徒に何を気づかせる

ことができるのか紆余曲折しながら取り組んだ２年間の授業内容と、生徒の変容についてまとめる。

２　研究仮説

　本校で実施する科目『観光ビジネス』について、生徒が生まれ育った地元・地域に対する誇りを持たせ、

持続可能な地域の魅力を創造・発信できる人財を育成することを目的として授業を進めることにした。さらに、

科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の良さを発見し魅力を感じることで、課題発見能力や問

題解決力を身に付けることができるのではないか、さらに、地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係人

口の増加に繋がるのではないかという仮説を立て、「今だけ　ここだけ　あなただけ」をキーワードにして

授業に取り組んだ。

　地域の産業に求められる人財の育成や、地域と連携した体験学習で地元への愛着を育むこと、学校の特色

となるような科目を目指し授業に取り組んだ。

３　本校生徒の実態

　本校での科目『観光ビジネス』の位置づけは、第３学年における選択科目２単位として設置している。履

修した生徒に『観光ビジネス』を選択した理由を尋ねてみると、将来接客業やサービス業に就きたいと考え

ているので興味があり選択したという選択者がいる一方で、高度な会計分野や情報分野に不安を感じている

生徒が『観光ビジネス』を選択している実情もある。『観光ビジネス』を選択できるのは、商業科及び情報

処理科のみである。また、選択条件は特に定めていない。

４　令和３年度の取り組み

　生徒たちに、商業の見方・考え方をさせて、観光に関する理解を深めさせていくために、「地域を知る」、「観

光を知る」、「観光ビジネスを知る」の３つに分けて授業を展開し、最終的には生徒が「観光ビジネスを創造

する」年間指導計画を立てた。

 （１）地域を知る　《１学期》

　　　授業を始めてすぐに、弘前市の魅力を挙げるよう生徒に聞いてみると、「りんご」、「岩木山」、「ねぷた」

　　という回答で終わってしまう。このような状況から、生徒自身が住んでいる地域の見聞を広げるために、

　　ご当地検定のひとつである津軽ひろさき検定の参考書「ひろさき読解本（よみとくほん）」や「津軽ひ

　　ろさき・おべさま年表」を活用し、生徒の知識量を増やした。この学習を通して、弘前市の歴史や文化、人々

　　の暮らしなどといった、知っているようで知らない知識を身に付けさせた。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・地域の価値に気づく

　　　・地域に目を向けさせる

　　≪指導して見えてきた課題≫

　　　体験や経験をさせる代替方法の確立

　　インターネットを活用し、動画や写真等を活用して知識は身に付けさせることができても、時間的な制

　　約と新型コロナウイルス感染症の影響によって校外での活動ができなかった。代替する「モノ・コト・

　　トコロ」を体験・経験をさせる方法を見つけなればならない。

 （２）観光を知る

　　　前述したとおり、地元のことを理解させることができた。次のステップは、観光に対する知識を身に

　　付けさせることである。一口に観光と言っても、多岐にわたることから「地域主体の観光事業」にスポッ

　　トを当てて授業展開をした。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・観光の価値に気づく

　　　・観光がもつ魅力や可能性

　　　この箇所については、時間をかけて指導した。その理由として、生徒はテーマパークが観光地である

　　と認識している現状があったからだ。観光地＝箱モノでなければならないという固定概念を覆すために、

　　観光産業や観光事業の分類をしっかりと生徒に学ばせた。ここでは、広く自然やその街の景観すらも観

　　光になると指導した。

　　

 （３）観光ビジネスを知る　《２学期》

　　　１学期は、地域を知ることで地域の価値に気づき、観光を知ることで観光の価値に気づかせることに

　　フォーカスを当てた。観光ビジネスを知るために、他県で成功している観光ビジネスの事例を取り上げた。

　　また、何かと何かを掛け合わせることで新しい価値を生み出すことにも着目させながら授業を進めた。

　　さらに、観光に関する新聞記事やコラムを参考にして指導に当たった。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・観光ビジネスの価値に気づく

　　　・地域経済を刺激（正当な価格）

 （４）観光ビジネスを創造する

　　　これまでの“３つの知る”を基にし、生徒に新たな観光ビジネスを創造させた。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・地域資源の活用

　　　・価値の創造

　　　実際に生徒が考えた観光ビジネスプランテーマは、季節ごとのスタンプラリー、廃校を活用したレス

　　トラン、地元にある神社に着目した鬼神伝説といったものであった。生徒に企画の説明をさせたところ、

　　生徒自身にマーケティングの知識が乏しく、商業の見方・考え方が感じられず、差別化やターゲット層

　　の明確化、４Ｃ（消費者側の視点）、４Ｐ（企業側の視点）などの専門的な指導の必要性を実感した。

　　≪指導して見えてきた課題≫

　　　・単位数の問題

　　　　２単位だけでは、十分な指導ができない。

　　　・選択科目であるために、クラス単位での校外学習ができない

　　　　インプットした知識をアウトプットする時間、場所、場面がない。

　　　　机上の空論となってしまい、生徒にリアルさを実感させられない。

　　　・マーケティングの知識が足りない

　　　　本校のカリキュラム上、マーケティングが選択科目となっているために起こっている弊害。

 （５）１年間の学びの振り返り　《３学期》

　　　１年間の学びを振り返り、本科目を通して得たこと、学んだことについてグループディスカッション

　　をさせた後、それぞれに感想を書かせた。ちなみに、履修した生徒の進路については、１１名中８名（進

　　学：４名、就職：４名）が地元に残る結果となった。特筆すべきは、市・町役場や観光バス会社への就

　　職者がいたことである。生徒と対話形式で感想を聞いてみると、正直、最初は何をやっているのか分か

　　らなかったことや、選択して間違ったかもという感想があった。その一方で、地域のことをたくさん考

　　えるきっかけになったこと、普段何気なく街を歩いたりする時に色々な所に目にすることが多くなった

　　こと、観光のみならず様々なことに繋がりそうな考えを得られたことなどの意見があった。なお、令和

　　３年度、指導して見えてきた課題は以下のとおりである。

　　　・体験や経験をさせる代替方法の確立

　　　・２単位では、ビジネスを考えさせる時間がなく、校外学習や実践が十分にできない。

　　　・学習してきた知識やアイデアを披露する場がない。

　　　・マーケティング分野における、商業の見方や考え方を育成させる教育課程の見直し。

　　　・マーケティング分野の知識がない、足りない。

５　令和４年度の取り組み

 （１）令和３年度の反省を生かす

　　　・２単位では、ビジネスを考えさせる時間がなく、校外学習や実践が十分にできない。

　　　　→　令和３年度は、「観光ビジネスを創造する」に割く時間が十分に確保できなかった。このことから、

　　　　　　『観光ビジネス』でインプットした知識を活用し、課題研究２単位でアウトプットさせる体制

　　　　　　を整えた。

　　　観光ビジネスの価値に気づかせるためには、生徒を取り巻く多様な立場の方からの声や思いを知るこ

　　とも大切である。また、地域経済を刺激するためには、正当な価格を知ることも重要となってくる。生

　　徒に価格設定のことを尋ねると、マーケティング知識の不足を感じる。どのような経費がかかっている

　　のか、企画を実現させるためにはどのくらいの人件費がかかるのかを目の当たりにさせることで、金銭

　　的な感覚が掴めると感じている。コロナ禍では実施することができなかった関係部署への聞き取り調査

　　も徐々にではあるができるようになってきた。どの業種においても、新型コロナウイルス感染症の影響

　　を受けていることを、生徒自身が肌で感じ取る機会があった。アフターコロナを見据えたアイデア創出

　　の場となったことは非常に大きいものだった。

　　　・学習してきた知識やアイデアを披露する場がない。

　　　　→　オンラインの特性を活用し、県外の高校生とのイベントを開催

　　　教育を取り巻くオンライン環境が浸透していく中、この時代の流れに対応できる生徒を育てていきた

　　いことから次のような企画を立てた。

　【お国自慢バトル】

　　　・観光に関するお題を出し、お互いがこれまでの学びを発信し合う。

　　　・この授業を通して、お互いに刺激し合い、さらなる学びを高めていく活動を企画。

　　　・オンラインの特性を生かし、遠く離れた高校とやり取りが可能。

　　　・７月中旬に岡山県にある岡山県立倉敷商業高等学校と実施する予定であったが、両校の日程がどう

　　　　しても合わずに断念。夏休み等の長期休業の活用も考えたが、生徒の日程が合わなかった。

　　　・マーケティング分野における、商業の見方や考え方を育成させる教育課程の見直し。

　　　　→　令和４年度入学生より、マーケティングを全員履修とした

　　　・マーケティング分野の知識がない、足りない。

　　　　→　模範解答がない、自由な発想を引き出す授業づくり

 （２）生徒の観光視点を増やすための教材具体例

　 （ア）日経ＭＪの活用

   （イ）周年行事（例：鉄道開業１５０周年）

   （ウ）街ナカ、駅ナカ

   （エ）地域広報誌

   （オ）統計情報

 （３）科目横断的カリキュラム編成の必要性

　　　これまでの授業から、消費者の視点からいかに提供者側の視点にしていくか、ありふれた日常や景色

　　から別の見方をさせる難しさを経験した。科目『観光ビジネス』だけを単体で実施するにはやはり限界

　　があると感じている。他のマーケティング分野科目である『マーケティング』や『商品開発と流通』に

　　とどまらず、『簿記』や『情報処理』などといった他分野科目との連携を図り、生徒に深い学びをさせ

　　ていくためには、授業内で数多くの仕掛けを工夫していく必要があると感じている。また、教育課程に

　　ついても時代の流れを汲みながら柔軟な運用をしていかなければならない。

６　仮説検証結果

　　「科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の良さを発見し魅力を感じることで、課題発見能

　力や問題解決力を身に付けることができるのではないか」、「地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係

　人口の増加に繋がるのではないか」という仮説を立て研究をしてきた。令和４年度も１年間の学びを振り

　返り、本科目を通して得たこと、学んだことについてグループディスカッションをさせた後、それぞれに

　感想を書かせた。なお、履修した生徒の進路については、１４名中８名（進学：７名、就職：１名）が地

　元に残る結果となった。さらに、県外進学の１名は、観光学について学ぶ短期大学へ進学した。

質問１　『観光ビジネス』を通じて学んだこと

　・多角的な視点から見る力を身に付けることが重要ということを学びました。

　・観光は人が集まるだけでは利益が出ないということ。

　・観光は自分が思っているより幅広く多くの業界に関わっていることや、商品開発で普段では中々考え

　　ない買い手側だけでなく売り手側のことも考えてターゲットを決めたり、ペルソナで具体的なターゲ

　　ットを仮定することで、よりどんな人がこの商品を必要としているのかを深く考えたり今までの自分

　　では考えもしないことに気がつくようになった。

　・観光では人を集めるだけではなく、一人あたりに使ってもらうお金を増やすことがより重要だと知る

　　ことができました。また、買い手側や売り手側などさまざまな視点から物事を捉えることや今までに

　　なかった新しいものを作り出すには情報収集だったり、ターゲットを詳細に設定したりすることが大

　　切だと気づくことができました。

　・今までは買う側・消費者として商品などを見ていたけど作る側・提供する側のことも考えるようにな

　　ってすごく大変だということを感じた。

　・現代は素晴らしいものが沢山あるが歴史のあるものに勝るものなしということ。
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１　全体発表

【マーケティング・マネジメント分野研究委員会】

今だけ　ここだけ　あなただけ

～　ビジネスを通して地域経済の発展を担う人財育成を目指して　～

令和５年度　第６８回　青森県高等学校商業教育研究大会 質問２　『観光ビジネス』を通じて、あなた自身が成長したと思うこと

　・この授業を受ける前までは人を呼び寄せるために、新しいものを他の観光地にあるものをマネして作

　　ったりするのがいいと考えていましたが、それは良くなくて元々あるものをより良くしていくのがい

　　いという考えになり、そこが成長したと感じました。

　・今まで人の意見を聞いているだけだったけど、自分の意見もどんどん言えたこと。

　・他の地域が観光についてどのような対策をとっているのかを知り、青森には何が足りないのか青森を

　　アピールするためには青森のどこを活かして推していくべきなのかを考えたりしていく中で青森の魅

　　力を再発見する事ができた。

　・「こういうデータがあるからこうしたらいいのではないか」などの説得力を強めるために、一つのこ

　　とに対してたくさん調べるようになったと思います。

　・情報をまとめる力が身についたことです。実際に人に聞きに行って得た情報やインターネットで調べ

　　た情報など矛盾が無いか、どういう順番で情報を伝えるか考えられるようになったことです。

　・様々なものを知ろうと思えるようになりました。今までは、知るということに常に面倒くささが付随

　　していて、積極的に世の中の情報を手に入れようとは思えませんでした。しかし本科目を通し、無理

　　をしない範囲で様々なものを知ることが、人生の幸福度や豊かさに関係してくるのではと考えること

　　が出来ました。

　・青森はりんごだけでなく観光資源がたくさんあると知った。りんごから美容に良い成分がとれること

　　や、白神山地から乳酸菌が摂れるなど色々な活用ができることを知りました。津軽のことについて少

　　しだけ詳しくなれたと思います。

質問３　『観光ビジネス』の全体感想

　・最初は <観光 >というワードが目に入り、単純な理由でこの授業を選択しましたが、今ではこの授業

　　を選択して良かったと思っています。商業科は簿記や電卓、情報処理などのイメージがありましたが

　　観光ビジネスのような考え方や発見を重視し、実際に電話でアポをとり取材にいくような体験するこ

　　とで学べる授業は少ないと個人的に思っているのでとてもいい経験になりました。この授業で学んだ

　　考え方や発見を今後に生かしていきたいと思います。

　・新しいものを生み出すことは想像していたよりも難しかったけれど、班のみんなで意見を出し合った

　　り、自分達で情報収集したりしながら最後の発表までたどり着くことができて良かったです。学んだ

　　ことを無駄にしないように、生活していきたいです。

　・もしも観光ビジネス以外を選択していたらここまで成長する事は無かったと思うので観光ビジネスを

　　選んで良かったです。これからは色々な視点を持っている人が重宝されるという事でもっと訓練して

　　意識しなくても色々な視点で見られるようになりたいと思いました。

　・本科目を通し、大きな失敗を経験することが出来ました。この失敗から、自分の弱さを認め、何が足

　　りないのかを明確にすることができ、非常に貴重な体験ができたと思います。ありがとうございまし

　　た。

　・この授業を選択してよかったなと思います。様々な視点に立って物事を考えることは大事なことだと

　　知ることができました。いろんな視点に立ってみることで新しい発見が生まれ、楽しい気持ちになっ

　　たりするなと思いました。また、今まで青森は何もなくてつまらないところだと思っていました。し

　　かし、青森について調べ、先生から聞いたことで、青森はたくさん良いところがあると知り、青森が

　　好きになりました。

　上記のアンケート結果から、生徒の身近なところから新たな発見や再発見、地元の良さを実感しただけに

とどまらず、青森を好きになったという結果となった。『観光ビジネス』だけではなく、『課題研究』の取り

　　　　　発表者　青森県立弘前実業高等学校　　教　諭　　長谷川　善　弘

教　諭　　西　舘　大　輔

組みや研究内容を見ても、研究仮説として設定した、科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の

良さを発見し魅力を感じることで課題発見能力や問題解決力を身に付けることができたと推察される。

　しかし、地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係人口の増加に繋がるという仮説の検証には、まだ時

間を要する。引き続き、生徒が生まれ育った地元・地域に対する誇り、地域への貢献意欲の醸成を図り、持

続可能な地域の魅力を創造・発信できる人財を育成することを念頭に置きながら、日々移り変わる社会に対

応した指導に取り組みたい。

７　まとめ

　新型コロナウイルス感染症の真っ只中で始まった本研究だが、誰も経験したことのないアフターコロナを

見据えながら生徒とともに科目『観光ビジネス』と向き合ってきた。２年間の研究を振り返ると、生徒自身

が住んでいる地域の事を知らない、魅力が挙げられない現状があった。そこで、地域を知る、観光を知る、

観光ビジネスを知る、観光ビジネスを創造するという一連の流れで授業を展開してきた。目の前で起こって

いる事象に対し、どのようにアプローチをすればよいのか、学び得た知識を総動員させて新たな価値の創造

は生徒にとって難しいものであったと思う。また、本校内部で変えられることは年度ごとに改善もしてきた。

　本校では、科目『観光ビジネス』を指導する上で、「今だけ　ここだけ　あなただけ」を念頭に置いて取

り組んできた。令和６年度から教科書等が整備され本格化する科目『観光ビジネス』について、観光ビジネ

スに主体的かつ協働的に取り組む態度を育んでいくためにも、学校間や科目担当者を問わず、情報共有を図

りながらこれからも研鑽に励みたい。



１　はじめに

　平成２９年度に弘前市より観光に関する科目を実施し、観光に関する人財の育成をしてほしいという依頼

があった。また、本県が抱える課題のひとつとして人口減少、人口流出の問題が挙げられる。地域からの要

望があったように、地域に目を向けさせ、地域の魅力に気づかせることで本県の課題がクリアできるのでは

ないかとして、本校では令和３年度から科目『観光ビジネス』を先行実施している。平成３０年７月に告示

された高等学校学習指導要領における科目『観光ビジネス』の目標を踏まえ、観光教育を通して生徒に何を

学ばせ、何を身に付けさせたいかなどを精査し授業に取り組んだ。また、観光教育で生徒に何を気づかせる

ことができるのか紆余曲折しながら取り組んだ２年間の授業内容と、生徒の変容についてまとめる。

２　研究仮説

　本校で実施する科目『観光ビジネス』について、生徒が生まれ育った地元・地域に対する誇りを持たせ、

持続可能な地域の魅力を創造・発信できる人財を育成することを目的として授業を進めることにした。さらに、

科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の良さを発見し魅力を感じることで、課題発見能力や問

題解決力を身に付けることができるのではないか、さらに、地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係人

口の増加に繋がるのではないかという仮説を立て、「今だけ　ここだけ　あなただけ」をキーワードにして

授業に取り組んだ。

　地域の産業に求められる人財の育成や、地域と連携した体験学習で地元への愛着を育むこと、学校の特色

となるような科目を目指し授業に取り組んだ。

３　本校生徒の実態

　本校での科目『観光ビジネス』の位置づけは、第３学年における選択科目２単位として設置している。履

修した生徒に『観光ビジネス』を選択した理由を尋ねてみると、将来接客業やサービス業に就きたいと考え

ているので興味があり選択したという選択者がいる一方で、高度な会計分野や情報分野に不安を感じている

生徒が『観光ビジネス』を選択している実情もある。『観光ビジネス』を選択できるのは、商業科及び情報

処理科のみである。また、選択条件は特に定めていない。

４　令和３年度の取り組み

　生徒たちに、商業の見方・考え方をさせて、観光に関する理解を深めさせていくために、「地域を知る」、「観

光を知る」、「観光ビジネスを知る」の３つに分けて授業を展開し、最終的には生徒が「観光ビジネスを創造

する」年間指導計画を立てた。

 （１）地域を知る　《１学期》

　　　授業を始めてすぐに、弘前市の魅力を挙げるよう生徒に聞いてみると、「りんご」、「岩木山」、「ねぷた」

　　という回答で終わってしまう。このような状況から、生徒自身が住んでいる地域の見聞を広げるために、

　　ご当地検定のひとつである津軽ひろさき検定の参考書「ひろさき読解本（よみとくほん）」や「津軽ひ

　　ろさき・おべさま年表」を活用し、生徒の知識量を増やした。この学習を通して、弘前市の歴史や文化、人々

　　の暮らしなどといった、知っているようで知らない知識を身に付けさせた。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・地域の価値に気づく

　　　・地域に目を向けさせる

　　≪指導して見えてきた課題≫

　　　体験や経験をさせる代替方法の確立

　　インターネットを活用し、動画や写真等を活用して知識は身に付けさせることができても、時間的な制

　　約と新型コロナウイルス感染症の影響によって校外での活動ができなかった。代替する「モノ・コト・

　　トコロ」を体験・経験をさせる方法を見つけなればならない。

 （２）観光を知る

　　　前述したとおり、地元のことを理解させることができた。次のステップは、観光に対する知識を身に

　　付けさせることである。一口に観光と言っても、多岐にわたることから「地域主体の観光事業」にスポッ

　　トを当てて授業展開をした。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・観光の価値に気づく

　　　・観光がもつ魅力や可能性

　　　この箇所については、時間をかけて指導した。その理由として、生徒はテーマパークが観光地である

　　と認識している現状があったからだ。観光地＝箱モノでなければならないという固定概念を覆すために、

　　観光産業や観光事業の分類をしっかりと生徒に学ばせた。ここでは、広く自然やその街の景観すらも観

　　光になると指導した。

　　

 （３）観光ビジネスを知る　《２学期》

　　　１学期は、地域を知ることで地域の価値に気づき、観光を知ることで観光の価値に気づかせることに

　　フォーカスを当てた。観光ビジネスを知るために、他県で成功している観光ビジネスの事例を取り上げた。

　　また、何かと何かを掛け合わせることで新しい価値を生み出すことにも着目させながら授業を進めた。

　　さらに、観光に関する新聞記事やコラムを参考にして指導に当たった。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・観光ビジネスの価値に気づく

　　　・地域経済を刺激（正当な価格）

 （４）観光ビジネスを創造する

　　　これまでの“３つの知る”を基にし、生徒に新たな観光ビジネスを創造させた。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・地域資源の活用

　　　・価値の創造

　　　実際に生徒が考えた観光ビジネスプランテーマは、季節ごとのスタンプラリー、廃校を活用したレス

　　トラン、地元にある神社に着目した鬼神伝説といったものであった。生徒に企画の説明をさせたところ、

　　生徒自身にマーケティングの知識が乏しく、商業の見方・考え方が感じられず、差別化やターゲット層

　　の明確化、４Ｃ（消費者側の視点）、４Ｐ（企業側の視点）などの専門的な指導の必要性を実感した。

　　≪指導して見えてきた課題≫

　　　・単位数の問題

　　　　２単位だけでは、十分な指導ができない。

　　　・選択科目であるために、クラス単位での校外学習ができない

　　　　インプットした知識をアウトプットする時間、場所、場面がない。

　　　　机上の空論となってしまい、生徒にリアルさを実感させられない。

　　　・マーケティングの知識が足りない

　　　　本校のカリキュラム上、マーケティングが選択科目となっているために起こっている弊害。

 （５）１年間の学びの振り返り　《３学期》

　　　１年間の学びを振り返り、本科目を通して得たこと、学んだことについてグループディスカッション

　　をさせた後、それぞれに感想を書かせた。ちなみに、履修した生徒の進路については、１１名中８名（進

　　学：４名、就職：４名）が地元に残る結果となった。特筆すべきは、市・町役場や観光バス会社への就

　　職者がいたことである。生徒と対話形式で感想を聞いてみると、正直、最初は何をやっているのか分か

　　らなかったことや、選択して間違ったかもという感想があった。その一方で、地域のことをたくさん考

　　えるきっかけになったこと、普段何気なく街を歩いたりする時に色々な所に目にすることが多くなった

　　こと、観光のみならず様々なことに繋がりそうな考えを得られたことなどの意見があった。なお、令和

　　３年度、指導して見えてきた課題は以下のとおりである。

　　　・体験や経験をさせる代替方法の確立

　　　・２単位では、ビジネスを考えさせる時間がなく、校外学習や実践が十分にできない。

　　　・学習してきた知識やアイデアを披露する場がない。

　　　・マーケティング分野における、商業の見方や考え方を育成させる教育課程の見直し。

　　　・マーケティング分野の知識がない、足りない。

５　令和４年度の取り組み

 （１）令和３年度の反省を生かす

　　　・２単位では、ビジネスを考えさせる時間がなく、校外学習や実践が十分にできない。

　　　　→　令和３年度は、「観光ビジネスを創造する」に割く時間が十分に確保できなかった。このことから、

　　　　　　『観光ビジネス』でインプットした知識を活用し、課題研究２単位でアウトプットさせる体制

　　　　　　を整えた。

　　　観光ビジネスの価値に気づかせるためには、生徒を取り巻く多様な立場の方からの声や思いを知るこ

　　とも大切である。また、地域経済を刺激するためには、正当な価格を知ることも重要となってくる。生

　　徒に価格設定のことを尋ねると、マーケティング知識の不足を感じる。どのような経費がかかっている

　　のか、企画を実現させるためにはどのくらいの人件費がかかるのかを目の当たりにさせることで、金銭

　　的な感覚が掴めると感じている。コロナ禍では実施することができなかった関係部署への聞き取り調査

　　も徐々にではあるができるようになってきた。どの業種においても、新型コロナウイルス感染症の影響

　　を受けていることを、生徒自身が肌で感じ取る機会があった。アフターコロナを見据えたアイデア創出

　　の場となったことは非常に大きいものだった。

　　　・学習してきた知識やアイデアを披露する場がない。

　　　　→　オンラインの特性を活用し、県外の高校生とのイベントを開催

　　　教育を取り巻くオンライン環境が浸透していく中、この時代の流れに対応できる生徒を育てていきた

　　いことから次のような企画を立てた。

　【お国自慢バトル】

　　　・観光に関するお題を出し、お互いがこれまでの学びを発信し合う。

　　　・この授業を通して、お互いに刺激し合い、さらなる学びを高めていく活動を企画。

　　　・オンラインの特性を生かし、遠く離れた高校とやり取りが可能。

　　　・７月中旬に岡山県にある岡山県立倉敷商業高等学校と実施する予定であったが、両校の日程がどう

　　　　しても合わずに断念。夏休み等の長期休業の活用も考えたが、生徒の日程が合わなかった。

　　　・マーケティング分野における、商業の見方や考え方を育成させる教育課程の見直し。

　　　　→　令和４年度入学生より、マーケティングを全員履修とした

　　　・マーケティング分野の知識がない、足りない。

　　　　→　模範解答がない、自由な発想を引き出す授業づくり

 （２）生徒の観光視点を増やすための教材具体例

　 （ア）日経ＭＪの活用

   （イ）周年行事（例：鉄道開業１５０周年）

   （ウ）街ナカ、駅ナカ

   （エ）地域広報誌

   （オ）統計情報

 （３）科目横断的カリキュラム編成の必要性

　　　これまでの授業から、消費者の視点からいかに提供者側の視点にしていくか、ありふれた日常や景色

　　から別の見方をさせる難しさを経験した。科目『観光ビジネス』だけを単体で実施するにはやはり限界

　　があると感じている。他のマーケティング分野科目である『マーケティング』や『商品開発と流通』に

　　とどまらず、『簿記』や『情報処理』などといった他分野科目との連携を図り、生徒に深い学びをさせ

　　ていくためには、授業内で数多くの仕掛けを工夫していく必要があると感じている。また、教育課程に

　　ついても時代の流れを汲みながら柔軟な運用をしていかなければならない。

６　仮説検証結果

　　「科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の良さを発見し魅力を感じることで、課題発見能

　力や問題解決力を身に付けることができるのではないか」、「地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係

　人口の増加に繋がるのではないか」という仮説を立て研究をしてきた。令和４年度も１年間の学びを振り

　返り、本科目を通して得たこと、学んだことについてグループディスカッションをさせた後、それぞれに

　感想を書かせた。なお、履修した生徒の進路については、１４名中８名（進学：７名、就職：１名）が地

　元に残る結果となった。さらに、県外進学の１名は、観光学について学ぶ短期大学へ進学した。

質問１　『観光ビジネス』を通じて学んだこと

　・多角的な視点から見る力を身に付けることが重要ということを学びました。

　・観光は人が集まるだけでは利益が出ないということ。

　・観光は自分が思っているより幅広く多くの業界に関わっていることや、商品開発で普段では中々考え

　　ない買い手側だけでなく売り手側のことも考えてターゲットを決めたり、ペルソナで具体的なターゲ

　　ットを仮定することで、よりどんな人がこの商品を必要としているのかを深く考えたり今までの自分

　　では考えもしないことに気がつくようになった。

　・観光では人を集めるだけではなく、一人あたりに使ってもらうお金を増やすことがより重要だと知る

　　ことができました。また、買い手側や売り手側などさまざまな視点から物事を捉えることや今までに

　　なかった新しいものを作り出すには情報収集だったり、ターゲットを詳細に設定したりすることが大

　　切だと気づくことができました。

　・今までは買う側・消費者として商品などを見ていたけど作る側・提供する側のことも考えるようにな

　　ってすごく大変だということを感じた。

　・現代は素晴らしいものが沢山あるが歴史のあるものに勝るものなしということ。
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質問２　『観光ビジネス』を通じて、あなた自身が成長したと思うこと

　・この授業を受ける前までは人を呼び寄せるために、新しいものを他の観光地にあるものをマネして作

　　ったりするのがいいと考えていましたが、それは良くなくて元々あるものをより良くしていくのがい

　　いという考えになり、そこが成長したと感じました。

　・今まで人の意見を聞いているだけだったけど、自分の意見もどんどん言えたこと。

　・他の地域が観光についてどのような対策をとっているのかを知り、青森には何が足りないのか青森を

　　アピールするためには青森のどこを活かして推していくべきなのかを考えたりしていく中で青森の魅

　　力を再発見する事ができた。

　・「こういうデータがあるからこうしたらいいのではないか」などの説得力を強めるために、一つのこ

　　とに対してたくさん調べるようになったと思います。

　・情報をまとめる力が身についたことです。実際に人に聞きに行って得た情報やインターネットで調べ

　　た情報など矛盾が無いか、どういう順番で情報を伝えるか考えられるようになったことです。

　・様々なものを知ろうと思えるようになりました。今までは、知るということに常に面倒くささが付随

　　していて、積極的に世の中の情報を手に入れようとは思えませんでした。しかし本科目を通し、無理

　　をしない範囲で様々なものを知ることが、人生の幸福度や豊かさに関係してくるのではと考えること

　　が出来ました。

　・青森はりんごだけでなく観光資源がたくさんあると知った。りんごから美容に良い成分がとれること

　　や、白神山地から乳酸菌が摂れるなど色々な活用ができることを知りました。津軽のことについて少

　　しだけ詳しくなれたと思います。

質問３　『観光ビジネス』の全体感想

　・最初は <観光 >というワードが目に入り、単純な理由でこの授業を選択しましたが、今ではこの授業

　　を選択して良かったと思っています。商業科は簿記や電卓、情報処理などのイメージがありましたが

　　観光ビジネスのような考え方や発見を重視し、実際に電話でアポをとり取材にいくような体験するこ

　　とで学べる授業は少ないと個人的に思っているのでとてもいい経験になりました。この授業で学んだ

　　考え方や発見を今後に生かしていきたいと思います。

　・新しいものを生み出すことは想像していたよりも難しかったけれど、班のみんなで意見を出し合った

　　り、自分達で情報収集したりしながら最後の発表までたどり着くことができて良かったです。学んだ

　　ことを無駄にしないように、生活していきたいです。

　・もしも観光ビジネス以外を選択していたらここまで成長する事は無かったと思うので観光ビジネスを

　　選んで良かったです。これからは色々な視点を持っている人が重宝されるという事でもっと訓練して

　　意識しなくても色々な視点で見られるようになりたいと思いました。

　・本科目を通し、大きな失敗を経験することが出来ました。この失敗から、自分の弱さを認め、何が足

　　りないのかを明確にすることができ、非常に貴重な体験ができたと思います。ありがとうございまし

　　た。

　・この授業を選択してよかったなと思います。様々な視点に立って物事を考えることは大事なことだと

　　知ることができました。いろんな視点に立ってみることで新しい発見が生まれ、楽しい気持ちになっ

　　たりするなと思いました。また、今まで青森は何もなくてつまらないところだと思っていました。し

　　かし、青森について調べ、先生から聞いたことで、青森はたくさん良いところがあると知り、青森が

　　好きになりました。

　上記のアンケート結果から、生徒の身近なところから新たな発見や再発見、地元の良さを実感しただけに

とどまらず、青森を好きになったという結果となった。『観光ビジネス』だけではなく、『課題研究』の取り

組みや研究内容を見ても、研究仮説として設定した、科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の

良さを発見し魅力を感じることで課題発見能力や問題解決力を身に付けることができたと推察される。

　しかし、地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係人口の増加に繋がるという仮説の検証には、まだ時

間を要する。引き続き、生徒が生まれ育った地元・地域に対する誇り、地域への貢献意欲の醸成を図り、持

続可能な地域の魅力を創造・発信できる人財を育成することを念頭に置きながら、日々移り変わる社会に対

応した指導に取り組みたい。

７　まとめ

　新型コロナウイルス感染症の真っ只中で始まった本研究だが、誰も経験したことのないアフターコロナを

見据えながら生徒とともに科目『観光ビジネス』と向き合ってきた。２年間の研究を振り返ると、生徒自身

が住んでいる地域の事を知らない、魅力が挙げられない現状があった。そこで、地域を知る、観光を知る、

観光ビジネスを知る、観光ビジネスを創造するという一連の流れで授業を展開してきた。目の前で起こって

いる事象に対し、どのようにアプローチをすればよいのか、学び得た知識を総動員させて新たな価値の創造

は生徒にとって難しいものであったと思う。また、本校内部で変えられることは年度ごとに改善もしてきた。

　本校では、科目『観光ビジネス』を指導する上で、「今だけ　ここだけ　あなただけ」を念頭に置いて取

り組んできた。令和６年度から教科書等が整備され本格化する科目『観光ビジネス』について、観光ビジネ

スに主体的かつ協働的に取り組む態度を育んでいくためにも、学校間や科目担当者を問わず、情報共有を図

りながらこれからも研鑽に励みたい。



１　はじめに

　平成２９年度に弘前市より観光に関する科目を実施し、観光に関する人財の育成をしてほしいという依頼

があった。また、本県が抱える課題のひとつとして人口減少、人口流出の問題が挙げられる。地域からの要

望があったように、地域に目を向けさせ、地域の魅力に気づかせることで本県の課題がクリアできるのでは

ないかとして、本校では令和３年度から科目『観光ビジネス』を先行実施している。平成３０年７月に告示

された高等学校学習指導要領における科目『観光ビジネス』の目標を踏まえ、観光教育を通して生徒に何を

学ばせ、何を身に付けさせたいかなどを精査し授業に取り組んだ。また、観光教育で生徒に何を気づかせる

ことができるのか紆余曲折しながら取り組んだ２年間の授業内容と、生徒の変容についてまとめる。

２　研究仮説

　本校で実施する科目『観光ビジネス』について、生徒が生まれ育った地元・地域に対する誇りを持たせ、

持続可能な地域の魅力を創造・発信できる人財を育成することを目的として授業を進めることにした。さらに、

科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の良さを発見し魅力を感じることで、課題発見能力や問

題解決力を身に付けることができるのではないか、さらに、地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係人

口の増加に繋がるのではないかという仮説を立て、「今だけ　ここだけ　あなただけ」をキーワードにして

授業に取り組んだ。

　地域の産業に求められる人財の育成や、地域と連携した体験学習で地元への愛着を育むこと、学校の特色

となるような科目を目指し授業に取り組んだ。

３　本校生徒の実態

　本校での科目『観光ビジネス』の位置づけは、第３学年における選択科目２単位として設置している。履

修した生徒に『観光ビジネス』を選択した理由を尋ねてみると、将来接客業やサービス業に就きたいと考え

ているので興味があり選択したという選択者がいる一方で、高度な会計分野や情報分野に不安を感じている

生徒が『観光ビジネス』を選択している実情もある。『観光ビジネス』を選択できるのは、商業科及び情報

処理科のみである。また、選択条件は特に定めていない。

４　令和３年度の取り組み

　生徒たちに、商業の見方・考え方をさせて、観光に関する理解を深めさせていくために、「地域を知る」、「観

光を知る」、「観光ビジネスを知る」の３つに分けて授業を展開し、最終的には生徒が「観光ビジネスを創造

する」年間指導計画を立てた。

 （１）地域を知る　《１学期》

　　　授業を始めてすぐに、弘前市の魅力を挙げるよう生徒に聞いてみると、「りんご」、「岩木山」、「ねぷた」

　　という回答で終わってしまう。このような状況から、生徒自身が住んでいる地域の見聞を広げるために、

　　ご当地検定のひとつである津軽ひろさき検定の参考書「ひろさき読解本（よみとくほん）」や「津軽ひ

　　ろさき・おべさま年表」を活用し、生徒の知識量を増やした。この学習を通して、弘前市の歴史や文化、人々

　　の暮らしなどといった、知っているようで知らない知識を身に付けさせた。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・地域の価値に気づく

　　　・地域に目を向けさせる

　　≪指導して見えてきた課題≫

　　　体験や経験をさせる代替方法の確立

　　インターネットを活用し、動画や写真等を活用して知識は身に付けさせることができても、時間的な制

　　約と新型コロナウイルス感染症の影響によって校外での活動ができなかった。代替する「モノ・コト・

　　トコロ」を体験・経験をさせる方法を見つけなればならない。

 （２）観光を知る

　　　前述したとおり、地元のことを理解させることができた。次のステップは、観光に対する知識を身に

　　付けさせることである。一口に観光と言っても、多岐にわたることから「地域主体の観光事業」にスポッ

　　トを当てて授業展開をした。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・観光の価値に気づく

　　　・観光がもつ魅力や可能性

　　　この箇所については、時間をかけて指導した。その理由として、生徒はテーマパークが観光地である

　　と認識している現状があったからだ。観光地＝箱モノでなければならないという固定概念を覆すために、

　　観光産業や観光事業の分類をしっかりと生徒に学ばせた。ここでは、広く自然やその街の景観すらも観

　　光になると指導した。

　　

 （３）観光ビジネスを知る　《２学期》

　　　１学期は、地域を知ることで地域の価値に気づき、観光を知ることで観光の価値に気づかせることに

　　フォーカスを当てた。観光ビジネスを知るために、他県で成功している観光ビジネスの事例を取り上げた。

　　また、何かと何かを掛け合わせることで新しい価値を生み出すことにも着目させながら授業を進めた。

　　さらに、観光に関する新聞記事やコラムを参考にして指導に当たった。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・観光ビジネスの価値に気づく

　　　・地域経済を刺激（正当な価格）

 （４）観光ビジネスを創造する

　　　これまでの“３つの知る”を基にし、生徒に新たな観光ビジネスを創造させた。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・地域資源の活用

　　　・価値の創造

　　　実際に生徒が考えた観光ビジネスプランテーマは、季節ごとのスタンプラリー、廃校を活用したレス

　　トラン、地元にある神社に着目した鬼神伝説といったものであった。生徒に企画の説明をさせたところ、

　　生徒自身にマーケティングの知識が乏しく、商業の見方・考え方が感じられず、差別化やターゲット層

　　の明確化、４Ｃ（消費者側の視点）、４Ｐ（企業側の視点）などの専門的な指導の必要性を実感した。

　　≪指導して見えてきた課題≫

　　　・単位数の問題

　　　　２単位だけでは、十分な指導ができない。

　　　・選択科目であるために、クラス単位での校外学習ができない

　　　　インプットした知識をアウトプットする時間、場所、場面がない。

　　　　机上の空論となってしまい、生徒にリアルさを実感させられない。

　　　・マーケティングの知識が足りない

　　　　本校のカリキュラム上、マーケティングが選択科目となっているために起こっている弊害。

 （５）１年間の学びの振り返り　《３学期》

　　　１年間の学びを振り返り、本科目を通して得たこと、学んだことについてグループディスカッション

　　をさせた後、それぞれに感想を書かせた。ちなみに、履修した生徒の進路については、１１名中８名（進

　　学：４名、就職：４名）が地元に残る結果となった。特筆すべきは、市・町役場や観光バス会社への就

　　職者がいたことである。生徒と対話形式で感想を聞いてみると、正直、最初は何をやっているのか分か

　　らなかったことや、選択して間違ったかもという感想があった。その一方で、地域のことをたくさん考

　　えるきっかけになったこと、普段何気なく街を歩いたりする時に色々な所に目にすることが多くなった

　　こと、観光のみならず様々なことに繋がりそうな考えを得られたことなどの意見があった。なお、令和

　　３年度、指導して見えてきた課題は以下のとおりである。

　　　・体験や経験をさせる代替方法の確立

　　　・２単位では、ビジネスを考えさせる時間がなく、校外学習や実践が十分にできない。

　　　・学習してきた知識やアイデアを披露する場がない。

　　　・マーケティング分野における、商業の見方や考え方を育成させる教育課程の見直し。

　　　・マーケティング分野の知識がない、足りない。

５　令和４年度の取り組み

 （１）令和３年度の反省を生かす

　　　・２単位では、ビジネスを考えさせる時間がなく、校外学習や実践が十分にできない。

　　　　→　令和３年度は、「観光ビジネスを創造する」に割く時間が十分に確保できなかった。このことから、

　　　　　　『観光ビジネス』でインプットした知識を活用し、課題研究２単位でアウトプットさせる体制

　　　　　　を整えた。

　　　観光ビジネスの価値に気づかせるためには、生徒を取り巻く多様な立場の方からの声や思いを知るこ

　　とも大切である。また、地域経済を刺激するためには、正当な価格を知ることも重要となってくる。生

　　徒に価格設定のことを尋ねると、マーケティング知識の不足を感じる。どのような経費がかかっている

　　のか、企画を実現させるためにはどのくらいの人件費がかかるのかを目の当たりにさせることで、金銭

　　的な感覚が掴めると感じている。コロナ禍では実施することができなかった関係部署への聞き取り調査

　　も徐々にではあるができるようになってきた。どの業種においても、新型コロナウイルス感染症の影響

　　を受けていることを、生徒自身が肌で感じ取る機会があった。アフターコロナを見据えたアイデア創出

　　の場となったことは非常に大きいものだった。

　　　・学習してきた知識やアイデアを披露する場がない。

　　　　→　オンラインの特性を活用し、県外の高校生とのイベントを開催

　　　教育を取り巻くオンライン環境が浸透していく中、この時代の流れに対応できる生徒を育てていきた

　　いことから次のような企画を立てた。

　【お国自慢バトル】

　　　・観光に関するお題を出し、お互いがこれまでの学びを発信し合う。

　　　・この授業を通して、お互いに刺激し合い、さらなる学びを高めていく活動を企画。

　　　・オンラインの特性を生かし、遠く離れた高校とやり取りが可能。

　　　・７月中旬に岡山県にある岡山県立倉敷商業高等学校と実施する予定であったが、両校の日程がどう

　　　　しても合わずに断念。夏休み等の長期休業の活用も考えたが、生徒の日程が合わなかった。

　　　・マーケティング分野における、商業の見方や考え方を育成させる教育課程の見直し。

　　　　→　令和４年度入学生より、マーケティングを全員履修とした

　　　・マーケティング分野の知識がない、足りない。

　　　　→　模範解答がない、自由な発想を引き出す授業づくり

 （２）生徒の観光視点を増やすための教材具体例

　 （ア）日経ＭＪの活用

   （イ）周年行事（例：鉄道開業１５０周年）

   （ウ）街ナカ、駅ナカ

   （エ）地域広報誌

   （オ）統計情報

 （３）科目横断的カリキュラム編成の必要性

　　　これまでの授業から、消費者の視点からいかに提供者側の視点にしていくか、ありふれた日常や景色

　　から別の見方をさせる難しさを経験した。科目『観光ビジネス』だけを単体で実施するにはやはり限界

　　があると感じている。他のマーケティング分野科目である『マーケティング』や『商品開発と流通』に

　　とどまらず、『簿記』や『情報処理』などといった他分野科目との連携を図り、生徒に深い学びをさせ

　　ていくためには、授業内で数多くの仕掛けを工夫していく必要があると感じている。また、教育課程に

　　ついても時代の流れを汲みながら柔軟な運用をしていかなければならない。

６　仮説検証結果

　　「科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の良さを発見し魅力を感じることで、課題発見能

　力や問題解決力を身に付けることができるのではないか」、「地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係

　人口の増加に繋がるのではないか」という仮説を立て研究をしてきた。令和４年度も１年間の学びを振り

　返り、本科目を通して得たこと、学んだことについてグループディスカッションをさせた後、それぞれに

　感想を書かせた。なお、履修した生徒の進路については、１４名中８名（進学：７名、就職：１名）が地

　元に残る結果となった。さらに、県外進学の１名は、観光学について学ぶ短期大学へ進学した。

質問１　『観光ビジネス』を通じて学んだこと

　・多角的な視点から見る力を身に付けることが重要ということを学びました。

　・観光は人が集まるだけでは利益が出ないということ。

　・観光は自分が思っているより幅広く多くの業界に関わっていることや、商品開発で普段では中々考え

　　ない買い手側だけでなく売り手側のことも考えてターゲットを決めたり、ペルソナで具体的なターゲ

　　ットを仮定することで、よりどんな人がこの商品を必要としているのかを深く考えたり今までの自分

　　では考えもしないことに気がつくようになった。

　・観光では人を集めるだけではなく、一人あたりに使ってもらうお金を増やすことがより重要だと知る

　　ことができました。また、買い手側や売り手側などさまざまな視点から物事を捉えることや今までに

　　なかった新しいものを作り出すには情報収集だったり、ターゲットを詳細に設定したりすることが大

　　切だと気づくことができました。

　・今までは買う側・消費者として商品などを見ていたけど作る側・提供する側のことも考えるようにな

　　ってすごく大変だということを感じた。

　・現代は素晴らしいものが沢山あるが歴史のあるものに勝るものなしということ。
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質問２　『観光ビジネス』を通じて、あなた自身が成長したと思うこと

　・この授業を受ける前までは人を呼び寄せるために、新しいものを他の観光地にあるものをマネして作

　　ったりするのがいいと考えていましたが、それは良くなくて元々あるものをより良くしていくのがい

　　いという考えになり、そこが成長したと感じました。

　・今まで人の意見を聞いているだけだったけど、自分の意見もどんどん言えたこと。

　・他の地域が観光についてどのような対策をとっているのかを知り、青森には何が足りないのか青森を

　　アピールするためには青森のどこを活かして推していくべきなのかを考えたりしていく中で青森の魅

　　力を再発見する事ができた。

　・「こういうデータがあるからこうしたらいいのではないか」などの説得力を強めるために、一つのこ

　　とに対してたくさん調べるようになったと思います。

　・情報をまとめる力が身についたことです。実際に人に聞きに行って得た情報やインターネットで調べ

　　た情報など矛盾が無いか、どういう順番で情報を伝えるか考えられるようになったことです。

　・様々なものを知ろうと思えるようになりました。今までは、知るということに常に面倒くささが付随

　　していて、積極的に世の中の情報を手に入れようとは思えませんでした。しかし本科目を通し、無理

　　をしない範囲で様々なものを知ることが、人生の幸福度や豊かさに関係してくるのではと考えること

　　が出来ました。

　・青森はりんごだけでなく観光資源がたくさんあると知った。りんごから美容に良い成分がとれること

　　や、白神山地から乳酸菌が摂れるなど色々な活用ができることを知りました。津軽のことについて少

　　しだけ詳しくなれたと思います。

質問３　『観光ビジネス』の全体感想

　・最初は <観光 >というワードが目に入り、単純な理由でこの授業を選択しましたが、今ではこの授業

　　を選択して良かったと思っています。商業科は簿記や電卓、情報処理などのイメージがありましたが

　　観光ビジネスのような考え方や発見を重視し、実際に電話でアポをとり取材にいくような体験するこ

　　とで学べる授業は少ないと個人的に思っているのでとてもいい経験になりました。この授業で学んだ

　　考え方や発見を今後に生かしていきたいと思います。

　・新しいものを生み出すことは想像していたよりも難しかったけれど、班のみんなで意見を出し合った

　　り、自分達で情報収集したりしながら最後の発表までたどり着くことができて良かったです。学んだ

　　ことを無駄にしないように、生活していきたいです。

　・もしも観光ビジネス以外を選択していたらここまで成長する事は無かったと思うので観光ビジネスを

　　選んで良かったです。これからは色々な視点を持っている人が重宝されるという事でもっと訓練して

　　意識しなくても色々な視点で見られるようになりたいと思いました。

　・本科目を通し、大きな失敗を経験することが出来ました。この失敗から、自分の弱さを認め、何が足

　　りないのかを明確にすることができ、非常に貴重な体験ができたと思います。ありがとうございまし

　　た。

　・この授業を選択してよかったなと思います。様々な視点に立って物事を考えることは大事なことだと

　　知ることができました。いろんな視点に立ってみることで新しい発見が生まれ、楽しい気持ちになっ

　　たりするなと思いました。また、今まで青森は何もなくてつまらないところだと思っていました。し

　　かし、青森について調べ、先生から聞いたことで、青森はたくさん良いところがあると知り、青森が

　　好きになりました。

　上記のアンケート結果から、生徒の身近なところから新たな発見や再発見、地元の良さを実感しただけに

とどまらず、青森を好きになったという結果となった。『観光ビジネス』だけではなく、『課題研究』の取り

組みや研究内容を見ても、研究仮説として設定した、科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の

良さを発見し魅力を感じることで課題発見能力や問題解決力を身に付けることができたと推察される。

　しかし、地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係人口の増加に繋がるという仮説の検証には、まだ時

間を要する。引き続き、生徒が生まれ育った地元・地域に対する誇り、地域への貢献意欲の醸成を図り、持

続可能な地域の魅力を創造・発信できる人財を育成することを念頭に置きながら、日々移り変わる社会に対

応した指導に取り組みたい。

７　まとめ

　新型コロナウイルス感染症の真っ只中で始まった本研究だが、誰も経験したことのないアフターコロナを

見据えながら生徒とともに科目『観光ビジネス』と向き合ってきた。２年間の研究を振り返ると、生徒自身

が住んでいる地域の事を知らない、魅力が挙げられない現状があった。そこで、地域を知る、観光を知る、

観光ビジネスを知る、観光ビジネスを創造するという一連の流れで授業を展開してきた。目の前で起こって

いる事象に対し、どのようにアプローチをすればよいのか、学び得た知識を総動員させて新たな価値の創造

は生徒にとって難しいものであったと思う。また、本校内部で変えられることは年度ごとに改善もしてきた。

　本校では、科目『観光ビジネス』を指導する上で、「今だけ　ここだけ　あなただけ」を念頭に置いて取

り組んできた。令和６年度から教科書等が整備され本格化する科目『観光ビジネス』について、観光ビジネ

スに主体的かつ協働的に取り組む態度を育んでいくためにも、学校間や科目担当者を問わず、情報共有を図

りながらこれからも研鑽に励みたい。



１　はじめに

　平成２９年度に弘前市より観光に関する科目を実施し、観光に関する人財の育成をしてほしいという依頼

があった。また、本県が抱える課題のひとつとして人口減少、人口流出の問題が挙げられる。地域からの要

望があったように、地域に目を向けさせ、地域の魅力に気づかせることで本県の課題がクリアできるのでは

ないかとして、本校では令和３年度から科目『観光ビジネス』を先行実施している。平成３０年７月に告示

された高等学校学習指導要領における科目『観光ビジネス』の目標を踏まえ、観光教育を通して生徒に何を

学ばせ、何を身に付けさせたいかなどを精査し授業に取り組んだ。また、観光教育で生徒に何を気づかせる

ことができるのか紆余曲折しながら取り組んだ２年間の授業内容と、生徒の変容についてまとめる。

２　研究仮説

　本校で実施する科目『観光ビジネス』について、生徒が生まれ育った地元・地域に対する誇りを持たせ、

持続可能な地域の魅力を創造・発信できる人財を育成することを目的として授業を進めることにした。さらに、

科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の良さを発見し魅力を感じることで、課題発見能力や問

題解決力を身に付けることができるのではないか、さらに、地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係人

口の増加に繋がるのではないかという仮説を立て、「今だけ　ここだけ　あなただけ」をキーワードにして

授業に取り組んだ。

　地域の産業に求められる人財の育成や、地域と連携した体験学習で地元への愛着を育むこと、学校の特色

となるような科目を目指し授業に取り組んだ。

３　本校生徒の実態

　本校での科目『観光ビジネス』の位置づけは、第３学年における選択科目２単位として設置している。履

修した生徒に『観光ビジネス』を選択した理由を尋ねてみると、将来接客業やサービス業に就きたいと考え

ているので興味があり選択したという選択者がいる一方で、高度な会計分野や情報分野に不安を感じている

生徒が『観光ビジネス』を選択している実情もある。『観光ビジネス』を選択できるのは、商業科及び情報

処理科のみである。また、選択条件は特に定めていない。

４　令和３年度の取り組み

　生徒たちに、商業の見方・考え方をさせて、観光に関する理解を深めさせていくために、「地域を知る」、「観

光を知る」、「観光ビジネスを知る」の３つに分けて授業を展開し、最終的には生徒が「観光ビジネスを創造

する」年間指導計画を立てた。

 （１）地域を知る　《１学期》

　　　授業を始めてすぐに、弘前市の魅力を挙げるよう生徒に聞いてみると、「りんご」、「岩木山」、「ねぷた」

　　という回答で終わってしまう。このような状況から、生徒自身が住んでいる地域の見聞を広げるために、

　　ご当地検定のひとつである津軽ひろさき検定の参考書「ひろさき読解本（よみとくほん）」や「津軽ひ

　　ろさき・おべさま年表」を活用し、生徒の知識量を増やした。この学習を通して、弘前市の歴史や文化、人々

　　の暮らしなどといった、知っているようで知らない知識を身に付けさせた。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・地域の価値に気づく

　　　・地域に目を向けさせる

　　≪指導して見えてきた課題≫

　　　体験や経験をさせる代替方法の確立

　　インターネットを活用し、動画や写真等を活用して知識は身に付けさせることができても、時間的な制

　　約と新型コロナウイルス感染症の影響によって校外での活動ができなかった。代替する「モノ・コト・

　　トコロ」を体験・経験をさせる方法を見つけなればならない。

 （２）観光を知る

　　　前述したとおり、地元のことを理解させることができた。次のステップは、観光に対する知識を身に

　　付けさせることである。一口に観光と言っても、多岐にわたることから「地域主体の観光事業」にスポッ

　　トを当てて授業展開をした。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・観光の価値に気づく

　　　・観光がもつ魅力や可能性

　　　この箇所については、時間をかけて指導した。その理由として、生徒はテーマパークが観光地である

　　と認識している現状があったからだ。観光地＝箱モノでなければならないという固定概念を覆すために、

　　観光産業や観光事業の分類をしっかりと生徒に学ばせた。ここでは、広く自然やその街の景観すらも観

　　光になると指導した。

　　

 （３）観光ビジネスを知る　《２学期》

　　　１学期は、地域を知ることで地域の価値に気づき、観光を知ることで観光の価値に気づかせることに

　　フォーカスを当てた。観光ビジネスを知るために、他県で成功している観光ビジネスの事例を取り上げた。

　　また、何かと何かを掛け合わせることで新しい価値を生み出すことにも着目させながら授業を進めた。

　　さらに、観光に関する新聞記事やコラムを参考にして指導に当たった。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・観光ビジネスの価値に気づく

　　　・地域経済を刺激（正当な価格）

 （４）観光ビジネスを創造する

　　　これまでの“３つの知る”を基にし、生徒に新たな観光ビジネスを創造させた。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・地域資源の活用

　　　・価値の創造

　　　実際に生徒が考えた観光ビジネスプランテーマは、季節ごとのスタンプラリー、廃校を活用したレス

　　トラン、地元にある神社に着目した鬼神伝説といったものであった。生徒に企画の説明をさせたところ、

　　生徒自身にマーケティングの知識が乏しく、商業の見方・考え方が感じられず、差別化やターゲット層

　　の明確化、４Ｃ（消費者側の視点）、４Ｐ（企業側の視点）などの専門的な指導の必要性を実感した。

　　≪指導して見えてきた課題≫

　　　・単位数の問題

　　　　２単位だけでは、十分な指導ができない。

　　　・選択科目であるために、クラス単位での校外学習ができない

　　　　インプットした知識をアウトプットする時間、場所、場面がない。

　　　　机上の空論となってしまい、生徒にリアルさを実感させられない。

　　　・マーケティングの知識が足りない

　　　　本校のカリキュラム上、マーケティングが選択科目となっているために起こっている弊害。

 （５）１年間の学びの振り返り　《３学期》

　　　１年間の学びを振り返り、本科目を通して得たこと、学んだことについてグループディスカッション

　　をさせた後、それぞれに感想を書かせた。ちなみに、履修した生徒の進路については、１１名中８名（進

　　学：４名、就職：４名）が地元に残る結果となった。特筆すべきは、市・町役場や観光バス会社への就

　　職者がいたことである。生徒と対話形式で感想を聞いてみると、正直、最初は何をやっているのか分か

　　らなかったことや、選択して間違ったかもという感想があった。その一方で、地域のことをたくさん考

　　えるきっかけになったこと、普段何気なく街を歩いたりする時に色々な所に目にすることが多くなった

　　こと、観光のみならず様々なことに繋がりそうな考えを得られたことなどの意見があった。なお、令和

　　３年度、指導して見えてきた課題は以下のとおりである。

　　　・体験や経験をさせる代替方法の確立

　　　・２単位では、ビジネスを考えさせる時間がなく、校外学習や実践が十分にできない。

　　　・学習してきた知識やアイデアを披露する場がない。

　　　・マーケティング分野における、商業の見方や考え方を育成させる教育課程の見直し。

　　　・マーケティング分野の知識がない、足りない。

５　令和４年度の取り組み

 （１）令和３年度の反省を生かす

　　　・２単位では、ビジネスを考えさせる時間がなく、校外学習や実践が十分にできない。

　　　　→　令和３年度は、「観光ビジネスを創造する」に割く時間が十分に確保できなかった。このことから、

　　　　　　『観光ビジネス』でインプットした知識を活用し、課題研究２単位でアウトプットさせる体制

　　　　　　を整えた。

　　　観光ビジネスの価値に気づかせるためには、生徒を取り巻く多様な立場の方からの声や思いを知るこ

　　とも大切である。また、地域経済を刺激するためには、正当な価格を知ることも重要となってくる。生

　　徒に価格設定のことを尋ねると、マーケティング知識の不足を感じる。どのような経費がかかっている

　　のか、企画を実現させるためにはどのくらいの人件費がかかるのかを目の当たりにさせることで、金銭

　　的な感覚が掴めると感じている。コロナ禍では実施することができなかった関係部署への聞き取り調査

　　も徐々にではあるができるようになってきた。どの業種においても、新型コロナウイルス感染症の影響

　　を受けていることを、生徒自身が肌で感じ取る機会があった。アフターコロナを見据えたアイデア創出

　　の場となったことは非常に大きいものだった。

　　　・学習してきた知識やアイデアを披露する場がない。

　　　　→　オンラインの特性を活用し、県外の高校生とのイベントを開催

　　　教育を取り巻くオンライン環境が浸透していく中、この時代の流れに対応できる生徒を育てていきた

　　いことから次のような企画を立てた。

　【お国自慢バトル】

　　　・観光に関するお題を出し、お互いがこれまでの学びを発信し合う。

　　　・この授業を通して、お互いに刺激し合い、さらなる学びを高めていく活動を企画。

　　　・オンラインの特性を生かし、遠く離れた高校とやり取りが可能。

　　　・７月中旬に岡山県にある岡山県立倉敷商業高等学校と実施する予定であったが、両校の日程がどう

　　　　しても合わずに断念。夏休み等の長期休業の活用も考えたが、生徒の日程が合わなかった。

　　　・マーケティング分野における、商業の見方や考え方を育成させる教育課程の見直し。

　　　　→　令和４年度入学生より、マーケティングを全員履修とした

　　　・マーケティング分野の知識がない、足りない。

　　　　→　模範解答がない、自由な発想を引き出す授業づくり

 （２）生徒の観光視点を増やすための教材具体例

　 （ア）日経ＭＪの活用

   （イ）周年行事（例：鉄道開業１５０周年）

   （ウ）街ナカ、駅ナカ

   （エ）地域広報誌

   （オ）統計情報

 （３）科目横断的カリキュラム編成の必要性

　　　これまでの授業から、消費者の視点からいかに提供者側の視点にしていくか、ありふれた日常や景色

　　から別の見方をさせる難しさを経験した。科目『観光ビジネス』だけを単体で実施するにはやはり限界

　　があると感じている。他のマーケティング分野科目である『マーケティング』や『商品開発と流通』に

　　とどまらず、『簿記』や『情報処理』などといった他分野科目との連携を図り、生徒に深い学びをさせ

　　ていくためには、授業内で数多くの仕掛けを工夫していく必要があると感じている。また、教育課程に

　　ついても時代の流れを汲みながら柔軟な運用をしていかなければならない。

６　仮説検証結果

　　「科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の良さを発見し魅力を感じることで、課題発見能

　力や問題解決力を身に付けることができるのではないか」、「地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係

　人口の増加に繋がるのではないか」という仮説を立て研究をしてきた。令和４年度も１年間の学びを振り

　返り、本科目を通して得たこと、学んだことについてグループディスカッションをさせた後、それぞれに

　感想を書かせた。なお、履修した生徒の進路については、１４名中８名（進学：７名、就職：１名）が地

　元に残る結果となった。さらに、県外進学の１名は、観光学について学ぶ短期大学へ進学した。

質問１　『観光ビジネス』を通じて学んだこと

　・多角的な視点から見る力を身に付けることが重要ということを学びました。

　・観光は人が集まるだけでは利益が出ないということ。

　・観光は自分が思っているより幅広く多くの業界に関わっていることや、商品開発で普段では中々考え

　　ない買い手側だけでなく売り手側のことも考えてターゲットを決めたり、ペルソナで具体的なターゲ

　　ットを仮定することで、よりどんな人がこの商品を必要としているのかを深く考えたり今までの自分

　　では考えもしないことに気がつくようになった。

　・観光では人を集めるだけではなく、一人あたりに使ってもらうお金を増やすことがより重要だと知る

　　ことができました。また、買い手側や売り手側などさまざまな視点から物事を捉えることや今までに

　　なかった新しいものを作り出すには情報収集だったり、ターゲットを詳細に設定したりすることが大

　　切だと気づくことができました。

　・今までは買う側・消費者として商品などを見ていたけど作る側・提供する側のことも考えるようにな

　　ってすごく大変だということを感じた。

　・現代は素晴らしいものが沢山あるが歴史のあるものに勝るものなしということ。
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質問２　『観光ビジネス』を通じて、あなた自身が成長したと思うこと

　・この授業を受ける前までは人を呼び寄せるために、新しいものを他の観光地にあるものをマネして作

　　ったりするのがいいと考えていましたが、それは良くなくて元々あるものをより良くしていくのがい

　　いという考えになり、そこが成長したと感じました。

　・今まで人の意見を聞いているだけだったけど、自分の意見もどんどん言えたこと。

　・他の地域が観光についてどのような対策をとっているのかを知り、青森には何が足りないのか青森を

　　アピールするためには青森のどこを活かして推していくべきなのかを考えたりしていく中で青森の魅

　　力を再発見する事ができた。

　・「こういうデータがあるからこうしたらいいのではないか」などの説得力を強めるために、一つのこ

　　とに対してたくさん調べるようになったと思います。

　・情報をまとめる力が身についたことです。実際に人に聞きに行って得た情報やインターネットで調べ

　　た情報など矛盾が無いか、どういう順番で情報を伝えるか考えられるようになったことです。

　・様々なものを知ろうと思えるようになりました。今までは、知るということに常に面倒くささが付随

　　していて、積極的に世の中の情報を手に入れようとは思えませんでした。しかし本科目を通し、無理

　　をしない範囲で様々なものを知ることが、人生の幸福度や豊かさに関係してくるのではと考えること

　　が出来ました。

　・青森はりんごだけでなく観光資源がたくさんあると知った。りんごから美容に良い成分がとれること

　　や、白神山地から乳酸菌が摂れるなど色々な活用ができることを知りました。津軽のことについて少

　　しだけ詳しくなれたと思います。

質問３　『観光ビジネス』の全体感想

　・最初は <観光 >というワードが目に入り、単純な理由でこの授業を選択しましたが、今ではこの授業

　　を選択して良かったと思っています。商業科は簿記や電卓、情報処理などのイメージがありましたが

　　観光ビジネスのような考え方や発見を重視し、実際に電話でアポをとり取材にいくような体験するこ

　　とで学べる授業は少ないと個人的に思っているのでとてもいい経験になりました。この授業で学んだ

　　考え方や発見を今後に生かしていきたいと思います。

　・新しいものを生み出すことは想像していたよりも難しかったけれど、班のみんなで意見を出し合った

　　り、自分達で情報収集したりしながら最後の発表までたどり着くことができて良かったです。学んだ

　　ことを無駄にしないように、生活していきたいです。

　・もしも観光ビジネス以外を選択していたらここまで成長する事は無かったと思うので観光ビジネスを

　　選んで良かったです。これからは色々な視点を持っている人が重宝されるという事でもっと訓練して

　　意識しなくても色々な視点で見られるようになりたいと思いました。

　・本科目を通し、大きな失敗を経験することが出来ました。この失敗から、自分の弱さを認め、何が足

　　りないのかを明確にすることができ、非常に貴重な体験ができたと思います。ありがとうございまし

　　た。

　・この授業を選択してよかったなと思います。様々な視点に立って物事を考えることは大事なことだと

　　知ることができました。いろんな視点に立ってみることで新しい発見が生まれ、楽しい気持ちになっ

　　たりするなと思いました。また、今まで青森は何もなくてつまらないところだと思っていました。し

　　かし、青森について調べ、先生から聞いたことで、青森はたくさん良いところがあると知り、青森が

　　好きになりました。

　上記のアンケート結果から、生徒の身近なところから新たな発見や再発見、地元の良さを実感しただけに

とどまらず、青森を好きになったという結果となった。『観光ビジネス』だけではなく、『課題研究』の取り

組みや研究内容を見ても、研究仮説として設定した、科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の

良さを発見し魅力を感じることで課題発見能力や問題解決力を身に付けることができたと推察される。

　しかし、地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係人口の増加に繋がるという仮説の検証には、まだ時

間を要する。引き続き、生徒が生まれ育った地元・地域に対する誇り、地域への貢献意欲の醸成を図り、持

続可能な地域の魅力を創造・発信できる人財を育成することを念頭に置きながら、日々移り変わる社会に対

応した指導に取り組みたい。

７　まとめ

　新型コロナウイルス感染症の真っ只中で始まった本研究だが、誰も経験したことのないアフターコロナを

見据えながら生徒とともに科目『観光ビジネス』と向き合ってきた。２年間の研究を振り返ると、生徒自身

が住んでいる地域の事を知らない、魅力が挙げられない現状があった。そこで、地域を知る、観光を知る、

観光ビジネスを知る、観光ビジネスを創造するという一連の流れで授業を展開してきた。目の前で起こって

いる事象に対し、どのようにアプローチをすればよいのか、学び得た知識を総動員させて新たな価値の創造

は生徒にとって難しいものであったと思う。また、本校内部で変えられることは年度ごとに改善もしてきた。

　本校では、科目『観光ビジネス』を指導する上で、「今だけ　ここだけ　あなただけ」を念頭に置いて取

り組んできた。令和６年度から教科書等が整備され本格化する科目『観光ビジネス』について、観光ビジネ

スに主体的かつ協働的に取り組む態度を育んでいくためにも、学校間や科目担当者を問わず、情報共有を図

りながらこれからも研鑽に励みたい。
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１　はじめに

　平成２９年度に弘前市より観光に関する科目を実施し、観光に関する人財の育成をしてほしいという依頼

があった。また、本県が抱える課題のひとつとして人口減少、人口流出の問題が挙げられる。地域からの要

望があったように、地域に目を向けさせ、地域の魅力に気づかせることで本県の課題がクリアできるのでは

ないかとして、本校では令和３年度から科目『観光ビジネス』を先行実施している。平成３０年７月に告示

された高等学校学習指導要領における科目『観光ビジネス』の目標を踏まえ、観光教育を通して生徒に何を

学ばせ、何を身に付けさせたいかなどを精査し授業に取り組んだ。また、観光教育で生徒に何を気づかせる

ことができるのか紆余曲折しながら取り組んだ２年間の授業内容と、生徒の変容についてまとめる。

２　研究仮説

　本校で実施する科目『観光ビジネス』について、生徒が生まれ育った地元・地域に対する誇りを持たせ、

持続可能な地域の魅力を創造・発信できる人財を育成することを目的として授業を進めることにした。さらに、

科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の良さを発見し魅力を感じることで、課題発見能力や問

題解決力を身に付けることができるのではないか、さらに、地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係人

口の増加に繋がるのではないかという仮説を立て、「今だけ　ここだけ　あなただけ」をキーワードにして

授業に取り組んだ。

　地域の産業に求められる人財の育成や、地域と連携した体験学習で地元への愛着を育むこと、学校の特色

となるような科目を目指し授業に取り組んだ。

３　本校生徒の実態

　本校での科目『観光ビジネス』の位置づけは、第３学年における選択科目２単位として設置している。履

修した生徒に『観光ビジネス』を選択した理由を尋ねてみると、将来接客業やサービス業に就きたいと考え

ているので興味があり選択したという選択者がいる一方で、高度な会計分野や情報分野に不安を感じている

生徒が『観光ビジネス』を選択している実情もある。『観光ビジネス』を選択できるのは、商業科及び情報

処理科のみである。また、選択条件は特に定めていない。

４　令和３年度の取り組み

　生徒たちに、商業の見方・考え方をさせて、観光に関する理解を深めさせていくために、「地域を知る」、「観

光を知る」、「観光ビジネスを知る」の３つに分けて授業を展開し、最終的には生徒が「観光ビジネスを創造

する」年間指導計画を立てた。

 （１）地域を知る　《１学期》

　　　授業を始めてすぐに、弘前市の魅力を挙げるよう生徒に聞いてみると、「りんご」、「岩木山」、「ねぷた」

　　という回答で終わってしまう。このような状況から、生徒自身が住んでいる地域の見聞を広げるために、

　　ご当地検定のひとつである津軽ひろさき検定の参考書「ひろさき読解本（よみとくほん）」や「津軽ひ

　　ろさき・おべさま年表」を活用し、生徒の知識量を増やした。この学習を通して、弘前市の歴史や文化、人々

　　の暮らしなどといった、知っているようで知らない知識を身に付けさせた。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・地域の価値に気づく

　　　・地域に目を向けさせる

　　≪指導して見えてきた課題≫

　　　体験や経験をさせる代替方法の確立

　　インターネットを活用し、動画や写真等を活用して知識は身に付けさせることができても、時間的な制

　　約と新型コロナウイルス感染症の影響によって校外での活動ができなかった。代替する「モノ・コト・

　　トコロ」を体験・経験をさせる方法を見つけなればならない。

 （２）観光を知る

　　　前述したとおり、地元のことを理解させることができた。次のステップは、観光に対する知識を身に

　　付けさせることである。一口に観光と言っても、多岐にわたることから「地域主体の観光事業」にスポッ

　　トを当てて授業展開をした。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・観光の価値に気づく

　　　・観光がもつ魅力や可能性

　　　この箇所については、時間をかけて指導した。その理由として、生徒はテーマパークが観光地である

　　と認識している現状があったからだ。観光地＝箱モノでなければならないという固定概念を覆すために、

　　観光産業や観光事業の分類をしっかりと生徒に学ばせた。ここでは、広く自然やその街の景観すらも観

　　光になると指導した。

　　

 （３）観光ビジネスを知る　《２学期》

　　　１学期は、地域を知ることで地域の価値に気づき、観光を知ることで観光の価値に気づかせることに

　　フォーカスを当てた。観光ビジネスを知るために、他県で成功している観光ビジネスの事例を取り上げた。

　　また、何かと何かを掛け合わせることで新しい価値を生み出すことにも着目させながら授業を進めた。

　　さらに、観光に関する新聞記事やコラムを参考にして指導に当たった。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・観光ビジネスの価値に気づく

　　　・地域経済を刺激（正当な価格）

 （４）観光ビジネスを創造する

　　　これまでの“３つの知る”を基にし、生徒に新たな観光ビジネスを創造させた。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・地域資源の活用

　　　・価値の創造

　　　実際に生徒が考えた観光ビジネスプランテーマは、季節ごとのスタンプラリー、廃校を活用したレス

　　トラン、地元にある神社に着目した鬼神伝説といったものであった。生徒に企画の説明をさせたところ、

　　生徒自身にマーケティングの知識が乏しく、商業の見方・考え方が感じられず、差別化やターゲット層

　　の明確化、４Ｃ（消費者側の視点）、４Ｐ（企業側の視点）などの専門的な指導の必要性を実感した。

　　≪指導して見えてきた課題≫

　　　・単位数の問題

　　　　２単位だけでは、十分な指導ができない。

　　　・選択科目であるために、クラス単位での校外学習ができない

　　　　インプットした知識をアウトプットする時間、場所、場面がない。

　　　　机上の空論となってしまい、生徒にリアルさを実感させられない。

　　　・マーケティングの知識が足りない

　　　　本校のカリキュラム上、マーケティングが選択科目となっているために起こっている弊害。

 （５）１年間の学びの振り返り　《３学期》

　　　１年間の学びを振り返り、本科目を通して得たこと、学んだことについてグループディスカッション

　　をさせた後、それぞれに感想を書かせた。ちなみに、履修した生徒の進路については、１１名中８名（進

　　学：４名、就職：４名）が地元に残る結果となった。特筆すべきは、市・町役場や観光バス会社への就

　　職者がいたことである。生徒と対話形式で感想を聞いてみると、正直、最初は何をやっているのか分か

　　らなかったことや、選択して間違ったかもという感想があった。その一方で、地域のことをたくさん考

　　えるきっかけになったこと、普段何気なく街を歩いたりする時に色々な所に目にすることが多くなった

　　こと、観光のみならず様々なことに繋がりそうな考えを得られたことなどの意見があった。なお、令和

　　３年度、指導して見えてきた課題は以下のとおりである。

　　　・体験や経験をさせる代替方法の確立

　　　・２単位では、ビジネスを考えさせる時間がなく、校外学習や実践が十分にできない。

　　　・学習してきた知識やアイデアを披露する場がない。

　　　・マーケティング分野における、商業の見方や考え方を育成させる教育課程の見直し。

　　　・マーケティング分野の知識がない、足りない。

５　令和４年度の取り組み

 （１）令和３年度の反省を生かす

　　　・２単位では、ビジネスを考えさせる時間がなく、校外学習や実践が十分にできない。

　　　　→　令和３年度は、「観光ビジネスを創造する」に割く時間が十分に確保できなかった。このことから、

　　　　　　『観光ビジネス』でインプットした知識を活用し、課題研究２単位でアウトプットさせる体制

　　　　　　を整えた。

　　　観光ビジネスの価値に気づかせるためには、生徒を取り巻く多様な立場の方からの声や思いを知るこ

　　とも大切である。また、地域経済を刺激するためには、正当な価格を知ることも重要となってくる。生

　　徒に価格設定のことを尋ねると、マーケティング知識の不足を感じる。どのような経費がかかっている

　　のか、企画を実現させるためにはどのくらいの人件費がかかるのかを目の当たりにさせることで、金銭

　　的な感覚が掴めると感じている。コロナ禍では実施することができなかった関係部署への聞き取り調査

　　も徐々にではあるができるようになってきた。どの業種においても、新型コロナウイルス感染症の影響

　　を受けていることを、生徒自身が肌で感じ取る機会があった。アフターコロナを見据えたアイデア創出

　　の場となったことは非常に大きいものだった。

　　　・学習してきた知識やアイデアを披露する場がない。

　　　　→　オンラインの特性を活用し、県外の高校生とのイベントを開催

　　　教育を取り巻くオンライン環境が浸透していく中、この時代の流れに対応できる生徒を育てていきた

　　いことから次のような企画を立てた。

　【お国自慢バトル】

　　　・観光に関するお題を出し、お互いがこれまでの学びを発信し合う。

　　　・この授業を通して、お互いに刺激し合い、さらなる学びを高めていく活動を企画。

　　　・オンラインの特性を生かし、遠く離れた高校とやり取りが可能。

　　　・７月中旬に岡山県にある岡山県立倉敷商業高等学校と実施する予定であったが、両校の日程がどう

　　　　しても合わずに断念。夏休み等の長期休業の活用も考えたが、生徒の日程が合わなかった。

　　　・マーケティング分野における、商業の見方や考え方を育成させる教育課程の見直し。

　　　　→　令和４年度入学生より、マーケティングを全員履修とした

　　　・マーケティング分野の知識がない、足りない。

　　　　→　模範解答がない、自由な発想を引き出す授業づくり

 （２）生徒の観光視点を増やすための教材具体例

　 （ア）日経ＭＪの活用

   （イ）周年行事（例：鉄道開業１５０周年）

   （ウ）街ナカ、駅ナカ

   （エ）地域広報誌

   （オ）統計情報

 （３）科目横断的カリキュラム編成の必要性

　　　これまでの授業から、消費者の視点からいかに提供者側の視点にしていくか、ありふれた日常や景色

　　から別の見方をさせる難しさを経験した。科目『観光ビジネス』だけを単体で実施するにはやはり限界

　　があると感じている。他のマーケティング分野科目である『マーケティング』や『商品開発と流通』に

　　とどまらず、『簿記』や『情報処理』などといった他分野科目との連携を図り、生徒に深い学びをさせ

　　ていくためには、授業内で数多くの仕掛けを工夫していく必要があると感じている。また、教育課程に

　　ついても時代の流れを汲みながら柔軟な運用をしていかなければならない。

６　仮説検証結果

　　「科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の良さを発見し魅力を感じることで、課題発見能

　力や問題解決力を身に付けることができるのではないか」、「地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係

　人口の増加に繋がるのではないか」という仮説を立て研究をしてきた。令和４年度も１年間の学びを振り

　返り、本科目を通して得たこと、学んだことについてグループディスカッションをさせた後、それぞれに

　感想を書かせた。なお、履修した生徒の進路については、１４名中８名（進学：７名、就職：１名）が地

　元に残る結果となった。さらに、県外進学の１名は、観光学について学ぶ短期大学へ進学した。

質問１　『観光ビジネス』を通じて学んだこと

　・多角的な視点から見る力を身に付けることが重要ということを学びました。

　・観光は人が集まるだけでは利益が出ないということ。

　・観光は自分が思っているより幅広く多くの業界に関わっていることや、商品開発で普段では中々考え

　　ない買い手側だけでなく売り手側のことも考えてターゲットを決めたり、ペルソナで具体的なターゲ

　　ットを仮定することで、よりどんな人がこの商品を必要としているのかを深く考えたり今までの自分

　　では考えもしないことに気がつくようになった。

　・観光では人を集めるだけではなく、一人あたりに使ってもらうお金を増やすことがより重要だと知る

　　ことができました。また、買い手側や売り手側などさまざまな視点から物事を捉えることや今までに

　　なかった新しいものを作り出すには情報収集だったり、ターゲットを詳細に設定したりすることが大

　　切だと気づくことができました。

　・今までは買う側・消費者として商品などを見ていたけど作る側・提供する側のことも考えるようにな

　　ってすごく大変だということを感じた。

　・現代は素晴らしいものが沢山あるが歴史のあるものに勝るものなしということ。

質問２　『観光ビジネス』を通じて、あなた自身が成長したと思うこと

　・この授業を受ける前までは人を呼び寄せるために、新しいものを他の観光地にあるものをマネして作

　　ったりするのがいいと考えていましたが、それは良くなくて元々あるものをより良くしていくのがい

　　いという考えになり、そこが成長したと感じました。

　・今まで人の意見を聞いているだけだったけど、自分の意見もどんどん言えたこと。

　・他の地域が観光についてどのような対策をとっているのかを知り、青森には何が足りないのか青森を

　　アピールするためには青森のどこを活かして推していくべきなのかを考えたりしていく中で青森の魅

　　力を再発見する事ができた。

　・「こういうデータがあるからこうしたらいいのではないか」などの説得力を強めるために、一つのこ

　　とに対してたくさん調べるようになったと思います。

　・情報をまとめる力が身についたことです。実際に人に聞きに行って得た情報やインターネットで調べ

　　た情報など矛盾が無いか、どういう順番で情報を伝えるか考えられるようになったことです。

　・様々なものを知ろうと思えるようになりました。今までは、知るということに常に面倒くささが付随

　　していて、積極的に世の中の情報を手に入れようとは思えませんでした。しかし本科目を通し、無理

　　をしない範囲で様々なものを知ることが、人生の幸福度や豊かさに関係してくるのではと考えること

　　が出来ました。

　・青森はりんごだけでなく観光資源がたくさんあると知った。りんごから美容に良い成分がとれること

　　や、白神山地から乳酸菌が摂れるなど色々な活用ができることを知りました。津軽のことについて少

　　しだけ詳しくなれたと思います。

質問３　『観光ビジネス』の全体感想

　・最初は <観光 >というワードが目に入り、単純な理由でこの授業を選択しましたが、今ではこの授業

　　を選択して良かったと思っています。商業科は簿記や電卓、情報処理などのイメージがありましたが

　　観光ビジネスのような考え方や発見を重視し、実際に電話でアポをとり取材にいくような体験するこ

　　とで学べる授業は少ないと個人的に思っているのでとてもいい経験になりました。この授業で学んだ

　　考え方や発見を今後に生かしていきたいと思います。

　・新しいものを生み出すことは想像していたよりも難しかったけれど、班のみんなで意見を出し合った

　　り、自分達で情報収集したりしながら最後の発表までたどり着くことができて良かったです。学んだ

　　ことを無駄にしないように、生活していきたいです。

　・もしも観光ビジネス以外を選択していたらここまで成長する事は無かったと思うので観光ビジネスを

　　選んで良かったです。これからは色々な視点を持っている人が重宝されるという事でもっと訓練して

　　意識しなくても色々な視点で見られるようになりたいと思いました。

　・本科目を通し、大きな失敗を経験することが出来ました。この失敗から、自分の弱さを認め、何が足

　　りないのかを明確にすることができ、非常に貴重な体験ができたと思います。ありがとうございまし

　　た。

　・この授業を選択してよかったなと思います。様々な視点に立って物事を考えることは大事なことだと

　　知ることができました。いろんな視点に立ってみることで新しい発見が生まれ、楽しい気持ちになっ

　　たりするなと思いました。また、今まで青森は何もなくてつまらないところだと思っていました。し

　　かし、青森について調べ、先生から聞いたことで、青森はたくさん良いところがあると知り、青森が

　　好きになりました。

　上記のアンケート結果から、生徒の身近なところから新たな発見や再発見、地元の良さを実感しただけに

とどまらず、青森を好きになったという結果となった。『観光ビジネス』だけではなく、『課題研究』の取り

組みや研究内容を見ても、研究仮説として設定した、科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の

良さを発見し魅力を感じることで課題発見能力や問題解決力を身に付けることができたと推察される。

　しかし、地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係人口の増加に繋がるという仮説の検証には、まだ時

間を要する。引き続き、生徒が生まれ育った地元・地域に対する誇り、地域への貢献意欲の醸成を図り、持

続可能な地域の魅力を創造・発信できる人財を育成することを念頭に置きながら、日々移り変わる社会に対

応した指導に取り組みたい。

７　まとめ

　新型コロナウイルス感染症の真っ只中で始まった本研究だが、誰も経験したことのないアフターコロナを

見据えながら生徒とともに科目『観光ビジネス』と向き合ってきた。２年間の研究を振り返ると、生徒自身

が住んでいる地域の事を知らない、魅力が挙げられない現状があった。そこで、地域を知る、観光を知る、

観光ビジネスを知る、観光ビジネスを創造するという一連の流れで授業を展開してきた。目の前で起こって

いる事象に対し、どのようにアプローチをすればよいのか、学び得た知識を総動員させて新たな価値の創造

は生徒にとって難しいものであったと思う。また、本校内部で変えられることは年度ごとに改善もしてきた。

　本校では、科目『観光ビジネス』を指導する上で、「今だけ　ここだけ　あなただけ」を念頭に置いて取

り組んできた。令和６年度から教科書等が整備され本格化する科目『観光ビジネス』について、観光ビジネ

スに主体的かつ協働的に取り組む態度を育んでいくためにも、学校間や科目担当者を問わず、情報共有を図

りながらこれからも研鑽に励みたい。
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１　はじめに

　平成２９年度に弘前市より観光に関する科目を実施し、観光に関する人財の育成をしてほしいという依頼

があった。また、本県が抱える課題のひとつとして人口減少、人口流出の問題が挙げられる。地域からの要

望があったように、地域に目を向けさせ、地域の魅力に気づかせることで本県の課題がクリアできるのでは

ないかとして、本校では令和３年度から科目『観光ビジネス』を先行実施している。平成３０年７月に告示

された高等学校学習指導要領における科目『観光ビジネス』の目標を踏まえ、観光教育を通して生徒に何を

学ばせ、何を身に付けさせたいかなどを精査し授業に取り組んだ。また、観光教育で生徒に何を気づかせる

ことができるのか紆余曲折しながら取り組んだ２年間の授業内容と、生徒の変容についてまとめる。

２　研究仮説

　本校で実施する科目『観光ビジネス』について、生徒が生まれ育った地元・地域に対する誇りを持たせ、

持続可能な地域の魅力を創造・発信できる人財を育成することを目的として授業を進めることにした。さらに、

科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の良さを発見し魅力を感じることで、課題発見能力や問

題解決力を身に付けることができるのではないか、さらに、地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係人

口の増加に繋がるのではないかという仮説を立て、「今だけ　ここだけ　あなただけ」をキーワードにして

授業に取り組んだ。

　地域の産業に求められる人財の育成や、地域と連携した体験学習で地元への愛着を育むこと、学校の特色

となるような科目を目指し授業に取り組んだ。

３　本校生徒の実態

　本校での科目『観光ビジネス』の位置づけは、第３学年における選択科目２単位として設置している。履

修した生徒に『観光ビジネス』を選択した理由を尋ねてみると、将来接客業やサービス業に就きたいと考え

ているので興味があり選択したという選択者がいる一方で、高度な会計分野や情報分野に不安を感じている

生徒が『観光ビジネス』を選択している実情もある。『観光ビジネス』を選択できるのは、商業科及び情報

処理科のみである。また、選択条件は特に定めていない。

４　令和３年度の取り組み

　生徒たちに、商業の見方・考え方をさせて、観光に関する理解を深めさせていくために、「地域を知る」、「観

光を知る」、「観光ビジネスを知る」の３つに分けて授業を展開し、最終的には生徒が「観光ビジネスを創造

する」年間指導計画を立てた。

 （１）地域を知る　《１学期》

　　　授業を始めてすぐに、弘前市の魅力を挙げるよう生徒に聞いてみると、「りんご」、「岩木山」、「ねぷた」

　　という回答で終わってしまう。このような状況から、生徒自身が住んでいる地域の見聞を広げるために、

　　ご当地検定のひとつである津軽ひろさき検定の参考書「ひろさき読解本（よみとくほん）」や「津軽ひ

　　ろさき・おべさま年表」を活用し、生徒の知識量を増やした。この学習を通して、弘前市の歴史や文化、人々

　　の暮らしなどといった、知っているようで知らない知識を身に付けさせた。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・地域の価値に気づく

　　　・地域に目を向けさせる

　　≪指導して見えてきた課題≫

　　　体験や経験をさせる代替方法の確立

　　インターネットを活用し、動画や写真等を活用して知識は身に付けさせることができても、時間的な制

　　約と新型コロナウイルス感染症の影響によって校外での活動ができなかった。代替する「モノ・コト・

　　トコロ」を体験・経験をさせる方法を見つけなればならない。

 （２）観光を知る

　　　前述したとおり、地元のことを理解させることができた。次のステップは、観光に対する知識を身に

　　付けさせることである。一口に観光と言っても、多岐にわたることから「地域主体の観光事業」にスポッ

　　トを当てて授業展開をした。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・観光の価値に気づく

　　　・観光がもつ魅力や可能性

　　　この箇所については、時間をかけて指導した。その理由として、生徒はテーマパークが観光地である

　　と認識している現状があったからだ。観光地＝箱モノでなければならないという固定概念を覆すために、

　　観光産業や観光事業の分類をしっかりと生徒に学ばせた。ここでは、広く自然やその街の景観すらも観

　　光になると指導した。

　　

 （３）観光ビジネスを知る　《２学期》

　　　１学期は、地域を知ることで地域の価値に気づき、観光を知ることで観光の価値に気づかせることに

　　フォーカスを当てた。観光ビジネスを知るために、他県で成功している観光ビジネスの事例を取り上げた。

　　また、何かと何かを掛け合わせることで新しい価値を生み出すことにも着目させながら授業を進めた。

　　さらに、観光に関する新聞記事やコラムを参考にして指導に当たった。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・観光ビジネスの価値に気づく

　　　・地域経済を刺激（正当な価格）

 （４）観光ビジネスを創造する

　　　これまでの“３つの知る”を基にし、生徒に新たな観光ビジネスを創造させた。

　　≪指導上のキーワード≫

　　　・地域資源の活用

　　　・価値の創造

　　　実際に生徒が考えた観光ビジネスプランテーマは、季節ごとのスタンプラリー、廃校を活用したレス

　　トラン、地元にある神社に着目した鬼神伝説といったものであった。生徒に企画の説明をさせたところ、

　　生徒自身にマーケティングの知識が乏しく、商業の見方・考え方が感じられず、差別化やターゲット層

　　の明確化、４Ｃ（消費者側の視点）、４Ｐ（企業側の視点）などの専門的な指導の必要性を実感した。

　　≪指導して見えてきた課題≫

　　　・単位数の問題

　　　　２単位だけでは、十分な指導ができない。

　　　・選択科目であるために、クラス単位での校外学習ができない

　　　　インプットした知識をアウトプットする時間、場所、場面がない。

　　　　机上の空論となってしまい、生徒にリアルさを実感させられない。

　　　・マーケティングの知識が足りない

　　　　本校のカリキュラム上、マーケティングが選択科目となっているために起こっている弊害。

 （５）１年間の学びの振り返り　《３学期》

　　　１年間の学びを振り返り、本科目を通して得たこと、学んだことについてグループディスカッション

　　をさせた後、それぞれに感想を書かせた。ちなみに、履修した生徒の進路については、１１名中８名（進

　　学：４名、就職：４名）が地元に残る結果となった。特筆すべきは、市・町役場や観光バス会社への就

　　職者がいたことである。生徒と対話形式で感想を聞いてみると、正直、最初は何をやっているのか分か

　　らなかったことや、選択して間違ったかもという感想があった。その一方で、地域のことをたくさん考

　　えるきっかけになったこと、普段何気なく街を歩いたりする時に色々な所に目にすることが多くなった

　　こと、観光のみならず様々なことに繋がりそうな考えを得られたことなどの意見があった。なお、令和

　　３年度、指導して見えてきた課題は以下のとおりである。

　　　・体験や経験をさせる代替方法の確立

　　　・２単位では、ビジネスを考えさせる時間がなく、校外学習や実践が十分にできない。

　　　・学習してきた知識やアイデアを披露する場がない。

　　　・マーケティング分野における、商業の見方や考え方を育成させる教育課程の見直し。

　　　・マーケティング分野の知識がない、足りない。

５　令和４年度の取り組み

 （１）令和３年度の反省を生かす

　　　・２単位では、ビジネスを考えさせる時間がなく、校外学習や実践が十分にできない。

　　　　→　令和３年度は、「観光ビジネスを創造する」に割く時間が十分に確保できなかった。このことから、

　　　　　　『観光ビジネス』でインプットした知識を活用し、課題研究２単位でアウトプットさせる体制

　　　　　　を整えた。

　　　観光ビジネスの価値に気づかせるためには、生徒を取り巻く多様な立場の方からの声や思いを知るこ

　　とも大切である。また、地域経済を刺激するためには、正当な価格を知ることも重要となってくる。生

　　徒に価格設定のことを尋ねると、マーケティング知識の不足を感じる。どのような経費がかかっている

　　のか、企画を実現させるためにはどのくらいの人件費がかかるのかを目の当たりにさせることで、金銭

　　的な感覚が掴めると感じている。コロナ禍では実施することができなかった関係部署への聞き取り調査

　　も徐々にではあるができるようになってきた。どの業種においても、新型コロナウイルス感染症の影響

　　を受けていることを、生徒自身が肌で感じ取る機会があった。アフターコロナを見据えたアイデア創出

　　の場となったことは非常に大きいものだった。

　　　・学習してきた知識やアイデアを披露する場がない。

　　　　→　オンラインの特性を活用し、県外の高校生とのイベントを開催

　　　教育を取り巻くオンライン環境が浸透していく中、この時代の流れに対応できる生徒を育てていきた

　　いことから次のような企画を立てた。

　【お国自慢バトル】

　　　・観光に関するお題を出し、お互いがこれまでの学びを発信し合う。

　　　・この授業を通して、お互いに刺激し合い、さらなる学びを高めていく活動を企画。

　　　・オンラインの特性を生かし、遠く離れた高校とやり取りが可能。

　　　・７月中旬に岡山県にある岡山県立倉敷商業高等学校と実施する予定であったが、両校の日程がどう

　　　　しても合わずに断念。夏休み等の長期休業の活用も考えたが、生徒の日程が合わなかった。

　　　・マーケティング分野における、商業の見方や考え方を育成させる教育課程の見直し。

　　　　→　令和４年度入学生より、マーケティングを全員履修とした

　　　・マーケティング分野の知識がない、足りない。

　　　　→　模範解答がない、自由な発想を引き出す授業づくり

 （２）生徒の観光視点を増やすための教材具体例

　 （ア）日経ＭＪの活用

   （イ）周年行事（例：鉄道開業１５０周年）

   （ウ）街ナカ、駅ナカ

   （エ）地域広報誌

   （オ）統計情報

 （３）科目横断的カリキュラム編成の必要性

　　　これまでの授業から、消費者の視点からいかに提供者側の視点にしていくか、ありふれた日常や景色

　　から別の見方をさせる難しさを経験した。科目『観光ビジネス』だけを単体で実施するにはやはり限界

　　があると感じている。他のマーケティング分野科目である『マーケティング』や『商品開発と流通』に

　　とどまらず、『簿記』や『情報処理』などといった他分野科目との連携を図り、生徒に深い学びをさせ

　　ていくためには、授業内で数多くの仕掛けを工夫していく必要があると感じている。また、教育課程に

　　ついても時代の流れを汲みながら柔軟な運用をしていかなければならない。

６　仮説検証結果

　　「科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の良さを発見し魅力を感じることで、課題発見能

　力や問題解決力を身に付けることができるのではないか」、「地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係

　人口の増加に繋がるのではないか」という仮説を立て研究をしてきた。令和４年度も１年間の学びを振り

　返り、本科目を通して得たこと、学んだことについてグループディスカッションをさせた後、それぞれに

　感想を書かせた。なお、履修した生徒の進路については、１４名中８名（進学：７名、就職：１名）が地

　元に残る結果となった。さらに、県外進学の１名は、観光学について学ぶ短期大学へ進学した。

質問１　『観光ビジネス』を通じて学んだこと

　・多角的な視点から見る力を身に付けることが重要ということを学びました。

　・観光は人が集まるだけでは利益が出ないということ。

　・観光は自分が思っているより幅広く多くの業界に関わっていることや、商品開発で普段では中々考え

　　ない買い手側だけでなく売り手側のことも考えてターゲットを決めたり、ペルソナで具体的なターゲ

　　ットを仮定することで、よりどんな人がこの商品を必要としているのかを深く考えたり今までの自分

　　では考えもしないことに気がつくようになった。

　・観光では人を集めるだけではなく、一人あたりに使ってもらうお金を増やすことがより重要だと知る

　　ことができました。また、買い手側や売り手側などさまざまな視点から物事を捉えることや今までに

　　なかった新しいものを作り出すには情報収集だったり、ターゲットを詳細に設定したりすることが大

　　切だと気づくことができました。

　・今までは買う側・消費者として商品などを見ていたけど作る側・提供する側のことも考えるようにな

　　ってすごく大変だということを感じた。

　・現代は素晴らしいものが沢山あるが歴史のあるものに勝るものなしということ。

質問２　『観光ビジネス』を通じて、あなた自身が成長したと思うこと

　・この授業を受ける前までは人を呼び寄せるために、新しいものを他の観光地にあるものをマネして作

　　ったりするのがいいと考えていましたが、それは良くなくて元々あるものをより良くしていくのがい

　　いという考えになり、そこが成長したと感じました。

　・今まで人の意見を聞いているだけだったけど、自分の意見もどんどん言えたこと。

　・他の地域が観光についてどのような対策をとっているのかを知り、青森には何が足りないのか青森を

　　アピールするためには青森のどこを活かして推していくべきなのかを考えたりしていく中で青森の魅

　　力を再発見する事ができた。

　・「こういうデータがあるからこうしたらいいのではないか」などの説得力を強めるために、一つのこ

　　とに対してたくさん調べるようになったと思います。

　・情報をまとめる力が身についたことです。実際に人に聞きに行って得た情報やインターネットで調べ

　　た情報など矛盾が無いか、どういう順番で情報を伝えるか考えられるようになったことです。

　・様々なものを知ろうと思えるようになりました。今までは、知るということに常に面倒くささが付随

　　していて、積極的に世の中の情報を手に入れようとは思えませんでした。しかし本科目を通し、無理

　　をしない範囲で様々なものを知ることが、人生の幸福度や豊かさに関係してくるのではと考えること

　　が出来ました。

　・青森はりんごだけでなく観光資源がたくさんあると知った。りんごから美容に良い成分がとれること

　　や、白神山地から乳酸菌が摂れるなど色々な活用ができることを知りました。津軽のことについて少

　　しだけ詳しくなれたと思います。

質問３　『観光ビジネス』の全体感想

　・最初は <観光 >というワードが目に入り、単純な理由でこの授業を選択しましたが、今ではこの授業

　　を選択して良かったと思っています。商業科は簿記や電卓、情報処理などのイメージがありましたが

　　観光ビジネスのような考え方や発見を重視し、実際に電話でアポをとり取材にいくような体験するこ

　　とで学べる授業は少ないと個人的に思っているのでとてもいい経験になりました。この授業で学んだ

　　考え方や発見を今後に生かしていきたいと思います。

　・新しいものを生み出すことは想像していたよりも難しかったけれど、班のみんなで意見を出し合った

　　り、自分達で情報収集したりしながら最後の発表までたどり着くことができて良かったです。学んだ

　　ことを無駄にしないように、生活していきたいです。

　・もしも観光ビジネス以外を選択していたらここまで成長する事は無かったと思うので観光ビジネスを

　　選んで良かったです。これからは色々な視点を持っている人が重宝されるという事でもっと訓練して

　　意識しなくても色々な視点で見られるようになりたいと思いました。

　・本科目を通し、大きな失敗を経験することが出来ました。この失敗から、自分の弱さを認め、何が足

　　りないのかを明確にすることができ、非常に貴重な体験ができたと思います。ありがとうございまし

　　た。

　・この授業を選択してよかったなと思います。様々な視点に立って物事を考えることは大事なことだと

　　知ることができました。いろんな視点に立ってみることで新しい発見が生まれ、楽しい気持ちになっ

　　たりするなと思いました。また、今まで青森は何もなくてつまらないところだと思っていました。し

　　かし、青森について調べ、先生から聞いたことで、青森はたくさん良いところがあると知り、青森が

　　好きになりました。

　上記のアンケート結果から、生徒の身近なところから新たな発見や再発見、地元の良さを実感しただけに

とどまらず、青森を好きになったという結果となった。『観光ビジネス』だけではなく、『課題研究』の取り

組みや研究内容を見ても、研究仮説として設定した、科目『観光ビジネス』を導入することにより、地域の

良さを発見し魅力を感じることで課題発見能力や問題解決力を身に付けることができたと推察される。

　しかし、地域の魅力を宣伝する人財の育成や観光関係人口の増加に繋がるという仮説の検証には、まだ時

間を要する。引き続き、生徒が生まれ育った地元・地域に対する誇り、地域への貢献意欲の醸成を図り、持

続可能な地域の魅力を創造・発信できる人財を育成することを念頭に置きながら、日々移り変わる社会に対

応した指導に取り組みたい。

７　まとめ

　新型コロナウイルス感染症の真っ只中で始まった本研究だが、誰も経験したことのないアフターコロナを

見据えながら生徒とともに科目『観光ビジネス』と向き合ってきた。２年間の研究を振り返ると、生徒自身

が住んでいる地域の事を知らない、魅力が挙げられない現状があった。そこで、地域を知る、観光を知る、

観光ビジネスを知る、観光ビジネスを創造するという一連の流れで授業を展開してきた。目の前で起こって

いる事象に対し、どのようにアプローチをすればよいのか、学び得た知識を総動員させて新たな価値の創造

は生徒にとって難しいものであったと思う。また、本校内部で変えられることは年度ごとに改善もしてきた。

　本校では、科目『観光ビジネス』を指導する上で、「今だけ　ここだけ　あなただけ」を念頭に置いて取

り組んできた。令和６年度から教科書等が整備され本格化する科目『観光ビジネス』について、観光ビジネ

スに主体的かつ協働的に取り組む態度を育んでいくためにも、学校間や科目担当者を問わず、情報共有を図

りながらこれからも研鑽に励みたい。
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１　はじめに

　本校は、明治３５（１９０２）年、冒険家、経世家として名高い第２代青森市長・笹森儀助翁が「青森の

発展には商業の振興が必要、そのためには人材育成が急務」と資材を投じ青森市に私立青森商業補習夜学校

として設立されたのが始まりである。綱領である「進取明朗　和衷協同　節度謙譲」のもと、時代に適応し

た商業教育を通して地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う人財育成に努め、明治・大正・

昭和・平成・令和と校名を変え、昨年度１２０周年を迎えた。

２　研究理由

　本校の現状として、課題研究で地域の活性化の調査・研究を行っていたが、青森県内だけという狭い範囲

内でのビジネス展開の学びに偏りがちであり、その結果、生徒はグローバルな視点での持続的なビジネスを

展開する力を身に付けられずにいると推測した。グローバル社会に対応し、地域産業など経済社会の持続的

発展を担う職業人の育成および世界にチャレンジする意欲を持つ人財の育成が課題であると感じた。

　そこで、平成３０年度（２０１８年度）から笹森儀助基金活用事業「ＡＯＭＯＲＩと世界をビジネスで繋

ぐ高校生チャレンジ（台湾編）」と題して、台北市立松山高級商業家事職業学校と協働学習を通して、パス

タソースの共同開発に挑戦してきていること。その事業を引き継ぐ形で令和４年度から庁内ベンチャー事業

である「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」がスタートし、この事業を実施することにより、次世代

の生徒に輸出入や流通ビジネスの知識・技術を身に付けさせ、持続的な職業人の育成に努めるとともに、グ

ローバルな視点を持った生徒が県内に定着し、青森県の資源を活用した新たなビジネスモデルを構築し、地

域経済の発展に寄与する人財を育成するために有効であると考え、本主題を設定した。なぜ台湾だったのか

と言うと、本校の創始者である笹森儀助が冒険で台湾を訪れたこと、本校の校歌の一節に思いは四海に遠く

も馳せん、これにインスパイアされた本校卒業生である教員が台湾の高校と協働学習するようになったこと

からである。

３　研究内容

　研究目標は、課題研究において、台北市立松山高級商業家事職業学校との協働学習を通して生徒に輸出入

や流通ビジネスの知識・技術を身に付けさせ、グローバルな視点を持った生徒が県内に定着し、青森県の資

源を活用した新たなビジネスモデルを構築し、地域経済の発展に寄与する人財を育成することである。

　研究仮説は、①海外の高校生との協働学習やビジネスに携わる大人とのビジネス実践を実施することによ

り、輸出入や流通ビジネスの知識・技術を身に付ける。②グローバルな視点を持ち、本県の資源を活用した

新たなビジネスにチャレンジする。以上２つの能力が育成されると仮定した。

４　研究実践

　令和４年度は、商業高校ビジネスプロジェクトというテーマで実施した。青森商業高校を中心とした県内

の県立商業高校と連携するため、テーマに商業高校と付けている。青森商業高校ではグローバル人財育成ワー

キンググループを設置して、学校全体で取り組む体制を構築した。このワーキンググループでは、年間計画、

協働学習に参加する生徒の募集・選考方法、研修会の内容・予算等について検討した。研修会に参加する生

徒の自己負担をいくらにするのか、予算調達の面で苦労したが、英語科の先生の協力のもと、オンライン交

流も行うことができた。他に、輸出入に係る基本的な知識、市場調査やデータ活用の技術等を身に付けるため、

グローバルビジネスの専門知識を持っている外部講師を招き、出前授業・講演会を実施した。出前授業・講

演会の様子を録画し、県内の県立商業高校へ教材提供した。提供した録画データは、３回分まとめてからＤ

ＶＤに収録して郵送していたため、本校と他の商業高校との時間的な隔たりがあり、視聴する時間も長くな

るという欠点から、今年度は、いつでもどこでも視聴できる YouTube で配信した。次に、流通ビジネスの知識・

技術を身に付けるためにビジネスに携わる大人との実践を行った。まず、パスタソースの商談である。令和

４年５月１３日のイオン東北とのオンライン商談会を皮切りに、青森市内１３の小売店と商談を実施した。

３学年商業科課題研究台湾班の生徒たちが実際に企業の方々と対面して商品の特徴や良さをＰＲすることに

よって、ビジネスの厳しさ、面白さを体験することができた。多くの企業から生徒たちが商談に臨む姿勢や

パスタソースの完成度を高く評価していただいた。株式会社味の加久の屋の協力を得て、商品名「たんげめぇ、

びみじゃんじゃん」ペペロンチーノ味が完成した。商品名の「美味醤醤」とは、凄く美味しいという意味である。

令和４年７月８日よりイオン青森他、青森市内を中心に県内２７の小売店で販売させていただいた。多くの

小売店による取り扱いが実現したのは、生徒たちが熱意ある商談を行った成果であり、商談を重ねるたびに、

商品の魅力をより上手に伝えられるようになり成長が感じられた。令和４年７月９日から８月下旬にかけて

青森市内のパスタソース取扱小売店で、３学年商業科課題研究台湾班の生徒たちを中心に、販売実習を実施し、

１０月の本校創立１２０周年記念青商同窓会懇親会、全国産業教育フェア青森大会においても販売実習を

行った。新型コロナウイルス感染拡大の状況下で試食が実施できない中、台湾の高校との共同開発商品とい

うことに興味をもっていただき、大変好調な売れ行きであった。台湾研修会は実施する予定であったが、新

型コロナウイルス感染拡大が終息せず実施することができず、代替として、令和４年１２月１４日から１７

日の４日間、青森商業高校生徒２０名・教員４名、弘前実業高校生徒２名・教員１名、三沢商業高校生徒２名・

教員１名、コーディネーター１名の参加で、東京研修会を実施した。商談、販売実習に向けて、密度の濃いミー

ティングや情報発信能力を身に付けるために具体的な表現で食レポミッションなど多様な研修を通して、克

服できた課題、残された課題等の様々な気づきや感銘を受けたことにより、生徒の視野が広くなったと感じた。

令和４年１１月２２日、令和５年２月２０日の２回、５年前から商品開発で連携している台北市立松山高級

商業家事職業学校とオンライン会議を実施した。台湾の生徒はパスタソースの試食で、５種類の麺を使いア

レンジ方法などについて意見を提示し、今後の商談に役立つものであった。しかし、依頼していた台湾企業

向けの盛り付け例の画像を添えた販売促進用のＰＯＰが、目的に沿ったデザインではなく、依頼したことを

通訳の方を通して再度確認し、新しいＰＯＰを作成してもらった。改めて、海外の人とビジネスをする際、

意図を正確に伝えることの難しさを知ることとなった。

　令和５年度は、海外ビジネスチャレンジというテーマで実施しており、昨年に引き続き、県内の県立商業

高校と連携したビジネスプロジェクトの協働実践となっている。

　①　輸出入の実務についての知識を身に付ける。

　②　県立商業高校と「生徒実行委員会」の編成による連携体制を構築する。

　③　輸出に関する基本的な知識等、現地視察での実践内容や気づきを他の商業高校へ普及・共有する。

　④　共有した情報や令和４年度開催の産業教育フェアの経験を活かして、販売実践や台湾でのミニ産業教

　　　育フェアの内容を検討する｡

　以上のことを目的に実践を進めている。

　７月２８日、２９日には日本での販売実践「台湾祭」を行った。金銭トラブルを防ぐため、異国感を演出

するため、「タイニャンドル」という仮想通貨で商品を購入してもらうこととした。ポスターとランタンを

黒石高校情報デザイン科の生徒に作成してもらった。当日は青森市長も来場し激励していただいた。各校非

常に積極的に活動し、黒石高校が制作したランタンは黒石小学校へ出向きランタンの絵付け指導したものも

飾られた。

生徒同士刺激し合うと繋がりが生まれ、学校の枠を超えて販売を助ける様子も見られた。ビジネスは繋がり

が大事であることを自然に学んだと考えている。今後は、１２月１７日に台湾での販売実践を予定しており、

台北市立松山高級商業家事職業学校との協働学習も予定している。

５　研究考察

　令和４年４月２０日の感想では「失敗を怖がらずどんどんチャレンジしたいと思いました。」「Your 

experience will not betray you という言葉を聞いて努力することも大事だが、何よりも経験しなければ

何も始まらない。」などでした。１２月では「輸出入にはそれぞれたくさんの書類が必要なこと、輸出する

ことはできても相手国で受け取ってもらえないというリスクがあることなど初めて知ることがたくさんあっ

た。」という感想等、他の生徒の感想からもグローバルな視点が身についていることが分かり、半年で大き

な変化があると実感している。他にも輸出入や流通ビジネスに関する感想や、グローバルな視点に関しての

気づきを得て新たなビジネスにチャレンジしようとする感想が目についた。よって、「輸出入や流通ビジネ

スの知識・技術を身に付ける」、「グローバルな視点を持ち、本県の資源を活用した新たなビジネスにチャレ

ンジする」の２つの能力が育成されたと推察される。

６　まとめ

　グローバルな視点の内容の研究に取り組む場合、調べ学習や座学になりがちであるが、ビジネスに携わる

大人との商談や貿易に関わる企業の講演、東京研修会等を通して、日本のニーズと台湾のニーズの違いや自

分たちの改善点を知ることができ、次へつながる貴重な体験をしたことにより、生徒たちは自らより深く学

習する姿勢を身に付けることができた。このことは、持続的な職業人の基礎となりグローバルな視点を持って、

本県の資源を活用した新たなビジネスモデルを構築し、地域経済の発展に寄与する人財になってくれると信

じている。また、この事業を通して、高校生の秘めたる力を見ることができ、改めて高校生が活躍できる場

が必要であると感じた。

　今後は、学習指導要領「課題研究」の目標を踏まえ、商業の見方・考え方を身に付けさせ、実践的・体験

的な学習活動を行うことで、自ら学び考える力とビジネスを展開する力を養い、地域の経済や産業を継続的

に発展させる人財を育成できるよう指導方法の改善や研究を進めていきたい。

　ＡＩ化が進んで働く場所が無くなってくると言われているが、ＡＩにはアイデアの想像や起業家になる力

はない。生徒にはアイデアの想像や起業する力を身に付けさせることができると考える。未来を生き抜くた

めに、我々も生徒自身が地域の財産であることを自覚し、生徒に商業科目を学んだ意義を理解させ、地域が

求める資質・能力を身に付けられるようにすることが大事である。

【総合的科目研究委員会】

「グローバルビジネスに対応する人財育成への取り組み

～青商ビジネスチャレンジ　with　台湾事業を通して～」

　　　　　発表者　青森県立青森商業高等学校　　教　諭　　髙　橋　恭　一

　　　　青森県立青森商業高等学校　　教　諭　　鈴　木　有　紀

司会者　青森県立八戸商業高等学校　　教　諭　　岩　藤　充　宏

記録者　青森県立八戸商業高等学校　　教　諭　　鈴　木　　　瞳
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１　はじめに

　本校は、明治３５（１９０２）年、冒険家、経世家として名高い第２代青森市長・笹森儀助翁が「青森の

発展には商業の振興が必要、そのためには人材育成が急務」と資材を投じ青森市に私立青森商業補習夜学校

として設立されたのが始まりである。綱領である「進取明朗　和衷協同　節度謙譲」のもと、時代に適応し

た商業教育を通して地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う人財育成に努め、明治・大正・

昭和・平成・令和と校名を変え、昨年度１２０周年を迎えた。

２　研究理由

　本校の現状として、課題研究で地域の活性化の調査・研究を行っていたが、青森県内だけという狭い範囲

内でのビジネス展開の学びに偏りがちであり、その結果、生徒はグローバルな視点での持続的なビジネスを

展開する力を身に付けられずにいると推測した。グローバル社会に対応し、地域産業など経済社会の持続的

発展を担う職業人の育成および世界にチャレンジする意欲を持つ人財の育成が課題であると感じた。

　そこで、平成３０年度（２０１８年度）から笹森儀助基金活用事業「ＡＯＭＯＲＩと世界をビジネスで繋

ぐ高校生チャレンジ（台湾編）」と題して、台北市立松山高級商業家事職業学校と協働学習を通して、パス

タソースの共同開発に挑戦してきていること。その事業を引き継ぐ形で令和４年度から庁内ベンチャー事業

である「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」がスタートし、この事業を実施することにより、次世代

の生徒に輸出入や流通ビジネスの知識・技術を身に付けさせ、持続的な職業人の育成に努めるとともに、グ

ローバルな視点を持った生徒が県内に定着し、青森県の資源を活用した新たなビジネスモデルを構築し、地

域経済の発展に寄与する人財を育成するために有効であると考え、本主題を設定した。なぜ台湾だったのか

と言うと、本校の創始者である笹森儀助が冒険で台湾を訪れたこと、本校の校歌の一節に思いは四海に遠く

も馳せん、これにインスパイアされた本校卒業生である教員が台湾の高校と協働学習するようになったこと

からである。

３　研究内容

　研究目標は、課題研究において、台北市立松山高級商業家事職業学校との協働学習を通して生徒に輸出入

や流通ビジネスの知識・技術を身に付けさせ、グローバルな視点を持った生徒が県内に定着し、青森県の資

源を活用した新たなビジネスモデルを構築し、地域経済の発展に寄与する人財を育成することである。

　研究仮説は、①海外の高校生との協働学習やビジネスに携わる大人とのビジネス実践を実施することによ

り、輸出入や流通ビジネスの知識・技術を身に付ける。②グローバルな視点を持ち、本県の資源を活用した

新たなビジネスにチャレンジする。以上２つの能力が育成されると仮定した。

４　研究実践

　令和４年度は、商業高校ビジネスプロジェクトというテーマで実施した。青森商業高校を中心とした県内

の県立商業高校と連携するため、テーマに商業高校と付けている。青森商業高校ではグローバル人財育成ワー

キンググループを設置して、学校全体で取り組む体制を構築した。このワーキンググループでは、年間計画、

協働学習に参加する生徒の募集・選考方法、研修会の内容・予算等について検討した。研修会に参加する生

徒の自己負担をいくらにするのか、予算調達の面で苦労したが、英語科の先生の協力のもと、オンライン交

流も行うことができた。他に、輸出入に係る基本的な知識、市場調査やデータ活用の技術等を身に付けるため、

グローバルビジネスの専門知識を持っている外部講師を招き、出前授業・講演会を実施した。出前授業・講

演会の様子を録画し、県内の県立商業高校へ教材提供した。提供した録画データは、３回分まとめてからＤ

ＶＤに収録して郵送していたため、本校と他の商業高校との時間的な隔たりがあり、視聴する時間も長くな

るという欠点から、今年度は、いつでもどこでも視聴できる YouTube で配信した。次に、流通ビジネスの知識・

技術を身に付けるためにビジネスに携わる大人との実践を行った。まず、パスタソースの商談である。令和

４年５月１３日のイオン東北とのオンライン商談会を皮切りに、青森市内１３の小売店と商談を実施した。

３学年商業科課題研究台湾班の生徒たちが実際に企業の方々と対面して商品の特徴や良さをＰＲすることに

よって、ビジネスの厳しさ、面白さを体験することができた。多くの企業から生徒たちが商談に臨む姿勢や

パスタソースの完成度を高く評価していただいた。株式会社味の加久の屋の協力を得て、商品名「たんげめぇ、

びみじゃんじゃん」ペペロンチーノ味が完成した。商品名の「美味醤醤」とは、凄く美味しいという意味である。

令和４年７月８日よりイオン青森他、青森市内を中心に県内２７の小売店で販売させていただいた。多くの

小売店による取り扱いが実現したのは、生徒たちが熱意ある商談を行った成果であり、商談を重ねるたびに、

商品の魅力をより上手に伝えられるようになり成長が感じられた。令和４年７月９日から８月下旬にかけて

青森市内のパスタソース取扱小売店で、３学年商業科課題研究台湾班の生徒たちを中心に、販売実習を実施し、

１０月の本校創立１２０周年記念青商同窓会懇親会、全国産業教育フェア青森大会においても販売実習を

行った。新型コロナウイルス感染拡大の状況下で試食が実施できない中、台湾の高校との共同開発商品とい

うことに興味をもっていただき、大変好調な売れ行きであった。台湾研修会は実施する予定であったが、新

型コロナウイルス感染拡大が終息せず実施することができず、代替として、令和４年１２月１４日から１７

日の４日間、青森商業高校生徒２０名・教員４名、弘前実業高校生徒２名・教員１名、三沢商業高校生徒２名・

教員１名、コーディネーター１名の参加で、東京研修会を実施した。商談、販売実習に向けて、密度の濃いミー

ティングや情報発信能力を身に付けるために具体的な表現で食レポミッションなど多様な研修を通して、克

服できた課題、残された課題等の様々な気づきや感銘を受けたことにより、生徒の視野が広くなったと感じた。

令和４年１１月２２日、令和５年２月２０日の２回、５年前から商品開発で連携している台北市立松山高級

商業家事職業学校とオンライン会議を実施した。台湾の生徒はパスタソースの試食で、５種類の麺を使いア

レンジ方法などについて意見を提示し、今後の商談に役立つものであった。しかし、依頼していた台湾企業

向けの盛り付け例の画像を添えた販売促進用のＰＯＰが、目的に沿ったデザインではなく、依頼したことを

通訳の方を通して再度確認し、新しいＰＯＰを作成してもらった。改めて、海外の人とビジネスをする際、

意図を正確に伝えることの難しさを知ることとなった。

　令和５年度は、海外ビジネスチャレンジというテーマで実施しており、昨年に引き続き、県内の県立商業

高校と連携したビジネスプロジェクトの協働実践となっている。

　①　輸出入の実務についての知識を身に付ける。

　②　県立商業高校と「生徒実行委員会」の編成による連携体制を構築する。

　③　輸出に関する基本的な知識等、現地視察での実践内容や気づきを他の商業高校へ普及・共有する。

　④　共有した情報や令和４年度開催の産業教育フェアの経験を活かして、販売実践や台湾でのミニ産業教

　　　育フェアの内容を検討する｡

　以上のことを目的に実践を進めている。

　７月２８日、２９日には日本での販売実践「台湾祭」を行った。金銭トラブルを防ぐため、異国感を演出

するため、「タイニャンドル」という仮想通貨で商品を購入してもらうこととした。ポスターとランタンを

黒石高校情報デザイン科の生徒に作成してもらった。当日は青森市長も来場し激励していただいた。各校非

常に積極的に活動し、黒石高校が制作したランタンは黒石小学校へ出向きランタンの絵付け指導したものも

飾られた。

生徒同士刺激し合うと繋がりが生まれ、学校の枠を超えて販売を助ける様子も見られた。ビジネスは繋がり

が大事であることを自然に学んだと考えている。今後は、１２月１７日に台湾での販売実践を予定しており、

台北市立松山高級商業家事職業学校との協働学習も予定している。

５　研究考察

　令和４年４月２０日の感想では「失敗を怖がらずどんどんチャレンジしたいと思いました。」「Your 

experience will not betray you という言葉を聞いて努力することも大事だが、何よりも経験しなければ

何も始まらない。」などでした。１２月では「輸出入にはそれぞれたくさんの書類が必要なこと、輸出する

ことはできても相手国で受け取ってもらえないというリスクがあることなど初めて知ることがたくさんあっ

た。」という感想等、他の生徒の感想からもグローバルな視点が身についていることが分かり、半年で大き

な変化があると実感している。他にも輸出入や流通ビジネスに関する感想や、グローバルな視点に関しての

気づきを得て新たなビジネスにチャレンジしようとする感想が目についた。よって、「輸出入や流通ビジネ

スの知識・技術を身に付ける」、「グローバルな視点を持ち、本県の資源を活用した新たなビジネスにチャレ

ンジする」の２つの能力が育成されたと推察される。

６　まとめ

　グローバルな視点の内容の研究に取り組む場合、調べ学習や座学になりがちであるが、ビジネスに携わる

大人との商談や貿易に関わる企業の講演、東京研修会等を通して、日本のニーズと台湾のニーズの違いや自

分たちの改善点を知ることができ、次へつながる貴重な体験をしたことにより、生徒たちは自らより深く学

習する姿勢を身に付けることができた。このことは、持続的な職業人の基礎となりグローバルな視点を持って、

本県の資源を活用した新たなビジネスモデルを構築し、地域経済の発展に寄与する人財になってくれると信

じている。また、この事業を通して、高校生の秘めたる力を見ることができ、改めて高校生が活躍できる場

が必要であると感じた。

　今後は、学習指導要領「課題研究」の目標を踏まえ、商業の見方・考え方を身に付けさせ、実践的・体験

的な学習活動を行うことで、自ら学び考える力とビジネスを展開する力を養い、地域の経済や産業を継続的

に発展させる人財を育成できるよう指導方法の改善や研究を進めていきたい。

　ＡＩ化が進んで働く場所が無くなってくると言われているが、ＡＩにはアイデアの想像や起業家になる力

はない。生徒にはアイデアの想像や起業する力を身に付けさせることができると考える。未来を生き抜くた

めに、我々も生徒自身が地域の財産であることを自覚し、生徒に商業科目を学んだ意義を理解させ、地域が

求める資質・能力を身に付けられるようにすることが大事である。
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１　はじめに

　本校は、明治３５（１９０２）年、冒険家、経世家として名高い第２代青森市長・笹森儀助翁が「青森の

発展には商業の振興が必要、そのためには人材育成が急務」と資材を投じ青森市に私立青森商業補習夜学校

として設立されたのが始まりである。綱領である「進取明朗　和衷協同　節度謙譲」のもと、時代に適応し

た商業教育を通して地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う人財育成に努め、明治・大正・

昭和・平成・令和と校名を変え、昨年度１２０周年を迎えた。

２　研究理由

　本校の現状として、課題研究で地域の活性化の調査・研究を行っていたが、青森県内だけという狭い範囲

内でのビジネス展開の学びに偏りがちであり、その結果、生徒はグローバルな視点での持続的なビジネスを

展開する力を身に付けられずにいると推測した。グローバル社会に対応し、地域産業など経済社会の持続的

発展を担う職業人の育成および世界にチャレンジする意欲を持つ人財の育成が課題であると感じた。

　そこで、平成３０年度（２０１８年度）から笹森儀助基金活用事業「ＡＯＭＯＲＩと世界をビジネスで繋

ぐ高校生チャレンジ（台湾編）」と題して、台北市立松山高級商業家事職業学校と協働学習を通して、パス

タソースの共同開発に挑戦してきていること。その事業を引き継ぐ形で令和４年度から庁内ベンチャー事業

である「青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業」がスタートし、この事業を実施することにより、次世代

の生徒に輸出入や流通ビジネスの知識・技術を身に付けさせ、持続的な職業人の育成に努めるとともに、グ

ローバルな視点を持った生徒が県内に定着し、青森県の資源を活用した新たなビジネスモデルを構築し、地

域経済の発展に寄与する人財を育成するために有効であると考え、本主題を設定した。なぜ台湾だったのか

と言うと、本校の創始者である笹森儀助が冒険で台湾を訪れたこと、本校の校歌の一節に思いは四海に遠く

も馳せん、これにインスパイアされた本校卒業生である教員が台湾の高校と協働学習するようになったこと

からである。

３　研究内容

　研究目標は、課題研究において、台北市立松山高級商業家事職業学校との協働学習を通して生徒に輸出入

や流通ビジネスの知識・技術を身に付けさせ、グローバルな視点を持った生徒が県内に定着し、青森県の資

源を活用した新たなビジネスモデルを構築し、地域経済の発展に寄与する人財を育成することである。

　研究仮説は、①海外の高校生との協働学習やビジネスに携わる大人とのビジネス実践を実施することによ

り、輸出入や流通ビジネスの知識・技術を身に付ける。②グローバルな視点を持ち、本県の資源を活用した

新たなビジネスにチャレンジする。以上２つの能力が育成されると仮定した。

４　研究実践

　令和４年度は、商業高校ビジネスプロジェクトというテーマで実施した。青森商業高校を中心とした県内

の県立商業高校と連携するため、テーマに商業高校と付けている。青森商業高校ではグローバル人財育成ワー

キンググループを設置して、学校全体で取り組む体制を構築した。このワーキンググループでは、年間計画、

協働学習に参加する生徒の募集・選考方法、研修会の内容・予算等について検討した。研修会に参加する生

徒の自己負担をいくらにするのか、予算調達の面で苦労したが、英語科の先生の協力のもと、オンライン交

流も行うことができた。他に、輸出入に係る基本的な知識、市場調査やデータ活用の技術等を身に付けるため、

グローバルビジネスの専門知識を持っている外部講師を招き、出前授業・講演会を実施した。出前授業・講

演会の様子を録画し、県内の県立商業高校へ教材提供した。提供した録画データは、３回分まとめてからＤ

ＶＤに収録して郵送していたため、本校と他の商業高校との時間的な隔たりがあり、視聴する時間も長くな

るという欠点から、今年度は、いつでもどこでも視聴できる YouTube で配信した。次に、流通ビジネスの知識・

技術を身に付けるためにビジネスに携わる大人との実践を行った。まず、パスタソースの商談である。令和

４年５月１３日のイオン東北とのオンライン商談会を皮切りに、青森市内１３の小売店と商談を実施した。

３学年商業科課題研究台湾班の生徒たちが実際に企業の方々と対面して商品の特徴や良さをＰＲすることに

よって、ビジネスの厳しさ、面白さを体験することができた。多くの企業から生徒たちが商談に臨む姿勢や

パスタソースの完成度を高く評価していただいた。株式会社味の加久の屋の協力を得て、商品名「たんげめぇ、

びみじゃんじゃん」ペペロンチーノ味が完成した。商品名の「美味醤醤」とは、凄く美味しいという意味である。

令和４年７月８日よりイオン青森他、青森市内を中心に県内２７の小売店で販売させていただいた。多くの

小売店による取り扱いが実現したのは、生徒たちが熱意ある商談を行った成果であり、商談を重ねるたびに、

商品の魅力をより上手に伝えられるようになり成長が感じられた。令和４年７月９日から８月下旬にかけて

青森市内のパスタソース取扱小売店で、３学年商業科課題研究台湾班の生徒たちを中心に、販売実習を実施し、

１０月の本校創立１２０周年記念青商同窓会懇親会、全国産業教育フェア青森大会においても販売実習を

行った。新型コロナウイルス感染拡大の状況下で試食が実施できない中、台湾の高校との共同開発商品とい

うことに興味をもっていただき、大変好調な売れ行きであった。台湾研修会は実施する予定であったが、新

型コロナウイルス感染拡大が終息せず実施することができず、代替として、令和４年１２月１４日から１７

日の４日間、青森商業高校生徒２０名・教員４名、弘前実業高校生徒２名・教員１名、三沢商業高校生徒２名・

教員１名、コーディネーター１名の参加で、東京研修会を実施した。商談、販売実習に向けて、密度の濃いミー

ティングや情報発信能力を身に付けるために具体的な表現で食レポミッションなど多様な研修を通して、克

服できた課題、残された課題等の様々な気づきや感銘を受けたことにより、生徒の視野が広くなったと感じた。

令和４年１１月２２日、令和５年２月２０日の２回、５年前から商品開発で連携している台北市立松山高級

商業家事職業学校とオンライン会議を実施した。台湾の生徒はパスタソースの試食で、５種類の麺を使いア

レンジ方法などについて意見を提示し、今後の商談に役立つものであった。しかし、依頼していた台湾企業

向けの盛り付け例の画像を添えた販売促進用のＰＯＰが、目的に沿ったデザインではなく、依頼したことを

通訳の方を通して再度確認し、新しいＰＯＰを作成してもらった。改めて、海外の人とビジネスをする際、

意図を正確に伝えることの難しさを知ることとなった。

　令和５年度は、海外ビジネスチャレンジというテーマで実施しており、昨年に引き続き、県内の県立商業

高校と連携したビジネスプロジェクトの協働実践となっている。

　①　輸出入の実務についての知識を身に付ける。

　②　県立商業高校と「生徒実行委員会」の編成による連携体制を構築する。

　③　輸出に関する基本的な知識等、現地視察での実践内容や気づきを他の商業高校へ普及・共有する。

　④　共有した情報や令和４年度開催の産業教育フェアの経験を活かして、販売実践や台湾でのミニ産業教

　　　育フェアの内容を検討する｡

　以上のことを目的に実践を進めている。

　７月２８日、２９日には日本での販売実践「台湾祭」を行った。金銭トラブルを防ぐため、異国感を演出

するため、「タイニャンドル」という仮想通貨で商品を購入してもらうこととした。ポスターとランタンを

黒石高校情報デザイン科の生徒に作成してもらった。当日は青森市長も来場し激励していただいた。各校非

常に積極的に活動し、黒石高校が制作したランタンは黒石小学校へ出向きランタンの絵付け指導したものも

飾られた。

生徒同士刺激し合うと繋がりが生まれ、学校の枠を超えて販売を助ける様子も見られた。ビジネスは繋がり

が大事であることを自然に学んだと考えている。今後は、１２月１７日に台湾での販売実践を予定しており、

台北市立松山高級商業家事職業学校との協働学習も予定している。

５　研究考察

　令和４年４月２０日の感想では「失敗を怖がらずどんどんチャレンジしたいと思いました。」「Your 

experience will not betray you という言葉を聞いて努力することも大事だが、何よりも経験しなければ

何も始まらない。」などでした。１２月では「輸出入にはそれぞれたくさんの書類が必要なこと、輸出する

ことはできても相手国で受け取ってもらえないというリスクがあることなど初めて知ることがたくさんあっ

た。」という感想等、他の生徒の感想からもグローバルな視点が身についていることが分かり、半年で大き

な変化があると実感している。他にも輸出入や流通ビジネスに関する感想や、グローバルな視点に関しての

気づきを得て新たなビジネスにチャレンジしようとする感想が目についた。よって、「輸出入や流通ビジネ

スの知識・技術を身に付ける」、「グローバルな視点を持ち、本県の資源を活用した新たなビジネスにチャレ

ンジする」の２つの能力が育成されたと推察される。

６　まとめ

　グローバルな視点の内容の研究に取り組む場合、調べ学習や座学になりがちであるが、ビジネスに携わる

大人との商談や貿易に関わる企業の講演、東京研修会等を通して、日本のニーズと台湾のニーズの違いや自

分たちの改善点を知ることができ、次へつながる貴重な体験をしたことにより、生徒たちは自らより深く学

習する姿勢を身に付けることができた。このことは、持続的な職業人の基礎となりグローバルな視点を持って、

本県の資源を活用した新たなビジネスモデルを構築し、地域経済の発展に寄与する人財になってくれると信

じている。また、この事業を通して、高校生の秘めたる力を見ることができ、改めて高校生が活躍できる場

が必要であると感じた。

　今後は、学習指導要領「課題研究」の目標を踏まえ、商業の見方・考え方を身に付けさせ、実践的・体験

的な学習活動を行うことで、自ら学び考える力とビジネスを展開する力を養い、地域の経済や産業を継続的

に発展させる人財を育成できるよう指導方法の改善や研究を進めていきたい。

　ＡＩ化が進んで働く場所が無くなってくると言われているが、ＡＩにはアイデアの想像や起業家になる力

はない。生徒にはアイデアの想像や起業する力を身に付けさせることができると考える。未来を生き抜くた

めに、我々も生徒自身が地域の財産であることを自覚し、生徒に商業科目を学んだ意義を理解させ、地域が

求める資質・能力を身に付けられるようにすることが大事である。
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第 1部

　全体発表の補足説明・質疑応答

質疑①

　この 2 年間で新型コロナウイルス感染症による観光業界全体のダメージがかなり大きかったが、授業で触

れる機会があったか。

回答

　観光業を含むサービス業に就職し、大ダメージを受けた場合、そのまま潰れていくのを待つのか、そうで

はなく何かできることを考えようというような問いかけをしながら授業を進めていたことが回答された。

　また、観光ビジネスについては、観光業界のプロ育成の観点よりも観光の視点を生徒に与えることで商業

の学びとリンクされ、地域活性化できる力の育成という観点で捉えていたことが話された。授業では、星野

リゾート社長が取り入れた企画を事例として取り上げたことが話された。

　

質疑②

　弘前市役所のどの課から依頼されたのか。依頼があった後、どのような観光教育をしようと考えたのか。

回答

　平成29年度は勤務しておらず、その当時のやり取りについては不明である。当時の弘前市役所から本校校

長に観光に関わる教育をしてもらえないだろうかという依頼があったようである。当時の教科主任が、私が

異動してきたことや新学習指導要領に観光ビジネスが掲載されたことを受けて、実現可能性が高まったと考

え、先行実施する流れになったと推測されるとの説明があった。

質疑③

　校外学習を実施したかったようであるが、どのような校外学習を実施しようとイメージしていたのか。

回答

　校外学習は、生徒に自由に散策させるイメージであり、散策する中で何か気づいてほしいという意図があっ

た。こちらが意図的に仕掛けるということではなかった。学校周辺を散策させることはできたが、例えば、

弘前公園など少し離れた場所への移動は時間的な制約もあり実施できなかった。

　本校では、選択科目で実施していることもあり複数の教科・科目が絡むため、授業変更での対応は難しい。

もし自由に散策できるのであれば、自分たちが知らない場所へ行き、新たな気づきを求めさせていたとの回

答があった。

質疑④

　お国自慢バトルについて、今後実施する可能性があるのか。

回答

　お国自慢バトルを実施しようと考えた理由は、県外の方と話す機会が限られているためとのことであった。

岡山県の学校は、観光を学んでいる高校生がおり、地域学習などをとおしてガイドをしている学校である。

その学校に通う生徒とやり取りすることで、本校生徒が刺激を受けると考えた。

　令和３年にオンライン学校訪問を実施したが、令和４年度に相手校の担当者が異動になった。令和４年度

の担当者ともオンラインでやり取りをしたが、次の担当者も日常業務多忙であった。お互いの授業時間帯を

合わせることが難しく、夏季休業中の活動も考えたが、中国地方と東北地方では休業時期が違っていたため

実施には至らなかった。今後については、様々な課題を克服できれば、お国自慢バトルを実施したい気持ち

は大いにある旨の説明がなされた。

　他県の学校でも観光について情報共有したいような様子が伺えており、全国の先進的な取り組みを実施し

ている学校もあると考えられる。情報共有する機会は今後増えてくると考えているとの回答であった。

質疑⑤

　今後の授業の進め方について。

回答

　これまで学校設定科目で対応していたため、独自の教材資料で対応してきた。今後は、教科書が発行され

たので、教科書を使用して授業展開をする旨が説明された。特殊な科目であるため、担当者が変更になった

時に教材研究等で負担増になることが懸念されるためとの回答もあった。ただし、必要な場合は補足資料と

して、これまでの資料を利用することも話された。

質疑⑥

　Ｐ７　指導上のキーワードで、【地域経済を刺激（正当な価格）】の詳細について。

回答（図示による説明）

　　　図１

【図１の説明】

　来訪者が増えれば、数量が増える。

　ねぶたに何万人来訪、台湾祭に 7 千人来訪という数量だけでは、経済的には刺激が少ないという考え方で

ある。

　　　図２

【図２の説明】

　数量に捉われない考え方である。【ここだけ・あなただけ】という価値を生み出す考え方である。ここし

かないとなれば、価値が生まれ、値段に捉われなくなる。伝統工芸品などは手間暇がかかるため、高価になるが、

生徒の感覚であれば、値段が安くなければ売れないという思考になる。

　個人の価値観の違いであるが、値段が高くても購入することが多々ある。これを【正当な価格】と表現した。

授業では、正当な価格設定により、観光で数量が増えれば、三角形の大きさがどんどん大きくなり、地域経

済は刺激を受けるという説明をした。（2017 年日本経済新聞参考）

コロナ禍以前にインバウンドの検証を実施していた。価値に目を向けて正当な価格で販売することの有用性

を示していた。

質疑⑦

　地域経済の捉え方とは、どこまでの範囲で捉えているか。

回答

　教科書にも記載してあると思うが、その都市だけで観光が完結することはなく、都市を含めた地域での観

光が取り上げられている。ＤＭＯと名称されている。弘前管内もその考え方で進めている旨の説明があった。

質疑⑧

　Ｐ13　にある「他科目との連動性の確保」は非常に難しい課題であると考えられますが具体的にどのよう

に連動していくのか。また、他教科との連携も考えているのか。

回答

　観光ビジネスに限らず、どの科目の授業でも他科目との連携が必要になること、一例として地域の魅力発

信のためには、情報系の科目の知識・技術が必要になるなど、他科目連携は欠かせないものであることが回

答された。

家庭科学科で、知的財産や商品開発などの分野に関わる授業を行う際には、商業科教員や講師派遣等で合同

授業などの対応が可能なのではないかと紹介された。

質疑⑨

　Ｐ13　全体感想の中で、「大きな失敗を・・・」とあるが、どのような失敗をしたのか。

回答

　グループで活動していたが、うまくまとめることができず、発表も出来なかった生徒の感想である。学習

成果として発表する機会を設けていたが、発表できなかった。賢すぎたために考えすぎてしまったことが要

因であるとの回答であった。

質疑⑩

　学習評価について。

回答

　現在は、学校設定科目として設定されている。今回までの学習評価は参考にならないと考えていたため資

料に掲載していない。新学習指導要領の３観点があるため、今後はこの３観点をもとに評価することになる

との説明がなされた。

質疑⑪

　マーケティングの知識の必要性について。

回答

　私は、価値を生み出すことがマーケティングであると考えている。そのためには、科学的なデータ・資料

をもとに思考することが必要となるが、生徒は活用できない。発想や視点は与えられるが、ビジネスにしよう、

実物を作成してみようとなると上手く活用できない場面が多々あった。データや資料を活用せず、生徒の感

覚だけで短絡的な思考になることが多くあり、マーケティングの考え方を用いる場面がなかった。

　新学習指導要領においても、マーケティング分野として観光ビジネスが設定されていると考えている。こ

の視点からもマーケティングの必要性を認識しているとの回答であった。

　

質疑応答終了

第２部　ワークショップ

　「マーケティングの視点から観光ビジネスに触れる」

【目的】

　　観光ビジネスは、マーケティング分野の上位科目と位置付けられ、マーケティングの考え方を踏まえて

　ビジネスを展開する力の育成に資する科目であると考えられる。次年度より開講される科目であり、各校

　教員も授業展開への不安感もあると想定されたため、今回の実習を企画した。

【内容】

　　実習：もしあなたが地域の観光マーケティング戦略の立案担当になったら

　　実習資料：実教出版発行　観光ビジネス　Ｐ88～91

【手順】

１　セグメンテーション

　　　顧客を具体的に絞り込むため、セグメンテーションを行う。「性別」「年代」などの人口動態変数で分け、

　　「都市規模」「交通アクセス」などの地理的変数を検討し、「趣味」「価値観」などの心理的変数を用いて、

　　市場を細分化する作業を行う。

２　ターゲティング

　　　セグメンテーションで用いた変数を使い、ターゲットを設定する。セグメント方針として一つに絞る

　　「集中型」と複数とする「差別型」のいずれかを選択し、具体的なターゲットを設定する。ターゲット

　　に有効なセグメントであるかを検討するため、「測定可能性」「利益可能性」「到達可能性」「実行可能性」

　　の４つの観点で有効性を確認する。

３　ポジショニング

　　　ターゲットに地域の観光地をイメージしてもらうためのポジショニングを

　　行う。ポジショニングマップを用いて、イメージの軸を決定する。競合地域

　　を挙げる。ポジショニングマップで自地域と競合地域の位置取りを検討する。

　　競合地域と差別化できる「空き地」を見つける。

４　地域にふさわしいペルソナを設定する（ペルソナマーケティング）

　　　上記１～３の手順で設定したターゲットをより具体化した「架空の人物像」を設定する作業である。

　　ペルソナを設定することで、より具体的な観光動機や観光行動を想定し、観光商品や企画開発などに活

【マーケティング・マネジメント経済分野研究委員会】

第１分科会　第１部　全体発表の補足説明・質疑応答                                

             第２部　ワークショップ（マーケティングの視点から観光ビジネスに触れる）

　　かすことができる。条件としては、実際に地域を訪れる観光客のデータを活用する（根拠）ことであり、

　　個人の想像（イメージ）ではないということが求められる。

【まとめ】

　参加者を４グループに分けて、各勤務校の地域資源を発見し、対象（ペルソナ）を設定することを目標と

してワークショップを開催した。各班にファシリテーターとして専門委員を配置した。30分程度の時間設定

であったため、班ごとに進捗度が違い、設定した段階までの発表を行った。

　観光ビジネスは、観光の視点を持ち、地域資源の活用ができる生徒の育成に資する科目と位置付けられる。

ビジネス基礎、マーケティングと年度ごとに専門性を高めながら、観光ビジネスに取り組むことで体系的な

学びが実現される。今回の実習をとおして、授業展開のイメージをつかむことができたと考えられ、有用な

機会となった。

発表者　青森県立弘前実業高等学校　　教　諭　　長谷川　善　弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　諭　　西　舘　大　輔

司会者　青森県立三沢商業高等学校　　教　諭　　浅　水　伸　之

記録者　青森県立七戸高等学校　　教　諭　　鍋　倉　哲　章

２　分科会発表
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第 1 部

　全体発表の補足説明・質疑応答

質疑①

　この 2 年間で新型コロナウイルス感染症による観光業界全体のダメージがかなり大きかったが、授業で触

れる機会があったか。

回答

　観光業を含むサービス業に就職し、大ダメージを受けた場合、そのまま潰れていくのを待つのか、そうで

はなく何かできることを考えようというような問いかけをしながら授業を進めていたことが回答された。

　また、観光ビジネスについては、観光業界のプロ育成の観点よりも観光の視点を生徒に与えることで商業

の学びとリンクされ、地域活性化できる力の育成という観点で捉えていたことが話された。授業では、星野

リゾート社長が取り入れた企画を事例として取り上げたことが話された。

　

質疑②

　弘前市役所のどの課から依頼されたのか。依頼があった後、どのような観光教育をしようと考えたのか。

回答

　平成29年度は勤務しておらず、その当時のやり取りについては不明である。当時の弘前市役所から本校校

長に観光に関わる教育をしてもらえないだろうかという依頼があったようである。当時の教科主任が、私が

異動してきたことや新学習指導要領に観光ビジネスが掲載されたことを受けて、実現可能性が高まったと考

え、先行実施する流れになったと推測されるとの説明があった。

質疑③

　校外学習を実施したかったようであるが、どのような校外学習を実施しようとイメージしていたのか。

回答

　校外学習は、生徒に自由に散策させるイメージであり、散策する中で何か気づいてほしいという意図があっ

た。こちらが意図的に仕掛けるということではなかった。学校周辺を散策させることはできたが、例えば、

弘前公園など少し離れた場所への移動は時間的な制約もあり実施できなかった。

　本校では、選択科目で実施していることもあり複数の教科・科目が絡むため、授業変更での対応は難しい。

もし自由に散策できるのであれば、自分たちが知らない場所へ行き、新たな気づきを求めさせていたとの回

答があった。

質疑④

　お国自慢バトルについて、今後実施する可能性があるのか。

回答

　お国自慢バトルを実施しようと考えた理由は、県外の方と話す機会が限られているためとのことであった。

岡山県の学校は、観光を学んでいる高校生がおり、地域学習などをとおしてガイドをしている学校である。

その学校に通う生徒とやり取りすることで、本校生徒が刺激を受けると考えた。

　令和３年にオンライン学校訪問を実施したが、令和４年度に相手校の担当者が異動になった。令和４年度

の担当者ともオンラインでやり取りをしたが、次の担当者も日常業務多忙であった。お互いの授業時間帯を

合わせることが難しく、夏季休業中の活動も考えたが、中国地方と東北地方では休業時期が違っていたため

実施には至らなかった。今後については、様々な課題を克服できれば、お国自慢バトルを実施したい気持ち

は大いにある旨の説明がなされた。

　他県の学校でも観光について情報共有したいような様子が伺えており、全国の先進的な取り組みを実施し

ている学校もあると考えられる。情報共有する機会は今後増えてくると考えているとの回答であった。

質疑⑤

　今後の授業の進め方について。

回答

　これまで学校設定科目で対応していたため、独自の教材資料で対応してきた。今後は、教科書が発行され

たので、教科書を使用して授業展開をする旨が説明された。特殊な科目であるため、担当者が変更になった

時に教材研究等で負担増になることが懸念されるためとの回答もあった。ただし、必要な場合は補足資料と

して、これまでの資料を利用することも話された。

質疑⑥

　Ｐ７　指導上のキーワードで、【地域経済を刺激（正当な価格）】の詳細について。

回答（図示による説明）

　　　図１

【図１の説明】

　来訪者が増えれば、数量が増える。

　ねぶたに何万人来訪、台湾祭に 7 千人来訪という数量だけでは、経済的には刺激が少ないという考え方で

ある。

　　　図２

【図２の説明】

　数量に捉われない考え方である。【ここだけ・あなただけ】という価値を生み出す考え方である。ここし

かないとなれば、価値が生まれ、値段に捉われなくなる。伝統工芸品などは手間暇がかかるため、高価になるが、

生徒の感覚であれば、値段が安くなければ売れないという思考になる。

　個人の価値観の違いであるが、値段が高くても購入することが多々ある。これを【正当な価格】と表現した。

授業では、正当な価格設定により、観光で数量が増えれば、三角形の大きさがどんどん大きくなり、地域経

済は刺激を受けるという説明をした。（2017 年日本経済新聞参考）

コロナ禍以前にインバウンドの検証を実施していた。価値に目を向けて正当な価格で販売することの有用性

を示していた。

質疑⑦

　地域経済の捉え方とは、どこまでの範囲で捉えているか。

回答

　教科書にも記載してあると思うが、その都市だけで観光が完結することはなく、都市を含めた地域での観

光が取り上げられている。ＤＭＯと名称されている。弘前管内もその考え方で進めている旨の説明があった。

質疑⑧

　Ｐ13　にある「他科目との連動性の確保」は非常に難しい課題であると考えられますが具体的にどのよう

に連動していくのか。また、他教科との連携も考えているのか。

回答

　観光ビジネスに限らず、どの科目の授業でも他科目との連携が必要になること、一例として地域の魅力発

信のためには、情報系の科目の知識・技術が必要になるなど、他科目連携は欠かせないものであることが回

答された。

家庭科学科で、知的財産や商品開発などの分野に関わる授業を行う際には、商業科教員や講師派遣等で合同

授業などの対応が可能なのではないかと紹介された。

質疑⑨

　Ｐ13　全体感想の中で、「大きな失敗を・・・」とあるが、どのような失敗をしたのか。

回答

　グループで活動していたが、うまくまとめることができず、発表も出来なかった生徒の感想である。学習

成果として発表する機会を設けていたが、発表できなかった。賢すぎたために考えすぎてしまったことが要

因であるとの回答であった。

質疑⑩

　学習評価について。

回答

　現在は、学校設定科目として設定されている。今回までの学習評価は参考にならないと考えていたため資

料に掲載していない。新学習指導要領の３観点があるため、今後はこの３観点をもとに評価することになる

との説明がなされた。

質疑⑪

　マーケティングの知識の必要性について。

回答

　私は、価値を生み出すことがマーケティングであると考えている。そのためには、科学的なデータ・資料

をもとに思考することが必要となるが、生徒は活用できない。発想や視点は与えられるが、ビジネスにしよう、

実物を作成してみようとなると上手く活用できない場面が多々あった。データや資料を活用せず、生徒の感

覚だけで短絡的な思考になることが多くあり、マーケティングの考え方を用いる場面がなかった。

　新学習指導要領においても、マーケティング分野として観光ビジネスが設定されていると考えている。こ

の視点からもマーケティングの必要性を認識しているとの回答であった。

　

質疑応答終了

第２部　ワークショップ

　「マーケティングの視点から観光ビジネスに触れる」

【目的】

　　観光ビジネスは、マーケティング分野の上位科目と位置付けられ、マーケティングの考え方を踏まえて

　ビジネスを展開する力の育成に資する科目であると考えられる。次年度より開講される科目であり、各校

　教員も授業展開への不安感もあると想定されたため、今回の実習を企画した。

【内容】

　　実習：もしあなたが地域の観光マーケティング戦略の立案担当になったら

　　実習資料：実教出版発行　観光ビジネス　Ｐ88～91

【手順】

１　セグメンテーション

　　　顧客を具体的に絞り込むため、セグメンテーションを行う。「性別」「年代」などの人口動態変数で分け、

　　「都市規模」「交通アクセス」などの地理的変数を検討し、「趣味」「価値観」などの心理的変数を用いて、

　　市場を細分化する作業を行う。

２　ターゲティング

　　　セグメンテーションで用いた変数を使い、ターゲットを設定する。セグメント方針として一つに絞る

　　「集中型」と複数とする「差別型」のいずれかを選択し、具体的なターゲットを設定する。ターゲット

　　に有効なセグメントであるかを検討するため、「測定可能性」「利益可能性」「到達可能性」「実行可能性」

　　の４つの観点で有効性を確認する。

３　ポジショニング

　　　ターゲットに地域の観光地をイメージしてもらうためのポジショニングを

　　行う。ポジショニングマップを用いて、イメージの軸を決定する。競合地域

　　を挙げる。ポジショニングマップで自地域と競合地域の位置取りを検討する。

　　競合地域と差別化できる「空き地」を見つける。

４　地域にふさわしいペルソナを設定する（ペルソナマーケティング）

　　　上記１～３の手順で設定したターゲットをより具体化した「架空の人物像」を設定する作業である。

　　ペルソナを設定することで、より具体的な観光動機や観光行動を想定し、観光商品や企画開発などに活

　　かすことができる。条件としては、実際に地域を訪れる観光客のデータを活用する（根拠）ことであり、

　　個人の想像（イメージ）ではないということが求められる。

【まとめ】

　参加者を４グループに分けて、各勤務校の地域資源を発見し、対象（ペルソナ）を設定することを目標と

してワークショップを開催した。各班にファシリテーターとして専門委員を配置した。30分程度の時間設定

であったため、班ごとに進捗度が違い、設定した段階までの発表を行った。

　観光ビジネスは、観光の視点を持ち、地域資源の活用ができる生徒の育成に資する科目と位置付けられる。

ビジネス基礎、マーケティングと年度ごとに専門性を高めながら、観光ビジネスに取り組むことで体系的な

学びが実現される。今回の実習をとおして、授業展開のイメージをつかむことができたと考えられ、有用な

機会となった。
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第 1 部

　全体発表の補足説明・質疑応答

質疑①

　この 2 年間で新型コロナウイルス感染症による観光業界全体のダメージがかなり大きかったが、授業で触

れる機会があったか。

回答

　観光業を含むサービス業に就職し、大ダメージを受けた場合、そのまま潰れていくのを待つのか、そうで

はなく何かできることを考えようというような問いかけをしながら授業を進めていたことが回答された。

　また、観光ビジネスについては、観光業界のプロ育成の観点よりも観光の視点を生徒に与えることで商業

の学びとリンクされ、地域活性化できる力の育成という観点で捉えていたことが話された。授業では、星野

リゾート社長が取り入れた企画を事例として取り上げたことが話された。

　

質疑②

　弘前市役所のどの課から依頼されたのか。依頼があった後、どのような観光教育をしようと考えたのか。

回答

　平成29年度は勤務しておらず、その当時のやり取りについては不明である。当時の弘前市役所から本校校

長に観光に関わる教育をしてもらえないだろうかという依頼があったようである。当時の教科主任が、私が

異動してきたことや新学習指導要領に観光ビジネスが掲載されたことを受けて、実現可能性が高まったと考

え、先行実施する流れになったと推測されるとの説明があった。

質疑③

　校外学習を実施したかったようであるが、どのような校外学習を実施しようとイメージしていたのか。

回答

　校外学習は、生徒に自由に散策させるイメージであり、散策する中で何か気づいてほしいという意図があっ

た。こちらが意図的に仕掛けるということではなかった。学校周辺を散策させることはできたが、例えば、

弘前公園など少し離れた場所への移動は時間的な制約もあり実施できなかった。

　本校では、選択科目で実施していることもあり複数の教科・科目が絡むため、授業変更での対応は難しい。

もし自由に散策できるのであれば、自分たちが知らない場所へ行き、新たな気づきを求めさせていたとの回

答があった。

質疑④

　お国自慢バトルについて、今後実施する可能性があるのか。

回答

　お国自慢バトルを実施しようと考えた理由は、県外の方と話す機会が限られているためとのことであった。

岡山県の学校は、観光を学んでいる高校生がおり、地域学習などをとおしてガイドをしている学校である。

その学校に通う生徒とやり取りすることで、本校生徒が刺激を受けると考えた。

　令和３年にオンライン学校訪問を実施したが、令和４年度に相手校の担当者が異動になった。令和４年度

の担当者ともオンラインでやり取りをしたが、次の担当者も日常業務多忙であった。お互いの授業時間帯を

合わせることが難しく、夏季休業中の活動も考えたが、中国地方と東北地方では休業時期が違っていたため

実施には至らなかった。今後については、様々な課題を克服できれば、お国自慢バトルを実施したい気持ち

は大いにある旨の説明がなされた。

　他県の学校でも観光について情報共有したいような様子が伺えており、全国の先進的な取り組みを実施し

ている学校もあると考えられる。情報共有する機会は今後増えてくると考えているとの回答であった。

質疑⑤

　今後の授業の進め方について。

回答

　これまで学校設定科目で対応していたため、独自の教材資料で対応してきた。今後は、教科書が発行され

たので、教科書を使用して授業展開をする旨が説明された。特殊な科目であるため、担当者が変更になった

時に教材研究等で負担増になることが懸念されるためとの回答もあった。ただし、必要な場合は補足資料と

して、これまでの資料を利用することも話された。

質疑⑥

　Ｐ７　指導上のキーワードで、【地域経済を刺激（正当な価格）】の詳細について。

回答（図示による説明）

　　　図１

【図１の説明】

　来訪者が増えれば、数量が増える。

　ねぶたに何万人来訪、台湾祭に 7 千人来訪という数量だけでは、経済的には刺激が少ないという考え方で

ある。

　　　図２

【図２の説明】

　数量に捉われない考え方である。【ここだけ・あなただけ】という価値を生み出す考え方である。ここし

かないとなれば、価値が生まれ、値段に捉われなくなる。伝統工芸品などは手間暇がかかるため、高価になるが、

生徒の感覚であれば、値段が安くなければ売れないという思考になる。

　個人の価値観の違いであるが、値段が高くても購入することが多々ある。これを【正当な価格】と表現した。

授業では、正当な価格設定により、観光で数量が増えれば、三角形の大きさがどんどん大きくなり、地域経

済は刺激を受けるという説明をした。（2017 年日本経済新聞参考）

コロナ禍以前にインバウンドの検証を実施していた。価値に目を向けて正当な価格で販売することの有用性

を示していた。

質疑⑦

　地域経済の捉え方とは、どこまでの範囲で捉えているか。

回答

　教科書にも記載してあると思うが、その都市だけで観光が完結することはなく、都市を含めた地域での観

光が取り上げられている。ＤＭＯと名称されている。弘前管内もその考え方で進めている旨の説明があった。

質疑⑧

　Ｐ13　にある「他科目との連動性の確保」は非常に難しい課題であると考えられますが具体的にどのよう

に連動していくのか。また、他教科との連携も考えているのか。

回答

　観光ビジネスに限らず、どの科目の授業でも他科目との連携が必要になること、一例として地域の魅力発

信のためには、情報系の科目の知識・技術が必要になるなど、他科目連携は欠かせないものであることが回

答された。

家庭科学科で、知的財産や商品開発などの分野に関わる授業を行う際には、商業科教員や講師派遣等で合同

授業などの対応が可能なのではないかと紹介された。

質疑⑨

　Ｐ13　全体感想の中で、「大きな失敗を・・・」とあるが、どのような失敗をしたのか。

回答

　グループで活動していたが、うまくまとめることができず、発表も出来なかった生徒の感想である。学習

成果として発表する機会を設けていたが、発表できなかった。賢すぎたために考えすぎてしまったことが要

因であるとの回答であった。

質疑⑩

　学習評価について。

回答

　現在は、学校設定科目として設定されている。今回までの学習評価は参考にならないと考えていたため資

料に掲載していない。新学習指導要領の３観点があるため、今後はこの３観点をもとに評価することになる

との説明がなされた。

質疑⑪

　マーケティングの知識の必要性について。

回答

　私は、価値を生み出すことがマーケティングであると考えている。そのためには、科学的なデータ・資料

をもとに思考することが必要となるが、生徒は活用できない。発想や視点は与えられるが、ビジネスにしよう、

実物を作成してみようとなると上手く活用できない場面が多々あった。データや資料を活用せず、生徒の感

覚だけで短絡的な思考になることが多くあり、マーケティングの考え方を用いる場面がなかった。

　新学習指導要領においても、マーケティング分野として観光ビジネスが設定されていると考えている。こ

の視点からもマーケティングの必要性を認識しているとの回答であった。

　

質疑応答終了

第２部　ワークショップ

　「マーケティングの視点から観光ビジネスに触れる」

【目的】

　　観光ビジネスは、マーケティング分野の上位科目と位置付けられ、マーケティングの考え方を踏まえて

　ビジネスを展開する力の育成に資する科目であると考えられる。次年度より開講される科目であり、各校

　教員も授業展開への不安感もあると想定されたため、今回の実習を企画した。

【内容】

　　実習：もしあなたが地域の観光マーケティング戦略の立案担当になったら

　　実習資料：実教出版発行　観光ビジネス　Ｐ88～91

【手順】

１　セグメンテーション

　　　顧客を具体的に絞り込むため、セグメンテーションを行う。「性別」「年代」などの人口動態変数で分け、

　　「都市規模」「交通アクセス」などの地理的変数を検討し、「趣味」「価値観」などの心理的変数を用いて、

　　市場を細分化する作業を行う。

２　ターゲティング

　　　セグメンテーションで用いた変数を使い、ターゲットを設定する。セグメント方針として一つに絞る

　　「集中型」と複数とする「差別型」のいずれかを選択し、具体的なターゲットを設定する。ターゲット

　　に有効なセグメントであるかを検討するため、「測定可能性」「利益可能性」「到達可能性」「実行可能性」

　　の４つの観点で有効性を確認する。

３　ポジショニング

　　　ターゲットに地域の観光地をイメージしてもらうためのポジショニングを

　　行う。ポジショニングマップを用いて、イメージの軸を決定する。競合地域

　　を挙げる。ポジショニングマップで自地域と競合地域の位置取りを検討する。

　　競合地域と差別化できる「空き地」を見つける。

４　地域にふさわしいペルソナを設定する（ペルソナマーケティング）

　　　上記１～３の手順で設定したターゲットをより具体化した「架空の人物像」を設定する作業である。

　　ペルソナを設定することで、より具体的な観光動機や観光行動を想定し、観光商品や企画開発などに活

　　かすことができる。条件としては、実際に地域を訪れる観光客のデータを活用する（根拠）ことであり、

　　個人の想像（イメージ）ではないということが求められる。

【まとめ】

　参加者を４グループに分けて、各勤務校の地域資源を発見し、対象（ペルソナ）を設定することを目標と

してワークショップを開催した。各班にファシリテーターとして専門委員を配置した。30分程度の時間設定

であったため、班ごとに進捗度が違い、設定した段階までの発表を行った。

　観光ビジネスは、観光の視点を持ち、地域資源の活用ができる生徒の育成に資する科目と位置付けられる。

ビジネス基礎、マーケティングと年度ごとに専門性を高めながら、観光ビジネスに取り組むことで体系的な

学びが実現される。今回の実習をとおして、授業展開のイメージをつかむことができたと考えられ、有用な

機会となった。
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第 1 部

　全体発表の補足説明・質疑応答

質疑①

　この 2 年間で新型コロナウイルス感染症による観光業界全体のダメージがかなり大きかったが、授業で触

れる機会があったか。

回答

　観光業を含むサービス業に就職し、大ダメージを受けた場合、そのまま潰れていくのを待つのか、そうで

はなく何かできることを考えようというような問いかけをしながら授業を進めていたことが回答された。

　また、観光ビジネスについては、観光業界のプロ育成の観点よりも観光の視点を生徒に与えることで商業

の学びとリンクされ、地域活性化できる力の育成という観点で捉えていたことが話された。授業では、星野

リゾート社長が取り入れた企画を事例として取り上げたことが話された。

　

質疑②

　弘前市役所のどの課から依頼されたのか。依頼があった後、どのような観光教育をしようと考えたのか。

回答

　平成29年度は勤務しておらず、その当時のやり取りについては不明である。当時の弘前市役所から本校校

長に観光に関わる教育をしてもらえないだろうかという依頼があったようである。当時の教科主任が、私が

異動してきたことや新学習指導要領に観光ビジネスが掲載されたことを受けて、実現可能性が高まったと考

え、先行実施する流れになったと推測されるとの説明があった。

質疑③

　校外学習を実施したかったようであるが、どのような校外学習を実施しようとイメージしていたのか。

回答

　校外学習は、生徒に自由に散策させるイメージであり、散策する中で何か気づいてほしいという意図があっ

た。こちらが意図的に仕掛けるということではなかった。学校周辺を散策させることはできたが、例えば、

弘前公園など少し離れた場所への移動は時間的な制約もあり実施できなかった。

　本校では、選択科目で実施していることもあり複数の教科・科目が絡むため、授業変更での対応は難しい。

もし自由に散策できるのであれば、自分たちが知らない場所へ行き、新たな気づきを求めさせていたとの回

答があった。

質疑④

　お国自慢バトルについて、今後実施する可能性があるのか。

回答

　お国自慢バトルを実施しようと考えた理由は、県外の方と話す機会が限られているためとのことであった。

岡山県の学校は、観光を学んでいる高校生がおり、地域学習などをとおしてガイドをしている学校である。

その学校に通う生徒とやり取りすることで、本校生徒が刺激を受けると考えた。

　令和３年にオンライン学校訪問を実施したが、令和４年度に相手校の担当者が異動になった。令和４年度

の担当者ともオンラインでやり取りをしたが、次の担当者も日常業務多忙であった。お互いの授業時間帯を

合わせることが難しく、夏季休業中の活動も考えたが、中国地方と東北地方では休業時期が違っていたため

実施には至らなかった。今後については、様々な課題を克服できれば、お国自慢バトルを実施したい気持ち

は大いにある旨の説明がなされた。

　他県の学校でも観光について情報共有したいような様子が伺えており、全国の先進的な取り組みを実施し

ている学校もあると考えられる。情報共有する機会は今後増えてくると考えているとの回答であった。

質疑⑤

　今後の授業の進め方について。

回答

　これまで学校設定科目で対応していたため、独自の教材資料で対応してきた。今後は、教科書が発行され

たので、教科書を使用して授業展開をする旨が説明された。特殊な科目であるため、担当者が変更になった

時に教材研究等で負担増になることが懸念されるためとの回答もあった。ただし、必要な場合は補足資料と

して、これまでの資料を利用することも話された。

質疑⑥

　Ｐ７　指導上のキーワードで、【地域経済を刺激（正当な価格）】の詳細について。

回答（図示による説明）

　　　図１

【図１の説明】

　来訪者が増えれば、数量が増える。

　ねぶたに何万人来訪、台湾祭に 7 千人来訪という数量だけでは、経済的には刺激が少ないという考え方で

ある。

　　　図２

【図２の説明】

　数量に捉われない考え方である。【ここだけ・あなただけ】という価値を生み出す考え方である。ここし

かないとなれば、価値が生まれ、値段に捉われなくなる。伝統工芸品などは手間暇がかかるため、高価になるが、

生徒の感覚であれば、値段が安くなければ売れないという思考になる。

　個人の価値観の違いであるが、値段が高くても購入することが多々ある。これを【正当な価格】と表現した。

授業では、正当な価格設定により、観光で数量が増えれば、三角形の大きさがどんどん大きくなり、地域経

済は刺激を受けるという説明をした。（2017 年日本経済新聞参考）

コロナ禍以前にインバウンドの検証を実施していた。価値に目を向けて正当な価格で販売することの有用性

を示していた。

質疑⑦

　地域経済の捉え方とは、どこまでの範囲で捉えているか。

回答

　教科書にも記載してあると思うが、その都市だけで観光が完結することはなく、都市を含めた地域での観

光が取り上げられている。ＤＭＯと名称されている。弘前管内もその考え方で進めている旨の説明があった。

質疑⑧

　Ｐ13　にある「他科目との連動性の確保」は非常に難しい課題であると考えられますが具体的にどのよう

に連動していくのか。また、他教科との連携も考えているのか。

回答

　観光ビジネスに限らず、どの科目の授業でも他科目との連携が必要になること、一例として地域の魅力発

信のためには、情報系の科目の知識・技術が必要になるなど、他科目連携は欠かせないものであることが回

答された。

家庭科学科で、知的財産や商品開発などの分野に関わる授業を行う際には、商業科教員や講師派遣等で合同

授業などの対応が可能なのではないかと紹介された。

質疑⑨

　Ｐ13　全体感想の中で、「大きな失敗を・・・」とあるが、どのような失敗をしたのか。

回答

　グループで活動していたが、うまくまとめることができず、発表も出来なかった生徒の感想である。学習

成果として発表する機会を設けていたが、発表できなかった。賢すぎたために考えすぎてしまったことが要

因であるとの回答であった。

質疑⑩

　学習評価について。

回答

　現在は、学校設定科目として設定されている。今回までの学習評価は参考にならないと考えていたため資

料に掲載していない。新学習指導要領の３観点があるため、今後はこの３観点をもとに評価することになる

との説明がなされた。

質疑⑪

　マーケティングの知識の必要性について。

回答

　私は、価値を生み出すことがマーケティングであると考えている。そのためには、科学的なデータ・資料

をもとに思考することが必要となるが、生徒は活用できない。発想や視点は与えられるが、ビジネスにしよう、

実物を作成してみようとなると上手く活用できない場面が多々あった。データや資料を活用せず、生徒の感

覚だけで短絡的な思考になることが多くあり、マーケティングの考え方を用いる場面がなかった。

　新学習指導要領においても、マーケティング分野として観光ビジネスが設定されていると考えている。こ

の視点からもマーケティングの必要性を認識しているとの回答であった。

　

質疑応答終了

第２部　ワークショップ

　「マーケティングの視点から観光ビジネスに触れる」

【目的】

　　観光ビジネスは、マーケティング分野の上位科目と位置付けられ、マーケティングの考え方を踏まえて

　ビジネスを展開する力の育成に資する科目であると考えられる。次年度より開講される科目であり、各校

　教員も授業展開への不安感もあると想定されたため、今回の実習を企画した。

【内容】

　　実習：もしあなたが地域の観光マーケティング戦略の立案担当になったら

　　実習資料：実教出版発行　観光ビジネス　Ｐ88～91

【手順】

１　セグメンテーション

　　　顧客を具体的に絞り込むため、セグメンテーションを行う。「性別」「年代」などの人口動態変数で分け、

　　「都市規模」「交通アクセス」などの地理的変数を検討し、「趣味」「価値観」などの心理的変数を用いて、

　　市場を細分化する作業を行う。

２　ターゲティング

　　　セグメンテーションで用いた変数を使い、ターゲットを設定する。セグメント方針として一つに絞る

　　「集中型」と複数とする「差別型」のいずれかを選択し、具体的なターゲットを設定する。ターゲット

　　に有効なセグメントであるかを検討するため、「測定可能性」「利益可能性」「到達可能性」「実行可能性」

　　の４つの観点で有効性を確認する。

３　ポジショニング

　　　ターゲットに地域の観光地をイメージしてもらうためのポジショニングを

　　行う。ポジショニングマップを用いて、イメージの軸を決定する。競合地域

　　を挙げる。ポジショニングマップで自地域と競合地域の位置取りを検討する。

　　競合地域と差別化できる「空き地」を見つける。

４　地域にふさわしいペルソナを設定する（ペルソナマーケティング）

　　　上記１～３の手順で設定したターゲットをより具体化した「架空の人物像」を設定する作業である。

　　ペルソナを設定することで、より具体的な観光動機や観光行動を想定し、観光商品や企画開発などに活

　　かすことができる。条件としては、実際に地域を訪れる観光客のデータを活用する（根拠）ことであり、

　　個人の想像（イメージ）ではないということが求められる。

【まとめ】

　参加者を４グループに分けて、各勤務校の地域資源を発見し、対象（ペルソナ）を設定することを目標と

してワークショップを開催した。各班にファシリテーターとして専門委員を配置した。30分程度の時間設定

であったため、班ごとに進捗度が違い、設定した段階までの発表を行った。

　観光ビジネスは、観光の視点を持ち、地域資源の活用ができる生徒の育成に資する科目と位置付けられる。

ビジネス基礎、マーケティングと年度ごとに専門性を高めながら、観光ビジネスに取り組むことで体系的な

学びが実現される。今回の実習をとおして、授業展開のイメージをつかむことができたと考えられ、有用な

機会となった。
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第 1 部

　全体発表の補足説明・質疑応答

質疑①

　この 2 年間で新型コロナウイルス感染症による観光業界全体のダメージがかなり大きかったが、授業で触

れる機会があったか。

回答

　観光業を含むサービス業に就職し、大ダメージを受けた場合、そのまま潰れていくのを待つのか、そうで

はなく何かできることを考えようというような問いかけをしながら授業を進めていたことが回答された。

　また、観光ビジネスについては、観光業界のプロ育成の観点よりも観光の視点を生徒に与えることで商業

の学びとリンクされ、地域活性化できる力の育成という観点で捉えていたことが話された。授業では、星野

リゾート社長が取り入れた企画を事例として取り上げたことが話された。

　

質疑②

　弘前市役所のどの課から依頼されたのか。依頼があった後、どのような観光教育をしようと考えたのか。

回答

　平成29年度は勤務しておらず、その当時のやり取りについては不明である。当時の弘前市役所から本校校

長に観光に関わる教育をしてもらえないだろうかという依頼があったようである。当時の教科主任が、私が

異動してきたことや新学習指導要領に観光ビジネスが掲載されたことを受けて、実現可能性が高まったと考

え、先行実施する流れになったと推測されるとの説明があった。

質疑③

　校外学習を実施したかったようであるが、どのような校外学習を実施しようとイメージしていたのか。

回答

　校外学習は、生徒に自由に散策させるイメージであり、散策する中で何か気づいてほしいという意図があっ

た。こちらが意図的に仕掛けるということではなかった。学校周辺を散策させることはできたが、例えば、

弘前公園など少し離れた場所への移動は時間的な制約もあり実施できなかった。

　本校では、選択科目で実施していることもあり複数の教科・科目が絡むため、授業変更での対応は難しい。

もし自由に散策できるのであれば、自分たちが知らない場所へ行き、新たな気づきを求めさせていたとの回

答があった。

質疑④

　お国自慢バトルについて、今後実施する可能性があるのか。

回答

　お国自慢バトルを実施しようと考えた理由は、県外の方と話す機会が限られているためとのことであった。

岡山県の学校は、観光を学んでいる高校生がおり、地域学習などをとおしてガイドをしている学校である。

その学校に通う生徒とやり取りすることで、本校生徒が刺激を受けると考えた。

　令和３年にオンライン学校訪問を実施したが、令和４年度に相手校の担当者が異動になった。令和４年度

の担当者ともオンラインでやり取りをしたが、次の担当者も日常業務多忙であった。お互いの授業時間帯を

合わせることが難しく、夏季休業中の活動も考えたが、中国地方と東北地方では休業時期が違っていたため

実施には至らなかった。今後については、様々な課題を克服できれば、お国自慢バトルを実施したい気持ち

は大いにある旨の説明がなされた。

　他県の学校でも観光について情報共有したいような様子が伺えており、全国の先進的な取り組みを実施し

ている学校もあると考えられる。情報共有する機会は今後増えてくると考えているとの回答であった。

質疑⑤

　今後の授業の進め方について。

回答

　これまで学校設定科目で対応していたため、独自の教材資料で対応してきた。今後は、教科書が発行され

たので、教科書を使用して授業展開をする旨が説明された。特殊な科目であるため、担当者が変更になった

時に教材研究等で負担増になることが懸念されるためとの回答もあった。ただし、必要な場合は補足資料と

して、これまでの資料を利用することも話された。

質疑⑥

　Ｐ７　指導上のキーワードで、【地域経済を刺激（正当な価格）】の詳細について。

回答（図示による説明）

　　　図１

【図１の説明】

　来訪者が増えれば、数量が増える。

　ねぶたに何万人来訪、台湾祭に 7 千人来訪という数量だけでは、経済的には刺激が少ないという考え方で

ある。

　　　図２

【図２の説明】

　数量に捉われない考え方である。【ここだけ・あなただけ】という価値を生み出す考え方である。ここし

かないとなれば、価値が生まれ、値段に捉われなくなる。伝統工芸品などは手間暇がかかるため、高価になるが、

生徒の感覚であれば、値段が安くなければ売れないという思考になる。

　個人の価値観の違いであるが、値段が高くても購入することが多々ある。これを【正当な価格】と表現した。

授業では、正当な価格設定により、観光で数量が増えれば、三角形の大きさがどんどん大きくなり、地域経

済は刺激を受けるという説明をした。（2017 年日本経済新聞参考）

コロナ禍以前にインバウンドの検証を実施していた。価値に目を向けて正当な価格で販売することの有用性

を示していた。

質疑⑦

　地域経済の捉え方とは、どこまでの範囲で捉えているか。

回答

　教科書にも記載してあると思うが、その都市だけで観光が完結することはなく、都市を含めた地域での観

光が取り上げられている。ＤＭＯと名称されている。弘前管内もその考え方で進めている旨の説明があった。

質疑⑧

　Ｐ13　にある「他科目との連動性の確保」は非常に難しい課題であると考えられますが具体的にどのよう

に連動していくのか。また、他教科との連携も考えているのか。

回答

　観光ビジネスに限らず、どの科目の授業でも他科目との連携が必要になること、一例として地域の魅力発

信のためには、情報系の科目の知識・技術が必要になるなど、他科目連携は欠かせないものであることが回

答された。

家庭科学科で、知的財産や商品開発などの分野に関わる授業を行う際には、商業科教員や講師派遣等で合同

授業などの対応が可能なのではないかと紹介された。

質疑⑨

　Ｐ13　全体感想の中で、「大きな失敗を・・・」とあるが、どのような失敗をしたのか。

回答

　グループで活動していたが、うまくまとめることができず、発表も出来なかった生徒の感想である。学習

成果として発表する機会を設けていたが、発表できなかった。賢すぎたために考えすぎてしまったことが要

因であるとの回答であった。

質疑⑩

　学習評価について。

回答

　現在は、学校設定科目として設定されている。今回までの学習評価は参考にならないと考えていたため資

料に掲載していない。新学習指導要領の３観点があるため、今後はこの３観点をもとに評価することになる

との説明がなされた。

質疑⑪

　マーケティングの知識の必要性について。

回答

　私は、価値を生み出すことがマーケティングであると考えている。そのためには、科学的なデータ・資料

をもとに思考することが必要となるが、生徒は活用できない。発想や視点は与えられるが、ビジネスにしよう、

実物を作成してみようとなると上手く活用できない場面が多々あった。データや資料を活用せず、生徒の感

覚だけで短絡的な思考になることが多くあり、マーケティングの考え方を用いる場面がなかった。

　新学習指導要領においても、マーケティング分野として観光ビジネスが設定されていると考えている。こ

の視点からもマーケティングの必要性を認識しているとの回答であった。

　

質疑応答終了

第２部　ワークショップ

　「マーケティングの視点から観光ビジネスに触れる」

【目的】

　　観光ビジネスは、マーケティング分野の上位科目と位置付けられ、マーケティングの考え方を踏まえて

　ビジネスを展開する力の育成に資する科目であると考えられる。次年度より開講される科目であり、各校

　教員も授業展開への不安感もあると想定されたため、今回の実習を企画した。

【内容】

　　実習：もしあなたが地域の観光マーケティング戦略の立案担当になったら

　　実習資料：実教出版発行　観光ビジネス　Ｐ88～91

【手順】

１　セグメンテーション

　　　顧客を具体的に絞り込むため、セグメンテーションを行う。「性別」「年代」などの人口動態変数で分け、

　　「都市規模」「交通アクセス」などの地理的変数を検討し、「趣味」「価値観」などの心理的変数を用いて、

　　市場を細分化する作業を行う。

２　ターゲティング

　　　セグメンテーションで用いた変数を使い、ターゲットを設定する。セグメント方針として一つに絞る

　　「集中型」と複数とする「差別型」のいずれかを選択し、具体的なターゲットを設定する。ターゲット

　　に有効なセグメントであるかを検討するため、「測定可能性」「利益可能性」「到達可能性」「実行可能性」

　　の４つの観点で有効性を確認する。

３　ポジショニング

　　　ターゲットに地域の観光地をイメージしてもらうためのポジショニングを

　　行う。ポジショニングマップを用いて、イメージの軸を決定する。競合地域

　　を挙げる。ポジショニングマップで自地域と競合地域の位置取りを検討する。

　　競合地域と差別化できる「空き地」を見つける。

４　地域にふさわしいペルソナを設定する（ペルソナマーケティング）

　　　上記１～３の手順で設定したターゲットをより具体化した「架空の人物像」を設定する作業である。

　　ペルソナを設定することで、より具体的な観光動機や観光行動を想定し、観光商品や企画開発などに活

　　かすことができる。条件としては、実際に地域を訪れる観光客のデータを活用する（根拠）ことであり、

　　個人の想像（イメージ）ではないということが求められる。

【まとめ】

　参加者を４グループに分けて、各勤務校の地域資源を発見し、対象（ペルソナ）を設定することを目標と

してワークショップを開催した。各班にファシリテーターとして専門委員を配置した。30分程度の時間設定

であったため、班ごとに進捗度が違い、設定した段階までの発表を行った。

　観光ビジネスは、観光の視点を持ち、地域資源の活用ができる生徒の育成に資する科目と位置付けられる。

ビジネス基礎、マーケティングと年度ごとに専門性を高めながら、観光ビジネスに取り組むことで体系的な

学びが実現される。今回の実習をとおして、授業展開のイメージをつかむことができたと考えられ、有用な

機会となった。
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１　学習指導要領改訂に伴う全商簿記検定の変更点について

 （１）改訂スケジュール

　　　　　

 （２）３級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

　　　●　複式簿記による記録・計算、整理を行い、資産、負債、純資産、収益、費用の基本的な概念及び   

　　　　貸借対照表と損益計算書の役割、構造を理解する。

　　　●　取引の仕訳から勘定の記入を経て、決算に至る簿記一巡の手続きができる。

　　　　▷教科書の範囲（実教出版　高校簿記）p２０４までの内容が出題

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　　　　　　　　

　　　　　繰越試算表　　　　　　　　

　　　 【追加項目】

　　　　　会計ソフトウェアの活用

　　③出題形式

　　　１　仕訳（４問）

　　　２　入金伝票・出金伝票・振替伝票の起票（２問）

　　　３　帳簿記入

　　　　　・仕訳帳の作成　（取引１２問程度、証票３問程度）

　　　　　・総勘定元帳への転記

　　　　　・売掛金（買掛金）元帳記入と締切

　　　　　・試算表の作成　※合計試算表（９６回）残高試算表（９５回）

　　　４　会計用語（英語表記含む）と計算

　　　５　決算の問題

　　　　　・決算整理事項（３つ）

　　　　　・勘定の記入と締切

　　　　　・Ｐ/ＬとＢ/Ｓの作成

 （３）２級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　     「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「簿記」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。

　　　●　株式会社の設立・開業、剰余金の処分、税金に関する記帳処理ができる

　　　　▷第９５回からは□６で出題されている

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　

　　　　　社債に関する論点

    ③出題形式

      １　仕訳の問題（３問） 

      ２　計算や用語（英語表記含む）、本支店に関する問題

      ３　伝票

　　　　　・仕訳集計表の作成と勘定記入

      ４　帳簿組織

　　　　　・総勘定元帳と補助簿の記入

      ５　決算の問題

　　　　　・Ｂ/ＳまたはＰ/Ｌの作成

　　　６　株式会社の問題

　　　　　・95 回、96 回とも仕訳で出題

 （４）１級（会計）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「財務会計Ⅰ」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】

　　　　割賦販売（回収基準、販売基準）　　

　　　　試用販売

　　　　未着商品売買

　　　　　　　連結財務諸表の作成

　　　　　　　委託販売（委託者側の処理）

　　③サンプル問題参考

　　　１　会計に関する語句の問題

　　　　 （従来の選択問題４つに英語表記の選択問題が２つ追加）

      ２　銀行勘定調整表、連結財務諸表の数字の穴埋め、財務諸表分析

      ３　決算の問題（追加論点も含みます）

      ４　仕訳（７問、追加論点も含みます）

    ※１の中に出てくる英語表記の問題については後程詳しく説明する。

    ※２で作表問題が増えたのに対して、３の決算の問題と４の仕訳のボリュームが減っていないため、問

      題量としては少し多めかと予想される。

 （５）１級（原価計算）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「原価計算」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】　　　　　　　　　　　　【追加論点】

　    　特になし　　　　　　　　　　　　　標準原価計算におけるシングルプラン

　　③サンプル問題

　　　１　計算問題

　　　２　総合原価計算

　　　３　個別原価計算の一連の流れ

　　　４　仕訳（５問）

　　※１計算問題が若干数増えているが、２総合原価計算と３個別原価計算の一連の流れのボリュームは変

　　　わっていない。

　　※４仕訳は１問減となっているため、全体のボリュームとしては変わらないのではないかと予想される。

 （６）２級・３級に出題されている英語表記について

　　学習指導要領より抜粋

　　　基本的な会計用語については、英語表記に慣れ親しむことができるように留意して指導する（簿記、

　　　財務会計Ⅰ・Ⅱに共通）

　　教科書に記載されている英語表記

　　　①簿記（実教出版　商業７０８）には４３語

　　　②財務会計Ⅰ（ＴＡＣ出版　商業７３１）には６８語

　　　③財務会計Ⅱ（実教出版　商業７４２）には３８語

 （７）95回・96回で出題された英語表記について

　　①３級

　　　　企業は経営活動をおこなうため、現金・商品・建物・備品などの財貨や、後日、一定金額を受け取

　　　る権利である売掛金・貸付金などの債権をもっている。このような企業の経営活動に必要な財貨や債

　　　権を資産といい、英語では（　　　）という。 

　　　　　　１．Liabilities 　　２．Assets 　　３．Net Assets

　　②２級

　　　　商品有高帳の記帳にあたり払出単価の計算について先入先出法を採用しているときに、物価が上昇

　　　し商品の仕入価格が高くなってくると、商品有高帳に記載される商品の次月繰越高は移動平均法を採

　　　用しているときと比べ大きくなる。 

　　　　問　下線部を英語表記にした場合にあてはまる語を選びなさい。 

　　　　　　１．balance sheet 

　　　　　　２．moving average method 

　　　　　　３．first-in first-out method

　　③１級会計のプレ問題に掲載されている英語表記

　　　●　次の財務諸表に関する用語の英語表記を、下記の語群の中から選び、その番号を記入しなさい。 

　　　　　　　ア．流動資産　　　イ．の れ ん 

　　　　　　　１．long-term debt 　　  ２．cost of goods sold 　　３．goodwill 　

　　　　　　　４．interest expense 　　５．depreciation 　　      ６．current assets 

　　　●　次の会計基準を表す、もっとも適切なものを下記の語群から選び、その番号を記入しなさい。

　　　　　　　ア． 国際財務報告基準 

　　　　　　　１．IFRS 　　２．IASB 　　３．ASBJ　　 ４．IASC 　　５．ROE

【会計分野研究委員会】

第２分科会　「全商検定の変更点及び簿記会計科目の評価について」

令和４年度 全国簿記教育研究協議 資料より

司会者　青森県立大湊高等学校　　教　諭　　藤　田　匡　寿

発表者　青森県立八戸商業高等学校　　教　諭　　田　中　純　恵

青森県立三沢商業高等学校　　教　諭　　棟　方　明日香

青森県立六ヶ所高等学校　　教　諭　　清　水　舞　子

記録者　青森県立青森商業高等学校　　教　諭　　吉　岡　香　織

青森県立三沢商業高等学校　　教　諭　　村　上　啓　子

２　会計分野の評価に関する内容について（グループ協議）

　資料：評価の観点について

　　　　 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        各学科に共通する各教科における評価規準の作成及び評価の実施等について

　資料：評価の観点について

         「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        主として専門学科 ( 職業教育を主とする専門学科 ) において開設される各教科における評価規準の     

　　　　作成及び評価の実施等について

 （１）会計分野（単元名　現金と預金）の評価に関する内容について（グループ協議）

　　　現金出納帳の記帳法について、理論と実務とを関連付けて理解するとともに、現金出納帳の記帳技術

　　を確実に身に付けることをねらいとしている。そこで、ワークシートを活用し、現金出納帳の記帳法に

　　ついて、訂正箇所と訂正理由を記述させることとした。さらに、月末時点の現金の帳簿残高を求めさせ

　　ることにより、現金の正確な取引と記帳を理解しているかを見取っている。実際の答案を見て、Ａ評価

　　に導くための指導法

　　を協議する。

　　　●指導法について協議する

　　　　・答案は３つあります。

　　　　・協議時間１５分程度です。

　　　　・協議内容はワークシートに記入してください。

　　　●協議内容を発表する

　　　　・１班２分程度で協議内容を発表してください。

　　　　　答案１：Ｂ評価

　　　　　答案２：Ｃ評価

　　　　　答案３：？評価

①Ａ班：答案１は、ほぼＡの評価でもよいのではないか。Ａに近いＢなのではないか。実務に照らし合わせ

　て訂正理由が書ければもっと良い。意味は分かっている。言い回しを変えるとＡの評価に近づくのではな

　いか。答案２は、そもそも現金勘定について理解できていないため、復習が必要である。理由のところは、

　現金と全く関係ないため、Ａに持っていくことは厳しいがＢに持っていくことに重点をおいて指導が必要

　である。答案３は、Ｂの評価でよいのではないか。訂正理由のところに、まだ、現金ではないからと書い

　ているが、ほぼ意味は分かっている。ただ、言葉足らずであり、現金の支出にはなっていないからとすれ

　ばよいのではないか。訂正箇所の二つ目、訂正箇所は20,000円というところは、40,000円ではなく

　20,000円という意見が出た。意味自体は分かっていると考える。

②Ｂ班：答案１の評価をＢとするのであれば、答案３も評価Ｂが妥当なのではないかということで結論付け

　た。答案１は評価Ｂだが、Ａ評価に導くためにはどうすればよいか話をしたが、指導する教員側の方でＡ

　評価に導くために何かアプローチをした方がよいのではないか。例えば、問題の訂正箇所の解答欄をわか

　りやすく変えてみる。答案３の評価がＢだが、相手に伝わる文章にする。例えば、まだ現金ではないと書

　いているが、この仕訳の意図は分かっている、理解しているというふうに推測されるため、相手に伝わる

　文章にするために、みんなでグループ討議し、伝わる文章にしてＡ評価に導いていくとよいのではないか。

　答案２評価Ｃは、仕訳がそもそもできていないのが読み取れるため、まずは現金出納帳の仕組み、書き方

　などを再確認し、次に現金として扱うものを再確認し、全て一つずつ分解し生徒にわかりやすく伝えて指

　導していくことで次の評価に上がっていく。それでもだめなら、昼休み補習も考え、そこまで組み込んで

　底上げをしていけばよいのではないか。実務として考えたときに、実際の企業は残高と実際有高を最後合

　わせて確認することも含めて、生徒に気付かせ摘要欄の記入の仕方を間違えにくくするように、教員側で

　アプローチや表現をしていけば、このようなミスがなくなるのではないかと考えた。

③Ｃ班：答案１はＡ。ＡとＢの評価の境界線が「実務に関連付けて理解している」かどうかだが、では実務

　とは何かというところだと思う。この現金出納帳の範囲からいうと実務とは何かは見いだせなかったが、

　答案１は理解できている。18日「商品の仕入れは買掛金だから現金という処理ではない」と読むことがで

　きる、更に訂正箇所も間違っていない。25日「郵便為替証書も現金となる」これも「簿記上」という言葉

　があるかないかというのは、１年生の表現のつたなさだからこれから指導していけばいいのではないかと

　思うため、答案１についてはＡではないかと思う。次に答案１をＡと考えると答案３はＢでも十分ではな

　いかと思う。18日の訂正理由「まだ現金ではない」という表現だが、これも考え方によっては、買掛金は

　いずれ現金流出につながるものであり、まだ現金流出はできていないのでこの処理になるのだとなると、

　かえってこちらの方が実務に即していると捉えることもできる。Ａでもよいのではないかと考えることも

　できるが、表現がつたないのでＢ。答案２はかなり表現がつたない。何もないところにすべて文章で書か

　せるのではなく、（　）をうまく使い、言葉を単語で入れさせながら表現させていくことを積み重ねてい

　くことが必要だと思う。

④Ｄ班：答案１と答案３はＢ。訂正箇所はしっかり理解できている。訂正理由を見ると、どちらも、掛けの

　仕入れで現金出納帳に書くものではないからということを、しっかり言葉として表現しきれていないため、

　Ｂの評価になると考える。答案２の評価Ｃについては、そもそも現金出納帳に書く書かないというところ

　がまだ理解できておらず、まず知識・技術がたりないので、その部分を教える指導が必要。答案１・３は

　仕訳はできると思うが、それを自分の言葉で表現できるのかというところが足りない部分である。授業の

　中でそれを説明する機会を与えることや、グループワークで考えさせる時間を与えることが必要になって

　くる。検定で点数を取るだけではなくしっかりと簿記の中身を理解させるためにはそのようなことが必要

　なのではないかと考える。

⑤Ｅ班：評価ＡとＢの違いが「実務に関連付けて理解している」かどうかのため、実務に即しているかどう

　かを読み取るしかない。これで実務に即しているかを読み取るのは難しいが、日々の取引は仕訳して転記

　するという流れであり、これをおさえているかどうか。問１の現金出納帳の残高欄が省略されているが、

　省略すると日々の取引の転記の流れが把握できず、模範解答の「現金実際有高が 30,000円多い」の気づ

　きに気づけないのではないか。よって、表を作成するための問題というよりは、仕訳がありすべての表に

　つながっていることを理解していることを求めたいのであれば答案１はＢ。Ａにするためには、問題の尋

　ね方をＡになれる生徒がＡになれるように問うということも大事だと思う。答案３は、知識・技術は身に

　ついているだろうが、実務に即した記載がないのでＢ。ＣをＡまでいきなり引き上げることは難しいため、

　先にＢの生徒達をＡまで指導して引き上げ、グループワークでＡの生徒をちりばめ、ＡとＣの生徒が同じ

　グループになるよう編成し、ＡがＣをＢまで引き上げるようなグループワークをし、それでも足りなければ、

　教員が指導すると良いと考える。

⑥発表者：この３つの答案でも考え方が様々あり、各学校の生徒の状況に応じて評価規準は設定すると思

　う。この取り組み内容をもとにして、各学校で評価の際は役立ててほしい。

 （２）定期考査などで、思考・判断・表現を評価するための問題を協議して作成する。

　　　●問題作成と評価規準を協議する

　　　　・科目は簿記とします。

　　　　・時間は２０分程度です。

　　　　・模造紙は自由に使ってください。

　　　　・余裕があれば評価の例なども記載してください。

　　　●作成した問題を共有する

　　　　・１班３分程度で協議内容等を発表してください。

①Ａ班：帳簿作成は知識・技術であるため、思考・判断・表現だけを見るとなると、例えば、日商の中によ

　く出てくる補助簿の選択が入るのではないか。定期考査で出題すると全部に〇を書いたりする生徒もいる

　と思うが、該当するところだけに入れるなどの注意書きを入れて、出題するのもいいのではないか。

②Ｂ班：思考・判断・表現を評価するための問題として、例として、固定資産の問題を出した。問１として、

　減価償却費の定率法と定額法の計算をさせる。問２として、定率法と定額法の特徴を答えさせる。これは

　知識・技術に分類されるのではないかと考え、その上で問３は、定率法と定額法に適している固定資産の

　勘定科目ではなく、具体例、例えばパソコンなどあてはまるものと理由を答えさせる問題を出す。これは

　思考・判断・表現を図る問題になるのではないか。評価の方法としては、Ｂの場合は、固定資産の場合は、

　具体例を挙げられて、理由が理論的であるか。Ａの場合は、具体例を挙げられて、理由が特徴と関連付け

　られるか、Ｃの場合は、具体例を挙げられない。この問題は耐用年数が５年となっているが、耐用年数が

　５年だったら固定資産として適切ではないと考えるので、問題としての年数は改善していく必要がある。

③Ｃ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題というのは、定期考査の性質上、難しいと思っ

　ているので出題しない。定期考査では知識技術を見とるところでとどめておくべきと思う。なぜかという

　と新学習指導要領では、思考力・判断力・表現力が定義され、その「処理・記帳法の妥当性と実務におけ

　る課題を見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対応している」力。そのような力・妥当性・課題はグルー

　プワークや授業の中で意見交換をして気づきながら、身につけていくものだと思う。そのために、問いと

　しては「現金に関する不正を防ぐためにはどのようにすればよいか」は出しやすい。複数人によるダブル

　チェックという答えが出てくれば十分だと思う。次に、「仕訳帳から総勘定元帳へ転記する時になぜ元丁

　欄や仕丁欄にページ数を記入するのか答えなさい」という問い。また、貸倒引当金は簿記会計の中でまだ

　起きていないのに費用計上・負債計上する。通常簿記指導というのは、事象が起きてからそれを記録・計

　算すると指導するにもかかわらず、これだけがまだ起きていないのに先に計上する。でもこれは実務にお

　ける課題で、いくら計上していいのか、一般原則で保守主義の原則があるのでそれが根拠となって妥当な

　のだというところまで導き出せる話し合いをしていくことが、まさに適した教材だと思う。今回、思考力・

　判断力・表現力の評価で、妥当性と実務における課題というところで非常に難しくなっているので、単純

　に考査では出題できないと思う。

④Ｄ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題は出題しない。表現力を評価するのは難しい。

　「次の仕訳となるような取引を連想し、問題文を作成しなさい。ただし、以下の語句をすべて使用すること。」

　という問い。途中経過をつっつくことは授業の中で考えさせてできるが、それを評価するのは、先生方に

　よって見方が分かれ、ある程度はできると思うが表現を点数にすることは難しい。しかし、指導と評価は

　一体化するべきで何らかの形でやるべきだと思う。

⑤Ｅ班：思考力・判断力・表現力を見とる上で、やはり記述で見とるべきだろうという意見が出た。知識・

　技術を踏まえたうえでどう思考・表現しているかを見とりたい。そのために訂正仕訳が良いのではないか。

　その仕訳の形を知識としっかりとおさえ、間違いを直す、表現ととらえると良いのではないか。教科書で

　は最後の方（決算Ⅲ）に出てくるが、決算の最初の方で教えればどの単元の仕訳をやってもこれをやれば

　表現は見とれるのではないか。定期考査で出題するならばそのような形しかないと思う。記述で出題すると、

　各クラスの指導方法によって生徒の記述に差が生まれるのではないかということで、記述で定期考査に出

　題することは難しいのではないか。また、費用収益を勉強した後に、先日８月９日に実施した会計の研修

　で小島先生が出してくれていた財務分析の資料について金額の増減を見て考える、簡単すぎるかもしれな

　いが、そういうものも思考・判断・表現になるのではないか。減価償却は費用だが現金支出しないという

　ところから、少し学習内容を戻り、費用とはどんなものかと問いかけることもよいのではないか。

３　アンケートについて

　　アンケートへのご協力をお願いします。→ https://forms.gle/ubJ96CiRZdgtELFFA

【移動項目３級から２級へ】

   手形に関する論点（受取・振出・引受・支払・裏書・割引）

   有価証券に関する論点（売買目的有価証券）

   固定資産に関する論点（売却）

   税金に関する論点

  （所得税・住民税・固定資産税・事業税・印紙税・消費税・法人税）

   帳簿に関する論点（受取手形記入帳・支払手形記入帳）

   追加元入れ、引き出し

   現金過不足の処理

   当座借越契約
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１　学習指導要領改訂に伴う全商簿記検定の変更点について

 （１）改訂スケジュール

　　　　　

 （２）３級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

　　　●　複式簿記による記録・計算、整理を行い、資産、負債、純資産、収益、費用の基本的な概念及び   

　　　　貸借対照表と損益計算書の役割、構造を理解する。

　　　●　取引の仕訳から勘定の記入を経て、決算に至る簿記一巡の手続きができる。

　　　　▷教科書の範囲（実教出版　高校簿記）p２０４までの内容が出題

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　　　　　　　　

　　　　　繰越試算表　　　　　　　　

　　　 【追加項目】

　　　　　会計ソフトウェアの活用

　　③出題形式

　　　１　仕訳（４問）

　　　２　入金伝票・出金伝票・振替伝票の起票（２問）

　　　３　帳簿記入

　　　　　・仕訳帳の作成　（取引１２問程度、証票３問程度）

　　　　　・総勘定元帳への転記

　　　　　・売掛金（買掛金）元帳記入と締切

　　　　　・試算表の作成　※合計試算表（９６回）残高試算表（９５回）

　　　４　会計用語（英語表記含む）と計算

　　　５　決算の問題

　　　　　・決算整理事項（３つ）

　　　　　・勘定の記入と締切

　　　　　・Ｐ/ＬとＢ/Ｓの作成

 （３）２級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　     「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「簿記」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。

　　　●　株式会社の設立・開業、剰余金の処分、税金に関する記帳処理ができる

　　　　▷第９５回からは□６で出題されている

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　

　　　　　社債に関する論点

    ③出題形式

      １　仕訳の問題（３問） 

      ２　計算や用語（英語表記含む）、本支店に関する問題

      ３　伝票

　　　　　・仕訳集計表の作成と勘定記入

      ４　帳簿組織

　　　　　・総勘定元帳と補助簿の記入

      ５　決算の問題

　　　　　・Ｂ/ＳまたはＰ/Ｌの作成

　　　６　株式会社の問題

　　　　　・95 回、96 回とも仕訳で出題

 （４）１級（会計）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「財務会計Ⅰ」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】

　　　　割賦販売（回収基準、販売基準）　　

　　　　試用販売

　　　　未着商品売買

　　　　　　　連結財務諸表の作成

　　　　　　　委託販売（委託者側の処理）

　　③サンプル問題参考

　　　１　会計に関する語句の問題

　　　　 （従来の選択問題４つに英語表記の選択問題が２つ追加）

      ２　銀行勘定調整表、連結財務諸表の数字の穴埋め、財務諸表分析

      ３　決算の問題（追加論点も含みます）

      ４　仕訳（７問、追加論点も含みます）

    ※１の中に出てくる英語表記の問題については後程詳しく説明する。

    ※２で作表問題が増えたのに対して、３の決算の問題と４の仕訳のボリュームが減っていないため、問

      題量としては少し多めかと予想される。

 （５）１級（原価計算）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「原価計算」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】　　　　　　　　　　　　【追加論点】

　    　特になし　　　　　　　　　　　　　標準原価計算におけるシングルプラン

　　③サンプル問題

　　　１　計算問題

　　　２　総合原価計算

　　　３　個別原価計算の一連の流れ

　　　４　仕訳（５問）

　　※１計算問題が若干数増えているが、２総合原価計算と３個別原価計算の一連の流れのボリュームは変

　　　わっていない。

　　※４仕訳は１問減となっているため、全体のボリュームとしては変わらないのではないかと予想される。

 （６）２級・３級に出題されている英語表記について

　　学習指導要領より抜粋

　　　基本的な会計用語については、英語表記に慣れ親しむことができるように留意して指導する（簿記、

　　　財務会計Ⅰ・Ⅱに共通）

　　教科書に記載されている英語表記

　　　①簿記（実教出版　商業７０８）には４３語

　　　②財務会計Ⅰ（ＴＡＣ出版　商業７３１）には６８語

　　　③財務会計Ⅱ（実教出版　商業７４２）には３８語

 （７）95回・96回で出題された英語表記について

　　①３級

　　　　企業は経営活動をおこなうため、現金・商品・建物・備品などの財貨や、後日、一定金額を受け取

　　　る権利である売掛金・貸付金などの債権をもっている。このような企業の経営活動に必要な財貨や債

　　　権を資産といい、英語では（　　　）という。 

　　　　　　１．Liabilities 　　２．Assets 　　３．Net Assets

　　②２級

　　　　商品有高帳の記帳にあたり払出単価の計算について先入先出法を採用しているときに、物価が上昇

　　　し商品の仕入価格が高くなってくると、商品有高帳に記載される商品の次月繰越高は移動平均法を採

　　　用しているときと比べ大きくなる。 

　　　　問　下線部を英語表記にした場合にあてはまる語を選びなさい。 

　　　　　　１．balance sheet 

　　　　　　２．moving average method 

　　　　　　３．first-in first-out method

　　③１級会計のプレ問題に掲載されている英語表記

　　　●　次の財務諸表に関する用語の英語表記を、下記の語群の中から選び、その番号を記入しなさい。 

　　　　　　　ア．流動資産　　　イ．の れ ん 

　　　　　　　１．long-term debt 　　  ２．cost of goods sold 　　３．goodwill 　

　　　　　　　４．interest expense 　　５．depreciation 　　      ６．current assets 

　　　●　次の会計基準を表す、もっとも適切なものを下記の語群から選び、その番号を記入しなさい。

　　　　　　　ア． 国際財務報告基準 

　　　　　　　１．IFRS 　　２．IASB 　　３．ASBJ　　 ４．IASC 　　５．ROE

令和４年度 全国簿記教育研究協議 資料より ２　会計分野の評価に関する内容について（グループ協議）

　資料：評価の観点について

　　　　 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        各学科に共通する各教科における評価規準の作成及び評価の実施等について

　資料：評価の観点について

         「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        主として専門学科 ( 職業教育を主とする専門学科 ) において開設される各教科における評価規準の     

　　　　作成及び評価の実施等について

 （１）会計分野（単元名　現金と預金）の評価に関する内容について（グループ協議）

　　　現金出納帳の記帳法について、理論と実務とを関連付けて理解するとともに、現金出納帳の記帳技術

　　を確実に身に付けることをねらいとしている。そこで、ワークシートを活用し、現金出納帳の記帳法に

　　ついて、訂正箇所と訂正理由を記述させることとした。さらに、月末時点の現金の帳簿残高を求めさせ

　　ることにより、現金の正確な取引と記帳を理解しているかを見取っている。実際の答案を見て、Ａ評価

　　に導くための指導法

　　を協議する。

　　　●指導法について協議する

　　　　・答案は３つあります。

　　　　・協議時間１５分程度です。

　　　　・協議内容はワークシートに記入してください。

　　　●協議内容を発表する

　　　　・１班２分程度で協議内容を発表してください。

　　　　　答案１：Ｂ評価

　　　　　答案２：Ｃ評価

　　　　　答案３：？評価

①Ａ班：答案１は、ほぼＡの評価でもよいのではないか。Ａに近いＢなのではないか。実務に照らし合わせ

　て訂正理由が書ければもっと良い。意味は分かっている。言い回しを変えるとＡの評価に近づくのではな

　いか。答案２は、そもそも現金勘定について理解できていないため、復習が必要である。理由のところは、

　現金と全く関係ないため、Ａに持っていくことは厳しいがＢに持っていくことに重点をおいて指導が必要

　である。答案３は、Ｂの評価でよいのではないか。訂正理由のところに、まだ、現金ではないからと書い

　ているが、ほぼ意味は分かっている。ただ、言葉足らずであり、現金の支出にはなっていないからとすれ

　ばよいのではないか。訂正箇所の二つ目、訂正箇所は20,000円というところは、40,000円ではなく

　20,000円という意見が出た。意味自体は分かっていると考える。

②Ｂ班：答案１の評価をＢとするのであれば、答案３も評価Ｂが妥当なのではないかということで結論付け

　た。答案１は評価Ｂだが、Ａ評価に導くためにはどうすればよいか話をしたが、指導する教員側の方でＡ

　評価に導くために何かアプローチをした方がよいのではないか。例えば、問題の訂正箇所の解答欄をわか

　りやすく変えてみる。答案３の評価がＢだが、相手に伝わる文章にする。例えば、まだ現金ではないと書

　いているが、この仕訳の意図は分かっている、理解しているというふうに推測されるため、相手に伝わる

　文章にするために、みんなでグループ討議し、伝わる文章にしてＡ評価に導いていくとよいのではないか。

　答案２評価Ｃは、仕訳がそもそもできていないのが読み取れるため、まずは現金出納帳の仕組み、書き方

　などを再確認し、次に現金として扱うものを再確認し、全て一つずつ分解し生徒にわかりやすく伝えて指

　導していくことで次の評価に上がっていく。それでもだめなら、昼休み補習も考え、そこまで組み込んで

　底上げをしていけばよいのではないか。実務として考えたときに、実際の企業は残高と実際有高を最後合

　わせて確認することも含めて、生徒に気付かせ摘要欄の記入の仕方を間違えにくくするように、教員側で

　アプローチや表現をしていけば、このようなミスがなくなるのではないかと考えた。

③Ｃ班：答案１はＡ。ＡとＢの評価の境界線が「実務に関連付けて理解している」かどうかだが、では実務

　とは何かというところだと思う。この現金出納帳の範囲からいうと実務とは何かは見いだせなかったが、

　答案１は理解できている。18日「商品の仕入れは買掛金だから現金という処理ではない」と読むことがで

　きる、更に訂正箇所も間違っていない。25日「郵便為替証書も現金となる」これも「簿記上」という言葉

　があるかないかというのは、１年生の表現のつたなさだからこれから指導していけばいいのではないかと

　思うため、答案１についてはＡではないかと思う。次に答案１をＡと考えると答案３はＢでも十分ではな

　いかと思う。18日の訂正理由「まだ現金ではない」という表現だが、これも考え方によっては、買掛金は

　いずれ現金流出につながるものであり、まだ現金流出はできていないのでこの処理になるのだとなると、

　かえってこちらの方が実務に即していると捉えることもできる。Ａでもよいのではないかと考えることも

　できるが、表現がつたないのでＢ。答案２はかなり表現がつたない。何もないところにすべて文章で書か

　せるのではなく、（　）をうまく使い、言葉を単語で入れさせながら表現させていくことを積み重ねてい

　くことが必要だと思う。

④Ｄ班：答案１と答案３はＢ。訂正箇所はしっかり理解できている。訂正理由を見ると、どちらも、掛けの

　仕入れで現金出納帳に書くものではないからということを、しっかり言葉として表現しきれていないため、

　Ｂの評価になると考える。答案２の評価Ｃについては、そもそも現金出納帳に書く書かないというところ

　がまだ理解できておらず、まず知識・技術がたりないので、その部分を教える指導が必要。答案１・３は

　仕訳はできると思うが、それを自分の言葉で表現できるのかというところが足りない部分である。授業の

　中でそれを説明する機会を与えることや、グループワークで考えさせる時間を与えることが必要になって

　くる。検定で点数を取るだけではなくしっかりと簿記の中身を理解させるためにはそのようなことが必要

　なのではないかと考える。

⑤Ｅ班：評価ＡとＢの違いが「実務に関連付けて理解している」かどうかのため、実務に即しているかどう

　かを読み取るしかない。これで実務に即しているかを読み取るのは難しいが、日々の取引は仕訳して転記

　するという流れであり、これをおさえているかどうか。問１の現金出納帳の残高欄が省略されているが、

　省略すると日々の取引の転記の流れが把握できず、模範解答の「現金実際有高が 30,000円多い」の気づ

　きに気づけないのではないか。よって、表を作成するための問題というよりは、仕訳がありすべての表に

　つながっていることを理解していることを求めたいのであれば答案１はＢ。Ａにするためには、問題の尋

　ね方をＡになれる生徒がＡになれるように問うということも大事だと思う。答案３は、知識・技術は身に

　ついているだろうが、実務に即した記載がないのでＢ。ＣをＡまでいきなり引き上げることは難しいため、

　先にＢの生徒達をＡまで指導して引き上げ、グループワークでＡの生徒をちりばめ、ＡとＣの生徒が同じ

　グループになるよう編成し、ＡがＣをＢまで引き上げるようなグループワークをし、それでも足りなければ、

　教員が指導すると良いと考える。

⑥発表者：この３つの答案でも考え方が様々あり、各学校の生徒の状況に応じて評価規準は設定すると思

　う。この取り組み内容をもとにして、各学校で評価の際は役立ててほしい。

 （２）定期考査などで、思考・判断・表現を評価するための問題を協議して作成する。

　　　●問題作成と評価規準を協議する

　　　　・科目は簿記とします。

　　　　・時間は２０分程度です。

　　　　・模造紙は自由に使ってください。

　　　　・余裕があれば評価の例なども記載してください。

　　　●作成した問題を共有する

　　　　・１班３分程度で協議内容等を発表してください。

①Ａ班：帳簿作成は知識・技術であるため、思考・判断・表現だけを見るとなると、例えば、日商の中によ

　く出てくる補助簿の選択が入るのではないか。定期考査で出題すると全部に〇を書いたりする生徒もいる

　と思うが、該当するところだけに入れるなどの注意書きを入れて、出題するのもいいのではないか。

②Ｂ班：思考・判断・表現を評価するための問題として、例として、固定資産の問題を出した。問１として、

　減価償却費の定率法と定額法の計算をさせる。問２として、定率法と定額法の特徴を答えさせる。これは

　知識・技術に分類されるのではないかと考え、その上で問３は、定率法と定額法に適している固定資産の

　勘定科目ではなく、具体例、例えばパソコンなどあてはまるものと理由を答えさせる問題を出す。これは

　思考・判断・表現を図る問題になるのではないか。評価の方法としては、Ｂの場合は、固定資産の場合は、

　具体例を挙げられて、理由が理論的であるか。Ａの場合は、具体例を挙げられて、理由が特徴と関連付け

　られるか、Ｃの場合は、具体例を挙げられない。この問題は耐用年数が５年となっているが、耐用年数が

　５年だったら固定資産として適切ではないと考えるので、問題としての年数は改善していく必要がある。

③Ｃ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題というのは、定期考査の性質上、難しいと思っ

　ているので出題しない。定期考査では知識技術を見とるところでとどめておくべきと思う。なぜかという

　と新学習指導要領では、思考力・判断力・表現力が定義され、その「処理・記帳法の妥当性と実務におけ

　る課題を見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対応している」力。そのような力・妥当性・課題はグルー

　プワークや授業の中で意見交換をして気づきながら、身につけていくものだと思う。そのために、問いと

　しては「現金に関する不正を防ぐためにはどのようにすればよいか」は出しやすい。複数人によるダブル

　チェックという答えが出てくれば十分だと思う。次に、「仕訳帳から総勘定元帳へ転記する時になぜ元丁

　欄や仕丁欄にページ数を記入するのか答えなさい」という問い。また、貸倒引当金は簿記会計の中でまだ

　起きていないのに費用計上・負債計上する。通常簿記指導というのは、事象が起きてからそれを記録・計

　算すると指導するにもかかわらず、これだけがまだ起きていないのに先に計上する。でもこれは実務にお

　ける課題で、いくら計上していいのか、一般原則で保守主義の原則があるのでそれが根拠となって妥当な

　のだというところまで導き出せる話し合いをしていくことが、まさに適した教材だと思う。今回、思考力・

　判断力・表現力の評価で、妥当性と実務における課題というところで非常に難しくなっているので、単純

　に考査では出題できないと思う。

④Ｄ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題は出題しない。表現力を評価するのは難しい。

　「次の仕訳となるような取引を連想し、問題文を作成しなさい。ただし、以下の語句をすべて使用すること。」

　という問い。途中経過をつっつくことは授業の中で考えさせてできるが、それを評価するのは、先生方に

　よって見方が分かれ、ある程度はできると思うが表現を点数にすることは難しい。しかし、指導と評価は

　一体化するべきで何らかの形でやるべきだと思う。

⑤Ｅ班：思考力・判断力・表現力を見とる上で、やはり記述で見とるべきだろうという意見が出た。知識・

　技術を踏まえたうえでどう思考・表現しているかを見とりたい。そのために訂正仕訳が良いのではないか。

　その仕訳の形を知識としっかりとおさえ、間違いを直す、表現ととらえると良いのではないか。教科書で

　は最後の方（決算Ⅲ）に出てくるが、決算の最初の方で教えればどの単元の仕訳をやってもこれをやれば

　表現は見とれるのではないか。定期考査で出題するならばそのような形しかないと思う。記述で出題すると、

　各クラスの指導方法によって生徒の記述に差が生まれるのではないかということで、記述で定期考査に出

　題することは難しいのではないか。また、費用収益を勉強した後に、先日８月９日に実施した会計の研修

　で小島先生が出してくれていた財務分析の資料について金額の増減を見て考える、簡単すぎるかもしれな

　いが、そういうものも思考・判断・表現になるのではないか。減価償却は費用だが現金支出しないという

　ところから、少し学習内容を戻り、費用とはどんなものかと問いかけることもよいのではないか。

３　アンケートについて

　　アンケートへのご協力をお願いします。→ https://forms.gle/ubJ96CiRZdgtELFFA

【追加項目】

　　スライド６の３級移動項目

　　クレジット取引

　　電子記録債権・債務

　　当期純損益の計上

　　消耗品の処理
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１　学習指導要領改訂に伴う全商簿記検定の変更点について

 （１）改訂スケジュール

　　　　　

 （２）３級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

　　　●　複式簿記による記録・計算、整理を行い、資産、負債、純資産、収益、費用の基本的な概念及び   

　　　　貸借対照表と損益計算書の役割、構造を理解する。

　　　●　取引の仕訳から勘定の記入を経て、決算に至る簿記一巡の手続きができる。

　　　　▷教科書の範囲（実教出版　高校簿記）p２０４までの内容が出題

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　　　　　　　　

　　　　　繰越試算表　　　　　　　　

　　　 【追加項目】

　　　　　会計ソフトウェアの活用

　　③出題形式

　　　１　仕訳（４問）

　　　２　入金伝票・出金伝票・振替伝票の起票（２問）

　　　３　帳簿記入

　　　　　・仕訳帳の作成　（取引１２問程度、証票３問程度）

　　　　　・総勘定元帳への転記

　　　　　・売掛金（買掛金）元帳記入と締切

　　　　　・試算表の作成　※合計試算表（９６回）残高試算表（９５回）

　　　４　会計用語（英語表記含む）と計算

　　　５　決算の問題

　　　　　・決算整理事項（３つ）

　　　　　・勘定の記入と締切

　　　　　・Ｐ/ＬとＢ/Ｓの作成

 （３）２級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　     「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「簿記」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。

　　　●　株式会社の設立・開業、剰余金の処分、税金に関する記帳処理ができる

　　　　▷第９５回からは□６で出題されている

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　

　　　　　社債に関する論点

    ③出題形式

      １　仕訳の問題（３問） 

      ２　計算や用語（英語表記含む）、本支店に関する問題

      ３　伝票

　　　　　・仕訳集計表の作成と勘定記入

      ４　帳簿組織

　　　　　・総勘定元帳と補助簿の記入

      ５　決算の問題

　　　　　・Ｂ/ＳまたはＰ/Ｌの作成

　　　６　株式会社の問題

　　　　　・95 回、96 回とも仕訳で出題

 （４）１級（会計）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「財務会計Ⅰ」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】

　　　　割賦販売（回収基準、販売基準）　　

　　　　試用販売

　　　　未着商品売買

　　　　　　　連結財務諸表の作成

　　　　　　　委託販売（委託者側の処理）

　　③サンプル問題参考

　　　１　会計に関する語句の問題

　　　　 （従来の選択問題４つに英語表記の選択問題が２つ追加）

      ２　銀行勘定調整表、連結財務諸表の数字の穴埋め、財務諸表分析

      ３　決算の問題（追加論点も含みます）

      ４　仕訳（７問、追加論点も含みます）

    ※１の中に出てくる英語表記の問題については後程詳しく説明する。

    ※２で作表問題が増えたのに対して、３の決算の問題と４の仕訳のボリュームが減っていないため、問

      題量としては少し多めかと予想される。

 （５）１級（原価計算）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「原価計算」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】　　　　　　　　　　　　【追加論点】

　    　特になし　　　　　　　　　　　　　標準原価計算におけるシングルプラン

　　③サンプル問題

　　　１　計算問題

　　　２　総合原価計算

　　　３　個別原価計算の一連の流れ

　　　４　仕訳（５問）

　　※１計算問題が若干数増えているが、２総合原価計算と３個別原価計算の一連の流れのボリュームは変

　　　わっていない。

　　※４仕訳は１問減となっているため、全体のボリュームとしては変わらないのではないかと予想される。

 （６）２級・３級に出題されている英語表記について

　　学習指導要領より抜粋

　　　基本的な会計用語については、英語表記に慣れ親しむことができるように留意して指導する（簿記、

　　　財務会計Ⅰ・Ⅱに共通）

　　教科書に記載されている英語表記

　　　①簿記（実教出版　商業７０８）には４３語

　　　②財務会計Ⅰ（ＴＡＣ出版　商業７３１）には６８語

　　　③財務会計Ⅱ（実教出版　商業７４２）には３８語

 （７）95回・96回で出題された英語表記について

　　①３級

　　　　企業は経営活動をおこなうため、現金・商品・建物・備品などの財貨や、後日、一定金額を受け取

　　　る権利である売掛金・貸付金などの債権をもっている。このような企業の経営活動に必要な財貨や債

　　　権を資産といい、英語では（　　　）という。 

　　　　　　１．Liabilities 　　２．Assets 　　３．Net Assets

　　②２級

　　　　商品有高帳の記帳にあたり払出単価の計算について先入先出法を採用しているときに、物価が上昇

　　　し商品の仕入価格が高くなってくると、商品有高帳に記載される商品の次月繰越高は移動平均法を採

　　　用しているときと比べ大きくなる。 

　　　　問　下線部を英語表記にした場合にあてはまる語を選びなさい。 

　　　　　　１．balance sheet 

　　　　　　２．moving average method 

　　　　　　３．first-in first-out method

　　③１級会計のプレ問題に掲載されている英語表記

　　　●　次の財務諸表に関する用語の英語表記を、下記の語群の中から選び、その番号を記入しなさい。 

　　　　　　　ア．流動資産　　　イ．の れ ん 

　　　　　　　１．long-term debt 　　  ２．cost of goods sold 　　３．goodwill 　

　　　　　　　４．interest expense 　　５．depreciation 　　      ６．current assets 

　　　●　次の会計基準を表す、もっとも適切なものを下記の語群から選び、その番号を記入しなさい。

　　　　　　　ア． 国際財務報告基準 

　　　　　　　１．IFRS 　　２．IASB 　　３．ASBJ　　 ４．IASC 　　５．ROE

令和４年度 全国簿記教育研究協議 資料より ２　会計分野の評価に関する内容について（グループ協議）

　資料：評価の観点について

　　　　 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        各学科に共通する各教科における評価規準の作成及び評価の実施等について

　資料：評価の観点について

         「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        主として専門学科 ( 職業教育を主とする専門学科 ) において開設される各教科における評価規準の     

　　　　作成及び評価の実施等について

 （１）会計分野（単元名　現金と預金）の評価に関する内容について（グループ協議）

　　　現金出納帳の記帳法について、理論と実務とを関連付けて理解するとともに、現金出納帳の記帳技術

　　を確実に身に付けることをねらいとしている。そこで、ワークシートを活用し、現金出納帳の記帳法に

　　ついて、訂正箇所と訂正理由を記述させることとした。さらに、月末時点の現金の帳簿残高を求めさせ

　　ることにより、現金の正確な取引と記帳を理解しているかを見取っている。実際の答案を見て、Ａ評価

　　に導くための指導法

　　を協議する。

　　　●指導法について協議する

　　　　・答案は３つあります。

　　　　・協議時間１５分程度です。

　　　　・協議内容はワークシートに記入してください。

　　　●協議内容を発表する

　　　　・１班２分程度で協議内容を発表してください。

　　　　　答案１：Ｂ評価

　　　　　答案２：Ｃ評価

　　　　　答案３：？評価

①Ａ班：答案１は、ほぼＡの評価でもよいのではないか。Ａに近いＢなのではないか。実務に照らし合わせ

　て訂正理由が書ければもっと良い。意味は分かっている。言い回しを変えるとＡの評価に近づくのではな

　いか。答案２は、そもそも現金勘定について理解できていないため、復習が必要である。理由のところは、

　現金と全く関係ないため、Ａに持っていくことは厳しいがＢに持っていくことに重点をおいて指導が必要

　である。答案３は、Ｂの評価でよいのではないか。訂正理由のところに、まだ、現金ではないからと書い

　ているが、ほぼ意味は分かっている。ただ、言葉足らずであり、現金の支出にはなっていないからとすれ

　ばよいのではないか。訂正箇所の二つ目、訂正箇所は20,000円というところは、40,000円ではなく

　20,000円という意見が出た。意味自体は分かっていると考える。

②Ｂ班：答案１の評価をＢとするのであれば、答案３も評価Ｂが妥当なのではないかということで結論付け

　た。答案１は評価Ｂだが、Ａ評価に導くためにはどうすればよいか話をしたが、指導する教員側の方でＡ

　評価に導くために何かアプローチをした方がよいのではないか。例えば、問題の訂正箇所の解答欄をわか

　りやすく変えてみる。答案３の評価がＢだが、相手に伝わる文章にする。例えば、まだ現金ではないと書

　いているが、この仕訳の意図は分かっている、理解しているというふうに推測されるため、相手に伝わる

　文章にするために、みんなでグループ討議し、伝わる文章にしてＡ評価に導いていくとよいのではないか。

　答案２評価Ｃは、仕訳がそもそもできていないのが読み取れるため、まずは現金出納帳の仕組み、書き方

　などを再確認し、次に現金として扱うものを再確認し、全て一つずつ分解し生徒にわかりやすく伝えて指

　導していくことで次の評価に上がっていく。それでもだめなら、昼休み補習も考え、そこまで組み込んで

　底上げをしていけばよいのではないか。実務として考えたときに、実際の企業は残高と実際有高を最後合

　わせて確認することも含めて、生徒に気付かせ摘要欄の記入の仕方を間違えにくくするように、教員側で

　アプローチや表現をしていけば、このようなミスがなくなるのではないかと考えた。

③Ｃ班：答案１はＡ。ＡとＢの評価の境界線が「実務に関連付けて理解している」かどうかだが、では実務

　とは何かというところだと思う。この現金出納帳の範囲からいうと実務とは何かは見いだせなかったが、

　答案１は理解できている。18日「商品の仕入れは買掛金だから現金という処理ではない」と読むことがで

　きる、更に訂正箇所も間違っていない。25日「郵便為替証書も現金となる」これも「簿記上」という言葉

　があるかないかというのは、１年生の表現のつたなさだからこれから指導していけばいいのではないかと

　思うため、答案１についてはＡではないかと思う。次に答案１をＡと考えると答案３はＢでも十分ではな

　いかと思う。18日の訂正理由「まだ現金ではない」という表現だが、これも考え方によっては、買掛金は

　いずれ現金流出につながるものであり、まだ現金流出はできていないのでこの処理になるのだとなると、

　かえってこちらの方が実務に即していると捉えることもできる。Ａでもよいのではないかと考えることも

　できるが、表現がつたないのでＢ。答案２はかなり表現がつたない。何もないところにすべて文章で書か

　せるのではなく、（　）をうまく使い、言葉を単語で入れさせながら表現させていくことを積み重ねてい

　くことが必要だと思う。

④Ｄ班：答案１と答案３はＢ。訂正箇所はしっかり理解できている。訂正理由を見ると、どちらも、掛けの

　仕入れで現金出納帳に書くものではないからということを、しっかり言葉として表現しきれていないため、

　Ｂの評価になると考える。答案２の評価Ｃについては、そもそも現金出納帳に書く書かないというところ

　がまだ理解できておらず、まず知識・技術がたりないので、その部分を教える指導が必要。答案１・３は

　仕訳はできると思うが、それを自分の言葉で表現できるのかというところが足りない部分である。授業の

　中でそれを説明する機会を与えることや、グループワークで考えさせる時間を与えることが必要になって

　くる。検定で点数を取るだけではなくしっかりと簿記の中身を理解させるためにはそのようなことが必要

　なのではないかと考える。

⑤Ｅ班：評価ＡとＢの違いが「実務に関連付けて理解している」かどうかのため、実務に即しているかどう

　かを読み取るしかない。これで実務に即しているかを読み取るのは難しいが、日々の取引は仕訳して転記

　するという流れであり、これをおさえているかどうか。問１の現金出納帳の残高欄が省略されているが、

　省略すると日々の取引の転記の流れが把握できず、模範解答の「現金実際有高が 30,000円多い」の気づ

　きに気づけないのではないか。よって、表を作成するための問題というよりは、仕訳がありすべての表に

　つながっていることを理解していることを求めたいのであれば答案１はＢ。Ａにするためには、問題の尋

　ね方をＡになれる生徒がＡになれるように問うということも大事だと思う。答案３は、知識・技術は身に

　ついているだろうが、実務に即した記載がないのでＢ。ＣをＡまでいきなり引き上げることは難しいため、

　先にＢの生徒達をＡまで指導して引き上げ、グループワークでＡの生徒をちりばめ、ＡとＣの生徒が同じ

　グループになるよう編成し、ＡがＣをＢまで引き上げるようなグループワークをし、それでも足りなければ、

　教員が指導すると良いと考える。

⑥発表者：この３つの答案でも考え方が様々あり、各学校の生徒の状況に応じて評価規準は設定すると思

　う。この取り組み内容をもとにして、各学校で評価の際は役立ててほしい。

 （２）定期考査などで、思考・判断・表現を評価するための問題を協議して作成する。

　　　●問題作成と評価規準を協議する

　　　　・科目は簿記とします。

　　　　・時間は２０分程度です。

　　　　・模造紙は自由に使ってください。

　　　　・余裕があれば評価の例なども記載してください。

　　　●作成した問題を共有する

　　　　・１班３分程度で協議内容等を発表してください。

①Ａ班：帳簿作成は知識・技術であるため、思考・判断・表現だけを見るとなると、例えば、日商の中によ

　く出てくる補助簿の選択が入るのではないか。定期考査で出題すると全部に〇を書いたりする生徒もいる

　と思うが、該当するところだけに入れるなどの注意書きを入れて、出題するのもいいのではないか。

②Ｂ班：思考・判断・表現を評価するための問題として、例として、固定資産の問題を出した。問１として、

　減価償却費の定率法と定額法の計算をさせる。問２として、定率法と定額法の特徴を答えさせる。これは

　知識・技術に分類されるのではないかと考え、その上で問３は、定率法と定額法に適している固定資産の

　勘定科目ではなく、具体例、例えばパソコンなどあてはまるものと理由を答えさせる問題を出す。これは

　思考・判断・表現を図る問題になるのではないか。評価の方法としては、Ｂの場合は、固定資産の場合は、

　具体例を挙げられて、理由が理論的であるか。Ａの場合は、具体例を挙げられて、理由が特徴と関連付け

　られるか、Ｃの場合は、具体例を挙げられない。この問題は耐用年数が５年となっているが、耐用年数が

　５年だったら固定資産として適切ではないと考えるので、問題としての年数は改善していく必要がある。

③Ｃ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題というのは、定期考査の性質上、難しいと思っ

　ているので出題しない。定期考査では知識技術を見とるところでとどめておくべきと思う。なぜかという

　と新学習指導要領では、思考力・判断力・表現力が定義され、その「処理・記帳法の妥当性と実務におけ

　る課題を見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対応している」力。そのような力・妥当性・課題はグルー

　プワークや授業の中で意見交換をして気づきながら、身につけていくものだと思う。そのために、問いと

　しては「現金に関する不正を防ぐためにはどのようにすればよいか」は出しやすい。複数人によるダブル

　チェックという答えが出てくれば十分だと思う。次に、「仕訳帳から総勘定元帳へ転記する時になぜ元丁

　欄や仕丁欄にページ数を記入するのか答えなさい」という問い。また、貸倒引当金は簿記会計の中でまだ

　起きていないのに費用計上・負債計上する。通常簿記指導というのは、事象が起きてからそれを記録・計

　算すると指導するにもかかわらず、これだけがまだ起きていないのに先に計上する。でもこれは実務にお

　ける課題で、いくら計上していいのか、一般原則で保守主義の原則があるのでそれが根拠となって妥当な

　のだというところまで導き出せる話し合いをしていくことが、まさに適した教材だと思う。今回、思考力・

　判断力・表現力の評価で、妥当性と実務における課題というところで非常に難しくなっているので、単純

　に考査では出題できないと思う。

④Ｄ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題は出題しない。表現力を評価するのは難しい。

　「次の仕訳となるような取引を連想し、問題文を作成しなさい。ただし、以下の語句をすべて使用すること。」

　という問い。途中経過をつっつくことは授業の中で考えさせてできるが、それを評価するのは、先生方に

　よって見方が分かれ、ある程度はできると思うが表現を点数にすることは難しい。しかし、指導と評価は

　一体化するべきで何らかの形でやるべきだと思う。

⑤Ｅ班：思考力・判断力・表現力を見とる上で、やはり記述で見とるべきだろうという意見が出た。知識・

　技術を踏まえたうえでどう思考・表現しているかを見とりたい。そのために訂正仕訳が良いのではないか。

　その仕訳の形を知識としっかりとおさえ、間違いを直す、表現ととらえると良いのではないか。教科書で

　は最後の方（決算Ⅲ）に出てくるが、決算の最初の方で教えればどの単元の仕訳をやってもこれをやれば

　表現は見とれるのではないか。定期考査で出題するならばそのような形しかないと思う。記述で出題すると、

　各クラスの指導方法によって生徒の記述に差が生まれるのではないかということで、記述で定期考査に出

　題することは難しいのではないか。また、費用収益を勉強した後に、先日８月９日に実施した会計の研修

　で小島先生が出してくれていた財務分析の資料について金額の増減を見て考える、簡単すぎるかもしれな

　いが、そういうものも思考・判断・表現になるのではないか。減価償却は費用だが現金支出しないという

　ところから、少し学習内容を戻り、費用とはどんなものかと問いかけることもよいのではないか。

３　アンケートについて

　　アンケートへのご協力をお願いします。→ https://forms.gle/ubJ96CiRZdgtELFFA

【追加論点】

　　銀行勘定調整表の作成

　　税効果会計に関する会計処理

　　サービス業会計

　　外貨建換算会計

　　工事契約

　　税効果を含む処理［決算］

　　契約資産・契約負債

　　リース取引における利息の計算［決算］

　　リース会計（借り手の処理）

　　外貨建金銭債権の評価［決算］

　　課税所得の計算
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１　学習指導要領改訂に伴う全商簿記検定の変更点について

 （１）改訂スケジュール

　　　　　

 （２）３級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

　　　●　複式簿記による記録・計算、整理を行い、資産、負債、純資産、収益、費用の基本的な概念及び   

　　　　貸借対照表と損益計算書の役割、構造を理解する。

　　　●　取引の仕訳から勘定の記入を経て、決算に至る簿記一巡の手続きができる。

　　　　▷教科書の範囲（実教出版　高校簿記）p２０４までの内容が出題

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　　　　　　　　

　　　　　繰越試算表　　　　　　　　

　　　 【追加項目】

　　　　　会計ソフトウェアの活用

　　③出題形式

　　　１　仕訳（４問）

　　　２　入金伝票・出金伝票・振替伝票の起票（２問）

　　　３　帳簿記入

　　　　　・仕訳帳の作成　（取引１２問程度、証票３問程度）

　　　　　・総勘定元帳への転記

　　　　　・売掛金（買掛金）元帳記入と締切

　　　　　・試算表の作成　※合計試算表（９６回）残高試算表（９５回）

　　　４　会計用語（英語表記含む）と計算

　　　５　決算の問題

　　　　　・決算整理事項（３つ）

　　　　　・勘定の記入と締切

　　　　　・Ｐ/ＬとＢ/Ｓの作成

 （３）２級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　     「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「簿記」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。

　　　●　株式会社の設立・開業、剰余金の処分、税金に関する記帳処理ができる

　　　　▷第９５回からは□６で出題されている

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　

　　　　　社債に関する論点

    ③出題形式

      １　仕訳の問題（３問） 

      ２　計算や用語（英語表記含む）、本支店に関する問題

      ３　伝票

　　　　　・仕訳集計表の作成と勘定記入

      ４　帳簿組織

　　　　　・総勘定元帳と補助簿の記入

      ５　決算の問題

　　　　　・Ｂ/ＳまたはＰ/Ｌの作成

　　　６　株式会社の問題

　　　　　・95 回、96 回とも仕訳で出題

 （４）１級（会計）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「財務会計Ⅰ」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】

　　　　割賦販売（回収基準、販売基準）　　

　　　　試用販売

　　　　未着商品売買

　　　　　　　連結財務諸表の作成

　　　　　　　委託販売（委託者側の処理）

　　③サンプル問題参考

　　　１　会計に関する語句の問題

　　　　 （従来の選択問題４つに英語表記の選択問題が２つ追加）

      ２　銀行勘定調整表、連結財務諸表の数字の穴埋め、財務諸表分析

      ３　決算の問題（追加論点も含みます）

      ４　仕訳（７問、追加論点も含みます）

    ※１の中に出てくる英語表記の問題については後程詳しく説明する。

    ※２で作表問題が増えたのに対して、３の決算の問題と４の仕訳のボリュームが減っていないため、問

      題量としては少し多めかと予想される。

 （５）１級（原価計算）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「原価計算」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】　　　　　　　　　　　　【追加論点】

　    　特になし　　　　　　　　　　　　　標準原価計算におけるシングルプラン

　　③サンプル問題

　　　１　計算問題

　　　２　総合原価計算

　　　３　個別原価計算の一連の流れ

　　　４　仕訳（５問）

　　※１計算問題が若干数増えているが、２総合原価計算と３個別原価計算の一連の流れのボリュームは変

　　　わっていない。

　　※４仕訳は１問減となっているため、全体のボリュームとしては変わらないのではないかと予想される。

 （６）２級・３級に出題されている英語表記について

　　学習指導要領より抜粋

　　　基本的な会計用語については、英語表記に慣れ親しむことができるように留意して指導する（簿記、

　　　財務会計Ⅰ・Ⅱに共通）

　　教科書に記載されている英語表記

　　　①簿記（実教出版　商業７０８）には４３語

　　　②財務会計Ⅰ（ＴＡＣ出版　商業７３１）には６８語

　　　③財務会計Ⅱ（実教出版　商業７４２）には３８語

 （７）95回・96回で出題された英語表記について

　　①３級

　　　　企業は経営活動をおこなうため、現金・商品・建物・備品などの財貨や、後日、一定金額を受け取

　　　る権利である売掛金・貸付金などの債権をもっている。このような企業の経営活動に必要な財貨や債

　　　権を資産といい、英語では（　　　）という。 

　　　　　　１．Liabilities 　　２．Assets 　　３．Net Assets

　　②２級

　　　　商品有高帳の記帳にあたり払出単価の計算について先入先出法を採用しているときに、物価が上昇

　　　し商品の仕入価格が高くなってくると、商品有高帳に記載される商品の次月繰越高は移動平均法を採

　　　用しているときと比べ大きくなる。 

　　　　問　下線部を英語表記にした場合にあてはまる語を選びなさい。 

　　　　　　１．balance sheet 

　　　　　　２．moving average method 

　　　　　　３．first-in first-out method

　　③１級会計のプレ問題に掲載されている英語表記

　　　●　次の財務諸表に関する用語の英語表記を、下記の語群の中から選び、その番号を記入しなさい。 

　　　　　　　ア．流動資産　　　イ．の れ ん 

　　　　　　　１．long-term debt 　　  ２．cost of goods sold 　　３．goodwill 　

　　　　　　　４．interest expense 　　５．depreciation 　　      ６．current assets 

　　　●　次の会計基準を表す、もっとも適切なものを下記の語群から選び、その番号を記入しなさい。

　　　　　　　ア． 国際財務報告基準 

　　　　　　　１．IFRS 　　２．IASB 　　３．ASBJ　　 ４．IASC 　　５．ROE

令和４年度 全国簿記教育研究協議 資料より ２　会計分野の評価に関する内容について（グループ協議）

　資料：評価の観点について

　　　　 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        各学科に共通する各教科における評価規準の作成及び評価の実施等について

　資料：評価の観点について

         「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        主として専門学科 ( 職業教育を主とする専門学科 ) において開設される各教科における評価規準の     

　　　　作成及び評価の実施等について

 （１）会計分野（単元名　現金と預金）の評価に関する内容について（グループ協議）

　　　現金出納帳の記帳法について、理論と実務とを関連付けて理解するとともに、現金出納帳の記帳技術

　　を確実に身に付けることをねらいとしている。そこで、ワークシートを活用し、現金出納帳の記帳法に

　　ついて、訂正箇所と訂正理由を記述させることとした。さらに、月末時点の現金の帳簿残高を求めさせ

　　ることにより、現金の正確な取引と記帳を理解しているかを見取っている。実際の答案を見て、Ａ評価

　　に導くための指導法

　　を協議する。

　　　●指導法について協議する

　　　　・答案は３つあります。

　　　　・協議時間１５分程度です。

　　　　・協議内容はワークシートに記入してください。

　　　●協議内容を発表する

　　　　・１班２分程度で協議内容を発表してください。

　　　　　答案１：Ｂ評価

　　　　　答案２：Ｃ評価

　　　　　答案３：？評価

①Ａ班：答案１は、ほぼＡの評価でもよいのではないか。Ａに近いＢなのではないか。実務に照らし合わせ

　て訂正理由が書ければもっと良い。意味は分かっている。言い回しを変えるとＡの評価に近づくのではな

　いか。答案２は、そもそも現金勘定について理解できていないため、復習が必要である。理由のところは、

　現金と全く関係ないため、Ａに持っていくことは厳しいがＢに持っていくことに重点をおいて指導が必要

　である。答案３は、Ｂの評価でよいのではないか。訂正理由のところに、まだ、現金ではないからと書い

　ているが、ほぼ意味は分かっている。ただ、言葉足らずであり、現金の支出にはなっていないからとすれ

　ばよいのではないか。訂正箇所の二つ目、訂正箇所は20,000円というところは、40,000円ではなく

　20,000円という意見が出た。意味自体は分かっていると考える。

②Ｂ班：答案１の評価をＢとするのであれば、答案３も評価Ｂが妥当なのではないかということで結論付け

　た。答案１は評価Ｂだが、Ａ評価に導くためにはどうすればよいか話をしたが、指導する教員側の方でＡ

　評価に導くために何かアプローチをした方がよいのではないか。例えば、問題の訂正箇所の解答欄をわか

　りやすく変えてみる。答案３の評価がＢだが、相手に伝わる文章にする。例えば、まだ現金ではないと書

　いているが、この仕訳の意図は分かっている、理解しているというふうに推測されるため、相手に伝わる

　文章にするために、みんなでグループ討議し、伝わる文章にしてＡ評価に導いていくとよいのではないか。

　答案２評価Ｃは、仕訳がそもそもできていないのが読み取れるため、まずは現金出納帳の仕組み、書き方

　などを再確認し、次に現金として扱うものを再確認し、全て一つずつ分解し生徒にわかりやすく伝えて指

　導していくことで次の評価に上がっていく。それでもだめなら、昼休み補習も考え、そこまで組み込んで

　底上げをしていけばよいのではないか。実務として考えたときに、実際の企業は残高と実際有高を最後合

　わせて確認することも含めて、生徒に気付かせ摘要欄の記入の仕方を間違えにくくするように、教員側で

　アプローチや表現をしていけば、このようなミスがなくなるのではないかと考えた。

③Ｃ班：答案１はＡ。ＡとＢの評価の境界線が「実務に関連付けて理解している」かどうかだが、では実務

　とは何かというところだと思う。この現金出納帳の範囲からいうと実務とは何かは見いだせなかったが、

　答案１は理解できている。18日「商品の仕入れは買掛金だから現金という処理ではない」と読むことがで

　きる、更に訂正箇所も間違っていない。25日「郵便為替証書も現金となる」これも「簿記上」という言葉

　があるかないかというのは、１年生の表現のつたなさだからこれから指導していけばいいのではないかと

　思うため、答案１についてはＡではないかと思う。次に答案１をＡと考えると答案３はＢでも十分ではな

　いかと思う。18日の訂正理由「まだ現金ではない」という表現だが、これも考え方によっては、買掛金は

　いずれ現金流出につながるものであり、まだ現金流出はできていないのでこの処理になるのだとなると、

　かえってこちらの方が実務に即していると捉えることもできる。Ａでもよいのではないかと考えることも

　できるが、表現がつたないのでＢ。答案２はかなり表現がつたない。何もないところにすべて文章で書か

　せるのではなく、（　）をうまく使い、言葉を単語で入れさせながら表現させていくことを積み重ねてい

　くことが必要だと思う。

④Ｄ班：答案１と答案３はＢ。訂正箇所はしっかり理解できている。訂正理由を見ると、どちらも、掛けの

　仕入れで現金出納帳に書くものではないからということを、しっかり言葉として表現しきれていないため、

　Ｂの評価になると考える。答案２の評価Ｃについては、そもそも現金出納帳に書く書かないというところ

　がまだ理解できておらず、まず知識・技術がたりないので、その部分を教える指導が必要。答案１・３は

　仕訳はできると思うが、それを自分の言葉で表現できるのかというところが足りない部分である。授業の

　中でそれを説明する機会を与えることや、グループワークで考えさせる時間を与えることが必要になって

　くる。検定で点数を取るだけではなくしっかりと簿記の中身を理解させるためにはそのようなことが必要

　なのではないかと考える。

⑤Ｅ班：評価ＡとＢの違いが「実務に関連付けて理解している」かどうかのため、実務に即しているかどう

　かを読み取るしかない。これで実務に即しているかを読み取るのは難しいが、日々の取引は仕訳して転記

　するという流れであり、これをおさえているかどうか。問１の現金出納帳の残高欄が省略されているが、

　省略すると日々の取引の転記の流れが把握できず、模範解答の「現金実際有高が 30,000円多い」の気づ

　きに気づけないのではないか。よって、表を作成するための問題というよりは、仕訳がありすべての表に

　つながっていることを理解していることを求めたいのであれば答案１はＢ。Ａにするためには、問題の尋

　ね方をＡになれる生徒がＡになれるように問うということも大事だと思う。答案３は、知識・技術は身に

　ついているだろうが、実務に即した記載がないのでＢ。ＣをＡまでいきなり引き上げることは難しいため、

　先にＢの生徒達をＡまで指導して引き上げ、グループワークでＡの生徒をちりばめ、ＡとＣの生徒が同じ

　グループになるよう編成し、ＡがＣをＢまで引き上げるようなグループワークをし、それでも足りなければ、

　教員が指導すると良いと考える。

⑥発表者：この３つの答案でも考え方が様々あり、各学校の生徒の状況に応じて評価規準は設定すると思

　う。この取り組み内容をもとにして、各学校で評価の際は役立ててほしい。

 （２）定期考査などで、思考・判断・表現を評価するための問題を協議して作成する。

　　　●問題作成と評価規準を協議する

　　　　・科目は簿記とします。

　　　　・時間は２０分程度です。

　　　　・模造紙は自由に使ってください。

　　　　・余裕があれば評価の例なども記載してください。

　　　●作成した問題を共有する

　　　　・１班３分程度で協議内容等を発表してください。

①Ａ班：帳簿作成は知識・技術であるため、思考・判断・表現だけを見るとなると、例えば、日商の中によ

　く出てくる補助簿の選択が入るのではないか。定期考査で出題すると全部に〇を書いたりする生徒もいる

　と思うが、該当するところだけに入れるなどの注意書きを入れて、出題するのもいいのではないか。

②Ｂ班：思考・判断・表現を評価するための問題として、例として、固定資産の問題を出した。問１として、

　減価償却費の定率法と定額法の計算をさせる。問２として、定率法と定額法の特徴を答えさせる。これは

　知識・技術に分類されるのではないかと考え、その上で問３は、定率法と定額法に適している固定資産の

　勘定科目ではなく、具体例、例えばパソコンなどあてはまるものと理由を答えさせる問題を出す。これは

　思考・判断・表現を図る問題になるのではないか。評価の方法としては、Ｂの場合は、固定資産の場合は、

　具体例を挙げられて、理由が理論的であるか。Ａの場合は、具体例を挙げられて、理由が特徴と関連付け

　られるか、Ｃの場合は、具体例を挙げられない。この問題は耐用年数が５年となっているが、耐用年数が

　５年だったら固定資産として適切ではないと考えるので、問題としての年数は改善していく必要がある。

③Ｃ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題というのは、定期考査の性質上、難しいと思っ

　ているので出題しない。定期考査では知識技術を見とるところでとどめておくべきと思う。なぜかという

　と新学習指導要領では、思考力・判断力・表現力が定義され、その「処理・記帳法の妥当性と実務におけ

　る課題を見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対応している」力。そのような力・妥当性・課題はグルー

　プワークや授業の中で意見交換をして気づきながら、身につけていくものだと思う。そのために、問いと

　しては「現金に関する不正を防ぐためにはどのようにすればよいか」は出しやすい。複数人によるダブル

　チェックという答えが出てくれば十分だと思う。次に、「仕訳帳から総勘定元帳へ転記する時になぜ元丁

　欄や仕丁欄にページ数を記入するのか答えなさい」という問い。また、貸倒引当金は簿記会計の中でまだ

　起きていないのに費用計上・負債計上する。通常簿記指導というのは、事象が起きてからそれを記録・計

　算すると指導するにもかかわらず、これだけがまだ起きていないのに先に計上する。でもこれは実務にお

　ける課題で、いくら計上していいのか、一般原則で保守主義の原則があるのでそれが根拠となって妥当な

　のだというところまで導き出せる話し合いをしていくことが、まさに適した教材だと思う。今回、思考力・

　判断力・表現力の評価で、妥当性と実務における課題というところで非常に難しくなっているので、単純

　に考査では出題できないと思う。

④Ｄ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題は出題しない。表現力を評価するのは難しい。

　「次の仕訳となるような取引を連想し、問題文を作成しなさい。ただし、以下の語句をすべて使用すること。」

　という問い。途中経過をつっつくことは授業の中で考えさせてできるが、それを評価するのは、先生方に

　よって見方が分かれ、ある程度はできると思うが表現を点数にすることは難しい。しかし、指導と評価は

　一体化するべきで何らかの形でやるべきだと思う。

⑤Ｅ班：思考力・判断力・表現力を見とる上で、やはり記述で見とるべきだろうという意見が出た。知識・

　技術を踏まえたうえでどう思考・表現しているかを見とりたい。そのために訂正仕訳が良いのではないか。

　その仕訳の形を知識としっかりとおさえ、間違いを直す、表現ととらえると良いのではないか。教科書で

　は最後の方（決算Ⅲ）に出てくるが、決算の最初の方で教えればどの単元の仕訳をやってもこれをやれば

　表現は見とれるのではないか。定期考査で出題するならばそのような形しかないと思う。記述で出題すると、

　各クラスの指導方法によって生徒の記述に差が生まれるのではないかということで、記述で定期考査に出

　題することは難しいのではないか。また、費用収益を勉強した後に、先日８月９日に実施した会計の研修

　で小島先生が出してくれていた財務分析の資料について金額の増減を見て考える、簡単すぎるかもしれな

　いが、そういうものも思考・判断・表現になるのではないか。減価償却は費用だが現金支出しないという

　ところから、少し学習内容を戻り、費用とはどんなものかと問いかけることもよいのではないか。

３　アンケートについて

　　アンケートへのご協力をお願いします。→ https://forms.gle/ubJ96CiRZdgtELFFA
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１　学習指導要領改訂に伴う全商簿記検定の変更点について

 （１）改訂スケジュール

　　　　　

 （２）３級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

　　　●　複式簿記による記録・計算、整理を行い、資産、負債、純資産、収益、費用の基本的な概念及び   

　　　　貸借対照表と損益計算書の役割、構造を理解する。

　　　●　取引の仕訳から勘定の記入を経て、決算に至る簿記一巡の手続きができる。

　　　　▷教科書の範囲（実教出版　高校簿記）p２０４までの内容が出題

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　　　　　　　　

　　　　　繰越試算表　　　　　　　　

　　　 【追加項目】

　　　　　会計ソフトウェアの活用

　　③出題形式

　　　１　仕訳（４問）

　　　２　入金伝票・出金伝票・振替伝票の起票（２問）

　　　３　帳簿記入

　　　　　・仕訳帳の作成　（取引１２問程度、証票３問程度）

　　　　　・総勘定元帳への転記

　　　　　・売掛金（買掛金）元帳記入と締切

　　　　　・試算表の作成　※合計試算表（９６回）残高試算表（９５回）

　　　４　会計用語（英語表記含む）と計算

　　　５　決算の問題

　　　　　・決算整理事項（３つ）

　　　　　・勘定の記入と締切

　　　　　・Ｐ/ＬとＢ/Ｓの作成

 （３）２級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　     「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「簿記」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。

　　　●　株式会社の設立・開業、剰余金の処分、税金に関する記帳処理ができる

　　　　▷第９５回からは□６で出題されている

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　

　　　　　社債に関する論点

    ③出題形式

      １　仕訳の問題（３問） 

      ２　計算や用語（英語表記含む）、本支店に関する問題

      ３　伝票

　　　　　・仕訳集計表の作成と勘定記入

      ４　帳簿組織

　　　　　・総勘定元帳と補助簿の記入

      ５　決算の問題

　　　　　・Ｂ/ＳまたはＰ/Ｌの作成

　　　６　株式会社の問題

　　　　　・95 回、96 回とも仕訳で出題

 （４）１級（会計）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「財務会計Ⅰ」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】

　　　　割賦販売（回収基準、販売基準）　　

　　　　試用販売

　　　　未着商品売買

　　　　　　　連結財務諸表の作成

　　　　　　　委託販売（委託者側の処理）

　　③サンプル問題参考

　　　１　会計に関する語句の問題

　　　　 （従来の選択問題４つに英語表記の選択問題が２つ追加）

      ２　銀行勘定調整表、連結財務諸表の数字の穴埋め、財務諸表分析

      ３　決算の問題（追加論点も含みます）

      ４　仕訳（７問、追加論点も含みます）

    ※１の中に出てくる英語表記の問題については後程詳しく説明する。

    ※２で作表問題が増えたのに対して、３の決算の問題と４の仕訳のボリュームが減っていないため、問

      題量としては少し多めかと予想される。

 （５）１級（原価計算）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「原価計算」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】　　　　　　　　　　　　【追加論点】

　    　特になし　　　　　　　　　　　　　標準原価計算におけるシングルプラン

　　③サンプル問題

　　　１　計算問題

　　　２　総合原価計算

　　　３　個別原価計算の一連の流れ

　　　４　仕訳（５問）

　　※１計算問題が若干数増えているが、２総合原価計算と３個別原価計算の一連の流れのボリュームは変

　　　わっていない。

　　※４仕訳は１問減となっているため、全体のボリュームとしては変わらないのではないかと予想される。

 （６）２級・３級に出題されている英語表記について

　　学習指導要領より抜粋

　　　基本的な会計用語については、英語表記に慣れ親しむことができるように留意して指導する（簿記、

　　　財務会計Ⅰ・Ⅱに共通）

　　教科書に記載されている英語表記

　　　①簿記（実教出版　商業７０８）には４３語

　　　②財務会計Ⅰ（ＴＡＣ出版　商業７３１）には６８語

　　　③財務会計Ⅱ（実教出版　商業７４２）には３８語

 （７）95回・96回で出題された英語表記について

　　①３級

　　　　企業は経営活動をおこなうため、現金・商品・建物・備品などの財貨や、後日、一定金額を受け取

　　　る権利である売掛金・貸付金などの債権をもっている。このような企業の経営活動に必要な財貨や債

　　　権を資産といい、英語では（　　　）という。 

　　　　　　１．Liabilities 　　２．Assets 　　３．Net Assets

　　②２級

　　　　商品有高帳の記帳にあたり払出単価の計算について先入先出法を採用しているときに、物価が上昇

　　　し商品の仕入価格が高くなってくると、商品有高帳に記載される商品の次月繰越高は移動平均法を採

　　　用しているときと比べ大きくなる。 

　　　　問　下線部を英語表記にした場合にあてはまる語を選びなさい。 

　　　　　　１．balance sheet 

　　　　　　２．moving average method 

　　　　　　３．first-in first-out method

　　③１級会計のプレ問題に掲載されている英語表記

　　　●　次の財務諸表に関する用語の英語表記を、下記の語群の中から選び、その番号を記入しなさい。 

　　　　　　　ア．流動資産　　　イ．の れ ん 

　　　　　　　１．long-term debt 　　  ２．cost of goods sold 　　３．goodwill 　

　　　　　　　４．interest expense 　　５．depreciation 　　      ６．current assets 

　　　●　次の会計基準を表す、もっとも適切なものを下記の語群から選び、その番号を記入しなさい。

　　　　　　　ア． 国際財務報告基準 

　　　　　　　１．IFRS 　　２．IASB 　　３．ASBJ　　 ４．IASC 　　５．ROE

令和４年度 全国簿記教育研究協議 資料より ２　会計分野の評価に関する内容について（グループ協議）

　資料：評価の観点について

　　　　 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        各学科に共通する各教科における評価規準の作成及び評価の実施等について

　資料：評価の観点について

         「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        主として専門学科 ( 職業教育を主とする専門学科 ) において開設される各教科における評価規準の     

　　　　作成及び評価の実施等について

 （１）会計分野（単元名　現金と預金）の評価に関する内容について（グループ協議）

　　　現金出納帳の記帳法について、理論と実務とを関連付けて理解するとともに、現金出納帳の記帳技術

　　を確実に身に付けることをねらいとしている。そこで、ワークシートを活用し、現金出納帳の記帳法に

　　ついて、訂正箇所と訂正理由を記述させることとした。さらに、月末時点の現金の帳簿残高を求めさせ

　　ることにより、現金の正確な取引と記帳を理解しているかを見取っている。実際の答案を見て、Ａ評価

　　に導くための指導法

　　を協議する。

　　　●指導法について協議する

　　　　・答案は３つあります。

　　　　・協議時間１５分程度です。

　　　　・協議内容はワークシートに記入してください。

　　　●協議内容を発表する

　　　　・１班２分程度で協議内容を発表してください。

　　　　　答案１：Ｂ評価

　　　　　答案２：Ｃ評価

　　　　　答案３：？評価

①Ａ班：答案１は、ほぼＡの評価でもよいのではないか。Ａに近いＢなのではないか。実務に照らし合わせ

　て訂正理由が書ければもっと良い。意味は分かっている。言い回しを変えるとＡの評価に近づくのではな

　いか。答案２は、そもそも現金勘定について理解できていないため、復習が必要である。理由のところは、

　現金と全く関係ないため、Ａに持っていくことは厳しいがＢに持っていくことに重点をおいて指導が必要

　である。答案３は、Ｂの評価でよいのではないか。訂正理由のところに、まだ、現金ではないからと書い

　ているが、ほぼ意味は分かっている。ただ、言葉足らずであり、現金の支出にはなっていないからとすれ

　ばよいのではないか。訂正箇所の二つ目、訂正箇所は20,000円というところは、40,000円ではなく

　20,000円という意見が出た。意味自体は分かっていると考える。

②Ｂ班：答案１の評価をＢとするのであれば、答案３も評価Ｂが妥当なのではないかということで結論付け

　た。答案１は評価Ｂだが、Ａ評価に導くためにはどうすればよいか話をしたが、指導する教員側の方でＡ

　評価に導くために何かアプローチをした方がよいのではないか。例えば、問題の訂正箇所の解答欄をわか

　りやすく変えてみる。答案３の評価がＢだが、相手に伝わる文章にする。例えば、まだ現金ではないと書

　いているが、この仕訳の意図は分かっている、理解しているというふうに推測されるため、相手に伝わる

　文章にするために、みんなでグループ討議し、伝わる文章にしてＡ評価に導いていくとよいのではないか。

　答案２評価Ｃは、仕訳がそもそもできていないのが読み取れるため、まずは現金出納帳の仕組み、書き方

　などを再確認し、次に現金として扱うものを再確認し、全て一つずつ分解し生徒にわかりやすく伝えて指

　導していくことで次の評価に上がっていく。それでもだめなら、昼休み補習も考え、そこまで組み込んで

　底上げをしていけばよいのではないか。実務として考えたときに、実際の企業は残高と実際有高を最後合

　わせて確認することも含めて、生徒に気付かせ摘要欄の記入の仕方を間違えにくくするように、教員側で

　アプローチや表現をしていけば、このようなミスがなくなるのではないかと考えた。

③Ｃ班：答案１はＡ。ＡとＢの評価の境界線が「実務に関連付けて理解している」かどうかだが、では実務

　とは何かというところだと思う。この現金出納帳の範囲からいうと実務とは何かは見いだせなかったが、

　答案１は理解できている。18日「商品の仕入れは買掛金だから現金という処理ではない」と読むことがで

　きる、更に訂正箇所も間違っていない。25日「郵便為替証書も現金となる」これも「簿記上」という言葉

　があるかないかというのは、１年生の表現のつたなさだからこれから指導していけばいいのではないかと

　思うため、答案１についてはＡではないかと思う。次に答案１をＡと考えると答案３はＢでも十分ではな

　いかと思う。18日の訂正理由「まだ現金ではない」という表現だが、これも考え方によっては、買掛金は

　いずれ現金流出につながるものであり、まだ現金流出はできていないのでこの処理になるのだとなると、

　かえってこちらの方が実務に即していると捉えることもできる。Ａでもよいのではないかと考えることも

　できるが、表現がつたないのでＢ。答案２はかなり表現がつたない。何もないところにすべて文章で書か

　せるのではなく、（　）をうまく使い、言葉を単語で入れさせながら表現させていくことを積み重ねてい

　くことが必要だと思う。

④Ｄ班：答案１と答案３はＢ。訂正箇所はしっかり理解できている。訂正理由を見ると、どちらも、掛けの

　仕入れで現金出納帳に書くものではないからということを、しっかり言葉として表現しきれていないため、

　Ｂの評価になると考える。答案２の評価Ｃについては、そもそも現金出納帳に書く書かないというところ

　がまだ理解できておらず、まず知識・技術がたりないので、その部分を教える指導が必要。答案１・３は

　仕訳はできると思うが、それを自分の言葉で表現できるのかというところが足りない部分である。授業の

　中でそれを説明する機会を与えることや、グループワークで考えさせる時間を与えることが必要になって

　くる。検定で点数を取るだけではなくしっかりと簿記の中身を理解させるためにはそのようなことが必要

　なのではないかと考える。

⑤Ｅ班：評価ＡとＢの違いが「実務に関連付けて理解している」かどうかのため、実務に即しているかどう

　かを読み取るしかない。これで実務に即しているかを読み取るのは難しいが、日々の取引は仕訳して転記

　するという流れであり、これをおさえているかどうか。問１の現金出納帳の残高欄が省略されているが、

　省略すると日々の取引の転記の流れが把握できず、模範解答の「現金実際有高が 30,000円多い」の気づ

　きに気づけないのではないか。よって、表を作成するための問題というよりは、仕訳がありすべての表に

　つながっていることを理解していることを求めたいのであれば答案１はＢ。Ａにするためには、問題の尋

　ね方をＡになれる生徒がＡになれるように問うということも大事だと思う。答案３は、知識・技術は身に

　ついているだろうが、実務に即した記載がないのでＢ。ＣをＡまでいきなり引き上げることは難しいため、

　先にＢの生徒達をＡまで指導して引き上げ、グループワークでＡの生徒をちりばめ、ＡとＣの生徒が同じ

　グループになるよう編成し、ＡがＣをＢまで引き上げるようなグループワークをし、それでも足りなければ、

　教員が指導すると良いと考える。

⑥発表者：この３つの答案でも考え方が様々あり、各学校の生徒の状況に応じて評価規準は設定すると思

　う。この取り組み内容をもとにして、各学校で評価の際は役立ててほしい。

 （２）定期考査などで、思考・判断・表現を評価するための問題を協議して作成する。

　　　●問題作成と評価規準を協議する

　　　　・科目は簿記とします。

　　　　・時間は２０分程度です。

　　　　・模造紙は自由に使ってください。

　　　　・余裕があれば評価の例なども記載してください。

　　　●作成した問題を共有する

　　　　・１班３分程度で協議内容等を発表してください。

①Ａ班：帳簿作成は知識・技術であるため、思考・判断・表現だけを見るとなると、例えば、日商の中によ

　く出てくる補助簿の選択が入るのではないか。定期考査で出題すると全部に〇を書いたりする生徒もいる

　と思うが、該当するところだけに入れるなどの注意書きを入れて、出題するのもいいのではないか。

②Ｂ班：思考・判断・表現を評価するための問題として、例として、固定資産の問題を出した。問１として、

　減価償却費の定率法と定額法の計算をさせる。問２として、定率法と定額法の特徴を答えさせる。これは

　知識・技術に分類されるのではないかと考え、その上で問３は、定率法と定額法に適している固定資産の

　勘定科目ではなく、具体例、例えばパソコンなどあてはまるものと理由を答えさせる問題を出す。これは

　思考・判断・表現を図る問題になるのではないか。評価の方法としては、Ｂの場合は、固定資産の場合は、

　具体例を挙げられて、理由が理論的であるか。Ａの場合は、具体例を挙げられて、理由が特徴と関連付け

　られるか、Ｃの場合は、具体例を挙げられない。この問題は耐用年数が５年となっているが、耐用年数が

　５年だったら固定資産として適切ではないと考えるので、問題としての年数は改善していく必要がある。

③Ｃ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題というのは、定期考査の性質上、難しいと思っ

　ているので出題しない。定期考査では知識技術を見とるところでとどめておくべきと思う。なぜかという

　と新学習指導要領では、思考力・判断力・表現力が定義され、その「処理・記帳法の妥当性と実務におけ

　る課題を見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対応している」力。そのような力・妥当性・課題はグルー

　プワークや授業の中で意見交換をして気づきながら、身につけていくものだと思う。そのために、問いと

　しては「現金に関する不正を防ぐためにはどのようにすればよいか」は出しやすい。複数人によるダブル

　チェックという答えが出てくれば十分だと思う。次に、「仕訳帳から総勘定元帳へ転記する時になぜ元丁

　欄や仕丁欄にページ数を記入するのか答えなさい」という問い。また、貸倒引当金は簿記会計の中でまだ

　起きていないのに費用計上・負債計上する。通常簿記指導というのは、事象が起きてからそれを記録・計

　算すると指導するにもかかわらず、これだけがまだ起きていないのに先に計上する。でもこれは実務にお

　ける課題で、いくら計上していいのか、一般原則で保守主義の原則があるのでそれが根拠となって妥当な

　のだというところまで導き出せる話し合いをしていくことが、まさに適した教材だと思う。今回、思考力・

　判断力・表現力の評価で、妥当性と実務における課題というところで非常に難しくなっているので、単純

　に考査では出題できないと思う。

④Ｄ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題は出題しない。表現力を評価するのは難しい。

　「次の仕訳となるような取引を連想し、問題文を作成しなさい。ただし、以下の語句をすべて使用すること。」

　という問い。途中経過をつっつくことは授業の中で考えさせてできるが、それを評価するのは、先生方に

　よって見方が分かれ、ある程度はできると思うが表現を点数にすることは難しい。しかし、指導と評価は

　一体化するべきで何らかの形でやるべきだと思う。

⑤Ｅ班：思考力・判断力・表現力を見とる上で、やはり記述で見とるべきだろうという意見が出た。知識・

　技術を踏まえたうえでどう思考・表現しているかを見とりたい。そのために訂正仕訳が良いのではないか。

　その仕訳の形を知識としっかりとおさえ、間違いを直す、表現ととらえると良いのではないか。教科書で

　は最後の方（決算Ⅲ）に出てくるが、決算の最初の方で教えればどの単元の仕訳をやってもこれをやれば

　表現は見とれるのではないか。定期考査で出題するならばそのような形しかないと思う。記述で出題すると、

　各クラスの指導方法によって生徒の記述に差が生まれるのではないかということで、記述で定期考査に出

　題することは難しいのではないか。また、費用収益を勉強した後に、先日８月９日に実施した会計の研修

　で小島先生が出してくれていた財務分析の資料について金額の増減を見て考える、簡単すぎるかもしれな

　いが、そういうものも思考・判断・表現になるのではないか。減価償却は費用だが現金支出しないという

　ところから、少し学習内容を戻り、費用とはどんなものかと問いかけることもよいのではないか。

３　アンケートについて

　　アンケートへのご協力をお願いします。→ https://forms.gle/ubJ96CiRZdgtELFFA
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１　学習指導要領改訂に伴う全商簿記検定の変更点について

 （１）改訂スケジュール

　　　　　

 （２）３級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

　　　●　複式簿記による記録・計算、整理を行い、資産、負債、純資産、収益、費用の基本的な概念及び   

　　　　貸借対照表と損益計算書の役割、構造を理解する。

　　　●　取引の仕訳から勘定の記入を経て、決算に至る簿記一巡の手続きができる。

　　　　▷教科書の範囲（実教出版　高校簿記）p２０４までの内容が出題

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　　　　　　　　

　　　　　繰越試算表　　　　　　　　

　　　 【追加項目】

　　　　　会計ソフトウェアの活用

　　③出題形式

　　　１　仕訳（４問）

　　　２　入金伝票・出金伝票・振替伝票の起票（２問）

　　　３　帳簿記入

　　　　　・仕訳帳の作成　（取引１２問程度、証票３問程度）

　　　　　・総勘定元帳への転記

　　　　　・売掛金（買掛金）元帳記入と締切

　　　　　・試算表の作成　※合計試算表（９６回）残高試算表（９５回）

　　　４　会計用語（英語表記含む）と計算

　　　５　決算の問題

　　　　　・決算整理事項（３つ）

　　　　　・勘定の記入と締切

　　　　　・Ｐ/ＬとＢ/Ｓの作成

 （３）２級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　     「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「簿記」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。

　　　●　株式会社の設立・開業、剰余金の処分、税金に関する記帳処理ができる

　　　　▷第９５回からは□６で出題されている

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　

　　　　　社債に関する論点

    ③出題形式

      １　仕訳の問題（３問） 

      ２　計算や用語（英語表記含む）、本支店に関する問題

      ３　伝票

　　　　　・仕訳集計表の作成と勘定記入

      ４　帳簿組織

　　　　　・総勘定元帳と補助簿の記入

      ５　決算の問題

　　　　　・Ｂ/ＳまたはＰ/Ｌの作成

　　　６　株式会社の問題

　　　　　・95 回、96 回とも仕訳で出題

 （４）１級（会計）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「財務会計Ⅰ」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】

　　　　割賦販売（回収基準、販売基準）　　

　　　　試用販売

　　　　未着商品売買

　　　　　　　連結財務諸表の作成

　　　　　　　委託販売（委託者側の処理）

　　③サンプル問題参考

　　　１　会計に関する語句の問題

　　　　 （従来の選択問題４つに英語表記の選択問題が２つ追加）

      ２　銀行勘定調整表、連結財務諸表の数字の穴埋め、財務諸表分析

      ３　決算の問題（追加論点も含みます）

      ４　仕訳（７問、追加論点も含みます）

    ※１の中に出てくる英語表記の問題については後程詳しく説明する。

    ※２で作表問題が増えたのに対して、３の決算の問題と４の仕訳のボリュームが減っていないため、問

      題量としては少し多めかと予想される。

 （５）１級（原価計算）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「原価計算」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】　　　　　　　　　　　　【追加論点】

　    　特になし　　　　　　　　　　　　　標準原価計算におけるシングルプラン

　　③サンプル問題

　　　１　計算問題

　　　２　総合原価計算

　　　３　個別原価計算の一連の流れ

　　　４　仕訳（５問）

　　※１計算問題が若干数増えているが、２総合原価計算と３個別原価計算の一連の流れのボリュームは変

　　　わっていない。

　　※４仕訳は１問減となっているため、全体のボリュームとしては変わらないのではないかと予想される。

 （６）２級・３級に出題されている英語表記について

　　学習指導要領より抜粋

　　　基本的な会計用語については、英語表記に慣れ親しむことができるように留意して指導する（簿記、

　　　財務会計Ⅰ・Ⅱに共通）

　　教科書に記載されている英語表記

　　　①簿記（実教出版　商業７０８）には４３語

　　　②財務会計Ⅰ（ＴＡＣ出版　商業７３１）には６８語

　　　③財務会計Ⅱ（実教出版　商業７４２）には３８語

 （７）95回・96回で出題された英語表記について

　　①３級

　　　　企業は経営活動をおこなうため、現金・商品・建物・備品などの財貨や、後日、一定金額を受け取

　　　る権利である売掛金・貸付金などの債権をもっている。このような企業の経営活動に必要な財貨や債

　　　権を資産といい、英語では（　　　）という。 

　　　　　　１．Liabilities 　　２．Assets 　　３．Net Assets

　　②２級

　　　　商品有高帳の記帳にあたり払出単価の計算について先入先出法を採用しているときに、物価が上昇

　　　し商品の仕入価格が高くなってくると、商品有高帳に記載される商品の次月繰越高は移動平均法を採

　　　用しているときと比べ大きくなる。 

　　　　問　下線部を英語表記にした場合にあてはまる語を選びなさい。 

　　　　　　１．balance sheet 

　　　　　　２．moving average method 

　　　　　　３．first-in first-out method

　　③１級会計のプレ問題に掲載されている英語表記

　　　●　次の財務諸表に関する用語の英語表記を、下記の語群の中から選び、その番号を記入しなさい。 

　　　　　　　ア．流動資産　　　イ．の れ ん 

　　　　　　　１．long-term debt 　　  ２．cost of goods sold 　　３．goodwill 　

　　　　　　　４．interest expense 　　５．depreciation 　　      ６．current assets 

　　　●　次の会計基準を表す、もっとも適切なものを下記の語群から選び、その番号を記入しなさい。

　　　　　　　ア． 国際財務報告基準 

　　　　　　　１．IFRS 　　２．IASB 　　３．ASBJ　　 ４．IASC 　　５．ROE

令和４年度 全国簿記教育研究協議 資料より ２　会計分野の評価に関する内容について（グループ協議）

　資料：評価の観点について

　　　　 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        各学科に共通する各教科における評価規準の作成及び評価の実施等について

　資料：評価の観点について

         「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        主として専門学科 ( 職業教育を主とする専門学科 ) において開設される各教科における評価規準の     

　　　　作成及び評価の実施等について

 （１）会計分野（単元名　現金と預金）の評価に関する内容について（グループ協議）

　　　現金出納帳の記帳法について、理論と実務とを関連付けて理解するとともに、現金出納帳の記帳技術

　　を確実に身に付けることをねらいとしている。そこで、ワークシートを活用し、現金出納帳の記帳法に

　　ついて、訂正箇所と訂正理由を記述させることとした。さらに、月末時点の現金の帳簿残高を求めさせ

　　ることにより、現金の正確な取引と記帳を理解しているかを見取っている。実際の答案を見て、Ａ評価

　　に導くための指導法

　　を協議する。

　　　●指導法について協議する

　　　　・答案は３つあります。

　　　　・協議時間１５分程度です。

　　　　・協議内容はワークシートに記入してください。

　　　●協議内容を発表する

　　　　・１班２分程度で協議内容を発表してください。

　　　　　答案１：Ｂ評価

　　　　　答案２：Ｃ評価

　　　　　答案３：？評価

①Ａ班：答案１は、ほぼＡの評価でもよいのではないか。Ａに近いＢなのではないか。実務に照らし合わせ

　て訂正理由が書ければもっと良い。意味は分かっている。言い回しを変えるとＡの評価に近づくのではな

　いか。答案２は、そもそも現金勘定について理解できていないため、復習が必要である。理由のところは、

　現金と全く関係ないため、Ａに持っていくことは厳しいがＢに持っていくことに重点をおいて指導が必要

　である。答案３は、Ｂの評価でよいのではないか。訂正理由のところに、まだ、現金ではないからと書い

　ているが、ほぼ意味は分かっている。ただ、言葉足らずであり、現金の支出にはなっていないからとすれ

　ばよいのではないか。訂正箇所の二つ目、訂正箇所は20,000円というところは、40,000円ではなく

　20,000円という意見が出た。意味自体は分かっていると考える。

②Ｂ班：答案１の評価をＢとするのであれば、答案３も評価Ｂが妥当なのではないかということで結論付け

　た。答案１は評価Ｂだが、Ａ評価に導くためにはどうすればよいか話をしたが、指導する教員側の方でＡ

　評価に導くために何かアプローチをした方がよいのではないか。例えば、問題の訂正箇所の解答欄をわか

　りやすく変えてみる。答案３の評価がＢだが、相手に伝わる文章にする。例えば、まだ現金ではないと書

　いているが、この仕訳の意図は分かっている、理解しているというふうに推測されるため、相手に伝わる

　文章にするために、みんなでグループ討議し、伝わる文章にしてＡ評価に導いていくとよいのではないか。

　答案２評価Ｃは、仕訳がそもそもできていないのが読み取れるため、まずは現金出納帳の仕組み、書き方

　などを再確認し、次に現金として扱うものを再確認し、全て一つずつ分解し生徒にわかりやすく伝えて指

　導していくことで次の評価に上がっていく。それでもだめなら、昼休み補習も考え、そこまで組み込んで

　底上げをしていけばよいのではないか。実務として考えたときに、実際の企業は残高と実際有高を最後合

　わせて確認することも含めて、生徒に気付かせ摘要欄の記入の仕方を間違えにくくするように、教員側で

　アプローチや表現をしていけば、このようなミスがなくなるのではないかと考えた。

③Ｃ班：答案１はＡ。ＡとＢの評価の境界線が「実務に関連付けて理解している」かどうかだが、では実務

　とは何かというところだと思う。この現金出納帳の範囲からいうと実務とは何かは見いだせなかったが、

　答案１は理解できている。18日「商品の仕入れは買掛金だから現金という処理ではない」と読むことがで

　きる、更に訂正箇所も間違っていない。25日「郵便為替証書も現金となる」これも「簿記上」という言葉

　があるかないかというのは、１年生の表現のつたなさだからこれから指導していけばいいのではないかと

　思うため、答案１についてはＡではないかと思う。次に答案１をＡと考えると答案３はＢでも十分ではな

　いかと思う。18日の訂正理由「まだ現金ではない」という表現だが、これも考え方によっては、買掛金は

　いずれ現金流出につながるものであり、まだ現金流出はできていないのでこの処理になるのだとなると、

　かえってこちらの方が実務に即していると捉えることもできる。Ａでもよいのではないかと考えることも

　できるが、表現がつたないのでＢ。答案２はかなり表現がつたない。何もないところにすべて文章で書か

　せるのではなく、（　）をうまく使い、言葉を単語で入れさせながら表現させていくことを積み重ねてい

　くことが必要だと思う。

④Ｄ班：答案１と答案３はＢ。訂正箇所はしっかり理解できている。訂正理由を見ると、どちらも、掛けの

　仕入れで現金出納帳に書くものではないからということを、しっかり言葉として表現しきれていないため、

　Ｂの評価になると考える。答案２の評価Ｃについては、そもそも現金出納帳に書く書かないというところ

　がまだ理解できておらず、まず知識・技術がたりないので、その部分を教える指導が必要。答案１・３は

　仕訳はできると思うが、それを自分の言葉で表現できるのかというところが足りない部分である。授業の

　中でそれを説明する機会を与えることや、グループワークで考えさせる時間を与えることが必要になって

　くる。検定で点数を取るだけではなくしっかりと簿記の中身を理解させるためにはそのようなことが必要

　なのではないかと考える。

⑤Ｅ班：評価ＡとＢの違いが「実務に関連付けて理解している」かどうかのため、実務に即しているかどう

　かを読み取るしかない。これで実務に即しているかを読み取るのは難しいが、日々の取引は仕訳して転記

　するという流れであり、これをおさえているかどうか。問１の現金出納帳の残高欄が省略されているが、

　省略すると日々の取引の転記の流れが把握できず、模範解答の「現金実際有高が 30,000円多い」の気づ

　きに気づけないのではないか。よって、表を作成するための問題というよりは、仕訳がありすべての表に

　つながっていることを理解していることを求めたいのであれば答案１はＢ。Ａにするためには、問題の尋

　ね方をＡになれる生徒がＡになれるように問うということも大事だと思う。答案３は、知識・技術は身に

　ついているだろうが、実務に即した記載がないのでＢ。ＣをＡまでいきなり引き上げることは難しいため、

　先にＢの生徒達をＡまで指導して引き上げ、グループワークでＡの生徒をちりばめ、ＡとＣの生徒が同じ

　グループになるよう編成し、ＡがＣをＢまで引き上げるようなグループワークをし、それでも足りなければ、

　教員が指導すると良いと考える。

⑥発表者：この３つの答案でも考え方が様々あり、各学校の生徒の状況に応じて評価規準は設定すると思

　う。この取り組み内容をもとにして、各学校で評価の際は役立ててほしい。

 （２）定期考査などで、思考・判断・表現を評価するための問題を協議して作成する。

　　　●問題作成と評価規準を協議する

　　　　・科目は簿記とします。

　　　　・時間は２０分程度です。

　　　　・模造紙は自由に使ってください。

　　　　・余裕があれば評価の例なども記載してください。

　　　●作成した問題を共有する

　　　　・１班３分程度で協議内容等を発表してください。

①Ａ班：帳簿作成は知識・技術であるため、思考・判断・表現だけを見るとなると、例えば、日商の中によ

　く出てくる補助簿の選択が入るのではないか。定期考査で出題すると全部に〇を書いたりする生徒もいる

　と思うが、該当するところだけに入れるなどの注意書きを入れて、出題するのもいいのではないか。

②Ｂ班：思考・判断・表現を評価するための問題として、例として、固定資産の問題を出した。問１として、

　減価償却費の定率法と定額法の計算をさせる。問２として、定率法と定額法の特徴を答えさせる。これは

　知識・技術に分類されるのではないかと考え、その上で問３は、定率法と定額法に適している固定資産の

　勘定科目ではなく、具体例、例えばパソコンなどあてはまるものと理由を答えさせる問題を出す。これは

　思考・判断・表現を図る問題になるのではないか。評価の方法としては、Ｂの場合は、固定資産の場合は、

　具体例を挙げられて、理由が理論的であるか。Ａの場合は、具体例を挙げられて、理由が特徴と関連付け

　られるか、Ｃの場合は、具体例を挙げられない。この問題は耐用年数が５年となっているが、耐用年数が

　５年だったら固定資産として適切ではないと考えるので、問題としての年数は改善していく必要がある。

③Ｃ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題というのは、定期考査の性質上、難しいと思っ

　ているので出題しない。定期考査では知識技術を見とるところでとどめておくべきと思う。なぜかという

　と新学習指導要領では、思考力・判断力・表現力が定義され、その「処理・記帳法の妥当性と実務におけ

　る課題を見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対応している」力。そのような力・妥当性・課題はグルー

　プワークや授業の中で意見交換をして気づきながら、身につけていくものだと思う。そのために、問いと

　しては「現金に関する不正を防ぐためにはどのようにすればよいか」は出しやすい。複数人によるダブル

　チェックという答えが出てくれば十分だと思う。次に、「仕訳帳から総勘定元帳へ転記する時になぜ元丁

　欄や仕丁欄にページ数を記入するのか答えなさい」という問い。また、貸倒引当金は簿記会計の中でまだ

　起きていないのに費用計上・負債計上する。通常簿記指導というのは、事象が起きてからそれを記録・計

　算すると指導するにもかかわらず、これだけがまだ起きていないのに先に計上する。でもこれは実務にお

　ける課題で、いくら計上していいのか、一般原則で保守主義の原則があるのでそれが根拠となって妥当な

　のだというところまで導き出せる話し合いをしていくことが、まさに適した教材だと思う。今回、思考力・

　判断力・表現力の評価で、妥当性と実務における課題というところで非常に難しくなっているので、単純

　に考査では出題できないと思う。

④Ｄ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題は出題しない。表現力を評価するのは難しい。

　「次の仕訳となるような取引を連想し、問題文を作成しなさい。ただし、以下の語句をすべて使用すること。」

　という問い。途中経過をつっつくことは授業の中で考えさせてできるが、それを評価するのは、先生方に

　よって見方が分かれ、ある程度はできると思うが表現を点数にすることは難しい。しかし、指導と評価は

　一体化するべきで何らかの形でやるべきだと思う。

⑤Ｅ班：思考力・判断力・表現力を見とる上で、やはり記述で見とるべきだろうという意見が出た。知識・

　技術を踏まえたうえでどう思考・表現しているかを見とりたい。そのために訂正仕訳が良いのではないか。

　その仕訳の形を知識としっかりとおさえ、間違いを直す、表現ととらえると良いのではないか。教科書で

　は最後の方（決算Ⅲ）に出てくるが、決算の最初の方で教えればどの単元の仕訳をやってもこれをやれば

　表現は見とれるのではないか。定期考査で出題するならばそのような形しかないと思う。記述で出題すると、

　各クラスの指導方法によって生徒の記述に差が生まれるのではないかということで、記述で定期考査に出

　題することは難しいのではないか。また、費用収益を勉強した後に、先日８月９日に実施した会計の研修

　で小島先生が出してくれていた財務分析の資料について金額の増減を見て考える、簡単すぎるかもしれな

　いが、そういうものも思考・判断・表現になるのではないか。減価償却は費用だが現金支出しないという

　ところから、少し学習内容を戻り、費用とはどんなものかと問いかけることもよいのではないか。

３　アンケートについて

　　アンケートへのご協力をお願いします。→ https://forms.gle/ubJ96CiRZdgtELFFA
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１　学習指導要領改訂に伴う全商簿記検定の変更点について

 （１）改訂スケジュール

　　　　　

 （２）３級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

　　　●　複式簿記による記録・計算、整理を行い、資産、負債、純資産、収益、費用の基本的な概念及び   

　　　　貸借対照表と損益計算書の役割、構造を理解する。

　　　●　取引の仕訳から勘定の記入を経て、決算に至る簿記一巡の手続きができる。

　　　　▷教科書の範囲（実教出版　高校簿記）p２０４までの内容が出題

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　　　　　　　　

　　　　　繰越試算表　　　　　　　　

　　　 【追加項目】

　　　　　会計ソフトウェアの活用

　　③出題形式

　　　１　仕訳（４問）

　　　２　入金伝票・出金伝票・振替伝票の起票（２問）

　　　３　帳簿記入

　　　　　・仕訳帳の作成　（取引１２問程度、証票３問程度）

　　　　　・総勘定元帳への転記

　　　　　・売掛金（買掛金）元帳記入と締切

　　　　　・試算表の作成　※合計試算表（９６回）残高試算表（９５回）

　　　４　会計用語（英語表記含む）と計算

　　　５　決算の問題

　　　　　・決算整理事項（３つ）

　　　　　・勘定の記入と締切

　　　　　・Ｐ/ＬとＢ/Ｓの作成

 （３）２級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　     「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「簿記」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。

　　　●　株式会社の設立・開業、剰余金の処分、税金に関する記帳処理ができる

　　　　▷第９５回からは□６で出題されている

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　

　　　　　社債に関する論点

    ③出題形式

      １　仕訳の問題（３問） 

      ２　計算や用語（英語表記含む）、本支店に関する問題

      ３　伝票

　　　　　・仕訳集計表の作成と勘定記入

      ４　帳簿組織

　　　　　・総勘定元帳と補助簿の記入

      ５　決算の問題

　　　　　・Ｂ/ＳまたはＰ/Ｌの作成

　　　６　株式会社の問題

　　　　　・95 回、96 回とも仕訳で出題

 （４）１級（会計）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「財務会計Ⅰ」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】

　　　　割賦販売（回収基準、販売基準）　　

　　　　試用販売

　　　　未着商品売買

　　　　　　　連結財務諸表の作成

　　　　　　　委託販売（委託者側の処理）

　　③サンプル問題参考

　　　１　会計に関する語句の問題

　　　　 （従来の選択問題４つに英語表記の選択問題が２つ追加）

      ２　銀行勘定調整表、連結財務諸表の数字の穴埋め、財務諸表分析

      ３　決算の問題（追加論点も含みます）

      ４　仕訳（７問、追加論点も含みます）

    ※１の中に出てくる英語表記の問題については後程詳しく説明する。

    ※２で作表問題が増えたのに対して、３の決算の問題と４の仕訳のボリュームが減っていないため、問

      題量としては少し多めかと予想される。

 （５）１級（原価計算）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「原価計算」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】　　　　　　　　　　　　【追加論点】

　    　特になし　　　　　　　　　　　　　標準原価計算におけるシングルプラン

　　③サンプル問題

　　　１　計算問題

　　　２　総合原価計算

　　　３　個別原価計算の一連の流れ

　　　４　仕訳（５問）

　　※１計算問題が若干数増えているが、２総合原価計算と３個別原価計算の一連の流れのボリュームは変

　　　わっていない。

　　※４仕訳は１問減となっているため、全体のボリュームとしては変わらないのではないかと予想される。

 （６）２級・３級に出題されている英語表記について

　　学習指導要領より抜粋

　　　基本的な会計用語については、英語表記に慣れ親しむことができるように留意して指導する（簿記、

　　　財務会計Ⅰ・Ⅱに共通）

　　教科書に記載されている英語表記

　　　①簿記（実教出版　商業７０８）には４３語

　　　②財務会計Ⅰ（ＴＡＣ出版　商業７３１）には６８語

　　　③財務会計Ⅱ（実教出版　商業７４２）には３８語

 （７）95回・96回で出題された英語表記について

　　①３級

　　　　企業は経営活動をおこなうため、現金・商品・建物・備品などの財貨や、後日、一定金額を受け取

　　　る権利である売掛金・貸付金などの債権をもっている。このような企業の経営活動に必要な財貨や債

　　　権を資産といい、英語では（　　　）という。 

　　　　　　１．Liabilities 　　２．Assets 　　３．Net Assets

　　②２級

　　　　商品有高帳の記帳にあたり払出単価の計算について先入先出法を採用しているときに、物価が上昇

　　　し商品の仕入価格が高くなってくると、商品有高帳に記載される商品の次月繰越高は移動平均法を採

　　　用しているときと比べ大きくなる。 

　　　　問　下線部を英語表記にした場合にあてはまる語を選びなさい。 

　　　　　　１．balance sheet 

　　　　　　２．moving average method 

　　　　　　３．first-in first-out method

　　③１級会計のプレ問題に掲載されている英語表記

　　　●　次の財務諸表に関する用語の英語表記を、下記の語群の中から選び、その番号を記入しなさい。 

　　　　　　　ア．流動資産　　　イ．の れ ん 

　　　　　　　１．long-term debt 　　  ２．cost of goods sold 　　３．goodwill 　

　　　　　　　４．interest expense 　　５．depreciation 　　      ６．current assets 

　　　●　次の会計基準を表す、もっとも適切なものを下記の語群から選び、その番号を記入しなさい。

　　　　　　　ア． 国際財務報告基準 

　　　　　　　１．IFRS 　　２．IASB 　　３．ASBJ　　 ４．IASC 　　５．ROE

令和４年度 全国簿記教育研究協議 資料より ２　会計分野の評価に関する内容について（グループ協議）

　資料：評価の観点について

　　　　 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        各学科に共通する各教科における評価規準の作成及び評価の実施等について

　資料：評価の観点について

         「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        主として専門学科 ( 職業教育を主とする専門学科 ) において開設される各教科における評価規準の     

　　　　作成及び評価の実施等について

 （１）会計分野（単元名　現金と預金）の評価に関する内容について（グループ協議）

　　　現金出納帳の記帳法について、理論と実務とを関連付けて理解するとともに、現金出納帳の記帳技術

　　を確実に身に付けることをねらいとしている。そこで、ワークシートを活用し、現金出納帳の記帳法に

　　ついて、訂正箇所と訂正理由を記述させることとした。さらに、月末時点の現金の帳簿残高を求めさせ

　　ることにより、現金の正確な取引と記帳を理解しているかを見取っている。実際の答案を見て、Ａ評価

　　に導くための指導法

　　を協議する。

　　　●指導法について協議する

　　　　・答案は３つあります。

　　　　・協議時間１５分程度です。

　　　　・協議内容はワークシートに記入してください。

　　　●協議内容を発表する

　　　　・１班２分程度で協議内容を発表してください。

　　　　　答案１：Ｂ評価

　　　　　答案２：Ｃ評価

　　　　　答案３：？評価

①Ａ班：答案１は、ほぼＡの評価でもよいのではないか。Ａに近いＢなのではないか。実務に照らし合わせ

　て訂正理由が書ければもっと良い。意味は分かっている。言い回しを変えるとＡの評価に近づくのではな

　いか。答案２は、そもそも現金勘定について理解できていないため、復習が必要である。理由のところは、

　現金と全く関係ないため、Ａに持っていくことは厳しいがＢに持っていくことに重点をおいて指導が必要

　である。答案３は、Ｂの評価でよいのではないか。訂正理由のところに、まだ、現金ではないからと書い

　ているが、ほぼ意味は分かっている。ただ、言葉足らずであり、現金の支出にはなっていないからとすれ

　ばよいのではないか。訂正箇所の二つ目、訂正箇所は20,000円というところは、40,000円ではなく

　20,000円という意見が出た。意味自体は分かっていると考える。

②Ｂ班：答案１の評価をＢとするのであれば、答案３も評価Ｂが妥当なのではないかということで結論付け

　た。答案１は評価Ｂだが、Ａ評価に導くためにはどうすればよいか話をしたが、指導する教員側の方でＡ

　評価に導くために何かアプローチをした方がよいのではないか。例えば、問題の訂正箇所の解答欄をわか

　りやすく変えてみる。答案３の評価がＢだが、相手に伝わる文章にする。例えば、まだ現金ではないと書

　いているが、この仕訳の意図は分かっている、理解しているというふうに推測されるため、相手に伝わる

　文章にするために、みんなでグループ討議し、伝わる文章にしてＡ評価に導いていくとよいのではないか。

　答案２評価Ｃは、仕訳がそもそもできていないのが読み取れるため、まずは現金出納帳の仕組み、書き方

　などを再確認し、次に現金として扱うものを再確認し、全て一つずつ分解し生徒にわかりやすく伝えて指

　導していくことで次の評価に上がっていく。それでもだめなら、昼休み補習も考え、そこまで組み込んで

　底上げをしていけばよいのではないか。実務として考えたときに、実際の企業は残高と実際有高を最後合

　わせて確認することも含めて、生徒に気付かせ摘要欄の記入の仕方を間違えにくくするように、教員側で

　アプローチや表現をしていけば、このようなミスがなくなるのではないかと考えた。

③Ｃ班：答案１はＡ。ＡとＢの評価の境界線が「実務に関連付けて理解している」かどうかだが、では実務

　とは何かというところだと思う。この現金出納帳の範囲からいうと実務とは何かは見いだせなかったが、

　答案１は理解できている。18日「商品の仕入れは買掛金だから現金という処理ではない」と読むことがで

　きる、更に訂正箇所も間違っていない。25日「郵便為替証書も現金となる」これも「簿記上」という言葉

　があるかないかというのは、１年生の表現のつたなさだからこれから指導していけばいいのではないかと

　思うため、答案１についてはＡではないかと思う。次に答案１をＡと考えると答案３はＢでも十分ではな

　いかと思う。18日の訂正理由「まだ現金ではない」という表現だが、これも考え方によっては、買掛金は

　いずれ現金流出につながるものであり、まだ現金流出はできていないのでこの処理になるのだとなると、

　かえってこちらの方が実務に即していると捉えることもできる。Ａでもよいのではないかと考えることも

　できるが、表現がつたないのでＢ。答案２はかなり表現がつたない。何もないところにすべて文章で書か

　せるのではなく、（　）をうまく使い、言葉を単語で入れさせながら表現させていくことを積み重ねてい

　くことが必要だと思う。

④Ｄ班：答案１と答案３はＢ。訂正箇所はしっかり理解できている。訂正理由を見ると、どちらも、掛けの

　仕入れで現金出納帳に書くものではないからということを、しっかり言葉として表現しきれていないため、

　Ｂの評価になると考える。答案２の評価Ｃについては、そもそも現金出納帳に書く書かないというところ

　がまだ理解できておらず、まず知識・技術がたりないので、その部分を教える指導が必要。答案１・３は

　仕訳はできると思うが、それを自分の言葉で表現できるのかというところが足りない部分である。授業の

　中でそれを説明する機会を与えることや、グループワークで考えさせる時間を与えることが必要になって

　くる。検定で点数を取るだけではなくしっかりと簿記の中身を理解させるためにはそのようなことが必要

　なのではないかと考える。

⑤Ｅ班：評価ＡとＢの違いが「実務に関連付けて理解している」かどうかのため、実務に即しているかどう

　かを読み取るしかない。これで実務に即しているかを読み取るのは難しいが、日々の取引は仕訳して転記

　するという流れであり、これをおさえているかどうか。問１の現金出納帳の残高欄が省略されているが、

　省略すると日々の取引の転記の流れが把握できず、模範解答の「現金実際有高が 30,000円多い」の気づ

　きに気づけないのではないか。よって、表を作成するための問題というよりは、仕訳がありすべての表に

　つながっていることを理解していることを求めたいのであれば答案１はＢ。Ａにするためには、問題の尋

　ね方をＡになれる生徒がＡになれるように問うということも大事だと思う。答案３は、知識・技術は身に

　ついているだろうが、実務に即した記載がないのでＢ。ＣをＡまでいきなり引き上げることは難しいため、

　先にＢの生徒達をＡまで指導して引き上げ、グループワークでＡの生徒をちりばめ、ＡとＣの生徒が同じ

　グループになるよう編成し、ＡがＣをＢまで引き上げるようなグループワークをし、それでも足りなければ、

　教員が指導すると良いと考える。

⑥発表者：この３つの答案でも考え方が様々あり、各学校の生徒の状況に応じて評価規準は設定すると思

　う。この取り組み内容をもとにして、各学校で評価の際は役立ててほしい。

 （２）定期考査などで、思考・判断・表現を評価するための問題を協議して作成する。

　　　●問題作成と評価規準を協議する

　　　　・科目は簿記とします。

　　　　・時間は２０分程度です。

　　　　・模造紙は自由に使ってください。

　　　　・余裕があれば評価の例なども記載してください。

　　　●作成した問題を共有する

　　　　・１班３分程度で協議内容等を発表してください。

①Ａ班：帳簿作成は知識・技術であるため、思考・判断・表現だけを見るとなると、例えば、日商の中によ

　く出てくる補助簿の選択が入るのではないか。定期考査で出題すると全部に〇を書いたりする生徒もいる

　と思うが、該当するところだけに入れるなどの注意書きを入れて、出題するのもいいのではないか。

②Ｂ班：思考・判断・表現を評価するための問題として、例として、固定資産の問題を出した。問１として、

　減価償却費の定率法と定額法の計算をさせる。問２として、定率法と定額法の特徴を答えさせる。これは

　知識・技術に分類されるのではないかと考え、その上で問３は、定率法と定額法に適している固定資産の

　勘定科目ではなく、具体例、例えばパソコンなどあてはまるものと理由を答えさせる問題を出す。これは

　思考・判断・表現を図る問題になるのではないか。評価の方法としては、Ｂの場合は、固定資産の場合は、

　具体例を挙げられて、理由が理論的であるか。Ａの場合は、具体例を挙げられて、理由が特徴と関連付け

　られるか、Ｃの場合は、具体例を挙げられない。この問題は耐用年数が５年となっているが、耐用年数が

　５年だったら固定資産として適切ではないと考えるので、問題としての年数は改善していく必要がある。

③Ｃ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題というのは、定期考査の性質上、難しいと思っ

　ているので出題しない。定期考査では知識技術を見とるところでとどめておくべきと思う。なぜかという

　と新学習指導要領では、思考力・判断力・表現力が定義され、その「処理・記帳法の妥当性と実務におけ

　る課題を見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対応している」力。そのような力・妥当性・課題はグルー

　プワークや授業の中で意見交換をして気づきながら、身につけていくものだと思う。そのために、問いと

　しては「現金に関する不正を防ぐためにはどのようにすればよいか」は出しやすい。複数人によるダブル

　チェックという答えが出てくれば十分だと思う。次に、「仕訳帳から総勘定元帳へ転記する時になぜ元丁

　欄や仕丁欄にページ数を記入するのか答えなさい」という問い。また、貸倒引当金は簿記会計の中でまだ

　起きていないのに費用計上・負債計上する。通常簿記指導というのは、事象が起きてからそれを記録・計

　算すると指導するにもかかわらず、これだけがまだ起きていないのに先に計上する。でもこれは実務にお

　ける課題で、いくら計上していいのか、一般原則で保守主義の原則があるのでそれが根拠となって妥当な

　のだというところまで導き出せる話し合いをしていくことが、まさに適した教材だと思う。今回、思考力・

　判断力・表現力の評価で、妥当性と実務における課題というところで非常に難しくなっているので、単純

　に考査では出題できないと思う。

④Ｄ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題は出題しない。表現力を評価するのは難しい。

　「次の仕訳となるような取引を連想し、問題文を作成しなさい。ただし、以下の語句をすべて使用すること。」

　という問い。途中経過をつっつくことは授業の中で考えさせてできるが、それを評価するのは、先生方に

　よって見方が分かれ、ある程度はできると思うが表現を点数にすることは難しい。しかし、指導と評価は

　一体化するべきで何らかの形でやるべきだと思う。

⑤Ｅ班：思考力・判断力・表現力を見とる上で、やはり記述で見とるべきだろうという意見が出た。知識・

　技術を踏まえたうえでどう思考・表現しているかを見とりたい。そのために訂正仕訳が良いのではないか。

　その仕訳の形を知識としっかりとおさえ、間違いを直す、表現ととらえると良いのではないか。教科書で

　は最後の方（決算Ⅲ）に出てくるが、決算の最初の方で教えればどの単元の仕訳をやってもこれをやれば

　表現は見とれるのではないか。定期考査で出題するならばそのような形しかないと思う。記述で出題すると、

　各クラスの指導方法によって生徒の記述に差が生まれるのではないかということで、記述で定期考査に出

　題することは難しいのではないか。また、費用収益を勉強した後に、先日８月９日に実施した会計の研修

　で小島先生が出してくれていた財務分析の資料について金額の増減を見て考える、簡単すぎるかもしれな

　いが、そういうものも思考・判断・表現になるのではないか。減価償却は費用だが現金支出しないという

　ところから、少し学習内容を戻り、費用とはどんなものかと問いかけることもよいのではないか。

３　アンケートについて

　　アンケートへのご協力をお願いします。→ https://forms.gle/ubJ96CiRZdgtELFFA
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１　学習指導要領改訂に伴う全商簿記検定の変更点について

 （１）改訂スケジュール

　　　　　

 （２）３級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

　　　●　複式簿記による記録・計算、整理を行い、資産、負債、純資産、収益、費用の基本的な概念及び   

　　　　貸借対照表と損益計算書の役割、構造を理解する。

　　　●　取引の仕訳から勘定の記入を経て、決算に至る簿記一巡の手続きができる。

　　　　▷教科書の範囲（実教出版　高校簿記）p２０４までの内容が出題

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　　　　　　　　

　　　　　繰越試算表　　　　　　　　

　　　 【追加項目】

　　　　　会計ソフトウェアの活用

　　③出題形式

　　　１　仕訳（４問）

　　　２　入金伝票・出金伝票・振替伝票の起票（２問）

　　　３　帳簿記入

　　　　　・仕訳帳の作成　（取引１２問程度、証票３問程度）

　　　　　・総勘定元帳への転記

　　　　　・売掛金（買掛金）元帳記入と締切

　　　　　・試算表の作成　※合計試算表（９６回）残高試算表（９５回）

　　　４　会計用語（英語表記含む）と計算

　　　５　決算の問題

　　　　　・決算整理事項（３つ）

　　　　　・勘定の記入と締切

　　　　　・Ｐ/ＬとＢ/Ｓの作成

 （３）２級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　     「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「簿記」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。

　　　●　株式会社の設立・開業、剰余金の処分、税金に関する記帳処理ができる

　　　　▷第９５回からは□６で出題されている

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　

　　　　　社債に関する論点

    ③出題形式

      １　仕訳の問題（３問） 

      ２　計算や用語（英語表記含む）、本支店に関する問題

      ３　伝票

　　　　　・仕訳集計表の作成と勘定記入

      ４　帳簿組織

　　　　　・総勘定元帳と補助簿の記入

      ５　決算の問題

　　　　　・Ｂ/ＳまたはＰ/Ｌの作成

　　　６　株式会社の問題

　　　　　・95 回、96 回とも仕訳で出題

 （４）１級（会計）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「財務会計Ⅰ」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】

　　　　割賦販売（回収基準、販売基準）　　

　　　　試用販売

　　　　未着商品売買

　　　　　　　連結財務諸表の作成

　　　　　　　委託販売（委託者側の処理）

　　③サンプル問題参考

　　　１　会計に関する語句の問題

　　　　 （従来の選択問題４つに英語表記の選択問題が２つ追加）

      ２　銀行勘定調整表、連結財務諸表の数字の穴埋め、財務諸表分析

      ３　決算の問題（追加論点も含みます）

      ４　仕訳（７問、追加論点も含みます）

    ※１の中に出てくる英語表記の問題については後程詳しく説明する。

    ※２で作表問題が増えたのに対して、３の決算の問題と４の仕訳のボリュームが減っていないため、問

      題量としては少し多めかと予想される。

 （５）１級（原価計算）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「原価計算」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】　　　　　　　　　　　　【追加論点】

　    　特になし　　　　　　　　　　　　　標準原価計算におけるシングルプラン

　　③サンプル問題

　　　１　計算問題

　　　２　総合原価計算

　　　３　個別原価計算の一連の流れ

　　　４　仕訳（５問）

　　※１計算問題が若干数増えているが、２総合原価計算と３個別原価計算の一連の流れのボリュームは変

　　　わっていない。

　　※４仕訳は１問減となっているため、全体のボリュームとしては変わらないのではないかと予想される。

 （６）２級・３級に出題されている英語表記について

　　学習指導要領より抜粋

　　　基本的な会計用語については、英語表記に慣れ親しむことができるように留意して指導する（簿記、

　　　財務会計Ⅰ・Ⅱに共通）

　　教科書に記載されている英語表記

　　　①簿記（実教出版　商業７０８）には４３語

　　　②財務会計Ⅰ（ＴＡＣ出版　商業７３１）には６８語

　　　③財務会計Ⅱ（実教出版　商業７４２）には３８語

 （７）95回・96回で出題された英語表記について

　　①３級

　　　　企業は経営活動をおこなうため、現金・商品・建物・備品などの財貨や、後日、一定金額を受け取

　　　る権利である売掛金・貸付金などの債権をもっている。このような企業の経営活動に必要な財貨や債

　　　権を資産といい、英語では（　　　）という。 

　　　　　　１．Liabilities 　　２．Assets 　　３．Net Assets

　　②２級

　　　　商品有高帳の記帳にあたり払出単価の計算について先入先出法を採用しているときに、物価が上昇

　　　し商品の仕入価格が高くなってくると、商品有高帳に記載される商品の次月繰越高は移動平均法を採

　　　用しているときと比べ大きくなる。 

　　　　問　下線部を英語表記にした場合にあてはまる語を選びなさい。 

　　　　　　１．balance sheet 

　　　　　　２．moving average method 

　　　　　　３．first-in first-out method

　　③１級会計のプレ問題に掲載されている英語表記

　　　●　次の財務諸表に関する用語の英語表記を、下記の語群の中から選び、その番号を記入しなさい。 

　　　　　　　ア．流動資産　　　イ．の れ ん 

　　　　　　　１．long-term debt 　　  ２．cost of goods sold 　　３．goodwill 　

　　　　　　　４．interest expense 　　５．depreciation 　　      ６．current assets 

　　　●　次の会計基準を表す、もっとも適切なものを下記の語群から選び、その番号を記入しなさい。

　　　　　　　ア． 国際財務報告基準 

　　　　　　　１．IFRS 　　２．IASB 　　３．ASBJ　　 ４．IASC 　　５．ROE

令和４年度 全国簿記教育研究協議 資料より ２　会計分野の評価に関する内容について（グループ協議）

　資料：評価の観点について

　　　　 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        各学科に共通する各教科における評価規準の作成及び評価の実施等について

　資料：評価の観点について

         「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        主として専門学科 ( 職業教育を主とする専門学科 ) において開設される各教科における評価規準の     

　　　　作成及び評価の実施等について

 （１）会計分野（単元名　現金と預金）の評価に関する内容について（グループ協議）

　　　現金出納帳の記帳法について、理論と実務とを関連付けて理解するとともに、現金出納帳の記帳技術

　　を確実に身に付けることをねらいとしている。そこで、ワークシートを活用し、現金出納帳の記帳法に

　　ついて、訂正箇所と訂正理由を記述させることとした。さらに、月末時点の現金の帳簿残高を求めさせ

　　ることにより、現金の正確な取引と記帳を理解しているかを見取っている。実際の答案を見て、Ａ評価

　　に導くための指導法

　　を協議する。

　　　●指導法について協議する

　　　　・答案は３つあります。

　　　　・協議時間１５分程度です。

　　　　・協議内容はワークシートに記入してください。

　　　●協議内容を発表する

　　　　・１班２分程度で協議内容を発表してください。

　　　　　答案１：Ｂ評価

　　　　　答案２：Ｃ評価

　　　　　答案３：？評価

①Ａ班：答案１は、ほぼＡの評価でもよいのではないか。Ａに近いＢなのではないか。実務に照らし合わせ

　て訂正理由が書ければもっと良い。意味は分かっている。言い回しを変えるとＡの評価に近づくのではな

　いか。答案２は、そもそも現金勘定について理解できていないため、復習が必要である。理由のところは、

　現金と全く関係ないため、Ａに持っていくことは厳しいがＢに持っていくことに重点をおいて指導が必要

　である。答案３は、Ｂの評価でよいのではないか。訂正理由のところに、まだ、現金ではないからと書い

　ているが、ほぼ意味は分かっている。ただ、言葉足らずであり、現金の支出にはなっていないからとすれ

　ばよいのではないか。訂正箇所の二つ目、訂正箇所は20,000円というところは、40,000円ではなく

　20,000円という意見が出た。意味自体は分かっていると考える。

②Ｂ班：答案１の評価をＢとするのであれば、答案３も評価Ｂが妥当なのではないかということで結論付け

　た。答案１は評価Ｂだが、Ａ評価に導くためにはどうすればよいか話をしたが、指導する教員側の方でＡ

　評価に導くために何かアプローチをした方がよいのではないか。例えば、問題の訂正箇所の解答欄をわか

　りやすく変えてみる。答案３の評価がＢだが、相手に伝わる文章にする。例えば、まだ現金ではないと書

　いているが、この仕訳の意図は分かっている、理解しているというふうに推測されるため、相手に伝わる

　文章にするために、みんなでグループ討議し、伝わる文章にしてＡ評価に導いていくとよいのではないか。

　答案２評価Ｃは、仕訳がそもそもできていないのが読み取れるため、まずは現金出納帳の仕組み、書き方

　などを再確認し、次に現金として扱うものを再確認し、全て一つずつ分解し生徒にわかりやすく伝えて指

　導していくことで次の評価に上がっていく。それでもだめなら、昼休み補習も考え、そこまで組み込んで

　底上げをしていけばよいのではないか。実務として考えたときに、実際の企業は残高と実際有高を最後合

　わせて確認することも含めて、生徒に気付かせ摘要欄の記入の仕方を間違えにくくするように、教員側で

　アプローチや表現をしていけば、このようなミスがなくなるのではないかと考えた。

③Ｃ班：答案１はＡ。ＡとＢの評価の境界線が「実務に関連付けて理解している」かどうかだが、では実務

　とは何かというところだと思う。この現金出納帳の範囲からいうと実務とは何かは見いだせなかったが、

　答案１は理解できている。18日「商品の仕入れは買掛金だから現金という処理ではない」と読むことがで

　きる、更に訂正箇所も間違っていない。25日「郵便為替証書も現金となる」これも「簿記上」という言葉

　があるかないかというのは、１年生の表現のつたなさだからこれから指導していけばいいのではないかと

　思うため、答案１についてはＡではないかと思う。次に答案１をＡと考えると答案３はＢでも十分ではな

　いかと思う。18日の訂正理由「まだ現金ではない」という表現だが、これも考え方によっては、買掛金は

　いずれ現金流出につながるものであり、まだ現金流出はできていないのでこの処理になるのだとなると、

　かえってこちらの方が実務に即していると捉えることもできる。Ａでもよいのではないかと考えることも

　できるが、表現がつたないのでＢ。答案２はかなり表現がつたない。何もないところにすべて文章で書か

　せるのではなく、（　）をうまく使い、言葉を単語で入れさせながら表現させていくことを積み重ねてい

　くことが必要だと思う。

④Ｄ班：答案１と答案３はＢ。訂正箇所はしっかり理解できている。訂正理由を見ると、どちらも、掛けの

　仕入れで現金出納帳に書くものではないからということを、しっかり言葉として表現しきれていないため、

　Ｂの評価になると考える。答案２の評価Ｃについては、そもそも現金出納帳に書く書かないというところ

　がまだ理解できておらず、まず知識・技術がたりないので、その部分を教える指導が必要。答案１・３は

　仕訳はできると思うが、それを自分の言葉で表現できるのかというところが足りない部分である。授業の

　中でそれを説明する機会を与えることや、グループワークで考えさせる時間を与えることが必要になって

　くる。検定で点数を取るだけではなくしっかりと簿記の中身を理解させるためにはそのようなことが必要

　なのではないかと考える。

⑤Ｅ班：評価ＡとＢの違いが「実務に関連付けて理解している」かどうかのため、実務に即しているかどう

　かを読み取るしかない。これで実務に即しているかを読み取るのは難しいが、日々の取引は仕訳して転記

　するという流れであり、これをおさえているかどうか。問１の現金出納帳の残高欄が省略されているが、

　省略すると日々の取引の転記の流れが把握できず、模範解答の「現金実際有高が 30,000円多い」の気づ

　きに気づけないのではないか。よって、表を作成するための問題というよりは、仕訳がありすべての表に

　つながっていることを理解していることを求めたいのであれば答案１はＢ。Ａにするためには、問題の尋

　ね方をＡになれる生徒がＡになれるように問うということも大事だと思う。答案３は、知識・技術は身に

　ついているだろうが、実務に即した記載がないのでＢ。ＣをＡまでいきなり引き上げることは難しいため、

　先にＢの生徒達をＡまで指導して引き上げ、グループワークでＡの生徒をちりばめ、ＡとＣの生徒が同じ

　グループになるよう編成し、ＡがＣをＢまで引き上げるようなグループワークをし、それでも足りなければ、

　教員が指導すると良いと考える。

⑥発表者：この３つの答案でも考え方が様々あり、各学校の生徒の状況に応じて評価規準は設定すると思

　う。この取り組み内容をもとにして、各学校で評価の際は役立ててほしい。

 （２）定期考査などで、思考・判断・表現を評価するための問題を協議して作成する。

　　　●問題作成と評価規準を協議する

　　　　・科目は簿記とします。

　　　　・時間は２０分程度です。

　　　　・模造紙は自由に使ってください。

　　　　・余裕があれば評価の例なども記載してください。

　　　●作成した問題を共有する

　　　　・１班３分程度で協議内容等を発表してください。

①Ａ班：帳簿作成は知識・技術であるため、思考・判断・表現だけを見るとなると、例えば、日商の中によ

　く出てくる補助簿の選択が入るのではないか。定期考査で出題すると全部に〇を書いたりする生徒もいる

　と思うが、該当するところだけに入れるなどの注意書きを入れて、出題するのもいいのではないか。

②Ｂ班：思考・判断・表現を評価するための問題として、例として、固定資産の問題を出した。問１として、

　減価償却費の定率法と定額法の計算をさせる。問２として、定率法と定額法の特徴を答えさせる。これは

　知識・技術に分類されるのではないかと考え、その上で問３は、定率法と定額法に適している固定資産の

　勘定科目ではなく、具体例、例えばパソコンなどあてはまるものと理由を答えさせる問題を出す。これは

　思考・判断・表現を図る問題になるのではないか。評価の方法としては、Ｂの場合は、固定資産の場合は、

　具体例を挙げられて、理由が理論的であるか。Ａの場合は、具体例を挙げられて、理由が特徴と関連付け

　られるか、Ｃの場合は、具体例を挙げられない。この問題は耐用年数が５年となっているが、耐用年数が

　５年だったら固定資産として適切ではないと考えるので、問題としての年数は改善していく必要がある。

③Ｃ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題というのは、定期考査の性質上、難しいと思っ

　ているので出題しない。定期考査では知識技術を見とるところでとどめておくべきと思う。なぜかという

　と新学習指導要領では、思考力・判断力・表現力が定義され、その「処理・記帳法の妥当性と実務におけ

　る課題を見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対応している」力。そのような力・妥当性・課題はグルー

　プワークや授業の中で意見交換をして気づきながら、身につけていくものだと思う。そのために、問いと

　しては「現金に関する不正を防ぐためにはどのようにすればよいか」は出しやすい。複数人によるダブル

　チェックという答えが出てくれば十分だと思う。次に、「仕訳帳から総勘定元帳へ転記する時になぜ元丁

　欄や仕丁欄にページ数を記入するのか答えなさい」という問い。また、貸倒引当金は簿記会計の中でまだ

　起きていないのに費用計上・負債計上する。通常簿記指導というのは、事象が起きてからそれを記録・計

　算すると指導するにもかかわらず、これだけがまだ起きていないのに先に計上する。でもこれは実務にお

　ける課題で、いくら計上していいのか、一般原則で保守主義の原則があるのでそれが根拠となって妥当な

　のだというところまで導き出せる話し合いをしていくことが、まさに適した教材だと思う。今回、思考力・

　判断力・表現力の評価で、妥当性と実務における課題というところで非常に難しくなっているので、単純

　に考査では出題できないと思う。

④Ｄ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題は出題しない。表現力を評価するのは難しい。

　「次の仕訳となるような取引を連想し、問題文を作成しなさい。ただし、以下の語句をすべて使用すること。」

　という問い。途中経過をつっつくことは授業の中で考えさせてできるが、それを評価するのは、先生方に

　よって見方が分かれ、ある程度はできると思うが表現を点数にすることは難しい。しかし、指導と評価は

　一体化するべきで何らかの形でやるべきだと思う。

⑤Ｅ班：思考力・判断力・表現力を見とる上で、やはり記述で見とるべきだろうという意見が出た。知識・

　技術を踏まえたうえでどう思考・表現しているかを見とりたい。そのために訂正仕訳が良いのではないか。

　その仕訳の形を知識としっかりとおさえ、間違いを直す、表現ととらえると良いのではないか。教科書で

　は最後の方（決算Ⅲ）に出てくるが、決算の最初の方で教えればどの単元の仕訳をやってもこれをやれば

　表現は見とれるのではないか。定期考査で出題するならばそのような形しかないと思う。記述で出題すると、

　各クラスの指導方法によって生徒の記述に差が生まれるのではないかということで、記述で定期考査に出

　題することは難しいのではないか。また、費用収益を勉強した後に、先日８月９日に実施した会計の研修

　で小島先生が出してくれていた財務分析の資料について金額の増減を見て考える、簡単すぎるかもしれな

　いが、そういうものも思考・判断・表現になるのではないか。減価償却は費用だが現金支出しないという

　ところから、少し学習内容を戻り、費用とはどんなものかと問いかけることもよいのではないか。

３　アンケートについて

　　アンケートへのご協力をお願いします。→ https://forms.gle/ubJ96CiRZdgtELFFA
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１　学習指導要領改訂に伴う全商簿記検定の変更点について

 （１）改訂スケジュール

　　　　　

 （２）３級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

　　　●　複式簿記による記録・計算、整理を行い、資産、負債、純資産、収益、費用の基本的な概念及び   

　　　　貸借対照表と損益計算書の役割、構造を理解する。

　　　●　取引の仕訳から勘定の記入を経て、決算に至る簿記一巡の手続きができる。

　　　　▷教科書の範囲（実教出版　高校簿記）p２０４までの内容が出題

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　　　　　　　　

　　　　　繰越試算表　　　　　　　　

　　　 【追加項目】

　　　　　会計ソフトウェアの活用

　　③出題形式

　　　１　仕訳（４問）

　　　２　入金伝票・出金伝票・振替伝票の起票（２問）

　　　３　帳簿記入

　　　　　・仕訳帳の作成　（取引１２問程度、証票３問程度）

　　　　　・総勘定元帳への転記

　　　　　・売掛金（買掛金）元帳記入と締切

　　　　　・試算表の作成　※合計試算表（９６回）残高試算表（９５回）

　　　４　会計用語（英語表記含む）と計算

　　　５　決算の問題

　　　　　・決算整理事項（３つ）

　　　　　・勘定の記入と締切

　　　　　・Ｐ/ＬとＢ/Ｓの作成

 （３）２級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　     「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「簿記」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。

　　　●　株式会社の設立・開業、剰余金の処分、税金に関する記帳処理ができる

　　　　▷第９５回からは□６で出題されている

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　

　　　　　社債に関する論点

    ③出題形式

      １　仕訳の問題（３問） 

      ２　計算や用語（英語表記含む）、本支店に関する問題

      ３　伝票

　　　　　・仕訳集計表の作成と勘定記入

      ４　帳簿組織

　　　　　・総勘定元帳と補助簿の記入

      ５　決算の問題

　　　　　・Ｂ/ＳまたはＰ/Ｌの作成

　　　６　株式会社の問題

　　　　　・95 回、96 回とも仕訳で出題

 （４）１級（会計）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「財務会計Ⅰ」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】

　　　　割賦販売（回収基準、販売基準）　　

　　　　試用販売

　　　　未着商品売買

　　　　　　　連結財務諸表の作成

　　　　　　　委託販売（委託者側の処理）

　　③サンプル問題参考

　　　１　会計に関する語句の問題

　　　　 （従来の選択問題４つに英語表記の選択問題が２つ追加）

      ２　銀行勘定調整表、連結財務諸表の数字の穴埋め、財務諸表分析

      ３　決算の問題（追加論点も含みます）

      ４　仕訳（７問、追加論点も含みます）

    ※１の中に出てくる英語表記の問題については後程詳しく説明する。

    ※２で作表問題が増えたのに対して、３の決算の問題と４の仕訳のボリュームが減っていないため、問

      題量としては少し多めかと予想される。

 （５）１級（原価計算）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「原価計算」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】　　　　　　　　　　　　【追加論点】

　    　特になし　　　　　　　　　　　　　標準原価計算におけるシングルプラン

　　③サンプル問題

　　　１　計算問題

　　　２　総合原価計算

　　　３　個別原価計算の一連の流れ

　　　４　仕訳（５問）

　　※１計算問題が若干数増えているが、２総合原価計算と３個別原価計算の一連の流れのボリュームは変

　　　わっていない。

　　※４仕訳は１問減となっているため、全体のボリュームとしては変わらないのではないかと予想される。

 （６）２級・３級に出題されている英語表記について

　　学習指導要領より抜粋

　　　基本的な会計用語については、英語表記に慣れ親しむことができるように留意して指導する（簿記、

　　　財務会計Ⅰ・Ⅱに共通）

　　教科書に記載されている英語表記

　　　①簿記（実教出版　商業７０８）には４３語

　　　②財務会計Ⅰ（ＴＡＣ出版　商業７３１）には６８語

　　　③財務会計Ⅱ（実教出版　商業７４２）には３８語

 （７）95回・96回で出題された英語表記について

　　①３級

　　　　企業は経営活動をおこなうため、現金・商品・建物・備品などの財貨や、後日、一定金額を受け取

　　　る権利である売掛金・貸付金などの債権をもっている。このような企業の経営活動に必要な財貨や債

　　　権を資産といい、英語では（　　　）という。 

　　　　　　１．Liabilities 　　２．Assets 　　３．Net Assets

　　②２級

　　　　商品有高帳の記帳にあたり払出単価の計算について先入先出法を採用しているときに、物価が上昇

　　　し商品の仕入価格が高くなってくると、商品有高帳に記載される商品の次月繰越高は移動平均法を採

　　　用しているときと比べ大きくなる。 

　　　　問　下線部を英語表記にした場合にあてはまる語を選びなさい。 

　　　　　　１．balance sheet 

　　　　　　２．moving average method 

　　　　　　３．first-in first-out method

　　③１級会計のプレ問題に掲載されている英語表記

　　　●　次の財務諸表に関する用語の英語表記を、下記の語群の中から選び、その番号を記入しなさい。 

　　　　　　　ア．流動資産　　　イ．の れ ん 

　　　　　　　１．long-term debt 　　  ２．cost of goods sold 　　３．goodwill 　

　　　　　　　４．interest expense 　　５．depreciation 　　      ６．current assets 

　　　●　次の会計基準を表す、もっとも適切なものを下記の語群から選び、その番号を記入しなさい。

　　　　　　　ア． 国際財務報告基準 

　　　　　　　１．IFRS 　　２．IASB 　　３．ASBJ　　 ４．IASC 　　５．ROE

令和４年度 全国簿記教育研究協議 資料より ２　会計分野の評価に関する内容について（グループ協議）

　資料：評価の観点について

　　　　 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        各学科に共通する各教科における評価規準の作成及び評価の実施等について

　資料：評価の観点について

         「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        主として専門学科 ( 職業教育を主とする専門学科 ) において開設される各教科における評価規準の     

　　　　作成及び評価の実施等について

 （１）会計分野（単元名　現金と預金）の評価に関する内容について（グループ協議）

　　　現金出納帳の記帳法について、理論と実務とを関連付けて理解するとともに、現金出納帳の記帳技術

　　を確実に身に付けることをねらいとしている。そこで、ワークシートを活用し、現金出納帳の記帳法に

　　ついて、訂正箇所と訂正理由を記述させることとした。さらに、月末時点の現金の帳簿残高を求めさせ

　　ることにより、現金の正確な取引と記帳を理解しているかを見取っている。実際の答案を見て、Ａ評価

　　に導くための指導法

　　を協議する。

　　　●指導法について協議する

　　　　・答案は３つあります。

　　　　・協議時間１５分程度です。

　　　　・協議内容はワークシートに記入してください。

　　　●協議内容を発表する

　　　　・１班２分程度で協議内容を発表してください。

　　　　　答案１：Ｂ評価

　　　　　答案２：Ｃ評価

　　　　　答案３：？評価

①Ａ班：答案１は、ほぼＡの評価でもよいのではないか。Ａに近いＢなのではないか。実務に照らし合わせ

　て訂正理由が書ければもっと良い。意味は分かっている。言い回しを変えるとＡの評価に近づくのではな

　いか。答案２は、そもそも現金勘定について理解できていないため、復習が必要である。理由のところは、

　現金と全く関係ないため、Ａに持っていくことは厳しいがＢに持っていくことに重点をおいて指導が必要

　である。答案３は、Ｂの評価でよいのではないか。訂正理由のところに、まだ、現金ではないからと書い

　ているが、ほぼ意味は分かっている。ただ、言葉足らずであり、現金の支出にはなっていないからとすれ

　ばよいのではないか。訂正箇所の二つ目、訂正箇所は20,000円というところは、40,000円ではなく

　20,000円という意見が出た。意味自体は分かっていると考える。

②Ｂ班：答案１の評価をＢとするのであれば、答案３も評価Ｂが妥当なのではないかということで結論付け

　た。答案１は評価Ｂだが、Ａ評価に導くためにはどうすればよいか話をしたが、指導する教員側の方でＡ

　評価に導くために何かアプローチをした方がよいのではないか。例えば、問題の訂正箇所の解答欄をわか

　りやすく変えてみる。答案３の評価がＢだが、相手に伝わる文章にする。例えば、まだ現金ではないと書

　いているが、この仕訳の意図は分かっている、理解しているというふうに推測されるため、相手に伝わる

　文章にするために、みんなでグループ討議し、伝わる文章にしてＡ評価に導いていくとよいのではないか。

　答案２評価Ｃは、仕訳がそもそもできていないのが読み取れるため、まずは現金出納帳の仕組み、書き方

　などを再確認し、次に現金として扱うものを再確認し、全て一つずつ分解し生徒にわかりやすく伝えて指

　導していくことで次の評価に上がっていく。それでもだめなら、昼休み補習も考え、そこまで組み込んで

　底上げをしていけばよいのではないか。実務として考えたときに、実際の企業は残高と実際有高を最後合

　わせて確認することも含めて、生徒に気付かせ摘要欄の記入の仕方を間違えにくくするように、教員側で

　アプローチや表現をしていけば、このようなミスがなくなるのではないかと考えた。

③Ｃ班：答案１はＡ。ＡとＢの評価の境界線が「実務に関連付けて理解している」かどうかだが、では実務

　とは何かというところだと思う。この現金出納帳の範囲からいうと実務とは何かは見いだせなかったが、

　答案１は理解できている。18日「商品の仕入れは買掛金だから現金という処理ではない」と読むことがで

　きる、更に訂正箇所も間違っていない。25日「郵便為替証書も現金となる」これも「簿記上」という言葉

　があるかないかというのは、１年生の表現のつたなさだからこれから指導していけばいいのではないかと

　思うため、答案１についてはＡではないかと思う。次に答案１をＡと考えると答案３はＢでも十分ではな

　いかと思う。18日の訂正理由「まだ現金ではない」という表現だが、これも考え方によっては、買掛金は

　いずれ現金流出につながるものであり、まだ現金流出はできていないのでこの処理になるのだとなると、

　かえってこちらの方が実務に即していると捉えることもできる。Ａでもよいのではないかと考えることも

　できるが、表現がつたないのでＢ。答案２はかなり表現がつたない。何もないところにすべて文章で書か

　せるのではなく、（　）をうまく使い、言葉を単語で入れさせながら表現させていくことを積み重ねてい

　くことが必要だと思う。

④Ｄ班：答案１と答案３はＢ。訂正箇所はしっかり理解できている。訂正理由を見ると、どちらも、掛けの

　仕入れで現金出納帳に書くものではないからということを、しっかり言葉として表現しきれていないため、

　Ｂの評価になると考える。答案２の評価Ｃについては、そもそも現金出納帳に書く書かないというところ

　がまだ理解できておらず、まず知識・技術がたりないので、その部分を教える指導が必要。答案１・３は

　仕訳はできると思うが、それを自分の言葉で表現できるのかというところが足りない部分である。授業の

　中でそれを説明する機会を与えることや、グループワークで考えさせる時間を与えることが必要になって

　くる。検定で点数を取るだけではなくしっかりと簿記の中身を理解させるためにはそのようなことが必要

　なのではないかと考える。

⑤Ｅ班：評価ＡとＢの違いが「実務に関連付けて理解している」かどうかのため、実務に即しているかどう

　かを読み取るしかない。これで実務に即しているかを読み取るのは難しいが、日々の取引は仕訳して転記

　するという流れであり、これをおさえているかどうか。問１の現金出納帳の残高欄が省略されているが、

　省略すると日々の取引の転記の流れが把握できず、模範解答の「現金実際有高が 30,000円多い」の気づ

　きに気づけないのではないか。よって、表を作成するための問題というよりは、仕訳がありすべての表に

　つながっていることを理解していることを求めたいのであれば答案１はＢ。Ａにするためには、問題の尋

　ね方をＡになれる生徒がＡになれるように問うということも大事だと思う。答案３は、知識・技術は身に

　ついているだろうが、実務に即した記載がないのでＢ。ＣをＡまでいきなり引き上げることは難しいため、

　先にＢの生徒達をＡまで指導して引き上げ、グループワークでＡの生徒をちりばめ、ＡとＣの生徒が同じ

　グループになるよう編成し、ＡがＣをＢまで引き上げるようなグループワークをし、それでも足りなければ、

　教員が指導すると良いと考える。

⑥発表者：この３つの答案でも考え方が様々あり、各学校の生徒の状況に応じて評価規準は設定すると思

　う。この取り組み内容をもとにして、各学校で評価の際は役立ててほしい。

 （２）定期考査などで、思考・判断・表現を評価するための問題を協議して作成する。

　　　●問題作成と評価規準を協議する

　　　　・科目は簿記とします。

　　　　・時間は２０分程度です。

　　　　・模造紙は自由に使ってください。

　　　　・余裕があれば評価の例なども記載してください。

　　　●作成した問題を共有する

　　　　・１班３分程度で協議内容等を発表してください。

①Ａ班：帳簿作成は知識・技術であるため、思考・判断・表現だけを見るとなると、例えば、日商の中によ

　く出てくる補助簿の選択が入るのではないか。定期考査で出題すると全部に〇を書いたりする生徒もいる

　と思うが、該当するところだけに入れるなどの注意書きを入れて、出題するのもいいのではないか。

②Ｂ班：思考・判断・表現を評価するための問題として、例として、固定資産の問題を出した。問１として、

　減価償却費の定率法と定額法の計算をさせる。問２として、定率法と定額法の特徴を答えさせる。これは

　知識・技術に分類されるのではないかと考え、その上で問３は、定率法と定額法に適している固定資産の

　勘定科目ではなく、具体例、例えばパソコンなどあてはまるものと理由を答えさせる問題を出す。これは

　思考・判断・表現を図る問題になるのではないか。評価の方法としては、Ｂの場合は、固定資産の場合は、

　具体例を挙げられて、理由が理論的であるか。Ａの場合は、具体例を挙げられて、理由が特徴と関連付け

　られるか、Ｃの場合は、具体例を挙げられない。この問題は耐用年数が５年となっているが、耐用年数が

　５年だったら固定資産として適切ではないと考えるので、問題としての年数は改善していく必要がある。

③Ｃ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題というのは、定期考査の性質上、難しいと思っ

　ているので出題しない。定期考査では知識技術を見とるところでとどめておくべきと思う。なぜかという

　と新学習指導要領では、思考力・判断力・表現力が定義され、その「処理・記帳法の妥当性と実務におけ

　る課題を見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対応している」力。そのような力・妥当性・課題はグルー

　プワークや授業の中で意見交換をして気づきながら、身につけていくものだと思う。そのために、問いと

　しては「現金に関する不正を防ぐためにはどのようにすればよいか」は出しやすい。複数人によるダブル

　チェックという答えが出てくれば十分だと思う。次に、「仕訳帳から総勘定元帳へ転記する時になぜ元丁

　欄や仕丁欄にページ数を記入するのか答えなさい」という問い。また、貸倒引当金は簿記会計の中でまだ

　起きていないのに費用計上・負債計上する。通常簿記指導というのは、事象が起きてからそれを記録・計

　算すると指導するにもかかわらず、これだけがまだ起きていないのに先に計上する。でもこれは実務にお

　ける課題で、いくら計上していいのか、一般原則で保守主義の原則があるのでそれが根拠となって妥当な

　のだというところまで導き出せる話し合いをしていくことが、まさに適した教材だと思う。今回、思考力・

　判断力・表現力の評価で、妥当性と実務における課題というところで非常に難しくなっているので、単純

　に考査では出題できないと思う。

④Ｄ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題は出題しない。表現力を評価するのは難しい。

　「次の仕訳となるような取引を連想し、問題文を作成しなさい。ただし、以下の語句をすべて使用すること。」

　という問い。途中経過をつっつくことは授業の中で考えさせてできるが、それを評価するのは、先生方に

　よって見方が分かれ、ある程度はできると思うが表現を点数にすることは難しい。しかし、指導と評価は

　一体化するべきで何らかの形でやるべきだと思う。

⑤Ｅ班：思考力・判断力・表現力を見とる上で、やはり記述で見とるべきだろうという意見が出た。知識・

　技術を踏まえたうえでどう思考・表現しているかを見とりたい。そのために訂正仕訳が良いのではないか。

　その仕訳の形を知識としっかりとおさえ、間違いを直す、表現ととらえると良いのではないか。教科書で

　は最後の方（決算Ⅲ）に出てくるが、決算の最初の方で教えればどの単元の仕訳をやってもこれをやれば

　表現は見とれるのではないか。定期考査で出題するならばそのような形しかないと思う。記述で出題すると、

　各クラスの指導方法によって生徒の記述に差が生まれるのではないかということで、記述で定期考査に出

　題することは難しいのではないか。また、費用収益を勉強した後に、先日８月９日に実施した会計の研修

　で小島先生が出してくれていた財務分析の資料について金額の増減を見て考える、簡単すぎるかもしれな

　いが、そういうものも思考・判断・表現になるのではないか。減価償却は費用だが現金支出しないという

　ところから、少し学習内容を戻り、費用とはどんなものかと問いかけることもよいのではないか。

３　アンケートについて

　　アンケートへのご協力をお願いします。→ https://forms.gle/ubJ96CiRZdgtELFFA



51

１　学習指導要領改訂に伴う全商簿記検定の変更点について

 （１）改訂スケジュール

　　　　　

 （２）３級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

　　　●　複式簿記による記録・計算、整理を行い、資産、負債、純資産、収益、費用の基本的な概念及び   

　　　　貸借対照表と損益計算書の役割、構造を理解する。

　　　●　取引の仕訳から勘定の記入を経て、決算に至る簿記一巡の手続きができる。

　　　　▷教科書の範囲（実教出版　高校簿記）p２０４までの内容が出題

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　　　　　　　　

　　　　　繰越試算表　　　　　　　　

　　　 【追加項目】

　　　　　会計ソフトウェアの活用

　　③出題形式

　　　１　仕訳（４問）

　　　２　入金伝票・出金伝票・振替伝票の起票（２問）

　　　３　帳簿記入

　　　　　・仕訳帳の作成　（取引１２問程度、証票３問程度）

　　　　　・総勘定元帳への転記

　　　　　・売掛金（買掛金）元帳記入と締切

　　　　　・試算表の作成　※合計試算表（９６回）残高試算表（９５回）

　　　４　会計用語（英語表記含む）と計算

　　　５　決算の問題

　　　　　・決算整理事項（３つ）

　　　　　・勘定の記入と締切

　　　　　・Ｐ/ＬとＢ/Ｓの作成

 （３）２級について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　     「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「簿記」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。

　　　●　株式会社の設立・開業、剰余金の処分、税金に関する記帳処理ができる

　　　　▷第９５回からは□６で出題されている

　　②削除項目と追加論点

　　　 【削除項目】　

　　　　　社債に関する論点

    ③出題形式

      １　仕訳の問題（３問） 

      ２　計算や用語（英語表記含む）、本支店に関する問題

      ３　伝票

　　　　　・仕訳集計表の作成と勘定記入

      ４　帳簿組織

　　　　　・総勘定元帳と補助簿の記入

      ５　決算の問題

　　　　　・Ｂ/ＳまたはＰ/Ｌの作成

　　　６　株式会社の問題

　　　　　・95 回、96 回とも仕訳で出題

 （４）１級（会計）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「財務会計Ⅰ」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】

　　　　割賦販売（回収基準、販売基準）　　

　　　　試用販売

　　　　未着商品売買

　　　　　　　連結財務諸表の作成

　　　　　　　委託販売（委託者側の処理）

　　③サンプル問題参考

　　　１　会計に関する語句の問題

　　　　 （従来の選択問題４つに英語表記の選択問題が２つ追加）

      ２　銀行勘定調整表、連結財務諸表の数字の穴埋め、財務諸表分析

      ３　決算の問題（追加論点も含みます）

      ４　仕訳（７問、追加論点も含みます）

    ※１の中に出てくる英語表記の問題については後程詳しく説明する。

    ※２で作表問題が増えたのに対して、３の決算の問題と４の仕訳のボリュームが減っていないため、問

      題量としては少し多めかと予想される。

 （５）１級（原価計算）について

　　①目標

　　　令和４年３月１２日付　公益財団法人全国商業高等学校協会　簿記研究部

　　　 「学習指導要領改訂にともなう検定試験の出題内容の変更について」より抜粋

      ●　学習指導要領（及び同解説）の「原価計算」の目標に準ずる。

　　　　▷目標の（１）に関する部分であり、知識と技術を身につけさせることを目標としている。　

　　②削除項目と追加論点

     【削除項目】　　　　　　　　　　　　【追加論点】

　    　特になし　　　　　　　　　　　　　標準原価計算におけるシングルプラン

　　③サンプル問題

　　　１　計算問題

　　　２　総合原価計算

　　　３　個別原価計算の一連の流れ

　　　４　仕訳（５問）

　　※１計算問題が若干数増えているが、２総合原価計算と３個別原価計算の一連の流れのボリュームは変

　　　わっていない。

　　※４仕訳は１問減となっているため、全体のボリュームとしては変わらないのではないかと予想される。

 （６）２級・３級に出題されている英語表記について

　　学習指導要領より抜粋

　　　基本的な会計用語については、英語表記に慣れ親しむことができるように留意して指導する（簿記、

　　　財務会計Ⅰ・Ⅱに共通）

　　教科書に記載されている英語表記

　　　①簿記（実教出版　商業７０８）には４３語

　　　②財務会計Ⅰ（ＴＡＣ出版　商業７３１）には６８語

　　　③財務会計Ⅱ（実教出版　商業７４２）には３８語

 （７）95回・96回で出題された英語表記について

　　①３級

　　　　企業は経営活動をおこなうため、現金・商品・建物・備品などの財貨や、後日、一定金額を受け取

　　　る権利である売掛金・貸付金などの債権をもっている。このような企業の経営活動に必要な財貨や債

　　　権を資産といい、英語では（　　　）という。 

　　　　　　１．Liabilities 　　２．Assets 　　３．Net Assets

　　②２級

　　　　商品有高帳の記帳にあたり払出単価の計算について先入先出法を採用しているときに、物価が上昇

　　　し商品の仕入価格が高くなってくると、商品有高帳に記載される商品の次月繰越高は移動平均法を採

　　　用しているときと比べ大きくなる。 

　　　　問　下線部を英語表記にした場合にあてはまる語を選びなさい。 

　　　　　　１．balance sheet 

　　　　　　２．moving average method 

　　　　　　３．first-in first-out method

　　③１級会計のプレ問題に掲載されている英語表記

　　　●　次の財務諸表に関する用語の英語表記を、下記の語群の中から選び、その番号を記入しなさい。 

　　　　　　　ア．流動資産　　　イ．の れ ん 

　　　　　　　１．long-term debt 　　  ２．cost of goods sold 　　３．goodwill 　

　　　　　　　４．interest expense 　　５．depreciation 　　      ６．current assets 

　　　●　次の会計基準を表す、もっとも適切なものを下記の語群から選び、その番号を記入しなさい。

　　　　　　　ア． 国際財務報告基準 

　　　　　　　１．IFRS 　　２．IASB 　　３．ASBJ　　 ４．IASC 　　５．ROE

令和４年度 全国簿記教育研究協議 資料より ２　会計分野の評価に関する内容について（グループ協議）

　資料：評価の観点について

　　　　 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        各学科に共通する各教科における評価規準の作成及び評価の実施等について

　資料：評価の観点について

         「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

        主として専門学科 ( 職業教育を主とする専門学科 ) において開設される各教科における評価規準の     

　　　　作成及び評価の実施等について

 （１）会計分野（単元名　現金と預金）の評価に関する内容について（グループ協議）

　　　現金出納帳の記帳法について、理論と実務とを関連付けて理解するとともに、現金出納帳の記帳技術

　　を確実に身に付けることをねらいとしている。そこで、ワークシートを活用し、現金出納帳の記帳法に

　　ついて、訂正箇所と訂正理由を記述させることとした。さらに、月末時点の現金の帳簿残高を求めさせ

　　ることにより、現金の正確な取引と記帳を理解しているかを見取っている。実際の答案を見て、Ａ評価

　　に導くための指導法

　　を協議する。

　　　●指導法について協議する

　　　　・答案は３つあります。

　　　　・協議時間１５分程度です。

　　　　・協議内容はワークシートに記入してください。

　　　●協議内容を発表する

　　　　・１班２分程度で協議内容を発表してください。

　　　　　答案１：Ｂ評価

　　　　　答案２：Ｃ評価

　　　　　答案３：？評価

①Ａ班：答案１は、ほぼＡの評価でもよいのではないか。Ａに近いＢなのではないか。実務に照らし合わせ

　て訂正理由が書ければもっと良い。意味は分かっている。言い回しを変えるとＡの評価に近づくのではな

　いか。答案２は、そもそも現金勘定について理解できていないため、復習が必要である。理由のところは、

　現金と全く関係ないため、Ａに持っていくことは厳しいがＢに持っていくことに重点をおいて指導が必要

　である。答案３は、Ｂの評価でよいのではないか。訂正理由のところに、まだ、現金ではないからと書い

　ているが、ほぼ意味は分かっている。ただ、言葉足らずであり、現金の支出にはなっていないからとすれ

　ばよいのではないか。訂正箇所の二つ目、訂正箇所は20,000円というところは、40,000円ではなく

　20,000円という意見が出た。意味自体は分かっていると考える。

②Ｂ班：答案１の評価をＢとするのであれば、答案３も評価Ｂが妥当なのではないかということで結論付け

　た。答案１は評価Ｂだが、Ａ評価に導くためにはどうすればよいか話をしたが、指導する教員側の方でＡ

　評価に導くために何かアプローチをした方がよいのではないか。例えば、問題の訂正箇所の解答欄をわか

　りやすく変えてみる。答案３の評価がＢだが、相手に伝わる文章にする。例えば、まだ現金ではないと書

　いているが、この仕訳の意図は分かっている、理解しているというふうに推測されるため、相手に伝わる

　文章にするために、みんなでグループ討議し、伝わる文章にしてＡ評価に導いていくとよいのではないか。

　答案２評価Ｃは、仕訳がそもそもできていないのが読み取れるため、まずは現金出納帳の仕組み、書き方

　などを再確認し、次に現金として扱うものを再確認し、全て一つずつ分解し生徒にわかりやすく伝えて指

　導していくことで次の評価に上がっていく。それでもだめなら、昼休み補習も考え、そこまで組み込んで

　底上げをしていけばよいのではないか。実務として考えたときに、実際の企業は残高と実際有高を最後合

　わせて確認することも含めて、生徒に気付かせ摘要欄の記入の仕方を間違えにくくするように、教員側で

　アプローチや表現をしていけば、このようなミスがなくなるのではないかと考えた。

③Ｃ班：答案１はＡ。ＡとＢの評価の境界線が「実務に関連付けて理解している」かどうかだが、では実務

　とは何かというところだと思う。この現金出納帳の範囲からいうと実務とは何かは見いだせなかったが、

　答案１は理解できている。18日「商品の仕入れは買掛金だから現金という処理ではない」と読むことがで

　きる、更に訂正箇所も間違っていない。25日「郵便為替証書も現金となる」これも「簿記上」という言葉

　があるかないかというのは、１年生の表現のつたなさだからこれから指導していけばいいのではないかと

　思うため、答案１についてはＡではないかと思う。次に答案１をＡと考えると答案３はＢでも十分ではな

　いかと思う。18日の訂正理由「まだ現金ではない」という表現だが、これも考え方によっては、買掛金は

　いずれ現金流出につながるものであり、まだ現金流出はできていないのでこの処理になるのだとなると、

　かえってこちらの方が実務に即していると捉えることもできる。Ａでもよいのではないかと考えることも

　できるが、表現がつたないのでＢ。答案２はかなり表現がつたない。何もないところにすべて文章で書か

　せるのではなく、（　）をうまく使い、言葉を単語で入れさせながら表現させていくことを積み重ねてい

　くことが必要だと思う。

④Ｄ班：答案１と答案３はＢ。訂正箇所はしっかり理解できている。訂正理由を見ると、どちらも、掛けの

　仕入れで現金出納帳に書くものではないからということを、しっかり言葉として表現しきれていないため、

　Ｂの評価になると考える。答案２の評価Ｃについては、そもそも現金出納帳に書く書かないというところ

　がまだ理解できておらず、まず知識・技術がたりないので、その部分を教える指導が必要。答案１・３は

　仕訳はできると思うが、それを自分の言葉で表現できるのかというところが足りない部分である。授業の

　中でそれを説明する機会を与えることや、グループワークで考えさせる時間を与えることが必要になって

　くる。検定で点数を取るだけではなくしっかりと簿記の中身を理解させるためにはそのようなことが必要

　なのではないかと考える。

⑤Ｅ班：評価ＡとＢの違いが「実務に関連付けて理解している」かどうかのため、実務に即しているかどう

　かを読み取るしかない。これで実務に即しているかを読み取るのは難しいが、日々の取引は仕訳して転記

　するという流れであり、これをおさえているかどうか。問１の現金出納帳の残高欄が省略されているが、

　省略すると日々の取引の転記の流れが把握できず、模範解答の「現金実際有高が 30,000円多い」の気づ

　きに気づけないのではないか。よって、表を作成するための問題というよりは、仕訳がありすべての表に

　つながっていることを理解していることを求めたいのであれば答案１はＢ。Ａにするためには、問題の尋

　ね方をＡになれる生徒がＡになれるように問うということも大事だと思う。答案３は、知識・技術は身に

　ついているだろうが、実務に即した記載がないのでＢ。ＣをＡまでいきなり引き上げることは難しいため、

　先にＢの生徒達をＡまで指導して引き上げ、グループワークでＡの生徒をちりばめ、ＡとＣの生徒が同じ

　グループになるよう編成し、ＡがＣをＢまで引き上げるようなグループワークをし、それでも足りなければ、

　教員が指導すると良いと考える。

⑥発表者：この３つの答案でも考え方が様々あり、各学校の生徒の状況に応じて評価規準は設定すると思

　う。この取り組み内容をもとにして、各学校で評価の際は役立ててほしい。

 （２）定期考査などで、思考・判断・表現を評価するための問題を協議して作成する。

　　　●問題作成と評価規準を協議する

　　　　・科目は簿記とします。

　　　　・時間は２０分程度です。

　　　　・模造紙は自由に使ってください。

　　　　・余裕があれば評価の例なども記載してください。

　　　●作成した問題を共有する

　　　　・１班３分程度で協議内容等を発表してください。

①Ａ班：帳簿作成は知識・技術であるため、思考・判断・表現だけを見るとなると、例えば、日商の中によ

　く出てくる補助簿の選択が入るのではないか。定期考査で出題すると全部に〇を書いたりする生徒もいる

　と思うが、該当するところだけに入れるなどの注意書きを入れて、出題するのもいいのではないか。

②Ｂ班：思考・判断・表現を評価するための問題として、例として、固定資産の問題を出した。問１として、

　減価償却費の定率法と定額法の計算をさせる。問２として、定率法と定額法の特徴を答えさせる。これは

　知識・技術に分類されるのではないかと考え、その上で問３は、定率法と定額法に適している固定資産の

　勘定科目ではなく、具体例、例えばパソコンなどあてはまるものと理由を答えさせる問題を出す。これは

　思考・判断・表現を図る問題になるのではないか。評価の方法としては、Ｂの場合は、固定資産の場合は、

　具体例を挙げられて、理由が理論的であるか。Ａの場合は、具体例を挙げられて、理由が特徴と関連付け

　られるか、Ｃの場合は、具体例を挙げられない。この問題は耐用年数が５年となっているが、耐用年数が

　５年だったら固定資産として適切ではないと考えるので、問題としての年数は改善していく必要がある。

③Ｃ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題というのは、定期考査の性質上、難しいと思っ

　ているので出題しない。定期考査では知識技術を見とるところでとどめておくべきと思う。なぜかという

　と新学習指導要領では、思考力・判断力・表現力が定義され、その「処理・記帳法の妥当性と実務におけ

　る課題を見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対応している」力。そのような力・妥当性・課題はグルー

　プワークや授業の中で意見交換をして気づきながら、身につけていくものだと思う。そのために、問いと

　しては「現金に関する不正を防ぐためにはどのようにすればよいか」は出しやすい。複数人によるダブル

　チェックという答えが出てくれば十分だと思う。次に、「仕訳帳から総勘定元帳へ転記する時になぜ元丁

　欄や仕丁欄にページ数を記入するのか答えなさい」という問い。また、貸倒引当金は簿記会計の中でまだ

　起きていないのに費用計上・負債計上する。通常簿記指導というのは、事象が起きてからそれを記録・計

　算すると指導するにもかかわらず、これだけがまだ起きていないのに先に計上する。でもこれは実務にお

　ける課題で、いくら計上していいのか、一般原則で保守主義の原則があるのでそれが根拠となって妥当な

　のだというところまで導き出せる話し合いをしていくことが、まさに適した教材だと思う。今回、思考力・

　判断力・表現力の評価で、妥当性と実務における課題というところで非常に難しくなっているので、単純

　に考査では出題できないと思う。

④Ｄ班：定期考査で思考力・判断力・表現力を評価する問題は出題しない。表現力を評価するのは難しい。

　「次の仕訳となるような取引を連想し、問題文を作成しなさい。ただし、以下の語句をすべて使用すること。」

　という問い。途中経過をつっつくことは授業の中で考えさせてできるが、それを評価するのは、先生方に

　よって見方が分かれ、ある程度はできると思うが表現を点数にすることは難しい。しかし、指導と評価は

　一体化するべきで何らかの形でやるべきだと思う。

⑤Ｅ班：思考力・判断力・表現力を見とる上で、やはり記述で見とるべきだろうという意見が出た。知識・

　技術を踏まえたうえでどう思考・表現しているかを見とりたい。そのために訂正仕訳が良いのではないか。

　その仕訳の形を知識としっかりとおさえ、間違いを直す、表現ととらえると良いのではないか。教科書で

　は最後の方（決算Ⅲ）に出てくるが、決算の最初の方で教えればどの単元の仕訳をやってもこれをやれば

　表現は見とれるのではないか。定期考査で出題するならばそのような形しかないと思う。記述で出題すると、

　各クラスの指導方法によって生徒の記述に差が生まれるのではないかということで、記述で定期考査に出

　題することは難しいのではないか。また、費用収益を勉強した後に、先日８月９日に実施した会計の研修

　で小島先生が出してくれていた財務分析の資料について金額の増減を見て考える、簡単すぎるかもしれな

　いが、そういうものも思考・判断・表現になるのではないか。減価償却は費用だが現金支出しないという

　ところから、少し学習内容を戻り、費用とはどんなものかと問いかけることもよいのではないか。

３　アンケートについて

　　アンケートへのご協力をお願いします。→ https://forms.gle/ubJ96CiRZdgtELFFA
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１　はじめに

　令和４年度入学生が３年生になる２０２５年の令和７年度入試から「情報」が大学入学共通テスト（以下、

共通テストとする）に導入される。その内容は、令和 4 年度入学生より必履修科目となった「情報Ⅰ」から

出題される。商業科での共通テスト「情報」の取扱いについては所属校によって捉え方が違い、実際に合格

を目指して受験で使う場合、これまでのように総合型選抜や指定校推薦を経て、大学合格後に受験するとい

うような場合が考えられる。このような状況を踏まえ、共通テスト「情報」について、さらに「情報Ⅰ」の

代替科目としての「情報処理」の指導についてどのような対応をしていかなければならないのか、学校事情

や現在の各校の取り組みについて共有しながら考えていくことが必要である。

２　大学入学共通テストについて

 （１）大学入学共通テストの概要

　　　大学入学共通テストは、大学入試センターと各大学とが協力して行う共通試験である。例年１月中旬に、

　　１日目が文系科目、２日目に理系科目という２日間日程で行われている。令和３年から大学入学共通テ

　　ストと名称変更されたが、大学入試センター試験の時から引き続き、情報に関する科目として専門学科

　　の生徒が受験することを想定した「情報関係基礎」が数学②の枠で実施されている。今回の改訂により「情

　　報」が出題されることに伴い、現行の「情報関係基礎」は経過措置問題「旧情報関係基礎」を経て廃止される。

　　これまで実施されていた「簿記・会計」についても同様の流れで廃止されることが決定している。

 （２）共通テスト「情報」について

　　　共通テスト「情報」は、２０２５年の令和７年度入試から実施され、令和 4 年度入学生から履修して

　　いる必履修科目「情報Ⅰ」から出題、試験時間は６０分で行われる。過年度生に対しては、経過措置問

　　題として「旧情報」が用意されており、旧科目である「社会と情報」・「情報の科学」に対応した必答問

　　題２問と、それぞれの科目に対応した選択問題 4 問の計 6 問で構成されている。インターネットに接続

　　する家電、ＣｈａｔＧＰＴ、ＡＩ予測など、ここ数年で非常に身近な技術となっており、このような社会

　　の変化を前向きに捉え、身の回りや社会の問題の発見や解決に向けて、情報の科学的な見方・考え方を

　　育成する科目として高等学校に必履修科目「情報Ⅰ」が設置されたこと、また、大学においては特に「デー

　　タ」を重視し、「数理・データサイエンス・ＡＩ」をデジタル時代の「読み・書き・そろばん」として、

　　あらゆる分野で人材が活躍する環境を構築する流れとなっている。このような流れを踏まえ、高等学校

　　教育・大学教育を連携しつつ、社会で必要な情報に関する資質・能力を育成していくために、大学教育

　　を受けるために必要な基礎的な能力として「情報」が新設された。

 （３）問題の方向性について

　　　共通テスト「情報」は、平成30年３月告示の高等学校学習指導要領「情報Ⅰ」において育成を目指す資質・

　　能力を重視した問題となっている。探究的な活動、情報社会と人との関わり、情報の科学的な理解、問

　　題の発見・解決に向けて考察する力などを問う方向性で検討され、試作問題が作成されている。プログ

　　ラミングの問題については、公平性を担保し、初見でも理解しやすいとされる大学入試センター独自の

　　言語である DNCL が使用される。また、「旧情報」については、平成２１年３月告示の高等学校学習指導

　　要領に基づき、試作問題では、情報や情報技術が発達している役割や影響、活用するための知識と技能、

　　情報に関する科学的な見方・考え方を重視しつつ、「情報Ⅰ」と同じように、問題解決的な視点から考

　　察する力を問うよう作成されている。現行の教育課程を履修している生徒が受験する場合は、「情報Ⅰ」

　　で受験するが、過年度生が受験する場合は、「情報Ⅰ」と「旧情報」から選択できる。もし、「旧情報」

　　を受験する場合には、先に触れたように選択問題への対応として、受験前にあらかじめ「情報の科学」・「社

　　会と情報」のいずれかを決めておく必要がある。商業科のように専門科目で代替している場合には、ど

　　ちらの科目で代替していたのかを生徒に伝えておかなければならない。

 （４）試作問題の大問構成

　左図は、「情報Ⅰ」と「旧情報」の大問構成

を比較したものである（出典 : 独立行政法人 

大学入試セ　　ンター）。「情報Ⅰ」は第１問

から第４問まで必答、「旧情報」は第１問と第

４問が共通問題で必答で、第２問、　　第３問

のいずれか、第５問、第６問のいずれかを選

択し、計４問を解答する。グレーアウトして

いる部　　分は「情報Ⅰ」と「旧情報」で共

通した問題となっていることを示している。

　「情報Ⅰ」の第１問は４つの領域「(1）情報

社会の問題解決」「（2）コミュニケーションと

情報デザイン」「(3）コンピュータとプログラ

ミング」「(4）情報通信ネットワークとデータの活用」のそれぞれの内容を踏まえた独立した４つの小問に

よる出題である。第 2 問は主に「(1）情報社会の問題解決」「(2）コミュニケーションと情報デザイン」

「(3）コンピュータとプログラミング」の領域を融合させた独立した２問となっている。第３問は主に「(3）

コンピュータとプログラミング」の領域を踏まえ、ＤＮＣＬを用いたプログラミングの問題である。ここで

はアルゴリズムとプログラミングの基本に関する理解を基に、示された要件を踏まえたプログラムを論理的

に考察できるかを問う。プログラミングを学習した旧課程「情報の科学」履修者は、こちらの問題を選択す

ることになる。第４問は「(4）情報通信ネットワークとデータの活用」の問題である。データの活用と分析

に関する基本的な知識から、最終的に結果を考察するところまでが問われている。試作問題では、箱ひげ図

や散布図などが取り扱われているため、授業で触れていないと解答することができない。用語や知識を問う

問題だけではなく、知識の活用から思考、判断、表現までを求める非常に高度な問題となっていることがわ

かる。

　　　「旧情報」の試作問題は、情報機器や情報通信ネットワーク、情報セキュリティに関する知識と関連

　　付けて、実践的な情報通信ネットワークに係る課題などに対して、適切に判断し考察できるかを問う内

　　容となっている。また、「情報Ⅰ」と「旧情報」の間は得点調整の対象となり、同一教科内の科目間で

　　極端な平均差が生じた際には、受験した科目によって有利不利が生じないように調整が行われる。

３　「情報Ⅰ」の代替科目としての「情報処理」の指導について

　新学習指導要領における「情報Ⅰ」と「情報処理」の目標は以下の通りである。

　 「情報Ⅰ」の目標

　　　情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活

　　動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体

　　的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　　(1) 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技術を習得

　　　　するとともに、情報社会と人とのかかわりについての理解を深めるようにする。

　　(2) 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切

　　　　かつ効果的に活用する力を養う。

　　(3) 情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

　 「情報処理」の目標

　　　商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、企業において

　　情報を適切に扱うために必要な資質・能力を次の通り育成することを目指す。

　　(1) 企業において情報を扱うことについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連す

　　　　る技術を身に付けるようにする。

　　(2) 企業において情報を扱うことに関する課題を発見し、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に

　　　　基づいて創造的に解決する力を養う。

　　(3) 企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び、企業において情報を適切に扱うことに主体的

　　　　かつ協働的に取り組む態度を養う。

　共通して (1) ～ (3) とあるが、これは現行の学習指導要領において知・徳・体にわたる「生きる力」を子

供たちに育むため、「何のために学ぶのか」という学習の意義を共有しながら、授業の創意工夫や教科書等

の教材の改善を引き出していけるよう、全ての教科等を３つの柱で再整理したものである。(1) は知識・技

能（職業に関する専門学科においては知識・技術）、(2) は思考・判断・表現、(3) は学びに向かう力・人間

性をあらわす。共通科目「情報Ⅰ」で示す「技能」と専門科目「情報処理」で示す「技術」の違いは、「技能」

は個人を対象としたものと捉え、人が生きていくために一般的に身に付けなければならない能力と考えるこ

とができる。(2) で記したように、共通テスト「情報」が設置された経緯として、ＩｏＴやＣｈａｔＧＰＴ

などの生成ＡＩやプログラミング、データ活用が身近なものとして、我々の生活に入り込んでいる現状があ

ることからも、共通科目である「情報Ⅰ」で求められる資質能力として当然必要となり、これまで以上に高

い能力を身に付けることが求められていることを理解しなければならない。それに対して「技術」は、職業

として必要とされる知識をあらわすものとされ、このことは専門科目「情報処理」の目標はすべて「企業に

おいて」という言葉ではじまっていることからもわかる。以下は、「情報Ⅰ」と「情報処理」の指導内容（指

導項目）を示したものであるが、職業として必要とされる科目である「情報処理」には、(4) ビジネス文書

の作成、(5) プレゼンテーションといった、コンピュータやアプリケーションのスキルを取り扱った部分が

含まれているのである。

　・「情報Ⅰ」の指導内容

　　(1) 情報社会の問題解決

　　(2) コミュニケーションと情報デザイン

　　(3) コンピュータとプログラミング

　　(4) 情報通信ネットワークとデータの活用

　・「情報処理」の指導項目

　　(1) 企業活動と情報処理

　　(2) コンピュータシステムと情報通信ネットワーク

　　(3) 情報の集計と分析

　　(4) ビジネス文書の作成

　　(5) プレゼンテーション

　専門学科で「情報Ⅰ」の代替科目として「情報処理」を行う場合は、「情報Ⅰ」で取り扱う内容を抑えた上で、

商業科として企業に入って必要とされる操作スキルを指導する必要がある。文部科学省のサイトでも、専門

学科における代替科目の考え方として「機械的に代替が認められているものではなく」、代替を行う場合は「各

学校に説明責任が求められる」という記載がある。

４　まとめ

　共通テストの出題からもわかるように、共通教科「情報Ⅰ」で求められる資質能力が非常に高度化してい

ることを踏まえた上で、「情報処理」の指導を行う必要がある。今一度これまでの指導を振り返った上で、

コンピュータやアプリケーションの操作スキルの指導に偏っている場合は「問題解決」や「データ分析」、「考

察」の視点を授業の中に取り入れていくことを考えていかなければならない。このことは教育課程の編成に

も大きく関わってくることからも、各校の現状を踏まえ、代替科目としての「情報処理」の扱いについて検

討する機会としてほしい。

５　グループディスカッション　発表内容

Ａ班　　班で出た意見としては、情報処理の授業というのは検定対応ではやっていないということ、また、

　　　情報Ⅰと情報処理の内容を比較すると、アルゴリズムやプログラミングの分野が少し薄いのではない

　　　かということである。そして、データに関する解析の部分も薄いと感じている。そのため、個人的な

　　　意見としては、例えば一年生で情報Ⅰを２単位、同時並行で情報処理を最低単位の２単位という履修

　　　の形を考える。

　　　　その他の意見としては、入学してくる生徒はスマホのフリック入力の方が多くなっており、キーボー

　　　ドに親しまない子たちがいるということだ。実習に入るとき、キー入力のトレーニングが今まで以上

　　　に必要になった。情報処理にしても、情報Ⅰにしても、情報モラルの部分については、詳しく指導し

　　　て行く必要があるのではないだろうか。

Ｂ班　　情報Ⅰの内容を踏まえると、共通テストの範囲全てを授業で行うということは、２単位だとなかな

　　　か厳しいという意見が出た。情報Ⅰと情報処理の中身を比べてみると、やはり情報処理の部分はアプ

　　　リ操作が多くなっている。データサイエンスの領域や、アルゴリズムの部分などが、少し薄まってい

　　　ると考える。情報デザインの方に関しても、情報Ⅰの方が深く描かれているように思う。弘前実業高

　　　校では、外部講師を呼んで情報デザインの授業を実施しており、今年度もやる予定だ。

　　　　また、もう１つ出た意見としては、情報処理の教科書を基本として、授業を行うということだ。共

　　　通テストはあまり意識しすぎないというというところも、大事な部分ではないだろうか。

Ｃ班　　教科書の内容だけで、共通テストには対応することは、非常に難しいという意見が出た。例えば１

　　　年生で情報Ⅰを履修し、二年生で、学校設定科目などで、さらに深く学ぶという方法はどうだろうか。

　　　私は商業の情報処理の授業を担当しており、今は教科書に沿って授業を進めている。しかし、生徒の

　　　反応を見ていると、あまり情報処理の楽しさを教え切れていないということや、楽しいところもっと

　　　あるのにということを思いながら、授業を行っている。本当は実習の方が意欲的に取り組んでくれるが、

　　　どうしても教科書の通りやると座学が多くなってしまうのは仕方がないことだと考えている。

Ｄ班　　本校は総合学科であるため、１年次で情報Ⅰを２単位、２年次には情報ビジネス系列で、情報処理

　　　を４単位履修している。１年次で情報Ⅰを履修し、２年次の情報処理では情報Ⅰで学んだ内容は、確

　　　認程度で、後は商業に特化したところを重点的に学んで行くという形で行っている。商業高校で行けば、

　　　やはり情報Ⅰも履修したほうがいいのではないかという意見も出た。例えば、情報Ⅰを２単位・情報

　　　処理を２単位という組み合わせにするなどである。

Ｅ班　　現在担当している授業の状況や、授業での悩みを話し合った。まず高校に入学し、情報処理の授業

　　　を始めると、パソコンを使えないという現状がある。キーボードだけではなく、マウスもなかなか使

　　　用できない。しかし、情報処理で求めているものはやはりパソコンスキルである。そういった力をど

　　　のようにして習熟させる授業を行っていくべきなのか、どのようにして子どもたちが楽しめる授業を

　　　作っていくか、ということについて意見交換を行った。

【ビジネス情報分野研究委員会】

第３分科会　「大学入学共通テストに向けた情報提供」

Ｆ班　　普通高校では情報Ⅰを行っているが、やはり２単位だと全然間に合わないという。情報Ⅰに加えて

　　　情報処理を履修、もしくは情報Ⅰと情報Ⅱを履修するという形でなければ、対応が厳しいのではないか。

　　　例えば普通高校においても、情報Ⅰをとり、次に情報処理を選ぶ生徒は、就職の子が多い。進学をす

　　　る生徒は、進学コースに上がって情報処理を履修しないため、情報Ⅰでカバーしなければいけないと

　　　いう現状もある。ただ情報Ⅰの内容は、どうしても座学の時間が多くなってしまう。検定ありきでは

　　　ないが、やはりコンピュータの操作方法もきちんと覚えてもらわなければならない。企業は、Ｗｏｒｄ、

　　　Ｅｘｃｅｌを使える人や、パソコン操作できる人を求めているのが現状である。現在は、一人一台タ

　　　ブレットの状態になっているが、キーボード操作を含めてＷｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌの操作もまだまだ習

　　　熟できていないという生徒も多い。教科書の内容と、操作スキルの習得のどちらもやらなければなら

　　　ないとなると、やはり２単位では足りない。少なくとも座学だけではなく、コンピュータ操作を含め

　　　たＰＣ分野のスキルを身に付けさせる必要があるという話し合いとなった。簿記の知識も含めて、会

　　　計ソフトの使い方なども学んでいかなければならない。そのようなスキルを身に付け、社会に対応で

　　　きる人材を育成できるように指導をしていきたい。

Ｇ班　　情報Ⅰを担当している教員がいなかったため、まず情報処理の授業をどのように行っているかを話

　　　し合った。技術の習得や資格取得を目的としてる学校が多いという現状であった。主に、問題集を主

　　　体で取り組んでいる学校が多かった。

　　　　生徒は、情報処理の実技に関してはすごく意欲的である。しかし、用語などが出てきたり、プログ

　　　ラミングでも、流れ図などを見ると、苦手意識を持つ生徒が多い。以前であれば実業高校は就職をす

　　　るためであったり、資格を取るために入学する生徒が多かったと思うが、現在は進学する生徒も多い。

　　　情報処理やプログラミングを生かした進学する子たちのことを考えると、操作スキルの習得や検定対

　　　応の授業ばかりではいけない。また、今はネットマナーモラルやセキュリティ知識の強化なども社会

　　　に求められる能力であるため、その部分を伸ばせるような方法について考えていく必要がある。

発表者　青森県総合学校教育センター産業教育課　　指導主事　　新　堂　満　香

司会者　青 森 県 立 三 沢 商 業 高 等 学 校　　教　　諭　　榊　　　祥　吾

記録者　青 森 県 立 三 沢 商 業 高 等 学 校　　教　　諭　　山　田　真　菜
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１　はじめに

　令和４年度入学生が３年生になる２０２５年の令和７年度入試から「情報」が大学入学共通テスト（以下、

共通テストとする）に導入される。その内容は、令和 4 年度入学生より必履修科目となった「情報Ⅰ」から

出題される。商業科での共通テスト「情報」の取扱いについては所属校によって捉え方が違い、実際に合格

を目指して受験で使う場合、これまでのように総合型選抜や指定校推薦を経て、大学合格後に受験するとい

うような場合が考えられる。このような状況を踏まえ、共通テスト「情報」について、さらに「情報Ⅰ」の

代替科目としての「情報処理」の指導についてどのような対応をしていかなければならないのか、学校事情

や現在の各校の取り組みについて共有しながら考えていくことが必要である。

２　大学入学共通テストについて

 （１）大学入学共通テストの概要

　　　大学入学共通テストは、大学入試センターと各大学とが協力して行う共通試験である。例年１月中旬に、

　　１日目が文系科目、２日目に理系科目という２日間日程で行われている。令和３年から大学入学共通テ

　　ストと名称変更されたが、大学入試センター試験の時から引き続き、情報に関する科目として専門学科

　　の生徒が受験することを想定した「情報関係基礎」が数学②の枠で実施されている。今回の改訂により「情

　　報」が出題されることに伴い、現行の「情報関係基礎」は経過措置問題「旧情報関係基礎」を経て廃止される。

　　これまで実施されていた「簿記・会計」についても同様の流れで廃止されることが決定している。

 （２）共通テスト「情報」について

　　　共通テスト「情報」は、２０２５年の令和７年度入試から実施され、令和 4 年度入学生から履修して

　　いる必履修科目「情報Ⅰ」から出題、試験時間は６０分で行われる。過年度生に対しては、経過措置問

　　題として「旧情報」が用意されており、旧科目である「社会と情報」・「情報の科学」に対応した必答問

　　題２問と、それぞれの科目に対応した選択問題 4 問の計 6 問で構成されている。インターネットに接続

　　する家電、ＣｈａｔＧＰＴ、ＡＩ予測など、ここ数年で非常に身近な技術となっており、このような社会

　　の変化を前向きに捉え、身の回りや社会の問題の発見や解決に向けて、情報の科学的な見方・考え方を

　　育成する科目として高等学校に必履修科目「情報Ⅰ」が設置されたこと、また、大学においては特に「デー

　　タ」を重視し、「数理・データサイエンス・ＡＩ」をデジタル時代の「読み・書き・そろばん」として、

　　あらゆる分野で人材が活躍する環境を構築する流れとなっている。このような流れを踏まえ、高等学校

　　教育・大学教育を連携しつつ、社会で必要な情報に関する資質・能力を育成していくために、大学教育

　　を受けるために必要な基礎的な能力として「情報」が新設された。

 （３）問題の方向性について

　　　共通テスト「情報」は、平成30年３月告示の高等学校学習指導要領「情報Ⅰ」において育成を目指す資質・

　　能力を重視した問題となっている。探究的な活動、情報社会と人との関わり、情報の科学的な理解、問

　　題の発見・解決に向けて考察する力などを問う方向性で検討され、試作問題が作成されている。プログ

　　ラミングの問題については、公平性を担保し、初見でも理解しやすいとされる大学入試センター独自の

　　言語である DNCL が使用される。また、「旧情報」については、平成２１年３月告示の高等学校学習指導

　　要領に基づき、試作問題では、情報や情報技術が発達している役割や影響、活用するための知識と技能、

　　情報に関する科学的な見方・考え方を重視しつつ、「情報Ⅰ」と同じように、問題解決的な視点から考

　　察する力を問うよう作成されている。現行の教育課程を履修している生徒が受験する場合は、「情報Ⅰ」

　　で受験するが、過年度生が受験する場合は、「情報Ⅰ」と「旧情報」から選択できる。もし、「旧情報」

　　を受験する場合には、先に触れたように選択問題への対応として、受験前にあらかじめ「情報の科学」・「社

　　会と情報」のいずれかを決めておく必要がある。商業科のように専門科目で代替している場合には、ど

　　ちらの科目で代替していたのかを生徒に伝えておかなければならない。

 （４）試作問題の大問構成

　左図は、「情報Ⅰ」と「旧情報」の大問構成

を比較したものである（出典 : 独立行政法人 

大学入試セ　　ンター）。「情報Ⅰ」は第１問

から第４問まで必答、「旧情報」は第１問と第

４問が共通問題で必答で、第２問、　　第３問

のいずれか、第５問、第６問のいずれかを選

択し、計４問を解答する。グレーアウトして

いる部　　分は「情報Ⅰ」と「旧情報」で共

通した問題となっていることを示している。

　「情報Ⅰ」の第１問は４つの領域「(1）情報

社会の問題解決」「（2）コミュニケーションと

情報デザイン」「(3）コンピュータとプログラ

ミング」「(4）情報通信ネットワークとデータの活用」のそれぞれの内容を踏まえた独立した４つの小問に

よる出題である。第 2 問は主に「(1）情報社会の問題解決」「(2）コミュニケーションと情報デザイン」

「(3）コンピュータとプログラミング」の領域を融合させた独立した２問となっている。第３問は主に「(3）

コンピュータとプログラミング」の領域を踏まえ、ＤＮＣＬを用いたプログラミングの問題である。ここで

はアルゴリズムとプログラミングの基本に関する理解を基に、示された要件を踏まえたプログラムを論理的

に考察できるかを問う。プログラミングを学習した旧課程「情報の科学」履修者は、こちらの問題を選択す

ることになる。第４問は「(4）情報通信ネットワークとデータの活用」の問題である。データの活用と分析

に関する基本的な知識から、最終的に結果を考察するところまでが問われている。試作問題では、箱ひげ図

や散布図などが取り扱われているため、授業で触れていないと解答することができない。用語や知識を問う

問題だけではなく、知識の活用から思考、判断、表現までを求める非常に高度な問題となっていることがわ

かる。

　　　「旧情報」の試作問題は、情報機器や情報通信ネットワーク、情報セキュリティに関する知識と関連

　　付けて、実践的な情報通信ネットワークに係る課題などに対して、適切に判断し考察できるかを問う内

　　容となっている。また、「情報Ⅰ」と「旧情報」の間は得点調整の対象となり、同一教科内の科目間で

　　極端な平均差が生じた際には、受験した科目によって有利不利が生じないように調整が行われる。

３　「情報Ⅰ」の代替科目としての「情報処理」の指導について

　新学習指導要領における「情報Ⅰ」と「情報処理」の目標は以下の通りである。

　 「情報Ⅰ」の目標

　　　情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活

　　動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体

　　的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　　(1) 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技術を習得

　　　　するとともに、情報社会と人とのかかわりについての理解を深めるようにする。

　　(2) 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切

　　　　かつ効果的に活用する力を養う。

　　(3) 情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

　 「情報処理」の目標

　　　商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、企業において

　　情報を適切に扱うために必要な資質・能力を次の通り育成することを目指す。

　　(1) 企業において情報を扱うことについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連す

　　　　る技術を身に付けるようにする。

　　(2) 企業において情報を扱うことに関する課題を発見し、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に

　　　　基づいて創造的に解決する力を養う。

　　(3) 企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び、企業において情報を適切に扱うことに主体的

　　　　かつ協働的に取り組む態度を養う。

　共通して (1) ～ (3) とあるが、これは現行の学習指導要領において知・徳・体にわたる「生きる力」を子

供たちに育むため、「何のために学ぶのか」という学習の意義を共有しながら、授業の創意工夫や教科書等

の教材の改善を引き出していけるよう、全ての教科等を３つの柱で再整理したものである。(1) は知識・技

能（職業に関する専門学科においては知識・技術）、(2) は思考・判断・表現、(3) は学びに向かう力・人間

性をあらわす。共通科目「情報Ⅰ」で示す「技能」と専門科目「情報処理」で示す「技術」の違いは、「技能」

は個人を対象としたものと捉え、人が生きていくために一般的に身に付けなければならない能力と考えるこ

とができる。(2) で記したように、共通テスト「情報」が設置された経緯として、ＩｏＴやＣｈａｔＧＰＴ

などの生成ＡＩやプログラミング、データ活用が身近なものとして、我々の生活に入り込んでいる現状があ

ることからも、共通科目である「情報Ⅰ」で求められる資質能力として当然必要となり、これまで以上に高

い能力を身に付けることが求められていることを理解しなければならない。それに対して「技術」は、職業

として必要とされる知識をあらわすものとされ、このことは専門科目「情報処理」の目標はすべて「企業に

おいて」という言葉ではじまっていることからもわかる。以下は、「情報Ⅰ」と「情報処理」の指導内容（指

導項目）を示したものであるが、職業として必要とされる科目である「情報処理」には、(4) ビジネス文書

の作成、(5) プレゼンテーションといった、コンピュータやアプリケーションのスキルを取り扱った部分が

含まれているのである。

　・「情報Ⅰ」の指導内容

　　(1) 情報社会の問題解決

　　(2) コミュニケーションと情報デザイン

　　(3) コンピュータとプログラミング

　　(4) 情報通信ネットワークとデータの活用

　・「情報処理」の指導項目

　　(1) 企業活動と情報処理

　　(2) コンピュータシステムと情報通信ネットワーク

　　(3) 情報の集計と分析

　　(4) ビジネス文書の作成

　　(5) プレゼンテーション

　専門学科で「情報Ⅰ」の代替科目として「情報処理」を行う場合は、「情報Ⅰ」で取り扱う内容を抑えた上で、

商業科として企業に入って必要とされる操作スキルを指導する必要がある。文部科学省のサイトでも、専門

学科における代替科目の考え方として「機械的に代替が認められているものではなく」、代替を行う場合は「各

学校に説明責任が求められる」という記載がある。

４　まとめ

　共通テストの出題からもわかるように、共通教科「情報Ⅰ」で求められる資質能力が非常に高度化してい

ることを踏まえた上で、「情報処理」の指導を行う必要がある。今一度これまでの指導を振り返った上で、

コンピュータやアプリケーションの操作スキルの指導に偏っている場合は「問題解決」や「データ分析」、「考

察」の視点を授業の中に取り入れていくことを考えていかなければならない。このことは教育課程の編成に

も大きく関わってくることからも、各校の現状を踏まえ、代替科目としての「情報処理」の扱いについて検

討する機会としてほしい。

５　グループディスカッション　発表内容

Ａ班　　班で出た意見としては、情報処理の授業というのは検定対応ではやっていないということ、また、

　　　情報Ⅰと情報処理の内容を比較すると、アルゴリズムやプログラミングの分野が少し薄いのではない

　　　かということである。そして、データに関する解析の部分も薄いと感じている。そのため、個人的な

　　　意見としては、例えば一年生で情報Ⅰを２単位、同時並行で情報処理を最低単位の２単位という履修

　　　の形を考える。

　　　　その他の意見としては、入学してくる生徒はスマホのフリック入力の方が多くなっており、キーボー

　　　ドに親しまない子たちがいるということだ。実習に入るとき、キー入力のトレーニングが今まで以上

　　　に必要になった。情報処理にしても、情報Ⅰにしても、情報モラルの部分については、詳しく指導し

　　　て行く必要があるのではないだろうか。

Ｂ班　　情報Ⅰの内容を踏まえると、共通テストの範囲全てを授業で行うということは、２単位だとなかな

　　　か厳しいという意見が出た。情報Ⅰと情報処理の中身を比べてみると、やはり情報処理の部分はアプ

　　　リ操作が多くなっている。データサイエンスの領域や、アルゴリズムの部分などが、少し薄まってい

　　　ると考える。情報デザインの方に関しても、情報Ⅰの方が深く描かれているように思う。弘前実業高

　　　校では、外部講師を呼んで情報デザインの授業を実施しており、今年度もやる予定だ。

　　　　また、もう１つ出た意見としては、情報処理の教科書を基本として、授業を行うということだ。共

　　　通テストはあまり意識しすぎないというというところも、大事な部分ではないだろうか。

Ｃ班　　教科書の内容だけで、共通テストには対応することは、非常に難しいという意見が出た。例えば１

　　　年生で情報Ⅰを履修し、二年生で、学校設定科目などで、さらに深く学ぶという方法はどうだろうか。

　　　私は商業の情報処理の授業を担当しており、今は教科書に沿って授業を進めている。しかし、生徒の

　　　反応を見ていると、あまり情報処理の楽しさを教え切れていないということや、楽しいところもっと

　　　あるのにということを思いながら、授業を行っている。本当は実習の方が意欲的に取り組んでくれるが、

　　　どうしても教科書の通りやると座学が多くなってしまうのは仕方がないことだと考えている。

Ｄ班　　本校は総合学科であるため、１年次で情報Ⅰを２単位、２年次には情報ビジネス系列で、情報処理

　　　を４単位履修している。１年次で情報Ⅰを履修し、２年次の情報処理では情報Ⅰで学んだ内容は、確

　　　認程度で、後は商業に特化したところを重点的に学んで行くという形で行っている。商業高校で行けば、

　　　やはり情報Ⅰも履修したほうがいいのではないかという意見も出た。例えば、情報Ⅰを２単位・情報

　　　処理を２単位という組み合わせにするなどである。

Ｅ班　　現在担当している授業の状況や、授業での悩みを話し合った。まず高校に入学し、情報処理の授業

　　　を始めると、パソコンを使えないという現状がある。キーボードだけではなく、マウスもなかなか使

　　　用できない。しかし、情報処理で求めているものはやはりパソコンスキルである。そういった力をど

　　　のようにして習熟させる授業を行っていくべきなのか、どのようにして子どもたちが楽しめる授業を

　　　作っていくか、ということについて意見交換を行った。

Ｆ班　　普通高校では情報Ⅰを行っているが、やはり２単位だと全然間に合わないという。情報Ⅰに加えて

　　　情報処理を履修、もしくは情報Ⅰと情報Ⅱを履修するという形でなければ、対応が厳しいのではないか。

　　　例えば普通高校においても、情報Ⅰをとり、次に情報処理を選ぶ生徒は、就職の子が多い。進学をす

　　　る生徒は、進学コースに上がって情報処理を履修しないため、情報Ⅰでカバーしなければいけないと

　　　いう現状もある。ただ情報Ⅰの内容は、どうしても座学の時間が多くなってしまう。検定ありきでは

　　　ないが、やはりコンピュータの操作方法もきちんと覚えてもらわなければならない。企業は、Ｗｏｒｄ、

　　　Ｅｘｃｅｌを使える人や、パソコン操作できる人を求めているのが現状である。現在は、一人一台タ

　　　ブレットの状態になっているが、キーボード操作を含めてＷｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌの操作もまだまだ習

　　　熟できていないという生徒も多い。教科書の内容と、操作スキルの習得のどちらもやらなければなら

　　　ないとなると、やはり２単位では足りない。少なくとも座学だけではなく、コンピュータ操作を含め

　　　たＰＣ分野のスキルを身に付けさせる必要があるという話し合いとなった。簿記の知識も含めて、会

　　　計ソフトの使い方なども学んでいかなければならない。そのようなスキルを身に付け、社会に対応で

　　　きる人材を育成できるように指導をしていきたい。

Ｇ班　　情報Ⅰを担当している教員がいなかったため、まず情報処理の授業をどのように行っているかを話

　　　し合った。技術の習得や資格取得を目的としてる学校が多いという現状であった。主に、問題集を主

　　　体で取り組んでいる学校が多かった。

　　　　生徒は、情報処理の実技に関してはすごく意欲的である。しかし、用語などが出てきたり、プログ

　　　ラミングでも、流れ図などを見ると、苦手意識を持つ生徒が多い。以前であれば実業高校は就職をす

　　　るためであったり、資格を取るために入学する生徒が多かったと思うが、現在は進学する生徒も多い。

　　　情報処理やプログラミングを生かした進学する子たちのことを考えると、操作スキルの習得や検定対

　　　応の授業ばかりではいけない。また、今はネットマナーモラルやセキュリティ知識の強化なども社会

　　　に求められる能力であるため、その部分を伸ばせるような方法について考えていく必要がある。
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１　はじめに

　令和４年度入学生が３年生になる２０２５年の令和７年度入試から「情報」が大学入学共通テスト（以下、

共通テストとする）に導入される。その内容は、令和 4 年度入学生より必履修科目となった「情報Ⅰ」から

出題される。商業科での共通テスト「情報」の取扱いについては所属校によって捉え方が違い、実際に合格

を目指して受験で使う場合、これまでのように総合型選抜や指定校推薦を経て、大学合格後に受験するとい

うような場合が考えられる。このような状況を踏まえ、共通テスト「情報」について、さらに「情報Ⅰ」の

代替科目としての「情報処理」の指導についてどのような対応をしていかなければならないのか、学校事情

や現在の各校の取り組みについて共有しながら考えていくことが必要である。

２　大学入学共通テストについて

 （１）大学入学共通テストの概要

　　　大学入学共通テストは、大学入試センターと各大学とが協力して行う共通試験である。例年１月中旬に、

　　１日目が文系科目、２日目に理系科目という２日間日程で行われている。令和３年から大学入学共通テ

　　ストと名称変更されたが、大学入試センター試験の時から引き続き、情報に関する科目として専門学科

　　の生徒が受験することを想定した「情報関係基礎」が数学②の枠で実施されている。今回の改訂により「情

　　報」が出題されることに伴い、現行の「情報関係基礎」は経過措置問題「旧情報関係基礎」を経て廃止される。

　　これまで実施されていた「簿記・会計」についても同様の流れで廃止されることが決定している。

 （２）共通テスト「情報」について

　　　共通テスト「情報」は、２０２５年の令和７年度入試から実施され、令和 4 年度入学生から履修して

　　いる必履修科目「情報Ⅰ」から出題、試験時間は６０分で行われる。過年度生に対しては、経過措置問

　　題として「旧情報」が用意されており、旧科目である「社会と情報」・「情報の科学」に対応した必答問

　　題２問と、それぞれの科目に対応した選択問題 4 問の計 6 問で構成されている。インターネットに接続

　　する家電、ＣｈａｔＧＰＴ、ＡＩ予測など、ここ数年で非常に身近な技術となっており、このような社会

　　の変化を前向きに捉え、身の回りや社会の問題の発見や解決に向けて、情報の科学的な見方・考え方を

　　育成する科目として高等学校に必履修科目「情報Ⅰ」が設置されたこと、また、大学においては特に「デー

　　タ」を重視し、「数理・データサイエンス・ＡＩ」をデジタル時代の「読み・書き・そろばん」として、

　　あらゆる分野で人材が活躍する環境を構築する流れとなっている。このような流れを踏まえ、高等学校

　　教育・大学教育を連携しつつ、社会で必要な情報に関する資質・能力を育成していくために、大学教育

　　を受けるために必要な基礎的な能力として「情報」が新設された。

 （３）問題の方向性について

　　　共通テスト「情報」は、平成30年３月告示の高等学校学習指導要領「情報Ⅰ」において育成を目指す資質・

　　能力を重視した問題となっている。探究的な活動、情報社会と人との関わり、情報の科学的な理解、問

　　題の発見・解決に向けて考察する力などを問う方向性で検討され、試作問題が作成されている。プログ

　　ラミングの問題については、公平性を担保し、初見でも理解しやすいとされる大学入試センター独自の

　　言語である DNCL が使用される。また、「旧情報」については、平成２１年３月告示の高等学校学習指導

　　要領に基づき、試作問題では、情報や情報技術が発達している役割や影響、活用するための知識と技能、

　　情報に関する科学的な見方・考え方を重視しつつ、「情報Ⅰ」と同じように、問題解決的な視点から考

　　察する力を問うよう作成されている。現行の教育課程を履修している生徒が受験する場合は、「情報Ⅰ」

　　で受験するが、過年度生が受験する場合は、「情報Ⅰ」と「旧情報」から選択できる。もし、「旧情報」

　　を受験する場合には、先に触れたように選択問題への対応として、受験前にあらかじめ「情報の科学」・「社

　　会と情報」のいずれかを決めておく必要がある。商業科のように専門科目で代替している場合には、ど

　　ちらの科目で代替していたのかを生徒に伝えておかなければならない。

 （４）試作問題の大問構成

　左図は、「情報Ⅰ」と「旧情報」の大問構成

を比較したものである（出典 : 独立行政法人 

大学入試セ　　ンター）。「情報Ⅰ」は第１問

から第４問まで必答、「旧情報」は第１問と第

４問が共通問題で必答で、第２問、　　第３問

のいずれか、第５問、第６問のいずれかを選

択し、計４問を解答する。グレーアウトして

いる部　　分は「情報Ⅰ」と「旧情報」で共

通した問題となっていることを示している。

　「情報Ⅰ」の第１問は４つの領域「(1）情報

社会の問題解決」「（2）コミュニケーションと

情報デザイン」「(3）コンピュータとプログラ

ミング」「(4）情報通信ネットワークとデータの活用」のそれぞれの内容を踏まえた独立した４つの小問に

よる出題である。第 2 問は主に「(1）情報社会の問題解決」「(2）コミュニケーションと情報デザイン」

「(3）コンピュータとプログラミング」の領域を融合させた独立した２問となっている。第３問は主に「(3）

コンピュータとプログラミング」の領域を踏まえ、ＤＮＣＬを用いたプログラミングの問題である。ここで

はアルゴリズムとプログラミングの基本に関する理解を基に、示された要件を踏まえたプログラムを論理的

に考察できるかを問う。プログラミングを学習した旧課程「情報の科学」履修者は、こちらの問題を選択す

ることになる。第４問は「(4）情報通信ネットワークとデータの活用」の問題である。データの活用と分析

に関する基本的な知識から、最終的に結果を考察するところまでが問われている。試作問題では、箱ひげ図

や散布図などが取り扱われているため、授業で触れていないと解答することができない。用語や知識を問う

問題だけではなく、知識の活用から思考、判断、表現までを求める非常に高度な問題となっていることがわ

かる。

　　　「旧情報」の試作問題は、情報機器や情報通信ネットワーク、情報セキュリティに関する知識と関連

　　付けて、実践的な情報通信ネットワークに係る課題などに対して、適切に判断し考察できるかを問う内

　　容となっている。また、「情報Ⅰ」と「旧情報」の間は得点調整の対象となり、同一教科内の科目間で

　　極端な平均差が生じた際には、受験した科目によって有利不利が生じないように調整が行われる。

３　「情報Ⅰ」の代替科目としての「情報処理」の指導について

　新学習指導要領における「情報Ⅰ」と「情報処理」の目標は以下の通りである。

　 「情報Ⅰ」の目標

　　　情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活

　　動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体

　　的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　　(1) 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技術を習得

　　　　するとともに、情報社会と人とのかかわりについての理解を深めるようにする。

　　(2) 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切

　　　　かつ効果的に活用する力を養う。

　　(3) 情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

　 「情報処理」の目標

　　　商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、企業において

　　情報を適切に扱うために必要な資質・能力を次の通り育成することを目指す。

　　(1) 企業において情報を扱うことについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連す

　　　　る技術を身に付けるようにする。

　　(2) 企業において情報を扱うことに関する課題を発見し、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に

　　　　基づいて創造的に解決する力を養う。

　　(3) 企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び、企業において情報を適切に扱うことに主体的

　　　　かつ協働的に取り組む態度を養う。

　共通して (1) ～ (3) とあるが、これは現行の学習指導要領において知・徳・体にわたる「生きる力」を子

供たちに育むため、「何のために学ぶのか」という学習の意義を共有しながら、授業の創意工夫や教科書等

の教材の改善を引き出していけるよう、全ての教科等を３つの柱で再整理したものである。(1) は知識・技

能（職業に関する専門学科においては知識・技術）、(2) は思考・判断・表現、(3) は学びに向かう力・人間

性をあらわす。共通科目「情報Ⅰ」で示す「技能」と専門科目「情報処理」で示す「技術」の違いは、「技能」

は個人を対象としたものと捉え、人が生きていくために一般的に身に付けなければならない能力と考えるこ

とができる。(2) で記したように、共通テスト「情報」が設置された経緯として、ＩｏＴやＣｈａｔＧＰＴ

などの生成ＡＩやプログラミング、データ活用が身近なものとして、我々の生活に入り込んでいる現状があ

ることからも、共通科目である「情報Ⅰ」で求められる資質能力として当然必要となり、これまで以上に高

い能力を身に付けることが求められていることを理解しなければならない。それに対して「技術」は、職業

として必要とされる知識をあらわすものとされ、このことは専門科目「情報処理」の目標はすべて「企業に

おいて」という言葉ではじまっていることからもわかる。以下は、「情報Ⅰ」と「情報処理」の指導内容（指

導項目）を示したものであるが、職業として必要とされる科目である「情報処理」には、(4) ビジネス文書

の作成、(5) プレゼンテーションといった、コンピュータやアプリケーションのスキルを取り扱った部分が

含まれているのである。

　・「情報Ⅰ」の指導内容

　　(1) 情報社会の問題解決

　　(2) コミュニケーションと情報デザイン

　　(3) コンピュータとプログラミング

　　(4) 情報通信ネットワークとデータの活用

　・「情報処理」の指導項目

　　(1) 企業活動と情報処理

　　(2) コンピュータシステムと情報通信ネットワーク

　　(3) 情報の集計と分析

　　(4) ビジネス文書の作成

　　(5) プレゼンテーション

　専門学科で「情報Ⅰ」の代替科目として「情報処理」を行う場合は、「情報Ⅰ」で取り扱う内容を抑えた上で、

商業科として企業に入って必要とされる操作スキルを指導する必要がある。文部科学省のサイトでも、専門

学科における代替科目の考え方として「機械的に代替が認められているものではなく」、代替を行う場合は「各

学校に説明責任が求められる」という記載がある。

４　まとめ

　共通テストの出題からもわかるように、共通教科「情報Ⅰ」で求められる資質能力が非常に高度化してい

ることを踏まえた上で、「情報処理」の指導を行う必要がある。今一度これまでの指導を振り返った上で、

コンピュータやアプリケーションの操作スキルの指導に偏っている場合は「問題解決」や「データ分析」、「考

察」の視点を授業の中に取り入れていくことを考えていかなければならない。このことは教育課程の編成に

も大きく関わってくることからも、各校の現状を踏まえ、代替科目としての「情報処理」の扱いについて検

討する機会としてほしい。

５　グループディスカッション　発表内容

Ａ班　　班で出た意見としては、情報処理の授業というのは検定対応ではやっていないということ、また、

　　　情報Ⅰと情報処理の内容を比較すると、アルゴリズムやプログラミングの分野が少し薄いのではない

　　　かということである。そして、データに関する解析の部分も薄いと感じている。そのため、個人的な

　　　意見としては、例えば一年生で情報Ⅰを２単位、同時並行で情報処理を最低単位の２単位という履修

　　　の形を考える。

　　　　その他の意見としては、入学してくる生徒はスマホのフリック入力の方が多くなっており、キーボー

　　　ドに親しまない子たちがいるということだ。実習に入るとき、キー入力のトレーニングが今まで以上

　　　に必要になった。情報処理にしても、情報Ⅰにしても、情報モラルの部分については、詳しく指導し

　　　て行く必要があるのではないだろうか。

Ｂ班　　情報Ⅰの内容を踏まえると、共通テストの範囲全てを授業で行うということは、２単位だとなかな

　　　か厳しいという意見が出た。情報Ⅰと情報処理の中身を比べてみると、やはり情報処理の部分はアプ

　　　リ操作が多くなっている。データサイエンスの領域や、アルゴリズムの部分などが、少し薄まってい

　　　ると考える。情報デザインの方に関しても、情報Ⅰの方が深く描かれているように思う。弘前実業高

　　　校では、外部講師を呼んで情報デザインの授業を実施しており、今年度もやる予定だ。

　　　　また、もう１つ出た意見としては、情報処理の教科書を基本として、授業を行うということだ。共

　　　通テストはあまり意識しすぎないというというところも、大事な部分ではないだろうか。

Ｃ班　　教科書の内容だけで、共通テストには対応することは、非常に難しいという意見が出た。例えば１

　　　年生で情報Ⅰを履修し、二年生で、学校設定科目などで、さらに深く学ぶという方法はどうだろうか。

　　　私は商業の情報処理の授業を担当しており、今は教科書に沿って授業を進めている。しかし、生徒の

　　　反応を見ていると、あまり情報処理の楽しさを教え切れていないということや、楽しいところもっと

　　　あるのにということを思いながら、授業を行っている。本当は実習の方が意欲的に取り組んでくれるが、

　　　どうしても教科書の通りやると座学が多くなってしまうのは仕方がないことだと考えている。

Ｄ班　　本校は総合学科であるため、１年次で情報Ⅰを２単位、２年次には情報ビジネス系列で、情報処理

　　　を４単位履修している。１年次で情報Ⅰを履修し、２年次の情報処理では情報Ⅰで学んだ内容は、確

　　　認程度で、後は商業に特化したところを重点的に学んで行くという形で行っている。商業高校で行けば、

　　　やはり情報Ⅰも履修したほうがいいのではないかという意見も出た。例えば、情報Ⅰを２単位・情報

　　　処理を２単位という組み合わせにするなどである。

Ｅ班　　現在担当している授業の状況や、授業での悩みを話し合った。まず高校に入学し、情報処理の授業

　　　を始めると、パソコンを使えないという現状がある。キーボードだけではなく、マウスもなかなか使

　　　用できない。しかし、情報処理で求めているものはやはりパソコンスキルである。そういった力をど

　　　のようにして習熟させる授業を行っていくべきなのか、どのようにして子どもたちが楽しめる授業を

　　　作っていくか、ということについて意見交換を行った。

Ｆ班　　普通高校では情報Ⅰを行っているが、やはり２単位だと全然間に合わないという。情報Ⅰに加えて

　　　情報処理を履修、もしくは情報Ⅰと情報Ⅱを履修するという形でなければ、対応が厳しいのではないか。

　　　例えば普通高校においても、情報Ⅰをとり、次に情報処理を選ぶ生徒は、就職の子が多い。進学をす

　　　る生徒は、進学コースに上がって情報処理を履修しないため、情報Ⅰでカバーしなければいけないと

　　　いう現状もある。ただ情報Ⅰの内容は、どうしても座学の時間が多くなってしまう。検定ありきでは

　　　ないが、やはりコンピュータの操作方法もきちんと覚えてもらわなければならない。企業は、Ｗｏｒｄ、

　　　Ｅｘｃｅｌを使える人や、パソコン操作できる人を求めているのが現状である。現在は、一人一台タ

　　　ブレットの状態になっているが、キーボード操作を含めてＷｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌの操作もまだまだ習

　　　熟できていないという生徒も多い。教科書の内容と、操作スキルの習得のどちらもやらなければなら

　　　ないとなると、やはり２単位では足りない。少なくとも座学だけではなく、コンピュータ操作を含め

　　　たＰＣ分野のスキルを身に付けさせる必要があるという話し合いとなった。簿記の知識も含めて、会

　　　計ソフトの使い方なども学んでいかなければならない。そのようなスキルを身に付け、社会に対応で

　　　きる人材を育成できるように指導をしていきたい。

Ｇ班　　情報Ⅰを担当している教員がいなかったため、まず情報処理の授業をどのように行っているかを話

　　　し合った。技術の習得や資格取得を目的としてる学校が多いという現状であった。主に、問題集を主

　　　体で取り組んでいる学校が多かった。

　　　　生徒は、情報処理の実技に関してはすごく意欲的である。しかし、用語などが出てきたり、プログ

　　　ラミングでも、流れ図などを見ると、苦手意識を持つ生徒が多い。以前であれば実業高校は就職をす

　　　るためであったり、資格を取るために入学する生徒が多かったと思うが、現在は進学する生徒も多い。

　　　情報処理やプログラミングを生かした進学する子たちのことを考えると、操作スキルの習得や検定対

　　　応の授業ばかりではいけない。また、今はネットマナーモラルやセキュリティ知識の強化なども社会

　　　に求められる能力であるため、その部分を伸ばせるような方法について考えていく必要がある。
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１　はじめに

　令和４年度入学生が３年生になる２０２５年の令和７年度入試から「情報」が大学入学共通テスト（以下、

共通テストとする）に導入される。その内容は、令和 4 年度入学生より必履修科目となった「情報Ⅰ」から

出題される。商業科での共通テスト「情報」の取扱いについては所属校によって捉え方が違い、実際に合格

を目指して受験で使う場合、これまでのように総合型選抜や指定校推薦を経て、大学合格後に受験するとい

うような場合が考えられる。このような状況を踏まえ、共通テスト「情報」について、さらに「情報Ⅰ」の

代替科目としての「情報処理」の指導についてどのような対応をしていかなければならないのか、学校事情

や現在の各校の取り組みについて共有しながら考えていくことが必要である。

２　大学入学共通テストについて

 （１）大学入学共通テストの概要

　　　大学入学共通テストは、大学入試センターと各大学とが協力して行う共通試験である。例年１月中旬に、

　　１日目が文系科目、２日目に理系科目という２日間日程で行われている。令和３年から大学入学共通テ

　　ストと名称変更されたが、大学入試センター試験の時から引き続き、情報に関する科目として専門学科

　　の生徒が受験することを想定した「情報関係基礎」が数学②の枠で実施されている。今回の改訂により「情

　　報」が出題されることに伴い、現行の「情報関係基礎」は経過措置問題「旧情報関係基礎」を経て廃止される。

　　これまで実施されていた「簿記・会計」についても同様の流れで廃止されることが決定している。

 （２）共通テスト「情報」について

　　　共通テスト「情報」は、２０２５年の令和７年度入試から実施され、令和 4 年度入学生から履修して

　　いる必履修科目「情報Ⅰ」から出題、試験時間は６０分で行われる。過年度生に対しては、経過措置問

　　題として「旧情報」が用意されており、旧科目である「社会と情報」・「情報の科学」に対応した必答問

　　題２問と、それぞれの科目に対応した選択問題 4 問の計 6 問で構成されている。インターネットに接続

　　する家電、ＣｈａｔＧＰＴ、ＡＩ予測など、ここ数年で非常に身近な技術となっており、このような社会

　　の変化を前向きに捉え、身の回りや社会の問題の発見や解決に向けて、情報の科学的な見方・考え方を

　　育成する科目として高等学校に必履修科目「情報Ⅰ」が設置されたこと、また、大学においては特に「デー

　　タ」を重視し、「数理・データサイエンス・ＡＩ」をデジタル時代の「読み・書き・そろばん」として、

　　あらゆる分野で人材が活躍する環境を構築する流れとなっている。このような流れを踏まえ、高等学校

　　教育・大学教育を連携しつつ、社会で必要な情報に関する資質・能力を育成していくために、大学教育

　　を受けるために必要な基礎的な能力として「情報」が新設された。

 （３）問題の方向性について

　　　共通テスト「情報」は、平成30年３月告示の高等学校学習指導要領「情報Ⅰ」において育成を目指す資質・

　　能力を重視した問題となっている。探究的な活動、情報社会と人との関わり、情報の科学的な理解、問

　　題の発見・解決に向けて考察する力などを問う方向性で検討され、試作問題が作成されている。プログ

　　ラミングの問題については、公平性を担保し、初見でも理解しやすいとされる大学入試センター独自の

　　言語である DNCL が使用される。また、「旧情報」については、平成２１年３月告示の高等学校学習指導

　　要領に基づき、試作問題では、情報や情報技術が発達している役割や影響、活用するための知識と技能、

　　情報に関する科学的な見方・考え方を重視しつつ、「情報Ⅰ」と同じように、問題解決的な視点から考

　　察する力を問うよう作成されている。現行の教育課程を履修している生徒が受験する場合は、「情報Ⅰ」

　　で受験するが、過年度生が受験する場合は、「情報Ⅰ」と「旧情報」から選択できる。もし、「旧情報」

　　を受験する場合には、先に触れたように選択問題への対応として、受験前にあらかじめ「情報の科学」・「社

　　会と情報」のいずれかを決めておく必要がある。商業科のように専門科目で代替している場合には、ど

　　ちらの科目で代替していたのかを生徒に伝えておかなければならない。

 （４）試作問題の大問構成

　左図は、「情報Ⅰ」と「旧情報」の大問構成

を比較したものである（出典 : 独立行政法人 

大学入試セ　　ンター）。「情報Ⅰ」は第１問

から第４問まで必答、「旧情報」は第１問と第

４問が共通問題で必答で、第２問、　　第３問

のいずれか、第５問、第６問のいずれかを選

択し、計４問を解答する。グレーアウトして

いる部　　分は「情報Ⅰ」と「旧情報」で共

通した問題となっていることを示している。

　「情報Ⅰ」の第１問は４つの領域「(1）情報

社会の問題解決」「（2）コミュニケーションと

情報デザイン」「(3）コンピュータとプログラ

ミング」「(4）情報通信ネットワークとデータの活用」のそれぞれの内容を踏まえた独立した４つの小問に

よる出題である。第 2 問は主に「(1）情報社会の問題解決」「(2）コミュニケーションと情報デザイン」

「(3）コンピュータとプログラミング」の領域を融合させた独立した２問となっている。第３問は主に「(3）

コンピュータとプログラミング」の領域を踏まえ、ＤＮＣＬを用いたプログラミングの問題である。ここで

はアルゴリズムとプログラミングの基本に関する理解を基に、示された要件を踏まえたプログラムを論理的

に考察できるかを問う。プログラミングを学習した旧課程「情報の科学」履修者は、こちらの問題を選択す

ることになる。第４問は「(4）情報通信ネットワークとデータの活用」の問題である。データの活用と分析

に関する基本的な知識から、最終的に結果を考察するところまでが問われている。試作問題では、箱ひげ図

や散布図などが取り扱われているため、授業で触れていないと解答することができない。用語や知識を問う

問題だけではなく、知識の活用から思考、判断、表現までを求める非常に高度な問題となっていることがわ

かる。

　　　「旧情報」の試作問題は、情報機器や情報通信ネットワーク、情報セキュリティに関する知識と関連

　　付けて、実践的な情報通信ネットワークに係る課題などに対して、適切に判断し考察できるかを問う内

　　容となっている。また、「情報Ⅰ」と「旧情報」の間は得点調整の対象となり、同一教科内の科目間で

　　極端な平均差が生じた際には、受験した科目によって有利不利が生じないように調整が行われる。

３　「情報Ⅰ」の代替科目としての「情報処理」の指導について

　新学習指導要領における「情報Ⅰ」と「情報処理」の目標は以下の通りである。

　 「情報Ⅰ」の目標

　　　情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活

　　動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体

　　的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　　(1) 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技術を習得

　　　　するとともに、情報社会と人とのかかわりについての理解を深めるようにする。

　　(2) 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切

　　　　かつ効果的に活用する力を養う。

　　(3) 情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

　 「情報処理」の目標

　　　商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、企業において

　　情報を適切に扱うために必要な資質・能力を次の通り育成することを目指す。

　　(1) 企業において情報を扱うことについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連す

　　　　る技術を身に付けるようにする。

　　(2) 企業において情報を扱うことに関する課題を発見し、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に

　　　　基づいて創造的に解決する力を養う。

　　(3) 企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び、企業において情報を適切に扱うことに主体的

　　　　かつ協働的に取り組む態度を養う。

　共通して (1) ～ (3) とあるが、これは現行の学習指導要領において知・徳・体にわたる「生きる力」を子

供たちに育むため、「何のために学ぶのか」という学習の意義を共有しながら、授業の創意工夫や教科書等

の教材の改善を引き出していけるよう、全ての教科等を３つの柱で再整理したものである。(1) は知識・技

能（職業に関する専門学科においては知識・技術）、(2) は思考・判断・表現、(3) は学びに向かう力・人間

性をあらわす。共通科目「情報Ⅰ」で示す「技能」と専門科目「情報処理」で示す「技術」の違いは、「技能」

は個人を対象としたものと捉え、人が生きていくために一般的に身に付けなければならない能力と考えるこ

とができる。(2) で記したように、共通テスト「情報」が設置された経緯として、ＩｏＴやＣｈａｔＧＰＴ

などの生成ＡＩやプログラミング、データ活用が身近なものとして、我々の生活に入り込んでいる現状があ

ることからも、共通科目である「情報Ⅰ」で求められる資質能力として当然必要となり、これまで以上に高

い能力を身に付けることが求められていることを理解しなければならない。それに対して「技術」は、職業

として必要とされる知識をあらわすものとされ、このことは専門科目「情報処理」の目標はすべて「企業に

おいて」という言葉ではじまっていることからもわかる。以下は、「情報Ⅰ」と「情報処理」の指導内容（指

導項目）を示したものであるが、職業として必要とされる科目である「情報処理」には、(4) ビジネス文書

の作成、(5) プレゼンテーションといった、コンピュータやアプリケーションのスキルを取り扱った部分が

含まれているのである。

　・「情報Ⅰ」の指導内容

　　(1) 情報社会の問題解決

　　(2) コミュニケーションと情報デザイン

　　(3) コンピュータとプログラミング

　　(4) 情報通信ネットワークとデータの活用

　・「情報処理」の指導項目

　　(1) 企業活動と情報処理

　　(2) コンピュータシステムと情報通信ネットワーク

　　(3) 情報の集計と分析

　　(4) ビジネス文書の作成

　　(5) プレゼンテーション

　専門学科で「情報Ⅰ」の代替科目として「情報処理」を行う場合は、「情報Ⅰ」で取り扱う内容を抑えた上で、

商業科として企業に入って必要とされる操作スキルを指導する必要がある。文部科学省のサイトでも、専門

学科における代替科目の考え方として「機械的に代替が認められているものではなく」、代替を行う場合は「各

学校に説明責任が求められる」という記載がある。

４　まとめ

　共通テストの出題からもわかるように、共通教科「情報Ⅰ」で求められる資質能力が非常に高度化してい

ることを踏まえた上で、「情報処理」の指導を行う必要がある。今一度これまでの指導を振り返った上で、

コンピュータやアプリケーションの操作スキルの指導に偏っている場合は「問題解決」や「データ分析」、「考

察」の視点を授業の中に取り入れていくことを考えていかなければならない。このことは教育課程の編成に

も大きく関わってくることからも、各校の現状を踏まえ、代替科目としての「情報処理」の扱いについて検

討する機会としてほしい。

５　グループディスカッション　発表内容

Ａ班　　班で出た意見としては、情報処理の授業というのは検定対応ではやっていないということ、また、

　　　情報Ⅰと情報処理の内容を比較すると、アルゴリズムやプログラミングの分野が少し薄いのではない

　　　かということである。そして、データに関する解析の部分も薄いと感じている。そのため、個人的な

　　　意見としては、例えば一年生で情報Ⅰを２単位、同時並行で情報処理を最低単位の２単位という履修

　　　の形を考える。

　　　　その他の意見としては、入学してくる生徒はスマホのフリック入力の方が多くなっており、キーボー

　　　ドに親しまない子たちがいるということだ。実習に入るとき、キー入力のトレーニングが今まで以上

　　　に必要になった。情報処理にしても、情報Ⅰにしても、情報モラルの部分については、詳しく指導し

　　　て行く必要があるのではないだろうか。

Ｂ班　　情報Ⅰの内容を踏まえると、共通テストの範囲全てを授業で行うということは、２単位だとなかな

　　　か厳しいという意見が出た。情報Ⅰと情報処理の中身を比べてみると、やはり情報処理の部分はアプ

　　　リ操作が多くなっている。データサイエンスの領域や、アルゴリズムの部分などが、少し薄まってい

　　　ると考える。情報デザインの方に関しても、情報Ⅰの方が深く描かれているように思う。弘前実業高

　　　校では、外部講師を呼んで情報デザインの授業を実施しており、今年度もやる予定だ。

　　　　また、もう１つ出た意見としては、情報処理の教科書を基本として、授業を行うということだ。共

　　　通テストはあまり意識しすぎないというというところも、大事な部分ではないだろうか。

Ｃ班　　教科書の内容だけで、共通テストには対応することは、非常に難しいという意見が出た。例えば１

　　　年生で情報Ⅰを履修し、二年生で、学校設定科目などで、さらに深く学ぶという方法はどうだろうか。

　　　私は商業の情報処理の授業を担当しており、今は教科書に沿って授業を進めている。しかし、生徒の

　　　反応を見ていると、あまり情報処理の楽しさを教え切れていないということや、楽しいところもっと

　　　あるのにということを思いながら、授業を行っている。本当は実習の方が意欲的に取り組んでくれるが、

　　　どうしても教科書の通りやると座学が多くなってしまうのは仕方がないことだと考えている。

Ｄ班　　本校は総合学科であるため、１年次で情報Ⅰを２単位、２年次には情報ビジネス系列で、情報処理

　　　を４単位履修している。１年次で情報Ⅰを履修し、２年次の情報処理では情報Ⅰで学んだ内容は、確

　　　認程度で、後は商業に特化したところを重点的に学んで行くという形で行っている。商業高校で行けば、

　　　やはり情報Ⅰも履修したほうがいいのではないかという意見も出た。例えば、情報Ⅰを２単位・情報

　　　処理を２単位という組み合わせにするなどである。

Ｅ班　　現在担当している授業の状況や、授業での悩みを話し合った。まず高校に入学し、情報処理の授業

　　　を始めると、パソコンを使えないという現状がある。キーボードだけではなく、マウスもなかなか使

　　　用できない。しかし、情報処理で求めているものはやはりパソコンスキルである。そういった力をど

　　　のようにして習熟させる授業を行っていくべきなのか、どのようにして子どもたちが楽しめる授業を

　　　作っていくか、ということについて意見交換を行った。

Ｆ班　　普通高校では情報Ⅰを行っているが、やはり２単位だと全然間に合わないという。情報Ⅰに加えて

　　　情報処理を履修、もしくは情報Ⅰと情報Ⅱを履修するという形でなければ、対応が厳しいのではないか。

　　　例えば普通高校においても、情報Ⅰをとり、次に情報処理を選ぶ生徒は、就職の子が多い。進学をす

　　　る生徒は、進学コースに上がって情報処理を履修しないため、情報Ⅰでカバーしなければいけないと

　　　いう現状もある。ただ情報Ⅰの内容は、どうしても座学の時間が多くなってしまう。検定ありきでは

　　　ないが、やはりコンピュータの操作方法もきちんと覚えてもらわなければならない。企業は、Ｗｏｒｄ、

　　　Ｅｘｃｅｌを使える人や、パソコン操作できる人を求めているのが現状である。現在は、一人一台タ

　　　ブレットの状態になっているが、キーボード操作を含めてＷｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌの操作もまだまだ習

　　　熟できていないという生徒も多い。教科書の内容と、操作スキルの習得のどちらもやらなければなら

　　　ないとなると、やはり２単位では足りない。少なくとも座学だけではなく、コンピュータ操作を含め

　　　たＰＣ分野のスキルを身に付けさせる必要があるという話し合いとなった。簿記の知識も含めて、会

　　　計ソフトの使い方なども学んでいかなければならない。そのようなスキルを身に付け、社会に対応で

　　　きる人材を育成できるように指導をしていきたい。

Ｇ班　　情報Ⅰを担当している教員がいなかったため、まず情報処理の授業をどのように行っているかを話

　　　し合った。技術の習得や資格取得を目的としてる学校が多いという現状であった。主に、問題集を主

　　　体で取り組んでいる学校が多かった。

　　　　生徒は、情報処理の実技に関してはすごく意欲的である。しかし、用語などが出てきたり、プログ

　　　ラミングでも、流れ図などを見ると、苦手意識を持つ生徒が多い。以前であれば実業高校は就職をす

　　　るためであったり、資格を取るために入学する生徒が多かったと思うが、現在は進学する生徒も多い。

　　　情報処理やプログラミングを生かした進学する子たちのことを考えると、操作スキルの習得や検定対

　　　応の授業ばかりではいけない。また、今はネットマナーモラルやセキュリティ知識の強化なども社会

　　　に求められる能力であるため、その部分を伸ばせるような方法について考えていく必要がある。
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１　はじめに

　令和４年度入学生が３年生になる２０２５年の令和７年度入試から「情報」が大学入学共通テスト（以下、

共通テストとする）に導入される。その内容は、令和 4 年度入学生より必履修科目となった「情報Ⅰ」から

出題される。商業科での共通テスト「情報」の取扱いについては所属校によって捉え方が違い、実際に合格

を目指して受験で使う場合、これまでのように総合型選抜や指定校推薦を経て、大学合格後に受験するとい

うような場合が考えられる。このような状況を踏まえ、共通テスト「情報」について、さらに「情報Ⅰ」の

代替科目としての「情報処理」の指導についてどのような対応をしていかなければならないのか、学校事情

や現在の各校の取り組みについて共有しながら考えていくことが必要である。

２　大学入学共通テストについて

 （１）大学入学共通テストの概要

　　　大学入学共通テストは、大学入試センターと各大学とが協力して行う共通試験である。例年１月中旬に、

　　１日目が文系科目、２日目に理系科目という２日間日程で行われている。令和３年から大学入学共通テ

　　ストと名称変更されたが、大学入試センター試験の時から引き続き、情報に関する科目として専門学科

　　の生徒が受験することを想定した「情報関係基礎」が数学②の枠で実施されている。今回の改訂により「情

　　報」が出題されることに伴い、現行の「情報関係基礎」は経過措置問題「旧情報関係基礎」を経て廃止される。

　　これまで実施されていた「簿記・会計」についても同様の流れで廃止されることが決定している。

 （２）共通テスト「情報」について

　　　共通テスト「情報」は、２０２５年の令和７年度入試から実施され、令和 4 年度入学生から履修して

　　いる必履修科目「情報Ⅰ」から出題、試験時間は６０分で行われる。過年度生に対しては、経過措置問

　　題として「旧情報」が用意されており、旧科目である「社会と情報」・「情報の科学」に対応した必答問

　　題２問と、それぞれの科目に対応した選択問題 4 問の計 6 問で構成されている。インターネットに接続

　　する家電、ＣｈａｔＧＰＴ、ＡＩ予測など、ここ数年で非常に身近な技術となっており、このような社会

　　の変化を前向きに捉え、身の回りや社会の問題の発見や解決に向けて、情報の科学的な見方・考え方を

　　育成する科目として高等学校に必履修科目「情報Ⅰ」が設置されたこと、また、大学においては特に「デー

　　タ」を重視し、「数理・データサイエンス・ＡＩ」をデジタル時代の「読み・書き・そろばん」として、

　　あらゆる分野で人材が活躍する環境を構築する流れとなっている。このような流れを踏まえ、高等学校

　　教育・大学教育を連携しつつ、社会で必要な情報に関する資質・能力を育成していくために、大学教育

　　を受けるために必要な基礎的な能力として「情報」が新設された。

 （３）問題の方向性について

　　　共通テスト「情報」は、平成30年３月告示の高等学校学習指導要領「情報Ⅰ」において育成を目指す資質・

　　能力を重視した問題となっている。探究的な活動、情報社会と人との関わり、情報の科学的な理解、問

　　題の発見・解決に向けて考察する力などを問う方向性で検討され、試作問題が作成されている。プログ

　　ラミングの問題については、公平性を担保し、初見でも理解しやすいとされる大学入試センター独自の

　　言語である DNCL が使用される。また、「旧情報」については、平成２１年３月告示の高等学校学習指導

　　要領に基づき、試作問題では、情報や情報技術が発達している役割や影響、活用するための知識と技能、

　　情報に関する科学的な見方・考え方を重視しつつ、「情報Ⅰ」と同じように、問題解決的な視点から考

　　察する力を問うよう作成されている。現行の教育課程を履修している生徒が受験する場合は、「情報Ⅰ」

　　で受験するが、過年度生が受験する場合は、「情報Ⅰ」と「旧情報」から選択できる。もし、「旧情報」

　　を受験する場合には、先に触れたように選択問題への対応として、受験前にあらかじめ「情報の科学」・「社

　　会と情報」のいずれかを決めておく必要がある。商業科のように専門科目で代替している場合には、ど

　　ちらの科目で代替していたのかを生徒に伝えておかなければならない。

 （４）試作問題の大問構成

　左図は、「情報Ⅰ」と「旧情報」の大問構成

を比較したものである（出典 : 独立行政法人 

大学入試セ　　ンター）。「情報Ⅰ」は第１問

から第４問まで必答、「旧情報」は第１問と第

４問が共通問題で必答で、第２問、　　第３問

のいずれか、第５問、第６問のいずれかを選

択し、計４問を解答する。グレーアウトして

いる部　　分は「情報Ⅰ」と「旧情報」で共

通した問題となっていることを示している。

　「情報Ⅰ」の第１問は４つの領域「(1）情報

社会の問題解決」「（2）コミュニケーションと

情報デザイン」「(3）コンピュータとプログラ

ミング」「(4）情報通信ネットワークとデータの活用」のそれぞれの内容を踏まえた独立した４つの小問に

よる出題である。第 2 問は主に「(1）情報社会の問題解決」「(2）コミュニケーションと情報デザイン」

「(3）コンピュータとプログラミング」の領域を融合させた独立した２問となっている。第３問は主に「(3）

コンピュータとプログラミング」の領域を踏まえ、ＤＮＣＬを用いたプログラミングの問題である。ここで

はアルゴリズムとプログラミングの基本に関する理解を基に、示された要件を踏まえたプログラムを論理的

に考察できるかを問う。プログラミングを学習した旧課程「情報の科学」履修者は、こちらの問題を選択す

ることになる。第４問は「(4）情報通信ネットワークとデータの活用」の問題である。データの活用と分析

に関する基本的な知識から、最終的に結果を考察するところまでが問われている。試作問題では、箱ひげ図

や散布図などが取り扱われているため、授業で触れていないと解答することができない。用語や知識を問う

問題だけではなく、知識の活用から思考、判断、表現までを求める非常に高度な問題となっていることがわ

かる。

　　　「旧情報」の試作問題は、情報機器や情報通信ネットワーク、情報セキュリティに関する知識と関連

　　付けて、実践的な情報通信ネットワークに係る課題などに対して、適切に判断し考察できるかを問う内

　　容となっている。また、「情報Ⅰ」と「旧情報」の間は得点調整の対象となり、同一教科内の科目間で

　　極端な平均差が生じた際には、受験した科目によって有利不利が生じないように調整が行われる。

３　「情報Ⅰ」の代替科目としての「情報処理」の指導について

　新学習指導要領における「情報Ⅰ」と「情報処理」の目標は以下の通りである。

　 「情報Ⅰ」の目標

　　　情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活

　　動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体

　　的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　　(1) 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技術を習得

　　　　するとともに、情報社会と人とのかかわりについての理解を深めるようにする。

　　(2) 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切

　　　　かつ効果的に活用する力を養う。

　　(3) 情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

　 「情報処理」の目標

　　　商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、企業において

　　情報を適切に扱うために必要な資質・能力を次の通り育成することを目指す。

　　(1) 企業において情報を扱うことについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連す

　　　　る技術を身に付けるようにする。

　　(2) 企業において情報を扱うことに関する課題を発見し、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に

　　　　基づいて創造的に解決する力を養う。

　　(3) 企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び、企業において情報を適切に扱うことに主体的

　　　　かつ協働的に取り組む態度を養う。

　共通して (1) ～ (3) とあるが、これは現行の学習指導要領において知・徳・体にわたる「生きる力」を子

供たちに育むため、「何のために学ぶのか」という学習の意義を共有しながら、授業の創意工夫や教科書等

の教材の改善を引き出していけるよう、全ての教科等を３つの柱で再整理したものである。(1) は知識・技

能（職業に関する専門学科においては知識・技術）、(2) は思考・判断・表現、(3) は学びに向かう力・人間

性をあらわす。共通科目「情報Ⅰ」で示す「技能」と専門科目「情報処理」で示す「技術」の違いは、「技能」

は個人を対象としたものと捉え、人が生きていくために一般的に身に付けなければならない能力と考えるこ

とができる。(2) で記したように、共通テスト「情報」が設置された経緯として、ＩｏＴやＣｈａｔＧＰＴ

などの生成ＡＩやプログラミング、データ活用が身近なものとして、我々の生活に入り込んでいる現状があ

ることからも、共通科目である「情報Ⅰ」で求められる資質能力として当然必要となり、これまで以上に高

い能力を身に付けることが求められていることを理解しなければならない。それに対して「技術」は、職業

として必要とされる知識をあらわすものとされ、このことは専門科目「情報処理」の目標はすべて「企業に

おいて」という言葉ではじまっていることからもわかる。以下は、「情報Ⅰ」と「情報処理」の指導内容（指

導項目）を示したものであるが、職業として必要とされる科目である「情報処理」には、(4) ビジネス文書

の作成、(5) プレゼンテーションといった、コンピュータやアプリケーションのスキルを取り扱った部分が

含まれているのである。

　・「情報Ⅰ」の指導内容

　　(1) 情報社会の問題解決

　　(2) コミュニケーションと情報デザイン

　　(3) コンピュータとプログラミング

　　(4) 情報通信ネットワークとデータの活用

　・「情報処理」の指導項目

　　(1) 企業活動と情報処理

　　(2) コンピュータシステムと情報通信ネットワーク

　　(3) 情報の集計と分析

　　(4) ビジネス文書の作成

　　(5) プレゼンテーション

　専門学科で「情報Ⅰ」の代替科目として「情報処理」を行う場合は、「情報Ⅰ」で取り扱う内容を抑えた上で、

商業科として企業に入って必要とされる操作スキルを指導する必要がある。文部科学省のサイトでも、専門

学科における代替科目の考え方として「機械的に代替が認められているものではなく」、代替を行う場合は「各

学校に説明責任が求められる」という記載がある。

４　まとめ

　共通テストの出題からもわかるように、共通教科「情報Ⅰ」で求められる資質能力が非常に高度化してい

ることを踏まえた上で、「情報処理」の指導を行う必要がある。今一度これまでの指導を振り返った上で、

コンピュータやアプリケーションの操作スキルの指導に偏っている場合は「問題解決」や「データ分析」、「考

察」の視点を授業の中に取り入れていくことを考えていかなければならない。このことは教育課程の編成に

も大きく関わってくることからも、各校の現状を踏まえ、代替科目としての「情報処理」の扱いについて検

討する機会としてほしい。

５　グループディスカッション　発表内容

Ａ班　　班で出た意見としては、情報処理の授業というのは検定対応ではやっていないということ、また、

　　　情報Ⅰと情報処理の内容を比較すると、アルゴリズムやプログラミングの分野が少し薄いのではない

　　　かということである。そして、データに関する解析の部分も薄いと感じている。そのため、個人的な

　　　意見としては、例えば一年生で情報Ⅰを２単位、同時並行で情報処理を最低単位の２単位という履修

　　　の形を考える。

　　　　その他の意見としては、入学してくる生徒はスマホのフリック入力の方が多くなっており、キーボー

　　　ドに親しまない子たちがいるということだ。実習に入るとき、キー入力のトレーニングが今まで以上

　　　に必要になった。情報処理にしても、情報Ⅰにしても、情報モラルの部分については、詳しく指導し

　　　て行く必要があるのではないだろうか。

Ｂ班　　情報Ⅰの内容を踏まえると、共通テストの範囲全てを授業で行うということは、２単位だとなかな

　　　か厳しいという意見が出た。情報Ⅰと情報処理の中身を比べてみると、やはり情報処理の部分はアプ

　　　リ操作が多くなっている。データサイエンスの領域や、アルゴリズムの部分などが、少し薄まってい

　　　ると考える。情報デザインの方に関しても、情報Ⅰの方が深く描かれているように思う。弘前実業高

　　　校では、外部講師を呼んで情報デザインの授業を実施しており、今年度もやる予定だ。

　　　　また、もう１つ出た意見としては、情報処理の教科書を基本として、授業を行うということだ。共

　　　通テストはあまり意識しすぎないというというところも、大事な部分ではないだろうか。

Ｃ班　　教科書の内容だけで、共通テストには対応することは、非常に難しいという意見が出た。例えば１

　　　年生で情報Ⅰを履修し、二年生で、学校設定科目などで、さらに深く学ぶという方法はどうだろうか。

　　　私は商業の情報処理の授業を担当しており、今は教科書に沿って授業を進めている。しかし、生徒の

　　　反応を見ていると、あまり情報処理の楽しさを教え切れていないということや、楽しいところもっと

　　　あるのにということを思いながら、授業を行っている。本当は実習の方が意欲的に取り組んでくれるが、

　　　どうしても教科書の通りやると座学が多くなってしまうのは仕方がないことだと考えている。

Ｄ班　　本校は総合学科であるため、１年次で情報Ⅰを２単位、２年次には情報ビジネス系列で、情報処理

　　　を４単位履修している。１年次で情報Ⅰを履修し、２年次の情報処理では情報Ⅰで学んだ内容は、確

　　　認程度で、後は商業に特化したところを重点的に学んで行くという形で行っている。商業高校で行けば、

　　　やはり情報Ⅰも履修したほうがいいのではないかという意見も出た。例えば、情報Ⅰを２単位・情報

　　　処理を２単位という組み合わせにするなどである。

Ｅ班　　現在担当している授業の状況や、授業での悩みを話し合った。まず高校に入学し、情報処理の授業

　　　を始めると、パソコンを使えないという現状がある。キーボードだけではなく、マウスもなかなか使

　　　用できない。しかし、情報処理で求めているものはやはりパソコンスキルである。そういった力をど

　　　のようにして習熟させる授業を行っていくべきなのか、どのようにして子どもたちが楽しめる授業を

　　　作っていくか、ということについて意見交換を行った。

Ｆ班　　普通高校では情報Ⅰを行っているが、やはり２単位だと全然間に合わないという。情報Ⅰに加えて

　　　情報処理を履修、もしくは情報Ⅰと情報Ⅱを履修するという形でなければ、対応が厳しいのではないか。

　　　例えば普通高校においても、情報Ⅰをとり、次に情報処理を選ぶ生徒は、就職の子が多い。進学をす

　　　る生徒は、進学コースに上がって情報処理を履修しないため、情報Ⅰでカバーしなければいけないと

　　　いう現状もある。ただ情報Ⅰの内容は、どうしても座学の時間が多くなってしまう。検定ありきでは

　　　ないが、やはりコンピュータの操作方法もきちんと覚えてもらわなければならない。企業は、Ｗｏｒｄ、

　　　Ｅｘｃｅｌを使える人や、パソコン操作できる人を求めているのが現状である。現在は、一人一台タ

　　　ブレットの状態になっているが、キーボード操作を含めてＷｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌの操作もまだまだ習

　　　熟できていないという生徒も多い。教科書の内容と、操作スキルの習得のどちらもやらなければなら

　　　ないとなると、やはり２単位では足りない。少なくとも座学だけではなく、コンピュータ操作を含め

　　　たＰＣ分野のスキルを身に付けさせる必要があるという話し合いとなった。簿記の知識も含めて、会

　　　計ソフトの使い方なども学んでいかなければならない。そのようなスキルを身に付け、社会に対応で

　　　きる人材を育成できるように指導をしていきたい。

Ｇ班　　情報Ⅰを担当している教員がいなかったため、まず情報処理の授業をどのように行っているかを話

　　　し合った。技術の習得や資格取得を目的としてる学校が多いという現状であった。主に、問題集を主

　　　体で取り組んでいる学校が多かった。

　　　　生徒は、情報処理の実技に関してはすごく意欲的である。しかし、用語などが出てきたり、プログ

　　　ラミングでも、流れ図などを見ると、苦手意識を持つ生徒が多い。以前であれば実業高校は就職をす

　　　るためであったり、資格を取るために入学する生徒が多かったと思うが、現在は進学する生徒も多い。

　　　情報処理やプログラミングを生かした進学する子たちのことを考えると、操作スキルの習得や検定対

　　　応の授業ばかりではいけない。また、今はネットマナーモラルやセキュリティ知識の強化なども社会

　　　に求められる能力であるため、その部分を伸ばせるような方法について考えていく必要がある。



　まずは映像をご覧ください。

　朝からムービーで申し訳ないですが、改めまして北三陸ファクトリーの下苧坪と申します。「皆さん、ウ

ニはお好きでしょうか？」、今日はウニの話をしますが、やばい話からしたいと思っています。２０１０年

に地元に帰ってきて会社を興す前は生命保険会社で仙台、東京、盛岡を起点に仕事をしていました。その前

は青森ダイハツの店にも行ってダイハツの軽トラとかミラとかムーブとか今となっては漁師さんと意気投合

して仲がいいですが、当時は漁師さんに「そろそろ替えた方いいんじゃないですか」と、騙しながら話てい

たことを思い出します。

　ここから、全国、世界に羽ばたいていこうと事業を１３年間必死にやってきました。１３年間必死にやっ

てきたからこそ、今の日本に対して正直ＮＯを突きつけたいと思っております。これが世界の最低賃金です。

ＯＥＣＤ、世界の先進諸国のなかで日本は最も低いです。これを見て皆さんどう思いますか。オーストラリア、

ドイツ、イギリス、フランス、アメリカのサンフランシスコに関しては最低賃金２ ,６００円です。１時間

仕事をしても、例えば商業高校を卒業した１９歳の子供が１時間仕事をしても９６０円しか貰えないです。

方やアメリカ人は２ ,７００円貰っています。買える物も違う、経験することの質も違う、安い物しか買え

ないということです。最後に初任給見ていきますが、スイス、アメリカ、ドイツ、オーストラリア、ノルウェー、

シンガポール、なんと韓国に負けています。日本は、２６２万です。大卒の手取りで、１５、１６万です。

何買えますかって話です。先にＯＥＣＤの話をお伝えしますが、ドイツ、カナダ、イギリス、フランス、イタリア、

日本が最低です。最も賃金が低い先進国に落ちてしまったということです。皆さん、どうでしょう。

　商業高校だと私も親に大学まで奨学金を手配していただいて奨学金は自分で返しましたが、ほとんどの学

生が奨学金で学校行って２３歳から就職をします。就職をしてから安い給料のなかから家賃を支払って、食

費を支払って、そして奨学金を返していく、そうなると僕ははっきりいって、現状、夢も希望もない国だと

僕は思います。さらに深掘りしていくと、各国の平均年収、これは子供たちだけじゃなくて全体の平均年収

です。日本最下位です。それから最低賃金も最下位です。さらに皆さん、ビックマック指数って分かりますか。

実は、２０００年いわゆる２０年前は、日本は高い国でした。例えば、中国、台湾、香港、タイ、各アジア

の地域から日本へ来て日本の物価が高く食べ物も高い、電気代それから電化製品、とにかく何でも高いとい

うのが海外から見た日本のイメージでした。しかしながら２０年たった今どうでしょう、ベトナムの次にビッ

クマックが安いです。さらにその下が、フィリピンです。ほぼフィリピンと一緒のビックマックの価格です。

戻りますが２６２万しか初任給が貰えないなかで、ビックマックが買えないということです。アメリカに行

くとビックマックが買えないということです。今僕はオーストラリアに住居を構えていますが、オーストラ

リアのビックマックのセット２０ドルです、２,０００円です。ランチで最低２,０００円ですから、それが

日本だと今単品で３９０円です。とにかく安い物しか買えない日本になっています。ここがすごくポイントで、

ビックマックが安いということは商品の質を考えてみてください。牛肉、チーズ、安い物を私たちが買って

います。安い物しかマクドナルドに払えないということは、畜産農家にも安いお金しか回らないのです。小麦、

野菜を作る生産者、農家さんの収入も、ピクルス、レタスなども最低のランクの物しか日本に入ってきてな

いということです。添加物たっぷりな日本のビックマックです。オーストラリアのビックマック、めちゃく

ちゃクオリティ高いです。ここがポイントで、従業員の給料、当然日本のマクドナルドで働く従業員の給料は、

安い物しか私たちが買えないから安い給料しか払えないです。さらに購入者の生活基準、２６２万円の初任

給ですから、安い物しか買えないような年収しか貰っていないということです。各国の平均年収、アメリカ

は７３０万円です。日本は４０８万円です。オランダ、オーストラリア、ベルギー、韓国ということで上げ

ていくための努力をどうやっていくかを子供たちに教えていかなければならないのです。日本の農林水産物、

食品を世界で一番輸入している国は香港です。香港はほぼ中国化していて、香港から隣国の中国の深圳から

どんどん輸出されています。香港が日本からの輸出のもっとも大きい国です。

　「皆さんお寿司大好きですか？」、「このお寿司はどこのお寿司か分かりますか？」、スシローです。八戸市

のスシローは全国でも売上トップ５に入ります。海外の話をさせていただくと、香港にもスシローが１５店

舗あります。世界各国にスシローは１００店舗あるのですが、弊社のウニは岩手県全域から購入していますが、

スシローにも卸しています。比べてみますと、天然インド鮪中トロは日本だと１貫１９０円です。香港だと

３１８円ですから何％高いでしょうか。先ほどのマックと全く一緒です。ただ、スシローに関しては高品質、

低価格というのを売りにしてますので、品質はそんなに変わらないですが、スシローに入る利益率は香港の

方が高いです。香港でビジネスした方がいいです。日本人に食べてもらわなくてもいいです、というように

全ての業界が日本から離れていきます。安い物しか買えない日本、本当にこれは大きな問題だと感じています。

　オーストラリアは世界で一番日本人がワーキングホリデーで３１歳までの若者が出稼ぎに行っています。

２０２３年４月までの１年でワーキングホリデーのビザでの渡航者が３倍ぐらいです、なぜでしょうか。先

ほどの話しに戻りますが、オーストラリアはとても綺麗で治安も良く、食べる物も美味しいです。物価は高

いですが、給料もとても高いです。貰える給料が多ければ投資できる金額、使える金額、好きな物を買える

自由なお金が沢山あります。その中で色んな選択肢が生まれると思いますが、月１５万、１８万しか手取り

がないなかで、奨学金を払いながらどうやってそのような選択肢を作っていくか非常に難しいと感じていま

す。弊社も大卒の新卒者、宮崎大、東海大の奨学金を払っている若者を４人くらい雇用していますが、給料

上げてくださいと言われます。なぜ、オーストラリアにワーキングホリデーをしたのか多くの人に聞きま

した。「３０年賃金が上がっていない日本では稼げない」、「国に期待してもだめだ」、自分の力で生きていく

しかないと思っている若い人が非常に増えています。そして、円安が起きるとどうなるかということですが、

同じチケットを倍出さないと買えないということで簡単に旅行も行けない時代になっています。円安により、

円の価値が下がってしまう、これはしばらく続くだろうと言われています。将来「日本だけで働く」ことに

危機感を感じているから、すごく分かります。アメリカ、オーストラリア、イギリスなどの同じ先進諸国でも、

方や時給９００円、方や時給３ ,０００円近く貰っています。日本が先進国だと思っているのは現在５０歳

以上の方々ぐらいです。おそらくバブルの時代を経験された方々は、未だに先進国だと思っていますけど、

日本は底辺です。最低の国にまで落ちてしまったことを今日は強くお伝えしたいのですが、一方で日本は素

晴らしい国です。水道水がそのまま飲める国、アメリカもオーストラリアも飲めるエリアはあるのですが、

例えば塩素がとても入っていたり、タイもそうですが飲み続けると、発がん性を有したものを摂取し続ける

ということで、安心して水が飲める国は世界で９カ国しかないです。その中でアジアは唯一日本だけです。

素晴らしいことももちろん沢山あります。食も人も治安も何もかも素晴らしい日本ですが、経済が圧倒的に

落ちてしまったことで、今日は先生方と一緒に次の世代を担う子供たちがどうやって次の世代の経済を作っ

ていけるかということを私の事例をもとに伝えていければと思っています。

　私は、今グローバルに展開しています。１９８０年、旧種市町で生まれました。母親は宮城県の古川市

出身で、父親は種市町出身で八戸市で出産しました。いまだに八戸市に住居を構えて長い間八戸市に住んで

います。今まで生まれ育った地域を発信し続けてきましたが、グローバルに世界に伸びるためにしたいと思っ

て事業をさせていただいています。Ｒｅｇｅｎｅｒａｔｉｖｅというのが再生型の水産業というのを意味し

ています。２０１０年、創業当時は天然わかめを生産者のところに行って直接買い付けて、自分で加工をし

て１人で全国の百貨店を回って１人で事業を始めました。２０１０年から２０１６年までひたすら１人で

行っていました。パートを２人雇っていました。ＫＩＴＡ　ＳＡＮＲＩＫＵ　ＦＡＣＴＯＲＹという会社を

ひろの屋の１００％子会社として２０１８年に創業して今オーストラリアにも今年４月に会社を作り、子供

たちの教育、いわゆる海洋教育を主体とした次世代の育成を今行っています。具体的には、水産高校として

は氷見高校とか洋野町にある種市高校とか色々な子供たちに次の水産を背負ってもらいたい思いからＮＰＯ

を立ち上げて子供たちの教育を行っています。

　冒頭にウニの動画をみていただいてウニを提供できなくて申し訳なかったですが、洋野町には世界で唯一

が存在します。それが海牧場です。全長１８キロ、沖２００メートルに渡って存在する海牧場という呼ばれ

る漁場があって、約１００人の漁師さんたちが海牧場を活用した海産業を行っており、本州水揚げ１位となっ

ています。私が始めたのが、２０１０年に創業して２０１６年に取りかかりました。

　「漁業権や入札権はご存じですか？」、水産業というのは、かなり高齢化が進んでいます。組合長の平均年

齢が７５歳です。イニシアティブをとっているのがお爺ちゃんです。僕らがイノベーションを起こしたい、

新しい事業を作りたいということをお爺ちゃんたちに交渉してもなかなか受け入れてもらえないのです。お

爺ちゃんが作る政治や水産業に未来があるか、僕はそれをぶち壊したいのです。そのような人たちの意識を

この１３年変えまくってきました。今では好きなことをやらせてもらっていますが、１３年前は漁業権や入

札権をとることができませんでした。それを約７年かけてウニの入札権を岩手県で約１６年ぶりに新規取得

をすることができました。それくらい新しい人を受け入れない、そんなビジネスが高級食材なのです。例えば、

青森県のホタテも新規参入できないです。岩手県のアワビも新規参入できないです。サケの漁、これも新規

参入できないですが、新規参入できない事業ほどイノベーションが広いです。場合によって先生方の教育の

部分も変わりつつあると思いますが、新しい風が入らないとその業界は変わらないです。イノベーションと

いうのは、これまであったものとこれまであったものを足して新しいものを創ることです。先進的なフード

テックやフィンテックなどの先進的なことをやることだけがイノベーションではなく、これまであった既存

のものを組み合わせて新しい物を創っていく、まさに新しい風を入れていくことが僕たちにとってイノベー

ションだと思っておりますので、このウニにイノベーションをこれまで約８年与え続けてきました。どういっ

たイノベーションを創ってきたかというと、全国の海産業で１位が北海道、岩手県が２位、青森県が３位です。

青森県でいうと下北、八戸もありますが第３位です。市町村別で見てみると、ウニの漁獲量の全国ランキン

グとしては１位は函館、２位が礼文町、３位が根室、４位が利尻です。５位が岩手県洋野町。僕が生まれ育っ

た地域です。

　ちょっと余談ですが、ｃａｒｂｏｎ　ｎｅｕｔｒａｌｉｔｙの話です。先生方も何か取り組んでいますか。

３０年前の中学２年の頃、父の会社が倒産しました。それまでＢＭＷやクルーザーが有りととても裕福な生

活をさせていただきました。父も水産業を行っていましたが、曾祖父、祖父、父の３代で潰れてしまいました。

小遣いすらもらえませんでした。弟が２人いて、弟を連れて海に潜り、何を行ったかというと密漁です。大

量の海藻をかき分けてウニやアワビにたどり着いて、それらをキャンプなどに来ていた人たちに売って小遣

いを稼いでいました。それは漁師さんたちが結構許していました。３０年前と同じ場所には現在海藻はゼロ

です。

　皆さん、ブルーカーボンは聞いたことがありますか。ブルーは海、グリーンは森林です。森林に関しては

グリーンカーボンと言われますので、森林いわゆる植物が水を吸収して太陽から光合成をすることで成長し

ます。二酸化炭素を吸収してくれますが、実は海の中の二酸化炭素の吸収源があります。地球の７割は海です。

３割が陸ですから、実は海の中の海藻は海中に溶け出したＣＯ２を吸収してくれる非常に大きな役割を果た

しています。そして、海藻が枯れた後も海底に蓄積して炭素を貯留することで、温室効果ガスが空気中に溶

け出すのを防いでくれる役割を果たしています。それが海藻です。すごくありがたい存在です。私たちも生

活の中でスーパーに行くと、わかめやめかぶを皆さん食べます。それはブルーカーボンには入りません。な

ぜなら空気中に揚げられて私たちが食べることで、一度二酸化炭素が吸収された海藻から弾けてしまいます。

私たちが言っているブルーカーボンは、この海底に切れて貯留した海藻のことをブルーカーボンと呼んでい

ます。２０２２年の実績だと日本最大級の海藻を有しているエリアです。昨年、全国のブルーカーボン、二

酸化炭素を吸収してくれる海藻の量は３,７３３トンのうち３,１０６トンの約８割は洋野町が吸収してくれ

るということで日本最大級のブルーカーボン造成エリアにもなっており、かなり注目を浴びています。弊社

の工場は動画で見ていただきましたが、国際規格を有していますので何時でも、どの国にも輸出できます。

　ウニを始めて７年ですが、当時はまだ７０歳代だった高齢のお母様方が徐々に辞めていきました。ウニを

始めた７年前４０人近くいたお婆ちゃんたちが今２０人くらいまで急激に減ってしまい、若手を育てていま

す。若い力が日本の国力としてどんどん失われていっていることをすごく感じています。若手の育成、高卒

の採用に力を入れています。

　お婆ちゃんたちが作ってくれる最高品質のウニを商品のブランディングやマーケティングで全国に販売し

ております。商品としては、殻付きウニや塩水ウニとか生だけではなくて冷凍のウニやウニバターというの

が農林水産大臣賞をいただきました。農林水産祭りというのが年１回皇居で行われ、天皇陛下に２回献上し

ています。天皇陛下が食べたかは分かりませんが、一応天皇陛下には献上させていただきました。

　一度海の話はおいておき、２０１３年１２月に実は日本の食品に大きなインパクトがありました。和食が

ユネスコの無形文化遺産に登録されました。何が登録されたか、皆さんご存じですか。実は日本は自然を尊

ぶという日本人の気質に基づいた食に関する習わしというのは、日本古来の伝統的な食文化いわゆる普段僕

たちが食べている物は、まさに自然の尊重という日本人の精神を体現した食に関する社会的慣習ということ

です。これがユネスコの無形文化遺産に登録された内容です。日本人は古来の米も食べ、日本の食は深いです。

海藻だったり、納豆だったりしかも体に良くて、ストレスを軽減したりだったり、子供たちも肉食も増えて

いますが、伝統的な日本食が世界でもトップオブトップと認定を受けました。

　震災の翌年、ある一枚の写真を見つけました。ユネスコの無形文化遺産に登録されたのと紐付いているの

かと思いましたが、これは１９５０年の写真です。真ん中の背の高い男性が僕の祖父ですが、東日本大震災

の翌年に祖父とめちゃくちゃになった祖父の家を掃除していたときにこの写真が出てきました。１９５０年

の時点で創立６０年だったということも初めて知りました。アワビを三陸、岩手県から香港にもっとも輸出

していたということで、当時私の曾祖父は船で横浜から香港に渡ってアワビを現地の商人と取引していたそ

うです。香港のドルに替えて、それを日銀に持って行き換金してトラックで東京から岩手県に帰ってきて一

年分の配当をしていたと聞きました。これがまさに僕のＤＮＡだと思いました。当時なにもない時代にパイ

オニアとして香港に渡る行動力、地域を背負っているそのような曾祖父の思いを感じながら行っています。

　この写真は三陸ですが、三陸はいま危機的状況を迎えています。八戸もイカ、サバが獲れないです。サン

マも揚がらないということでなぜ揚がらないかというと黒潮（日本海流）、暖かい潮がどんどん上に上がっ

ています。親潮、冷たい潮、千島海流というのが北海道のオホーツク海の方から流れて来ますが、潮目がど

んどん上に上がっています。北海道の道東、襟裳岬まで上がって来て普段北海道では絶対に獲れないブリや

フグが大量に獲れるということになっています。さらに私の曾祖父の時代、１９５０年２ ,０００トンの水

揚げだったそうです。これが岩手県だけを見ても今年は１００トンにも満たないということで、日本の水産

が本当に危機的状況を迎えています。これは干しアワビです。これを香港に輸出するのですが、本当に危機

的状況を迎えています。

　今日は皆さんにウニを食べていただけないのがとても残念ですが、ぜひオンラインで買って自宅で食べて

欲しいと思います。では、ウニの話をさせてください。ウニの深い話をもう１度させていただきます。実は

皆さんが普段食べているホッケやイクラ、数の子、たらこ、ウニはロシアから輸入されている物が殆どです。

今ロシア、ウクライナ問題で日本というのはほぼほぼ水産物以外は禁輸しています。北方四島と日本の関係

は深すぎて、商売ですがやらないといけないのが水産です。ロシアからの水産物輸入額は過去最高になって

います。これまではヨーロッパ、アメリカ、アジア諸国にロシアからウクライナ戦争の前までは輸出されて

いたが、ほぼどの国も今は禁輸になっています。日本だけが北方領土の関係で水産物が多く入ってきています。

そうなると日本の相場は下がってしまいます。ウニも下がってしまいます。なぜなら、豊洲市場にロシア産

のウニが溢れてしまって我々のようなこだわりをもった水産物が仮に市場に行ったとして１パックあたりロ

シア産のウニが５００円です。うちは２ ,５００円で売っています。そうすると、安い国日本だとロシア産

のウニを買ってしまいます。それをなんとか阻止したい。生産者を守りたいという意味でトレーサビリティ、

いわゆる何時、誰がどこで獲ったか分かる仕組みを自社で経済産業省の事業で行わせていただいております。

ＱＲコードを読み込むと何時どこで誰が獲ったか分かるということを生産者を守るために行っています。こ

れまで豊洲市場、当時築地ですが、百貨店、スーパーマーケット、ミシュランのレストラン、寿司屋さんに
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直接営業をしてまいりました。東京の紀尾井町に福田家さんというお店があるのですが、産地の味を使って

お客様に提供する創業８０年のミシュラン二つ星です。ここにも弊社のウニが入っており、定期的にお客様

に食べていただくということを行っております。ミシュラン２つ星で客単価がお酒別で５万円ですけが、こ

ういったところに洋野町で獲れたホヤやウニ、ホタテを入れて洋野町のウニの魅力をミシュランのレストラ

ンのお客様に発信していただきたいということで、国内のみならず世界を回らせていただいて、前例のない

仕事のためゼロから道を作って拡げて参りました。

　ここからは少し暗い話をしたい訳ではないのですが、漁師さんは担い手もいない、資源も管理されていない、

産地偽装もあり、漁価も安い、魚食離れ、コンビニ等で切れた焼き魚を売っていて家のガスを使ってサケや

銀ダラを焼くことも、もしかしたら相当減っているのかとも感じています。当然地球温暖化によって色んな

問題があり、ＤＸもすごく遅れていて生産性が低いというのも当然あります。一番の問題は僕が３０年前密

漁していた時代、海藻がありましたが同じ場所に海藻がないことです。海藻がないということは、ブルーカー

ボン、二酸化炭素を吸収するための海藻がないということだけではなく、実は小魚が隠れたり、親魚が海藻

に卵を産んだり、いわゆる沿岸漁業の魚の水揚げも減っていきます。写真のようにウニが食べる物もないです。

ウニはＳｅａ　Ｕｒｃｈｉｎですが、海のギャングという意味です。だからなんでも食べるので、当然この

ようなところにいるウニは実が悪いです。ウニは先ほどミシュランの資料を見ていただいたとおり、人を幸

せにするものだと私は思っていましたが、実はこういうウニは人を不幸にしてしまいます。これを私がウニ

を始めた当時、２０１６年からずっとどうにかしたいと思い、洋野町は良かったのですが、そのほかのエリ

アのウニをなんとかしたいと思い、北海道大学に通い始めました。水産学部に研究者として受け入れていた

だいて８年間ウニの研究開発、地球温暖化、色んな研究開発を水産学部と一緒にやらせていただきました。

全く実入りが悪いウニの餌を開発して、ウニは木とかプラスチックを何でも食べてしまいますから、籠なん

かも食べてしまいます。ウニが食べないような籠を開発して全て特許をおさえて北海道から沖縄にかけて、

全く実が入っていないウニに餌を与えて太らせるという仕組みを作りました。この写真は北海道の八雲町の

若手の漁師の皆さんに行っていただいてますが、一緒になって生産者の収入を増やしていこう、そして海の

中の海藻を増やしていくためにウニを駆除して、駆除されたウニを捨てるではなくて餌を与えて太らせるこ

とで２ヶ月の給餌期間で１００倍の価値を生み出す、そんな事業を洋野町の天然のウニとは別に全国で展開

をさせていただいております。左側のウニは水揚げすると１個あたり５円かけて廃棄するだけですが、２ヶ

月の給餌期間で皆さんが大好きなウニに生まれ変わります。長い間放置された磯焼けしてる海域に放置され

たウニはほとんどが公害です。１０年、２０年、３０年たっているのですがそういった公害ウニというのは

昆布やわかめを食べても二度と実入りも良くならない、色も改善しないという研究データも出ました。そこ

を全て改善できる餌を私達と北海道大学とコンソーシアムを含めたチームで開発して、こういった取り組み

を日本全国のベンチャー企業のピッチコンテストで総なめしてきました。今日、皆さんには大分柔らかくお

伝えしていますが、もっとスピーディーに７分のプレゼンの時間で伝えなくてはいけないＩＣＣという日本

で一番大きなピッチコンテストです。来月京都に行って審査員をしてきます。これは東北で行われたソーシャ

ルインパクトアクサレータプログラムという言いますが、右側の写真の真ん中の方、竹内先生はハーバード

大学の教授です。こういった方が審査員ですから、とにかく海の中というのは先生方もそうかもしれませんが、

普段考えることはないです。よって私たちは啓蒙活動をすることで、少しでも海の中のことに関して触れて

いただくことで日本のローカルから世界の海を豊かにできるということで、私は事業をさせていただいてお

ります。

　日本ではなく、世界の水産はでどうなっているかというと、上からアフリカ、次にアメリカ、アジア、オ

セアニア、そしてヨーロッパと世界の水産はすごい成長産業です。でも、日本だけが衰退産業になっています。

さきほど様々な問題を皆さんと共有しました。漁師の皆さんは収入が低い、どんなに頑張っても評価が上が

らない、子供に継がせる事ができない、そして廃業を待つだけです。未来が全く見えない中でも僕は諦めて

はいないです。世界のウニを皆さんと勉強させていただくと、世界には２０数種類の食用ウニがあります。

オーストラリアにも２種類食べられるウニがあります。

　まずはドバイからです。今年１月にドバイに行ってきました。左側はドバイの王族で、総資産１兆円の方
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もいます。半端ではない金持ちですが、左から２番目はパキスタンの格好の僕です。ドバイの王族達と商談

をしてきました。日本のウニを食べていただいて皆さん欲しいと言っていて、プロモーションの前日にドバ

イの市場に行ってきました。そしたら、アラビア湾で獲れるウニですが、全く実が入っていませんでした。

私たち日本と同じ課題をＵＡＥでも抱えています。アラビア湾は横にすごく長いのですが、死ぬほどウニが

います。そこで私たちの技術が転用できると思い彼らに相談したところ、やろうということで、ゆくゆくは

ドバイでも日本食を行っていきます。今ウニは現地では食べられないため、洋野町からウニを輸出しています。

客単価２０万円の超高級レストランですが、そこに日本の食材が運ばれています。

　翌月の２月１日にタスマニア島に行ってきました。タスマニア島はオーストラリアの東南にある北海道く

らいの島です。そこに行ってＮａｔｉｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　Ｗｏｒｋｓｈｏｐとい

う世界のウニを、世界的な議題を解決するための会議があり、世界中から研究者が２００人集まったなか、

日本人は僕だけでした。今のような話しを英語で伝えたところ、タスマニア島も深刻だということでした。

元々海藻が豊富にあった海域に全くない状況です。シドニー、メルボルンともに海藻をウニに食い尽くされ

てしまいました。世界の海藻の７割はオーストラリア周辺にあって９５％がウニに食い尽くされてしまいま

した。これは、ＵＮＩ　ｉｓ　ＵＮＩｖｅｒｓａｌ　Ａｇｅｎｄａだなということで僕は何とか解決したい

と思い、ビジョンとしては私たちが培ってきた北大とコンソーシアムと作ってきた研究でいわゆる再生養殖

事業で世界とつながって、そしてサステナブル（Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ）持続可能な水産業の未来を創っ

ていこうということで、商業高校を卒業した一生徒で、ただのおっさんが世界で戦えるわけです。何を言い

たいかというと、商業高校の国際経済科でしたが、ハワイにホームステイしました。大学の時に６ヶ月くら

いアメリカのシアトルに短期留学しました。３０歳の時に半年間、サンフランシスコに短期留学しました。

世界を見るということがものすごく大切だと今思っています。特に若いとき、特に幼少期、中学校、高校、

とにかく若ければ若いほど、世界を見るスピードがどんどん早ければ早いほどいいです。なぜなら、３０年

で日本の経済がどんどん下回ってしまったわけで、今子供たちが見る世界が１０年後、２０年後のビジョン

に変わっていきますが、私が高校、大学の時にアメリカ、ハワイで見た絵はまさにこういった人たちと仕事

をしたいという漠然とした思いでした。たまたまオーストラリア、ドバイに行きましたが、やはり若いとき

にいかに海外に出るかということが大切だと先生方に伝えたいと思っております。

　具体的にオーストラリアでどういうビジネスしてるかといえば、左側の小さなウニはショートスパインと

呼ばれ、美味しいです。右側のロングスパインと呼ばれるウニは、不味いです。僕の顔くらい大きいです。

タスマニア島で死ぬほど生殖しています。激不味です。実はウニは世界の水揚げ量の３位はオーストラリア

です。激不味のウニがほとんどなので９５％以上捨てられています。ビジネスにならないというのがオース

トラリアの判断でした。ただ私は、北大で研究員として研究して参りましたのでビジネスにできる確信があ

りました。だからメルボルンにＫＳＦ　Ａｕｓｔｒａｌｉａという会社を作りました。この１年間、事前調

査をおもいっきり行ってきました。そんな中でいまはベンチャー企業とタッグを組んでいます。彼はシンフォ

レストという会社のサブなんですが、サブは何をやっているかというと環境です。このカゲキノリという海

藻を東京ドーム１６ ,０００個分のタスマニア島周辺の海岸で養殖をしてここからオイルを抽出して、その

オイルを牛の餌に混ぜることで牛のゲップから出るメタンガスを９８％削減するというベンチャーを行って

います。そこからこのようなカスが出ます。上がオイルでこれを牛の餌に混ぜます。下にカスが出るので、

このカスを餌に変えてオーストラリアの短い針のウニに与えていくことで循環をつくっています。オースト

ラリアで生まれた海藻でオーストラリアの実入りの悪いウニを実入りを良くするということで、オーストラ

リアの循環ビジネスを今まさにスタートしました。右側のタツミ先生、彼はドクターですが大学１年生から

タスマニアに移住してタスマニア大のドクターまで取って、このベンチャー企業に就職してますがめちゃめ

ちゃ優秀です。彼も若いとき、高校の時にオーストラリアに留学して、いつかオーストラリアでビジネスが

したいと思っていたそうです。僕の事例と一緒です。早ければ早いほど世界で戦える日本人になると確信し

ています。

　４月にオーストラリアに会社を作ってメルボルン、タスマニア、シドニー、こういったところで拠点を構

えていくわけですが、今ヴィクトリア州、メルボルン大学、ニューサウスウェールズ州、タスマニア大、タ

スマニア州、様々な連携を作って、こういったダイバーさんとも連携を図りウニを捕獲していただいています。

左側のウニは美味しいです。右側のウニは不味いです。では、左側のウニは陸上養殖で２ヶ月の給餌で美味

しくして太らせて出荷しますが、養殖は皆さんあまり馴染みがないと思います。例えば、陸奥湾のホタテは

５０年前は行っていませんでした。ということは、養殖すれば市場も広がって食べる人も広がって、そして

地域で産業が創られていくということは潤っていくということになります。新たにビジネスを創るというこ

とは地域経済を潤していくことになります。養殖でどのように潤していくかというのを見ていきます。オレ

ンジのラインが天然の漁業です。そして、ブルーのライン、１９５０年からちょっと養殖をしています。ですが、

１９７０年から一気に養殖産業が拡がって特に日本だとむつのホタテとか三陸のわかめ、サーモン、カキ、

ホタテ、養殖産業で作れば食べる人が増えて需要が生まれていき、それが地域に根ざしたビジネスになって

いきます。さらにそこに雇用が生まれて、子供たちの受け皿になっていくということです。いかに０から１

を創るか、そして１から２、２から５、５から１０へと事業を拡大していけるかということが、地域経済へ

与えるインパクトがいかに大きいかということです。そのためには私たちが北大と連携協定を結んでますが、

これはタスマニア大です。タスマニア大のＩＭＡＳという、こういった研究所とも連携してオーストラリア

のウニに与えるための餌を開発しようとしています。また、これはメルボルン大です。メルボルン大は世界

ランキングでは東大より上です。メルボルン大の先生とも一緒に研究をしていて、私たちのファームが広大

な土地にあります。メルボルン大の先生と一緒に研究を行って、いかに美味しいウニを作るか、しかもオー

ストラリアの海藻を使った美味しいウニを作るか行っています。ということで、美味しいショートスパイン

は私たち日本人の誇りいわゆる和です。ユネスコの無形文化遺産に登録されるくらい私たち日本の文化は非

常に強いものだということで、ＭＡＤＥ　ＢＹ　ＪＡＰＡＮのオーストラリア産のウニを世界に出していこ

うということで養殖をスタートしています。ロングスパインは本当に信じられないくらい不味いです。皆さ

んもお寿司屋さんに行って、不味そうなウニは分かると思いますが、それより不味いです。本当にやばいく

らい不味くて、これをどうしようかとなったときに、僕は北大で８年間研究をしてきました。これが生きま

した。ウニは水産物で葉酸が最も豊富です。

　次はウナギです。ウナギは淡水魚ですけど女性、妊婦さんの場合は一日あたり４８０マイクログラムの葉

酸を摂取できることによって胎盤が強化されたり、子供が健康に育っていくためにはなければならないのが

葉酸と実はビタミンＡです。ビタミンＡも水産物で最も豊富です。これも僕は北大で研究してました。日本

だとウニというのは高級食材なのでサプリになるわけがないです。まさかオーストラリアで不味いウニがサ

プリになるなんて８年前には夢にも思ってなかったです。だから少しグローバルなビジョンを持ちつつ、目

の前のことを必死にやっていくことで磨かれていきます。それが５年後、１０年後に生きてくると感じました。

実際に妊活サプリメントグローバル市場は世界に３６００億円あります。今は中国の少子化、当然日本も少

子化、韓国も少子化です。アフリカはどんどん人口が増えていって葉酸がいくらあっても足りないそうです。

色々なマーケットが世界にあることを、僕はコツコツ学びの中で生み出していくことができました。これが

先週の１３日、オーストラリアの経済新聞、いわゆる日本経済新聞のオーストラリアバージョン、皆さんに

配っていますが、良かったら訳して読んでください。私がやろうとしていることがオーストラリアの経済に

ものすごくインパクトを創れるということを取り上げていただきました。こういった取り組みはＮＰＯも

やっていると先ほどお伝えしましたが、海の問題は普段、陸よりも機会は少ないと思っていました。洋野町

で開催されたウニサミットが今年の７月です。先月ウニサミットというのを開催させていただいて、今日の

ような話をすれば様々なシェフ、研究者、大学の先生、経営者、起業家、様々なステークホルダーの皆さん

が集まり徹底的に議論する場を洋野町に作って、こういった話を１対１で１００人くらいの場でウニサミッ

トを作って、当然オーストラリアからもゲスト呼んで、来年には鎌倉でもウニサミットを開催して全世界か

ら研究者を集めてやろうと思っています。僕はビジネスに挑戦してますが、私の息子は高校３年です。小さ

い方は５歳なんですが、なんのために仕事するかはこのためです。この次の世代を彼らがいい感じで継承し

てもらいたいなと思ってます。このままだとどんなアクションを起こしたとしても、僕は彼らが水産業に就

くことは絶対にないと思ってます。だから、先生方にぜひ一つお願いしたいのが、投資です。私たち、郵便

貯金とか生命保険などを使って貯蓄をしていますが、全部ノーです。僕は生命保険会社に４年勤めていたの

で分かりますが、アメリカは小学生から投資の勉強をしています。商業はまさにビジネスですから、いかに

投資をしてリターンを得られるかを学びの中に取り入れていくことで、少しずつグローバルな頭はできてい

くと思います。子供たちへの教育でこういうことを言っています。「お金は何に使いますか？投資をしよう」、

では投資を何にしようかと考えたときに何でもいいです。例えば、ウニを一個買いたいです。これも投資です。

ウニを一個食べることで海藻がそこに戻ってくるかもしれない。海藻が戻ってくることで二酸化炭素を吸収

するための海藻が増えて、私たちのカーボンニュートラルに寄与するかもしれない。これが投資です。必ず

しも投資をするというわけではなく、皆さんが、子供たちが持っているリソースを何に投資したら社会や地

域が豊かになるかということを子供たちに伝え続けています。これをやり続けていくことで、きっと彼らが

水産をやりたいと思ったときに一投資家として水産に投資してもいいような人材に１０年後、２０年後なっ

ているようにそれを祈りながら、願いながら、私はビジネスをして全ての事業を得たキャピタルゲインを彼

らに投資をしたいということで、今全国でオーストラリアと日本国内で事業をさせていただいております。

最後になりますが、私はたいした人間でもなく、八戸商業を出て良かったと思ってます。ただ一つのことを

集中してやり続けてきただけですので、ぜひ先生方に次の世代を担う子供たちの未来を託したいと思います。

最後、もう一つだけお伝えしたいのが、今の風張教育長、大谷真樹幹事と仲がいいです。先生方から直接言

えないことも伝えられる役目も果たせますので、今日大谷先生にはこの話を言ってきましたので、青森の教

育をどうにかしたいということを私経由でも大谷先生でも風張先生でも、もし何か青森県教育変えたいとい

うのがあれば私に伝えていただければ何かしら皆さんのお力になれると思い、この場に来させていただきま

した。ご清聴ありがとうございました。



　まずは映像をご覧ください。

　朝からムービーで申し訳ないですが、改めまして北三陸ファクトリーの下苧坪と申します。「皆さん、ウ

ニはお好きでしょうか？」、今日はウニの話をしますが、やばい話からしたいと思っています。２０１０年

に地元に帰ってきて会社を興す前は生命保険会社で仙台、東京、盛岡を起点に仕事をしていました。その前

は青森ダイハツの店にも行ってダイハツの軽トラとかミラとかムーブとか今となっては漁師さんと意気投合

して仲がいいですが、当時は漁師さんに「そろそろ替えた方いいんじゃないですか」と、騙しながら話てい

たことを思い出します。

　ここから、全国、世界に羽ばたいていこうと事業を１３年間必死にやってきました。１３年間必死にやっ

てきたからこそ、今の日本に対して正直ＮＯを突きつけたいと思っております。これが世界の最低賃金です。

ＯＥＣＤ、世界の先進諸国のなかで日本は最も低いです。これを見て皆さんどう思いますか。オーストラリア、

ドイツ、イギリス、フランス、アメリカのサンフランシスコに関しては最低賃金２ ,６００円です。１時間

仕事をしても、例えば商業高校を卒業した１９歳の子供が１時間仕事をしても９６０円しか貰えないです。

方やアメリカ人は２ ,７００円貰っています。買える物も違う、経験することの質も違う、安い物しか買え

ないということです。最後に初任給見ていきますが、スイス、アメリカ、ドイツ、オーストラリア、ノルウェー、

シンガポール、なんと韓国に負けています。日本は、２６２万です。大卒の手取りで、１５、１６万です。

何買えますかって話です。先にＯＥＣＤの話をお伝えしますが、ドイツ、カナダ、イギリス、フランス、イタリア、

日本が最低です。最も賃金が低い先進国に落ちてしまったということです。皆さん、どうでしょう。

　商業高校だと私も親に大学まで奨学金を手配していただいて奨学金は自分で返しましたが、ほとんどの学

生が奨学金で学校行って２３歳から就職をします。就職をしてから安い給料のなかから家賃を支払って、食

費を支払って、そして奨学金を返していく、そうなると僕ははっきりいって、現状、夢も希望もない国だと

僕は思います。さらに深掘りしていくと、各国の平均年収、これは子供たちだけじゃなくて全体の平均年収

です。日本最下位です。それから最低賃金も最下位です。さらに皆さん、ビックマック指数って分かりますか。

実は、２０００年いわゆる２０年前は、日本は高い国でした。例えば、中国、台湾、香港、タイ、各アジア

の地域から日本へ来て日本の物価が高く食べ物も高い、電気代それから電化製品、とにかく何でも高いとい

うのが海外から見た日本のイメージでした。しかしながら２０年たった今どうでしょう、ベトナムの次にビッ

クマックが安いです。さらにその下が、フィリピンです。ほぼフィリピンと一緒のビックマックの価格です。

戻りますが２６２万しか初任給が貰えないなかで、ビックマックが買えないということです。アメリカに行

くとビックマックが買えないということです。今僕はオーストラリアに住居を構えていますが、オーストラ

リアのビックマックのセット２０ドルです、２,０００円です。ランチで最低２,０００円ですから、それが

日本だと今単品で３９０円です。とにかく安い物しか買えない日本になっています。ここがすごくポイントで、

ビックマックが安いということは商品の質を考えてみてください。牛肉、チーズ、安い物を私たちが買って

います。安い物しかマクドナルドに払えないということは、畜産農家にも安いお金しか回らないのです。小麦、

野菜を作る生産者、農家さんの収入も、ピクルス、レタスなども最低のランクの物しか日本に入ってきてな

いということです。添加物たっぷりな日本のビックマックです。オーストラリアのビックマック、めちゃく

ちゃクオリティ高いです。ここがポイントで、従業員の給料、当然日本のマクドナルドで働く従業員の給料は、

安い物しか私たちが買えないから安い給料しか払えないです。さらに購入者の生活基準、２６２万円の初任

給ですから、安い物しか買えないような年収しか貰っていないということです。各国の平均年収、アメリカ

は７３０万円です。日本は４０８万円です。オランダ、オーストラリア、ベルギー、韓国ということで上げ

ていくための努力をどうやっていくかを子供たちに教えていかなければならないのです。日本の農林水産物、

食品を世界で一番輸入している国は香港です。香港はほぼ中国化していて、香港から隣国の中国の深圳から

どんどん輸出されています。香港が日本からの輸出のもっとも大きい国です。

　「皆さんお寿司大好きですか？」、「このお寿司はどこのお寿司か分かりますか？」、スシローです。八戸市

のスシローは全国でも売上トップ５に入ります。海外の話をさせていただくと、香港にもスシローが１５店

舗あります。世界各国にスシローは１００店舗あるのですが、弊社のウニは岩手県全域から購入していますが、

スシローにも卸しています。比べてみますと、天然インド鮪中トロは日本だと１貫１９０円です。香港だと

３１８円ですから何％高いでしょうか。先ほどのマックと全く一緒です。ただ、スシローに関しては高品質、

低価格というのを売りにしてますので、品質はそんなに変わらないですが、スシローに入る利益率は香港の

方が高いです。香港でビジネスした方がいいです。日本人に食べてもらわなくてもいいです、というように

全ての業界が日本から離れていきます。安い物しか買えない日本、本当にこれは大きな問題だと感じています。

　オーストラリアは世界で一番日本人がワーキングホリデーで３１歳までの若者が出稼ぎに行っています。

２０２３年４月までの１年でワーキングホリデーのビザでの渡航者が３倍ぐらいです、なぜでしょうか。先

ほどの話しに戻りますが、オーストラリアはとても綺麗で治安も良く、食べる物も美味しいです。物価は高

いですが、給料もとても高いです。貰える給料が多ければ投資できる金額、使える金額、好きな物を買える

自由なお金が沢山あります。その中で色んな選択肢が生まれると思いますが、月１５万、１８万しか手取り

がないなかで、奨学金を払いながらどうやってそのような選択肢を作っていくか非常に難しいと感じていま

す。弊社も大卒の新卒者、宮崎大、東海大の奨学金を払っている若者を４人くらい雇用していますが、給料

上げてくださいと言われます。なぜ、オーストラリアにワーキングホリデーをしたのか多くの人に聞きま

した。「３０年賃金が上がっていない日本では稼げない」、「国に期待してもだめだ」、自分の力で生きていく

しかないと思っている若い人が非常に増えています。そして、円安が起きるとどうなるかということですが、

同じチケットを倍出さないと買えないということで簡単に旅行も行けない時代になっています。円安により、

円の価値が下がってしまう、これはしばらく続くだろうと言われています。将来「日本だけで働く」ことに

危機感を感じているから、すごく分かります。アメリカ、オーストラリア、イギリスなどの同じ先進諸国でも、

方や時給９００円、方や時給３ ,０００円近く貰っています。日本が先進国だと思っているのは現在５０歳

以上の方々ぐらいです。おそらくバブルの時代を経験された方々は、未だに先進国だと思っていますけど、

日本は底辺です。最低の国にまで落ちてしまったことを今日は強くお伝えしたいのですが、一方で日本は素

晴らしい国です。水道水がそのまま飲める国、アメリカもオーストラリアも飲めるエリアはあるのですが、

例えば塩素がとても入っていたり、タイもそうですが飲み続けると、発がん性を有したものを摂取し続ける

ということで、安心して水が飲める国は世界で９カ国しかないです。その中でアジアは唯一日本だけです。

素晴らしいことももちろん沢山あります。食も人も治安も何もかも素晴らしい日本ですが、経済が圧倒的に

落ちてしまったことで、今日は先生方と一緒に次の世代を担う子供たちがどうやって次の世代の経済を作っ

ていけるかということを私の事例をもとに伝えていければと思っています。

　私は、今グローバルに展開しています。１９８０年、旧種市町で生まれました。母親は宮城県の古川市

出身で、父親は種市町出身で八戸市で出産しました。いまだに八戸市に住居を構えて長い間八戸市に住んで

います。今まで生まれ育った地域を発信し続けてきましたが、グローバルに世界に伸びるためにしたいと思っ

て事業をさせていただいています。Ｒｅｇｅｎｅｒａｔｉｖｅというのが再生型の水産業というのを意味し

ています。２０１０年、創業当時は天然わかめを生産者のところに行って直接買い付けて、自分で加工をし

て１人で全国の百貨店を回って１人で事業を始めました。２０１０年から２０１６年までひたすら１人で

行っていました。パートを２人雇っていました。ＫＩＴＡ　ＳＡＮＲＩＫＵ　ＦＡＣＴＯＲＹという会社を

ひろの屋の１００％子会社として２０１８年に創業して今オーストラリアにも今年４月に会社を作り、子供

たちの教育、いわゆる海洋教育を主体とした次世代の育成を今行っています。具体的には、水産高校として

は氷見高校とか洋野町にある種市高校とか色々な子供たちに次の水産を背負ってもらいたい思いからＮＰＯ

を立ち上げて子供たちの教育を行っています。

　冒頭にウニの動画をみていただいてウニを提供できなくて申し訳なかったですが、洋野町には世界で唯一

が存在します。それが海牧場です。全長１８キロ、沖２００メートルに渡って存在する海牧場という呼ばれ

る漁場があって、約１００人の漁師さんたちが海牧場を活用した海産業を行っており、本州水揚げ１位となっ

ています。私が始めたのが、２０１０年に創業して２０１６年に取りかかりました。

　「漁業権や入札権はご存じですか？」、水産業というのは、かなり高齢化が進んでいます。組合長の平均年

齢が７５歳です。イニシアティブをとっているのがお爺ちゃんです。僕らがイノベーションを起こしたい、

新しい事業を作りたいということをお爺ちゃんたちに交渉してもなかなか受け入れてもらえないのです。お

爺ちゃんが作る政治や水産業に未来があるか、僕はそれをぶち壊したいのです。そのような人たちの意識を

この１３年変えまくってきました。今では好きなことをやらせてもらっていますが、１３年前は漁業権や入

札権をとることができませんでした。それを約７年かけてウニの入札権を岩手県で約１６年ぶりに新規取得

をすることができました。それくらい新しい人を受け入れない、そんなビジネスが高級食材なのです。例えば、

青森県のホタテも新規参入できないです。岩手県のアワビも新規参入できないです。サケの漁、これも新規

参入できないですが、新規参入できない事業ほどイノベーションが広いです。場合によって先生方の教育の

部分も変わりつつあると思いますが、新しい風が入らないとその業界は変わらないです。イノベーションと

いうのは、これまであったものとこれまであったものを足して新しいものを創ることです。先進的なフード

テックやフィンテックなどの先進的なことをやることだけがイノベーションではなく、これまであった既存

のものを組み合わせて新しい物を創っていく、まさに新しい風を入れていくことが僕たちにとってイノベー

ションだと思っておりますので、このウニにイノベーションをこれまで約８年与え続けてきました。どういっ

たイノベーションを創ってきたかというと、全国の海産業で１位が北海道、岩手県が２位、青森県が３位です。

青森県でいうと下北、八戸もありますが第３位です。市町村別で見てみると、ウニの漁獲量の全国ランキン

グとしては１位は函館、２位が礼文町、３位が根室、４位が利尻です。５位が岩手県洋野町。僕が生まれ育っ

た地域です。

　ちょっと余談ですが、ｃａｒｂｏｎ　ｎｅｕｔｒａｌｉｔｙの話です。先生方も何か取り組んでいますか。

３０年前の中学２年の頃、父の会社が倒産しました。それまでＢＭＷやクルーザーが有りととても裕福な生

活をさせていただきました。父も水産業を行っていましたが、曾祖父、祖父、父の３代で潰れてしまいました。

小遣いすらもらえませんでした。弟が２人いて、弟を連れて海に潜り、何を行ったかというと密漁です。大

量の海藻をかき分けてウニやアワビにたどり着いて、それらをキャンプなどに来ていた人たちに売って小遣

いを稼いでいました。それは漁師さんたちが結構許していました。３０年前と同じ場所には現在海藻はゼロ

です。

　皆さん、ブルーカーボンは聞いたことがありますか。ブルーは海、グリーンは森林です。森林に関しては

グリーンカーボンと言われますので、森林いわゆる植物が水を吸収して太陽から光合成をすることで成長し

ます。二酸化炭素を吸収してくれますが、実は海の中の二酸化炭素の吸収源があります。地球の７割は海です。

３割が陸ですから、実は海の中の海藻は海中に溶け出したＣＯ２を吸収してくれる非常に大きな役割を果た

しています。そして、海藻が枯れた後も海底に蓄積して炭素を貯留することで、温室効果ガスが空気中に溶

け出すのを防いでくれる役割を果たしています。それが海藻です。すごくありがたい存在です。私たちも生

活の中でスーパーに行くと、わかめやめかぶを皆さん食べます。それはブルーカーボンには入りません。な

ぜなら空気中に揚げられて私たちが食べることで、一度二酸化炭素が吸収された海藻から弾けてしまいます。

私たちが言っているブルーカーボンは、この海底に切れて貯留した海藻のことをブルーカーボンと呼んでい

ます。２０２２年の実績だと日本最大級の海藻を有しているエリアです。昨年、全国のブルーカーボン、二

酸化炭素を吸収してくれる海藻の量は３,７３３トンのうち３,１０６トンの約８割は洋野町が吸収してくれ

るということで日本最大級のブルーカーボン造成エリアにもなっており、かなり注目を浴びています。弊社

の工場は動画で見ていただきましたが、国際規格を有していますので何時でも、どの国にも輸出できます。

　ウニを始めて７年ですが、当時はまだ７０歳代だった高齢のお母様方が徐々に辞めていきました。ウニを

始めた７年前４０人近くいたお婆ちゃんたちが今２０人くらいまで急激に減ってしまい、若手を育てていま

す。若い力が日本の国力としてどんどん失われていっていることをすごく感じています。若手の育成、高卒

の採用に力を入れています。

　お婆ちゃんたちが作ってくれる最高品質のウニを商品のブランディングやマーケティングで全国に販売し

ております。商品としては、殻付きウニや塩水ウニとか生だけではなくて冷凍のウニやウニバターというの

が農林水産大臣賞をいただきました。農林水産祭りというのが年１回皇居で行われ、天皇陛下に２回献上し

ています。天皇陛下が食べたかは分かりませんが、一応天皇陛下には献上させていただきました。

　一度海の話はおいておき、２０１３年１２月に実は日本の食品に大きなインパクトがありました。和食が

ユネスコの無形文化遺産に登録されました。何が登録されたか、皆さんご存じですか。実は日本は自然を尊

ぶという日本人の気質に基づいた食に関する習わしというのは、日本古来の伝統的な食文化いわゆる普段僕

たちが食べている物は、まさに自然の尊重という日本人の精神を体現した食に関する社会的慣習ということ

です。これがユネスコの無形文化遺産に登録された内容です。日本人は古来の米も食べ、日本の食は深いです。

海藻だったり、納豆だったりしかも体に良くて、ストレスを軽減したりだったり、子供たちも肉食も増えて

いますが、伝統的な日本食が世界でもトップオブトップと認定を受けました。

　震災の翌年、ある一枚の写真を見つけました。ユネスコの無形文化遺産に登録されたのと紐付いているの

かと思いましたが、これは１９５０年の写真です。真ん中の背の高い男性が僕の祖父ですが、東日本大震災

の翌年に祖父とめちゃくちゃになった祖父の家を掃除していたときにこの写真が出てきました。１９５０年

の時点で創立６０年だったということも初めて知りました。アワビを三陸、岩手県から香港にもっとも輸出

していたということで、当時私の曾祖父は船で横浜から香港に渡ってアワビを現地の商人と取引していたそ

うです。香港のドルに替えて、それを日銀に持って行き換金してトラックで東京から岩手県に帰ってきて一

年分の配当をしていたと聞きました。これがまさに僕のＤＮＡだと思いました。当時なにもない時代にパイ

オニアとして香港に渡る行動力、地域を背負っているそのような曾祖父の思いを感じながら行っています。

　この写真は三陸ですが、三陸はいま危機的状況を迎えています。八戸もイカ、サバが獲れないです。サン

マも揚がらないということでなぜ揚がらないかというと黒潮（日本海流）、暖かい潮がどんどん上に上がっ

ています。親潮、冷たい潮、千島海流というのが北海道のオホーツク海の方から流れて来ますが、潮目がど

んどん上に上がっています。北海道の道東、襟裳岬まで上がって来て普段北海道では絶対に獲れないブリや

フグが大量に獲れるということになっています。さらに私の曾祖父の時代、１９５０年２ ,０００トンの水

揚げだったそうです。これが岩手県だけを見ても今年は１００トンにも満たないということで、日本の水産

が本当に危機的状況を迎えています。これは干しアワビです。これを香港に輸出するのですが、本当に危機

的状況を迎えています。

　今日は皆さんにウニを食べていただけないのがとても残念ですが、ぜひオンラインで買って自宅で食べて

欲しいと思います。では、ウニの話をさせてください。ウニの深い話をもう１度させていただきます。実は

皆さんが普段食べているホッケやイクラ、数の子、たらこ、ウニはロシアから輸入されている物が殆どです。

今ロシア、ウクライナ問題で日本というのはほぼほぼ水産物以外は禁輸しています。北方四島と日本の関係

は深すぎて、商売ですがやらないといけないのが水産です。ロシアからの水産物輸入額は過去最高になって

います。これまではヨーロッパ、アメリカ、アジア諸国にロシアからウクライナ戦争の前までは輸出されて

いたが、ほぼどの国も今は禁輸になっています。日本だけが北方領土の関係で水産物が多く入ってきています。

そうなると日本の相場は下がってしまいます。ウニも下がってしまいます。なぜなら、豊洲市場にロシア産

のウニが溢れてしまって我々のようなこだわりをもった水産物が仮に市場に行ったとして１パックあたりロ

シア産のウニが５００円です。うちは２ ,５００円で売っています。そうすると、安い国日本だとロシア産

のウニを買ってしまいます。それをなんとか阻止したい。生産者を守りたいという意味でトレーサビリティ、

いわゆる何時、誰がどこで獲ったか分かる仕組みを自社で経済産業省の事業で行わせていただいております。

ＱＲコードを読み込むと何時どこで誰が獲ったか分かるということを生産者を守るために行っています。こ

れまで豊洲市場、当時築地ですが、百貨店、スーパーマーケット、ミシュランのレストラン、寿司屋さんに

58

直接営業をしてまいりました。東京の紀尾井町に福田家さんというお店があるのですが、産地の味を使って

お客様に提供する創業８０年のミシュラン二つ星です。ここにも弊社のウニが入っており、定期的にお客様

に食べていただくということを行っております。ミシュラン２つ星で客単価がお酒別で５万円ですけが、こ

ういったところに洋野町で獲れたホヤやウニ、ホタテを入れて洋野町のウニの魅力をミシュランのレストラ

ンのお客様に発信していただきたいということで、国内のみならず世界を回らせていただいて、前例のない

仕事のためゼロから道を作って拡げて参りました。

　ここからは少し暗い話をしたい訳ではないのですが、漁師さんは担い手もいない、資源も管理されていない、

産地偽装もあり、漁価も安い、魚食離れ、コンビニ等で切れた焼き魚を売っていて家のガスを使ってサケや

銀ダラを焼くことも、もしかしたら相当減っているのかとも感じています。当然地球温暖化によって色んな

問題があり、ＤＸもすごく遅れていて生産性が低いというのも当然あります。一番の問題は僕が３０年前密

漁していた時代、海藻がありましたが同じ場所に海藻がないことです。海藻がないということは、ブルーカー

ボン、二酸化炭素を吸収するための海藻がないということだけではなく、実は小魚が隠れたり、親魚が海藻

に卵を産んだり、いわゆる沿岸漁業の魚の水揚げも減っていきます。写真のようにウニが食べる物もないです。

ウニはＳｅａ　Ｕｒｃｈｉｎですが、海のギャングという意味です。だからなんでも食べるので、当然この

ようなところにいるウニは実が悪いです。ウニは先ほどミシュランの資料を見ていただいたとおり、人を幸

せにするものだと私は思っていましたが、実はこういうウニは人を不幸にしてしまいます。これを私がウニ

を始めた当時、２０１６年からずっとどうにかしたいと思い、洋野町は良かったのですが、そのほかのエリ

アのウニをなんとかしたいと思い、北海道大学に通い始めました。水産学部に研究者として受け入れていた

だいて８年間ウニの研究開発、地球温暖化、色んな研究開発を水産学部と一緒にやらせていただきました。

全く実入りが悪いウニの餌を開発して、ウニは木とかプラスチックを何でも食べてしまいますから、籠なん

かも食べてしまいます。ウニが食べないような籠を開発して全て特許をおさえて北海道から沖縄にかけて、

全く実が入っていないウニに餌を与えて太らせるという仕組みを作りました。この写真は北海道の八雲町の

若手の漁師の皆さんに行っていただいてますが、一緒になって生産者の収入を増やしていこう、そして海の

中の海藻を増やしていくためにウニを駆除して、駆除されたウニを捨てるではなくて餌を与えて太らせるこ

とで２ヶ月の給餌期間で１００倍の価値を生み出す、そんな事業を洋野町の天然のウニとは別に全国で展開

をさせていただいております。左側のウニは水揚げすると１個あたり５円かけて廃棄するだけですが、２ヶ

月の給餌期間で皆さんが大好きなウニに生まれ変わります。長い間放置された磯焼けしてる海域に放置され

たウニはほとんどが公害です。１０年、２０年、３０年たっているのですがそういった公害ウニというのは

昆布やわかめを食べても二度と実入りも良くならない、色も改善しないという研究データも出ました。そこ

を全て改善できる餌を私達と北海道大学とコンソーシアムを含めたチームで開発して、こういった取り組み

を日本全国のベンチャー企業のピッチコンテストで総なめしてきました。今日、皆さんには大分柔らかくお

伝えしていますが、もっとスピーディーに７分のプレゼンの時間で伝えなくてはいけないＩＣＣという日本

で一番大きなピッチコンテストです。来月京都に行って審査員をしてきます。これは東北で行われたソーシャ

ルインパクトアクサレータプログラムという言いますが、右側の写真の真ん中の方、竹内先生はハーバード

大学の教授です。こういった方が審査員ですから、とにかく海の中というのは先生方もそうかもしれませんが、

普段考えることはないです。よって私たちは啓蒙活動をすることで、少しでも海の中のことに関して触れて

いただくことで日本のローカルから世界の海を豊かにできるということで、私は事業をさせていただいてお

ります。

　日本ではなく、世界の水産はでどうなっているかというと、上からアフリカ、次にアメリカ、アジア、オ

セアニア、そしてヨーロッパと世界の水産はすごい成長産業です。でも、日本だけが衰退産業になっています。

さきほど様々な問題を皆さんと共有しました。漁師の皆さんは収入が低い、どんなに頑張っても評価が上が

らない、子供に継がせる事ができない、そして廃業を待つだけです。未来が全く見えない中でも僕は諦めて

はいないです。世界のウニを皆さんと勉強させていただくと、世界には２０数種類の食用ウニがあります。

オーストラリアにも２種類食べられるウニがあります。

　まずはドバイからです。今年１月にドバイに行ってきました。左側はドバイの王族で、総資産１兆円の方

もいます。半端ではない金持ちですが、左から２番目はパキスタンの格好の僕です。ドバイの王族達と商談

をしてきました。日本のウニを食べていただいて皆さん欲しいと言っていて、プロモーションの前日にドバ

イの市場に行ってきました。そしたら、アラビア湾で獲れるウニですが、全く実が入っていませんでした。

私たち日本と同じ課題をＵＡＥでも抱えています。アラビア湾は横にすごく長いのですが、死ぬほどウニが

います。そこで私たちの技術が転用できると思い彼らに相談したところ、やろうということで、ゆくゆくは

ドバイでも日本食を行っていきます。今ウニは現地では食べられないため、洋野町からウニを輸出しています。

客単価２０万円の超高級レストランですが、そこに日本の食材が運ばれています。

　翌月の２月１日にタスマニア島に行ってきました。タスマニア島はオーストラリアの東南にある北海道く

らいの島です。そこに行ってＮａｔｉｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　Ｗｏｒｋｓｈｏｐとい

う世界のウニを、世界的な議題を解決するための会議があり、世界中から研究者が２００人集まったなか、

日本人は僕だけでした。今のような話しを英語で伝えたところ、タスマニア島も深刻だということでした。

元々海藻が豊富にあった海域に全くない状況です。シドニー、メルボルンともに海藻をウニに食い尽くされ

てしまいました。世界の海藻の７割はオーストラリア周辺にあって９５％がウニに食い尽くされてしまいま

した。これは、ＵＮＩ　ｉｓ　ＵＮＩｖｅｒｓａｌ　Ａｇｅｎｄａだなということで僕は何とか解決したい

と思い、ビジョンとしては私たちが培ってきた北大とコンソーシアムと作ってきた研究でいわゆる再生養殖

事業で世界とつながって、そしてサステナブル（Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ）持続可能な水産業の未来を創っ

ていこうということで、商業高校を卒業した一生徒で、ただのおっさんが世界で戦えるわけです。何を言い

たいかというと、商業高校の国際経済科でしたが、ハワイにホームステイしました。大学の時に６ヶ月くら

いアメリカのシアトルに短期留学しました。３０歳の時に半年間、サンフランシスコに短期留学しました。

世界を見るということがものすごく大切だと今思っています。特に若いとき、特に幼少期、中学校、高校、

とにかく若ければ若いほど、世界を見るスピードがどんどん早ければ早いほどいいです。なぜなら、３０年

で日本の経済がどんどん下回ってしまったわけで、今子供たちが見る世界が１０年後、２０年後のビジョン

に変わっていきますが、私が高校、大学の時にアメリカ、ハワイで見た絵はまさにこういった人たちと仕事

をしたいという漠然とした思いでした。たまたまオーストラリア、ドバイに行きましたが、やはり若いとき

にいかに海外に出るかということが大切だと先生方に伝えたいと思っております。

　具体的にオーストラリアでどういうビジネスしてるかといえば、左側の小さなウニはショートスパインと

呼ばれ、美味しいです。右側のロングスパインと呼ばれるウニは、不味いです。僕の顔くらい大きいです。

タスマニア島で死ぬほど生殖しています。激不味です。実はウニは世界の水揚げ量の３位はオーストラリア

です。激不味のウニがほとんどなので９５％以上捨てられています。ビジネスにならないというのがオース

トラリアの判断でした。ただ私は、北大で研究員として研究して参りましたのでビジネスにできる確信があ

りました。だからメルボルンにＫＳＦ　Ａｕｓｔｒａｌｉａという会社を作りました。この１年間、事前調

査をおもいっきり行ってきました。そんな中でいまはベンチャー企業とタッグを組んでいます。彼はシンフォ

レストという会社のサブなんですが、サブは何をやっているかというと環境です。このカゲキノリという海

藻を東京ドーム１６ ,０００個分のタスマニア島周辺の海岸で養殖をしてここからオイルを抽出して、その

オイルを牛の餌に混ぜることで牛のゲップから出るメタンガスを９８％削減するというベンチャーを行って

います。そこからこのようなカスが出ます。上がオイルでこれを牛の餌に混ぜます。下にカスが出るので、

このカスを餌に変えてオーストラリアの短い針のウニに与えていくことで循環をつくっています。オースト

ラリアで生まれた海藻でオーストラリアの実入りの悪いウニを実入りを良くするということで、オーストラ

リアの循環ビジネスを今まさにスタートしました。右側のタツミ先生、彼はドクターですが大学１年生から

タスマニアに移住してタスマニア大のドクターまで取って、このベンチャー企業に就職してますがめちゃめ

ちゃ優秀です。彼も若いとき、高校の時にオーストラリアに留学して、いつかオーストラリアでビジネスが

したいと思っていたそうです。僕の事例と一緒です。早ければ早いほど世界で戦える日本人になると確信し

ています。

　４月にオーストラリアに会社を作ってメルボルン、タスマニア、シドニー、こういったところで拠点を構

えていくわけですが、今ヴィクトリア州、メルボルン大学、ニューサウスウェールズ州、タスマニア大、タ

スマニア州、様々な連携を作って、こういったダイバーさんとも連携を図りウニを捕獲していただいています。

左側のウニは美味しいです。右側のウニは不味いです。では、左側のウニは陸上養殖で２ヶ月の給餌で美味

しくして太らせて出荷しますが、養殖は皆さんあまり馴染みがないと思います。例えば、陸奥湾のホタテは

５０年前は行っていませんでした。ということは、養殖すれば市場も広がって食べる人も広がって、そして

地域で産業が創られていくということは潤っていくということになります。新たにビジネスを創るというこ

とは地域経済を潤していくことになります。養殖でどのように潤していくかというのを見ていきます。オレ

ンジのラインが天然の漁業です。そして、ブルーのライン、１９５０年からちょっと養殖をしています。ですが、

１９７０年から一気に養殖産業が拡がって特に日本だとむつのホタテとか三陸のわかめ、サーモン、カキ、

ホタテ、養殖産業で作れば食べる人が増えて需要が生まれていき、それが地域に根ざしたビジネスになって

いきます。さらにそこに雇用が生まれて、子供たちの受け皿になっていくということです。いかに０から１

を創るか、そして１から２、２から５、５から１０へと事業を拡大していけるかということが、地域経済へ

与えるインパクトがいかに大きいかということです。そのためには私たちが北大と連携協定を結んでますが、

これはタスマニア大です。タスマニア大のＩＭＡＳという、こういった研究所とも連携してオーストラリア

のウニに与えるための餌を開発しようとしています。また、これはメルボルン大です。メルボルン大は世界

ランキングでは東大より上です。メルボルン大の先生とも一緒に研究をしていて、私たちのファームが広大

な土地にあります。メルボルン大の先生と一緒に研究を行って、いかに美味しいウニを作るか、しかもオー

ストラリアの海藻を使った美味しいウニを作るか行っています。ということで、美味しいショートスパイン

は私たち日本人の誇りいわゆる和です。ユネスコの無形文化遺産に登録されるくらい私たち日本の文化は非

常に強いものだということで、ＭＡＤＥ　ＢＹ　ＪＡＰＡＮのオーストラリア産のウニを世界に出していこ

うということで養殖をスタートしています。ロングスパインは本当に信じられないくらい不味いです。皆さ

んもお寿司屋さんに行って、不味そうなウニは分かると思いますが、それより不味いです。本当にやばいく

らい不味くて、これをどうしようかとなったときに、僕は北大で８年間研究をしてきました。これが生きま

した。ウニは水産物で葉酸が最も豊富です。

　次はウナギです。ウナギは淡水魚ですけど女性、妊婦さんの場合は一日あたり４８０マイクログラムの葉

酸を摂取できることによって胎盤が強化されたり、子供が健康に育っていくためにはなければならないのが

葉酸と実はビタミンＡです。ビタミンＡも水産物で最も豊富です。これも僕は北大で研究してました。日本

だとウニというのは高級食材なのでサプリになるわけがないです。まさかオーストラリアで不味いウニがサ

プリになるなんて８年前には夢にも思ってなかったです。だから少しグローバルなビジョンを持ちつつ、目

の前のことを必死にやっていくことで磨かれていきます。それが５年後、１０年後に生きてくると感じました。

実際に妊活サプリメントグローバル市場は世界に３６００億円あります。今は中国の少子化、当然日本も少

子化、韓国も少子化です。アフリカはどんどん人口が増えていって葉酸がいくらあっても足りないそうです。

色々なマーケットが世界にあることを、僕はコツコツ学びの中で生み出していくことができました。これが

先週の１３日、オーストラリアの経済新聞、いわゆる日本経済新聞のオーストラリアバージョン、皆さんに

配っていますが、良かったら訳して読んでください。私がやろうとしていることがオーストラリアの経済に

ものすごくインパクトを創れるということを取り上げていただきました。こういった取り組みはＮＰＯも

やっていると先ほどお伝えしましたが、海の問題は普段、陸よりも機会は少ないと思っていました。洋野町

で開催されたウニサミットが今年の７月です。先月ウニサミットというのを開催させていただいて、今日の

ような話をすれば様々なシェフ、研究者、大学の先生、経営者、起業家、様々なステークホルダーの皆さん

が集まり徹底的に議論する場を洋野町に作って、こういった話を１対１で１００人くらいの場でウニサミッ

トを作って、当然オーストラリアからもゲスト呼んで、来年には鎌倉でもウニサミットを開催して全世界か

ら研究者を集めてやろうと思っています。僕はビジネスに挑戦してますが、私の息子は高校３年です。小さ

い方は５歳なんですが、なんのために仕事するかはこのためです。この次の世代を彼らがいい感じで継承し

てもらいたいなと思ってます。このままだとどんなアクションを起こしたとしても、僕は彼らが水産業に就

くことは絶対にないと思ってます。だから、先生方にぜひ一つお願いしたいのが、投資です。私たち、郵便

貯金とか生命保険などを使って貯蓄をしていますが、全部ノーです。僕は生命保険会社に４年勤めていたの

で分かりますが、アメリカは小学生から投資の勉強をしています。商業はまさにビジネスですから、いかに

投資をしてリターンを得られるかを学びの中に取り入れていくことで、少しずつグローバルな頭はできてい

くと思います。子供たちへの教育でこういうことを言っています。「お金は何に使いますか？投資をしよう」、

では投資を何にしようかと考えたときに何でもいいです。例えば、ウニを一個買いたいです。これも投資です。

ウニを一個食べることで海藻がそこに戻ってくるかもしれない。海藻が戻ってくることで二酸化炭素を吸収

するための海藻が増えて、私たちのカーボンニュートラルに寄与するかもしれない。これが投資です。必ず

しも投資をするというわけではなく、皆さんが、子供たちが持っているリソースを何に投資したら社会や地

域が豊かになるかということを子供たちに伝え続けています。これをやり続けていくことで、きっと彼らが

水産をやりたいと思ったときに一投資家として水産に投資してもいいような人材に１０年後、２０年後なっ

ているようにそれを祈りながら、願いながら、私はビジネスをして全ての事業を得たキャピタルゲインを彼

らに投資をしたいということで、今全国でオーストラリアと日本国内で事業をさせていただいております。

最後になりますが、私はたいした人間でもなく、八戸商業を出て良かったと思ってます。ただ一つのことを

集中してやり続けてきただけですので、ぜひ先生方に次の世代を担う子供たちの未来を託したいと思います。

最後、もう一つだけお伝えしたいのが、今の風張教育長、大谷真樹幹事と仲がいいです。先生方から直接言

えないことも伝えられる役目も果たせますので、今日大谷先生にはこの話を言ってきましたので、青森の教

育をどうにかしたいということを私経由でも大谷先生でも風張先生でも、もし何か青森県教育変えたいとい

うのがあれば私に伝えていただければ何かしら皆さんのお力になれると思い、この場に来させていただきま

した。ご清聴ありがとうございました。



　まずは映像をご覧ください。

　朝からムービーで申し訳ないですが、改めまして北三陸ファクトリーの下苧坪と申します。「皆さん、ウ

ニはお好きでしょうか？」、今日はウニの話をしますが、やばい話からしたいと思っています。２０１０年

に地元に帰ってきて会社を興す前は生命保険会社で仙台、東京、盛岡を起点に仕事をしていました。その前

は青森ダイハツの店にも行ってダイハツの軽トラとかミラとかムーブとか今となっては漁師さんと意気投合

して仲がいいですが、当時は漁師さんに「そろそろ替えた方いいんじゃないですか」と、騙しながら話てい

たことを思い出します。

　ここから、全国、世界に羽ばたいていこうと事業を１３年間必死にやってきました。１３年間必死にやっ

てきたからこそ、今の日本に対して正直ＮＯを突きつけたいと思っております。これが世界の最低賃金です。

ＯＥＣＤ、世界の先進諸国のなかで日本は最も低いです。これを見て皆さんどう思いますか。オーストラリア、

ドイツ、イギリス、フランス、アメリカのサンフランシスコに関しては最低賃金２ ,６００円です。１時間

仕事をしても、例えば商業高校を卒業した１９歳の子供が１時間仕事をしても９６０円しか貰えないです。

方やアメリカ人は２ ,７００円貰っています。買える物も違う、経験することの質も違う、安い物しか買え

ないということです。最後に初任給見ていきますが、スイス、アメリカ、ドイツ、オーストラリア、ノルウェー、

シンガポール、なんと韓国に負けています。日本は、２６２万です。大卒の手取りで、１５、１６万です。

何買えますかって話です。先にＯＥＣＤの話をお伝えしますが、ドイツ、カナダ、イギリス、フランス、イタリア、

日本が最低です。最も賃金が低い先進国に落ちてしまったということです。皆さん、どうでしょう。

　商業高校だと私も親に大学まで奨学金を手配していただいて奨学金は自分で返しましたが、ほとんどの学

生が奨学金で学校行って２３歳から就職をします。就職をしてから安い給料のなかから家賃を支払って、食

費を支払って、そして奨学金を返していく、そうなると僕ははっきりいって、現状、夢も希望もない国だと

僕は思います。さらに深掘りしていくと、各国の平均年収、これは子供たちだけじゃなくて全体の平均年収

です。日本最下位です。それから最低賃金も最下位です。さらに皆さん、ビックマック指数って分かりますか。

実は、２０００年いわゆる２０年前は、日本は高い国でした。例えば、中国、台湾、香港、タイ、各アジア

の地域から日本へ来て日本の物価が高く食べ物も高い、電気代それから電化製品、とにかく何でも高いとい

うのが海外から見た日本のイメージでした。しかしながら２０年たった今どうでしょう、ベトナムの次にビッ

クマックが安いです。さらにその下が、フィリピンです。ほぼフィリピンと一緒のビックマックの価格です。

戻りますが２６２万しか初任給が貰えないなかで、ビックマックが買えないということです。アメリカに行

くとビックマックが買えないということです。今僕はオーストラリアに住居を構えていますが、オーストラ

リアのビックマックのセット２０ドルです、２,０００円です。ランチで最低２,０００円ですから、それが

日本だと今単品で３９０円です。とにかく安い物しか買えない日本になっています。ここがすごくポイントで、

ビックマックが安いということは商品の質を考えてみてください。牛肉、チーズ、安い物を私たちが買って

います。安い物しかマクドナルドに払えないということは、畜産農家にも安いお金しか回らないのです。小麦、

野菜を作る生産者、農家さんの収入も、ピクルス、レタスなども最低のランクの物しか日本に入ってきてな

いということです。添加物たっぷりな日本のビックマックです。オーストラリアのビックマック、めちゃく

ちゃクオリティ高いです。ここがポイントで、従業員の給料、当然日本のマクドナルドで働く従業員の給料は、

安い物しか私たちが買えないから安い給料しか払えないです。さらに購入者の生活基準、２６２万円の初任

給ですから、安い物しか買えないような年収しか貰っていないということです。各国の平均年収、アメリカ

は７３０万円です。日本は４０８万円です。オランダ、オーストラリア、ベルギー、韓国ということで上げ

ていくための努力をどうやっていくかを子供たちに教えていかなければならないのです。日本の農林水産物、

食品を世界で一番輸入している国は香港です。香港はほぼ中国化していて、香港から隣国の中国の深圳から

どんどん輸出されています。香港が日本からの輸出のもっとも大きい国です。

　「皆さんお寿司大好きですか？」、「このお寿司はどこのお寿司か分かりますか？」、スシローです。八戸市

のスシローは全国でも売上トップ５に入ります。海外の話をさせていただくと、香港にもスシローが１５店

舗あります。世界各国にスシローは１００店舗あるのですが、弊社のウニは岩手県全域から購入していますが、

スシローにも卸しています。比べてみますと、天然インド鮪中トロは日本だと１貫１９０円です。香港だと

３１８円ですから何％高いでしょうか。先ほどのマックと全く一緒です。ただ、スシローに関しては高品質、

低価格というのを売りにしてますので、品質はそんなに変わらないですが、スシローに入る利益率は香港の

方が高いです。香港でビジネスした方がいいです。日本人に食べてもらわなくてもいいです、というように

全ての業界が日本から離れていきます。安い物しか買えない日本、本当にこれは大きな問題だと感じています。

　オーストラリアは世界で一番日本人がワーキングホリデーで３１歳までの若者が出稼ぎに行っています。

２０２３年４月までの１年でワーキングホリデーのビザでの渡航者が３倍ぐらいです、なぜでしょうか。先

ほどの話しに戻りますが、オーストラリアはとても綺麗で治安も良く、食べる物も美味しいです。物価は高

いですが、給料もとても高いです。貰える給料が多ければ投資できる金額、使える金額、好きな物を買える

自由なお金が沢山あります。その中で色んな選択肢が生まれると思いますが、月１５万、１８万しか手取り

がないなかで、奨学金を払いながらどうやってそのような選択肢を作っていくか非常に難しいと感じていま

す。弊社も大卒の新卒者、宮崎大、東海大の奨学金を払っている若者を４人くらい雇用していますが、給料

上げてくださいと言われます。なぜ、オーストラリアにワーキングホリデーをしたのか多くの人に聞きま

した。「３０年賃金が上がっていない日本では稼げない」、「国に期待してもだめだ」、自分の力で生きていく

しかないと思っている若い人が非常に増えています。そして、円安が起きるとどうなるかということですが、

同じチケットを倍出さないと買えないということで簡単に旅行も行けない時代になっています。円安により、

円の価値が下がってしまう、これはしばらく続くだろうと言われています。将来「日本だけで働く」ことに

危機感を感じているから、すごく分かります。アメリカ、オーストラリア、イギリスなどの同じ先進諸国でも、

方や時給９００円、方や時給３ ,０００円近く貰っています。日本が先進国だと思っているのは現在５０歳

以上の方々ぐらいです。おそらくバブルの時代を経験された方々は、未だに先進国だと思っていますけど、

日本は底辺です。最低の国にまで落ちてしまったことを今日は強くお伝えしたいのですが、一方で日本は素

晴らしい国です。水道水がそのまま飲める国、アメリカもオーストラリアも飲めるエリアはあるのですが、

例えば塩素がとても入っていたり、タイもそうですが飲み続けると、発がん性を有したものを摂取し続ける

ということで、安心して水が飲める国は世界で９カ国しかないです。その中でアジアは唯一日本だけです。

素晴らしいことももちろん沢山あります。食も人も治安も何もかも素晴らしい日本ですが、経済が圧倒的に

落ちてしまったことで、今日は先生方と一緒に次の世代を担う子供たちがどうやって次の世代の経済を作っ

ていけるかということを私の事例をもとに伝えていければと思っています。

　私は、今グローバルに展開しています。１９８０年、旧種市町で生まれました。母親は宮城県の古川市

出身で、父親は種市町出身で八戸市で出産しました。いまだに八戸市に住居を構えて長い間八戸市に住んで

います。今まで生まれ育った地域を発信し続けてきましたが、グローバルに世界に伸びるためにしたいと思っ

て事業をさせていただいています。Ｒｅｇｅｎｅｒａｔｉｖｅというのが再生型の水産業というのを意味し

ています。２０１０年、創業当時は天然わかめを生産者のところに行って直接買い付けて、自分で加工をし

て１人で全国の百貨店を回って１人で事業を始めました。２０１０年から２０１６年までひたすら１人で

行っていました。パートを２人雇っていました。ＫＩＴＡ　ＳＡＮＲＩＫＵ　ＦＡＣＴＯＲＹという会社を

ひろの屋の１００％子会社として２０１８年に創業して今オーストラリアにも今年４月に会社を作り、子供

たちの教育、いわゆる海洋教育を主体とした次世代の育成を今行っています。具体的には、水産高校として

は氷見高校とか洋野町にある種市高校とか色々な子供たちに次の水産を背負ってもらいたい思いからＮＰＯ

を立ち上げて子供たちの教育を行っています。

　冒頭にウニの動画をみていただいてウニを提供できなくて申し訳なかったですが、洋野町には世界で唯一

が存在します。それが海牧場です。全長１８キロ、沖２００メートルに渡って存在する海牧場という呼ばれ

る漁場があって、約１００人の漁師さんたちが海牧場を活用した海産業を行っており、本州水揚げ１位となっ

ています。私が始めたのが、２０１０年に創業して２０１６年に取りかかりました。

　「漁業権や入札権はご存じですか？」、水産業というのは、かなり高齢化が進んでいます。組合長の平均年

齢が７５歳です。イニシアティブをとっているのがお爺ちゃんです。僕らがイノベーションを起こしたい、

新しい事業を作りたいということをお爺ちゃんたちに交渉してもなかなか受け入れてもらえないのです。お

爺ちゃんが作る政治や水産業に未来があるか、僕はそれをぶち壊したいのです。そのような人たちの意識を

この１３年変えまくってきました。今では好きなことをやらせてもらっていますが、１３年前は漁業権や入

札権をとることができませんでした。それを約７年かけてウニの入札権を岩手県で約１６年ぶりに新規取得

をすることができました。それくらい新しい人を受け入れない、そんなビジネスが高級食材なのです。例えば、

青森県のホタテも新規参入できないです。岩手県のアワビも新規参入できないです。サケの漁、これも新規

参入できないですが、新規参入できない事業ほどイノベーションが広いです。場合によって先生方の教育の

部分も変わりつつあると思いますが、新しい風が入らないとその業界は変わらないです。イノベーションと

いうのは、これまであったものとこれまであったものを足して新しいものを創ることです。先進的なフード

テックやフィンテックなどの先進的なことをやることだけがイノベーションではなく、これまであった既存

のものを組み合わせて新しい物を創っていく、まさに新しい風を入れていくことが僕たちにとってイノベー

ションだと思っておりますので、このウニにイノベーションをこれまで約８年与え続けてきました。どういっ

たイノベーションを創ってきたかというと、全国の海産業で１位が北海道、岩手県が２位、青森県が３位です。

青森県でいうと下北、八戸もありますが第３位です。市町村別で見てみると、ウニの漁獲量の全国ランキン

グとしては１位は函館、２位が礼文町、３位が根室、４位が利尻です。５位が岩手県洋野町。僕が生まれ育っ

た地域です。

　ちょっと余談ですが、ｃａｒｂｏｎ　ｎｅｕｔｒａｌｉｔｙの話です。先生方も何か取り組んでいますか。

３０年前の中学２年の頃、父の会社が倒産しました。それまでＢＭＷやクルーザーが有りととても裕福な生

活をさせていただきました。父も水産業を行っていましたが、曾祖父、祖父、父の３代で潰れてしまいました。

小遣いすらもらえませんでした。弟が２人いて、弟を連れて海に潜り、何を行ったかというと密漁です。大

量の海藻をかき分けてウニやアワビにたどり着いて、それらをキャンプなどに来ていた人たちに売って小遣

いを稼いでいました。それは漁師さんたちが結構許していました。３０年前と同じ場所には現在海藻はゼロ

です。

　皆さん、ブルーカーボンは聞いたことがありますか。ブルーは海、グリーンは森林です。森林に関しては

グリーンカーボンと言われますので、森林いわゆる植物が水を吸収して太陽から光合成をすることで成長し

ます。二酸化炭素を吸収してくれますが、実は海の中の二酸化炭素の吸収源があります。地球の７割は海です。

３割が陸ですから、実は海の中の海藻は海中に溶け出したＣＯ２を吸収してくれる非常に大きな役割を果た

しています。そして、海藻が枯れた後も海底に蓄積して炭素を貯留することで、温室効果ガスが空気中に溶

け出すのを防いでくれる役割を果たしています。それが海藻です。すごくありがたい存在です。私たちも生

活の中でスーパーに行くと、わかめやめかぶを皆さん食べます。それはブルーカーボンには入りません。な

ぜなら空気中に揚げられて私たちが食べることで、一度二酸化炭素が吸収された海藻から弾けてしまいます。

私たちが言っているブルーカーボンは、この海底に切れて貯留した海藻のことをブルーカーボンと呼んでい

ます。２０２２年の実績だと日本最大級の海藻を有しているエリアです。昨年、全国のブルーカーボン、二

酸化炭素を吸収してくれる海藻の量は３,７３３トンのうち３,１０６トンの約８割は洋野町が吸収してくれ

るということで日本最大級のブルーカーボン造成エリアにもなっており、かなり注目を浴びています。弊社

の工場は動画で見ていただきましたが、国際規格を有していますので何時でも、どの国にも輸出できます。

　ウニを始めて７年ですが、当時はまだ７０歳代だった高齢のお母様方が徐々に辞めていきました。ウニを

始めた７年前４０人近くいたお婆ちゃんたちが今２０人くらいまで急激に減ってしまい、若手を育てていま

す。若い力が日本の国力としてどんどん失われていっていることをすごく感じています。若手の育成、高卒

の採用に力を入れています。

　お婆ちゃんたちが作ってくれる最高品質のウニを商品のブランディングやマーケティングで全国に販売し

ております。商品としては、殻付きウニや塩水ウニとか生だけではなくて冷凍のウニやウニバターというの

が農林水産大臣賞をいただきました。農林水産祭りというのが年１回皇居で行われ、天皇陛下に２回献上し

ています。天皇陛下が食べたかは分かりませんが、一応天皇陛下には献上させていただきました。

　一度海の話はおいておき、２０１３年１２月に実は日本の食品に大きなインパクトがありました。和食が

ユネスコの無形文化遺産に登録されました。何が登録されたか、皆さんご存じですか。実は日本は自然を尊

ぶという日本人の気質に基づいた食に関する習わしというのは、日本古来の伝統的な食文化いわゆる普段僕

たちが食べている物は、まさに自然の尊重という日本人の精神を体現した食に関する社会的慣習ということ

です。これがユネスコの無形文化遺産に登録された内容です。日本人は古来の米も食べ、日本の食は深いです。

海藻だったり、納豆だったりしかも体に良くて、ストレスを軽減したりだったり、子供たちも肉食も増えて

いますが、伝統的な日本食が世界でもトップオブトップと認定を受けました。

　震災の翌年、ある一枚の写真を見つけました。ユネスコの無形文化遺産に登録されたのと紐付いているの

かと思いましたが、これは１９５０年の写真です。真ん中の背の高い男性が僕の祖父ですが、東日本大震災

の翌年に祖父とめちゃくちゃになった祖父の家を掃除していたときにこの写真が出てきました。１９５０年

の時点で創立６０年だったということも初めて知りました。アワビを三陸、岩手県から香港にもっとも輸出

していたということで、当時私の曾祖父は船で横浜から香港に渡ってアワビを現地の商人と取引していたそ

うです。香港のドルに替えて、それを日銀に持って行き換金してトラックで東京から岩手県に帰ってきて一

年分の配当をしていたと聞きました。これがまさに僕のＤＮＡだと思いました。当時なにもない時代にパイ

オニアとして香港に渡る行動力、地域を背負っているそのような曾祖父の思いを感じながら行っています。

　この写真は三陸ですが、三陸はいま危機的状況を迎えています。八戸もイカ、サバが獲れないです。サン

マも揚がらないということでなぜ揚がらないかというと黒潮（日本海流）、暖かい潮がどんどん上に上がっ

ています。親潮、冷たい潮、千島海流というのが北海道のオホーツク海の方から流れて来ますが、潮目がど

んどん上に上がっています。北海道の道東、襟裳岬まで上がって来て普段北海道では絶対に獲れないブリや

フグが大量に獲れるということになっています。さらに私の曾祖父の時代、１９５０年２ ,０００トンの水

揚げだったそうです。これが岩手県だけを見ても今年は１００トンにも満たないということで、日本の水産

が本当に危機的状況を迎えています。これは干しアワビです。これを香港に輸出するのですが、本当に危機

的状況を迎えています。

　今日は皆さんにウニを食べていただけないのがとても残念ですが、ぜひオンラインで買って自宅で食べて

欲しいと思います。では、ウニの話をさせてください。ウニの深い話をもう１度させていただきます。実は

皆さんが普段食べているホッケやイクラ、数の子、たらこ、ウニはロシアから輸入されている物が殆どです。

今ロシア、ウクライナ問題で日本というのはほぼほぼ水産物以外は禁輸しています。北方四島と日本の関係

は深すぎて、商売ですがやらないといけないのが水産です。ロシアからの水産物輸入額は過去最高になって

います。これまではヨーロッパ、アメリカ、アジア諸国にロシアからウクライナ戦争の前までは輸出されて

いたが、ほぼどの国も今は禁輸になっています。日本だけが北方領土の関係で水産物が多く入ってきています。

そうなると日本の相場は下がってしまいます。ウニも下がってしまいます。なぜなら、豊洲市場にロシア産

のウニが溢れてしまって我々のようなこだわりをもった水産物が仮に市場に行ったとして１パックあたりロ

シア産のウニが５００円です。うちは２ ,５００円で売っています。そうすると、安い国日本だとロシア産

のウニを買ってしまいます。それをなんとか阻止したい。生産者を守りたいという意味でトレーサビリティ、

いわゆる何時、誰がどこで獲ったか分かる仕組みを自社で経済産業省の事業で行わせていただいております。

ＱＲコードを読み込むと何時どこで誰が獲ったか分かるということを生産者を守るために行っています。こ

れまで豊洲市場、当時築地ですが、百貨店、スーパーマーケット、ミシュランのレストラン、寿司屋さんに
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直接営業をしてまいりました。東京の紀尾井町に福田家さんというお店があるのですが、産地の味を使って

お客様に提供する創業８０年のミシュラン二つ星です。ここにも弊社のウニが入っており、定期的にお客様

に食べていただくということを行っております。ミシュラン２つ星で客単価がお酒別で５万円ですけが、こ

ういったところに洋野町で獲れたホヤやウニ、ホタテを入れて洋野町のウニの魅力をミシュランのレストラ

ンのお客様に発信していただきたいということで、国内のみならず世界を回らせていただいて、前例のない

仕事のためゼロから道を作って拡げて参りました。

　ここからは少し暗い話をしたい訳ではないのですが、漁師さんは担い手もいない、資源も管理されていない、

産地偽装もあり、漁価も安い、魚食離れ、コンビニ等で切れた焼き魚を売っていて家のガスを使ってサケや

銀ダラを焼くことも、もしかしたら相当減っているのかとも感じています。当然地球温暖化によって色んな

問題があり、ＤＸもすごく遅れていて生産性が低いというのも当然あります。一番の問題は僕が３０年前密

漁していた時代、海藻がありましたが同じ場所に海藻がないことです。海藻がないということは、ブルーカー

ボン、二酸化炭素を吸収するための海藻がないということだけではなく、実は小魚が隠れたり、親魚が海藻

に卵を産んだり、いわゆる沿岸漁業の魚の水揚げも減っていきます。写真のようにウニが食べる物もないです。

ウニはＳｅａ　Ｕｒｃｈｉｎですが、海のギャングという意味です。だからなんでも食べるので、当然この

ようなところにいるウニは実が悪いです。ウニは先ほどミシュランの資料を見ていただいたとおり、人を幸

せにするものだと私は思っていましたが、実はこういうウニは人を不幸にしてしまいます。これを私がウニ

を始めた当時、２０１６年からずっとどうにかしたいと思い、洋野町は良かったのですが、そのほかのエリ

アのウニをなんとかしたいと思い、北海道大学に通い始めました。水産学部に研究者として受け入れていた

だいて８年間ウニの研究開発、地球温暖化、色んな研究開発を水産学部と一緒にやらせていただきました。

全く実入りが悪いウニの餌を開発して、ウニは木とかプラスチックを何でも食べてしまいますから、籠なん

かも食べてしまいます。ウニが食べないような籠を開発して全て特許をおさえて北海道から沖縄にかけて、

全く実が入っていないウニに餌を与えて太らせるという仕組みを作りました。この写真は北海道の八雲町の

若手の漁師の皆さんに行っていただいてますが、一緒になって生産者の収入を増やしていこう、そして海の

中の海藻を増やしていくためにウニを駆除して、駆除されたウニを捨てるではなくて餌を与えて太らせるこ

とで２ヶ月の給餌期間で１００倍の価値を生み出す、そんな事業を洋野町の天然のウニとは別に全国で展開

をさせていただいております。左側のウニは水揚げすると１個あたり５円かけて廃棄するだけですが、２ヶ

月の給餌期間で皆さんが大好きなウニに生まれ変わります。長い間放置された磯焼けしてる海域に放置され

たウニはほとんどが公害です。１０年、２０年、３０年たっているのですがそういった公害ウニというのは

昆布やわかめを食べても二度と実入りも良くならない、色も改善しないという研究データも出ました。そこ

を全て改善できる餌を私達と北海道大学とコンソーシアムを含めたチームで開発して、こういった取り組み

を日本全国のベンチャー企業のピッチコンテストで総なめしてきました。今日、皆さんには大分柔らかくお

伝えしていますが、もっとスピーディーに７分のプレゼンの時間で伝えなくてはいけないＩＣＣという日本

で一番大きなピッチコンテストです。来月京都に行って審査員をしてきます。これは東北で行われたソーシャ

ルインパクトアクサレータプログラムという言いますが、右側の写真の真ん中の方、竹内先生はハーバード

大学の教授です。こういった方が審査員ですから、とにかく海の中というのは先生方もそうかもしれませんが、

普段考えることはないです。よって私たちは啓蒙活動をすることで、少しでも海の中のことに関して触れて

いただくことで日本のローカルから世界の海を豊かにできるということで、私は事業をさせていただいてお

ります。

　日本ではなく、世界の水産はでどうなっているかというと、上からアフリカ、次にアメリカ、アジア、オ

セアニア、そしてヨーロッパと世界の水産はすごい成長産業です。でも、日本だけが衰退産業になっています。

さきほど様々な問題を皆さんと共有しました。漁師の皆さんは収入が低い、どんなに頑張っても評価が上が

らない、子供に継がせる事ができない、そして廃業を待つだけです。未来が全く見えない中でも僕は諦めて

はいないです。世界のウニを皆さんと勉強させていただくと、世界には２０数種類の食用ウニがあります。

オーストラリアにも２種類食べられるウニがあります。

　まずはドバイからです。今年１月にドバイに行ってきました。左側はドバイの王族で、総資産１兆円の方

もいます。半端ではない金持ちですが、左から２番目はパキスタンの格好の僕です。ドバイの王族達と商談

をしてきました。日本のウニを食べていただいて皆さん欲しいと言っていて、プロモーションの前日にドバ

イの市場に行ってきました。そしたら、アラビア湾で獲れるウニですが、全く実が入っていませんでした。

私たち日本と同じ課題をＵＡＥでも抱えています。アラビア湾は横にすごく長いのですが、死ぬほどウニが

います。そこで私たちの技術が転用できると思い彼らに相談したところ、やろうということで、ゆくゆくは

ドバイでも日本食を行っていきます。今ウニは現地では食べられないため、洋野町からウニを輸出しています。

客単価２０万円の超高級レストランですが、そこに日本の食材が運ばれています。

　翌月の２月１日にタスマニア島に行ってきました。タスマニア島はオーストラリアの東南にある北海道く

らいの島です。そこに行ってＮａｔｉｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　Ｗｏｒｋｓｈｏｐとい

う世界のウニを、世界的な議題を解決するための会議があり、世界中から研究者が２００人集まったなか、

日本人は僕だけでした。今のような話しを英語で伝えたところ、タスマニア島も深刻だということでした。

元々海藻が豊富にあった海域に全くない状況です。シドニー、メルボルンともに海藻をウニに食い尽くされ

てしまいました。世界の海藻の７割はオーストラリア周辺にあって９５％がウニに食い尽くされてしまいま

した。これは、ＵＮＩ　ｉｓ　ＵＮＩｖｅｒｓａｌ　Ａｇｅｎｄａだなということで僕は何とか解決したい

と思い、ビジョンとしては私たちが培ってきた北大とコンソーシアムと作ってきた研究でいわゆる再生養殖

事業で世界とつながって、そしてサステナブル（Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ）持続可能な水産業の未来を創っ

ていこうということで、商業高校を卒業した一生徒で、ただのおっさんが世界で戦えるわけです。何を言い

たいかというと、商業高校の国際経済科でしたが、ハワイにホームステイしました。大学の時に６ヶ月くら

いアメリカのシアトルに短期留学しました。３０歳の時に半年間、サンフランシスコに短期留学しました。

世界を見るということがものすごく大切だと今思っています。特に若いとき、特に幼少期、中学校、高校、

とにかく若ければ若いほど、世界を見るスピードがどんどん早ければ早いほどいいです。なぜなら、３０年

で日本の経済がどんどん下回ってしまったわけで、今子供たちが見る世界が１０年後、２０年後のビジョン

に変わっていきますが、私が高校、大学の時にアメリカ、ハワイで見た絵はまさにこういった人たちと仕事

をしたいという漠然とした思いでした。たまたまオーストラリア、ドバイに行きましたが、やはり若いとき

にいかに海外に出るかということが大切だと先生方に伝えたいと思っております。

　具体的にオーストラリアでどういうビジネスしてるかといえば、左側の小さなウニはショートスパインと

呼ばれ、美味しいです。右側のロングスパインと呼ばれるウニは、不味いです。僕の顔くらい大きいです。

タスマニア島で死ぬほど生殖しています。激不味です。実はウニは世界の水揚げ量の３位はオーストラリア

です。激不味のウニがほとんどなので９５％以上捨てられています。ビジネスにならないというのがオース

トラリアの判断でした。ただ私は、北大で研究員として研究して参りましたのでビジネスにできる確信があ

りました。だからメルボルンにＫＳＦ　Ａｕｓｔｒａｌｉａという会社を作りました。この１年間、事前調

査をおもいっきり行ってきました。そんな中でいまはベンチャー企業とタッグを組んでいます。彼はシンフォ

レストという会社のサブなんですが、サブは何をやっているかというと環境です。このカゲキノリという海

藻を東京ドーム１６ ,０００個分のタスマニア島周辺の海岸で養殖をしてここからオイルを抽出して、その

オイルを牛の餌に混ぜることで牛のゲップから出るメタンガスを９８％削減するというベンチャーを行って

います。そこからこのようなカスが出ます。上がオイルでこれを牛の餌に混ぜます。下にカスが出るので、

このカスを餌に変えてオーストラリアの短い針のウニに与えていくことで循環をつくっています。オースト

ラリアで生まれた海藻でオーストラリアの実入りの悪いウニを実入りを良くするということで、オーストラ

リアの循環ビジネスを今まさにスタートしました。右側のタツミ先生、彼はドクターですが大学１年生から

タスマニアに移住してタスマニア大のドクターまで取って、このベンチャー企業に就職してますがめちゃめ

ちゃ優秀です。彼も若いとき、高校の時にオーストラリアに留学して、いつかオーストラリアでビジネスが

したいと思っていたそうです。僕の事例と一緒です。早ければ早いほど世界で戦える日本人になると確信し

ています。

　４月にオーストラリアに会社を作ってメルボルン、タスマニア、シドニー、こういったところで拠点を構

えていくわけですが、今ヴィクトリア州、メルボルン大学、ニューサウスウェールズ州、タスマニア大、タ

スマニア州、様々な連携を作って、こういったダイバーさんとも連携を図りウニを捕獲していただいています。

左側のウニは美味しいです。右側のウニは不味いです。では、左側のウニは陸上養殖で２ヶ月の給餌で美味

しくして太らせて出荷しますが、養殖は皆さんあまり馴染みがないと思います。例えば、陸奥湾のホタテは

５０年前は行っていませんでした。ということは、養殖すれば市場も広がって食べる人も広がって、そして

地域で産業が創られていくということは潤っていくということになります。新たにビジネスを創るというこ

とは地域経済を潤していくことになります。養殖でどのように潤していくかというのを見ていきます。オレ

ンジのラインが天然の漁業です。そして、ブルーのライン、１９５０年からちょっと養殖をしています。ですが、

１９７０年から一気に養殖産業が拡がって特に日本だとむつのホタテとか三陸のわかめ、サーモン、カキ、

ホタテ、養殖産業で作れば食べる人が増えて需要が生まれていき、それが地域に根ざしたビジネスになって

いきます。さらにそこに雇用が生まれて、子供たちの受け皿になっていくということです。いかに０から１

を創るか、そして１から２、２から５、５から１０へと事業を拡大していけるかということが、地域経済へ

与えるインパクトがいかに大きいかということです。そのためには私たちが北大と連携協定を結んでますが、

これはタスマニア大です。タスマニア大のＩＭＡＳという、こういった研究所とも連携してオーストラリア

のウニに与えるための餌を開発しようとしています。また、これはメルボルン大です。メルボルン大は世界

ランキングでは東大より上です。メルボルン大の先生とも一緒に研究をしていて、私たちのファームが広大

な土地にあります。メルボルン大の先生と一緒に研究を行って、いかに美味しいウニを作るか、しかもオー

ストラリアの海藻を使った美味しいウニを作るか行っています。ということで、美味しいショートスパイン

は私たち日本人の誇りいわゆる和です。ユネスコの無形文化遺産に登録されるくらい私たち日本の文化は非

常に強いものだということで、ＭＡＤＥ　ＢＹ　ＪＡＰＡＮのオーストラリア産のウニを世界に出していこ

うということで養殖をスタートしています。ロングスパインは本当に信じられないくらい不味いです。皆さ

んもお寿司屋さんに行って、不味そうなウニは分かると思いますが、それより不味いです。本当にやばいく

らい不味くて、これをどうしようかとなったときに、僕は北大で８年間研究をしてきました。これが生きま

した。ウニは水産物で葉酸が最も豊富です。

　次はウナギです。ウナギは淡水魚ですけど女性、妊婦さんの場合は一日あたり４８０マイクログラムの葉

酸を摂取できることによって胎盤が強化されたり、子供が健康に育っていくためにはなければならないのが

葉酸と実はビタミンＡです。ビタミンＡも水産物で最も豊富です。これも僕は北大で研究してました。日本

だとウニというのは高級食材なのでサプリになるわけがないです。まさかオーストラリアで不味いウニがサ

プリになるなんて８年前には夢にも思ってなかったです。だから少しグローバルなビジョンを持ちつつ、目

の前のことを必死にやっていくことで磨かれていきます。それが５年後、１０年後に生きてくると感じました。

実際に妊活サプリメントグローバル市場は世界に３６００億円あります。今は中国の少子化、当然日本も少

子化、韓国も少子化です。アフリカはどんどん人口が増えていって葉酸がいくらあっても足りないそうです。

色々なマーケットが世界にあることを、僕はコツコツ学びの中で生み出していくことができました。これが

先週の１３日、オーストラリアの経済新聞、いわゆる日本経済新聞のオーストラリアバージョン、皆さんに

配っていますが、良かったら訳して読んでください。私がやろうとしていることがオーストラリアの経済に

ものすごくインパクトを創れるということを取り上げていただきました。こういった取り組みはＮＰＯも

やっていると先ほどお伝えしましたが、海の問題は普段、陸よりも機会は少ないと思っていました。洋野町

で開催されたウニサミットが今年の７月です。先月ウニサミットというのを開催させていただいて、今日の

ような話をすれば様々なシェフ、研究者、大学の先生、経営者、起業家、様々なステークホルダーの皆さん

が集まり徹底的に議論する場を洋野町に作って、こういった話を１対１で１００人くらいの場でウニサミッ

トを作って、当然オーストラリアからもゲスト呼んで、来年には鎌倉でもウニサミットを開催して全世界か

ら研究者を集めてやろうと思っています。僕はビジネスに挑戦してますが、私の息子は高校３年です。小さ

い方は５歳なんですが、なんのために仕事するかはこのためです。この次の世代を彼らがいい感じで継承し

てもらいたいなと思ってます。このままだとどんなアクションを起こしたとしても、僕は彼らが水産業に就

くことは絶対にないと思ってます。だから、先生方にぜひ一つお願いしたいのが、投資です。私たち、郵便

貯金とか生命保険などを使って貯蓄をしていますが、全部ノーです。僕は生命保険会社に４年勤めていたの

で分かりますが、アメリカは小学生から投資の勉強をしています。商業はまさにビジネスですから、いかに

投資をしてリターンを得られるかを学びの中に取り入れていくことで、少しずつグローバルな頭はできてい

くと思います。子供たちへの教育でこういうことを言っています。「お金は何に使いますか？投資をしよう」、

では投資を何にしようかと考えたときに何でもいいです。例えば、ウニを一個買いたいです。これも投資です。

ウニを一個食べることで海藻がそこに戻ってくるかもしれない。海藻が戻ってくることで二酸化炭素を吸収

するための海藻が増えて、私たちのカーボンニュートラルに寄与するかもしれない。これが投資です。必ず

しも投資をするというわけではなく、皆さんが、子供たちが持っているリソースを何に投資したら社会や地

域が豊かになるかということを子供たちに伝え続けています。これをやり続けていくことで、きっと彼らが

水産をやりたいと思ったときに一投資家として水産に投資してもいいような人材に１０年後、２０年後なっ

ているようにそれを祈りながら、願いながら、私はビジネスをして全ての事業を得たキャピタルゲインを彼

らに投資をしたいということで、今全国でオーストラリアと日本国内で事業をさせていただいております。

最後になりますが、私はたいした人間でもなく、八戸商業を出て良かったと思ってます。ただ一つのことを

集中してやり続けてきただけですので、ぜひ先生方に次の世代を担う子供たちの未来を託したいと思います。

最後、もう一つだけお伝えしたいのが、今の風張教育長、大谷真樹幹事と仲がいいです。先生方から直接言

えないことも伝えられる役目も果たせますので、今日大谷先生にはこの話を言ってきましたので、青森の教

育をどうにかしたいということを私経由でも大谷先生でも風張先生でも、もし何か青森県教育変えたいとい

うのがあれば私に伝えていただければ何かしら皆さんのお力になれると思い、この場に来させていただきま

した。ご清聴ありがとうございました。



　まずは映像をご覧ください。

　朝からムービーで申し訳ないですが、改めまして北三陸ファクトリーの下苧坪と申します。「皆さん、ウ

ニはお好きでしょうか？」、今日はウニの話をしますが、やばい話からしたいと思っています。２０１０年

に地元に帰ってきて会社を興す前は生命保険会社で仙台、東京、盛岡を起点に仕事をしていました。その前

は青森ダイハツの店にも行ってダイハツの軽トラとかミラとかムーブとか今となっては漁師さんと意気投合

して仲がいいですが、当時は漁師さんに「そろそろ替えた方いいんじゃないですか」と、騙しながら話てい

たことを思い出します。

　ここから、全国、世界に羽ばたいていこうと事業を１３年間必死にやってきました。１３年間必死にやっ

てきたからこそ、今の日本に対して正直ＮＯを突きつけたいと思っております。これが世界の最低賃金です。

ＯＥＣＤ、世界の先進諸国のなかで日本は最も低いです。これを見て皆さんどう思いますか。オーストラリア、

ドイツ、イギリス、フランス、アメリカのサンフランシスコに関しては最低賃金２ ,６００円です。１時間

仕事をしても、例えば商業高校を卒業した１９歳の子供が１時間仕事をしても９６０円しか貰えないです。

方やアメリカ人は２ ,７００円貰っています。買える物も違う、経験することの質も違う、安い物しか買え

ないということです。最後に初任給見ていきますが、スイス、アメリカ、ドイツ、オーストラリア、ノルウェー、

シンガポール、なんと韓国に負けています。日本は、２６２万です。大卒の手取りで、１５、１６万です。

何買えますかって話です。先にＯＥＣＤの話をお伝えしますが、ドイツ、カナダ、イギリス、フランス、イタリア、

日本が最低です。最も賃金が低い先進国に落ちてしまったということです。皆さん、どうでしょう。

　商業高校だと私も親に大学まで奨学金を手配していただいて奨学金は自分で返しましたが、ほとんどの学

生が奨学金で学校行って２３歳から就職をします。就職をしてから安い給料のなかから家賃を支払って、食

費を支払って、そして奨学金を返していく、そうなると僕ははっきりいって、現状、夢も希望もない国だと

僕は思います。さらに深掘りしていくと、各国の平均年収、これは子供たちだけじゃなくて全体の平均年収

です。日本最下位です。それから最低賃金も最下位です。さらに皆さん、ビックマック指数って分かりますか。

実は、２０００年いわゆる２０年前は、日本は高い国でした。例えば、中国、台湾、香港、タイ、各アジア

の地域から日本へ来て日本の物価が高く食べ物も高い、電気代それから電化製品、とにかく何でも高いとい

うのが海外から見た日本のイメージでした。しかしながら２０年たった今どうでしょう、ベトナムの次にビッ

クマックが安いです。さらにその下が、フィリピンです。ほぼフィリピンと一緒のビックマックの価格です。

戻りますが２６２万しか初任給が貰えないなかで、ビックマックが買えないということです。アメリカに行

くとビックマックが買えないということです。今僕はオーストラリアに住居を構えていますが、オーストラ

リアのビックマックのセット２０ドルです、２,０００円です。ランチで最低２,０００円ですから、それが

日本だと今単品で３９０円です。とにかく安い物しか買えない日本になっています。ここがすごくポイントで、

ビックマックが安いということは商品の質を考えてみてください。牛肉、チーズ、安い物を私たちが買って

います。安い物しかマクドナルドに払えないということは、畜産農家にも安いお金しか回らないのです。小麦、

野菜を作る生産者、農家さんの収入も、ピクルス、レタスなども最低のランクの物しか日本に入ってきてな

いということです。添加物たっぷりな日本のビックマックです。オーストラリアのビックマック、めちゃく

ちゃクオリティ高いです。ここがポイントで、従業員の給料、当然日本のマクドナルドで働く従業員の給料は、

安い物しか私たちが買えないから安い給料しか払えないです。さらに購入者の生活基準、２６２万円の初任

給ですから、安い物しか買えないような年収しか貰っていないということです。各国の平均年収、アメリカ

は７３０万円です。日本は４０８万円です。オランダ、オーストラリア、ベルギー、韓国ということで上げ

ていくための努力をどうやっていくかを子供たちに教えていかなければならないのです。日本の農林水産物、

食品を世界で一番輸入している国は香港です。香港はほぼ中国化していて、香港から隣国の中国の深圳から

どんどん輸出されています。香港が日本からの輸出のもっとも大きい国です。

　「皆さんお寿司大好きですか？」、「このお寿司はどこのお寿司か分かりますか？」、スシローです。八戸市

のスシローは全国でも売上トップ５に入ります。海外の話をさせていただくと、香港にもスシローが１５店

舗あります。世界各国にスシローは１００店舗あるのですが、弊社のウニは岩手県全域から購入していますが、

スシローにも卸しています。比べてみますと、天然インド鮪中トロは日本だと１貫１９０円です。香港だと

３１８円ですから何％高いでしょうか。先ほどのマックと全く一緒です。ただ、スシローに関しては高品質、

低価格というのを売りにしてますので、品質はそんなに変わらないですが、スシローに入る利益率は香港の

方が高いです。香港でビジネスした方がいいです。日本人に食べてもらわなくてもいいです、というように

全ての業界が日本から離れていきます。安い物しか買えない日本、本当にこれは大きな問題だと感じています。

　オーストラリアは世界で一番日本人がワーキングホリデーで３１歳までの若者が出稼ぎに行っています。

２０２３年４月までの１年でワーキングホリデーのビザでの渡航者が３倍ぐらいです、なぜでしょうか。先

ほどの話しに戻りますが、オーストラリアはとても綺麗で治安も良く、食べる物も美味しいです。物価は高

いですが、給料もとても高いです。貰える給料が多ければ投資できる金額、使える金額、好きな物を買える

自由なお金が沢山あります。その中で色んな選択肢が生まれると思いますが、月１５万、１８万しか手取り

がないなかで、奨学金を払いながらどうやってそのような選択肢を作っていくか非常に難しいと感じていま

す。弊社も大卒の新卒者、宮崎大、東海大の奨学金を払っている若者を４人くらい雇用していますが、給料

上げてくださいと言われます。なぜ、オーストラリアにワーキングホリデーをしたのか多くの人に聞きま

した。「３０年賃金が上がっていない日本では稼げない」、「国に期待してもだめだ」、自分の力で生きていく

しかないと思っている若い人が非常に増えています。そして、円安が起きるとどうなるかということですが、

同じチケットを倍出さないと買えないということで簡単に旅行も行けない時代になっています。円安により、

円の価値が下がってしまう、これはしばらく続くだろうと言われています。将来「日本だけで働く」ことに

危機感を感じているから、すごく分かります。アメリカ、オーストラリア、イギリスなどの同じ先進諸国でも、

方や時給９００円、方や時給３ ,０００円近く貰っています。日本が先進国だと思っているのは現在５０歳

以上の方々ぐらいです。おそらくバブルの時代を経験された方々は、未だに先進国だと思っていますけど、

日本は底辺です。最低の国にまで落ちてしまったことを今日は強くお伝えしたいのですが、一方で日本は素

晴らしい国です。水道水がそのまま飲める国、アメリカもオーストラリアも飲めるエリアはあるのですが、

例えば塩素がとても入っていたり、タイもそうですが飲み続けると、発がん性を有したものを摂取し続ける

ということで、安心して水が飲める国は世界で９カ国しかないです。その中でアジアは唯一日本だけです。

素晴らしいことももちろん沢山あります。食も人も治安も何もかも素晴らしい日本ですが、経済が圧倒的に

落ちてしまったことで、今日は先生方と一緒に次の世代を担う子供たちがどうやって次の世代の経済を作っ

ていけるかということを私の事例をもとに伝えていければと思っています。

　私は、今グローバルに展開しています。１９８０年、旧種市町で生まれました。母親は宮城県の古川市

出身で、父親は種市町出身で八戸市で出産しました。いまだに八戸市に住居を構えて長い間八戸市に住んで

います。今まで生まれ育った地域を発信し続けてきましたが、グローバルに世界に伸びるためにしたいと思っ

て事業をさせていただいています。Ｒｅｇｅｎｅｒａｔｉｖｅというのが再生型の水産業というのを意味し

ています。２０１０年、創業当時は天然わかめを生産者のところに行って直接買い付けて、自分で加工をし

て１人で全国の百貨店を回って１人で事業を始めました。２０１０年から２０１６年までひたすら１人で

行っていました。パートを２人雇っていました。ＫＩＴＡ　ＳＡＮＲＩＫＵ　ＦＡＣＴＯＲＹという会社を

ひろの屋の１００％子会社として２０１８年に創業して今オーストラリアにも今年４月に会社を作り、子供

たちの教育、いわゆる海洋教育を主体とした次世代の育成を今行っています。具体的には、水産高校として

は氷見高校とか洋野町にある種市高校とか色々な子供たちに次の水産を背負ってもらいたい思いからＮＰＯ

を立ち上げて子供たちの教育を行っています。

　冒頭にウニの動画をみていただいてウニを提供できなくて申し訳なかったですが、洋野町には世界で唯一

が存在します。それが海牧場です。全長１８キロ、沖２００メートルに渡って存在する海牧場という呼ばれ

る漁場があって、約１００人の漁師さんたちが海牧場を活用した海産業を行っており、本州水揚げ１位となっ

ています。私が始めたのが、２０１０年に創業して２０１６年に取りかかりました。

　「漁業権や入札権はご存じですか？」、水産業というのは、かなり高齢化が進んでいます。組合長の平均年

齢が７５歳です。イニシアティブをとっているのがお爺ちゃんです。僕らがイノベーションを起こしたい、

新しい事業を作りたいということをお爺ちゃんたちに交渉してもなかなか受け入れてもらえないのです。お

爺ちゃんが作る政治や水産業に未来があるか、僕はそれをぶち壊したいのです。そのような人たちの意識を

この１３年変えまくってきました。今では好きなことをやらせてもらっていますが、１３年前は漁業権や入

札権をとることができませんでした。それを約７年かけてウニの入札権を岩手県で約１６年ぶりに新規取得

をすることができました。それくらい新しい人を受け入れない、そんなビジネスが高級食材なのです。例えば、

青森県のホタテも新規参入できないです。岩手県のアワビも新規参入できないです。サケの漁、これも新規

参入できないですが、新規参入できない事業ほどイノベーションが広いです。場合によって先生方の教育の

部分も変わりつつあると思いますが、新しい風が入らないとその業界は変わらないです。イノベーションと

いうのは、これまであったものとこれまであったものを足して新しいものを創ることです。先進的なフード

テックやフィンテックなどの先進的なことをやることだけがイノベーションではなく、これまであった既存

のものを組み合わせて新しい物を創っていく、まさに新しい風を入れていくことが僕たちにとってイノベー

ションだと思っておりますので、このウニにイノベーションをこれまで約８年与え続けてきました。どういっ

たイノベーションを創ってきたかというと、全国の海産業で１位が北海道、岩手県が２位、青森県が３位です。

青森県でいうと下北、八戸もありますが第３位です。市町村別で見てみると、ウニの漁獲量の全国ランキン

グとしては１位は函館、２位が礼文町、３位が根室、４位が利尻です。５位が岩手県洋野町。僕が生まれ育っ

た地域です。

　ちょっと余談ですが、ｃａｒｂｏｎ　ｎｅｕｔｒａｌｉｔｙの話です。先生方も何か取り組んでいますか。

３０年前の中学２年の頃、父の会社が倒産しました。それまでＢＭＷやクルーザーが有りととても裕福な生

活をさせていただきました。父も水産業を行っていましたが、曾祖父、祖父、父の３代で潰れてしまいました。

小遣いすらもらえませんでした。弟が２人いて、弟を連れて海に潜り、何を行ったかというと密漁です。大

量の海藻をかき分けてウニやアワビにたどり着いて、それらをキャンプなどに来ていた人たちに売って小遣

いを稼いでいました。それは漁師さんたちが結構許していました。３０年前と同じ場所には現在海藻はゼロ

です。

　皆さん、ブルーカーボンは聞いたことがありますか。ブルーは海、グリーンは森林です。森林に関しては

グリーンカーボンと言われますので、森林いわゆる植物が水を吸収して太陽から光合成をすることで成長し

ます。二酸化炭素を吸収してくれますが、実は海の中の二酸化炭素の吸収源があります。地球の７割は海です。

３割が陸ですから、実は海の中の海藻は海中に溶け出したＣＯ２を吸収してくれる非常に大きな役割を果た

しています。そして、海藻が枯れた後も海底に蓄積して炭素を貯留することで、温室効果ガスが空気中に溶

け出すのを防いでくれる役割を果たしています。それが海藻です。すごくありがたい存在です。私たちも生

活の中でスーパーに行くと、わかめやめかぶを皆さん食べます。それはブルーカーボンには入りません。な

ぜなら空気中に揚げられて私たちが食べることで、一度二酸化炭素が吸収された海藻から弾けてしまいます。

私たちが言っているブルーカーボンは、この海底に切れて貯留した海藻のことをブルーカーボンと呼んでい

ます。２０２２年の実績だと日本最大級の海藻を有しているエリアです。昨年、全国のブルーカーボン、二

酸化炭素を吸収してくれる海藻の量は３,７３３トンのうち３,１０６トンの約８割は洋野町が吸収してくれ

るということで日本最大級のブルーカーボン造成エリアにもなっており、かなり注目を浴びています。弊社

の工場は動画で見ていただきましたが、国際規格を有していますので何時でも、どの国にも輸出できます。

　ウニを始めて７年ですが、当時はまだ７０歳代だった高齢のお母様方が徐々に辞めていきました。ウニを

始めた７年前４０人近くいたお婆ちゃんたちが今２０人くらいまで急激に減ってしまい、若手を育てていま

す。若い力が日本の国力としてどんどん失われていっていることをすごく感じています。若手の育成、高卒

の採用に力を入れています。

　お婆ちゃんたちが作ってくれる最高品質のウニを商品のブランディングやマーケティングで全国に販売し

ております。商品としては、殻付きウニや塩水ウニとか生だけではなくて冷凍のウニやウニバターというの

が農林水産大臣賞をいただきました。農林水産祭りというのが年１回皇居で行われ、天皇陛下に２回献上し

ています。天皇陛下が食べたかは分かりませんが、一応天皇陛下には献上させていただきました。

　一度海の話はおいておき、２０１３年１２月に実は日本の食品に大きなインパクトがありました。和食が

ユネスコの無形文化遺産に登録されました。何が登録されたか、皆さんご存じですか。実は日本は自然を尊

ぶという日本人の気質に基づいた食に関する習わしというのは、日本古来の伝統的な食文化いわゆる普段僕

たちが食べている物は、まさに自然の尊重という日本人の精神を体現した食に関する社会的慣習ということ

です。これがユネスコの無形文化遺産に登録された内容です。日本人は古来の米も食べ、日本の食は深いです。

海藻だったり、納豆だったりしかも体に良くて、ストレスを軽減したりだったり、子供たちも肉食も増えて

いますが、伝統的な日本食が世界でもトップオブトップと認定を受けました。

　震災の翌年、ある一枚の写真を見つけました。ユネスコの無形文化遺産に登録されたのと紐付いているの

かと思いましたが、これは１９５０年の写真です。真ん中の背の高い男性が僕の祖父ですが、東日本大震災

の翌年に祖父とめちゃくちゃになった祖父の家を掃除していたときにこの写真が出てきました。１９５０年

の時点で創立６０年だったということも初めて知りました。アワビを三陸、岩手県から香港にもっとも輸出

していたということで、当時私の曾祖父は船で横浜から香港に渡ってアワビを現地の商人と取引していたそ

うです。香港のドルに替えて、それを日銀に持って行き換金してトラックで東京から岩手県に帰ってきて一

年分の配当をしていたと聞きました。これがまさに僕のＤＮＡだと思いました。当時なにもない時代にパイ

オニアとして香港に渡る行動力、地域を背負っているそのような曾祖父の思いを感じながら行っています。

　この写真は三陸ですが、三陸はいま危機的状況を迎えています。八戸もイカ、サバが獲れないです。サン

マも揚がらないということでなぜ揚がらないかというと黒潮（日本海流）、暖かい潮がどんどん上に上がっ

ています。親潮、冷たい潮、千島海流というのが北海道のオホーツク海の方から流れて来ますが、潮目がど

んどん上に上がっています。北海道の道東、襟裳岬まで上がって来て普段北海道では絶対に獲れないブリや

フグが大量に獲れるということになっています。さらに私の曾祖父の時代、１９５０年２ ,０００トンの水

揚げだったそうです。これが岩手県だけを見ても今年は１００トンにも満たないということで、日本の水産

が本当に危機的状況を迎えています。これは干しアワビです。これを香港に輸出するのですが、本当に危機

的状況を迎えています。

　今日は皆さんにウニを食べていただけないのがとても残念ですが、ぜひオンラインで買って自宅で食べて

欲しいと思います。では、ウニの話をさせてください。ウニの深い話をもう１度させていただきます。実は

皆さんが普段食べているホッケやイクラ、数の子、たらこ、ウニはロシアから輸入されている物が殆どです。

今ロシア、ウクライナ問題で日本というのはほぼほぼ水産物以外は禁輸しています。北方四島と日本の関係

は深すぎて、商売ですがやらないといけないのが水産です。ロシアからの水産物輸入額は過去最高になって

います。これまではヨーロッパ、アメリカ、アジア諸国にロシアからウクライナ戦争の前までは輸出されて

いたが、ほぼどの国も今は禁輸になっています。日本だけが北方領土の関係で水産物が多く入ってきています。

そうなると日本の相場は下がってしまいます。ウニも下がってしまいます。なぜなら、豊洲市場にロシア産

のウニが溢れてしまって我々のようなこだわりをもった水産物が仮に市場に行ったとして１パックあたりロ

シア産のウニが５００円です。うちは２ ,５００円で売っています。そうすると、安い国日本だとロシア産

のウニを買ってしまいます。それをなんとか阻止したい。生産者を守りたいという意味でトレーサビリティ、

いわゆる何時、誰がどこで獲ったか分かる仕組みを自社で経済産業省の事業で行わせていただいております。

ＱＲコードを読み込むと何時どこで誰が獲ったか分かるということを生産者を守るために行っています。こ

れまで豊洲市場、当時築地ですが、百貨店、スーパーマーケット、ミシュランのレストラン、寿司屋さんに
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直接営業をしてまいりました。東京の紀尾井町に福田家さんというお店があるのですが、産地の味を使って

お客様に提供する創業８０年のミシュラン二つ星です。ここにも弊社のウニが入っており、定期的にお客様

に食べていただくということを行っております。ミシュラン２つ星で客単価がお酒別で５万円ですけが、こ

ういったところに洋野町で獲れたホヤやウニ、ホタテを入れて洋野町のウニの魅力をミシュランのレストラ

ンのお客様に発信していただきたいということで、国内のみならず世界を回らせていただいて、前例のない

仕事のためゼロから道を作って拡げて参りました。

　ここからは少し暗い話をしたい訳ではないのですが、漁師さんは担い手もいない、資源も管理されていない、

産地偽装もあり、漁価も安い、魚食離れ、コンビニ等で切れた焼き魚を売っていて家のガスを使ってサケや

銀ダラを焼くことも、もしかしたら相当減っているのかとも感じています。当然地球温暖化によって色んな

問題があり、ＤＸもすごく遅れていて生産性が低いというのも当然あります。一番の問題は僕が３０年前密

漁していた時代、海藻がありましたが同じ場所に海藻がないことです。海藻がないということは、ブルーカー

ボン、二酸化炭素を吸収するための海藻がないということだけではなく、実は小魚が隠れたり、親魚が海藻

に卵を産んだり、いわゆる沿岸漁業の魚の水揚げも減っていきます。写真のようにウニが食べる物もないです。

ウニはＳｅａ　Ｕｒｃｈｉｎですが、海のギャングという意味です。だからなんでも食べるので、当然この

ようなところにいるウニは実が悪いです。ウニは先ほどミシュランの資料を見ていただいたとおり、人を幸

せにするものだと私は思っていましたが、実はこういうウニは人を不幸にしてしまいます。これを私がウニ

を始めた当時、２０１６年からずっとどうにかしたいと思い、洋野町は良かったのですが、そのほかのエリ

アのウニをなんとかしたいと思い、北海道大学に通い始めました。水産学部に研究者として受け入れていた

だいて８年間ウニの研究開発、地球温暖化、色んな研究開発を水産学部と一緒にやらせていただきました。

全く実入りが悪いウニの餌を開発して、ウニは木とかプラスチックを何でも食べてしまいますから、籠なん

かも食べてしまいます。ウニが食べないような籠を開発して全て特許をおさえて北海道から沖縄にかけて、

全く実が入っていないウニに餌を与えて太らせるという仕組みを作りました。この写真は北海道の八雲町の

若手の漁師の皆さんに行っていただいてますが、一緒になって生産者の収入を増やしていこう、そして海の

中の海藻を増やしていくためにウニを駆除して、駆除されたウニを捨てるではなくて餌を与えて太らせるこ

とで２ヶ月の給餌期間で１００倍の価値を生み出す、そんな事業を洋野町の天然のウニとは別に全国で展開

をさせていただいております。左側のウニは水揚げすると１個あたり５円かけて廃棄するだけですが、２ヶ

月の給餌期間で皆さんが大好きなウニに生まれ変わります。長い間放置された磯焼けしてる海域に放置され

たウニはほとんどが公害です。１０年、２０年、３０年たっているのですがそういった公害ウニというのは

昆布やわかめを食べても二度と実入りも良くならない、色も改善しないという研究データも出ました。そこ

を全て改善できる餌を私達と北海道大学とコンソーシアムを含めたチームで開発して、こういった取り組み

を日本全国のベンチャー企業のピッチコンテストで総なめしてきました。今日、皆さんには大分柔らかくお

伝えしていますが、もっとスピーディーに７分のプレゼンの時間で伝えなくてはいけないＩＣＣという日本

で一番大きなピッチコンテストです。来月京都に行って審査員をしてきます。これは東北で行われたソーシャ

ルインパクトアクサレータプログラムという言いますが、右側の写真の真ん中の方、竹内先生はハーバード

大学の教授です。こういった方が審査員ですから、とにかく海の中というのは先生方もそうかもしれませんが、

普段考えることはないです。よって私たちは啓蒙活動をすることで、少しでも海の中のことに関して触れて

いただくことで日本のローカルから世界の海を豊かにできるということで、私は事業をさせていただいてお

ります。

　日本ではなく、世界の水産はでどうなっているかというと、上からアフリカ、次にアメリカ、アジア、オ

セアニア、そしてヨーロッパと世界の水産はすごい成長産業です。でも、日本だけが衰退産業になっています。

さきほど様々な問題を皆さんと共有しました。漁師の皆さんは収入が低い、どんなに頑張っても評価が上が

らない、子供に継がせる事ができない、そして廃業を待つだけです。未来が全く見えない中でも僕は諦めて

はいないです。世界のウニを皆さんと勉強させていただくと、世界には２０数種類の食用ウニがあります。

オーストラリアにも２種類食べられるウニがあります。

　まずはドバイからです。今年１月にドバイに行ってきました。左側はドバイの王族で、総資産１兆円の方

もいます。半端ではない金持ちですが、左から２番目はパキスタンの格好の僕です。ドバイの王族達と商談

をしてきました。日本のウニを食べていただいて皆さん欲しいと言っていて、プロモーションの前日にドバ

イの市場に行ってきました。そしたら、アラビア湾で獲れるウニですが、全く実が入っていませんでした。

私たち日本と同じ課題をＵＡＥでも抱えています。アラビア湾は横にすごく長いのですが、死ぬほどウニが

います。そこで私たちの技術が転用できると思い彼らに相談したところ、やろうということで、ゆくゆくは

ドバイでも日本食を行っていきます。今ウニは現地では食べられないため、洋野町からウニを輸出しています。

客単価２０万円の超高級レストランですが、そこに日本の食材が運ばれています。

　翌月の２月１日にタスマニア島に行ってきました。タスマニア島はオーストラリアの東南にある北海道く

らいの島です。そこに行ってＮａｔｉｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　Ｗｏｒｋｓｈｏｐとい

う世界のウニを、世界的な議題を解決するための会議があり、世界中から研究者が２００人集まったなか、

日本人は僕だけでした。今のような話しを英語で伝えたところ、タスマニア島も深刻だということでした。

元々海藻が豊富にあった海域に全くない状況です。シドニー、メルボルンともに海藻をウニに食い尽くされ

てしまいました。世界の海藻の７割はオーストラリア周辺にあって９５％がウニに食い尽くされてしまいま

した。これは、ＵＮＩ　ｉｓ　ＵＮＩｖｅｒｓａｌ　Ａｇｅｎｄａだなということで僕は何とか解決したい

と思い、ビジョンとしては私たちが培ってきた北大とコンソーシアムと作ってきた研究でいわゆる再生養殖

事業で世界とつながって、そしてサステナブル（Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ）持続可能な水産業の未来を創っ

ていこうということで、商業高校を卒業した一生徒で、ただのおっさんが世界で戦えるわけです。何を言い

たいかというと、商業高校の国際経済科でしたが、ハワイにホームステイしました。大学の時に６ヶ月くら

いアメリカのシアトルに短期留学しました。３０歳の時に半年間、サンフランシスコに短期留学しました。

世界を見るということがものすごく大切だと今思っています。特に若いとき、特に幼少期、中学校、高校、

とにかく若ければ若いほど、世界を見るスピードがどんどん早ければ早いほどいいです。なぜなら、３０年

で日本の経済がどんどん下回ってしまったわけで、今子供たちが見る世界が１０年後、２０年後のビジョン

に変わっていきますが、私が高校、大学の時にアメリカ、ハワイで見た絵はまさにこういった人たちと仕事

をしたいという漠然とした思いでした。たまたまオーストラリア、ドバイに行きましたが、やはり若いとき

にいかに海外に出るかということが大切だと先生方に伝えたいと思っております。

　具体的にオーストラリアでどういうビジネスしてるかといえば、左側の小さなウニはショートスパインと

呼ばれ、美味しいです。右側のロングスパインと呼ばれるウニは、不味いです。僕の顔くらい大きいです。

タスマニア島で死ぬほど生殖しています。激不味です。実はウニは世界の水揚げ量の３位はオーストラリア

です。激不味のウニがほとんどなので９５％以上捨てられています。ビジネスにならないというのがオース

トラリアの判断でした。ただ私は、北大で研究員として研究して参りましたのでビジネスにできる確信があ

りました。だからメルボルンにＫＳＦ　Ａｕｓｔｒａｌｉａという会社を作りました。この１年間、事前調

査をおもいっきり行ってきました。そんな中でいまはベンチャー企業とタッグを組んでいます。彼はシンフォ

レストという会社のサブなんですが、サブは何をやっているかというと環境です。このカゲキノリという海

藻を東京ドーム１６ ,０００個分のタスマニア島周辺の海岸で養殖をしてここからオイルを抽出して、その

オイルを牛の餌に混ぜることで牛のゲップから出るメタンガスを９８％削減するというベンチャーを行って

います。そこからこのようなカスが出ます。上がオイルでこれを牛の餌に混ぜます。下にカスが出るので、

このカスを餌に変えてオーストラリアの短い針のウニに与えていくことで循環をつくっています。オースト

ラリアで生まれた海藻でオーストラリアの実入りの悪いウニを実入りを良くするということで、オーストラ

リアの循環ビジネスを今まさにスタートしました。右側のタツミ先生、彼はドクターですが大学１年生から

タスマニアに移住してタスマニア大のドクターまで取って、このベンチャー企業に就職してますがめちゃめ

ちゃ優秀です。彼も若いとき、高校の時にオーストラリアに留学して、いつかオーストラリアでビジネスが

したいと思っていたそうです。僕の事例と一緒です。早ければ早いほど世界で戦える日本人になると確信し

ています。

　４月にオーストラリアに会社を作ってメルボルン、タスマニア、シドニー、こういったところで拠点を構

えていくわけですが、今ヴィクトリア州、メルボルン大学、ニューサウスウェールズ州、タスマニア大、タ

スマニア州、様々な連携を作って、こういったダイバーさんとも連携を図りウニを捕獲していただいています。

左側のウニは美味しいです。右側のウニは不味いです。では、左側のウニは陸上養殖で２ヶ月の給餌で美味

しくして太らせて出荷しますが、養殖は皆さんあまり馴染みがないと思います。例えば、陸奥湾のホタテは

５０年前は行っていませんでした。ということは、養殖すれば市場も広がって食べる人も広がって、そして

地域で産業が創られていくということは潤っていくということになります。新たにビジネスを創るというこ

とは地域経済を潤していくことになります。養殖でどのように潤していくかというのを見ていきます。オレ

ンジのラインが天然の漁業です。そして、ブルーのライン、１９５０年からちょっと養殖をしています。ですが、

１９７０年から一気に養殖産業が拡がって特に日本だとむつのホタテとか三陸のわかめ、サーモン、カキ、

ホタテ、養殖産業で作れば食べる人が増えて需要が生まれていき、それが地域に根ざしたビジネスになって

いきます。さらにそこに雇用が生まれて、子供たちの受け皿になっていくということです。いかに０から１

を創るか、そして１から２、２から５、５から１０へと事業を拡大していけるかということが、地域経済へ

与えるインパクトがいかに大きいかということです。そのためには私たちが北大と連携協定を結んでますが、

これはタスマニア大です。タスマニア大のＩＭＡＳという、こういった研究所とも連携してオーストラリア

のウニに与えるための餌を開発しようとしています。また、これはメルボルン大です。メルボルン大は世界

ランキングでは東大より上です。メルボルン大の先生とも一緒に研究をしていて、私たちのファームが広大

な土地にあります。メルボルン大の先生と一緒に研究を行って、いかに美味しいウニを作るか、しかもオー

ストラリアの海藻を使った美味しいウニを作るか行っています。ということで、美味しいショートスパイン

は私たち日本人の誇りいわゆる和です。ユネスコの無形文化遺産に登録されるくらい私たち日本の文化は非

常に強いものだということで、ＭＡＤＥ　ＢＹ　ＪＡＰＡＮのオーストラリア産のウニを世界に出していこ

うということで養殖をスタートしています。ロングスパインは本当に信じられないくらい不味いです。皆さ

んもお寿司屋さんに行って、不味そうなウニは分かると思いますが、それより不味いです。本当にやばいく

らい不味くて、これをどうしようかとなったときに、僕は北大で８年間研究をしてきました。これが生きま

した。ウニは水産物で葉酸が最も豊富です。

　次はウナギです。ウナギは淡水魚ですけど女性、妊婦さんの場合は一日あたり４８０マイクログラムの葉

酸を摂取できることによって胎盤が強化されたり、子供が健康に育っていくためにはなければならないのが

葉酸と実はビタミンＡです。ビタミンＡも水産物で最も豊富です。これも僕は北大で研究してました。日本

だとウニというのは高級食材なのでサプリになるわけがないです。まさかオーストラリアで不味いウニがサ

プリになるなんて８年前には夢にも思ってなかったです。だから少しグローバルなビジョンを持ちつつ、目

の前のことを必死にやっていくことで磨かれていきます。それが５年後、１０年後に生きてくると感じました。

実際に妊活サプリメントグローバル市場は世界に３６００億円あります。今は中国の少子化、当然日本も少

子化、韓国も少子化です。アフリカはどんどん人口が増えていって葉酸がいくらあっても足りないそうです。

色々なマーケットが世界にあることを、僕はコツコツ学びの中で生み出していくことができました。これが

先週の１３日、オーストラリアの経済新聞、いわゆる日本経済新聞のオーストラリアバージョン、皆さんに

配っていますが、良かったら訳して読んでください。私がやろうとしていることがオーストラリアの経済に

ものすごくインパクトを創れるということを取り上げていただきました。こういった取り組みはＮＰＯも

やっていると先ほどお伝えしましたが、海の問題は普段、陸よりも機会は少ないと思っていました。洋野町

で開催されたウニサミットが今年の７月です。先月ウニサミットというのを開催させていただいて、今日の

ような話をすれば様々なシェフ、研究者、大学の先生、経営者、起業家、様々なステークホルダーの皆さん

が集まり徹底的に議論する場を洋野町に作って、こういった話を１対１で１００人くらいの場でウニサミッ

トを作って、当然オーストラリアからもゲスト呼んで、来年には鎌倉でもウニサミットを開催して全世界か

ら研究者を集めてやろうと思っています。僕はビジネスに挑戦してますが、私の息子は高校３年です。小さ

い方は５歳なんですが、なんのために仕事するかはこのためです。この次の世代を彼らがいい感じで継承し

てもらいたいなと思ってます。このままだとどんなアクションを起こしたとしても、僕は彼らが水産業に就

くことは絶対にないと思ってます。だから、先生方にぜひ一つお願いしたいのが、投資です。私たち、郵便

貯金とか生命保険などを使って貯蓄をしていますが、全部ノーです。僕は生命保険会社に４年勤めていたの

で分かりますが、アメリカは小学生から投資の勉強をしています。商業はまさにビジネスですから、いかに

投資をしてリターンを得られるかを学びの中に取り入れていくことで、少しずつグローバルな頭はできてい

くと思います。子供たちへの教育でこういうことを言っています。「お金は何に使いますか？投資をしよう」、

では投資を何にしようかと考えたときに何でもいいです。例えば、ウニを一個買いたいです。これも投資です。

ウニを一個食べることで海藻がそこに戻ってくるかもしれない。海藻が戻ってくることで二酸化炭素を吸収

するための海藻が増えて、私たちのカーボンニュートラルに寄与するかもしれない。これが投資です。必ず

しも投資をするというわけではなく、皆さんが、子供たちが持っているリソースを何に投資したら社会や地

域が豊かになるかということを子供たちに伝え続けています。これをやり続けていくことで、きっと彼らが

水産をやりたいと思ったときに一投資家として水産に投資してもいいような人材に１０年後、２０年後なっ

ているようにそれを祈りながら、願いながら、私はビジネスをして全ての事業を得たキャピタルゲインを彼

らに投資をしたいということで、今全国でオーストラリアと日本国内で事業をさせていただいております。

最後になりますが、私はたいした人間でもなく、八戸商業を出て良かったと思ってます。ただ一つのことを

集中してやり続けてきただけですので、ぜひ先生方に次の世代を担う子供たちの未来を託したいと思います。

最後、もう一つだけお伝えしたいのが、今の風張教育長、大谷真樹幹事と仲がいいです。先生方から直接言

えないことも伝えられる役目も果たせますので、今日大谷先生にはこの話を言ってきましたので、青森の教

育をどうにかしたいということを私経由でも大谷先生でも風張先生でも、もし何か青森県教育変えたいとい

うのがあれば私に伝えていただければ何かしら皆さんのお力になれると思い、この場に来させていただきま

した。ご清聴ありがとうございました。
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　まずは映像をご覧ください。

　朝からムービーで申し訳ないですが、改めまして北三陸ファクトリーの下苧坪と申します。「皆さん、ウ

ニはお好きでしょうか？」、今日はウニの話をしますが、やばい話からしたいと思っています。２０１０年

に地元に帰ってきて会社を興す前は生命保険会社で仙台、東京、盛岡を起点に仕事をしていました。その前

は青森ダイハツの店にも行ってダイハツの軽トラとかミラとかムーブとか今となっては漁師さんと意気投合

して仲がいいですが、当時は漁師さんに「そろそろ替えた方いいんじゃないですか」と、騙しながら話てい

たことを思い出します。

　ここから、全国、世界に羽ばたいていこうと事業を１３年間必死にやってきました。１３年間必死にやっ

てきたからこそ、今の日本に対して正直ＮＯを突きつけたいと思っております。これが世界の最低賃金です。

ＯＥＣＤ、世界の先進諸国のなかで日本は最も低いです。これを見て皆さんどう思いますか。オーストラリア、

ドイツ、イギリス、フランス、アメリカのサンフランシスコに関しては最低賃金２ ,６００円です。１時間

仕事をしても、例えば商業高校を卒業した１９歳の子供が１時間仕事をしても９６０円しか貰えないです。

方やアメリカ人は２ ,７００円貰っています。買える物も違う、経験することの質も違う、安い物しか買え

ないということです。最後に初任給見ていきますが、スイス、アメリカ、ドイツ、オーストラリア、ノルウェー、

シンガポール、なんと韓国に負けています。日本は、２６２万です。大卒の手取りで、１５、１６万です。

何買えますかって話です。先にＯＥＣＤの話をお伝えしますが、ドイツ、カナダ、イギリス、フランス、イタリア、

日本が最低です。最も賃金が低い先進国に落ちてしまったということです。皆さん、どうでしょう。

　商業高校だと私も親に大学まで奨学金を手配していただいて奨学金は自分で返しましたが、ほとんどの学

生が奨学金で学校行って２３歳から就職をします。就職をしてから安い給料のなかから家賃を支払って、食

費を支払って、そして奨学金を返していく、そうなると僕ははっきりいって、現状、夢も希望もない国だと

僕は思います。さらに深掘りしていくと、各国の平均年収、これは子供たちだけじゃなくて全体の平均年収

です。日本最下位です。それから最低賃金も最下位です。さらに皆さん、ビックマック指数って分かりますか。

実は、２０００年いわゆる２０年前は、日本は高い国でした。例えば、中国、台湾、香港、タイ、各アジア

の地域から日本へ来て日本の物価が高く食べ物も高い、電気代それから電化製品、とにかく何でも高いとい

うのが海外から見た日本のイメージでした。しかしながら２０年たった今どうでしょう、ベトナムの次にビッ

クマックが安いです。さらにその下が、フィリピンです。ほぼフィリピンと一緒のビックマックの価格です。

戻りますが２６２万しか初任給が貰えないなかで、ビックマックが買えないということです。アメリカに行

くとビックマックが買えないということです。今僕はオーストラリアに住居を構えていますが、オーストラ

リアのビックマックのセット２０ドルです、２,０００円です。ランチで最低２,０００円ですから、それが

日本だと今単品で３９０円です。とにかく安い物しか買えない日本になっています。ここがすごくポイントで、

ビックマックが安いということは商品の質を考えてみてください。牛肉、チーズ、安い物を私たちが買って

います。安い物しかマクドナルドに払えないということは、畜産農家にも安いお金しか回らないのです。小麦、

野菜を作る生産者、農家さんの収入も、ピクルス、レタスなども最低のランクの物しか日本に入ってきてな

いということです。添加物たっぷりな日本のビックマックです。オーストラリアのビックマック、めちゃく

ちゃクオリティ高いです。ここがポイントで、従業員の給料、当然日本のマクドナルドで働く従業員の給料は、

安い物しか私たちが買えないから安い給料しか払えないです。さらに購入者の生活基準、２６２万円の初任

給ですから、安い物しか買えないような年収しか貰っていないということです。各国の平均年収、アメリカ

は７３０万円です。日本は４０８万円です。オランダ、オーストラリア、ベルギー、韓国ということで上げ

ていくための努力をどうやっていくかを子供たちに教えていかなければならないのです。日本の農林水産物、

食品を世界で一番輸入している国は香港です。香港はほぼ中国化していて、香港から隣国の中国の深圳から

どんどん輸出されています。香港が日本からの輸出のもっとも大きい国です。

　「皆さんお寿司大好きですか？」、「このお寿司はどこのお寿司か分かりますか？」、スシローです。八戸市

のスシローは全国でも売上トップ５に入ります。海外の話をさせていただくと、香港にもスシローが１５店

舗あります。世界各国にスシローは１００店舗あるのですが、弊社のウニは岩手県全域から購入していますが、

スシローにも卸しています。比べてみますと、天然インド鮪中トロは日本だと１貫１９０円です。香港だと

３１８円ですから何％高いでしょうか。先ほどのマックと全く一緒です。ただ、スシローに関しては高品質、

低価格というのを売りにしてますので、品質はそんなに変わらないですが、スシローに入る利益率は香港の

方が高いです。香港でビジネスした方がいいです。日本人に食べてもらわなくてもいいです、というように

全ての業界が日本から離れていきます。安い物しか買えない日本、本当にこれは大きな問題だと感じています。

　オーストラリアは世界で一番日本人がワーキングホリデーで３１歳までの若者が出稼ぎに行っています。

２０２３年４月までの１年でワーキングホリデーのビザでの渡航者が３倍ぐらいです、なぜでしょうか。先

ほどの話しに戻りますが、オーストラリアはとても綺麗で治安も良く、食べる物も美味しいです。物価は高

いですが、給料もとても高いです。貰える給料が多ければ投資できる金額、使える金額、好きな物を買える

自由なお金が沢山あります。その中で色んな選択肢が生まれると思いますが、月１５万、１８万しか手取り

がないなかで、奨学金を払いながらどうやってそのような選択肢を作っていくか非常に難しいと感じていま

す。弊社も大卒の新卒者、宮崎大、東海大の奨学金を払っている若者を４人くらい雇用していますが、給料

上げてくださいと言われます。なぜ、オーストラリアにワーキングホリデーをしたのか多くの人に聞きま

した。「３０年賃金が上がっていない日本では稼げない」、「国に期待してもだめだ」、自分の力で生きていく

しかないと思っている若い人が非常に増えています。そして、円安が起きるとどうなるかということですが、

同じチケットを倍出さないと買えないということで簡単に旅行も行けない時代になっています。円安により、

円の価値が下がってしまう、これはしばらく続くだろうと言われています。将来「日本だけで働く」ことに

危機感を感じているから、すごく分かります。アメリカ、オーストラリア、イギリスなどの同じ先進諸国でも、

方や時給９００円、方や時給３ ,０００円近く貰っています。日本が先進国だと思っているのは現在５０歳

以上の方々ぐらいです。おそらくバブルの時代を経験された方々は、未だに先進国だと思っていますけど、

日本は底辺です。最低の国にまで落ちてしまったことを今日は強くお伝えしたいのですが、一方で日本は素

晴らしい国です。水道水がそのまま飲める国、アメリカもオーストラリアも飲めるエリアはあるのですが、

例えば塩素がとても入っていたり、タイもそうですが飲み続けると、発がん性を有したものを摂取し続ける

ということで、安心して水が飲める国は世界で９カ国しかないです。その中でアジアは唯一日本だけです。

素晴らしいことももちろん沢山あります。食も人も治安も何もかも素晴らしい日本ですが、経済が圧倒的に

落ちてしまったことで、今日は先生方と一緒に次の世代を担う子供たちがどうやって次の世代の経済を作っ

ていけるかということを私の事例をもとに伝えていければと思っています。

　私は、今グローバルに展開しています。１９８０年、旧種市町で生まれました。母親は宮城県の古川市

出身で、父親は種市町出身で八戸市で出産しました。いまだに八戸市に住居を構えて長い間八戸市に住んで

います。今まで生まれ育った地域を発信し続けてきましたが、グローバルに世界に伸びるためにしたいと思っ

て事業をさせていただいています。Ｒｅｇｅｎｅｒａｔｉｖｅというのが再生型の水産業というのを意味し

ています。２０１０年、創業当時は天然わかめを生産者のところに行って直接買い付けて、自分で加工をし

て１人で全国の百貨店を回って１人で事業を始めました。２０１０年から２０１６年までひたすら１人で

行っていました。パートを２人雇っていました。ＫＩＴＡ　ＳＡＮＲＩＫＵ　ＦＡＣＴＯＲＹという会社を

ひろの屋の１００％子会社として２０１８年に創業して今オーストラリアにも今年４月に会社を作り、子供

たちの教育、いわゆる海洋教育を主体とした次世代の育成を今行っています。具体的には、水産高校として

は氷見高校とか洋野町にある種市高校とか色々な子供たちに次の水産を背負ってもらいたい思いからＮＰＯ

を立ち上げて子供たちの教育を行っています。

　冒頭にウニの動画をみていただいてウニを提供できなくて申し訳なかったですが、洋野町には世界で唯一

が存在します。それが海牧場です。全長１８キロ、沖２００メートルに渡って存在する海牧場という呼ばれ

る漁場があって、約１００人の漁師さんたちが海牧場を活用した海産業を行っており、本州水揚げ１位となっ

ています。私が始めたのが、２０１０年に創業して２０１６年に取りかかりました。

　「漁業権や入札権はご存じですか？」、水産業というのは、かなり高齢化が進んでいます。組合長の平均年

齢が７５歳です。イニシアティブをとっているのがお爺ちゃんです。僕らがイノベーションを起こしたい、

新しい事業を作りたいということをお爺ちゃんたちに交渉してもなかなか受け入れてもらえないのです。お

爺ちゃんが作る政治や水産業に未来があるか、僕はそれをぶち壊したいのです。そのような人たちの意識を

この１３年変えまくってきました。今では好きなことをやらせてもらっていますが、１３年前は漁業権や入

札権をとることができませんでした。それを約７年かけてウニの入札権を岩手県で約１６年ぶりに新規取得

をすることができました。それくらい新しい人を受け入れない、そんなビジネスが高級食材なのです。例えば、

青森県のホタテも新規参入できないです。岩手県のアワビも新規参入できないです。サケの漁、これも新規

参入できないですが、新規参入できない事業ほどイノベーションが広いです。場合によって先生方の教育の

部分も変わりつつあると思いますが、新しい風が入らないとその業界は変わらないです。イノベーションと

いうのは、これまであったものとこれまであったものを足して新しいものを創ることです。先進的なフード

テックやフィンテックなどの先進的なことをやることだけがイノベーションではなく、これまであった既存

のものを組み合わせて新しい物を創っていく、まさに新しい風を入れていくことが僕たちにとってイノベー

ションだと思っておりますので、このウニにイノベーションをこれまで約８年与え続けてきました。どういっ

たイノベーションを創ってきたかというと、全国の海産業で１位が北海道、岩手県が２位、青森県が３位です。

青森県でいうと下北、八戸もありますが第３位です。市町村別で見てみると、ウニの漁獲量の全国ランキン

グとしては１位は函館、２位が礼文町、３位が根室、４位が利尻です。５位が岩手県洋野町。僕が生まれ育っ

た地域です。

　ちょっと余談ですが、ｃａｒｂｏｎ　ｎｅｕｔｒａｌｉｔｙの話です。先生方も何か取り組んでいますか。

３０年前の中学２年の頃、父の会社が倒産しました。それまでＢＭＷやクルーザーが有りととても裕福な生

活をさせていただきました。父も水産業を行っていましたが、曾祖父、祖父、父の３代で潰れてしまいました。

小遣いすらもらえませんでした。弟が２人いて、弟を連れて海に潜り、何を行ったかというと密漁です。大

量の海藻をかき分けてウニやアワビにたどり着いて、それらをキャンプなどに来ていた人たちに売って小遣

いを稼いでいました。それは漁師さんたちが結構許していました。３０年前と同じ場所には現在海藻はゼロ

です。

　皆さん、ブルーカーボンは聞いたことがありますか。ブルーは海、グリーンは森林です。森林に関しては

グリーンカーボンと言われますので、森林いわゆる植物が水を吸収して太陽から光合成をすることで成長し

ます。二酸化炭素を吸収してくれますが、実は海の中の二酸化炭素の吸収源があります。地球の７割は海です。

３割が陸ですから、実は海の中の海藻は海中に溶け出したＣＯ２を吸収してくれる非常に大きな役割を果た

しています。そして、海藻が枯れた後も海底に蓄積して炭素を貯留することで、温室効果ガスが空気中に溶

け出すのを防いでくれる役割を果たしています。それが海藻です。すごくありがたい存在です。私たちも生

活の中でスーパーに行くと、わかめやめかぶを皆さん食べます。それはブルーカーボンには入りません。な

ぜなら空気中に揚げられて私たちが食べることで、一度二酸化炭素が吸収された海藻から弾けてしまいます。

私たちが言っているブルーカーボンは、この海底に切れて貯留した海藻のことをブルーカーボンと呼んでい

ます。２０２２年の実績だと日本最大級の海藻を有しているエリアです。昨年、全国のブルーカーボン、二

酸化炭素を吸収してくれる海藻の量は３,７３３トンのうち３,１０６トンの約８割は洋野町が吸収してくれ

るということで日本最大級のブルーカーボン造成エリアにもなっており、かなり注目を浴びています。弊社

の工場は動画で見ていただきましたが、国際規格を有していますので何時でも、どの国にも輸出できます。

　ウニを始めて７年ですが、当時はまだ７０歳代だった高齢のお母様方が徐々に辞めていきました。ウニを

始めた７年前４０人近くいたお婆ちゃんたちが今２０人くらいまで急激に減ってしまい、若手を育てていま

す。若い力が日本の国力としてどんどん失われていっていることをすごく感じています。若手の育成、高卒

の採用に力を入れています。

　お婆ちゃんたちが作ってくれる最高品質のウニを商品のブランディングやマーケティングで全国に販売し

ております。商品としては、殻付きウニや塩水ウニとか生だけではなくて冷凍のウニやウニバターというの

が農林水産大臣賞をいただきました。農林水産祭りというのが年１回皇居で行われ、天皇陛下に２回献上し

ています。天皇陛下が食べたかは分かりませんが、一応天皇陛下には献上させていただきました。

　一度海の話はおいておき、２０１３年１２月に実は日本の食品に大きなインパクトがありました。和食が

ユネスコの無形文化遺産に登録されました。何が登録されたか、皆さんご存じですか。実は日本は自然を尊

ぶという日本人の気質に基づいた食に関する習わしというのは、日本古来の伝統的な食文化いわゆる普段僕

たちが食べている物は、まさに自然の尊重という日本人の精神を体現した食に関する社会的慣習ということ

です。これがユネスコの無形文化遺産に登録された内容です。日本人は古来の米も食べ、日本の食は深いです。

海藻だったり、納豆だったりしかも体に良くて、ストレスを軽減したりだったり、子供たちも肉食も増えて

いますが、伝統的な日本食が世界でもトップオブトップと認定を受けました。

　震災の翌年、ある一枚の写真を見つけました。ユネスコの無形文化遺産に登録されたのと紐付いているの

かと思いましたが、これは１９５０年の写真です。真ん中の背の高い男性が僕の祖父ですが、東日本大震災

の翌年に祖父とめちゃくちゃになった祖父の家を掃除していたときにこの写真が出てきました。１９５０年

の時点で創立６０年だったということも初めて知りました。アワビを三陸、岩手県から香港にもっとも輸出

していたということで、当時私の曾祖父は船で横浜から香港に渡ってアワビを現地の商人と取引していたそ

うです。香港のドルに替えて、それを日銀に持って行き換金してトラックで東京から岩手県に帰ってきて一

年分の配当をしていたと聞きました。これがまさに僕のＤＮＡだと思いました。当時なにもない時代にパイ

オニアとして香港に渡る行動力、地域を背負っているそのような曾祖父の思いを感じながら行っています。

　この写真は三陸ですが、三陸はいま危機的状況を迎えています。八戸もイカ、サバが獲れないです。サン

マも揚がらないということでなぜ揚がらないかというと黒潮（日本海流）、暖かい潮がどんどん上に上がっ

ています。親潮、冷たい潮、千島海流というのが北海道のオホーツク海の方から流れて来ますが、潮目がど

んどん上に上がっています。北海道の道東、襟裳岬まで上がって来て普段北海道では絶対に獲れないブリや

フグが大量に獲れるということになっています。さらに私の曾祖父の時代、１９５０年２ ,０００トンの水

揚げだったそうです。これが岩手県だけを見ても今年は１００トンにも満たないということで、日本の水産

が本当に危機的状況を迎えています。これは干しアワビです。これを香港に輸出するのですが、本当に危機

的状況を迎えています。

　今日は皆さんにウニを食べていただけないのがとても残念ですが、ぜひオンラインで買って自宅で食べて

欲しいと思います。では、ウニの話をさせてください。ウニの深い話をもう１度させていただきます。実は

皆さんが普段食べているホッケやイクラ、数の子、たらこ、ウニはロシアから輸入されている物が殆どです。

今ロシア、ウクライナ問題で日本というのはほぼほぼ水産物以外は禁輸しています。北方四島と日本の関係

は深すぎて、商売ですがやらないといけないのが水産です。ロシアからの水産物輸入額は過去最高になって

います。これまではヨーロッパ、アメリカ、アジア諸国にロシアからウクライナ戦争の前までは輸出されて

いたが、ほぼどの国も今は禁輸になっています。日本だけが北方領土の関係で水産物が多く入ってきています。

そうなると日本の相場は下がってしまいます。ウニも下がってしまいます。なぜなら、豊洲市場にロシア産

のウニが溢れてしまって我々のようなこだわりをもった水産物が仮に市場に行ったとして１パックあたりロ

シア産のウニが５００円です。うちは２ ,５００円で売っています。そうすると、安い国日本だとロシア産

のウニを買ってしまいます。それをなんとか阻止したい。生産者を守りたいという意味でトレーサビリティ、

いわゆる何時、誰がどこで獲ったか分かる仕組みを自社で経済産業省の事業で行わせていただいております。

ＱＲコードを読み込むと何時どこで誰が獲ったか分かるということを生産者を守るために行っています。こ

れまで豊洲市場、当時築地ですが、百貨店、スーパーマーケット、ミシュランのレストラン、寿司屋さんに

直接営業をしてまいりました。東京の紀尾井町に福田家さんというお店があるのですが、産地の味を使って

お客様に提供する創業８０年のミシュラン二つ星です。ここにも弊社のウニが入っており、定期的にお客様

に食べていただくということを行っております。ミシュラン２つ星で客単価がお酒別で５万円ですけが、こ

ういったところに洋野町で獲れたホヤやウニ、ホタテを入れて洋野町のウニの魅力をミシュランのレストラ

ンのお客様に発信していただきたいということで、国内のみならず世界を回らせていただいて、前例のない

仕事のためゼロから道を作って拡げて参りました。

　ここからは少し暗い話をしたい訳ではないのですが、漁師さんは担い手もいない、資源も管理されていない、

産地偽装もあり、漁価も安い、魚食離れ、コンビニ等で切れた焼き魚を売っていて家のガスを使ってサケや

銀ダラを焼くことも、もしかしたら相当減っているのかとも感じています。当然地球温暖化によって色んな

問題があり、ＤＸもすごく遅れていて生産性が低いというのも当然あります。一番の問題は僕が３０年前密

漁していた時代、海藻がありましたが同じ場所に海藻がないことです。海藻がないということは、ブルーカー

ボン、二酸化炭素を吸収するための海藻がないということだけではなく、実は小魚が隠れたり、親魚が海藻

に卵を産んだり、いわゆる沿岸漁業の魚の水揚げも減っていきます。写真のようにウニが食べる物もないです。

ウニはＳｅａ　Ｕｒｃｈｉｎですが、海のギャングという意味です。だからなんでも食べるので、当然この

ようなところにいるウニは実が悪いです。ウニは先ほどミシュランの資料を見ていただいたとおり、人を幸

せにするものだと私は思っていましたが、実はこういうウニは人を不幸にしてしまいます。これを私がウニ

を始めた当時、２０１６年からずっとどうにかしたいと思い、洋野町は良かったのですが、そのほかのエリ

アのウニをなんとかしたいと思い、北海道大学に通い始めました。水産学部に研究者として受け入れていた

だいて８年間ウニの研究開発、地球温暖化、色んな研究開発を水産学部と一緒にやらせていただきました。

全く実入りが悪いウニの餌を開発して、ウニは木とかプラスチックを何でも食べてしまいますから、籠なん

かも食べてしまいます。ウニが食べないような籠を開発して全て特許をおさえて北海道から沖縄にかけて、

全く実が入っていないウニに餌を与えて太らせるという仕組みを作りました。この写真は北海道の八雲町の

若手の漁師の皆さんに行っていただいてますが、一緒になって生産者の収入を増やしていこう、そして海の

中の海藻を増やしていくためにウニを駆除して、駆除されたウニを捨てるではなくて餌を与えて太らせるこ

とで２ヶ月の給餌期間で１００倍の価値を生み出す、そんな事業を洋野町の天然のウニとは別に全国で展開

をさせていただいております。左側のウニは水揚げすると１個あたり５円かけて廃棄するだけですが、２ヶ

月の給餌期間で皆さんが大好きなウニに生まれ変わります。長い間放置された磯焼けしてる海域に放置され

たウニはほとんどが公害です。１０年、２０年、３０年たっているのですがそういった公害ウニというのは

昆布やわかめを食べても二度と実入りも良くならない、色も改善しないという研究データも出ました。そこ

を全て改善できる餌を私達と北海道大学とコンソーシアムを含めたチームで開発して、こういった取り組み

を日本全国のベンチャー企業のピッチコンテストで総なめしてきました。今日、皆さんには大分柔らかくお

伝えしていますが、もっとスピーディーに７分のプレゼンの時間で伝えなくてはいけないＩＣＣという日本

で一番大きなピッチコンテストです。来月京都に行って審査員をしてきます。これは東北で行われたソーシャ

ルインパクトアクサレータプログラムという言いますが、右側の写真の真ん中の方、竹内先生はハーバード

大学の教授です。こういった方が審査員ですから、とにかく海の中というのは先生方もそうかもしれませんが、

普段考えることはないです。よって私たちは啓蒙活動をすることで、少しでも海の中のことに関して触れて

いただくことで日本のローカルから世界の海を豊かにできるということで、私は事業をさせていただいてお

ります。

　日本ではなく、世界の水産はでどうなっているかというと、上からアフリカ、次にアメリカ、アジア、オ

セアニア、そしてヨーロッパと世界の水産はすごい成長産業です。でも、日本だけが衰退産業になっています。

さきほど様々な問題を皆さんと共有しました。漁師の皆さんは収入が低い、どんなに頑張っても評価が上が

らない、子供に継がせる事ができない、そして廃業を待つだけです。未来が全く見えない中でも僕は諦めて

はいないです。世界のウニを皆さんと勉強させていただくと、世界には２０数種類の食用ウニがあります。

オーストラリアにも２種類食べられるウニがあります。

　まずはドバイからです。今年１月にドバイに行ってきました。左側はドバイの王族で、総資産１兆円の方

もいます。半端ではない金持ちですが、左から２番目はパキスタンの格好の僕です。ドバイの王族達と商談

をしてきました。日本のウニを食べていただいて皆さん欲しいと言っていて、プロモーションの前日にドバ

イの市場に行ってきました。そしたら、アラビア湾で獲れるウニですが、全く実が入っていませんでした。

私たち日本と同じ課題をＵＡＥでも抱えています。アラビア湾は横にすごく長いのですが、死ぬほどウニが

います。そこで私たちの技術が転用できると思い彼らに相談したところ、やろうということで、ゆくゆくは

ドバイでも日本食を行っていきます。今ウニは現地では食べられないため、洋野町からウニを輸出しています。

客単価２０万円の超高級レストランですが、そこに日本の食材が運ばれています。

　翌月の２月１日にタスマニア島に行ってきました。タスマニア島はオーストラリアの東南にある北海道く

らいの島です。そこに行ってＮａｔｉｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　Ｗｏｒｋｓｈｏｐとい

う世界のウニを、世界的な議題を解決するための会議があり、世界中から研究者が２００人集まったなか、

日本人は僕だけでした。今のような話しを英語で伝えたところ、タスマニア島も深刻だということでした。

元々海藻が豊富にあった海域に全くない状況です。シドニー、メルボルンともに海藻をウニに食い尽くされ

てしまいました。世界の海藻の７割はオーストラリア周辺にあって９５％がウニに食い尽くされてしまいま

した。これは、ＵＮＩ　ｉｓ　ＵＮＩｖｅｒｓａｌ　Ａｇｅｎｄａだなということで僕は何とか解決したい

と思い、ビジョンとしては私たちが培ってきた北大とコンソーシアムと作ってきた研究でいわゆる再生養殖

事業で世界とつながって、そしてサステナブル（Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ）持続可能な水産業の未来を創っ

ていこうということで、商業高校を卒業した一生徒で、ただのおっさんが世界で戦えるわけです。何を言い

たいかというと、商業高校の国際経済科でしたが、ハワイにホームステイしました。大学の時に６ヶ月くら

いアメリカのシアトルに短期留学しました。３０歳の時に半年間、サンフランシスコに短期留学しました。

世界を見るということがものすごく大切だと今思っています。特に若いとき、特に幼少期、中学校、高校、

とにかく若ければ若いほど、世界を見るスピードがどんどん早ければ早いほどいいです。なぜなら、３０年

で日本の経済がどんどん下回ってしまったわけで、今子供たちが見る世界が１０年後、２０年後のビジョン

に変わっていきますが、私が高校、大学の時にアメリカ、ハワイで見た絵はまさにこういった人たちと仕事

をしたいという漠然とした思いでした。たまたまオーストラリア、ドバイに行きましたが、やはり若いとき

にいかに海外に出るかということが大切だと先生方に伝えたいと思っております。

　具体的にオーストラリアでどういうビジネスしてるかといえば、左側の小さなウニはショートスパインと

呼ばれ、美味しいです。右側のロングスパインと呼ばれるウニは、不味いです。僕の顔くらい大きいです。

タスマニア島で死ぬほど生殖しています。激不味です。実はウニは世界の水揚げ量の３位はオーストラリア

です。激不味のウニがほとんどなので９５％以上捨てられています。ビジネスにならないというのがオース

トラリアの判断でした。ただ私は、北大で研究員として研究して参りましたのでビジネスにできる確信があ

りました。だからメルボルンにＫＳＦ　Ａｕｓｔｒａｌｉａという会社を作りました。この１年間、事前調

査をおもいっきり行ってきました。そんな中でいまはベンチャー企業とタッグを組んでいます。彼はシンフォ

レストという会社のサブなんですが、サブは何をやっているかというと環境です。このカゲキノリという海

藻を東京ドーム１６ ,０００個分のタスマニア島周辺の海岸で養殖をしてここからオイルを抽出して、その

オイルを牛の餌に混ぜることで牛のゲップから出るメタンガスを９８％削減するというベンチャーを行って

います。そこからこのようなカスが出ます。上がオイルでこれを牛の餌に混ぜます。下にカスが出るので、

このカスを餌に変えてオーストラリアの短い針のウニに与えていくことで循環をつくっています。オースト

ラリアで生まれた海藻でオーストラリアの実入りの悪いウニを実入りを良くするということで、オーストラ

リアの循環ビジネスを今まさにスタートしました。右側のタツミ先生、彼はドクターですが大学１年生から

タスマニアに移住してタスマニア大のドクターまで取って、このベンチャー企業に就職してますがめちゃめ

ちゃ優秀です。彼も若いとき、高校の時にオーストラリアに留学して、いつかオーストラリアでビジネスが

したいと思っていたそうです。僕の事例と一緒です。早ければ早いほど世界で戦える日本人になると確信し

ています。

　４月にオーストラリアに会社を作ってメルボルン、タスマニア、シドニー、こういったところで拠点を構

えていくわけですが、今ヴィクトリア州、メルボルン大学、ニューサウスウェールズ州、タスマニア大、タ

スマニア州、様々な連携を作って、こういったダイバーさんとも連携を図りウニを捕獲していただいています。

左側のウニは美味しいです。右側のウニは不味いです。では、左側のウニは陸上養殖で２ヶ月の給餌で美味

しくして太らせて出荷しますが、養殖は皆さんあまり馴染みがないと思います。例えば、陸奥湾のホタテは

５０年前は行っていませんでした。ということは、養殖すれば市場も広がって食べる人も広がって、そして

地域で産業が創られていくということは潤っていくということになります。新たにビジネスを創るというこ

とは地域経済を潤していくことになります。養殖でどのように潤していくかというのを見ていきます。オレ

ンジのラインが天然の漁業です。そして、ブルーのライン、１９５０年からちょっと養殖をしています。ですが、

１９７０年から一気に養殖産業が拡がって特に日本だとむつのホタテとか三陸のわかめ、サーモン、カキ、

ホタテ、養殖産業で作れば食べる人が増えて需要が生まれていき、それが地域に根ざしたビジネスになって

いきます。さらにそこに雇用が生まれて、子供たちの受け皿になっていくということです。いかに０から１

を創るか、そして１から２、２から５、５から１０へと事業を拡大していけるかということが、地域経済へ

与えるインパクトがいかに大きいかということです。そのためには私たちが北大と連携協定を結んでますが、

これはタスマニア大です。タスマニア大のＩＭＡＳという、こういった研究所とも連携してオーストラリア

のウニに与えるための餌を開発しようとしています。また、これはメルボルン大です。メルボルン大は世界

ランキングでは東大より上です。メルボルン大の先生とも一緒に研究をしていて、私たちのファームが広大

な土地にあります。メルボルン大の先生と一緒に研究を行って、いかに美味しいウニを作るか、しかもオー

ストラリアの海藻を使った美味しいウニを作るか行っています。ということで、美味しいショートスパイン

は私たち日本人の誇りいわゆる和です。ユネスコの無形文化遺産に登録されるくらい私たち日本の文化は非

常に強いものだということで、ＭＡＤＥ　ＢＹ　ＪＡＰＡＮのオーストラリア産のウニを世界に出していこ

うということで養殖をスタートしています。ロングスパインは本当に信じられないくらい不味いです。皆さ

んもお寿司屋さんに行って、不味そうなウニは分かると思いますが、それより不味いです。本当にやばいく

らい不味くて、これをどうしようかとなったときに、僕は北大で８年間研究をしてきました。これが生きま

した。ウニは水産物で葉酸が最も豊富です。

　次はウナギです。ウナギは淡水魚ですけど女性、妊婦さんの場合は一日あたり４８０マイクログラムの葉

酸を摂取できることによって胎盤が強化されたり、子供が健康に育っていくためにはなければならないのが

葉酸と実はビタミンＡです。ビタミンＡも水産物で最も豊富です。これも僕は北大で研究してました。日本

だとウニというのは高級食材なのでサプリになるわけがないです。まさかオーストラリアで不味いウニがサ

プリになるなんて８年前には夢にも思ってなかったです。だから少しグローバルなビジョンを持ちつつ、目

の前のことを必死にやっていくことで磨かれていきます。それが５年後、１０年後に生きてくると感じました。

実際に妊活サプリメントグローバル市場は世界に３６００億円あります。今は中国の少子化、当然日本も少

子化、韓国も少子化です。アフリカはどんどん人口が増えていって葉酸がいくらあっても足りないそうです。

色々なマーケットが世界にあることを、僕はコツコツ学びの中で生み出していくことができました。これが

先週の１３日、オーストラリアの経済新聞、いわゆる日本経済新聞のオーストラリアバージョン、皆さんに

配っていますが、良かったら訳して読んでください。私がやろうとしていることがオーストラリアの経済に

ものすごくインパクトを創れるということを取り上げていただきました。こういった取り組みはＮＰＯも

やっていると先ほどお伝えしましたが、海の問題は普段、陸よりも機会は少ないと思っていました。洋野町

で開催されたウニサミットが今年の７月です。先月ウニサミットというのを開催させていただいて、今日の

ような話をすれば様々なシェフ、研究者、大学の先生、経営者、起業家、様々なステークホルダーの皆さん

が集まり徹底的に議論する場を洋野町に作って、こういった話を１対１で１００人くらいの場でウニサミッ

トを作って、当然オーストラリアからもゲスト呼んで、来年には鎌倉でもウニサミットを開催して全世界か

ら研究者を集めてやろうと思っています。僕はビジネスに挑戦してますが、私の息子は高校３年です。小さ

い方は５歳なんですが、なんのために仕事するかはこのためです。この次の世代を彼らがいい感じで継承し

てもらいたいなと思ってます。このままだとどんなアクションを起こしたとしても、僕は彼らが水産業に就

くことは絶対にないと思ってます。だから、先生方にぜひ一つお願いしたいのが、投資です。私たち、郵便

貯金とか生命保険などを使って貯蓄をしていますが、全部ノーです。僕は生命保険会社に４年勤めていたの

で分かりますが、アメリカは小学生から投資の勉強をしています。商業はまさにビジネスですから、いかに

投資をしてリターンを得られるかを学びの中に取り入れていくことで、少しずつグローバルな頭はできてい

くと思います。子供たちへの教育でこういうことを言っています。「お金は何に使いますか？投資をしよう」、

では投資を何にしようかと考えたときに何でもいいです。例えば、ウニを一個買いたいです。これも投資です。

ウニを一個食べることで海藻がそこに戻ってくるかもしれない。海藻が戻ってくることで二酸化炭素を吸収

するための海藻が増えて、私たちのカーボンニュートラルに寄与するかもしれない。これが投資です。必ず

しも投資をするというわけではなく、皆さんが、子供たちが持っているリソースを何に投資したら社会や地

域が豊かになるかということを子供たちに伝え続けています。これをやり続けていくことで、きっと彼らが

水産をやりたいと思ったときに一投資家として水産に投資してもいいような人材に１０年後、２０年後なっ

ているようにそれを祈りながら、願いながら、私はビジネスをして全ての事業を得たキャピタルゲインを彼

らに投資をしたいということで、今全国でオーストラリアと日本国内で事業をさせていただいております。

最後になりますが、私はたいした人間でもなく、八戸商業を出て良かったと思ってます。ただ一つのことを

集中してやり続けてきただけですので、ぜひ先生方に次の世代を担う子供たちの未来を託したいと思います。

最後、もう一つだけお伝えしたいのが、今の風張教育長、大谷真樹幹事と仲がいいです。先生方から直接言

えないことも伝えられる役目も果たせますので、今日大谷先生にはこの話を言ってきましたので、青森の教

育をどうにかしたいということを私経由でも大谷先生でも風張先生でも、もし何か青森県教育変えたいとい

うのがあれば私に伝えていただければ何かしら皆さんのお力になれると思い、この場に来させていただきま

した。ご清聴ありがとうございました。
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　まずは映像をご覧ください。

　朝からムービーで申し訳ないですが、改めまして北三陸ファクトリーの下苧坪と申します。「皆さん、ウ

ニはお好きでしょうか？」、今日はウニの話をしますが、やばい話からしたいと思っています。２０１０年

に地元に帰ってきて会社を興す前は生命保険会社で仙台、東京、盛岡を起点に仕事をしていました。その前

は青森ダイハツの店にも行ってダイハツの軽トラとかミラとかムーブとか今となっては漁師さんと意気投合

して仲がいいですが、当時は漁師さんに「そろそろ替えた方いいんじゃないですか」と、騙しながら話てい

たことを思い出します。

　ここから、全国、世界に羽ばたいていこうと事業を１３年間必死にやってきました。１３年間必死にやっ

てきたからこそ、今の日本に対して正直ＮＯを突きつけたいと思っております。これが世界の最低賃金です。

ＯＥＣＤ、世界の先進諸国のなかで日本は最も低いです。これを見て皆さんどう思いますか。オーストラリア、

ドイツ、イギリス、フランス、アメリカのサンフランシスコに関しては最低賃金２ ,６００円です。１時間

仕事をしても、例えば商業高校を卒業した１９歳の子供が１時間仕事をしても９６０円しか貰えないです。

方やアメリカ人は２ ,７００円貰っています。買える物も違う、経験することの質も違う、安い物しか買え

ないということです。最後に初任給見ていきますが、スイス、アメリカ、ドイツ、オーストラリア、ノルウェー、

シンガポール、なんと韓国に負けています。日本は、２６２万です。大卒の手取りで、１５、１６万です。

何買えますかって話です。先にＯＥＣＤの話をお伝えしますが、ドイツ、カナダ、イギリス、フランス、イタリア、

日本が最低です。最も賃金が低い先進国に落ちてしまったということです。皆さん、どうでしょう。

　商業高校だと私も親に大学まで奨学金を手配していただいて奨学金は自分で返しましたが、ほとんどの学

生が奨学金で学校行って２３歳から就職をします。就職をしてから安い給料のなかから家賃を支払って、食

費を支払って、そして奨学金を返していく、そうなると僕ははっきりいって、現状、夢も希望もない国だと

僕は思います。さらに深掘りしていくと、各国の平均年収、これは子供たちだけじゃなくて全体の平均年収

です。日本最下位です。それから最低賃金も最下位です。さらに皆さん、ビックマック指数って分かりますか。

実は、２０００年いわゆる２０年前は、日本は高い国でした。例えば、中国、台湾、香港、タイ、各アジア

の地域から日本へ来て日本の物価が高く食べ物も高い、電気代それから電化製品、とにかく何でも高いとい

うのが海外から見た日本のイメージでした。しかしながら２０年たった今どうでしょう、ベトナムの次にビッ

クマックが安いです。さらにその下が、フィリピンです。ほぼフィリピンと一緒のビックマックの価格です。

戻りますが２６２万しか初任給が貰えないなかで、ビックマックが買えないということです。アメリカに行

くとビックマックが買えないということです。今僕はオーストラリアに住居を構えていますが、オーストラ

リアのビックマックのセット２０ドルです、２,０００円です。ランチで最低２,０００円ですから、それが

日本だと今単品で３９０円です。とにかく安い物しか買えない日本になっています。ここがすごくポイントで、

ビックマックが安いということは商品の質を考えてみてください。牛肉、チーズ、安い物を私たちが買って

います。安い物しかマクドナルドに払えないということは、畜産農家にも安いお金しか回らないのです。小麦、

野菜を作る生産者、農家さんの収入も、ピクルス、レタスなども最低のランクの物しか日本に入ってきてな

いということです。添加物たっぷりな日本のビックマックです。オーストラリアのビックマック、めちゃく

ちゃクオリティ高いです。ここがポイントで、従業員の給料、当然日本のマクドナルドで働く従業員の給料は、

安い物しか私たちが買えないから安い給料しか払えないです。さらに購入者の生活基準、２６２万円の初任

給ですから、安い物しか買えないような年収しか貰っていないということです。各国の平均年収、アメリカ

は７３０万円です。日本は４０８万円です。オランダ、オーストラリア、ベルギー、韓国ということで上げ

ていくための努力をどうやっていくかを子供たちに教えていかなければならないのです。日本の農林水産物、

食品を世界で一番輸入している国は香港です。香港はほぼ中国化していて、香港から隣国の中国の深圳から

どんどん輸出されています。香港が日本からの輸出のもっとも大きい国です。

　「皆さんお寿司大好きですか？」、「このお寿司はどこのお寿司か分かりますか？」、スシローです。八戸市

のスシローは全国でも売上トップ５に入ります。海外の話をさせていただくと、香港にもスシローが１５店

舗あります。世界各国にスシローは１００店舗あるのですが、弊社のウニは岩手県全域から購入していますが、

スシローにも卸しています。比べてみますと、天然インド鮪中トロは日本だと１貫１９０円です。香港だと

３１８円ですから何％高いでしょうか。先ほどのマックと全く一緒です。ただ、スシローに関しては高品質、

低価格というのを売りにしてますので、品質はそんなに変わらないですが、スシローに入る利益率は香港の

方が高いです。香港でビジネスした方がいいです。日本人に食べてもらわなくてもいいです、というように

全ての業界が日本から離れていきます。安い物しか買えない日本、本当にこれは大きな問題だと感じています。

　オーストラリアは世界で一番日本人がワーキングホリデーで３１歳までの若者が出稼ぎに行っています。

２０２３年４月までの１年でワーキングホリデーのビザでの渡航者が３倍ぐらいです、なぜでしょうか。先

ほどの話しに戻りますが、オーストラリアはとても綺麗で治安も良く、食べる物も美味しいです。物価は高

いですが、給料もとても高いです。貰える給料が多ければ投資できる金額、使える金額、好きな物を買える

自由なお金が沢山あります。その中で色んな選択肢が生まれると思いますが、月１５万、１８万しか手取り

がないなかで、奨学金を払いながらどうやってそのような選択肢を作っていくか非常に難しいと感じていま

す。弊社も大卒の新卒者、宮崎大、東海大の奨学金を払っている若者を４人くらい雇用していますが、給料

上げてくださいと言われます。なぜ、オーストラリアにワーキングホリデーをしたのか多くの人に聞きま

した。「３０年賃金が上がっていない日本では稼げない」、「国に期待してもだめだ」、自分の力で生きていく

しかないと思っている若い人が非常に増えています。そして、円安が起きるとどうなるかということですが、

同じチケットを倍出さないと買えないということで簡単に旅行も行けない時代になっています。円安により、

円の価値が下がってしまう、これはしばらく続くだろうと言われています。将来「日本だけで働く」ことに

危機感を感じているから、すごく分かります。アメリカ、オーストラリア、イギリスなどの同じ先進諸国でも、

方や時給９００円、方や時給３ ,０００円近く貰っています。日本が先進国だと思っているのは現在５０歳

以上の方々ぐらいです。おそらくバブルの時代を経験された方々は、未だに先進国だと思っていますけど、

日本は底辺です。最低の国にまで落ちてしまったことを今日は強くお伝えしたいのですが、一方で日本は素

晴らしい国です。水道水がそのまま飲める国、アメリカもオーストラリアも飲めるエリアはあるのですが、

例えば塩素がとても入っていたり、タイもそうですが飲み続けると、発がん性を有したものを摂取し続ける

ということで、安心して水が飲める国は世界で９カ国しかないです。その中でアジアは唯一日本だけです。

素晴らしいことももちろん沢山あります。食も人も治安も何もかも素晴らしい日本ですが、経済が圧倒的に

落ちてしまったことで、今日は先生方と一緒に次の世代を担う子供たちがどうやって次の世代の経済を作っ

ていけるかということを私の事例をもとに伝えていければと思っています。

　私は、今グローバルに展開しています。１９８０年、旧種市町で生まれました。母親は宮城県の古川市

出身で、父親は種市町出身で八戸市で出産しました。いまだに八戸市に住居を構えて長い間八戸市に住んで

います。今まで生まれ育った地域を発信し続けてきましたが、グローバルに世界に伸びるためにしたいと思っ

て事業をさせていただいています。Ｒｅｇｅｎｅｒａｔｉｖｅというのが再生型の水産業というのを意味し

ています。２０１０年、創業当時は天然わかめを生産者のところに行って直接買い付けて、自分で加工をし

て１人で全国の百貨店を回って１人で事業を始めました。２０１０年から２０１６年までひたすら１人で

行っていました。パートを２人雇っていました。ＫＩＴＡ　ＳＡＮＲＩＫＵ　ＦＡＣＴＯＲＹという会社を

ひろの屋の１００％子会社として２０１８年に創業して今オーストラリアにも今年４月に会社を作り、子供

たちの教育、いわゆる海洋教育を主体とした次世代の育成を今行っています。具体的には、水産高校として

は氷見高校とか洋野町にある種市高校とか色々な子供たちに次の水産を背負ってもらいたい思いからＮＰＯ

を立ち上げて子供たちの教育を行っています。

　冒頭にウニの動画をみていただいてウニを提供できなくて申し訳なかったですが、洋野町には世界で唯一

が存在します。それが海牧場です。全長１８キロ、沖２００メートルに渡って存在する海牧場という呼ばれ

る漁場があって、約１００人の漁師さんたちが海牧場を活用した海産業を行っており、本州水揚げ１位となっ

ています。私が始めたのが、２０１０年に創業して２０１６年に取りかかりました。

　「漁業権や入札権はご存じですか？」、水産業というのは、かなり高齢化が進んでいます。組合長の平均年

齢が７５歳です。イニシアティブをとっているのがお爺ちゃんです。僕らがイノベーションを起こしたい、

新しい事業を作りたいということをお爺ちゃんたちに交渉してもなかなか受け入れてもらえないのです。お

爺ちゃんが作る政治や水産業に未来があるか、僕はそれをぶち壊したいのです。そのような人たちの意識を

この１３年変えまくってきました。今では好きなことをやらせてもらっていますが、１３年前は漁業権や入

札権をとることができませんでした。それを約７年かけてウニの入札権を岩手県で約１６年ぶりに新規取得

をすることができました。それくらい新しい人を受け入れない、そんなビジネスが高級食材なのです。例えば、

青森県のホタテも新規参入できないです。岩手県のアワビも新規参入できないです。サケの漁、これも新規

参入できないですが、新規参入できない事業ほどイノベーションが広いです。場合によって先生方の教育の

部分も変わりつつあると思いますが、新しい風が入らないとその業界は変わらないです。イノベーションと

いうのは、これまであったものとこれまであったものを足して新しいものを創ることです。先進的なフード

テックやフィンテックなどの先進的なことをやることだけがイノベーションではなく、これまであった既存

のものを組み合わせて新しい物を創っていく、まさに新しい風を入れていくことが僕たちにとってイノベー

ションだと思っておりますので、このウニにイノベーションをこれまで約８年与え続けてきました。どういっ

たイノベーションを創ってきたかというと、全国の海産業で１位が北海道、岩手県が２位、青森県が３位です。

青森県でいうと下北、八戸もありますが第３位です。市町村別で見てみると、ウニの漁獲量の全国ランキン

グとしては１位は函館、２位が礼文町、３位が根室、４位が利尻です。５位が岩手県洋野町。僕が生まれ育っ

た地域です。

　ちょっと余談ですが、ｃａｒｂｏｎ　ｎｅｕｔｒａｌｉｔｙの話です。先生方も何か取り組んでいますか。

３０年前の中学２年の頃、父の会社が倒産しました。それまでＢＭＷやクルーザーが有りととても裕福な生

活をさせていただきました。父も水産業を行っていましたが、曾祖父、祖父、父の３代で潰れてしまいました。

小遣いすらもらえませんでした。弟が２人いて、弟を連れて海に潜り、何を行ったかというと密漁です。大

量の海藻をかき分けてウニやアワビにたどり着いて、それらをキャンプなどに来ていた人たちに売って小遣

いを稼いでいました。それは漁師さんたちが結構許していました。３０年前と同じ場所には現在海藻はゼロ

です。

　皆さん、ブルーカーボンは聞いたことがありますか。ブルーは海、グリーンは森林です。森林に関しては

グリーンカーボンと言われますので、森林いわゆる植物が水を吸収して太陽から光合成をすることで成長し

ます。二酸化炭素を吸収してくれますが、実は海の中の二酸化炭素の吸収源があります。地球の７割は海です。

３割が陸ですから、実は海の中の海藻は海中に溶け出したＣＯ２を吸収してくれる非常に大きな役割を果た

しています。そして、海藻が枯れた後も海底に蓄積して炭素を貯留することで、温室効果ガスが空気中に溶

け出すのを防いでくれる役割を果たしています。それが海藻です。すごくありがたい存在です。私たちも生

活の中でスーパーに行くと、わかめやめかぶを皆さん食べます。それはブルーカーボンには入りません。な

ぜなら空気中に揚げられて私たちが食べることで、一度二酸化炭素が吸収された海藻から弾けてしまいます。

私たちが言っているブルーカーボンは、この海底に切れて貯留した海藻のことをブルーカーボンと呼んでい

ます。２０２２年の実績だと日本最大級の海藻を有しているエリアです。昨年、全国のブルーカーボン、二

酸化炭素を吸収してくれる海藻の量は３,７３３トンのうち３,１０６トンの約８割は洋野町が吸収してくれ

るということで日本最大級のブルーカーボン造成エリアにもなっており、かなり注目を浴びています。弊社

の工場は動画で見ていただきましたが、国際規格を有していますので何時でも、どの国にも輸出できます。

　ウニを始めて７年ですが、当時はまだ７０歳代だった高齢のお母様方が徐々に辞めていきました。ウニを

始めた７年前４０人近くいたお婆ちゃんたちが今２０人くらいまで急激に減ってしまい、若手を育てていま

す。若い力が日本の国力としてどんどん失われていっていることをすごく感じています。若手の育成、高卒

の採用に力を入れています。

　お婆ちゃんたちが作ってくれる最高品質のウニを商品のブランディングやマーケティングで全国に販売し

ております。商品としては、殻付きウニや塩水ウニとか生だけではなくて冷凍のウニやウニバターというの

が農林水産大臣賞をいただきました。農林水産祭りというのが年１回皇居で行われ、天皇陛下に２回献上し

ています。天皇陛下が食べたかは分かりませんが、一応天皇陛下には献上させていただきました。

　一度海の話はおいておき、２０１３年１２月に実は日本の食品に大きなインパクトがありました。和食が

ユネスコの無形文化遺産に登録されました。何が登録されたか、皆さんご存じですか。実は日本は自然を尊

ぶという日本人の気質に基づいた食に関する習わしというのは、日本古来の伝統的な食文化いわゆる普段僕

たちが食べている物は、まさに自然の尊重という日本人の精神を体現した食に関する社会的慣習ということ

です。これがユネスコの無形文化遺産に登録された内容です。日本人は古来の米も食べ、日本の食は深いです。

海藻だったり、納豆だったりしかも体に良くて、ストレスを軽減したりだったり、子供たちも肉食も増えて

いますが、伝統的な日本食が世界でもトップオブトップと認定を受けました。

　震災の翌年、ある一枚の写真を見つけました。ユネスコの無形文化遺産に登録されたのと紐付いているの

かと思いましたが、これは１９５０年の写真です。真ん中の背の高い男性が僕の祖父ですが、東日本大震災

の翌年に祖父とめちゃくちゃになった祖父の家を掃除していたときにこの写真が出てきました。１９５０年

の時点で創立６０年だったということも初めて知りました。アワビを三陸、岩手県から香港にもっとも輸出

していたということで、当時私の曾祖父は船で横浜から香港に渡ってアワビを現地の商人と取引していたそ

うです。香港のドルに替えて、それを日銀に持って行き換金してトラックで東京から岩手県に帰ってきて一

年分の配当をしていたと聞きました。これがまさに僕のＤＮＡだと思いました。当時なにもない時代にパイ

オニアとして香港に渡る行動力、地域を背負っているそのような曾祖父の思いを感じながら行っています。

　この写真は三陸ですが、三陸はいま危機的状況を迎えています。八戸もイカ、サバが獲れないです。サン

マも揚がらないということでなぜ揚がらないかというと黒潮（日本海流）、暖かい潮がどんどん上に上がっ

ています。親潮、冷たい潮、千島海流というのが北海道のオホーツク海の方から流れて来ますが、潮目がど

んどん上に上がっています。北海道の道東、襟裳岬まで上がって来て普段北海道では絶対に獲れないブリや

フグが大量に獲れるということになっています。さらに私の曾祖父の時代、１９５０年２ ,０００トンの水

揚げだったそうです。これが岩手県だけを見ても今年は１００トンにも満たないということで、日本の水産

が本当に危機的状況を迎えています。これは干しアワビです。これを香港に輸出するのですが、本当に危機

的状況を迎えています。

　今日は皆さんにウニを食べていただけないのがとても残念ですが、ぜひオンラインで買って自宅で食べて

欲しいと思います。では、ウニの話をさせてください。ウニの深い話をもう１度させていただきます。実は

皆さんが普段食べているホッケやイクラ、数の子、たらこ、ウニはロシアから輸入されている物が殆どです。

今ロシア、ウクライナ問題で日本というのはほぼほぼ水産物以外は禁輸しています。北方四島と日本の関係

は深すぎて、商売ですがやらないといけないのが水産です。ロシアからの水産物輸入額は過去最高になって

います。これまではヨーロッパ、アメリカ、アジア諸国にロシアからウクライナ戦争の前までは輸出されて

いたが、ほぼどの国も今は禁輸になっています。日本だけが北方領土の関係で水産物が多く入ってきています。

そうなると日本の相場は下がってしまいます。ウニも下がってしまいます。なぜなら、豊洲市場にロシア産

のウニが溢れてしまって我々のようなこだわりをもった水産物が仮に市場に行ったとして１パックあたりロ

シア産のウニが５００円です。うちは２ ,５００円で売っています。そうすると、安い国日本だとロシア産

のウニを買ってしまいます。それをなんとか阻止したい。生産者を守りたいという意味でトレーサビリティ、

いわゆる何時、誰がどこで獲ったか分かる仕組みを自社で経済産業省の事業で行わせていただいております。

ＱＲコードを読み込むと何時どこで誰が獲ったか分かるということを生産者を守るために行っています。こ

れまで豊洲市場、当時築地ですが、百貨店、スーパーマーケット、ミシュランのレストラン、寿司屋さんに

直接営業をしてまいりました。東京の紀尾井町に福田家さんというお店があるのですが、産地の味を使って

お客様に提供する創業８０年のミシュラン二つ星です。ここにも弊社のウニが入っており、定期的にお客様

に食べていただくということを行っております。ミシュラン２つ星で客単価がお酒別で５万円ですけが、こ

ういったところに洋野町で獲れたホヤやウニ、ホタテを入れて洋野町のウニの魅力をミシュランのレストラ

ンのお客様に発信していただきたいということで、国内のみならず世界を回らせていただいて、前例のない

仕事のためゼロから道を作って拡げて参りました。

　ここからは少し暗い話をしたい訳ではないのですが、漁師さんは担い手もいない、資源も管理されていない、

産地偽装もあり、漁価も安い、魚食離れ、コンビニ等で切れた焼き魚を売っていて家のガスを使ってサケや

銀ダラを焼くことも、もしかしたら相当減っているのかとも感じています。当然地球温暖化によって色んな

問題があり、ＤＸもすごく遅れていて生産性が低いというのも当然あります。一番の問題は僕が３０年前密

漁していた時代、海藻がありましたが同じ場所に海藻がないことです。海藻がないということは、ブルーカー

ボン、二酸化炭素を吸収するための海藻がないということだけではなく、実は小魚が隠れたり、親魚が海藻

に卵を産んだり、いわゆる沿岸漁業の魚の水揚げも減っていきます。写真のようにウニが食べる物もないです。

ウニはＳｅａ　Ｕｒｃｈｉｎですが、海のギャングという意味です。だからなんでも食べるので、当然この

ようなところにいるウニは実が悪いです。ウニは先ほどミシュランの資料を見ていただいたとおり、人を幸

せにするものだと私は思っていましたが、実はこういうウニは人を不幸にしてしまいます。これを私がウニ

を始めた当時、２０１６年からずっとどうにかしたいと思い、洋野町は良かったのですが、そのほかのエリ

アのウニをなんとかしたいと思い、北海道大学に通い始めました。水産学部に研究者として受け入れていた

だいて８年間ウニの研究開発、地球温暖化、色んな研究開発を水産学部と一緒にやらせていただきました。

全く実入りが悪いウニの餌を開発して、ウニは木とかプラスチックを何でも食べてしまいますから、籠なん

かも食べてしまいます。ウニが食べないような籠を開発して全て特許をおさえて北海道から沖縄にかけて、

全く実が入っていないウニに餌を与えて太らせるという仕組みを作りました。この写真は北海道の八雲町の

若手の漁師の皆さんに行っていただいてますが、一緒になって生産者の収入を増やしていこう、そして海の

中の海藻を増やしていくためにウニを駆除して、駆除されたウニを捨てるではなくて餌を与えて太らせるこ

とで２ヶ月の給餌期間で１００倍の価値を生み出す、そんな事業を洋野町の天然のウニとは別に全国で展開

をさせていただいております。左側のウニは水揚げすると１個あたり５円かけて廃棄するだけですが、２ヶ

月の給餌期間で皆さんが大好きなウニに生まれ変わります。長い間放置された磯焼けしてる海域に放置され

たウニはほとんどが公害です。１０年、２０年、３０年たっているのですがそういった公害ウニというのは

昆布やわかめを食べても二度と実入りも良くならない、色も改善しないという研究データも出ました。そこ

を全て改善できる餌を私達と北海道大学とコンソーシアムを含めたチームで開発して、こういった取り組み

を日本全国のベンチャー企業のピッチコンテストで総なめしてきました。今日、皆さんには大分柔らかくお

伝えしていますが、もっとスピーディーに７分のプレゼンの時間で伝えなくてはいけないＩＣＣという日本

で一番大きなピッチコンテストです。来月京都に行って審査員をしてきます。これは東北で行われたソーシャ

ルインパクトアクサレータプログラムという言いますが、右側の写真の真ん中の方、竹内先生はハーバード

大学の教授です。こういった方が審査員ですから、とにかく海の中というのは先生方もそうかもしれませんが、

普段考えることはないです。よって私たちは啓蒙活動をすることで、少しでも海の中のことに関して触れて

いただくことで日本のローカルから世界の海を豊かにできるということで、私は事業をさせていただいてお

ります。

　日本ではなく、世界の水産はでどうなっているかというと、上からアフリカ、次にアメリカ、アジア、オ

セアニア、そしてヨーロッパと世界の水産はすごい成長産業です。でも、日本だけが衰退産業になっています。

さきほど様々な問題を皆さんと共有しました。漁師の皆さんは収入が低い、どんなに頑張っても評価が上が

らない、子供に継がせる事ができない、そして廃業を待つだけです。未来が全く見えない中でも僕は諦めて

はいないです。世界のウニを皆さんと勉強させていただくと、世界には２０数種類の食用ウニがあります。

オーストラリアにも２種類食べられるウニがあります。

　まずはドバイからです。今年１月にドバイに行ってきました。左側はドバイの王族で、総資産１兆円の方

もいます。半端ではない金持ちですが、左から２番目はパキスタンの格好の僕です。ドバイの王族達と商談

をしてきました。日本のウニを食べていただいて皆さん欲しいと言っていて、プロモーションの前日にドバ

イの市場に行ってきました。そしたら、アラビア湾で獲れるウニですが、全く実が入っていませんでした。

私たち日本と同じ課題をＵＡＥでも抱えています。アラビア湾は横にすごく長いのですが、死ぬほどウニが

います。そこで私たちの技術が転用できると思い彼らに相談したところ、やろうということで、ゆくゆくは

ドバイでも日本食を行っていきます。今ウニは現地では食べられないため、洋野町からウニを輸出しています。

客単価２０万円の超高級レストランですが、そこに日本の食材が運ばれています。

　翌月の２月１日にタスマニア島に行ってきました。タスマニア島はオーストラリアの東南にある北海道く

らいの島です。そこに行ってＮａｔｉｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　Ｗｏｒｋｓｈｏｐとい

う世界のウニを、世界的な議題を解決するための会議があり、世界中から研究者が２００人集まったなか、

日本人は僕だけでした。今のような話しを英語で伝えたところ、タスマニア島も深刻だということでした。

元々海藻が豊富にあった海域に全くない状況です。シドニー、メルボルンともに海藻をウニに食い尽くされ

てしまいました。世界の海藻の７割はオーストラリア周辺にあって９５％がウニに食い尽くされてしまいま

した。これは、ＵＮＩ　ｉｓ　ＵＮＩｖｅｒｓａｌ　Ａｇｅｎｄａだなということで僕は何とか解決したい

と思い、ビジョンとしては私たちが培ってきた北大とコンソーシアムと作ってきた研究でいわゆる再生養殖

事業で世界とつながって、そしてサステナブル（Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ）持続可能な水産業の未来を創っ

ていこうということで、商業高校を卒業した一生徒で、ただのおっさんが世界で戦えるわけです。何を言い

たいかというと、商業高校の国際経済科でしたが、ハワイにホームステイしました。大学の時に６ヶ月くら

いアメリカのシアトルに短期留学しました。３０歳の時に半年間、サンフランシスコに短期留学しました。

世界を見るということがものすごく大切だと今思っています。特に若いとき、特に幼少期、中学校、高校、

とにかく若ければ若いほど、世界を見るスピードがどんどん早ければ早いほどいいです。なぜなら、３０年

で日本の経済がどんどん下回ってしまったわけで、今子供たちが見る世界が１０年後、２０年後のビジョン

に変わっていきますが、私が高校、大学の時にアメリカ、ハワイで見た絵はまさにこういった人たちと仕事

をしたいという漠然とした思いでした。たまたまオーストラリア、ドバイに行きましたが、やはり若いとき

にいかに海外に出るかということが大切だと先生方に伝えたいと思っております。

　具体的にオーストラリアでどういうビジネスしてるかといえば、左側の小さなウニはショートスパインと

呼ばれ、美味しいです。右側のロングスパインと呼ばれるウニは、不味いです。僕の顔くらい大きいです。

タスマニア島で死ぬほど生殖しています。激不味です。実はウニは世界の水揚げ量の３位はオーストラリア

です。激不味のウニがほとんどなので９５％以上捨てられています。ビジネスにならないというのがオース

トラリアの判断でした。ただ私は、北大で研究員として研究して参りましたのでビジネスにできる確信があ

りました。だからメルボルンにＫＳＦ　Ａｕｓｔｒａｌｉａという会社を作りました。この１年間、事前調

査をおもいっきり行ってきました。そんな中でいまはベンチャー企業とタッグを組んでいます。彼はシンフォ

レストという会社のサブなんですが、サブは何をやっているかというと環境です。このカゲキノリという海

藻を東京ドーム１６ ,０００個分のタスマニア島周辺の海岸で養殖をしてここからオイルを抽出して、その

オイルを牛の餌に混ぜることで牛のゲップから出るメタンガスを９８％削減するというベンチャーを行って

います。そこからこのようなカスが出ます。上がオイルでこれを牛の餌に混ぜます。下にカスが出るので、

このカスを餌に変えてオーストラリアの短い針のウニに与えていくことで循環をつくっています。オースト

ラリアで生まれた海藻でオーストラリアの実入りの悪いウニを実入りを良くするということで、オーストラ

リアの循環ビジネスを今まさにスタートしました。右側のタツミ先生、彼はドクターですが大学１年生から

タスマニアに移住してタスマニア大のドクターまで取って、このベンチャー企業に就職してますがめちゃめ

ちゃ優秀です。彼も若いとき、高校の時にオーストラリアに留学して、いつかオーストラリアでビジネスが

したいと思っていたそうです。僕の事例と一緒です。早ければ早いほど世界で戦える日本人になると確信し

ています。

　４月にオーストラリアに会社を作ってメルボルン、タスマニア、シドニー、こういったところで拠点を構

えていくわけですが、今ヴィクトリア州、メルボルン大学、ニューサウスウェールズ州、タスマニア大、タ

スマニア州、様々な連携を作って、こういったダイバーさんとも連携を図りウニを捕獲していただいています。

左側のウニは美味しいです。右側のウニは不味いです。では、左側のウニは陸上養殖で２ヶ月の給餌で美味

しくして太らせて出荷しますが、養殖は皆さんあまり馴染みがないと思います。例えば、陸奥湾のホタテは

５０年前は行っていませんでした。ということは、養殖すれば市場も広がって食べる人も広がって、そして

地域で産業が創られていくということは潤っていくということになります。新たにビジネスを創るというこ

とは地域経済を潤していくことになります。養殖でどのように潤していくかというのを見ていきます。オレ

ンジのラインが天然の漁業です。そして、ブルーのライン、１９５０年からちょっと養殖をしています。ですが、

１９７０年から一気に養殖産業が拡がって特に日本だとむつのホタテとか三陸のわかめ、サーモン、カキ、

ホタテ、養殖産業で作れば食べる人が増えて需要が生まれていき、それが地域に根ざしたビジネスになって

いきます。さらにそこに雇用が生まれて、子供たちの受け皿になっていくということです。いかに０から１

を創るか、そして１から２、２から５、５から１０へと事業を拡大していけるかということが、地域経済へ

与えるインパクトがいかに大きいかということです。そのためには私たちが北大と連携協定を結んでますが、

これはタスマニア大です。タスマニア大のＩＭＡＳという、こういった研究所とも連携してオーストラリア

のウニに与えるための餌を開発しようとしています。また、これはメルボルン大です。メルボルン大は世界

ランキングでは東大より上です。メルボルン大の先生とも一緒に研究をしていて、私たちのファームが広大

な土地にあります。メルボルン大の先生と一緒に研究を行って、いかに美味しいウニを作るか、しかもオー

ストラリアの海藻を使った美味しいウニを作るか行っています。ということで、美味しいショートスパイン

は私たち日本人の誇りいわゆる和です。ユネスコの無形文化遺産に登録されるくらい私たち日本の文化は非

常に強いものだということで、ＭＡＤＥ　ＢＹ　ＪＡＰＡＮのオーストラリア産のウニを世界に出していこ

うということで養殖をスタートしています。ロングスパインは本当に信じられないくらい不味いです。皆さ

んもお寿司屋さんに行って、不味そうなウニは分かると思いますが、それより不味いです。本当にやばいく

らい不味くて、これをどうしようかとなったときに、僕は北大で８年間研究をしてきました。これが生きま

した。ウニは水産物で葉酸が最も豊富です。

　次はウナギです。ウナギは淡水魚ですけど女性、妊婦さんの場合は一日あたり４８０マイクログラムの葉

酸を摂取できることによって胎盤が強化されたり、子供が健康に育っていくためにはなければならないのが

葉酸と実はビタミンＡです。ビタミンＡも水産物で最も豊富です。これも僕は北大で研究してました。日本

だとウニというのは高級食材なのでサプリになるわけがないです。まさかオーストラリアで不味いウニがサ

プリになるなんて８年前には夢にも思ってなかったです。だから少しグローバルなビジョンを持ちつつ、目

の前のことを必死にやっていくことで磨かれていきます。それが５年後、１０年後に生きてくると感じました。

実際に妊活サプリメントグローバル市場は世界に３６００億円あります。今は中国の少子化、当然日本も少

子化、韓国も少子化です。アフリカはどんどん人口が増えていって葉酸がいくらあっても足りないそうです。

色々なマーケットが世界にあることを、僕はコツコツ学びの中で生み出していくことができました。これが

先週の１３日、オーストラリアの経済新聞、いわゆる日本経済新聞のオーストラリアバージョン、皆さんに

配っていますが、良かったら訳して読んでください。私がやろうとしていることがオーストラリアの経済に

ものすごくインパクトを創れるということを取り上げていただきました。こういった取り組みはＮＰＯも

やっていると先ほどお伝えしましたが、海の問題は普段、陸よりも機会は少ないと思っていました。洋野町

で開催されたウニサミットが今年の７月です。先月ウニサミットというのを開催させていただいて、今日の

ような話をすれば様々なシェフ、研究者、大学の先生、経営者、起業家、様々なステークホルダーの皆さん

が集まり徹底的に議論する場を洋野町に作って、こういった話を１対１で１００人くらいの場でウニサミッ

トを作って、当然オーストラリアからもゲスト呼んで、来年には鎌倉でもウニサミットを開催して全世界か

ら研究者を集めてやろうと思っています。僕はビジネスに挑戦してますが、私の息子は高校３年です。小さ

い方は５歳なんですが、なんのために仕事するかはこのためです。この次の世代を彼らがいい感じで継承し

てもらいたいなと思ってます。このままだとどんなアクションを起こしたとしても、僕は彼らが水産業に就

くことは絶対にないと思ってます。だから、先生方にぜひ一つお願いしたいのが、投資です。私たち、郵便

貯金とか生命保険などを使って貯蓄をしていますが、全部ノーです。僕は生命保険会社に４年勤めていたの

で分かりますが、アメリカは小学生から投資の勉強をしています。商業はまさにビジネスですから、いかに

投資をしてリターンを得られるかを学びの中に取り入れていくことで、少しずつグローバルな頭はできてい

くと思います。子供たちへの教育でこういうことを言っています。「お金は何に使いますか？投資をしよう」、

では投資を何にしようかと考えたときに何でもいいです。例えば、ウニを一個買いたいです。これも投資です。

ウニを一個食べることで海藻がそこに戻ってくるかもしれない。海藻が戻ってくることで二酸化炭素を吸収

するための海藻が増えて、私たちのカーボンニュートラルに寄与するかもしれない。これが投資です。必ず

しも投資をするというわけではなく、皆さんが、子供たちが持っているリソースを何に投資したら社会や地

域が豊かになるかということを子供たちに伝え続けています。これをやり続けていくことで、きっと彼らが

水産をやりたいと思ったときに一投資家として水産に投資してもいいような人材に１０年後、２０年後なっ

ているようにそれを祈りながら、願いながら、私はビジネスをして全ての事業を得たキャピタルゲインを彼

らに投資をしたいということで、今全国でオーストラリアと日本国内で事業をさせていただいております。

最後になりますが、私はたいした人間でもなく、八戸商業を出て良かったと思ってます。ただ一つのことを

集中してやり続けてきただけですので、ぜひ先生方に次の世代を担う子供たちの未来を託したいと思います。

最後、もう一つだけお伝えしたいのが、今の風張教育長、大谷真樹幹事と仲がいいです。先生方から直接言

えないことも伝えられる役目も果たせますので、今日大谷先生にはこの話を言ってきましたので、青森の教

育をどうにかしたいということを私経由でも大谷先生でも風張先生でも、もし何か青森県教育変えたいとい

うのがあれば私に伝えていただければ何かしら皆さんのお力になれると思い、この場に来させていただきま

した。ご清聴ありがとうございました。



　まずは映像をご覧ください。

　朝からムービーで申し訳ないですが、改めまして北三陸ファクトリーの下苧坪と申します。「皆さん、ウ

ニはお好きでしょうか？」、今日はウニの話をしますが、やばい話からしたいと思っています。２０１０年

に地元に帰ってきて会社を興す前は生命保険会社で仙台、東京、盛岡を起点に仕事をしていました。その前

は青森ダイハツの店にも行ってダイハツの軽トラとかミラとかムーブとか今となっては漁師さんと意気投合

して仲がいいですが、当時は漁師さんに「そろそろ替えた方いいんじゃないですか」と、騙しながら話てい

たことを思い出します。

　ここから、全国、世界に羽ばたいていこうと事業を１３年間必死にやってきました。１３年間必死にやっ

てきたからこそ、今の日本に対して正直ＮＯを突きつけたいと思っております。これが世界の最低賃金です。

ＯＥＣＤ、世界の先進諸国のなかで日本は最も低いです。これを見て皆さんどう思いますか。オーストラリア、

ドイツ、イギリス、フランス、アメリカのサンフランシスコに関しては最低賃金２ ,６００円です。１時間

仕事をしても、例えば商業高校を卒業した１９歳の子供が１時間仕事をしても９６０円しか貰えないです。

方やアメリカ人は２ ,７００円貰っています。買える物も違う、経験することの質も違う、安い物しか買え

ないということです。最後に初任給見ていきますが、スイス、アメリカ、ドイツ、オーストラリア、ノルウェー、

シンガポール、なんと韓国に負けています。日本は、２６２万です。大卒の手取りで、１５、１６万です。

何買えますかって話です。先にＯＥＣＤの話をお伝えしますが、ドイツ、カナダ、イギリス、フランス、イタリア、

日本が最低です。最も賃金が低い先進国に落ちてしまったということです。皆さん、どうでしょう。

　商業高校だと私も親に大学まで奨学金を手配していただいて奨学金は自分で返しましたが、ほとんどの学

生が奨学金で学校行って２３歳から就職をします。就職をしてから安い給料のなかから家賃を支払って、食

費を支払って、そして奨学金を返していく、そうなると僕ははっきりいって、現状、夢も希望もない国だと

僕は思います。さらに深掘りしていくと、各国の平均年収、これは子供たちだけじゃなくて全体の平均年収

です。日本最下位です。それから最低賃金も最下位です。さらに皆さん、ビックマック指数って分かりますか。

実は、２０００年いわゆる２０年前は、日本は高い国でした。例えば、中国、台湾、香港、タイ、各アジア

の地域から日本へ来て日本の物価が高く食べ物も高い、電気代それから電化製品、とにかく何でも高いとい

うのが海外から見た日本のイメージでした。しかしながら２０年たった今どうでしょう、ベトナムの次にビッ

クマックが安いです。さらにその下が、フィリピンです。ほぼフィリピンと一緒のビックマックの価格です。

戻りますが２６２万しか初任給が貰えないなかで、ビックマックが買えないということです。アメリカに行

くとビックマックが買えないということです。今僕はオーストラリアに住居を構えていますが、オーストラ

リアのビックマックのセット２０ドルです、２,０００円です。ランチで最低２,０００円ですから、それが

日本だと今単品で３９０円です。とにかく安い物しか買えない日本になっています。ここがすごくポイントで、

ビックマックが安いということは商品の質を考えてみてください。牛肉、チーズ、安い物を私たちが買って

います。安い物しかマクドナルドに払えないということは、畜産農家にも安いお金しか回らないのです。小麦、

野菜を作る生産者、農家さんの収入も、ピクルス、レタスなども最低のランクの物しか日本に入ってきてな

いということです。添加物たっぷりな日本のビックマックです。オーストラリアのビックマック、めちゃく

ちゃクオリティ高いです。ここがポイントで、従業員の給料、当然日本のマクドナルドで働く従業員の給料は、

安い物しか私たちが買えないから安い給料しか払えないです。さらに購入者の生活基準、２６２万円の初任

給ですから、安い物しか買えないような年収しか貰っていないということです。各国の平均年収、アメリカ

は７３０万円です。日本は４０８万円です。オランダ、オーストラリア、ベルギー、韓国ということで上げ

ていくための努力をどうやっていくかを子供たちに教えていかなければならないのです。日本の農林水産物、

食品を世界で一番輸入している国は香港です。香港はほぼ中国化していて、香港から隣国の中国の深圳から

どんどん輸出されています。香港が日本からの輸出のもっとも大きい国です。

　「皆さんお寿司大好きですか？」、「このお寿司はどこのお寿司か分かりますか？」、スシローです。八戸市

のスシローは全国でも売上トップ５に入ります。海外の話をさせていただくと、香港にもスシローが１５店

舗あります。世界各国にスシローは１００店舗あるのですが、弊社のウニは岩手県全域から購入していますが、

スシローにも卸しています。比べてみますと、天然インド鮪中トロは日本だと１貫１９０円です。香港だと

３１８円ですから何％高いでしょうか。先ほどのマックと全く一緒です。ただ、スシローに関しては高品質、

低価格というのを売りにしてますので、品質はそんなに変わらないですが、スシローに入る利益率は香港の

方が高いです。香港でビジネスした方がいいです。日本人に食べてもらわなくてもいいです、というように

全ての業界が日本から離れていきます。安い物しか買えない日本、本当にこれは大きな問題だと感じています。

　オーストラリアは世界で一番日本人がワーキングホリデーで３１歳までの若者が出稼ぎに行っています。

２０２３年４月までの１年でワーキングホリデーのビザでの渡航者が３倍ぐらいです、なぜでしょうか。先

ほどの話しに戻りますが、オーストラリアはとても綺麗で治安も良く、食べる物も美味しいです。物価は高

いですが、給料もとても高いです。貰える給料が多ければ投資できる金額、使える金額、好きな物を買える

自由なお金が沢山あります。その中で色んな選択肢が生まれると思いますが、月１５万、１８万しか手取り

がないなかで、奨学金を払いながらどうやってそのような選択肢を作っていくか非常に難しいと感じていま

す。弊社も大卒の新卒者、宮崎大、東海大の奨学金を払っている若者を４人くらい雇用していますが、給料

上げてくださいと言われます。なぜ、オーストラリアにワーキングホリデーをしたのか多くの人に聞きま

した。「３０年賃金が上がっていない日本では稼げない」、「国に期待してもだめだ」、自分の力で生きていく

しかないと思っている若い人が非常に増えています。そして、円安が起きるとどうなるかということですが、

同じチケットを倍出さないと買えないということで簡単に旅行も行けない時代になっています。円安により、

円の価値が下がってしまう、これはしばらく続くだろうと言われています。将来「日本だけで働く」ことに

危機感を感じているから、すごく分かります。アメリカ、オーストラリア、イギリスなどの同じ先進諸国でも、

方や時給９００円、方や時給３ ,０００円近く貰っています。日本が先進国だと思っているのは現在５０歳

以上の方々ぐらいです。おそらくバブルの時代を経験された方々は、未だに先進国だと思っていますけど、

日本は底辺です。最低の国にまで落ちてしまったことを今日は強くお伝えしたいのですが、一方で日本は素

晴らしい国です。水道水がそのまま飲める国、アメリカもオーストラリアも飲めるエリアはあるのですが、

例えば塩素がとても入っていたり、タイもそうですが飲み続けると、発がん性を有したものを摂取し続ける

ということで、安心して水が飲める国は世界で９カ国しかないです。その中でアジアは唯一日本だけです。

素晴らしいことももちろん沢山あります。食も人も治安も何もかも素晴らしい日本ですが、経済が圧倒的に

落ちてしまったことで、今日は先生方と一緒に次の世代を担う子供たちがどうやって次の世代の経済を作っ

ていけるかということを私の事例をもとに伝えていければと思っています。

　私は、今グローバルに展開しています。１９８０年、旧種市町で生まれました。母親は宮城県の古川市

出身で、父親は種市町出身で八戸市で出産しました。いまだに八戸市に住居を構えて長い間八戸市に住んで

います。今まで生まれ育った地域を発信し続けてきましたが、グローバルに世界に伸びるためにしたいと思っ

て事業をさせていただいています。Ｒｅｇｅｎｅｒａｔｉｖｅというのが再生型の水産業というのを意味し

ています。２０１０年、創業当時は天然わかめを生産者のところに行って直接買い付けて、自分で加工をし

て１人で全国の百貨店を回って１人で事業を始めました。２０１０年から２０１６年までひたすら１人で

行っていました。パートを２人雇っていました。ＫＩＴＡ　ＳＡＮＲＩＫＵ　ＦＡＣＴＯＲＹという会社を

ひろの屋の１００％子会社として２０１８年に創業して今オーストラリアにも今年４月に会社を作り、子供

たちの教育、いわゆる海洋教育を主体とした次世代の育成を今行っています。具体的には、水産高校として

は氷見高校とか洋野町にある種市高校とか色々な子供たちに次の水産を背負ってもらいたい思いからＮＰＯ

を立ち上げて子供たちの教育を行っています。

　冒頭にウニの動画をみていただいてウニを提供できなくて申し訳なかったですが、洋野町には世界で唯一

が存在します。それが海牧場です。全長１８キロ、沖２００メートルに渡って存在する海牧場という呼ばれ

る漁場があって、約１００人の漁師さんたちが海牧場を活用した海産業を行っており、本州水揚げ１位となっ

ています。私が始めたのが、２０１０年に創業して２０１６年に取りかかりました。

　「漁業権や入札権はご存じですか？」、水産業というのは、かなり高齢化が進んでいます。組合長の平均年

齢が７５歳です。イニシアティブをとっているのがお爺ちゃんです。僕らがイノベーションを起こしたい、

新しい事業を作りたいということをお爺ちゃんたちに交渉してもなかなか受け入れてもらえないのです。お

爺ちゃんが作る政治や水産業に未来があるか、僕はそれをぶち壊したいのです。そのような人たちの意識を

この１３年変えまくってきました。今では好きなことをやらせてもらっていますが、１３年前は漁業権や入

札権をとることができませんでした。それを約７年かけてウニの入札権を岩手県で約１６年ぶりに新規取得

をすることができました。それくらい新しい人を受け入れない、そんなビジネスが高級食材なのです。例えば、

青森県のホタテも新規参入できないです。岩手県のアワビも新規参入できないです。サケの漁、これも新規

参入できないですが、新規参入できない事業ほどイノベーションが広いです。場合によって先生方の教育の

部分も変わりつつあると思いますが、新しい風が入らないとその業界は変わらないです。イノベーションと

いうのは、これまであったものとこれまであったものを足して新しいものを創ることです。先進的なフード

テックやフィンテックなどの先進的なことをやることだけがイノベーションではなく、これまであった既存

のものを組み合わせて新しい物を創っていく、まさに新しい風を入れていくことが僕たちにとってイノベー

ションだと思っておりますので、このウニにイノベーションをこれまで約８年与え続けてきました。どういっ

たイノベーションを創ってきたかというと、全国の海産業で１位が北海道、岩手県が２位、青森県が３位です。

青森県でいうと下北、八戸もありますが第３位です。市町村別で見てみると、ウニの漁獲量の全国ランキン

グとしては１位は函館、２位が礼文町、３位が根室、４位が利尻です。５位が岩手県洋野町。僕が生まれ育っ

た地域です。

　ちょっと余談ですが、ｃａｒｂｏｎ　ｎｅｕｔｒａｌｉｔｙの話です。先生方も何か取り組んでいますか。

３０年前の中学２年の頃、父の会社が倒産しました。それまでＢＭＷやクルーザーが有りととても裕福な生

活をさせていただきました。父も水産業を行っていましたが、曾祖父、祖父、父の３代で潰れてしまいました。

小遣いすらもらえませんでした。弟が２人いて、弟を連れて海に潜り、何を行ったかというと密漁です。大

量の海藻をかき分けてウニやアワビにたどり着いて、それらをキャンプなどに来ていた人たちに売って小遣

いを稼いでいました。それは漁師さんたちが結構許していました。３０年前と同じ場所には現在海藻はゼロ

です。

　皆さん、ブルーカーボンは聞いたことがありますか。ブルーは海、グリーンは森林です。森林に関しては

グリーンカーボンと言われますので、森林いわゆる植物が水を吸収して太陽から光合成をすることで成長し

ます。二酸化炭素を吸収してくれますが、実は海の中の二酸化炭素の吸収源があります。地球の７割は海です。

３割が陸ですから、実は海の中の海藻は海中に溶け出したＣＯ２を吸収してくれる非常に大きな役割を果た

しています。そして、海藻が枯れた後も海底に蓄積して炭素を貯留することで、温室効果ガスが空気中に溶

け出すのを防いでくれる役割を果たしています。それが海藻です。すごくありがたい存在です。私たちも生

活の中でスーパーに行くと、わかめやめかぶを皆さん食べます。それはブルーカーボンには入りません。な

ぜなら空気中に揚げられて私たちが食べることで、一度二酸化炭素が吸収された海藻から弾けてしまいます。

私たちが言っているブルーカーボンは、この海底に切れて貯留した海藻のことをブルーカーボンと呼んでい

ます。２０２２年の実績だと日本最大級の海藻を有しているエリアです。昨年、全国のブルーカーボン、二

酸化炭素を吸収してくれる海藻の量は３,７３３トンのうち３,１０６トンの約８割は洋野町が吸収してくれ

るということで日本最大級のブルーカーボン造成エリアにもなっており、かなり注目を浴びています。弊社

の工場は動画で見ていただきましたが、国際規格を有していますので何時でも、どの国にも輸出できます。

　ウニを始めて７年ですが、当時はまだ７０歳代だった高齢のお母様方が徐々に辞めていきました。ウニを

始めた７年前４０人近くいたお婆ちゃんたちが今２０人くらいまで急激に減ってしまい、若手を育てていま

す。若い力が日本の国力としてどんどん失われていっていることをすごく感じています。若手の育成、高卒

の採用に力を入れています。

　お婆ちゃんたちが作ってくれる最高品質のウニを商品のブランディングやマーケティングで全国に販売し

ております。商品としては、殻付きウニや塩水ウニとか生だけではなくて冷凍のウニやウニバターというの

が農林水産大臣賞をいただきました。農林水産祭りというのが年１回皇居で行われ、天皇陛下に２回献上し

ています。天皇陛下が食べたかは分かりませんが、一応天皇陛下には献上させていただきました。

　一度海の話はおいておき、２０１３年１２月に実は日本の食品に大きなインパクトがありました。和食が

ユネスコの無形文化遺産に登録されました。何が登録されたか、皆さんご存じですか。実は日本は自然を尊

ぶという日本人の気質に基づいた食に関する習わしというのは、日本古来の伝統的な食文化いわゆる普段僕

たちが食べている物は、まさに自然の尊重という日本人の精神を体現した食に関する社会的慣習ということ

です。これがユネスコの無形文化遺産に登録された内容です。日本人は古来の米も食べ、日本の食は深いです。

海藻だったり、納豆だったりしかも体に良くて、ストレスを軽減したりだったり、子供たちも肉食も増えて

いますが、伝統的な日本食が世界でもトップオブトップと認定を受けました。

　震災の翌年、ある一枚の写真を見つけました。ユネスコの無形文化遺産に登録されたのと紐付いているの

かと思いましたが、これは１９５０年の写真です。真ん中の背の高い男性が僕の祖父ですが、東日本大震災

の翌年に祖父とめちゃくちゃになった祖父の家を掃除していたときにこの写真が出てきました。１９５０年

の時点で創立６０年だったということも初めて知りました。アワビを三陸、岩手県から香港にもっとも輸出

していたということで、当時私の曾祖父は船で横浜から香港に渡ってアワビを現地の商人と取引していたそ

うです。香港のドルに替えて、それを日銀に持って行き換金してトラックで東京から岩手県に帰ってきて一

年分の配当をしていたと聞きました。これがまさに僕のＤＮＡだと思いました。当時なにもない時代にパイ

オニアとして香港に渡る行動力、地域を背負っているそのような曾祖父の思いを感じながら行っています。

　この写真は三陸ですが、三陸はいま危機的状況を迎えています。八戸もイカ、サバが獲れないです。サン

マも揚がらないということでなぜ揚がらないかというと黒潮（日本海流）、暖かい潮がどんどん上に上がっ

ています。親潮、冷たい潮、千島海流というのが北海道のオホーツク海の方から流れて来ますが、潮目がど

んどん上に上がっています。北海道の道東、襟裳岬まで上がって来て普段北海道では絶対に獲れないブリや

フグが大量に獲れるということになっています。さらに私の曾祖父の時代、１９５０年２ ,０００トンの水

揚げだったそうです。これが岩手県だけを見ても今年は１００トンにも満たないということで、日本の水産

が本当に危機的状況を迎えています。これは干しアワビです。これを香港に輸出するのですが、本当に危機

的状況を迎えています。

　今日は皆さんにウニを食べていただけないのがとても残念ですが、ぜひオンラインで買って自宅で食べて

欲しいと思います。では、ウニの話をさせてください。ウニの深い話をもう１度させていただきます。実は

皆さんが普段食べているホッケやイクラ、数の子、たらこ、ウニはロシアから輸入されている物が殆どです。

今ロシア、ウクライナ問題で日本というのはほぼほぼ水産物以外は禁輸しています。北方四島と日本の関係

は深すぎて、商売ですがやらないといけないのが水産です。ロシアからの水産物輸入額は過去最高になって

います。これまではヨーロッパ、アメリカ、アジア諸国にロシアからウクライナ戦争の前までは輸出されて

いたが、ほぼどの国も今は禁輸になっています。日本だけが北方領土の関係で水産物が多く入ってきています。

そうなると日本の相場は下がってしまいます。ウニも下がってしまいます。なぜなら、豊洲市場にロシア産

のウニが溢れてしまって我々のようなこだわりをもった水産物が仮に市場に行ったとして１パックあたりロ

シア産のウニが５００円です。うちは２ ,５００円で売っています。そうすると、安い国日本だとロシア産

のウニを買ってしまいます。それをなんとか阻止したい。生産者を守りたいという意味でトレーサビリティ、

いわゆる何時、誰がどこで獲ったか分かる仕組みを自社で経済産業省の事業で行わせていただいております。

ＱＲコードを読み込むと何時どこで誰が獲ったか分かるということを生産者を守るために行っています。こ

れまで豊洲市場、当時築地ですが、百貨店、スーパーマーケット、ミシュランのレストラン、寿司屋さんに
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直接営業をしてまいりました。東京の紀尾井町に福田家さんというお店があるのですが、産地の味を使って

お客様に提供する創業８０年のミシュラン二つ星です。ここにも弊社のウニが入っており、定期的にお客様

に食べていただくということを行っております。ミシュラン２つ星で客単価がお酒別で５万円ですけが、こ

ういったところに洋野町で獲れたホヤやウニ、ホタテを入れて洋野町のウニの魅力をミシュランのレストラ

ンのお客様に発信していただきたいということで、国内のみならず世界を回らせていただいて、前例のない

仕事のためゼロから道を作って拡げて参りました。

　ここからは少し暗い話をしたい訳ではないのですが、漁師さんは担い手もいない、資源も管理されていない、

産地偽装もあり、漁価も安い、魚食離れ、コンビニ等で切れた焼き魚を売っていて家のガスを使ってサケや

銀ダラを焼くことも、もしかしたら相当減っているのかとも感じています。当然地球温暖化によって色んな

問題があり、ＤＸもすごく遅れていて生産性が低いというのも当然あります。一番の問題は僕が３０年前密

漁していた時代、海藻がありましたが同じ場所に海藻がないことです。海藻がないということは、ブルーカー

ボン、二酸化炭素を吸収するための海藻がないということだけではなく、実は小魚が隠れたり、親魚が海藻

に卵を産んだり、いわゆる沿岸漁業の魚の水揚げも減っていきます。写真のようにウニが食べる物もないです。

ウニはＳｅａ　Ｕｒｃｈｉｎですが、海のギャングという意味です。だからなんでも食べるので、当然この

ようなところにいるウニは実が悪いです。ウニは先ほどミシュランの資料を見ていただいたとおり、人を幸

せにするものだと私は思っていましたが、実はこういうウニは人を不幸にしてしまいます。これを私がウニ

を始めた当時、２０１６年からずっとどうにかしたいと思い、洋野町は良かったのですが、そのほかのエリ

アのウニをなんとかしたいと思い、北海道大学に通い始めました。水産学部に研究者として受け入れていた

だいて８年間ウニの研究開発、地球温暖化、色んな研究開発を水産学部と一緒にやらせていただきました。

全く実入りが悪いウニの餌を開発して、ウニは木とかプラスチックを何でも食べてしまいますから、籠なん

かも食べてしまいます。ウニが食べないような籠を開発して全て特許をおさえて北海道から沖縄にかけて、

全く実が入っていないウニに餌を与えて太らせるという仕組みを作りました。この写真は北海道の八雲町の

若手の漁師の皆さんに行っていただいてますが、一緒になって生産者の収入を増やしていこう、そして海の

中の海藻を増やしていくためにウニを駆除して、駆除されたウニを捨てるではなくて餌を与えて太らせるこ

とで２ヶ月の給餌期間で１００倍の価値を生み出す、そんな事業を洋野町の天然のウニとは別に全国で展開

をさせていただいております。左側のウニは水揚げすると１個あたり５円かけて廃棄するだけですが、２ヶ

月の給餌期間で皆さんが大好きなウニに生まれ変わります。長い間放置された磯焼けしてる海域に放置され

たウニはほとんどが公害です。１０年、２０年、３０年たっているのですがそういった公害ウニというのは

昆布やわかめを食べても二度と実入りも良くならない、色も改善しないという研究データも出ました。そこ

を全て改善できる餌を私達と北海道大学とコンソーシアムを含めたチームで開発して、こういった取り組み

を日本全国のベンチャー企業のピッチコンテストで総なめしてきました。今日、皆さんには大分柔らかくお

伝えしていますが、もっとスピーディーに７分のプレゼンの時間で伝えなくてはいけないＩＣＣという日本

で一番大きなピッチコンテストです。来月京都に行って審査員をしてきます。これは東北で行われたソーシャ

ルインパクトアクサレータプログラムという言いますが、右側の写真の真ん中の方、竹内先生はハーバード

大学の教授です。こういった方が審査員ですから、とにかく海の中というのは先生方もそうかもしれませんが、

普段考えることはないです。よって私たちは啓蒙活動をすることで、少しでも海の中のことに関して触れて

いただくことで日本のローカルから世界の海を豊かにできるということで、私は事業をさせていただいてお

ります。

　日本ではなく、世界の水産はでどうなっているかというと、上からアフリカ、次にアメリカ、アジア、オ

セアニア、そしてヨーロッパと世界の水産はすごい成長産業です。でも、日本だけが衰退産業になっています。

さきほど様々な問題を皆さんと共有しました。漁師の皆さんは収入が低い、どんなに頑張っても評価が上が

らない、子供に継がせる事ができない、そして廃業を待つだけです。未来が全く見えない中でも僕は諦めて

はいないです。世界のウニを皆さんと勉強させていただくと、世界には２０数種類の食用ウニがあります。

オーストラリアにも２種類食べられるウニがあります。

　まずはドバイからです。今年１月にドバイに行ってきました。左側はドバイの王族で、総資産１兆円の方

もいます。半端ではない金持ちですが、左から２番目はパキスタンの格好の僕です。ドバイの王族達と商談

をしてきました。日本のウニを食べていただいて皆さん欲しいと言っていて、プロモーションの前日にドバ

イの市場に行ってきました。そしたら、アラビア湾で獲れるウニですが、全く実が入っていませんでした。

私たち日本と同じ課題をＵＡＥでも抱えています。アラビア湾は横にすごく長いのですが、死ぬほどウニが

います。そこで私たちの技術が転用できると思い彼らに相談したところ、やろうということで、ゆくゆくは

ドバイでも日本食を行っていきます。今ウニは現地では食べられないため、洋野町からウニを輸出しています。

客単価２０万円の超高級レストランですが、そこに日本の食材が運ばれています。

　翌月の２月１日にタスマニア島に行ってきました。タスマニア島はオーストラリアの東南にある北海道く

らいの島です。そこに行ってＮａｔｉｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　Ｗｏｒｋｓｈｏｐとい

う世界のウニを、世界的な議題を解決するための会議があり、世界中から研究者が２００人集まったなか、

日本人は僕だけでした。今のような話しを英語で伝えたところ、タスマニア島も深刻だということでした。

元々海藻が豊富にあった海域に全くない状況です。シドニー、メルボルンともに海藻をウニに食い尽くされ

てしまいました。世界の海藻の７割はオーストラリア周辺にあって９５％がウニに食い尽くされてしまいま

した。これは、ＵＮＩ　ｉｓ　ＵＮＩｖｅｒｓａｌ　Ａｇｅｎｄａだなということで僕は何とか解決したい

と思い、ビジョンとしては私たちが培ってきた北大とコンソーシアムと作ってきた研究でいわゆる再生養殖

事業で世界とつながって、そしてサステナブル（Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ）持続可能な水産業の未来を創っ

ていこうということで、商業高校を卒業した一生徒で、ただのおっさんが世界で戦えるわけです。何を言い

たいかというと、商業高校の国際経済科でしたが、ハワイにホームステイしました。大学の時に６ヶ月くら

いアメリカのシアトルに短期留学しました。３０歳の時に半年間、サンフランシスコに短期留学しました。

世界を見るということがものすごく大切だと今思っています。特に若いとき、特に幼少期、中学校、高校、

とにかく若ければ若いほど、世界を見るスピードがどんどん早ければ早いほどいいです。なぜなら、３０年

で日本の経済がどんどん下回ってしまったわけで、今子供たちが見る世界が１０年後、２０年後のビジョン

に変わっていきますが、私が高校、大学の時にアメリカ、ハワイで見た絵はまさにこういった人たちと仕事

をしたいという漠然とした思いでした。たまたまオーストラリア、ドバイに行きましたが、やはり若いとき

にいかに海外に出るかということが大切だと先生方に伝えたいと思っております。

　具体的にオーストラリアでどういうビジネスしてるかといえば、左側の小さなウニはショートスパインと

呼ばれ、美味しいです。右側のロングスパインと呼ばれるウニは、不味いです。僕の顔くらい大きいです。

タスマニア島で死ぬほど生殖しています。激不味です。実はウニは世界の水揚げ量の３位はオーストラリア

です。激不味のウニがほとんどなので９５％以上捨てられています。ビジネスにならないというのがオース

トラリアの判断でした。ただ私は、北大で研究員として研究して参りましたのでビジネスにできる確信があ

りました。だからメルボルンにＫＳＦ　Ａｕｓｔｒａｌｉａという会社を作りました。この１年間、事前調

査をおもいっきり行ってきました。そんな中でいまはベンチャー企業とタッグを組んでいます。彼はシンフォ

レストという会社のサブなんですが、サブは何をやっているかというと環境です。このカゲキノリという海

藻を東京ドーム１６ ,０００個分のタスマニア島周辺の海岸で養殖をしてここからオイルを抽出して、その

オイルを牛の餌に混ぜることで牛のゲップから出るメタンガスを９８％削減するというベンチャーを行って

います。そこからこのようなカスが出ます。上がオイルでこれを牛の餌に混ぜます。下にカスが出るので、

このカスを餌に変えてオーストラリアの短い針のウニに与えていくことで循環をつくっています。オースト

ラリアで生まれた海藻でオーストラリアの実入りの悪いウニを実入りを良くするということで、オーストラ

リアの循環ビジネスを今まさにスタートしました。右側のタツミ先生、彼はドクターですが大学１年生から

タスマニアに移住してタスマニア大のドクターまで取って、このベンチャー企業に就職してますがめちゃめ

ちゃ優秀です。彼も若いとき、高校の時にオーストラリアに留学して、いつかオーストラリアでビジネスが

したいと思っていたそうです。僕の事例と一緒です。早ければ早いほど世界で戦える日本人になると確信し

ています。

　４月にオーストラリアに会社を作ってメルボルン、タスマニア、シドニー、こういったところで拠点を構

えていくわけですが、今ヴィクトリア州、メルボルン大学、ニューサウスウェールズ州、タスマニア大、タ

スマニア州、様々な連携を作って、こういったダイバーさんとも連携を図りウニを捕獲していただいています。

左側のウニは美味しいです。右側のウニは不味いです。では、左側のウニは陸上養殖で２ヶ月の給餌で美味

しくして太らせて出荷しますが、養殖は皆さんあまり馴染みがないと思います。例えば、陸奥湾のホタテは

５０年前は行っていませんでした。ということは、養殖すれば市場も広がって食べる人も広がって、そして

地域で産業が創られていくということは潤っていくということになります。新たにビジネスを創るというこ

とは地域経済を潤していくことになります。養殖でどのように潤していくかというのを見ていきます。オレ

ンジのラインが天然の漁業です。そして、ブルーのライン、１９５０年からちょっと養殖をしています。ですが、

１９７０年から一気に養殖産業が拡がって特に日本だとむつのホタテとか三陸のわかめ、サーモン、カキ、

ホタテ、養殖産業で作れば食べる人が増えて需要が生まれていき、それが地域に根ざしたビジネスになって

いきます。さらにそこに雇用が生まれて、子供たちの受け皿になっていくということです。いかに０から１

を創るか、そして１から２、２から５、５から１０へと事業を拡大していけるかということが、地域経済へ

与えるインパクトがいかに大きいかということです。そのためには私たちが北大と連携協定を結んでますが、

これはタスマニア大です。タスマニア大のＩＭＡＳという、こういった研究所とも連携してオーストラリア

のウニに与えるための餌を開発しようとしています。また、これはメルボルン大です。メルボルン大は世界

ランキングでは東大より上です。メルボルン大の先生とも一緒に研究をしていて、私たちのファームが広大

な土地にあります。メルボルン大の先生と一緒に研究を行って、いかに美味しいウニを作るか、しかもオー

ストラリアの海藻を使った美味しいウニを作るか行っています。ということで、美味しいショートスパイン

は私たち日本人の誇りいわゆる和です。ユネスコの無形文化遺産に登録されるくらい私たち日本の文化は非

常に強いものだということで、ＭＡＤＥ　ＢＹ　ＪＡＰＡＮのオーストラリア産のウニを世界に出していこ

うということで養殖をスタートしています。ロングスパインは本当に信じられないくらい不味いです。皆さ

んもお寿司屋さんに行って、不味そうなウニは分かると思いますが、それより不味いです。本当にやばいく

らい不味くて、これをどうしようかとなったときに、僕は北大で８年間研究をしてきました。これが生きま

した。ウニは水産物で葉酸が最も豊富です。

　次はウナギです。ウナギは淡水魚ですけど女性、妊婦さんの場合は一日あたり４８０マイクログラムの葉

酸を摂取できることによって胎盤が強化されたり、子供が健康に育っていくためにはなければならないのが

葉酸と実はビタミンＡです。ビタミンＡも水産物で最も豊富です。これも僕は北大で研究してました。日本

だとウニというのは高級食材なのでサプリになるわけがないです。まさかオーストラリアで不味いウニがサ

プリになるなんて８年前には夢にも思ってなかったです。だから少しグローバルなビジョンを持ちつつ、目

の前のことを必死にやっていくことで磨かれていきます。それが５年後、１０年後に生きてくると感じました。

実際に妊活サプリメントグローバル市場は世界に３６００億円あります。今は中国の少子化、当然日本も少

子化、韓国も少子化です。アフリカはどんどん人口が増えていって葉酸がいくらあっても足りないそうです。

色々なマーケットが世界にあることを、僕はコツコツ学びの中で生み出していくことができました。これが

先週の１３日、オーストラリアの経済新聞、いわゆる日本経済新聞のオーストラリアバージョン、皆さんに

配っていますが、良かったら訳して読んでください。私がやろうとしていることがオーストラリアの経済に

ものすごくインパクトを創れるということを取り上げていただきました。こういった取り組みはＮＰＯも

やっていると先ほどお伝えしましたが、海の問題は普段、陸よりも機会は少ないと思っていました。洋野町

で開催されたウニサミットが今年の７月です。先月ウニサミットというのを開催させていただいて、今日の

ような話をすれば様々なシェフ、研究者、大学の先生、経営者、起業家、様々なステークホルダーの皆さん

が集まり徹底的に議論する場を洋野町に作って、こういった話を１対１で１００人くらいの場でウニサミッ

トを作って、当然オーストラリアからもゲスト呼んで、来年には鎌倉でもウニサミットを開催して全世界か

ら研究者を集めてやろうと思っています。僕はビジネスに挑戦してますが、私の息子は高校３年です。小さ

い方は５歳なんですが、なんのために仕事するかはこのためです。この次の世代を彼らがいい感じで継承し

てもらいたいなと思ってます。このままだとどんなアクションを起こしたとしても、僕は彼らが水産業に就

くことは絶対にないと思ってます。だから、先生方にぜひ一つお願いしたいのが、投資です。私たち、郵便

貯金とか生命保険などを使って貯蓄をしていますが、全部ノーです。僕は生命保険会社に４年勤めていたの

で分かりますが、アメリカは小学生から投資の勉強をしています。商業はまさにビジネスですから、いかに

投資をしてリターンを得られるかを学びの中に取り入れていくことで、少しずつグローバルな頭はできてい

くと思います。子供たちへの教育でこういうことを言っています。「お金は何に使いますか？投資をしよう」、

では投資を何にしようかと考えたときに何でもいいです。例えば、ウニを一個買いたいです。これも投資です。

ウニを一個食べることで海藻がそこに戻ってくるかもしれない。海藻が戻ってくることで二酸化炭素を吸収

するための海藻が増えて、私たちのカーボンニュートラルに寄与するかもしれない。これが投資です。必ず

しも投資をするというわけではなく、皆さんが、子供たちが持っているリソースを何に投資したら社会や地

域が豊かになるかということを子供たちに伝え続けています。これをやり続けていくことで、きっと彼らが

水産をやりたいと思ったときに一投資家として水産に投資してもいいような人材に１０年後、２０年後なっ

ているようにそれを祈りながら、願いながら、私はビジネスをして全ての事業を得たキャピタルゲインを彼

らに投資をしたいということで、今全国でオーストラリアと日本国内で事業をさせていただいております。

最後になりますが、私はたいした人間でもなく、八戸商業を出て良かったと思ってます。ただ一つのことを

集中してやり続けてきただけですので、ぜひ先生方に次の世代を担う子供たちの未来を託したいと思います。

最後、もう一つだけお伝えしたいのが、今の風張教育長、大谷真樹幹事と仲がいいです。先生方から直接言

えないことも伝えられる役目も果たせますので、今日大谷先生にはこの話を言ってきましたので、青森の教

育をどうにかしたいということを私経由でも大谷先生でも風張先生でも、もし何か青森県教育変えたいとい

うのがあれば私に伝えていただければ何かしら皆さんのお力になれると思い、この場に来させていただきま

した。ご清聴ありがとうございました。



　まずは映像をご覧ください。

　朝からムービーで申し訳ないですが、改めまして北三陸ファクトリーの下苧坪と申します。「皆さん、ウ

ニはお好きでしょうか？」、今日はウニの話をしますが、やばい話からしたいと思っています。２０１０年

に地元に帰ってきて会社を興す前は生命保険会社で仙台、東京、盛岡を起点に仕事をしていました。その前

は青森ダイハツの店にも行ってダイハツの軽トラとかミラとかムーブとか今となっては漁師さんと意気投合

して仲がいいですが、当時は漁師さんに「そろそろ替えた方いいんじゃないですか」と、騙しながら話てい

たことを思い出します。

　ここから、全国、世界に羽ばたいていこうと事業を１３年間必死にやってきました。１３年間必死にやっ

てきたからこそ、今の日本に対して正直ＮＯを突きつけたいと思っております。これが世界の最低賃金です。

ＯＥＣＤ、世界の先進諸国のなかで日本は最も低いです。これを見て皆さんどう思いますか。オーストラリア、

ドイツ、イギリス、フランス、アメリカのサンフランシスコに関しては最低賃金２ ,６００円です。１時間

仕事をしても、例えば商業高校を卒業した１９歳の子供が１時間仕事をしても９６０円しか貰えないです。

方やアメリカ人は２ ,７００円貰っています。買える物も違う、経験することの質も違う、安い物しか買え

ないということです。最後に初任給見ていきますが、スイス、アメリカ、ドイツ、オーストラリア、ノルウェー、

シンガポール、なんと韓国に負けています。日本は、２６２万です。大卒の手取りで、１５、１６万です。

何買えますかって話です。先にＯＥＣＤの話をお伝えしますが、ドイツ、カナダ、イギリス、フランス、イタリア、

日本が最低です。最も賃金が低い先進国に落ちてしまったということです。皆さん、どうでしょう。

　商業高校だと私も親に大学まで奨学金を手配していただいて奨学金は自分で返しましたが、ほとんどの学

生が奨学金で学校行って２３歳から就職をします。就職をしてから安い給料のなかから家賃を支払って、食

費を支払って、そして奨学金を返していく、そうなると僕ははっきりいって、現状、夢も希望もない国だと

僕は思います。さらに深掘りしていくと、各国の平均年収、これは子供たちだけじゃなくて全体の平均年収

です。日本最下位です。それから最低賃金も最下位です。さらに皆さん、ビックマック指数って分かりますか。

実は、２０００年いわゆる２０年前は、日本は高い国でした。例えば、中国、台湾、香港、タイ、各アジア

の地域から日本へ来て日本の物価が高く食べ物も高い、電気代それから電化製品、とにかく何でも高いとい

うのが海外から見た日本のイメージでした。しかしながら２０年たった今どうでしょう、ベトナムの次にビッ

クマックが安いです。さらにその下が、フィリピンです。ほぼフィリピンと一緒のビックマックの価格です。

戻りますが２６２万しか初任給が貰えないなかで、ビックマックが買えないということです。アメリカに行

くとビックマックが買えないということです。今僕はオーストラリアに住居を構えていますが、オーストラ

リアのビックマックのセット２０ドルです、２,０００円です。ランチで最低２,０００円ですから、それが

日本だと今単品で３９０円です。とにかく安い物しか買えない日本になっています。ここがすごくポイントで、

ビックマックが安いということは商品の質を考えてみてください。牛肉、チーズ、安い物を私たちが買って

います。安い物しかマクドナルドに払えないということは、畜産農家にも安いお金しか回らないのです。小麦、

野菜を作る生産者、農家さんの収入も、ピクルス、レタスなども最低のランクの物しか日本に入ってきてな

いということです。添加物たっぷりな日本のビックマックです。オーストラリアのビックマック、めちゃく

ちゃクオリティ高いです。ここがポイントで、従業員の給料、当然日本のマクドナルドで働く従業員の給料は、

安い物しか私たちが買えないから安い給料しか払えないです。さらに購入者の生活基準、２６２万円の初任

給ですから、安い物しか買えないような年収しか貰っていないということです。各国の平均年収、アメリカ

は７３０万円です。日本は４０８万円です。オランダ、オーストラリア、ベルギー、韓国ということで上げ

ていくための努力をどうやっていくかを子供たちに教えていかなければならないのです。日本の農林水産物、

食品を世界で一番輸入している国は香港です。香港はほぼ中国化していて、香港から隣国の中国の深圳から

どんどん輸出されています。香港が日本からの輸出のもっとも大きい国です。

　「皆さんお寿司大好きですか？」、「このお寿司はどこのお寿司か分かりますか？」、スシローです。八戸市

のスシローは全国でも売上トップ５に入ります。海外の話をさせていただくと、香港にもスシローが１５店

舗あります。世界各国にスシローは１００店舗あるのですが、弊社のウニは岩手県全域から購入していますが、

スシローにも卸しています。比べてみますと、天然インド鮪中トロは日本だと１貫１９０円です。香港だと

３１８円ですから何％高いでしょうか。先ほどのマックと全く一緒です。ただ、スシローに関しては高品質、

低価格というのを売りにしてますので、品質はそんなに変わらないですが、スシローに入る利益率は香港の

方が高いです。香港でビジネスした方がいいです。日本人に食べてもらわなくてもいいです、というように

全ての業界が日本から離れていきます。安い物しか買えない日本、本当にこれは大きな問題だと感じています。

　オーストラリアは世界で一番日本人がワーキングホリデーで３１歳までの若者が出稼ぎに行っています。

２０２３年４月までの１年でワーキングホリデーのビザでの渡航者が３倍ぐらいです、なぜでしょうか。先

ほどの話しに戻りますが、オーストラリアはとても綺麗で治安も良く、食べる物も美味しいです。物価は高

いですが、給料もとても高いです。貰える給料が多ければ投資できる金額、使える金額、好きな物を買える

自由なお金が沢山あります。その中で色んな選択肢が生まれると思いますが、月１５万、１８万しか手取り

がないなかで、奨学金を払いながらどうやってそのような選択肢を作っていくか非常に難しいと感じていま

す。弊社も大卒の新卒者、宮崎大、東海大の奨学金を払っている若者を４人くらい雇用していますが、給料

上げてくださいと言われます。なぜ、オーストラリアにワーキングホリデーをしたのか多くの人に聞きま

した。「３０年賃金が上がっていない日本では稼げない」、「国に期待してもだめだ」、自分の力で生きていく

しかないと思っている若い人が非常に増えています。そして、円安が起きるとどうなるかということですが、

同じチケットを倍出さないと買えないということで簡単に旅行も行けない時代になっています。円安により、

円の価値が下がってしまう、これはしばらく続くだろうと言われています。将来「日本だけで働く」ことに

危機感を感じているから、すごく分かります。アメリカ、オーストラリア、イギリスなどの同じ先進諸国でも、

方や時給９００円、方や時給３ ,０００円近く貰っています。日本が先進国だと思っているのは現在５０歳

以上の方々ぐらいです。おそらくバブルの時代を経験された方々は、未だに先進国だと思っていますけど、

日本は底辺です。最低の国にまで落ちてしまったことを今日は強くお伝えしたいのですが、一方で日本は素

晴らしい国です。水道水がそのまま飲める国、アメリカもオーストラリアも飲めるエリアはあるのですが、

例えば塩素がとても入っていたり、タイもそうですが飲み続けると、発がん性を有したものを摂取し続ける

ということで、安心して水が飲める国は世界で９カ国しかないです。その中でアジアは唯一日本だけです。

素晴らしいことももちろん沢山あります。食も人も治安も何もかも素晴らしい日本ですが、経済が圧倒的に

落ちてしまったことで、今日は先生方と一緒に次の世代を担う子供たちがどうやって次の世代の経済を作っ

ていけるかということを私の事例をもとに伝えていければと思っています。

　私は、今グローバルに展開しています。１９８０年、旧種市町で生まれました。母親は宮城県の古川市

出身で、父親は種市町出身で八戸市で出産しました。いまだに八戸市に住居を構えて長い間八戸市に住んで

います。今まで生まれ育った地域を発信し続けてきましたが、グローバルに世界に伸びるためにしたいと思っ

て事業をさせていただいています。Ｒｅｇｅｎｅｒａｔｉｖｅというのが再生型の水産業というのを意味し

ています。２０１０年、創業当時は天然わかめを生産者のところに行って直接買い付けて、自分で加工をし

て１人で全国の百貨店を回って１人で事業を始めました。２０１０年から２０１６年までひたすら１人で

行っていました。パートを２人雇っていました。ＫＩＴＡ　ＳＡＮＲＩＫＵ　ＦＡＣＴＯＲＹという会社を

ひろの屋の１００％子会社として２０１８年に創業して今オーストラリアにも今年４月に会社を作り、子供

たちの教育、いわゆる海洋教育を主体とした次世代の育成を今行っています。具体的には、水産高校として

は氷見高校とか洋野町にある種市高校とか色々な子供たちに次の水産を背負ってもらいたい思いからＮＰＯ

を立ち上げて子供たちの教育を行っています。

　冒頭にウニの動画をみていただいてウニを提供できなくて申し訳なかったですが、洋野町には世界で唯一

が存在します。それが海牧場です。全長１８キロ、沖２００メートルに渡って存在する海牧場という呼ばれ

る漁場があって、約１００人の漁師さんたちが海牧場を活用した海産業を行っており、本州水揚げ１位となっ

ています。私が始めたのが、２０１０年に創業して２０１６年に取りかかりました。

　「漁業権や入札権はご存じですか？」、水産業というのは、かなり高齢化が進んでいます。組合長の平均年

齢が７５歳です。イニシアティブをとっているのがお爺ちゃんです。僕らがイノベーションを起こしたい、

新しい事業を作りたいということをお爺ちゃんたちに交渉してもなかなか受け入れてもらえないのです。お

爺ちゃんが作る政治や水産業に未来があるか、僕はそれをぶち壊したいのです。そのような人たちの意識を

この１３年変えまくってきました。今では好きなことをやらせてもらっていますが、１３年前は漁業権や入

札権をとることができませんでした。それを約７年かけてウニの入札権を岩手県で約１６年ぶりに新規取得

をすることができました。それくらい新しい人を受け入れない、そんなビジネスが高級食材なのです。例えば、

青森県のホタテも新規参入できないです。岩手県のアワビも新規参入できないです。サケの漁、これも新規

参入できないですが、新規参入できない事業ほどイノベーションが広いです。場合によって先生方の教育の

部分も変わりつつあると思いますが、新しい風が入らないとその業界は変わらないです。イノベーションと

いうのは、これまであったものとこれまであったものを足して新しいものを創ることです。先進的なフード

テックやフィンテックなどの先進的なことをやることだけがイノベーションではなく、これまであった既存

のものを組み合わせて新しい物を創っていく、まさに新しい風を入れていくことが僕たちにとってイノベー

ションだと思っておりますので、このウニにイノベーションをこれまで約８年与え続けてきました。どういっ

たイノベーションを創ってきたかというと、全国の海産業で１位が北海道、岩手県が２位、青森県が３位です。

青森県でいうと下北、八戸もありますが第３位です。市町村別で見てみると、ウニの漁獲量の全国ランキン

グとしては１位は函館、２位が礼文町、３位が根室、４位が利尻です。５位が岩手県洋野町。僕が生まれ育っ

た地域です。

　ちょっと余談ですが、ｃａｒｂｏｎ　ｎｅｕｔｒａｌｉｔｙの話です。先生方も何か取り組んでいますか。

３０年前の中学２年の頃、父の会社が倒産しました。それまでＢＭＷやクルーザーが有りととても裕福な生

活をさせていただきました。父も水産業を行っていましたが、曾祖父、祖父、父の３代で潰れてしまいました。

小遣いすらもらえませんでした。弟が２人いて、弟を連れて海に潜り、何を行ったかというと密漁です。大

量の海藻をかき分けてウニやアワビにたどり着いて、それらをキャンプなどに来ていた人たちに売って小遣

いを稼いでいました。それは漁師さんたちが結構許していました。３０年前と同じ場所には現在海藻はゼロ

です。

　皆さん、ブルーカーボンは聞いたことがありますか。ブルーは海、グリーンは森林です。森林に関しては

グリーンカーボンと言われますので、森林いわゆる植物が水を吸収して太陽から光合成をすることで成長し

ます。二酸化炭素を吸収してくれますが、実は海の中の二酸化炭素の吸収源があります。地球の７割は海です。

３割が陸ですから、実は海の中の海藻は海中に溶け出したＣＯ２を吸収してくれる非常に大きな役割を果た

しています。そして、海藻が枯れた後も海底に蓄積して炭素を貯留することで、温室効果ガスが空気中に溶

け出すのを防いでくれる役割を果たしています。それが海藻です。すごくありがたい存在です。私たちも生

活の中でスーパーに行くと、わかめやめかぶを皆さん食べます。それはブルーカーボンには入りません。な

ぜなら空気中に揚げられて私たちが食べることで、一度二酸化炭素が吸収された海藻から弾けてしまいます。

私たちが言っているブルーカーボンは、この海底に切れて貯留した海藻のことをブルーカーボンと呼んでい

ます。２０２２年の実績だと日本最大級の海藻を有しているエリアです。昨年、全国のブルーカーボン、二

酸化炭素を吸収してくれる海藻の量は３,７３３トンのうち３,１０６トンの約８割は洋野町が吸収してくれ

るということで日本最大級のブルーカーボン造成エリアにもなっており、かなり注目を浴びています。弊社

の工場は動画で見ていただきましたが、国際規格を有していますので何時でも、どの国にも輸出できます。

　ウニを始めて７年ですが、当時はまだ７０歳代だった高齢のお母様方が徐々に辞めていきました。ウニを

始めた７年前４０人近くいたお婆ちゃんたちが今２０人くらいまで急激に減ってしまい、若手を育てていま

す。若い力が日本の国力としてどんどん失われていっていることをすごく感じています。若手の育成、高卒

の採用に力を入れています。

　お婆ちゃんたちが作ってくれる最高品質のウニを商品のブランディングやマーケティングで全国に販売し

ております。商品としては、殻付きウニや塩水ウニとか生だけではなくて冷凍のウニやウニバターというの

が農林水産大臣賞をいただきました。農林水産祭りというのが年１回皇居で行われ、天皇陛下に２回献上し

ています。天皇陛下が食べたかは分かりませんが、一応天皇陛下には献上させていただきました。

　一度海の話はおいておき、２０１３年１２月に実は日本の食品に大きなインパクトがありました。和食が

ユネスコの無形文化遺産に登録されました。何が登録されたか、皆さんご存じですか。実は日本は自然を尊

ぶという日本人の気質に基づいた食に関する習わしというのは、日本古来の伝統的な食文化いわゆる普段僕

たちが食べている物は、まさに自然の尊重という日本人の精神を体現した食に関する社会的慣習ということ

です。これがユネスコの無形文化遺産に登録された内容です。日本人は古来の米も食べ、日本の食は深いです。

海藻だったり、納豆だったりしかも体に良くて、ストレスを軽減したりだったり、子供たちも肉食も増えて

いますが、伝統的な日本食が世界でもトップオブトップと認定を受けました。

　震災の翌年、ある一枚の写真を見つけました。ユネスコの無形文化遺産に登録されたのと紐付いているの

かと思いましたが、これは１９５０年の写真です。真ん中の背の高い男性が僕の祖父ですが、東日本大震災

の翌年に祖父とめちゃくちゃになった祖父の家を掃除していたときにこの写真が出てきました。１９５０年

の時点で創立６０年だったということも初めて知りました。アワビを三陸、岩手県から香港にもっとも輸出

していたということで、当時私の曾祖父は船で横浜から香港に渡ってアワビを現地の商人と取引していたそ

うです。香港のドルに替えて、それを日銀に持って行き換金してトラックで東京から岩手県に帰ってきて一

年分の配当をしていたと聞きました。これがまさに僕のＤＮＡだと思いました。当時なにもない時代にパイ

オニアとして香港に渡る行動力、地域を背負っているそのような曾祖父の思いを感じながら行っています。

　この写真は三陸ですが、三陸はいま危機的状況を迎えています。八戸もイカ、サバが獲れないです。サン

マも揚がらないということでなぜ揚がらないかというと黒潮（日本海流）、暖かい潮がどんどん上に上がっ

ています。親潮、冷たい潮、千島海流というのが北海道のオホーツク海の方から流れて来ますが、潮目がど

んどん上に上がっています。北海道の道東、襟裳岬まで上がって来て普段北海道では絶対に獲れないブリや

フグが大量に獲れるということになっています。さらに私の曾祖父の時代、１９５０年２ ,０００トンの水

揚げだったそうです。これが岩手県だけを見ても今年は１００トンにも満たないということで、日本の水産

が本当に危機的状況を迎えています。これは干しアワビです。これを香港に輸出するのですが、本当に危機

的状況を迎えています。

　今日は皆さんにウニを食べていただけないのがとても残念ですが、ぜひオンラインで買って自宅で食べて

欲しいと思います。では、ウニの話をさせてください。ウニの深い話をもう１度させていただきます。実は

皆さんが普段食べているホッケやイクラ、数の子、たらこ、ウニはロシアから輸入されている物が殆どです。

今ロシア、ウクライナ問題で日本というのはほぼほぼ水産物以外は禁輸しています。北方四島と日本の関係

は深すぎて、商売ですがやらないといけないのが水産です。ロシアからの水産物輸入額は過去最高になって

います。これまではヨーロッパ、アメリカ、アジア諸国にロシアからウクライナ戦争の前までは輸出されて

いたが、ほぼどの国も今は禁輸になっています。日本だけが北方領土の関係で水産物が多く入ってきています。

そうなると日本の相場は下がってしまいます。ウニも下がってしまいます。なぜなら、豊洲市場にロシア産

のウニが溢れてしまって我々のようなこだわりをもった水産物が仮に市場に行ったとして１パックあたりロ

シア産のウニが５００円です。うちは２ ,５００円で売っています。そうすると、安い国日本だとロシア産

のウニを買ってしまいます。それをなんとか阻止したい。生産者を守りたいという意味でトレーサビリティ、

いわゆる何時、誰がどこで獲ったか分かる仕組みを自社で経済産業省の事業で行わせていただいております。

ＱＲコードを読み込むと何時どこで誰が獲ったか分かるということを生産者を守るために行っています。こ

れまで豊洲市場、当時築地ですが、百貨店、スーパーマーケット、ミシュランのレストラン、寿司屋さんに

64

直接営業をしてまいりました。東京の紀尾井町に福田家さんというお店があるのですが、産地の味を使って

お客様に提供する創業８０年のミシュラン二つ星です。ここにも弊社のウニが入っており、定期的にお客様

に食べていただくということを行っております。ミシュラン２つ星で客単価がお酒別で５万円ですけが、こ

ういったところに洋野町で獲れたホヤやウニ、ホタテを入れて洋野町のウニの魅力をミシュランのレストラ

ンのお客様に発信していただきたいということで、国内のみならず世界を回らせていただいて、前例のない

仕事のためゼロから道を作って拡げて参りました。

　ここからは少し暗い話をしたい訳ではないのですが、漁師さんは担い手もいない、資源も管理されていない、

産地偽装もあり、漁価も安い、魚食離れ、コンビニ等で切れた焼き魚を売っていて家のガスを使ってサケや

銀ダラを焼くことも、もしかしたら相当減っているのかとも感じています。当然地球温暖化によって色んな

問題があり、ＤＸもすごく遅れていて生産性が低いというのも当然あります。一番の問題は僕が３０年前密

漁していた時代、海藻がありましたが同じ場所に海藻がないことです。海藻がないということは、ブルーカー

ボン、二酸化炭素を吸収するための海藻がないということだけではなく、実は小魚が隠れたり、親魚が海藻

に卵を産んだり、いわゆる沿岸漁業の魚の水揚げも減っていきます。写真のようにウニが食べる物もないです。

ウニはＳｅａ　Ｕｒｃｈｉｎですが、海のギャングという意味です。だからなんでも食べるので、当然この

ようなところにいるウニは実が悪いです。ウニは先ほどミシュランの資料を見ていただいたとおり、人を幸

せにするものだと私は思っていましたが、実はこういうウニは人を不幸にしてしまいます。これを私がウニ

を始めた当時、２０１６年からずっとどうにかしたいと思い、洋野町は良かったのですが、そのほかのエリ

アのウニをなんとかしたいと思い、北海道大学に通い始めました。水産学部に研究者として受け入れていた

だいて８年間ウニの研究開発、地球温暖化、色んな研究開発を水産学部と一緒にやらせていただきました。

全く実入りが悪いウニの餌を開発して、ウニは木とかプラスチックを何でも食べてしまいますから、籠なん

かも食べてしまいます。ウニが食べないような籠を開発して全て特許をおさえて北海道から沖縄にかけて、

全く実が入っていないウニに餌を与えて太らせるという仕組みを作りました。この写真は北海道の八雲町の

若手の漁師の皆さんに行っていただいてますが、一緒になって生産者の収入を増やしていこう、そして海の

中の海藻を増やしていくためにウニを駆除して、駆除されたウニを捨てるではなくて餌を与えて太らせるこ

とで２ヶ月の給餌期間で１００倍の価値を生み出す、そんな事業を洋野町の天然のウニとは別に全国で展開

をさせていただいております。左側のウニは水揚げすると１個あたり５円かけて廃棄するだけですが、２ヶ

月の給餌期間で皆さんが大好きなウニに生まれ変わります。長い間放置された磯焼けしてる海域に放置され

たウニはほとんどが公害です。１０年、２０年、３０年たっているのですがそういった公害ウニというのは

昆布やわかめを食べても二度と実入りも良くならない、色も改善しないという研究データも出ました。そこ

を全て改善できる餌を私達と北海道大学とコンソーシアムを含めたチームで開発して、こういった取り組み

を日本全国のベンチャー企業のピッチコンテストで総なめしてきました。今日、皆さんには大分柔らかくお

伝えしていますが、もっとスピーディーに７分のプレゼンの時間で伝えなくてはいけないＩＣＣという日本

で一番大きなピッチコンテストです。来月京都に行って審査員をしてきます。これは東北で行われたソーシャ

ルインパクトアクサレータプログラムという言いますが、右側の写真の真ん中の方、竹内先生はハーバード

大学の教授です。こういった方が審査員ですから、とにかく海の中というのは先生方もそうかもしれませんが、

普段考えることはないです。よって私たちは啓蒙活動をすることで、少しでも海の中のことに関して触れて

いただくことで日本のローカルから世界の海を豊かにできるということで、私は事業をさせていただいてお

ります。

　日本ではなく、世界の水産はでどうなっているかというと、上からアフリカ、次にアメリカ、アジア、オ

セアニア、そしてヨーロッパと世界の水産はすごい成長産業です。でも、日本だけが衰退産業になっています。

さきほど様々な問題を皆さんと共有しました。漁師の皆さんは収入が低い、どんなに頑張っても評価が上が

らない、子供に継がせる事ができない、そして廃業を待つだけです。未来が全く見えない中でも僕は諦めて

はいないです。世界のウニを皆さんと勉強させていただくと、世界には２０数種類の食用ウニがあります。

オーストラリアにも２種類食べられるウニがあります。

　まずはドバイからです。今年１月にドバイに行ってきました。左側はドバイの王族で、総資産１兆円の方

もいます。半端ではない金持ちですが、左から２番目はパキスタンの格好の僕です。ドバイの王族達と商談

をしてきました。日本のウニを食べていただいて皆さん欲しいと言っていて、プロモーションの前日にドバ

イの市場に行ってきました。そしたら、アラビア湾で獲れるウニですが、全く実が入っていませんでした。

私たち日本と同じ課題をＵＡＥでも抱えています。アラビア湾は横にすごく長いのですが、死ぬほどウニが

います。そこで私たちの技術が転用できると思い彼らに相談したところ、やろうということで、ゆくゆくは

ドバイでも日本食を行っていきます。今ウニは現地では食べられないため、洋野町からウニを輸出しています。

客単価２０万円の超高級レストランですが、そこに日本の食材が運ばれています。

　翌月の２月１日にタスマニア島に行ってきました。タスマニア島はオーストラリアの東南にある北海道く

らいの島です。そこに行ってＮａｔｉｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　Ｗｏｒｋｓｈｏｐとい

う世界のウニを、世界的な議題を解決するための会議があり、世界中から研究者が２００人集まったなか、

日本人は僕だけでした。今のような話しを英語で伝えたところ、タスマニア島も深刻だということでした。

元々海藻が豊富にあった海域に全くない状況です。シドニー、メルボルンともに海藻をウニに食い尽くされ

てしまいました。世界の海藻の７割はオーストラリア周辺にあって９５％がウニに食い尽くされてしまいま

した。これは、ＵＮＩ　ｉｓ　ＵＮＩｖｅｒｓａｌ　Ａｇｅｎｄａだなということで僕は何とか解決したい

と思い、ビジョンとしては私たちが培ってきた北大とコンソーシアムと作ってきた研究でいわゆる再生養殖

事業で世界とつながって、そしてサステナブル（Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ）持続可能な水産業の未来を創っ

ていこうということで、商業高校を卒業した一生徒で、ただのおっさんが世界で戦えるわけです。何を言い

たいかというと、商業高校の国際経済科でしたが、ハワイにホームステイしました。大学の時に６ヶ月くら

いアメリカのシアトルに短期留学しました。３０歳の時に半年間、サンフランシスコに短期留学しました。

世界を見るということがものすごく大切だと今思っています。特に若いとき、特に幼少期、中学校、高校、

とにかく若ければ若いほど、世界を見るスピードがどんどん早ければ早いほどいいです。なぜなら、３０年

で日本の経済がどんどん下回ってしまったわけで、今子供たちが見る世界が１０年後、２０年後のビジョン

に変わっていきますが、私が高校、大学の時にアメリカ、ハワイで見た絵はまさにこういった人たちと仕事

をしたいという漠然とした思いでした。たまたまオーストラリア、ドバイに行きましたが、やはり若いとき

にいかに海外に出るかということが大切だと先生方に伝えたいと思っております。

　具体的にオーストラリアでどういうビジネスしてるかといえば、左側の小さなウニはショートスパインと

呼ばれ、美味しいです。右側のロングスパインと呼ばれるウニは、不味いです。僕の顔くらい大きいです。

タスマニア島で死ぬほど生殖しています。激不味です。実はウニは世界の水揚げ量の３位はオーストラリア

です。激不味のウニがほとんどなので９５％以上捨てられています。ビジネスにならないというのがオース

トラリアの判断でした。ただ私は、北大で研究員として研究して参りましたのでビジネスにできる確信があ

りました。だからメルボルンにＫＳＦ　Ａｕｓｔｒａｌｉａという会社を作りました。この１年間、事前調

査をおもいっきり行ってきました。そんな中でいまはベンチャー企業とタッグを組んでいます。彼はシンフォ

レストという会社のサブなんですが、サブは何をやっているかというと環境です。このカゲキノリという海

藻を東京ドーム１６ ,０００個分のタスマニア島周辺の海岸で養殖をしてここからオイルを抽出して、その

オイルを牛の餌に混ぜることで牛のゲップから出るメタンガスを９８％削減するというベンチャーを行って

います。そこからこのようなカスが出ます。上がオイルでこれを牛の餌に混ぜます。下にカスが出るので、

このカスを餌に変えてオーストラリアの短い針のウニに与えていくことで循環をつくっています。オースト

ラリアで生まれた海藻でオーストラリアの実入りの悪いウニを実入りを良くするということで、オーストラ

リアの循環ビジネスを今まさにスタートしました。右側のタツミ先生、彼はドクターですが大学１年生から

タスマニアに移住してタスマニア大のドクターまで取って、このベンチャー企業に就職してますがめちゃめ

ちゃ優秀です。彼も若いとき、高校の時にオーストラリアに留学して、いつかオーストラリアでビジネスが

したいと思っていたそうです。僕の事例と一緒です。早ければ早いほど世界で戦える日本人になると確信し

ています。

　４月にオーストラリアに会社を作ってメルボルン、タスマニア、シドニー、こういったところで拠点を構

えていくわけですが、今ヴィクトリア州、メルボルン大学、ニューサウスウェールズ州、タスマニア大、タ

スマニア州、様々な連携を作って、こういったダイバーさんとも連携を図りウニを捕獲していただいています。

左側のウニは美味しいです。右側のウニは不味いです。では、左側のウニは陸上養殖で２ヶ月の給餌で美味

しくして太らせて出荷しますが、養殖は皆さんあまり馴染みがないと思います。例えば、陸奥湾のホタテは

５０年前は行っていませんでした。ということは、養殖すれば市場も広がって食べる人も広がって、そして

地域で産業が創られていくということは潤っていくということになります。新たにビジネスを創るというこ

とは地域経済を潤していくことになります。養殖でどのように潤していくかというのを見ていきます。オレ

ンジのラインが天然の漁業です。そして、ブルーのライン、１９５０年からちょっと養殖をしています。ですが、

１９７０年から一気に養殖産業が拡がって特に日本だとむつのホタテとか三陸のわかめ、サーモン、カキ、

ホタテ、養殖産業で作れば食べる人が増えて需要が生まれていき、それが地域に根ざしたビジネスになって

いきます。さらにそこに雇用が生まれて、子供たちの受け皿になっていくということです。いかに０から１

を創るか、そして１から２、２から５、５から１０へと事業を拡大していけるかということが、地域経済へ

与えるインパクトがいかに大きいかということです。そのためには私たちが北大と連携協定を結んでますが、

これはタスマニア大です。タスマニア大のＩＭＡＳという、こういった研究所とも連携してオーストラリア

のウニに与えるための餌を開発しようとしています。また、これはメルボルン大です。メルボルン大は世界

ランキングでは東大より上です。メルボルン大の先生とも一緒に研究をしていて、私たちのファームが広大

な土地にあります。メルボルン大の先生と一緒に研究を行って、いかに美味しいウニを作るか、しかもオー

ストラリアの海藻を使った美味しいウニを作るか行っています。ということで、美味しいショートスパイン

は私たち日本人の誇りいわゆる和です。ユネスコの無形文化遺産に登録されるくらい私たち日本の文化は非

常に強いものだということで、ＭＡＤＥ　ＢＹ　ＪＡＰＡＮのオーストラリア産のウニを世界に出していこ

うということで養殖をスタートしています。ロングスパインは本当に信じられないくらい不味いです。皆さ

んもお寿司屋さんに行って、不味そうなウニは分かると思いますが、それより不味いです。本当にやばいく

らい不味くて、これをどうしようかとなったときに、僕は北大で８年間研究をしてきました。これが生きま

した。ウニは水産物で葉酸が最も豊富です。

　次はウナギです。ウナギは淡水魚ですけど女性、妊婦さんの場合は一日あたり４８０マイクログラムの葉

酸を摂取できることによって胎盤が強化されたり、子供が健康に育っていくためにはなければならないのが

葉酸と実はビタミンＡです。ビタミンＡも水産物で最も豊富です。これも僕は北大で研究してました。日本

だとウニというのは高級食材なのでサプリになるわけがないです。まさかオーストラリアで不味いウニがサ

プリになるなんて８年前には夢にも思ってなかったです。だから少しグローバルなビジョンを持ちつつ、目

の前のことを必死にやっていくことで磨かれていきます。それが５年後、１０年後に生きてくると感じました。

実際に妊活サプリメントグローバル市場は世界に３６００億円あります。今は中国の少子化、当然日本も少

子化、韓国も少子化です。アフリカはどんどん人口が増えていって葉酸がいくらあっても足りないそうです。

色々なマーケットが世界にあることを、僕はコツコツ学びの中で生み出していくことができました。これが

先週の１３日、オーストラリアの経済新聞、いわゆる日本経済新聞のオーストラリアバージョン、皆さんに

配っていますが、良かったら訳して読んでください。私がやろうとしていることがオーストラリアの経済に

ものすごくインパクトを創れるということを取り上げていただきました。こういった取り組みはＮＰＯも

やっていると先ほどお伝えしましたが、海の問題は普段、陸よりも機会は少ないと思っていました。洋野町

で開催されたウニサミットが今年の７月です。先月ウニサミットというのを開催させていただいて、今日の

ような話をすれば様々なシェフ、研究者、大学の先生、経営者、起業家、様々なステークホルダーの皆さん

が集まり徹底的に議論する場を洋野町に作って、こういった話を１対１で１００人くらいの場でウニサミッ

トを作って、当然オーストラリアからもゲスト呼んで、来年には鎌倉でもウニサミットを開催して全世界か

ら研究者を集めてやろうと思っています。僕はビジネスに挑戦してますが、私の息子は高校３年です。小さ

い方は５歳なんですが、なんのために仕事するかはこのためです。この次の世代を彼らがいい感じで継承し

てもらいたいなと思ってます。このままだとどんなアクションを起こしたとしても、僕は彼らが水産業に就

くことは絶対にないと思ってます。だから、先生方にぜひ一つお願いしたいのが、投資です。私たち、郵便

貯金とか生命保険などを使って貯蓄をしていますが、全部ノーです。僕は生命保険会社に４年勤めていたの

で分かりますが、アメリカは小学生から投資の勉強をしています。商業はまさにビジネスですから、いかに

投資をしてリターンを得られるかを学びの中に取り入れていくことで、少しずつグローバルな頭はできてい

くと思います。子供たちへの教育でこういうことを言っています。「お金は何に使いますか？投資をしよう」、

では投資を何にしようかと考えたときに何でもいいです。例えば、ウニを一個買いたいです。これも投資です。

ウニを一個食べることで海藻がそこに戻ってくるかもしれない。海藻が戻ってくることで二酸化炭素を吸収

するための海藻が増えて、私たちのカーボンニュートラルに寄与するかもしれない。これが投資です。必ず

しも投資をするというわけではなく、皆さんが、子供たちが持っているリソースを何に投資したら社会や地

域が豊かになるかということを子供たちに伝え続けています。これをやり続けていくことで、きっと彼らが

水産をやりたいと思ったときに一投資家として水産に投資してもいいような人材に１０年後、２０年後なっ

ているようにそれを祈りながら、願いながら、私はビジネスをして全ての事業を得たキャピタルゲインを彼

らに投資をしたいということで、今全国でオーストラリアと日本国内で事業をさせていただいております。

最後になりますが、私はたいした人間でもなく、八戸商業を出て良かったと思ってます。ただ一つのことを

集中してやり続けてきただけですので、ぜひ先生方に次の世代を担う子供たちの未来を託したいと思います。

最後、もう一つだけお伝えしたいのが、今の風張教育長、大谷真樹幹事と仲がいいです。先生方から直接言

えないことも伝えられる役目も果たせますので、今日大谷先生にはこの話を言ってきましたので、青森の教

育をどうにかしたいということを私経由でも大谷先生でも風張先生でも、もし何か青森県教育変えたいとい

うのがあれば私に伝えていただければ何かしら皆さんのお力になれると思い、この場に来させていただきま

した。ご清聴ありがとうございました。



研 究 委 員 会 報 告

令和５年度　マーケティング・マネジメント分野研究委員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局当番校　青森県立八戸商業高等学校

１　第１回マーケティング・マネジメント分野専門委員会

　　日　時　令和５年４月２７日（木）１３：００～１５：３０

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第３研修室）

　　参加者　鈴木有紀（青森商業）、長谷川善弘・西舘大輔（弘前実業）　

　　　　　　秋田健二（三沢商業）、鍋倉哲章（七戸）、向谷地史拓（大湊）

　　　　　　野宮大嗣（五所川原商業）

　　　　　　小出健太郎・下田幸大・岩間由香子・鈴木　瞳（八戸商業）　　　　　　　　　　　計１１名

　　内　容（１）令和５年度年間計画について

　　　　　（２）令和５年度の研修会について

　　　　　（３）令和５年度高教研・東北商研の発表について

　　　　　（４）その他

２　第２回マーケティング・マネジメント分野専門委員会

　　日　時　令和５年６月２９日（木）１３：００～１５：３０

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第３研修室）

　　参加者　中村　至（三沢商業教頭）

　　　　　　鈴木有紀（青森商業）、長谷川善弘・西舘大輔（弘前実業）　

　　　　　　秋田健二・浅水伸之（三沢商業）、鍋倉哲章（七戸）、向谷地史拓（大湊）

　　　　　　小出健太郎・下田幸大・岩間由香子・鈴木　瞳（八戸商業）　　　　　　　　　　　計１２名

　　内　容（１）令和５年度高教研・東北商研の発表について

　　　　　（２）令和５年度教員対象研修会について

　　　　　（３）令和５年度高教研分科会について

　　　　　（４）その他

３　第３回マーケティング・マネジメント分野専門委員会

　　日　時　令和５年９月２６日（火）１０：００～１２：００

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第６研修室）

　　参加者　鈴木有紀（青森商業）、長谷川善弘（弘前実業）

　　　　　　秋田健二・浅水伸之（三沢商業）、鍋倉哲章（七戸）、向谷地史拓（大湊）

　　　　　　小出健太郎・下田幸大・岩間由香子・鈴木　瞳（八戸商業）　　　　　　　　　　　計１０名

　　内　容（１）令和５年度高教研分科会運営について（総括）

　　　　　（２）令和５年度東北商研分科会について（総括）

　　　　　（３）令和５年度教員対象研修会について

　　　　　（４）その他

４　令和５年度　教員対象研修会「起業家による講演会及び座談会」

　　日　時　令和５年９月２６日（水）１３：００～１５：００

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第６研修室）

　　参加者　１７名（うち専門委員８名）

　　　　　　鈴木有紀・飯田奈緒子・今　成哲・榊　晃太（青森商業）

　　　　　　長谷川善弘・須藤典子（弘前実業）、志田直樹・秋田健二・浅水伸之（三沢商業）

　　　　　　鍋倉哲章（七戸）、向谷地史拓・工藤勝平（大湊）布施正太郎（大間）

　　　　　　小出健太郎・下田幸大・岩間由香子・鈴木　瞳（八戸商業）　　　　　　　　　　　計１７名

　　演　題　「地域ビジネスにチャレンジ」

　　　　　　　　～道の駅ビジネスの事例～

　　講　師　株式会社Ａ－ＷＯＲＬＤ

　　　　　　　　　　代表取締役　　古　里　宣　光　氏　　

５　第４回マーケティング・マネジメント分野専門委員会

　　日　時　令和５年１１月３０日（木）１３：００～１５：３０

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第６研修室）

　　参加者　中村　至（三沢商業教頭）

　　　　　　鈴木有紀（青森商業）、長谷川善弘（弘前実業）

　　　　　　秋田健二・浅水伸之（三沢商業）、鍋倉哲章（七戸）、向谷地史拓（大湊）

　　　　　　小出健太郎・下田幸大・岩間由香子（八戸商業）　　　　　　　　　　　　　　　　計１０名

　　内　容（１）令和８年度高教研・東北商研の発表について

　　　　　（２）令和５年度の活動について（総括）

　　　　　（３）令和６年度の活動について（計画）

　　　　　（４）令和６年度の研修会について（計画）

　　　　　（５）その他

【総　括】

　今年度は、専門委員会４回と教員対象研修会を１回実施した。県高教研および東北商研での発表が割り当

たっていることもあり、第２回の専門委員会までは発表者である長谷川善弘先生と西舘大輔先生を中心に、

主にその発表に向けての準備、確認作業をおこなった。令和３年度から先行実施で取り組んできた「観光ビ

ジネス」の内容はいずれの研究大会においても、今年度から開講する学校への貴重な情報提供となった。第

３回、第４回の専門委員会では、今後研究する内容について協議し、研究する方向性についての確認がなさ

れ、次年度から実際に各専門委員が授業で実践していく計画となっている。

　また、商業科教員を対象とした研修会は、今年度も「起業家による講演会及び座談会」として実施した。

「地域ビジネスにチャレンジ～道の駅ビジネスの事例～」と題して、株式会社Ａ－ＷＯＲＬＤ　代表取締役

　古里宣光氏より講演をしていただいた。起業に至った経緯からコロナ禍を経ての現在の取り組み状況につ

いての講演後、座談会を開催した。終了後に参加者に対して実施したアンケートでは、「ＳＴＰについて具

体的に知る、考える良い機会になった」「マーケティングに関する話であったが、会計分野やビジネス情報

分野に関する知識がないと経営していけないと思った。大変勉強になった」など、とても参考になったとい

う感想が非常に多かった。

　ただ、参加者の少ないことが課題であり、より多くの先生方に講演を聴いていただきたいと考え、次年度

は県高教研の分科会の中で実施する方向で検討している。

　次年度も、専門委員の先生方と協力しながらマーケティング・マネジメント分野関連科目の指導力向上に

つながるような調査・研究をおこなっていきたい。
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研 究 委 員 会 報 告

令和５年度　マーケティング・マネジメント分野研究委員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局当番校　青森県立八戸商業高等学校

１　第１回マーケティング・マネジメント分野専門委員会

　　日　時　令和５年４月２７日（木）１３：００～１５：３０

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第３研修室）

　　参加者　鈴木有紀（青森商業）、長谷川善弘・西舘大輔（弘前実業）　

　　　　　　秋田健二（三沢商業）、鍋倉哲章（七戸）、向谷地史拓（大湊）

　　　　　　野宮大嗣（五所川原商業）

　　　　　　小出健太郎・下田幸大・岩間由香子・鈴木　瞳（八戸商業）　　　　　　　　　　　計１１名

　　内　容（１）令和５年度年間計画について

　　　　　（２）令和５年度の研修会について

　　　　　（３）令和５年度高教研・東北商研の発表について

　　　　　（４）その他

２　第２回マーケティング・マネジメント分野専門委員会

　　日　時　令和５年６月２９日（木）１３：００～１５：３０

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第３研修室）

　　参加者　中村　至（三沢商業教頭）

　　　　　　鈴木有紀（青森商業）、長谷川善弘・西舘大輔（弘前実業）　

　　　　　　秋田健二・浅水伸之（三沢商業）、鍋倉哲章（七戸）、向谷地史拓（大湊）

　　　　　　小出健太郎・下田幸大・岩間由香子・鈴木　瞳（八戸商業）　　　　　　　　　　　計１２名

　　内　容（１）令和５年度高教研・東北商研の発表について

　　　　　（２）令和５年度教員対象研修会について

　　　　　（３）令和５年度高教研分科会について

　　　　　（４）その他

３　第３回マーケティング・マネジメント分野専門委員会

　　日　時　令和５年９月２６日（火）１０：００～１２：００

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第６研修室）

　　参加者　鈴木有紀（青森商業）、長谷川善弘（弘前実業）

　　　　　　秋田健二・浅水伸之（三沢商業）、鍋倉哲章（七戸）、向谷地史拓（大湊）

　　　　　　小出健太郎・下田幸大・岩間由香子・鈴木　瞳（八戸商業）　　　　　　　　　　　計１０名

　　内　容（１）令和５年度高教研分科会運営について（総括）

　　　　　（２）令和５年度東北商研分科会について（総括）

　　　　　（３）令和５年度教員対象研修会について

　　　　　（４）その他

４　令和５年度　教員対象研修会「起業家による講演会及び座談会」

　　日　時　令和５年９月２６日（水）１３：００～１５：００

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第６研修室）

　　参加者　１７名（うち専門委員８名）

　　　　　　鈴木有紀・飯田奈緒子・今　成哲・榊　晃太（青森商業）

　　　　　　長谷川善弘・須藤典子（弘前実業）、志田直樹・秋田健二・浅水伸之（三沢商業）

　　　　　　鍋倉哲章（七戸）、向谷地史拓・工藤勝平（大湊）布施正太郎（大間）

　　　　　　小出健太郎・下田幸大・岩間由香子・鈴木　瞳（八戸商業）　　　　　　　　　　　計１７名

　　演　題　「地域ビジネスにチャレンジ」

　　　　　　　　～道の駅ビジネスの事例～

　　講　師　株式会社Ａ－ＷＯＲＬＤ

　　　　　　　　　　代表取締役　　古　里　宣　光　氏　　

５　第４回マーケティング・マネジメント分野専門委員会

　　日　時　令和５年１１月３０日（木）１３：００～１５：３０

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第６研修室）

　　参加者　中村　至（三沢商業教頭）

　　　　　　鈴木有紀（青森商業）、長谷川善弘（弘前実業）

　　　　　　秋田健二・浅水伸之（三沢商業）、鍋倉哲章（七戸）、向谷地史拓（大湊）

　　　　　　小出健太郎・下田幸大・岩間由香子（八戸商業）　　　　　　　　　　　　　　　　計１０名

　　内　容（１）令和８年度高教研・東北商研の発表について

　　　　　（２）令和５年度の活動について（総括）

　　　　　（３）令和６年度の活動について（計画）

　　　　　（４）令和６年度の研修会について（計画）

　　　　　（５）その他

【総　括】

　今年度は、専門委員会４回と教員対象研修会を１回実施した。県高教研および東北商研での発表が割り当

たっていることもあり、第２回の専門委員会までは発表者である長谷川善弘先生と西舘大輔先生を中心に、

主にその発表に向けての準備、確認作業をおこなった。令和３年度から先行実施で取り組んできた「観光ビ

ジネス」の内容はいずれの研究大会においても、今年度から開講する学校への貴重な情報提供となった。第

３回、第４回の専門委員会では、今後研究する内容について協議し、研究する方向性についての確認がなさ

れ、次年度から実際に各専門委員が授業で実践していく計画となっている。

　また、商業科教員を対象とした研修会は、今年度も「起業家による講演会及び座談会」として実施した。

「地域ビジネスにチャレンジ～道の駅ビジネスの事例～」と題して、株式会社Ａ－ＷＯＲＬＤ　代表取締役

　古里宣光氏より講演をしていただいた。起業に至った経緯からコロナ禍を経ての現在の取り組み状況につ

いての講演後、座談会を開催した。終了後に参加者に対して実施したアンケートでは、「ＳＴＰについて具

体的に知る、考える良い機会になった」「マーケティングに関する話であったが、会計分野やビジネス情報

分野に関する知識がないと経営していけないと思った。大変勉強になった」など、とても参考になったとい

う感想が非常に多かった。

　ただ、参加者の少ないことが課題であり、より多くの先生方に講演を聴いていただきたいと考え、次年度

は県高教研の分科会の中で実施する方向で検討している。

　次年度も、専門委員の先生方と協力しながらマーケティング・マネジメント分野関連科目の指導力向上に

つながるような調査・研究をおこなっていきたい。
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令和５年度　会計分野研究委員会報告

事務局当番校　青森県立弘前実業高等学校

１　第１回会計分野専門委員会

　　日　時　令和５年４月２７日（木）１３：００～１５：３０

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第２多目的研修室）

　　参加者　飯田奈緒子・吉岡香織・小野公太郎・佐藤雅哉（青森商業）、平山学（弘前実業）

　　　　　　田中純恵（八戸商業）、棟方明日香（三沢商業）、鈴木　佑（黒石）、清水舞子（六ヶ所）

　　　　　　藤田匡寿（大湊）、山下恭平（五所川原商業）、阿部義光（事務局）　　　　　　　　計１２名

　　内　容　案件

　　　　　（１）令和５年度年間計画について

　　　　　（２）令和５年度の研修会について

　　　　　（３）令和６年度東北商研大会の発表等について

　　　　　（４）その他

２　第２回会計分野専門委員会

　　日　時　令和５年６月２７日（火）１３：００～１５：３０

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第２多目的研修室）

　　参加者　中村　至（三沢商業教頭）

　　　　　　吉岡香織（青森商業）、平山学・小中喜貴（弘前実業）、田中純恵（八戸商業）

　　　　　　棟方明日香（三沢商業）、鈴木　佑（黒石）、清水舞子（六ヶ所）、藤田匡寿（大湊）

　　　　　　長谷川善弘・阿部義光（事務局）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計１１名

　　内　容　案件

　　　　　（１）研究内容検討について

　　　　　（２）教員対象研修会について

　　　　　（３）県高教研分科会について

　　　　　（４）その他

３　令和５年度　教員対象研修会　「日商簿記指導力強化セミナー」

　　日　時　令和５年８月９日（水）１０：００～１５：３０

　　場　所　青森県立青森商業高等学校

　　参加者　飯田奈緒子・吉岡香織・佐藤雅哉・今　成哲・榊　晃太（青森商業）

　　　　　　佐々木郁子・小出健太郎・田中純恵・鈴木　瞳（八戸商業）

　　　　　　石澤加津子・村上啓子・棟方明日香・上野雄太（三沢商業）

　　　　　　鈴木　佑（黒石）、工藤勝平（大湊）、布施正太郎（大間）

　　　　　　山下恭平・横田祐美・萩原勘汰（五所川原商業）

　　　　　　小中喜貴・阿部義光・長谷川善弘（弘前実業）　　　　　　　　　　　　　　　　　計２２名

　　内　容　日商簿記検定指導力強化のために

　　　　　　・日商簿記検定の動向について

　　　　　　・青森県Haul-A協定について

　　　　　　・中学校の「会計教育」ついて

　　講　師　日本商業教育振興会　代表理事　小島　一富士　氏

４　第３回会計分野専門委員会

　　日　時　令和５年９月２７日（水）１３：００～１６：００

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第２多目的研修室）

　　参加者　中村至（三沢商業教頭）

　　　　　　飯田奈緒子・吉岡香織・小野公太郎・佐藤雅哉（青森商業）、小中喜貴（弘前実業）

　　　　　　田中純恵（八戸商業）、棟方明日香（三沢商業）、清水舞子（六ヶ所）

　　　　　　藤田匡寿（大湊）、山下恭平（五所川原商業）、長谷川善弘（事務局）　　　　　　　計１２名

　　内　容　案件

　　　　　（１）令和５年度の教員対象研修会について（総括）

　　　　　（２）令和５年度高教研分科会について（総括）

　　　　　（３）令和６・７年度県商研・東北商研全体発表について

　　　　　（４）その他

５　第４回会計分野専門委員会

　　日　時　令和５年１１月２４日（金）１３：００～１５：３０

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第２研修室）

　　参加者　飯田奈緒子・吉岡香織・小野公太郎・佐藤雅哉（青森商業）

　　　　　　平山　学・小中喜貴（弘前実業）、田中純恵（八戸商業）

　　　　　　村上啓子・棟方明日香（三沢商業）、鈴木　佑（黒石）、清水舞子（六ヶ所）

　　　　　　藤田匡寿（大湊）、山下恭平（五所川原商業）、阿部義光（事務局）　　　　　　　　計１４名

　　内　容　案件

　　　　　（１）令和５年度の活動について（総括）

　　　　　（２）令和６・７年度県商研・東北商研全体発表について

　　　　　（３）令和６年度の活動について（計画）

　　　　　（４）令和６年度の教員対象研修会について

　　　　　（５）その他

【総　括】

　今年度は、計４回の専門委員会と教員研修会を１回実施した。研究テーマを「主体的で深い学びを実現さ

せる指導と評価の一体化」とし、主に令和６年度の東北商研大会の発表を見据えた研究内容検討、商業科教

員を対象とした研修会の実施と内容検討、県高教研分科会の内容検討をおこなった。今年度より導入したリ

ーダー制を生かし、前向きな研究委員会となった。

　研究発表の方向性が定まり、今年度中に各校でワークシートを用いた授業を展開し、アンケートをまとめ

ることになっている。いよいよ準備に取りかかる段階となった。

　「生徒を主語とし、会計分野を通して我々に何ができるか」を議論・検討できる委員会活動ができるよう

引き続き取り組んでいきたい。
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令和５年度　会計分野研究委員会報告

事務局当番校　青森県立弘前実業高等学校

１　第１回会計分野専門委員会

　　日　時　令和５年４月２７日（木）１３：００～１５：３０

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第２多目的研修室）

　　参加者　飯田奈緒子・吉岡香織・小野公太郎・佐藤雅哉（青森商業）、平山学（弘前実業）

　　　　　　田中純恵（八戸商業）、棟方明日香（三沢商業）、鈴木　佑（黒石）、清水舞子（六ヶ所）

　　　　　　藤田匡寿（大湊）、山下恭平（五所川原商業）、阿部義光（事務局）　　　　　　　　計１２名

　　内　容　案件

　　　　　（１）令和５年度年間計画について

　　　　　（２）令和５年度の研修会について

　　　　　（３）令和６年度東北商研大会の発表等について

　　　　　（４）その他

２　第２回会計分野専門委員会

　　日　時　令和５年６月２７日（火）１３：００～１５：３０

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第２多目的研修室）

　　参加者　中村　至（三沢商業教頭）

　　　　　　吉岡香織（青森商業）、平山学・小中喜貴（弘前実業）、田中純恵（八戸商業）

　　　　　　棟方明日香（三沢商業）、鈴木　佑（黒石）、清水舞子（六ヶ所）、藤田匡寿（大湊）

　　　　　　長谷川善弘・阿部義光（事務局）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計１１名

　　内　容　案件

　　　　　（１）研究内容検討について

　　　　　（２）教員対象研修会について

　　　　　（３）県高教研分科会について

　　　　　（４）その他

３　令和５年度　教員対象研修会　「日商簿記指導力強化セミナー」

　　日　時　令和５年８月９日（水）１０：００～１５：３０

　　場　所　青森県立青森商業高等学校

　　参加者　飯田奈緒子・吉岡香織・佐藤雅哉・今　成哲・榊　晃太（青森商業）

　　　　　　佐々木郁子・小出健太郎・田中純恵・鈴木　瞳（八戸商業）

　　　　　　石澤加津子・村上啓子・棟方明日香・上野雄太（三沢商業）

　　　　　　鈴木　佑（黒石）、工藤勝平（大湊）、布施正太郎（大間）

　　　　　　山下恭平・横田祐美・萩原勘汰（五所川原商業）

　　　　　　小中喜貴・阿部義光・長谷川善弘（弘前実業）　　　　　　　　　　　　　　　　　計２２名

　　内　容　日商簿記検定指導力強化のために

　　　　　　・日商簿記検定の動向について

　　　　　　・青森県Haul-A協定について

　　　　　　・中学校の「会計教育」ついて

　　講　師　日本商業教育振興会　代表理事　小島　一富士　氏

４　第３回会計分野専門委員会

　　日　時　令和５年９月２７日（水）１３：００～１６：００

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第２多目的研修室）

　　参加者　中村至（三沢商業教頭）

　　　　　　飯田奈緒子・吉岡香織・小野公太郎・佐藤雅哉（青森商業）、小中喜貴（弘前実業）

　　　　　　田中純恵（八戸商業）、棟方明日香（三沢商業）、清水舞子（六ヶ所）

　　　　　　藤田匡寿（大湊）、山下恭平（五所川原商業）、長谷川善弘（事務局）　　　　　　　計１２名

　　内　容　案件

　　　　　（１）令和５年度の教員対象研修会について（総括）

　　　　　（２）令和５年度高教研分科会について（総括）

　　　　　（３）令和６・７年度県商研・東北商研全体発表について

　　　　　（４）その他

５　第４回会計分野専門委員会

　　日　時　令和５年１１月２４日（金）１３：００～１５：３０

　　場　所　青森県総合社会教育センター（第２研修室）

　　参加者　飯田奈緒子・吉岡香織・小野公太郎・佐藤雅哉（青森商業）

　　　　　　平山　学・小中喜貴（弘前実業）、田中純恵（八戸商業）

　　　　　　村上啓子・棟方明日香（三沢商業）、鈴木　佑（黒石）、清水舞子（六ヶ所）

　　　　　　藤田匡寿（大湊）、山下恭平（五所川原商業）、阿部義光（事務局）　　　　　　　　計１４名

　　内　容　案件

　　　　　（１）令和５年度の活動について（総括）

　　　　　（２）令和６・７年度県商研・東北商研全体発表について

　　　　　（３）令和６年度の活動について（計画）

　　　　　（４）令和６年度の教員対象研修会について

　　　　　（５）その他

【総　括】

　今年度は、計４回の専門委員会と教員研修会を１回実施した。研究テーマを「主体的で深い学びを実現さ

せる指導と評価の一体化」とし、主に令和６年度の東北商研大会の発表を見据えた研究内容検討、商業科教

員を対象とした研修会の実施と内容検討、県高教研分科会の内容検討をおこなった。今年度より導入したリ

ーダー制を生かし、前向きな研究委員会となった。

　研究発表の方向性が定まり、今年度中に各校でワークシートを用いた授業を展開し、アンケートをまとめ

ることになっている。いよいよ準備に取りかかる段階となった。

　「生徒を主語とし、会計分野を通して我々に何ができるか」を議論・検討できる委員会活動ができるよう

引き続き取り組んでいきたい。
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令和５年度　ビジネス情報分野研究委員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局当番校　青森県立三沢商業高等学校

１　第１回ビジネス情報分野専門委員会

　　（１）日　時　令和５年４月２５日（火）１３：００～１５：３０

　　（２）会　場　青森商業高等学校　会議室

　　（３）出席者　ビジネス情報分野専門委員および事務局

　　　　　　　　　名久井農業高校：教頭　下道しゅ美

　　　　　　　　　青森商業高校：教諭　伊藤陽子　教諭　山内宗尊　教諭　伊藤大貴

　　　　　　　　　弘前実業高校：教諭　小田桐正巳　教諭　西舘大輔　教諭　柴崎健太郎

　　　　　　　　　八戸商業高校：教諭　藤ケ森誠司　教諭　三橋壮大

　　　　　　　　　七　戸　高　校：教諭　須藤慎二

　　　　　　　　　鰺 ヶ 沢 高 校：教諭　奈良靖宏

　　　　　　　　　大　間　高　校：教諭　布施正太郎

　　　　　　　　　三沢商業高校：教諭　榊　祥吾　教諭　山田真菜

　　　　　　　　　事　　務　　局：教諭　太田菜穂子（三沢商業）　　　　　　　　　　出席者　１５名

　　（４）内　容

　　　　（ア）令和５年度年間活動計画について

　　　　（イ）教職員対象研修会の研修内容について

　　　　（ウ）地区別情報処理技術者試験対策講座について

　　　　（エ）令和６年度全国商研、東北商研発表について

　　　　（オ）その他

２　第２回ビジネス情報分野専門委員会

　　（１）日　時　令和５年７月３日（月）　１３：００～１５：３０

　　（２）会　場　三沢商業高等学校　情報処理室

　　（３）出席者　ビジネス情報分野専門委員および事務局

　　　　　　　　　名久井農業高校：教頭　下道しゅ美

　　　　　　　　　青森商業高校：教諭　伊藤陽子　教諭　山内宗尊　教諭　伊藤大貴

　　　　　　　　　弘前実業高校：教諭　西舘大輔　教諭　柴崎健太郎

　　　　　　　　　八戸商業高校：教諭　藤ケ森誠司　教諭　三橋壮大

　　　　　　　　　七　戸　高　校：教諭　須藤慎二

　　　　　　　　　鰺 ヶ 沢 高 校：教諭　奈良靖宏

　　　　　　　　　大　間　高　校：教諭　布施正太郎

　　　　　　　　　三沢商業高校：教諭　榊　祥吾　教諭　山田真菜

　　　　　　　　　事　　務　　局：教諭　太田菜穂子（三沢商業）　　　　　　　　　　出席者　１４名

　　（４）　内　　容

　　　　　（ア）令和５年度教職員対象研修会の研修内容について

　　　　　（イ）情報処理技術者試験対策講座の講義内容について

　　　　　（ウ）令和６年度全国商研、東北商研について

　　　　　（エ）その他

３　令和５年度ビジネス情報分野科目指導法研修会

　（１）日　時　令和５年９月２９日（金）

　（２）場　所　青森県立弘前実業高等学校　２階「プログラミング室」

　（３）内　容　テーマ『プログラミング室活用』

　　　（ア）既存環境の理解

　　　（イ）座学で知識を習得

　　　（ウ）実際にＰＣで設定作業を実習してみる

　　　（エ）インシデントの対応

　　　（オ）テスト

　（４）講　師　株式会社ビジネスサービス弘前支店　玉熊　圭一　氏

　（５）参加者　７校２２名（うち専門委員１３名）

　　　　　　　　名久井農業高校：教頭　下道しゅ美

　　　　　　　　青森商業高校：教諭　伊藤陽子　教諭　山内宗尊　教諭　菊地礼剛

　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　伊藤大貴　実習講師　下山優莉

　　　　　　　　弘前実業高校：教諭　都谷森宗一　教諭　小田桐正巳

　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　西舘大輔　教諭　柴崎健太郎

　　　　　　　　八戸商業高校：教諭　畠山行雄　教諭　天羽英紀　教諭　三橋壮大

　　　　　　　　七　戸　高　校：教諭　須藤慎二　教諭　笹倉正子　教諭　西股　舞

　　　　　　　　大　間　高　校：教諭　布施正太郎　実習講師　畑　東明

　　　　　　　　三沢商業高校：教諭　榊　祥吾　教諭　山田真菜　臨時講師　上野雄太

　　　　　　　　事　　務　　局：教諭　太田菜穂子（三沢商業）

４　第３回ビジネス情報分野専門委員会

　（１）日　時　令和５年１１月１４日（火）１３：００～１５：３０

　（２）会　場　青森県総合社会教育センター（第６研修室）

　（３）出席者　ビジネス情報分野専門委員および事務局

　　　　　　　　名久井農業高校：教頭　下道しゅ美

　　　　　　　　青森商業高校：教諭　山内宗尊　教諭　伊藤大貴

　　　　　　　　弘前実業高校：教諭　小田桐正巳　教諭　西舘大輔

　　　　　　　　八戸商業高校：教諭　藤ケ森誠司　教諭　三橋壮大

　　　　　　　　七　戸　高　校：教諭　須藤慎二

　　　　　　　　鰺 ヶ 沢 高 校：教諭　奈良靖宏

　　　　　　　　大　間　高　校：教諭　布施正太郎

　　　　　　　　三沢商業高校：教諭　榊　祥吾　教諭　山田真菜

　　　　　　　　事　　務　　局：教諭　太田菜穂子（三沢商業）　　　　　　　　　　　出席者　１３名

　（４）内　　容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　（ア）令和５年度の振り返りについて

　　　（イ）令和６年度の活動内容について

　　　（ウ）その他
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【総　括】

　３回開催された専門委員会では委員で情報を共有することができ、充実した活動を行うことができた。

高教研分科会では共通テストの「情報」についての内容と、専門科目である「情報処理」を比較した。不足

している内容はあるのか、代替科目としての意味はどこにあるのか、教科書の内容を実施できているかなど、

商業科としてやるべきことについて新堂指導主事よりご講義いただいた。グループディスカッションでは、

普通高校の「情報Ⅰ」と商業科目「情報処理」の差をどうつけていくのか、専門科目「情報処理」の社会に

求められる学習内容と活用についてＫＪ法を用いて発表を行った。

　また今年度はビジネス情報分野科目指導法研修会を弘前実業高校で実施し、科目「ネットワーク管理」で

示されている情報セキュリティ管理や情報通信ネットワークの設計・構築と運用管理に関する内容を株式会

社ビジネスサービス弘前支店の玉熊圭一氏にご講義いただいた。実習室の設計に携わった方から、ネットワ

ーク設定作業について一から教わることができたこの研修会は、とても貴重な体験であり、参加された先生

方から好評であった。今後、生徒にしっかりと落とし込めるよう、指導に役立てたい。

　さらに高度資格取得に対する生徒のニーズに柔軟に対応するため、津軽地区と県南地区で開催している生

徒向けの情報処理技術者試験対策講座を実施した。講義内容はITパスポートとセキュリティマネジメントの

内容をそれぞれ県南地区と津軽地区で分けて行い、計算問題をはじめ生徒が間違いやすい分野を取り入れ、

実施することができた。

　来年度はさらに情報スキルを高めるための研修会を実施したいと考えており、情報活用能力育成のため、

RESASやe-Statなどを活用するための内容を検討している。専門委員会の中で情報処理教育に携わる人材が

不足しているという声が多かったため、できるだけ多くの方々に興味を引くような魅力のある研修を展開し、

指導できる教員の裾野を広げていきたい。

　令和６年度の発表に向けて、各校にアンケート調査や実習の記録等を依頼し、資料として使っていく予定

である。令和７年も県商研の発表と東北商研の全体会の発表があるが、令和６年の発表を受けてブラッシュ

アップしたものを作成したい。



令和５年度　ビジネス情報分野研究委員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局当番校　青森県立三沢商業高等学校

１　第１回ビジネス情報分野専門委員会

　　（１）日　時　令和５年４月２５日（火）１３：００～１５：３０

　　（２）会　場　青森商業高等学校　会議室

　　（３）出席者　ビジネス情報分野専門委員および事務局

　　　　　　　　　名久井農業高校：教頭　下道しゅ美

　　　　　　　　　青森商業高校：教諭　伊藤陽子　教諭　山内宗尊　教諭　伊藤大貴

　　　　　　　　　弘前実業高校：教諭　小田桐正巳　教諭　西舘大輔　教諭　柴崎健太郎

　　　　　　　　　八戸商業高校：教諭　藤ケ森誠司　教諭　三橋壮大

　　　　　　　　　七　戸　高　校：教諭　須藤慎二

　　　　　　　　　鰺 ヶ 沢 高 校：教諭　奈良靖宏

　　　　　　　　　大　間　高　校：教諭　布施正太郎

　　　　　　　　　三沢商業高校：教諭　榊　祥吾　教諭　山田真菜

　　　　　　　　　事　　務　　局：教諭　太田菜穂子（三沢商業）　　　　　　　　　　出席者　１５名

　　（４）内　容

　　　　（ア）令和５年度年間活動計画について

　　　　（イ）教職員対象研修会の研修内容について

　　　　（ウ）地区別情報処理技術者試験対策講座について

　　　　（エ）令和６年度全国商研、東北商研発表について

　　　　（オ）その他

２　第２回ビジネス情報分野専門委員会

　　（１）日　時　令和５年７月３日（月）　１３：００～１５：３０

　　（２）会　場　三沢商業高等学校　情報処理室

　　（３）出席者　ビジネス情報分野専門委員および事務局

　　　　　　　　　名久井農業高校：教頭　下道しゅ美

　　　　　　　　　青森商業高校：教諭　伊藤陽子　教諭　山内宗尊　教諭　伊藤大貴

　　　　　　　　　弘前実業高校：教諭　西舘大輔　教諭　柴崎健太郎

　　　　　　　　　八戸商業高校：教諭　藤ケ森誠司　教諭　三橋壮大

　　　　　　　　　七　戸　高　校：教諭　須藤慎二

　　　　　　　　　鰺 ヶ 沢 高 校：教諭　奈良靖宏

　　　　　　　　　大　間　高　校：教諭　布施正太郎

　　　　　　　　　三沢商業高校：教諭　榊　祥吾　教諭　山田真菜

　　　　　　　　　事　　務　　局：教諭　太田菜穂子（三沢商業）　　　　　　　　　　出席者　１４名

　　（４）　内　　容

　　　　　（ア）令和５年度教職員対象研修会の研修内容について

　　　　　（イ）情報処理技術者試験対策講座の講義内容について

　　　　　（ウ）令和６年度全国商研、東北商研について

　　　　　（エ）その他

３　令和５年度ビジネス情報分野科目指導法研修会

　（１）日　時　令和５年９月２９日（金）

　（２）場　所　青森県立弘前実業高等学校　２階「プログラミング室」

　（３）内　容　テーマ『プログラミング室活用』

　　　（ア）既存環境の理解

　　　（イ）座学で知識を習得

　　　（ウ）実際にＰＣで設定作業を実習してみる

　　　（エ）インシデントの対応

　　　（オ）テスト

　（４）講　師　株式会社ビジネスサービス弘前支店　玉熊　圭一　氏

　（５）参加者　７校２２名（うち専門委員１３名）

　　　　　　　　名久井農業高校：教頭　下道しゅ美

　　　　　　　　青森商業高校：教諭　伊藤陽子　教諭　山内宗尊　教諭　菊地礼剛

　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　伊藤大貴　実習講師　下山優莉

　　　　　　　　弘前実業高校：教諭　都谷森宗一　教諭　小田桐正巳

　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　西舘大輔　教諭　柴崎健太郎

　　　　　　　　八戸商業高校：教諭　畠山行雄　教諭　天羽英紀　教諭　三橋壮大

　　　　　　　　七　戸　高　校：教諭　須藤慎二　教諭　笹倉正子　教諭　西股　舞

　　　　　　　　大　間　高　校：教諭　布施正太郎　実習講師　畑　東明

　　　　　　　　三沢商業高校：教諭　榊　祥吾　教諭　山田真菜　臨時講師　上野雄太

　　　　　　　　事　　務　　局：教諭　太田菜穂子（三沢商業）

４　第３回ビジネス情報分野専門委員会

　（１）日　時　令和５年１１月１４日（火）１３：００～１５：３０

　（２）会　場　青森県総合社会教育センター（第６研修室）

　（３）出席者　ビジネス情報分野専門委員および事務局

　　　　　　　　名久井農業高校：教頭　下道しゅ美

　　　　　　　　青森商業高校：教諭　山内宗尊　教諭　伊藤大貴

　　　　　　　　弘前実業高校：教諭　小田桐正巳　教諭　西舘大輔

　　　　　　　　八戸商業高校：教諭　藤ケ森誠司　教諭　三橋壮大

　　　　　　　　七　戸　高　校：教諭　須藤慎二

　　　　　　　　鰺 ヶ 沢 高 校：教諭　奈良靖宏

　　　　　　　　大　間　高　校：教諭　布施正太郎

　　　　　　　　三沢商業高校：教諭　榊　祥吾　教諭　山田真菜

　　　　　　　　事　　務　　局：教諭　太田菜穂子（三沢商業）　　　　　　　　　　　出席者　１３名

　（４）内　　容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　（ア）令和５年度の振り返りについて

　　　（イ）令和６年度の活動内容について

　　　（ウ）その他
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【総　括】

　３回開催された専門委員会では委員で情報を共有することができ、充実した活動を行うことができた。

高教研分科会では共通テストの「情報」についての内容と、専門科目である「情報処理」を比較した。不足

している内容はあるのか、代替科目としての意味はどこにあるのか、教科書の内容を実施できているかなど、

商業科としてやるべきことについて新堂指導主事よりご講義いただいた。グループディスカッションでは、

普通高校の「情報Ⅰ」と商業科目「情報処理」の差をどうつけていくのか、専門科目「情報処理」の社会に

求められる学習内容と活用についてＫＪ法を用いて発表を行った。

　また今年度はビジネス情報分野科目指導法研修会を弘前実業高校で実施し、科目「ネットワーク管理」で

示されている情報セキュリティ管理や情報通信ネットワークの設計・構築と運用管理に関する内容を株式会

社ビジネスサービス弘前支店の玉熊圭一氏にご講義いただいた。実習室の設計に携わった方から、ネットワ

ーク設定作業について一から教わることができたこの研修会は、とても貴重な体験であり、参加された先生

方から好評であった。今後、生徒にしっかりと落とし込めるよう、指導に役立てたい。

　さらに高度資格取得に対する生徒のニーズに柔軟に対応するため、津軽地区と県南地区で開催している生

徒向けの情報処理技術者試験対策講座を実施した。講義内容はITパスポートとセキュリティマネジメントの

内容をそれぞれ県南地区と津軽地区で分けて行い、計算問題をはじめ生徒が間違いやすい分野を取り入れ、

実施することができた。

　来年度はさらに情報スキルを高めるための研修会を実施したいと考えており、情報活用能力育成のため、

RESASやe-Statなどを活用するための内容を検討している。専門委員会の中で情報処理教育に携わる人材が

不足しているという声が多かったため、できるだけ多くの方々に興味を引くような魅力のある研修を展開し、

指導できる教員の裾野を広げていきたい。

　令和６年度の発表に向けて、各校にアンケート調査や実習の記録等を依頼し、資料として使っていく予定

である。令和７年も県商研の発表と東北商研の全体会の発表があるが、令和６年の発表を受けてブラッシュ

アップしたものを作成したい。



令和５年度　ビジネス情報分野研究委員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局当番校　青森県立三沢商業高等学校

１　第１回ビジネス情報分野専門委員会

　　（１）日　時　令和５年４月２５日（火）１３：００～１５：３０

　　（２）会　場　青森商業高等学校　会議室

　　（３）出席者　ビジネス情報分野専門委員および事務局

　　　　　　　　　名久井農業高校：教頭　下道しゅ美

　　　　　　　　　青森商業高校：教諭　伊藤陽子　教諭　山内宗尊　教諭　伊藤大貴

　　　　　　　　　弘前実業高校：教諭　小田桐正巳　教諭　西舘大輔　教諭　柴崎健太郎

　　　　　　　　　八戸商業高校：教諭　藤ケ森誠司　教諭　三橋壮大

　　　　　　　　　七　戸　高　校：教諭　須藤慎二

　　　　　　　　　鰺 ヶ 沢 高 校：教諭　奈良靖宏

　　　　　　　　　大　間　高　校：教諭　布施正太郎

　　　　　　　　　三沢商業高校：教諭　榊　祥吾　教諭　山田真菜

　　　　　　　　　事　　務　　局：教諭　太田菜穂子（三沢商業）　　　　　　　　　　出席者　１５名

　　（４）内　容

　　　　（ア）令和５年度年間活動計画について

　　　　（イ）教職員対象研修会の研修内容について

　　　　（ウ）地区別情報処理技術者試験対策講座について

　　　　（エ）令和６年度全国商研、東北商研発表について

　　　　（オ）その他

２　第２回ビジネス情報分野専門委員会

　　（１）日　時　令和５年７月３日（月）　１３：００～１５：３０

　　（２）会　場　三沢商業高等学校　情報処理室

　　（３）出席者　ビジネス情報分野専門委員および事務局

　　　　　　　　　名久井農業高校：教頭　下道しゅ美

　　　　　　　　　青森商業高校：教諭　伊藤陽子　教諭　山内宗尊　教諭　伊藤大貴

　　　　　　　　　弘前実業高校：教諭　西舘大輔　教諭　柴崎健太郎

　　　　　　　　　八戸商業高校：教諭　藤ケ森誠司　教諭　三橋壮大

　　　　　　　　　七　戸　高　校：教諭　須藤慎二

　　　　　　　　　鰺 ヶ 沢 高 校：教諭　奈良靖宏

　　　　　　　　　大　間　高　校：教諭　布施正太郎

　　　　　　　　　三沢商業高校：教諭　榊　祥吾　教諭　山田真菜

　　　　　　　　　事　　務　　局：教諭　太田菜穂子（三沢商業）　　　　　　　　　　出席者　１４名

　　（４）　内　　容

　　　　　（ア）令和５年度教職員対象研修会の研修内容について

　　　　　（イ）情報処理技術者試験対策講座の講義内容について

　　　　　（ウ）令和６年度全国商研、東北商研について

　　　　　（エ）その他

３　令和５年度ビジネス情報分野科目指導法研修会

　（１）日　時　令和５年９月２９日（金）

　（２）場　所　青森県立弘前実業高等学校　２階「プログラミング室」

　（３）内　容　テーマ『プログラミング室活用』

　　　（ア）既存環境の理解

　　　（イ）座学で知識を習得

　　　（ウ）実際にＰＣで設定作業を実習してみる

　　　（エ）インシデントの対応

　　　（オ）テスト

　（４）講　師　株式会社ビジネスサービス弘前支店　玉熊　圭一　氏

　（５）参加者　７校２２名（うち専門委員１３名）

　　　　　　　　名久井農業高校：教頭　下道しゅ美

　　　　　　　　青森商業高校：教諭　伊藤陽子　教諭　山内宗尊　教諭　菊地礼剛

　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　伊藤大貴　実習講師　下山優莉

　　　　　　　　弘前実業高校：教諭　都谷森宗一　教諭　小田桐正巳

　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　西舘大輔　教諭　柴崎健太郎

　　　　　　　　八戸商業高校：教諭　畠山行雄　教諭　天羽英紀　教諭　三橋壮大

　　　　　　　　七　戸　高　校：教諭　須藤慎二　教諭　笹倉正子　教諭　西股　舞

　　　　　　　　大　間　高　校：教諭　布施正太郎　実習講師　畑　東明

　　　　　　　　三沢商業高校：教諭　榊　祥吾　教諭　山田真菜　臨時講師　上野雄太

　　　　　　　　事　　務　　局：教諭　太田菜穂子（三沢商業）

４　第３回ビジネス情報分野専門委員会

　（１）日　時　令和５年１１月１４日（火）１３：００～１５：３０

　（２）会　場　青森県総合社会教育センター（第６研修室）

　（３）出席者　ビジネス情報分野専門委員および事務局

　　　　　　　　名久井農業高校：教頭　下道しゅ美

　　　　　　　　青森商業高校：教諭　山内宗尊　教諭　伊藤大貴

　　　　　　　　弘前実業高校：教諭　小田桐正巳　教諭　西舘大輔

　　　　　　　　八戸商業高校：教諭　藤ケ森誠司　教諭　三橋壮大

　　　　　　　　七　戸　高　校：教諭　須藤慎二

　　　　　　　　鰺 ヶ 沢 高 校：教諭　奈良靖宏

　　　　　　　　大　間　高　校：教諭　布施正太郎

　　　　　　　　三沢商業高校：教諭　榊　祥吾　教諭　山田真菜

　　　　　　　　事　　務　　局：教諭　太田菜穂子（三沢商業）　　　　　　　　　　　出席者　１３名

　（４）内　　容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　（ア）令和５年度の振り返りについて

　　　（イ）令和６年度の活動内容について

　　　（ウ）その他
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【総　括】

　３回開催された専門委員会では委員で情報を共有することができ、充実した活動を行うことができた。

高教研分科会では共通テストの「情報」についての内容と、専門科目である「情報処理」を比較した。不足

している内容はあるのか、代替科目としての意味はどこにあるのか、教科書の内容を実施できているかなど、

商業科としてやるべきことについて新堂指導主事よりご講義いただいた。グループディスカッションでは、

普通高校の「情報Ⅰ」と商業科目「情報処理」の差をどうつけていくのか、専門科目「情報処理」の社会に

求められる学習内容と活用についてＫＪ法を用いて発表を行った。

　また今年度はビジネス情報分野科目指導法研修会を弘前実業高校で実施し、科目「ネットワーク管理」で

示されている情報セキュリティ管理や情報通信ネットワークの設計・構築と運用管理に関する内容を株式会

社ビジネスサービス弘前支店の玉熊圭一氏にご講義いただいた。実習室の設計に携わった方から、ネットワ

ーク設定作業について一から教わることができたこの研修会は、とても貴重な体験であり、参加された先生

方から好評であった。今後、生徒にしっかりと落とし込めるよう、指導に役立てたい。

　さらに高度資格取得に対する生徒のニーズに柔軟に対応するため、津軽地区と県南地区で開催している生

徒向けの情報処理技術者試験対策講座を実施した。講義内容はITパスポートとセキュリティマネジメントの

内容をそれぞれ県南地区と津軽地区で分けて行い、計算問題をはじめ生徒が間違いやすい分野を取り入れ、

実施することができた。

　来年度はさらに情報スキルを高めるための研修会を実施したいと考えており、情報活用能力育成のため、

RESASやe-Statなどを活用するための内容を検討している。専門委員会の中で情報処理教育に携わる人材が

不足しているという声が多かったため、できるだけ多くの方々に興味を引くような魅力のある研修を展開し、

指導できる教員の裾野を広げていきたい。

　令和６年度の発表に向けて、各校にアンケート調査や実習の記録等を依頼し、資料として使っていく予定

である。令和７年も県商研の発表と東北商研の全体会の発表があるが、令和６年の発表を受けてブラッシュ

アップしたものを作成したい。



令和５年度　教育課程等研究委員会報告

事務局当番校　青森県立青森商業高等学校

１　第１回教育課程等研究委員会

　　日　時　令和５年６月２２日（木）１０：００～１２：００

　　場　所　青森県立青森商業高等学校（プログラミング室）

　　参加者　委員長　阿部靖彦（八戸商業高校　教頭）

　　　　　　谷村　学・菊地礼剛（青森商業高校）、太田菜穂子・平野博文（三沢商業高校）

　　　　　　岩間由香子・藤ヶ森誠司・岩藤充宏（八戸商業高校）

　　　　　　都谷森宗一・長谷川善弘・西舘大輔（弘前実業高校）　　　　　　　　　　　　　　計１１名

　　内　容（１）年間計画について

　　　　　（２）情報交換

　　　　　　　①令和６年度教育課程表について

　　　　　　　②学習評価の校内規程について

　　　　　　　③賢者について

　　　　　（３）指導・助言

　　　　　　　　青森県総合学校教育センター

　　　　　　　　　　　　　　　　産業教育課　指導主事　新堂満香　氏

　　　　　（４）その他

【総　括】

　今年度より事務局が変更となったが、昨年同様に研究テーマを「指導と評価の一体化のための学習評価」

とし、１回実施することができた。当初の予定では２回実施予定であったが、各校との情報交換がメインと

なる委員会であるため、委員と検討した結果、今年度は１回のみの開催とした。今後も状況に応じて年１回

程度の開催で実施したいと考えている。

　今回の情報交換では、教育課程表や学習評価において、各校の実情や商業科としての今後の方向性につい

て内容の濃い議論を深めることができた。

　指導主事からは、毎時間ワークシートを評価している学校があるが、単元指導計画を作成することで、進

度に応じて適切なタイミングで実施することが望ましいといった、評価・成績等についての助言を得ること

ができた。

　今回の委員会で情報共有した内容について、全国の指導主事等に聞いていただけることとなった。来年度

の教育課程等研究委員会で評価や成績のつけ方等について、情報共有できたらと考えている。

　各校との情報交換等を通して、各校の実態に即した「指導と評価の一体化のための学習評価」の改善につ

ながる研究活動ができたものと考える。来年度は、学習指導要領改訂から３年が経過するため、今後の教育

課程表についての検討、単元の指導と評価の計画や、総合的な探究の時間における単元配列表等について情

報交換等ができればと考えている。
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令和５年度　総合的科目研究委員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局当番校　青森県立青森商業高等学校

　

１　第１回総合的科目研究委員会

　　日　時　令和５年４月２０日（水）１３：３０～１５：３０

　　場　所　青森県立青森商業高等学校（会議室）

　　参加者　委員長　土岐　一行（三戸高等学校教頭）

　　　　　　長谷川善弘・西舘大輔（弘前実業高校）、石澤加津子・太田菜穗子（三沢商業高校）

　　　　　　天羽英紀・岩間由香子（八戸商業高校）、鎌田吉雄（黒石高校）

　　　　　　谷村　学・髙橋恭一・飯田奈緒子・菊地礼剛・榊　晃太・鈴木有紀（青森商業高校）　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計１４名

　　内　容（１）年間計画について

　　　　　（２）昨年度の確認について

　　　　　（３）令和５年度研究内容について

　　　　　（４）令和５年度県及び東北高教研分科会発表について

　　　　　（５）その他

２　第２回総合的科目研究委員会

　　日　時　令和５年６月２２日（木）１３：００～１５：００

　　場　所　青森県立青森商業高等学校（会議室）

　　参加者　委員長　土岐　一行（三戸高等学校教頭）

　　　　　　長谷川善弘・西舘大輔（弘前実業高校）、秋田健二・太田菜穗子（三沢商業高校）

　　　　　　天羽英紀・岩間由香子（八戸商業高校）

　　　　　　谷村　学・髙橋恭一・飯田奈緒子・菊地礼剛・榊　晃太・鈴木有紀（青森商業高校）　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計１３名

　　内　容（１）県生徒商業研究発表大会について

　　　　　（２）令和５年度研究内容について（各校進捗状況確認）

　　　　　（３）令和５年度県及び東北高教研分科会発表について

　　　　　（４）その他

３　第３回総合的科目研究委員会

　　日　時　令和５年１１月１７日（金）１３：３０～１５：３０

　　場　所　青森県立青森商業高等学校（会議室）

　　参加者　長谷川善弘・西舘大輔（弘前実業高校）、浅水伸之・太田菜穗子（三沢商業高校）

　　　　　　天羽英紀・岩間由香子（八戸商業高校）、川守田凜（日本旅行東北青森支店）

　　　　　　髙橋恭一・飯田奈緒子・榊晃太・鈴木有紀（青森商業高校）　　　　　　　　　　　計１１名

　　内　容（１）令和５年度東北商研大会報告について

　　　　　（２）令和６年度生徒商業研究発表大会について

　　　　　（３）令和５年度ベンチャー事業台湾研修について

　　　　　（４）令和６年度活動計画について

　　　　　（５）その他

【総　括】

　研究委員会は計画通り３回実施することができた。研究テーマを「総合的科目の学びをとおしたグローバ

ル人財の育成」とし、青森商業高校の庁内ベンチャー事業「青商ビジネスチャレンジwith台湾事業」の中で、

県内各商業高校が連携しながら、グローバルな感覚を有した人材を育成することを目的に活動した。

　研究委員会では、県内各商業高校が連携して取り組むために、商業高校ビジネスプロジェクトの具体的な

取組として７月の「台湾祭」、１２月の「海外研修」等の具体的な内容について情報共有を行い、生徒によ

る実践を行った。また、それらの内容について、県高等学校商業教育研究大会及び東北六県商業教育研究大

会分科会にて髙橋教諭に発表していただき、本研究委員会の活動内容について広く周知することができた。

　今年度でベンチャー事業は終了するため、来年度は新たな研究課題を設定し、研究を進めていく予定であ

る。今年度の実践活動を生かし、各校の特色を活かしながら引き続き研究活動に取り組んでいきたい。
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令和５年度　総合的科目研究委員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局当番校　青森県立青森商業高等学校

　

１　第１回総合的科目研究委員会

　　日　時　令和５年４月２０日（水）１３：３０～１５：３０

　　場　所　青森県立青森商業高等学校（会議室）

　　参加者　委員長　土岐　一行（三戸高等学校教頭）

　　　　　　長谷川善弘・西舘大輔（弘前実業高校）、石澤加津子・太田菜穗子（三沢商業高校）

　　　　　　天羽英紀・岩間由香子（八戸商業高校）、鎌田吉雄（黒石高校）

　　　　　　谷村　学・髙橋恭一・飯田奈緒子・菊地礼剛・榊　晃太・鈴木有紀（青森商業高校）　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計１４名

　　内　容（１）年間計画について

　　　　　（２）昨年度の確認について

　　　　　（３）令和５年度研究内容について

　　　　　（４）令和５年度県及び東北高教研分科会発表について

　　　　　（５）その他

２　第２回総合的科目研究委員会

　　日　時　令和５年６月２２日（木）１３：００～１５：００

　　場　所　青森県立青森商業高等学校（会議室）

　　参加者　委員長　土岐　一行（三戸高等学校教頭）

　　　　　　長谷川善弘・西舘大輔（弘前実業高校）、秋田健二・太田菜穗子（三沢商業高校）

　　　　　　天羽英紀・岩間由香子（八戸商業高校）

　　　　　　谷村　学・髙橋恭一・飯田奈緒子・菊地礼剛・榊　晃太・鈴木有紀（青森商業高校）　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計１３名

　　内　容（１）県生徒商業研究発表大会について

　　　　　（２）令和５年度研究内容について（各校進捗状況確認）

　　　　　（３）令和５年度県及び東北高教研分科会発表について

　　　　　（４）その他

３　第３回総合的科目研究委員会

　　日　時　令和５年１１月１７日（金）１３：３０～１５：３０

　　場　所　青森県立青森商業高等学校（会議室）

　　参加者　長谷川善弘・西舘大輔（弘前実業高校）、浅水伸之・太田菜穗子（三沢商業高校）

　　　　　　天羽英紀・岩間由香子（八戸商業高校）、川守田凜（日本旅行東北青森支店）

　　　　　　髙橋恭一・飯田奈緒子・榊晃太・鈴木有紀（青森商業高校）　　　　　　　　　　　計１１名

　　内　容（１）令和５年度東北商研大会報告について

　　　　　（２）令和６年度生徒商業研究発表大会について

　　　　　（３）令和５年度ベンチャー事業台湾研修について

　　　　　（４）令和６年度活動計画について

　　　　　（５）その他

【総　括】

　研究委員会は計画通り３回実施することができた。研究テーマを「総合的科目の学びをとおしたグローバ

ル人財の育成」とし、青森商業高校の庁内ベンチャー事業「青商ビジネスチャレンジwith台湾事業」の中で、

県内各商業高校が連携しながら、グローバルな感覚を有した人材を育成することを目的に活動した。

　研究委員会では、県内各商業高校が連携して取り組むために、商業高校ビジネスプロジェクトの具体的な

取組として７月の「台湾祭」、１２月の「海外研修」等の具体的な内容について情報共有を行い、生徒によ

る実践を行った。また、それらの内容について、県高等学校商業教育研究大会及び東北六県商業教育研究大

会分科会にて髙橋教諭に発表していただき、本研究委員会の活動内容について広く周知することができた。

　今年度でベンチャー事業は終了するため、来年度は新たな研究課題を設定し、研究を進めていく予定であ

る。今年度の実践活動を生かし、各校の特色を活かしながら引き続き研究活動に取り組んでいきたい。
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令和５年度　研究誌編纂委員会

事務局校　青森県立青森商業高等学校

１　第１回研究誌編纂委員会

　　日　時　令和５年６月８日（木）１３：３０～１５：３０

　　場　所　青森商業高等学校　会議室

　　参加者　西舘大輔（弘前実業）、鈴木　瞳（八戸商業）、山田真菜（三沢商業）

　　　　　　奈良靖宏（鯵ヶ沢）、向谷地史拓（大湊）、山田博規（千葉学園）

　　　　　　榊　晃太（青森商業）、髙橋恭一（青森商業）　　　　　　　　　　　 　　　　　　　計８名

　　内　容（１）令和５年度研究誌の編集方針について

　　　　　（２）「青森商研ＮＥＷＳ」の発行について

　　　　　（３）中学校向けパンフレットについて

　　　　　（４）その他

２　第２回研究誌編纂委員会

　　日　時　令和５年１１月９日（木）１３：３０～１５：３０

　　場　所　青森商業高等学校　会議室

　　参加者　西舘大輔（弘前実業）、鈴木　瞳（八戸商業）、山田真菜（三沢商業）

　　　　　　奈良靖宏（鯵ヶ沢）、向谷地史拓（大湊）、山田博規（千葉学園）

　　　　　　榊　晃太（青森商業）、髙橋　恭一（青森商業）　　　　　　　　　　　　　　　　 　計８名

　　内　容（１）中学校向けパンフレットについて

　　　　　（２）商研ニュースについて

　　　　　（３）研究誌ＭＥＲＣＵＲＹについて

　　　　　（４）その他

３　発行物について

　（１）「君の未来をひらく商業教育」　令和５年７月２１日発行

　（２）「青森商研ＮＥＷＳ」

　　　　　ア　夏　号　　令和５年７月１９日発行

　　　　　イ　秋　号　　令和５年１１月１０日発行

　　　　　ウ　冬　号　　令和６年１月３１日発行

　（３）「2023青森商業教育MERCURY」　　令和６年３月末　発行予定

【総　括】

　多くの先生方のご協力のお陰で、県内の商業教育に関する情報、生徒・教職員から貴重な原稿を快く提供

いただいたことに心から感謝申し上げます。

　中学生向けのパンフレット「君の未来をひらく商業教育」について、起業家への取り組みの内容を最新情

報で掲載することができた。予算の関係で発行部数を昨年度より６００部数減して、２，５００部数を発行

した。

　商研ＮＥＷＳについて、年３回発行した。秋号の内容であるインターンシップの感想について、全ての県

立商業高校を掲載した。発行日を決定しているが、各自が日々の校務があり編纂だけの仕事をしている訳で

はないので、発行日はあくまでも目安としている。

　研究誌ＭＥＲＣＵＲＹについて、予算の関係で発行部数を昨年度より５０部数減して、２４０部数を発行

した。
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　中学生向けパンフレット及び研究誌ＭＥＲＣＵＲＹの発行部数は、予算によって発行部数の減数が必要に

なってくる。

　今後も既存のスタイル、新しい表現方法を織り交ぜながら情報発信を続けていきたいと考えている。また、

新しい情報はできるだけタイムリーに提供できるように対応していきたい。多くの先生方からのアイデアや

必要に応じて生徒の意見も取り入れながら、より一層商業教育のＰＲに努めていきたいと考えている。



令和５年度　研究誌編纂委員会

事務局校　青森県立青森商業高等学校

１　第１回研究誌編纂委員会

　　日　時　令和５年６月８日（木）１３：３０～１５：３０

　　場　所　青森商業高等学校　会議室

　　参加者　西舘大輔（弘前実業）、鈴木　瞳（八戸商業）、山田真菜（三沢商業）

　　　　　　奈良靖宏（鯵ヶ沢）、向谷地史拓（大湊）、山田博規（千葉学園）

　　　　　　榊　晃太（青森商業）、髙橋恭一（青森商業）　　　　　　　　　　　 　　　　　　　計８名

　　内　容（１）令和５年度研究誌の編集方針について

　　　　　（２）「青森商研ＮＥＷＳ」の発行について

　　　　　（３）中学校向けパンフレットについて

　　　　　（４）その他

２　第２回研究誌編纂委員会

　　日　時　令和５年１１月９日（木）１３：３０～１５：３０

　　場　所　青森商業高等学校　会議室

　　参加者　西舘大輔（弘前実業）、鈴木　瞳（八戸商業）、山田真菜（三沢商業）

　　　　　　奈良靖宏（鯵ヶ沢）、向谷地史拓（大湊）、山田博規（千葉学園）

　　　　　　榊　晃太（青森商業）、髙橋　恭一（青森商業）　　　　　　　　　　　　　　　　 　計８名

　　内　容（１）中学校向けパンフレットについて

　　　　　（２）商研ニュースについて

　　　　　（３）研究誌ＭＥＲＣＵＲＹについて

　　　　　（４）その他

３　発行物について

　（１）「君の未来をひらく商業教育」　令和５年７月２１日発行

　（２）「青森商研ＮＥＷＳ」

　　　　　ア　夏　号　　令和５年７月１９日発行

　　　　　イ　秋　号　　令和５年１１月１０日発行

　　　　　ウ　冬　号　　令和６年１月３１日発行

　（３）「2023青森商業教育MERCURY」　　令和６年３月末　発行予定

【総　括】

　多くの先生方のご協力のお陰で、県内の商業教育に関する情報、生徒・教職員から貴重な原稿を快く提供

いただいたことに心から感謝申し上げます。

　中学生向けのパンフレット「君の未来をひらく商業教育」について、起業家への取り組みの内容を最新情

報で掲載することができた。予算の関係で発行部数を昨年度より６００部数減して、２，５００部数を発行

した。

　商研ＮＥＷＳについて、年３回発行した。秋号の内容であるインターンシップの感想について、全ての県

立商業高校を掲載した。発行日を決定しているが、各自が日々の校務があり編纂だけの仕事をしている訳で

はないので、発行日はあくまでも目安としている。

　研究誌ＭＥＲＣＵＲＹについて、予算の関係で発行部数を昨年度より５０部数減して、２４０部数を発行

した。
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　中学生向けパンフレット及び研究誌ＭＥＲＣＵＲＹの発行部数は、予算によって発行部数の減数が必要に

なってくる。

　今後も既存のスタイル、新しい表現方法を織り交ぜながら情報発信を続けていきたいと考えている。また、

新しい情報はできるだけタイムリーに提供できるように対応していきたい。多くの先生方からのアイデアや

必要に応じて生徒の意見も取り入れながら、より一層商業教育のＰＲに努めていきたいと考えている。



令和５年度　高大連携推進事業の取り組み
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１　期　　間　　令和５年８月８日（火）～８月１０日（木）３日間

２　会　　場　　全商会館（東京都）

３　研修概要

４　研修日程

　　１日目　８月８日（火）

　　　　　　　９：３０～　９：４０　開講式

　　　　　　　９：４０～１０：１０　理事長講話（東京都立芝商業高等学校長　大林　誠）

　　　　　　１０：１０～１０：４０　ワークショップ説明（東京都立大田桜台高等学校長　石山　智典）

　　　　　　１０：４０～１１：００　写真撮影

　　　　　　１１：１０～１２：１０　ワークショップ「各県情報交換」（グループ別）

　　　　　　１３：１０～１４：１０　文部科学省講話「商業教育の現状・課題」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文部科学省初等中等教育局　視学官　田中　圭）

　　　　　　１４：２０～１７：００　ワークショップ「商業教育の課題」（グループ別）

　　２日目　８月９日（水）

　　　　　　　９：００～１０：３０　ワークショップ「商業教育の魅力」（グループ別）

　　　　　　１０：４０～１２：１０　文部科学省講話「教育関係法規」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育公務員係専門職　大坪　彩子）

　　　　　　１３：１０～１４：４０　講演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「商業科におけるアントレプレナーシップ教育の重要性とポイント」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－地域活動の「成果」を高めるメカニズム－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中小企業基盤整備機構起業家教育アドバイザー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高崎商科大学准教授　高見　啓一）

　　　　　　１４：５０～１５：５０　ワークショップ「商業教育の魅力」（グループ別）

　　　　　　１６：００～１７：００　ワークショップ発表「商業教育の課題×商業教育の魅力」（全体会）

　　３日目　８月１０日（木）

　　　　　　　９：００～１０：３０　講演「生徒たちが働く未来　急速に変容するワークスタイル」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本経済新聞総合解説センター　編集委員　石塚　由起夫）

県　商　研　主　催　事　業　報　告 　　　　　　１０：４０～１２：１０　ワークショップ「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高校は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何をすべきか」（グループ別）

　　　　　　１３：１０～１３：５０　ワークショップ「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高校は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何をすべきか」（グループ別）

　　　　　　１４：００～１５：３０　ワークショップ発表「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校は何をすべきか」（全体会）

　　　　　　１５：４０～１６：００　閉講式

５　成　　果

 【理事長講話】「今後の全商協会の事業改善について」

　公益財団法人全国商業高等学校協会では、課題検討委員会から示された令和５年３月１８日付の答申「社

会全体のデジタル化・オンライン化、ＤＸの進展に対応した検定試験の在り方について」に基づき、事業改

善を検討している。全商協会は全国商業高等学校長協会と公益財団法人全国商業高等学校協会の２つの総称

になっているが、今年度のみ理事長を分けて改革を進めている。

　公益財団法人全国商業高等学校協会は収益事業として様々な検定試験を運営している。また、商業教育の

活性化を図る支援事業として、教員研修会や全国競技大会の運営、各県における商業教育を支援する商業教

育振興助成事業を行っている。前述した答申では、ビジネス情報分野の検定試験の再編成と検定試験のＣＢ

Ｔ化の試行、全商新ＷＥＢシステムの稼働が検討事項として盛り込まれている。

　ビジネス情報分野の検定試験の再編成の目的は、「①多様化するビジネス情報系科目への対応」と「②必

履修科目『情報Ⅰ』の代替科目としての担保」である。まず、①多様化するビジネス情報系科目への対応に

ついては、試験範囲を３級・２級・１級で分けるのではなく、原則として科目ごとに対応した検定を設ける

方向性で考えている。１科目合格で３級、２科目合格で２級、３科目以上合格で１級とする。また、②必履

修科目『情報Ⅰ』の代替科目としての担保については、多くの学校で情報処理を教科情報の代替科目として

いるが、本当に教科情報の内容が取り扱われているのか、文科省に疑問視されている。そこで、「情報処理」

で学ぶ内容のうち「情報Ⅰ」と共通している内容を問う『情報基礎（仮称）』と、「情報処理」のみで学ぶ内

容を実技中心で問う『情報処理（仮称）』を組み合わせて『情報処理』、その他、『ソフトウェア活用』、『プ

ログラミング』、「ネットワーク活用」と「ネットワーク管理」に関する内容（選択問題を含む）を問う『ネッ

トワーク（仮称）』の科目構成で検討中である。多様な生徒のニーズに対応できる科目構成になることを期

待したい。

　検定試験のＣＢＴ化の試行の目的は、「①様々なニーズに対応した受験機会の複数化の推進」と「②

採点・集計に関わる学校並びに教員の負担軽減」である。ただ、デメリットとして、実施に伴う検定料の値

上げや、なりすまし防止に向けた学校における受験環境の整備等があげられているが、実施時に監督者が適

切にトラブル対応できるかどうか不安は残る。令和６年度内に希望する学校を募り、簿記実務検定３級とビ

ジネスコミュニケーション検定で試行し、その状況を踏まえて本格実施の可否や実施科目・級、実施方法な

どを具体的に検討することとしている。

　全商新ＷＥＢシステムは令和６年度から稼働する。新ＷＥＢシステムは、「①個人コードによる合格情報

の一元化」、「②個人や団体申込時の検定料の直接入金」、「③試験場校経費の後日請求払いや手当の個人口座

への直接振り込み」、「④試験場校制度の見直しと分会場制度の廃止」といった改善が盛り込まれる予定である。

煩雑な処理が簡略化されることで検定担当者の負担が軽減されることは喜ばしいことであり、今後の動向を

注視していきたい。

　　

【文部科学省講話】「商業教育の現状・課題」

　学習指導要領の趣旨と内容を踏まえた教育活動がなされているのか。今回の学習指導要領は、指導項目だ

けではなく、どのような資質・能力を育成すれば良いのかといった視点の変化により、コンテンツ（何を学

ぶか）ベースから、コンピテンシー（何ができるようになるか）ベースの学習指導要領に変わっている。　

　よって、先生方の指導も変えていかなければならない。

　変化の激しい時代だから、今、知識や技術を身に付けても、将来そのまま使えるわけではない。社会に求

められる資質・能力を見据えて、それぞれの指導項目で育成しなければならない。ＮＴＴドコモのＣＭで「ス

キルはダウンロードする時代」とのキャッチコピーがあるが、自分にない知識や技術があっても、補助的な

機器を装着すれば補ってくれる時代が到来する。指導項目にある知識や技術だけを身に付けても、将来は簡

単に手に入れられるようになる。手に入れることに時間をとられるよりは、使いこなす思考・判断・表現や

主体的に学習に取り組む態度の方が重要視される。つまり、自分で調整しながら物事を作り上げていく力を

育成するのが大切である。今までのように検定試験に合格するために用語や計算を教えるのではなく、それ

を実際に使って何ができるようになるのか、新しいものをどうやって生み出すのか、先生方が支援する時代

に変化している。

　今後はデジタル教科書の導入が進むと思われるが、一般的な説明内容となり、「分かりやすい」、「分かり

にくい」と感じる生徒が出てくるものと想定されるが、それを分かりやすく教え、個別最適な学びを支援す

るのが教師である。生徒の学習の状態を評価し、一般的な説明を聞いて分からなかった部分を支援することや、

授業後に協働的な学びをすることでフォローをしながら深い学びに導くような授業をコーディネートする役

割を担っている。これまでは短期間で効率よく知識を身に付けさせることがスーパーティーチャーだったが、

これからは、生徒を支援し、個別最適な学びに導いてあげられるのがスーパーティーチャー、個別指導でき

るのがスーパーティーチャーである。これから先生方の在り方が変わってくる。

　商業教育における最大の課題は、教育課程の編成だと思っている。資質・能力を身に付けさせるための学

習指導要領に変わったにも関わらず、教育課程は従来と変わっていない。ビジネス社会で必要な資質・能力

を育成する科目の設置が少なく、設置していても単位数が少ない状況となっている。本当に生徒の資質・能

力を育成する教育課程になっているか確認する必要がある。社会で必要な資質・能力が身に付いていないから、

社会に出ても商業科の生徒は評価されない。商業教育を取り巻く環境を見ると、産業別では、商業科の生徒

が卒業して最も多い就職先は第３次産業である。この第３次産業は情報産業の発達により、サービス産業が

どんどん拡大している。職業別でも、商業科の生徒の事務職の求人は減っている印象があるが、全体的には

事務職の求人は増えてきている。事務職の求人が増えているはずなのに、学校の求人は減っている印象がある。

これは、事務職はほしいが、商業科の生徒でなくても良いという考えから、商業科への求人が減っているも

のと推測される。企業の求める人材を育成できていないためだと考えられる。年々卒業者の事務職の割合が

減ってきて、ものづくりをしない商業科で生産工程に就職する生徒が増えている。

　示されたデータから、簿記と情報処理を中心に教育課程を編成しても、ビジネス社会が求める資質・能力

が身に付いていないことが分かり、商業の４分野についてバランス良く学ぶことができる工夫が必要だと実

感した。商業科目を学ぶことで「何ができるようになるのか」を意識しながら、今後の商業教育の在り方を

模索していきたい。

 【文部科学省講話】「教育関係法規」

　法令の基礎知識に関する講義では、法律を学ぶ理由や法体系について改めて確認する機会となった。法律

は正しさの一定の基準であり、常識で考えたことが正しいかどうかを見極める拠り所になることを学んだ。

また、法令が効力を持つタイミングや法令読解の留意点等に関する講義も大変参考になった。

　次の教育公務員制度に関する講義では、我々教員の教育活動は様々な法律に則って行われているとともに、

学校を取り巻く多くのスタッフに支えられながら学校が運営されていることを再認識することができた。そ

の教育活動を充実させることは我々教員の使命であることに間違いはないが、その一方で学校における働き

方改革は喫緊の課題である。我が国における教員の１日当たりの在校等時間は長く、世界的に類を見ない長

時間勤務大国と言われている。小・中学校の部活動においては、技術指導等を地域の指導者に委ねる移行が

進み、顧問の週当たりの活動日数は減少しているが、高校ではそのような環境がまだ整備されていない状況

である。まずはＩＣＴを活用した校務の効率化に取り組むなど、在校等時間の削減に取り組む工夫が必要だ

と実感した。

その他、児童生徒性暴力等の防止や人事管理行政に係る留意事項についても講義があり、公務員として服務

規律を遵守し、気持ちを新たに生徒・保護者をはじめ、地域から信頼される教育活動に取り組んでいきたい。

 【講演】「商業科におけるアントレプレナーシップ教育の重要性とポイント」

　－地域活動の「成果」を高めるメカニズム－

　商業教育の課題解決と魅力化に向けて、商業教育は何をすべきかについて講義があった。普段取り組んで

いる地域との関わりや様々な探究活動の成果を高めていくメカニズムについても説明があった。アントレプ

レナーシップ教育（以下、ＥＥという）は起業家になるための教育ではなく、新しいことを行うことに価値

を見出したり、変化を機会として利用するなどの視点を養うことが目的である。ＥＥは生活や社会の全ての

分野に広く関係し、全生徒にとって重要な能力であるとされている。

　商業科を取り巻く様々な課題として、求められる「検定偏重」からの脱却、普通科でも広がる探究学習、

脱商業科の動き等があり、商業科の存在感が薄れていくことへの危機感がある。予測不能な世界を生き抜く

ために、探究活動や社会に開かれた教育活動に取り組んでくださいという動きがある。地域活動は商業高校

だけではなく、大学でも重視する社会的傾向があり、検定偏重から脱却したい商業科にとってはチャンス到

来である。ただし、「体験しただけ学習」になっていないか、特に探究なき探究学習になりがちな課題研究は、

地域活動の「軸」「ゴール」を改めて考える必要があり、普通科の探究学習と何が違うか明確に答えられな

いといけない。

　ＥＥの領域は今、研究分野でも広がりを見せている。国の動向としても起業家をどんどん育成する動きが

あり、高校向けの教育も支援している。日本は諸外国に対して起業家精神が低い傾向があり、ＥＥと商業科

教育は親和性が高い。日本の起業家教育の課題を解決できるのは商業科であると考えている。複数科目で「起

業家精神」を学ぶよう設計されており、ビジネス基礎、ビジネス・マネジメントなど、起業家教育を導入し

やすい教育課程が編成しやすい。

　商業高校ＥＥにおける育成能力は、「①機会（課題）を発見・設定し、解決策を創造する行動力」と「②

課題解決に向けてリソースを獲得し、他者と協働できるネットワーク創出スキル」の２つである。商業科の

教育は学校で完結しないため、あるテーマに関する関心や問題、熱意等を共有し、その分野の知識や技能を、

持続的な相互交流を通じて深めていく人々の集団（以下、実践共同体という）とつながりを持った活動が必

要である。実践共同体は３つの基本要素「領域・コミュニティ・実践」がうまくかみ合って、初めて理想的

な社会的枠組みになる。

　実践共同体を機能させるためには、先生方はコーディネーターになる必要がある。コーディネーターに求

められることは、「①コーディネータとしての任務に時間を割く」、「②私的空間の重視」、「③人脈づくりの

能力」、「④テーマに関する専門知識」の４点である。ＥＥの成功事例では、コーディネーター役の教員が中

心となって、地域や企業と互酬的なテーマ設定を行っている事例が多い。

　アントレプレナーシップを高めるためには、越境学習（拡張的学習）が大事である。その越境学習をしや

すい場づくりとして、居心地の良い交流の場所を指す「サードプレイス」も重要な要素である。そのサード

プレイス特性を高めるためには、傾聴、共感や親近性等の特徴を持つサーバンド・リーダーシップを教員自

身が身に付けることが望まれる。越境学習を通して、「この活動をしていなかったら友達にならなかった」、「先

生にも正解がないので、大人とも対等に意見を言い合えた」などの効果が見られたとの紹介があった。

　地域と企業と連携したＥＥの取組として、「①教員も地域も正解が分からない曖昧な領域に生徒を挑ませ

る。」、「②学校内外の多様なステークホルダーと関わる機会を生徒に与える。」、「③生徒・地域双方にとって

互酬的な場をコーディネートするため、教員自身の地域内外との人脈や信頼関係を増やす。」、「④参加者間

の交流の時間を重視した居心地の良い活動にする。」、「⑤生徒の興味関心に基づきラフに参加できる場をデ

ザインする。」、「⑥教員は高邁なビジョンを持ちつつも、生徒にとっての親近性を高めることを重視

する。」ことなどが求められる。この講義を通して、我々教員も「答えのない問題を探究しているか」、「多

様な人・新たな知見と出会えているか」、「自身の居心地はどうか」、「活動を楽しめているか」など、ときに

は立ち止まって自身を振り返る必要があることを学んだ。
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 【講演】「生徒たちが働く未来　急速に変容するワークスタイル」

　生徒がこれから先、働いていく社会はどのような社会になるか。企業や国や行政はどういった働き方を考

えているのか。今までとは働き方が変わり、会社と個人の関係性も変わってくることも明らかである。時代

に合わせた働き方をしないと、長く働くことが難しくなる。

　多くの企業で初任給を上げているが、日本経済新聞の調査によると、３０％初任給が上がった企業もある。

新卒初任給大卒で５０万円というところもある。今年に入って一気に引き上げた理由としては、人材確保の

ためである。

　次に、終身雇用前提の年功序列、時間と場所を拘束するという日本型雇用が変わってきている。例えば、

多くの会社で副業も認めるようになってきている。これまでの副業は収入を補填するための位置付けであっ

たが、キャリア形成のために社外で働くことを認めるようになってきている。時間の拘束といった点では、

社員の定着率を上げるため、週休３日の企業が増えてきている。休んでいる時間は子育てや介護だけでなく、

大学で学び直すことや地域活動に取り組んでいる。次に場所の拘束といった点では、転勤そのものを見直そ

うという動きがあり、家族の環境まで壊してしまうのは社員のためにならないため、転勤制度の廃止に向け

て検討を進めている。働く場所を会社に限定せず、自宅でテレワークにすることで、転勤廃止の動きにもつ

ながっている。現在は大手企業が中心であるが、今までの雇用形態を見直そうとする動きは、今後地方の企

業や中小企業に広がっていくものと思われる。

　これまでの日本型雇用は不自由であったが、日本型雇用の限界、人口減少やコロナ禍の構造変化が重なっ

たため働き方を見直す動きが加速している。日本型雇用は「①時間、②職務、③場所」の３つの制約がある働

き方である。①時間は、終身雇用を前提としているため、ピークの働き方に併せて従業員を雇うことができず、

仕事が増えると残業することになる。②職務・配置転換は、会社が新しい職務を与えることによって、雇用

を守るという考え方から行われる。③場所・転勤は、会社の状況が変わった時に別の仕事をすることになる。

専門性を持たせるよりも、満遍なく仕事ができる社員が求められ、これらが正社員として働くための条件で

あった。ところが、自分がやりたい仕事ができるわけではなく、いつ転勤させられるか分からない状況で、

残業や長時間労働が前提で健康を害するかも知れないといった日本型雇用は問題となってきた。さらには、

性別役割分担を前提に機能した働き方であり、外で働くのは男性、家庭を守るのは女性といった役割があっ

たため、男性が仕事に集中しても生活できていたが、夫婦共働きの家庭が増えてくると、制約のある働き方

に限界が出始め、正社員として働き続けることが窮屈になってきた。

　企業側も日本型雇用に限界を感じ、非効率な働き方になっていたことに気付き始めた。当時はまだ物やサー

ビスが人々に行き渡っていなかったため、企業はいかに物やサービスを早く安く提供することができるかが

重要であり、そのためには一致団結する集団が必要であった。会社は同じような働き方ができる人たちがい

ることが都合良く、社員は我慢さえすれば安定した生活が保証される。しかし、現在は物が足りない時代で

はなく、先行き不透明な時代となり、多様なアイディアを持った人たちが必要になった。

　日本は２０１０年以降少子化問題が顕著になってきた。２００１年から減ってきたこどもたちが成人する

２０２０年に入って、国や企業が働き手不足に慌て始めた。生産年齢人口である１５歳から６４歳までの人

口は、これから先どんどん減少する一方であり、新卒を採用するためには給料を上げないと確保できない状

況にある。女性やシニア、外国人を活用してもまだ不足すると思われる。

　また、コロナ禍の影響によりテレワークが普及し、感染リスクを減らす非対面の働き方から、ビジネスス

タイルも変化した。それと同時に、なぜ働くのかなど、人生の価値を見つけ直すきっかけにもなり、やりた

くない、やりがいのない仕事はやめてしまおうといった、個人の意識にも変化を与えた。

　このような現状に対して、国や企業はどのような働き方を導入しようとしているのか。岸田政権は新しい

資本主義を掲げ、最低賃金の引き上げを行った。成長と分配の好循環で分厚い中間層の復活、さらに人への

投資を拡充することで、さらに成長が加速すると考えている。貢献に応じた適正な収入アップ、消費喚起を

促して経済成長、稼げるスキルを支援することにつなげることとしている。しかし、新しい資本主義の考え

方は昔からあり、最近になって人的資本経営を企業も口にするようになってきた。人を賃金が発生するコス

トとは捉えず、価値を打ち出す資本とみなし、教育や訓練、福利厚生などの投資を行えば個人も企業も繁栄

するという考え方である。日本の企業はその人材投資も怠ってきたため、企業と個人の Win-Win サイクルを

つくることが、国と企業が想定している大きな流れである。

　また、人手不足対策として、女性活躍推進にも取り組み始めたが、これからが正念場である。ここ１０年

間で働く女性が増えているが、Ｌ字化といった年齢を重ねれば非正規となり、正社員が減っている問題がある。

まだ、女性活躍推進をやめてはいけない。若年男性は急激に減っているため、体力のある若手男性に頼る職

場は維持が困難になってきた。若くて働きざかりの男性はどこにもいないため、女性も働ける環境を整備し

ないとこれからの社会は維持できない。

　今後生徒のキャリアについて考える時に気に掛けてほしいことは、個人に雇われる力があるか、雇われ続

ける力があるかということである。人生７０年間、組織・社会・会社から必要とされるだけの力を身に付け

ていないと働き続けることは難しくなるのではないかということである。会社自体も存続していくか分から

ない状況であるため、自分の人生を会社に任せるというのはリスクが高すぎる。中小企業で人手不足倒産が

相次いだり、好業績でも早期退職を募る黒字リストラが起こっている。また、ＡＩ／ロボットテクノロジー

に奪われる仕事が出てくるため、消滅する職種や人手不足でも失職のリスクがある。その他、即戦力を求めて、

新卒ではなく、中途採用比率を増やそうという企業も出てきた。そこで、国は新たな時代に合わせた学び直

しを行うリ・スキリング、日本型の職務給の導入、成長分野への円滑な労働移動、この３つを三位一体の改

革として進めていくこととしている。高卒の第二新卒に特化した職業紹介をする会社が成長するなど、高校

でのキャリア教育も変化してきている。

　高校生には「仕事は生活のため」という意識があり、仕事よりも自分の自由な時間を大切にしたいという

生徒が増えている。困難があっても挑戦したいという生徒は減ってきている印象がある。「何がしたい」、「何

ができる」、「何をすべきか」の三つの視点が重なり合っている仕事に就けると理想だが、それは難しいため、

できるだけ三つに重なるように導いてあげることが大切である。

　この講義を通して、生涯働き続きるためには、「エンプロイアビリティ＝雇われる能力」が必要であるこ

とを再認識するとともに、人生設計を含めてどのようなキャリア指導を行うかが、ますます大事になってく

ると実感することができた。今後の教育活動に生かしていきたい。

　　

６　おわりに

　３日間に渡る研修であったが、各都道府県の現状や抱える課題等について情報共有し、課題解決に向けて

ワークショップを行ったことは大変有意義であった。また、様々な分野の専門家からご講義いただいた内容は、

これからの商業教育の在り方を考える上で大いに参考となるものばかりであった。その他、他県の先生方と

つながりが持てたことも大きな収穫であった。今回の研修で得た知識や情報を活用し、本県の商業教育の活

性化に向けて、自分ができることを考え、新たな取組につなげていきたいと考える。大変有意義な研修の機

会を与えていただきありがとうございました。
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１　期　　間　　令和５年８月８日（火）～８月１０日（木）３日間

２　会　　場　　全商会館（東京都）

３　研修概要

４　研修日程

　　１日目　８月８日（火）

　　　　　　　９：３０～　９：４０　開講式

　　　　　　　９：４０～１０：１０　理事長講話（東京都立芝商業高等学校長　大林　誠）

　　　　　　１０：１０～１０：４０　ワークショップ説明（東京都立大田桜台高等学校長　石山　智典）

　　　　　　１０：４０～１１：００　写真撮影

　　　　　　１１：１０～１２：１０　ワークショップ「各県情報交換」（グループ別）

　　　　　　１３：１０～１４：１０　文部科学省講話「商業教育の現状・課題」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文部科学省初等中等教育局　視学官　田中　圭）

　　　　　　１４：２０～１７：００　ワークショップ「商業教育の課題」（グループ別）

　　２日目　８月９日（水）

　　　　　　　９：００～１０：３０　ワークショップ「商業教育の魅力」（グループ別）

　　　　　　１０：４０～１２：１０　文部科学省講話「教育関係法規」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育公務員係専門職　大坪　彩子）

　　　　　　１３：１０～１４：４０　講演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「商業科におけるアントレプレナーシップ教育の重要性とポイント」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－地域活動の「成果」を高めるメカニズム－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中小企業基盤整備機構起業家教育アドバイザー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高崎商科大学准教授　高見　啓一）

　　　　　　１４：５０～１５：５０　ワークショップ「商業教育の魅力」（グループ別）

　　　　　　１６：００～１７：００　ワークショップ発表「商業教育の課題×商業教育の魅力」（全体会）

　　３日目　８月１０日（木）

　　　　　　　９：００～１０：３０　講演「生徒たちが働く未来　急速に変容するワークスタイル」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本経済新聞総合解説センター　編集委員　石塚　由起夫）

　　　　　　１０：４０～１２：１０　ワークショップ「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高校は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何をすべきか」（グループ別）

　　　　　　１３：１０～１３：５０　ワークショップ「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高校は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何をすべきか」（グループ別）

　　　　　　１４：００～１５：３０　ワークショップ発表「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校は何をすべきか」（全体会）

　　　　　　１５：４０～１６：００　閉講式

５　成　　果

 【理事長講話】「今後の全商協会の事業改善について」

　公益財団法人全国商業高等学校協会では、課題検討委員会から示された令和５年３月１８日付の答申「社

会全体のデジタル化・オンライン化、ＤＸの進展に対応した検定試験の在り方について」に基づき、事業改

善を検討している。全商協会は全国商業高等学校長協会と公益財団法人全国商業高等学校協会の２つの総称

になっているが、今年度のみ理事長を分けて改革を進めている。

　公益財団法人全国商業高等学校協会は収益事業として様々な検定試験を運営している。また、商業教育の

活性化を図る支援事業として、教員研修会や全国競技大会の運営、各県における商業教育を支援する商業教

育振興助成事業を行っている。前述した答申では、ビジネス情報分野の検定試験の再編成と検定試験のＣＢ

Ｔ化の試行、全商新ＷＥＢシステムの稼働が検討事項として盛り込まれている。

　ビジネス情報分野の検定試験の再編成の目的は、「①多様化するビジネス情報系科目への対応」と「②必

履修科目『情報Ⅰ』の代替科目としての担保」である。まず、①多様化するビジネス情報系科目への対応に

ついては、試験範囲を３級・２級・１級で分けるのではなく、原則として科目ごとに対応した検定を設ける

方向性で考えている。１科目合格で３級、２科目合格で２級、３科目以上合格で１級とする。また、②必履

修科目『情報Ⅰ』の代替科目としての担保については、多くの学校で情報処理を教科情報の代替科目として

いるが、本当に教科情報の内容が取り扱われているのか、文科省に疑問視されている。そこで、「情報処理」

で学ぶ内容のうち「情報Ⅰ」と共通している内容を問う『情報基礎（仮称）』と、「情報処理」のみで学ぶ内

容を実技中心で問う『情報処理（仮称）』を組み合わせて『情報処理』、その他、『ソフトウェア活用』、『プ

ログラミング』、「ネットワーク活用」と「ネットワーク管理」に関する内容（選択問題を含む）を問う『ネッ

トワーク（仮称）』の科目構成で検討中である。多様な生徒のニーズに対応できる科目構成になることを期

待したい。

　検定試験のＣＢＴ化の試行の目的は、「①様々なニーズに対応した受験機会の複数化の推進」と「②

採点・集計に関わる学校並びに教員の負担軽減」である。ただ、デメリットとして、実施に伴う検定料の値

上げや、なりすまし防止に向けた学校における受験環境の整備等があげられているが、実施時に監督者が適

切にトラブル対応できるかどうか不安は残る。令和６年度内に希望する学校を募り、簿記実務検定３級とビ

ジネスコミュニケーション検定で試行し、その状況を踏まえて本格実施の可否や実施科目・級、実施方法な

どを具体的に検討することとしている。

　全商新ＷＥＢシステムは令和６年度から稼働する。新ＷＥＢシステムは、「①個人コードによる合格情報

の一元化」、「②個人や団体申込時の検定料の直接入金」、「③試験場校経費の後日請求払いや手当の個人口座

への直接振り込み」、「④試験場校制度の見直しと分会場制度の廃止」といった改善が盛り込まれる予定である。

煩雑な処理が簡略化されることで検定担当者の負担が軽減されることは喜ばしいことであり、今後の動向を

注視していきたい。

　　

【文部科学省講話】「商業教育の現状・課題」

　学習指導要領の趣旨と内容を踏まえた教育活動がなされているのか。今回の学習指導要領は、指導項目だ

けではなく、どのような資質・能力を育成すれば良いのかといった視点の変化により、コンテンツ（何を学

ぶか）ベースから、コンピテンシー（何ができるようになるか）ベースの学習指導要領に変わっている。　

　よって、先生方の指導も変えていかなければならない。

　変化の激しい時代だから、今、知識や技術を身に付けても、将来そのまま使えるわけではない。社会に求

められる資質・能力を見据えて、それぞれの指導項目で育成しなければならない。ＮＴＴドコモのＣＭで「ス

キルはダウンロードする時代」とのキャッチコピーがあるが、自分にない知識や技術があっても、補助的な

機器を装着すれば補ってくれる時代が到来する。指導項目にある知識や技術だけを身に付けても、将来は簡

単に手に入れられるようになる。手に入れることに時間をとられるよりは、使いこなす思考・判断・表現や

主体的に学習に取り組む態度の方が重要視される。つまり、自分で調整しながら物事を作り上げていく力を

育成するのが大切である。今までのように検定試験に合格するために用語や計算を教えるのではなく、それ

を実際に使って何ができるようになるのか、新しいものをどうやって生み出すのか、先生方が支援する時代

に変化している。

　今後はデジタル教科書の導入が進むと思われるが、一般的な説明内容となり、「分かりやすい」、「分かり

にくい」と感じる生徒が出てくるものと想定されるが、それを分かりやすく教え、個別最適な学びを支援す

るのが教師である。生徒の学習の状態を評価し、一般的な説明を聞いて分からなかった部分を支援することや、

授業後に協働的な学びをすることでフォローをしながら深い学びに導くような授業をコーディネートする役

割を担っている。これまでは短期間で効率よく知識を身に付けさせることがスーパーティーチャーだったが、

これからは、生徒を支援し、個別最適な学びに導いてあげられるのがスーパーティーチャー、個別指導でき

るのがスーパーティーチャーである。これから先生方の在り方が変わってくる。

　商業教育における最大の課題は、教育課程の編成だと思っている。資質・能力を身に付けさせるための学

習指導要領に変わったにも関わらず、教育課程は従来と変わっていない。ビジネス社会で必要な資質・能力

を育成する科目の設置が少なく、設置していても単位数が少ない状況となっている。本当に生徒の資質・能

力を育成する教育課程になっているか確認する必要がある。社会で必要な資質・能力が身に付いていないから、

社会に出ても商業科の生徒は評価されない。商業教育を取り巻く環境を見ると、産業別では、商業科の生徒

が卒業して最も多い就職先は第３次産業である。この第３次産業は情報産業の発達により、サービス産業が

どんどん拡大している。職業別でも、商業科の生徒の事務職の求人は減っている印象があるが、全体的には

事務職の求人は増えてきている。事務職の求人が増えているはずなのに、学校の求人は減っている印象がある。

これは、事務職はほしいが、商業科の生徒でなくても良いという考えから、商業科への求人が減っているも

のと推測される。企業の求める人材を育成できていないためだと考えられる。年々卒業者の事務職の割合が

減ってきて、ものづくりをしない商業科で生産工程に就職する生徒が増えている。

　示されたデータから、簿記と情報処理を中心に教育課程を編成しても、ビジネス社会が求める資質・能力

が身に付いていないことが分かり、商業の４分野についてバランス良く学ぶことができる工夫が必要だと実

感した。商業科目を学ぶことで「何ができるようになるのか」を意識しながら、今後の商業教育の在り方を

模索していきたい。

 【文部科学省講話】「教育関係法規」

　法令の基礎知識に関する講義では、法律を学ぶ理由や法体系について改めて確認する機会となった。法律

は正しさの一定の基準であり、常識で考えたことが正しいかどうかを見極める拠り所になることを学んだ。

また、法令が効力を持つタイミングや法令読解の留意点等に関する講義も大変参考になった。

　次の教育公務員制度に関する講義では、我々教員の教育活動は様々な法律に則って行われているとともに、

学校を取り巻く多くのスタッフに支えられながら学校が運営されていることを再認識することができた。そ

の教育活動を充実させることは我々教員の使命であることに間違いはないが、その一方で学校における働き

方改革は喫緊の課題である。我が国における教員の１日当たりの在校等時間は長く、世界的に類を見ない長

時間勤務大国と言われている。小・中学校の部活動においては、技術指導等を地域の指導者に委ねる移行が

進み、顧問の週当たりの活動日数は減少しているが、高校ではそのような環境がまだ整備されていない状況

である。まずはＩＣＴを活用した校務の効率化に取り組むなど、在校等時間の削減に取り組む工夫が必要だ

と実感した。

その他、児童生徒性暴力等の防止や人事管理行政に係る留意事項についても講義があり、公務員として服務

規律を遵守し、気持ちを新たに生徒・保護者をはじめ、地域から信頼される教育活動に取り組んでいきたい。

 【講演】「商業科におけるアントレプレナーシップ教育の重要性とポイント」

　－地域活動の「成果」を高めるメカニズム－

　商業教育の課題解決と魅力化に向けて、商業教育は何をすべきかについて講義があった。普段取り組んで

いる地域との関わりや様々な探究活動の成果を高めていくメカニズムについても説明があった。アントレプ

レナーシップ教育（以下、ＥＥという）は起業家になるための教育ではなく、新しいことを行うことに価値

を見出したり、変化を機会として利用するなどの視点を養うことが目的である。ＥＥは生活や社会の全ての

分野に広く関係し、全生徒にとって重要な能力であるとされている。

　商業科を取り巻く様々な課題として、求められる「検定偏重」からの脱却、普通科でも広がる探究学習、

脱商業科の動き等があり、商業科の存在感が薄れていくことへの危機感がある。予測不能な世界を生き抜く

ために、探究活動や社会に開かれた教育活動に取り組んでくださいという動きがある。地域活動は商業高校

だけではなく、大学でも重視する社会的傾向があり、検定偏重から脱却したい商業科にとってはチャンス到

来である。ただし、「体験しただけ学習」になっていないか、特に探究なき探究学習になりがちな課題研究は、

地域活動の「軸」「ゴール」を改めて考える必要があり、普通科の探究学習と何が違うか明確に答えられな

いといけない。

　ＥＥの領域は今、研究分野でも広がりを見せている。国の動向としても起業家をどんどん育成する動きが

あり、高校向けの教育も支援している。日本は諸外国に対して起業家精神が低い傾向があり、ＥＥと商業科

教育は親和性が高い。日本の起業家教育の課題を解決できるのは商業科であると考えている。複数科目で「起

業家精神」を学ぶよう設計されており、ビジネス基礎、ビジネス・マネジメントなど、起業家教育を導入し

やすい教育課程が編成しやすい。

　商業高校ＥＥにおける育成能力は、「①機会（課題）を発見・設定し、解決策を創造する行動力」と「②

課題解決に向けてリソースを獲得し、他者と協働できるネットワーク創出スキル」の２つである。商業科の

教育は学校で完結しないため、あるテーマに関する関心や問題、熱意等を共有し、その分野の知識や技能を、

持続的な相互交流を通じて深めていく人々の集団（以下、実践共同体という）とつながりを持った活動が必

要である。実践共同体は３つの基本要素「領域・コミュニティ・実践」がうまくかみ合って、初めて理想的

な社会的枠組みになる。

　実践共同体を機能させるためには、先生方はコーディネーターになる必要がある。コーディネーターに求

められることは、「①コーディネータとしての任務に時間を割く」、「②私的空間の重視」、「③人脈づくりの

能力」、「④テーマに関する専門知識」の４点である。ＥＥの成功事例では、コーディネーター役の教員が中

心となって、地域や企業と互酬的なテーマ設定を行っている事例が多い。

　アントレプレナーシップを高めるためには、越境学習（拡張的学習）が大事である。その越境学習をしや

すい場づくりとして、居心地の良い交流の場所を指す「サードプレイス」も重要な要素である。そのサード

プレイス特性を高めるためには、傾聴、共感や親近性等の特徴を持つサーバンド・リーダーシップを教員自

身が身に付けることが望まれる。越境学習を通して、「この活動をしていなかったら友達にならなかった」、「先

生にも正解がないので、大人とも対等に意見を言い合えた」などの効果が見られたとの紹介があった。

　地域と企業と連携したＥＥの取組として、「①教員も地域も正解が分からない曖昧な領域に生徒を挑ませ

る。」、「②学校内外の多様なステークホルダーと関わる機会を生徒に与える。」、「③生徒・地域双方にとって

互酬的な場をコーディネートするため、教員自身の地域内外との人脈や信頼関係を増やす。」、「④参加者間

の交流の時間を重視した居心地の良い活動にする。」、「⑤生徒の興味関心に基づきラフに参加できる場をデ

ザインする。」、「⑥教員は高邁なビジョンを持ちつつも、生徒にとっての親近性を高めることを重視

する。」ことなどが求められる。この講義を通して、我々教員も「答えのない問題を探究しているか」、「多

様な人・新たな知見と出会えているか」、「自身の居心地はどうか」、「活動を楽しめているか」など、ときに

は立ち止まって自身を振り返る必要があることを学んだ。

 【講演】「生徒たちが働く未来　急速に変容するワークスタイル」

　生徒がこれから先、働いていく社会はどのような社会になるか。企業や国や行政はどういった働き方を考

えているのか。今までとは働き方が変わり、会社と個人の関係性も変わってくることも明らかである。時代

に合わせた働き方をしないと、長く働くことが難しくなる。

　多くの企業で初任給を上げているが、日本経済新聞の調査によると、３０％初任給が上がった企業もある。

新卒初任給大卒で５０万円というところもある。今年に入って一気に引き上げた理由としては、人材確保の

ためである。

　次に、終身雇用前提の年功序列、時間と場所を拘束するという日本型雇用が変わってきている。例えば、

多くの会社で副業も認めるようになってきている。これまでの副業は収入を補填するための位置付けであっ

たが、キャリア形成のために社外で働くことを認めるようになってきている。時間の拘束といった点では、

社員の定着率を上げるため、週休３日の企業が増えてきている。休んでいる時間は子育てや介護だけでなく、

大学で学び直すことや地域活動に取り組んでいる。次に場所の拘束といった点では、転勤そのものを見直そ

うという動きがあり、家族の環境まで壊してしまうのは社員のためにならないため、転勤制度の廃止に向け

て検討を進めている。働く場所を会社に限定せず、自宅でテレワークにすることで、転勤廃止の動きにもつ

ながっている。現在は大手企業が中心であるが、今までの雇用形態を見直そうとする動きは、今後地方の企

業や中小企業に広がっていくものと思われる。

　これまでの日本型雇用は不自由であったが、日本型雇用の限界、人口減少やコロナ禍の構造変化が重なっ

たため働き方を見直す動きが加速している。日本型雇用は「①時間、②職務、③場所」の３つの制約がある働

き方である。①時間は、終身雇用を前提としているため、ピークの働き方に併せて従業員を雇うことができず、

仕事が増えると残業することになる。②職務・配置転換は、会社が新しい職務を与えることによって、雇用

を守るという考え方から行われる。③場所・転勤は、会社の状況が変わった時に別の仕事をすることになる。

専門性を持たせるよりも、満遍なく仕事ができる社員が求められ、これらが正社員として働くための条件で

あった。ところが、自分がやりたい仕事ができるわけではなく、いつ転勤させられるか分からない状況で、

残業や長時間労働が前提で健康を害するかも知れないといった日本型雇用は問題となってきた。さらには、

性別役割分担を前提に機能した働き方であり、外で働くのは男性、家庭を守るのは女性といった役割があっ

たため、男性が仕事に集中しても生活できていたが、夫婦共働きの家庭が増えてくると、制約のある働き方

に限界が出始め、正社員として働き続けることが窮屈になってきた。

　企業側も日本型雇用に限界を感じ、非効率な働き方になっていたことに気付き始めた。当時はまだ物やサー

ビスが人々に行き渡っていなかったため、企業はいかに物やサービスを早く安く提供することができるかが

重要であり、そのためには一致団結する集団が必要であった。会社は同じような働き方ができる人たちがい

ることが都合良く、社員は我慢さえすれば安定した生活が保証される。しかし、現在は物が足りない時代で

はなく、先行き不透明な時代となり、多様なアイディアを持った人たちが必要になった。

　日本は２０１０年以降少子化問題が顕著になってきた。２００１年から減ってきたこどもたちが成人する

２０２０年に入って、国や企業が働き手不足に慌て始めた。生産年齢人口である１５歳から６４歳までの人

口は、これから先どんどん減少する一方であり、新卒を採用するためには給料を上げないと確保できない状

況にある。女性やシニア、外国人を活用してもまだ不足すると思われる。

　また、コロナ禍の影響によりテレワークが普及し、感染リスクを減らす非対面の働き方から、ビジネスス

タイルも変化した。それと同時に、なぜ働くのかなど、人生の価値を見つけ直すきっかけにもなり、やりた

くない、やりがいのない仕事はやめてしまおうといった、個人の意識にも変化を与えた。

　このような現状に対して、国や企業はどのような働き方を導入しようとしているのか。岸田政権は新しい

資本主義を掲げ、最低賃金の引き上げを行った。成長と分配の好循環で分厚い中間層の復活、さらに人への

投資を拡充することで、さらに成長が加速すると考えている。貢献に応じた適正な収入アップ、消費喚起を

促して経済成長、稼げるスキルを支援することにつなげることとしている。しかし、新しい資本主義の考え

方は昔からあり、最近になって人的資本経営を企業も口にするようになってきた。人を賃金が発生するコス

トとは捉えず、価値を打ち出す資本とみなし、教育や訓練、福利厚生などの投資を行えば個人も企業も繁栄

するという考え方である。日本の企業はその人材投資も怠ってきたため、企業と個人の Win-Win サイクルを

つくることが、国と企業が想定している大きな流れである。

　また、人手不足対策として、女性活躍推進にも取り組み始めたが、これからが正念場である。ここ１０年

間で働く女性が増えているが、Ｌ字化といった年齢を重ねれば非正規となり、正社員が減っている問題がある。

まだ、女性活躍推進をやめてはいけない。若年男性は急激に減っているため、体力のある若手男性に頼る職

場は維持が困難になってきた。若くて働きざかりの男性はどこにもいないため、女性も働ける環境を整備し

ないとこれからの社会は維持できない。

　今後生徒のキャリアについて考える時に気に掛けてほしいことは、個人に雇われる力があるか、雇われ続

ける力があるかということである。人生７０年間、組織・社会・会社から必要とされるだけの力を身に付け

ていないと働き続けることは難しくなるのではないかということである。会社自体も存続していくか分から

ない状況であるため、自分の人生を会社に任せるというのはリスクが高すぎる。中小企業で人手不足倒産が

相次いだり、好業績でも早期退職を募る黒字リストラが起こっている。また、ＡＩ／ロボットテクノロジー

に奪われる仕事が出てくるため、消滅する職種や人手不足でも失職のリスクがある。その他、即戦力を求めて、

新卒ではなく、中途採用比率を増やそうという企業も出てきた。そこで、国は新たな時代に合わせた学び直

しを行うリ・スキリング、日本型の職務給の導入、成長分野への円滑な労働移動、この３つを三位一体の改

革として進めていくこととしている。高卒の第二新卒に特化した職業紹介をする会社が成長するなど、高校

でのキャリア教育も変化してきている。

　高校生には「仕事は生活のため」という意識があり、仕事よりも自分の自由な時間を大切にしたいという

生徒が増えている。困難があっても挑戦したいという生徒は減ってきている印象がある。「何がしたい」、「何

ができる」、「何をすべきか」の三つの視点が重なり合っている仕事に就けると理想だが、それは難しいため、

できるだけ三つに重なるように導いてあげることが大切である。

　この講義を通して、生涯働き続きるためには、「エンプロイアビリティ＝雇われる能力」が必要であるこ

とを再認識するとともに、人生設計を含めてどのようなキャリア指導を行うかが、ますます大事になってく

ると実感することができた。今後の教育活動に生かしていきたい。

　　

６　おわりに

　３日間に渡る研修であったが、各都道府県の現状や抱える課題等について情報共有し、課題解決に向けて

ワークショップを行ったことは大変有意義であった。また、様々な分野の専門家からご講義いただいた内容は、

これからの商業教育の在り方を考える上で大いに参考となるものばかりであった。その他、他県の先生方と

つながりが持てたことも大きな収穫であった。今回の研修で得た知識や情報を活用し、本県の商業教育の活

性化に向けて、自分ができることを考え、新たな取組につなげていきたいと考える。大変有意義な研修の機

会を与えていただきありがとうございました。
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１　期　　間　　令和５年８月８日（火）～８月１０日（木）３日間

２　会　　場　　全商会館（東京都）

３　研修概要

４　研修日程

　　１日目　８月８日（火）

　　　　　　　９：３０～　９：４０　開講式

　　　　　　　９：４０～１０：１０　理事長講話（東京都立芝商業高等学校長　大林　誠）

　　　　　　１０：１０～１０：４０　ワークショップ説明（東京都立大田桜台高等学校長　石山　智典）

　　　　　　１０：４０～１１：００　写真撮影

　　　　　　１１：１０～１２：１０　ワークショップ「各県情報交換」（グループ別）

　　　　　　１３：１０～１４：１０　文部科学省講話「商業教育の現状・課題」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文部科学省初等中等教育局　視学官　田中　圭）

　　　　　　１４：２０～１７：００　ワークショップ「商業教育の課題」（グループ別）

　　２日目　８月９日（水）

　　　　　　　９：００～１０：３０　ワークショップ「商業教育の魅力」（グループ別）

　　　　　　１０：４０～１２：１０　文部科学省講話「教育関係法規」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育公務員係専門職　大坪　彩子）

　　　　　　１３：１０～１４：４０　講演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「商業科におけるアントレプレナーシップ教育の重要性とポイント」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－地域活動の「成果」を高めるメカニズム－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中小企業基盤整備機構起業家教育アドバイザー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高崎商科大学准教授　高見　啓一）

　　　　　　１４：５０～１５：５０　ワークショップ「商業教育の魅力」（グループ別）

　　　　　　１６：００～１７：００　ワークショップ発表「商業教育の課題×商業教育の魅力」（全体会）

　　３日目　８月１０日（木）

　　　　　　　９：００～１０：３０　講演「生徒たちが働く未来　急速に変容するワークスタイル」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本経済新聞総合解説センター　編集委員　石塚　由起夫）

　　　　　　１０：４０～１２：１０　ワークショップ「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高校は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何をすべきか」（グループ別）

　　　　　　１３：１０～１３：５０　ワークショップ「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高校は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何をすべきか」（グループ別）

　　　　　　１４：００～１５：３０　ワークショップ発表「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校は何をすべきか」（全体会）

　　　　　　１５：４０～１６：００　閉講式

５　成　　果

 【理事長講話】「今後の全商協会の事業改善について」

　公益財団法人全国商業高等学校協会では、課題検討委員会から示された令和５年３月１８日付の答申「社

会全体のデジタル化・オンライン化、ＤＸの進展に対応した検定試験の在り方について」に基づき、事業改

善を検討している。全商協会は全国商業高等学校長協会と公益財団法人全国商業高等学校協会の２つの総称

になっているが、今年度のみ理事長を分けて改革を進めている。

　公益財団法人全国商業高等学校協会は収益事業として様々な検定試験を運営している。また、商業教育の

活性化を図る支援事業として、教員研修会や全国競技大会の運営、各県における商業教育を支援する商業教

育振興助成事業を行っている。前述した答申では、ビジネス情報分野の検定試験の再編成と検定試験のＣＢ

Ｔ化の試行、全商新ＷＥＢシステムの稼働が検討事項として盛り込まれている。

　ビジネス情報分野の検定試験の再編成の目的は、「①多様化するビジネス情報系科目への対応」と「②必

履修科目『情報Ⅰ』の代替科目としての担保」である。まず、①多様化するビジネス情報系科目への対応に

ついては、試験範囲を３級・２級・１級で分けるのではなく、原則として科目ごとに対応した検定を設ける

方向性で考えている。１科目合格で３級、２科目合格で２級、３科目以上合格で１級とする。また、②必履

修科目『情報Ⅰ』の代替科目としての担保については、多くの学校で情報処理を教科情報の代替科目として

いるが、本当に教科情報の内容が取り扱われているのか、文科省に疑問視されている。そこで、「情報処理」

で学ぶ内容のうち「情報Ⅰ」と共通している内容を問う『情報基礎（仮称）』と、「情報処理」のみで学ぶ内

容を実技中心で問う『情報処理（仮称）』を組み合わせて『情報処理』、その他、『ソフトウェア活用』、『プ

ログラミング』、「ネットワーク活用」と「ネットワーク管理」に関する内容（選択問題を含む）を問う『ネッ

トワーク（仮称）』の科目構成で検討中である。多様な生徒のニーズに対応できる科目構成になることを期

待したい。

　検定試験のＣＢＴ化の試行の目的は、「①様々なニーズに対応した受験機会の複数化の推進」と「②

採点・集計に関わる学校並びに教員の負担軽減」である。ただ、デメリットとして、実施に伴う検定料の値

上げや、なりすまし防止に向けた学校における受験環境の整備等があげられているが、実施時に監督者が適

切にトラブル対応できるかどうか不安は残る。令和６年度内に希望する学校を募り、簿記実務検定３級とビ

ジネスコミュニケーション検定で試行し、その状況を踏まえて本格実施の可否や実施科目・級、実施方法な

どを具体的に検討することとしている。

　全商新ＷＥＢシステムは令和６年度から稼働する。新ＷＥＢシステムは、「①個人コードによる合格情報

の一元化」、「②個人や団体申込時の検定料の直接入金」、「③試験場校経費の後日請求払いや手当の個人口座

への直接振り込み」、「④試験場校制度の見直しと分会場制度の廃止」といった改善が盛り込まれる予定である。

煩雑な処理が簡略化されることで検定担当者の負担が軽減されることは喜ばしいことであり、今後の動向を

注視していきたい。

　　

【文部科学省講話】「商業教育の現状・課題」

　学習指導要領の趣旨と内容を踏まえた教育活動がなされているのか。今回の学習指導要領は、指導項目だ

けではなく、どのような資質・能力を育成すれば良いのかといった視点の変化により、コンテンツ（何を学

ぶか）ベースから、コンピテンシー（何ができるようになるか）ベースの学習指導要領に変わっている。　

　よって、先生方の指導も変えていかなければならない。

　変化の激しい時代だから、今、知識や技術を身に付けても、将来そのまま使えるわけではない。社会に求

められる資質・能力を見据えて、それぞれの指導項目で育成しなければならない。ＮＴＴドコモのＣＭで「ス

キルはダウンロードする時代」とのキャッチコピーがあるが、自分にない知識や技術があっても、補助的な

機器を装着すれば補ってくれる時代が到来する。指導項目にある知識や技術だけを身に付けても、将来は簡

単に手に入れられるようになる。手に入れることに時間をとられるよりは、使いこなす思考・判断・表現や

主体的に学習に取り組む態度の方が重要視される。つまり、自分で調整しながら物事を作り上げていく力を

育成するのが大切である。今までのように検定試験に合格するために用語や計算を教えるのではなく、それ

を実際に使って何ができるようになるのか、新しいものをどうやって生み出すのか、先生方が支援する時代

に変化している。

　今後はデジタル教科書の導入が進むと思われるが、一般的な説明内容となり、「分かりやすい」、「分かり

にくい」と感じる生徒が出てくるものと想定されるが、それを分かりやすく教え、個別最適な学びを支援す

るのが教師である。生徒の学習の状態を評価し、一般的な説明を聞いて分からなかった部分を支援することや、

授業後に協働的な学びをすることでフォローをしながら深い学びに導くような授業をコーディネートする役

割を担っている。これまでは短期間で効率よく知識を身に付けさせることがスーパーティーチャーだったが、

これからは、生徒を支援し、個別最適な学びに導いてあげられるのがスーパーティーチャー、個別指導でき

るのがスーパーティーチャーである。これから先生方の在り方が変わってくる。

　商業教育における最大の課題は、教育課程の編成だと思っている。資質・能力を身に付けさせるための学

習指導要領に変わったにも関わらず、教育課程は従来と変わっていない。ビジネス社会で必要な資質・能力

を育成する科目の設置が少なく、設置していても単位数が少ない状況となっている。本当に生徒の資質・能

力を育成する教育課程になっているか確認する必要がある。社会で必要な資質・能力が身に付いていないから、

社会に出ても商業科の生徒は評価されない。商業教育を取り巻く環境を見ると、産業別では、商業科の生徒

が卒業して最も多い就職先は第３次産業である。この第３次産業は情報産業の発達により、サービス産業が

どんどん拡大している。職業別でも、商業科の生徒の事務職の求人は減っている印象があるが、全体的には

事務職の求人は増えてきている。事務職の求人が増えているはずなのに、学校の求人は減っている印象がある。

これは、事務職はほしいが、商業科の生徒でなくても良いという考えから、商業科への求人が減っているも

のと推測される。企業の求める人材を育成できていないためだと考えられる。年々卒業者の事務職の割合が

減ってきて、ものづくりをしない商業科で生産工程に就職する生徒が増えている。

　示されたデータから、簿記と情報処理を中心に教育課程を編成しても、ビジネス社会が求める資質・能力

が身に付いていないことが分かり、商業の４分野についてバランス良く学ぶことができる工夫が必要だと実

感した。商業科目を学ぶことで「何ができるようになるのか」を意識しながら、今後の商業教育の在り方を

模索していきたい。

 【文部科学省講話】「教育関係法規」

　法令の基礎知識に関する講義では、法律を学ぶ理由や法体系について改めて確認する機会となった。法律

は正しさの一定の基準であり、常識で考えたことが正しいかどうかを見極める拠り所になることを学んだ。

また、法令が効力を持つタイミングや法令読解の留意点等に関する講義も大変参考になった。

　次の教育公務員制度に関する講義では、我々教員の教育活動は様々な法律に則って行われているとともに、

学校を取り巻く多くのスタッフに支えられながら学校が運営されていることを再認識することができた。そ

の教育活動を充実させることは我々教員の使命であることに間違いはないが、その一方で学校における働き

方改革は喫緊の課題である。我が国における教員の１日当たりの在校等時間は長く、世界的に類を見ない長

時間勤務大国と言われている。小・中学校の部活動においては、技術指導等を地域の指導者に委ねる移行が

進み、顧問の週当たりの活動日数は減少しているが、高校ではそのような環境がまだ整備されていない状況

である。まずはＩＣＴを活用した校務の効率化に取り組むなど、在校等時間の削減に取り組む工夫が必要だ

と実感した。

その他、児童生徒性暴力等の防止や人事管理行政に係る留意事項についても講義があり、公務員として服務

規律を遵守し、気持ちを新たに生徒・保護者をはじめ、地域から信頼される教育活動に取り組んでいきたい。

 【講演】「商業科におけるアントレプレナーシップ教育の重要性とポイント」

　－地域活動の「成果」を高めるメカニズム－

　商業教育の課題解決と魅力化に向けて、商業教育は何をすべきかについて講義があった。普段取り組んで

いる地域との関わりや様々な探究活動の成果を高めていくメカニズムについても説明があった。アントレプ

レナーシップ教育（以下、ＥＥという）は起業家になるための教育ではなく、新しいことを行うことに価値

を見出したり、変化を機会として利用するなどの視点を養うことが目的である。ＥＥは生活や社会の全ての

分野に広く関係し、全生徒にとって重要な能力であるとされている。

　商業科を取り巻く様々な課題として、求められる「検定偏重」からの脱却、普通科でも広がる探究学習、

脱商業科の動き等があり、商業科の存在感が薄れていくことへの危機感がある。予測不能な世界を生き抜く

ために、探究活動や社会に開かれた教育活動に取り組んでくださいという動きがある。地域活動は商業高校

だけではなく、大学でも重視する社会的傾向があり、検定偏重から脱却したい商業科にとってはチャンス到

来である。ただし、「体験しただけ学習」になっていないか、特に探究なき探究学習になりがちな課題研究は、

地域活動の「軸」「ゴール」を改めて考える必要があり、普通科の探究学習と何が違うか明確に答えられな

いといけない。

　ＥＥの領域は今、研究分野でも広がりを見せている。国の動向としても起業家をどんどん育成する動きが

あり、高校向けの教育も支援している。日本は諸外国に対して起業家精神が低い傾向があり、ＥＥと商業科

教育は親和性が高い。日本の起業家教育の課題を解決できるのは商業科であると考えている。複数科目で「起

業家精神」を学ぶよう設計されており、ビジネス基礎、ビジネス・マネジメントなど、起業家教育を導入し

やすい教育課程が編成しやすい。

　商業高校ＥＥにおける育成能力は、「①機会（課題）を発見・設定し、解決策を創造する行動力」と「②

課題解決に向けてリソースを獲得し、他者と協働できるネットワーク創出スキル」の２つである。商業科の

教育は学校で完結しないため、あるテーマに関する関心や問題、熱意等を共有し、その分野の知識や技能を、

持続的な相互交流を通じて深めていく人々の集団（以下、実践共同体という）とつながりを持った活動が必

要である。実践共同体は３つの基本要素「領域・コミュニティ・実践」がうまくかみ合って、初めて理想的

な社会的枠組みになる。

　実践共同体を機能させるためには、先生方はコーディネーターになる必要がある。コーディネーターに求

められることは、「①コーディネータとしての任務に時間を割く」、「②私的空間の重視」、「③人脈づくりの

能力」、「④テーマに関する専門知識」の４点である。ＥＥの成功事例では、コーディネーター役の教員が中

心となって、地域や企業と互酬的なテーマ設定を行っている事例が多い。

　アントレプレナーシップを高めるためには、越境学習（拡張的学習）が大事である。その越境学習をしや

すい場づくりとして、居心地の良い交流の場所を指す「サードプレイス」も重要な要素である。そのサード

プレイス特性を高めるためには、傾聴、共感や親近性等の特徴を持つサーバンド・リーダーシップを教員自

身が身に付けることが望まれる。越境学習を通して、「この活動をしていなかったら友達にならなかった」、「先

生にも正解がないので、大人とも対等に意見を言い合えた」などの効果が見られたとの紹介があった。

　地域と企業と連携したＥＥの取組として、「①教員も地域も正解が分からない曖昧な領域に生徒を挑ませ

る。」、「②学校内外の多様なステークホルダーと関わる機会を生徒に与える。」、「③生徒・地域双方にとって

互酬的な場をコーディネートするため、教員自身の地域内外との人脈や信頼関係を増やす。」、「④参加者間

の交流の時間を重視した居心地の良い活動にする。」、「⑤生徒の興味関心に基づきラフに参加できる場をデ

ザインする。」、「⑥教員は高邁なビジョンを持ちつつも、生徒にとっての親近性を高めることを重視

する。」ことなどが求められる。この講義を通して、我々教員も「答えのない問題を探究しているか」、「多

様な人・新たな知見と出会えているか」、「自身の居心地はどうか」、「活動を楽しめているか」など、ときに

は立ち止まって自身を振り返る必要があることを学んだ。

 【講演】「生徒たちが働く未来　急速に変容するワークスタイル」

　生徒がこれから先、働いていく社会はどのような社会になるか。企業や国や行政はどういった働き方を考

えているのか。今までとは働き方が変わり、会社と個人の関係性も変わってくることも明らかである。時代

に合わせた働き方をしないと、長く働くことが難しくなる。

　多くの企業で初任給を上げているが、日本経済新聞の調査によると、３０％初任給が上がった企業もある。

新卒初任給大卒で５０万円というところもある。今年に入って一気に引き上げた理由としては、人材確保の

ためである。

　次に、終身雇用前提の年功序列、時間と場所を拘束するという日本型雇用が変わってきている。例えば、

多くの会社で副業も認めるようになってきている。これまでの副業は収入を補填するための位置付けであっ

たが、キャリア形成のために社外で働くことを認めるようになってきている。時間の拘束といった点では、

社員の定着率を上げるため、週休３日の企業が増えてきている。休んでいる時間は子育てや介護だけでなく、

大学で学び直すことや地域活動に取り組んでいる。次に場所の拘束といった点では、転勤そのものを見直そ

うという動きがあり、家族の環境まで壊してしまうのは社員のためにならないため、転勤制度の廃止に向け

て検討を進めている。働く場所を会社に限定せず、自宅でテレワークにすることで、転勤廃止の動きにもつ

ながっている。現在は大手企業が中心であるが、今までの雇用形態を見直そうとする動きは、今後地方の企

業や中小企業に広がっていくものと思われる。

　これまでの日本型雇用は不自由であったが、日本型雇用の限界、人口減少やコロナ禍の構造変化が重なっ

たため働き方を見直す動きが加速している。日本型雇用は「①時間、②職務、③場所」の３つの制約がある働

き方である。①時間は、終身雇用を前提としているため、ピークの働き方に併せて従業員を雇うことができず、

仕事が増えると残業することになる。②職務・配置転換は、会社が新しい職務を与えることによって、雇用

を守るという考え方から行われる。③場所・転勤は、会社の状況が変わった時に別の仕事をすることになる。

専門性を持たせるよりも、満遍なく仕事ができる社員が求められ、これらが正社員として働くための条件で

あった。ところが、自分がやりたい仕事ができるわけではなく、いつ転勤させられるか分からない状況で、

残業や長時間労働が前提で健康を害するかも知れないといった日本型雇用は問題となってきた。さらには、

性別役割分担を前提に機能した働き方であり、外で働くのは男性、家庭を守るのは女性といった役割があっ

たため、男性が仕事に集中しても生活できていたが、夫婦共働きの家庭が増えてくると、制約のある働き方

に限界が出始め、正社員として働き続けることが窮屈になってきた。

　企業側も日本型雇用に限界を感じ、非効率な働き方になっていたことに気付き始めた。当時はまだ物やサー

ビスが人々に行き渡っていなかったため、企業はいかに物やサービスを早く安く提供することができるかが

重要であり、そのためには一致団結する集団が必要であった。会社は同じような働き方ができる人たちがい

ることが都合良く、社員は我慢さえすれば安定した生活が保証される。しかし、現在は物が足りない時代で

はなく、先行き不透明な時代となり、多様なアイディアを持った人たちが必要になった。

　日本は２０１０年以降少子化問題が顕著になってきた。２００１年から減ってきたこどもたちが成人する

２０２０年に入って、国や企業が働き手不足に慌て始めた。生産年齢人口である１５歳から６４歳までの人

口は、これから先どんどん減少する一方であり、新卒を採用するためには給料を上げないと確保できない状

況にある。女性やシニア、外国人を活用してもまだ不足すると思われる。

　また、コロナ禍の影響によりテレワークが普及し、感染リスクを減らす非対面の働き方から、ビジネスス

タイルも変化した。それと同時に、なぜ働くのかなど、人生の価値を見つけ直すきっかけにもなり、やりた

くない、やりがいのない仕事はやめてしまおうといった、個人の意識にも変化を与えた。

　このような現状に対して、国や企業はどのような働き方を導入しようとしているのか。岸田政権は新しい

資本主義を掲げ、最低賃金の引き上げを行った。成長と分配の好循環で分厚い中間層の復活、さらに人への

投資を拡充することで、さらに成長が加速すると考えている。貢献に応じた適正な収入アップ、消費喚起を

促して経済成長、稼げるスキルを支援することにつなげることとしている。しかし、新しい資本主義の考え

方は昔からあり、最近になって人的資本経営を企業も口にするようになってきた。人を賃金が発生するコス

トとは捉えず、価値を打ち出す資本とみなし、教育や訓練、福利厚生などの投資を行えば個人も企業も繁栄

するという考え方である。日本の企業はその人材投資も怠ってきたため、企業と個人の Win-Win サイクルを

つくることが、国と企業が想定している大きな流れである。

　また、人手不足対策として、女性活躍推進にも取り組み始めたが、これからが正念場である。ここ１０年

間で働く女性が増えているが、Ｌ字化といった年齢を重ねれば非正規となり、正社員が減っている問題がある。

まだ、女性活躍推進をやめてはいけない。若年男性は急激に減っているため、体力のある若手男性に頼る職

場は維持が困難になってきた。若くて働きざかりの男性はどこにもいないため、女性も働ける環境を整備し

ないとこれからの社会は維持できない。

　今後生徒のキャリアについて考える時に気に掛けてほしいことは、個人に雇われる力があるか、雇われ続

ける力があるかということである。人生７０年間、組織・社会・会社から必要とされるだけの力を身に付け

ていないと働き続けることは難しくなるのではないかということである。会社自体も存続していくか分から

ない状況であるため、自分の人生を会社に任せるというのはリスクが高すぎる。中小企業で人手不足倒産が

相次いだり、好業績でも早期退職を募る黒字リストラが起こっている。また、ＡＩ／ロボットテクノロジー

に奪われる仕事が出てくるため、消滅する職種や人手不足でも失職のリスクがある。その他、即戦力を求めて、

新卒ではなく、中途採用比率を増やそうという企業も出てきた。そこで、国は新たな時代に合わせた学び直

しを行うリ・スキリング、日本型の職務給の導入、成長分野への円滑な労働移動、この３つを三位一体の改

革として進めていくこととしている。高卒の第二新卒に特化した職業紹介をする会社が成長するなど、高校

でのキャリア教育も変化してきている。

　高校生には「仕事は生活のため」という意識があり、仕事よりも自分の自由な時間を大切にしたいという

生徒が増えている。困難があっても挑戦したいという生徒は減ってきている印象がある。「何がしたい」、「何

ができる」、「何をすべきか」の三つの視点が重なり合っている仕事に就けると理想だが、それは難しいため、

できるだけ三つに重なるように導いてあげることが大切である。

　この講義を通して、生涯働き続きるためには、「エンプロイアビリティ＝雇われる能力」が必要であるこ

とを再認識するとともに、人生設計を含めてどのようなキャリア指導を行うかが、ますます大事になってく

ると実感することができた。今後の教育活動に生かしていきたい。

　　

６　おわりに

　３日間に渡る研修であったが、各都道府県の現状や抱える課題等について情報共有し、課題解決に向けて

ワークショップを行ったことは大変有意義であった。また、様々な分野の専門家からご講義いただいた内容は、

これからの商業教育の在り方を考える上で大いに参考となるものばかりであった。その他、他県の先生方と

つながりが持てたことも大きな収穫であった。今回の研修で得た知識や情報を活用し、本県の商業教育の活

性化に向けて、自分ができることを考え、新たな取組につなげていきたいと考える。大変有意義な研修の機

会を与えていただきありがとうございました。
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１　期　　間　　令和５年８月８日（火）～８月１０日（木）３日間

２　会　　場　　全商会館（東京都）

３　研修概要

４　研修日程

　　１日目　８月８日（火）

　　　　　　　９：３０～　９：４０　開講式

　　　　　　　９：４０～１０：１０　理事長講話（東京都立芝商業高等学校長　大林　誠）

　　　　　　１０：１０～１０：４０　ワークショップ説明（東京都立大田桜台高等学校長　石山　智典）

　　　　　　１０：４０～１１：００　写真撮影

　　　　　　１１：１０～１２：１０　ワークショップ「各県情報交換」（グループ別）

　　　　　　１３：１０～１４：１０　文部科学省講話「商業教育の現状・課題」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文部科学省初等中等教育局　視学官　田中　圭）

　　　　　　１４：２０～１７：００　ワークショップ「商業教育の課題」（グループ別）

　　２日目　８月９日（水）

　　　　　　　９：００～１０：３０　ワークショップ「商業教育の魅力」（グループ別）

　　　　　　１０：４０～１２：１０　文部科学省講話「教育関係法規」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育公務員係専門職　大坪　彩子）

　　　　　　１３：１０～１４：４０　講演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「商業科におけるアントレプレナーシップ教育の重要性とポイント」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－地域活動の「成果」を高めるメカニズム－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中小企業基盤整備機構起業家教育アドバイザー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高崎商科大学准教授　高見　啓一）

　　　　　　１４：５０～１５：５０　ワークショップ「商業教育の魅力」（グループ別）

　　　　　　１６：００～１７：００　ワークショップ発表「商業教育の課題×商業教育の魅力」（全体会）

　　３日目　８月１０日（木）

　　　　　　　９：００～１０：３０　講演「生徒たちが働く未来　急速に変容するワークスタイル」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本経済新聞総合解説センター　編集委員　石塚　由起夫）

　　　　　　１０：４０～１２：１０　ワークショップ「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高校は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何をすべきか」（グループ別）

　　　　　　１３：１０～１３：５０　ワークショップ「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高校は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何をすべきか」（グループ別）

　　　　　　１４：００～１５：３０　ワークショップ発表「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校は何をすべきか」（全体会）

　　　　　　１５：４０～１６：００　閉講式

５　成　　果

 【理事長講話】「今後の全商協会の事業改善について」

　公益財団法人全国商業高等学校協会では、課題検討委員会から示された令和５年３月１８日付の答申「社

会全体のデジタル化・オンライン化、ＤＸの進展に対応した検定試験の在り方について」に基づき、事業改

善を検討している。全商協会は全国商業高等学校長協会と公益財団法人全国商業高等学校協会の２つの総称

になっているが、今年度のみ理事長を分けて改革を進めている。

　公益財団法人全国商業高等学校協会は収益事業として様々な検定試験を運営している。また、商業教育の

活性化を図る支援事業として、教員研修会や全国競技大会の運営、各県における商業教育を支援する商業教

育振興助成事業を行っている。前述した答申では、ビジネス情報分野の検定試験の再編成と検定試験のＣＢ

Ｔ化の試行、全商新ＷＥＢシステムの稼働が検討事項として盛り込まれている。

　ビジネス情報分野の検定試験の再編成の目的は、「①多様化するビジネス情報系科目への対応」と「②必

履修科目『情報Ⅰ』の代替科目としての担保」である。まず、①多様化するビジネス情報系科目への対応に

ついては、試験範囲を３級・２級・１級で分けるのではなく、原則として科目ごとに対応した検定を設ける

方向性で考えている。１科目合格で３級、２科目合格で２級、３科目以上合格で１級とする。また、②必履

修科目『情報Ⅰ』の代替科目としての担保については、多くの学校で情報処理を教科情報の代替科目として

いるが、本当に教科情報の内容が取り扱われているのか、文科省に疑問視されている。そこで、「情報処理」

で学ぶ内容のうち「情報Ⅰ」と共通している内容を問う『情報基礎（仮称）』と、「情報処理」のみで学ぶ内

容を実技中心で問う『情報処理（仮称）』を組み合わせて『情報処理』、その他、『ソフトウェア活用』、『プ

ログラミング』、「ネットワーク活用」と「ネットワーク管理」に関する内容（選択問題を含む）を問う『ネッ

トワーク（仮称）』の科目構成で検討中である。多様な生徒のニーズに対応できる科目構成になることを期

待したい。

　検定試験のＣＢＴ化の試行の目的は、「①様々なニーズに対応した受験機会の複数化の推進」と「②

採点・集計に関わる学校並びに教員の負担軽減」である。ただ、デメリットとして、実施に伴う検定料の値

上げや、なりすまし防止に向けた学校における受験環境の整備等があげられているが、実施時に監督者が適

切にトラブル対応できるかどうか不安は残る。令和６年度内に希望する学校を募り、簿記実務検定３級とビ

ジネスコミュニケーション検定で試行し、その状況を踏まえて本格実施の可否や実施科目・級、実施方法な

どを具体的に検討することとしている。

　全商新ＷＥＢシステムは令和６年度から稼働する。新ＷＥＢシステムは、「①個人コードによる合格情報

の一元化」、「②個人や団体申込時の検定料の直接入金」、「③試験場校経費の後日請求払いや手当の個人口座

への直接振り込み」、「④試験場校制度の見直しと分会場制度の廃止」といった改善が盛り込まれる予定である。

煩雑な処理が簡略化されることで検定担当者の負担が軽減されることは喜ばしいことであり、今後の動向を

注視していきたい。

　　

【文部科学省講話】「商業教育の現状・課題」

　学習指導要領の趣旨と内容を踏まえた教育活動がなされているのか。今回の学習指導要領は、指導項目だ

けではなく、どのような資質・能力を育成すれば良いのかといった視点の変化により、コンテンツ（何を学

ぶか）ベースから、コンピテンシー（何ができるようになるか）ベースの学習指導要領に変わっている。　

　よって、先生方の指導も変えていかなければならない。

　変化の激しい時代だから、今、知識や技術を身に付けても、将来そのまま使えるわけではない。社会に求

められる資質・能力を見据えて、それぞれの指導項目で育成しなければならない。ＮＴＴドコモのＣＭで「ス

キルはダウンロードする時代」とのキャッチコピーがあるが、自分にない知識や技術があっても、補助的な

機器を装着すれば補ってくれる時代が到来する。指導項目にある知識や技術だけを身に付けても、将来は簡

単に手に入れられるようになる。手に入れることに時間をとられるよりは、使いこなす思考・判断・表現や

主体的に学習に取り組む態度の方が重要視される。つまり、自分で調整しながら物事を作り上げていく力を

育成するのが大切である。今までのように検定試験に合格するために用語や計算を教えるのではなく、それ

を実際に使って何ができるようになるのか、新しいものをどうやって生み出すのか、先生方が支援する時代

に変化している。

　今後はデジタル教科書の導入が進むと思われるが、一般的な説明内容となり、「分かりやすい」、「分かり

にくい」と感じる生徒が出てくるものと想定されるが、それを分かりやすく教え、個別最適な学びを支援す

るのが教師である。生徒の学習の状態を評価し、一般的な説明を聞いて分からなかった部分を支援することや、

授業後に協働的な学びをすることでフォローをしながら深い学びに導くような授業をコーディネートする役

割を担っている。これまでは短期間で効率よく知識を身に付けさせることがスーパーティーチャーだったが、

これからは、生徒を支援し、個別最適な学びに導いてあげられるのがスーパーティーチャー、個別指導でき

るのがスーパーティーチャーである。これから先生方の在り方が変わってくる。

　商業教育における最大の課題は、教育課程の編成だと思っている。資質・能力を身に付けさせるための学

習指導要領に変わったにも関わらず、教育課程は従来と変わっていない。ビジネス社会で必要な資質・能力

を育成する科目の設置が少なく、設置していても単位数が少ない状況となっている。本当に生徒の資質・能

力を育成する教育課程になっているか確認する必要がある。社会で必要な資質・能力が身に付いていないから、

社会に出ても商業科の生徒は評価されない。商業教育を取り巻く環境を見ると、産業別では、商業科の生徒

が卒業して最も多い就職先は第３次産業である。この第３次産業は情報産業の発達により、サービス産業が

どんどん拡大している。職業別でも、商業科の生徒の事務職の求人は減っている印象があるが、全体的には

事務職の求人は増えてきている。事務職の求人が増えているはずなのに、学校の求人は減っている印象がある。

これは、事務職はほしいが、商業科の生徒でなくても良いという考えから、商業科への求人が減っているも

のと推測される。企業の求める人材を育成できていないためだと考えられる。年々卒業者の事務職の割合が

減ってきて、ものづくりをしない商業科で生産工程に就職する生徒が増えている。

　示されたデータから、簿記と情報処理を中心に教育課程を編成しても、ビジネス社会が求める資質・能力

が身に付いていないことが分かり、商業の４分野についてバランス良く学ぶことができる工夫が必要だと実

感した。商業科目を学ぶことで「何ができるようになるのか」を意識しながら、今後の商業教育の在り方を

模索していきたい。

 【文部科学省講話】「教育関係法規」

　法令の基礎知識に関する講義では、法律を学ぶ理由や法体系について改めて確認する機会となった。法律

は正しさの一定の基準であり、常識で考えたことが正しいかどうかを見極める拠り所になることを学んだ。

また、法令が効力を持つタイミングや法令読解の留意点等に関する講義も大変参考になった。

　次の教育公務員制度に関する講義では、我々教員の教育活動は様々な法律に則って行われているとともに、

学校を取り巻く多くのスタッフに支えられながら学校が運営されていることを再認識することができた。そ

の教育活動を充実させることは我々教員の使命であることに間違いはないが、その一方で学校における働き

方改革は喫緊の課題である。我が国における教員の１日当たりの在校等時間は長く、世界的に類を見ない長

時間勤務大国と言われている。小・中学校の部活動においては、技術指導等を地域の指導者に委ねる移行が

進み、顧問の週当たりの活動日数は減少しているが、高校ではそのような環境がまだ整備されていない状況

である。まずはＩＣＴを活用した校務の効率化に取り組むなど、在校等時間の削減に取り組む工夫が必要だ

と実感した。

その他、児童生徒性暴力等の防止や人事管理行政に係る留意事項についても講義があり、公務員として服務

規律を遵守し、気持ちを新たに生徒・保護者をはじめ、地域から信頼される教育活動に取り組んでいきたい。

 【講演】「商業科におけるアントレプレナーシップ教育の重要性とポイント」

　－地域活動の「成果」を高めるメカニズム－

　商業教育の課題解決と魅力化に向けて、商業教育は何をすべきかについて講義があった。普段取り組んで

いる地域との関わりや様々な探究活動の成果を高めていくメカニズムについても説明があった。アントレプ

レナーシップ教育（以下、ＥＥという）は起業家になるための教育ではなく、新しいことを行うことに価値

を見出したり、変化を機会として利用するなどの視点を養うことが目的である。ＥＥは生活や社会の全ての

分野に広く関係し、全生徒にとって重要な能力であるとされている。

　商業科を取り巻く様々な課題として、求められる「検定偏重」からの脱却、普通科でも広がる探究学習、

脱商業科の動き等があり、商業科の存在感が薄れていくことへの危機感がある。予測不能な世界を生き抜く

ために、探究活動や社会に開かれた教育活動に取り組んでくださいという動きがある。地域活動は商業高校

だけではなく、大学でも重視する社会的傾向があり、検定偏重から脱却したい商業科にとってはチャンス到

来である。ただし、「体験しただけ学習」になっていないか、特に探究なき探究学習になりがちな課題研究は、

地域活動の「軸」「ゴール」を改めて考える必要があり、普通科の探究学習と何が違うか明確に答えられな

いといけない。

　ＥＥの領域は今、研究分野でも広がりを見せている。国の動向としても起業家をどんどん育成する動きが

あり、高校向けの教育も支援している。日本は諸外国に対して起業家精神が低い傾向があり、ＥＥと商業科

教育は親和性が高い。日本の起業家教育の課題を解決できるのは商業科であると考えている。複数科目で「起

業家精神」を学ぶよう設計されており、ビジネス基礎、ビジネス・マネジメントなど、起業家教育を導入し

やすい教育課程が編成しやすい。

　商業高校ＥＥにおける育成能力は、「①機会（課題）を発見・設定し、解決策を創造する行動力」と「②

課題解決に向けてリソースを獲得し、他者と協働できるネットワーク創出スキル」の２つである。商業科の

教育は学校で完結しないため、あるテーマに関する関心や問題、熱意等を共有し、その分野の知識や技能を、

持続的な相互交流を通じて深めていく人々の集団（以下、実践共同体という）とつながりを持った活動が必

要である。実践共同体は３つの基本要素「領域・コミュニティ・実践」がうまくかみ合って、初めて理想的

な社会的枠組みになる。

　実践共同体を機能させるためには、先生方はコーディネーターになる必要がある。コーディネーターに求

められることは、「①コーディネータとしての任務に時間を割く」、「②私的空間の重視」、「③人脈づくりの

能力」、「④テーマに関する専門知識」の４点である。ＥＥの成功事例では、コーディネーター役の教員が中

心となって、地域や企業と互酬的なテーマ設定を行っている事例が多い。

　アントレプレナーシップを高めるためには、越境学習（拡張的学習）が大事である。その越境学習をしや

すい場づくりとして、居心地の良い交流の場所を指す「サードプレイス」も重要な要素である。そのサード

プレイス特性を高めるためには、傾聴、共感や親近性等の特徴を持つサーバンド・リーダーシップを教員自

身が身に付けることが望まれる。越境学習を通して、「この活動をしていなかったら友達にならなかった」、「先

生にも正解がないので、大人とも対等に意見を言い合えた」などの効果が見られたとの紹介があった。

　地域と企業と連携したＥＥの取組として、「①教員も地域も正解が分からない曖昧な領域に生徒を挑ませ

る。」、「②学校内外の多様なステークホルダーと関わる機会を生徒に与える。」、「③生徒・地域双方にとって

互酬的な場をコーディネートするため、教員自身の地域内外との人脈や信頼関係を増やす。」、「④参加者間

の交流の時間を重視した居心地の良い活動にする。」、「⑤生徒の興味関心に基づきラフに参加できる場をデ

ザインする。」、「⑥教員は高邁なビジョンを持ちつつも、生徒にとっての親近性を高めることを重視

する。」ことなどが求められる。この講義を通して、我々教員も「答えのない問題を探究しているか」、「多

様な人・新たな知見と出会えているか」、「自身の居心地はどうか」、「活動を楽しめているか」など、ときに

は立ち止まって自身を振り返る必要があることを学んだ。

 【講演】「生徒たちが働く未来　急速に変容するワークスタイル」

　生徒がこれから先、働いていく社会はどのような社会になるか。企業や国や行政はどういった働き方を考

えているのか。今までとは働き方が変わり、会社と個人の関係性も変わってくることも明らかである。時代

に合わせた働き方をしないと、長く働くことが難しくなる。

　多くの企業で初任給を上げているが、日本経済新聞の調査によると、３０％初任給が上がった企業もある。

新卒初任給大卒で５０万円というところもある。今年に入って一気に引き上げた理由としては、人材確保の

ためである。

　次に、終身雇用前提の年功序列、時間と場所を拘束するという日本型雇用が変わってきている。例えば、

多くの会社で副業も認めるようになってきている。これまでの副業は収入を補填するための位置付けであっ

たが、キャリア形成のために社外で働くことを認めるようになってきている。時間の拘束といった点では、

社員の定着率を上げるため、週休３日の企業が増えてきている。休んでいる時間は子育てや介護だけでなく、

大学で学び直すことや地域活動に取り組んでいる。次に場所の拘束といった点では、転勤そのものを見直そ

うという動きがあり、家族の環境まで壊してしまうのは社員のためにならないため、転勤制度の廃止に向け

て検討を進めている。働く場所を会社に限定せず、自宅でテレワークにすることで、転勤廃止の動きにもつ

ながっている。現在は大手企業が中心であるが、今までの雇用形態を見直そうとする動きは、今後地方の企

業や中小企業に広がっていくものと思われる。

　これまでの日本型雇用は不自由であったが、日本型雇用の限界、人口減少やコロナ禍の構造変化が重なっ

たため働き方を見直す動きが加速している。日本型雇用は「①時間、②職務、③場所」の３つの制約がある働

き方である。①時間は、終身雇用を前提としているため、ピークの働き方に併せて従業員を雇うことができず、

仕事が増えると残業することになる。②職務・配置転換は、会社が新しい職務を与えることによって、雇用

を守るという考え方から行われる。③場所・転勤は、会社の状況が変わった時に別の仕事をすることになる。

専門性を持たせるよりも、満遍なく仕事ができる社員が求められ、これらが正社員として働くための条件で

あった。ところが、自分がやりたい仕事ができるわけではなく、いつ転勤させられるか分からない状況で、

残業や長時間労働が前提で健康を害するかも知れないといった日本型雇用は問題となってきた。さらには、

性別役割分担を前提に機能した働き方であり、外で働くのは男性、家庭を守るのは女性といった役割があっ

たため、男性が仕事に集中しても生活できていたが、夫婦共働きの家庭が増えてくると、制約のある働き方

に限界が出始め、正社員として働き続けることが窮屈になってきた。

　企業側も日本型雇用に限界を感じ、非効率な働き方になっていたことに気付き始めた。当時はまだ物やサー

ビスが人々に行き渡っていなかったため、企業はいかに物やサービスを早く安く提供することができるかが

重要であり、そのためには一致団結する集団が必要であった。会社は同じような働き方ができる人たちがい

ることが都合良く、社員は我慢さえすれば安定した生活が保証される。しかし、現在は物が足りない時代で

はなく、先行き不透明な時代となり、多様なアイディアを持った人たちが必要になった。

　日本は２０１０年以降少子化問題が顕著になってきた。２００１年から減ってきたこどもたちが成人する

２０２０年に入って、国や企業が働き手不足に慌て始めた。生産年齢人口である１５歳から６４歳までの人

口は、これから先どんどん減少する一方であり、新卒を採用するためには給料を上げないと確保できない状

況にある。女性やシニア、外国人を活用してもまだ不足すると思われる。

　また、コロナ禍の影響によりテレワークが普及し、感染リスクを減らす非対面の働き方から、ビジネスス

タイルも変化した。それと同時に、なぜ働くのかなど、人生の価値を見つけ直すきっかけにもなり、やりた

くない、やりがいのない仕事はやめてしまおうといった、個人の意識にも変化を与えた。

　このような現状に対して、国や企業はどのような働き方を導入しようとしているのか。岸田政権は新しい

資本主義を掲げ、最低賃金の引き上げを行った。成長と分配の好循環で分厚い中間層の復活、さらに人への

投資を拡充することで、さらに成長が加速すると考えている。貢献に応じた適正な収入アップ、消費喚起を

促して経済成長、稼げるスキルを支援することにつなげることとしている。しかし、新しい資本主義の考え

方は昔からあり、最近になって人的資本経営を企業も口にするようになってきた。人を賃金が発生するコス

トとは捉えず、価値を打ち出す資本とみなし、教育や訓練、福利厚生などの投資を行えば個人も企業も繁栄

するという考え方である。日本の企業はその人材投資も怠ってきたため、企業と個人の Win-Win サイクルを

つくることが、国と企業が想定している大きな流れである。

　また、人手不足対策として、女性活躍推進にも取り組み始めたが、これからが正念場である。ここ１０年

間で働く女性が増えているが、Ｌ字化といった年齢を重ねれば非正規となり、正社員が減っている問題がある。

まだ、女性活躍推進をやめてはいけない。若年男性は急激に減っているため、体力のある若手男性に頼る職

場は維持が困難になってきた。若くて働きざかりの男性はどこにもいないため、女性も働ける環境を整備し

ないとこれからの社会は維持できない。

　今後生徒のキャリアについて考える時に気に掛けてほしいことは、個人に雇われる力があるか、雇われ続

ける力があるかということである。人生７０年間、組織・社会・会社から必要とされるだけの力を身に付け

ていないと働き続けることは難しくなるのではないかということである。会社自体も存続していくか分から

ない状況であるため、自分の人生を会社に任せるというのはリスクが高すぎる。中小企業で人手不足倒産が

相次いだり、好業績でも早期退職を募る黒字リストラが起こっている。また、ＡＩ／ロボットテクノロジー

に奪われる仕事が出てくるため、消滅する職種や人手不足でも失職のリスクがある。その他、即戦力を求めて、

新卒ではなく、中途採用比率を増やそうという企業も出てきた。そこで、国は新たな時代に合わせた学び直

しを行うリ・スキリング、日本型の職務給の導入、成長分野への円滑な労働移動、この３つを三位一体の改

革として進めていくこととしている。高卒の第二新卒に特化した職業紹介をする会社が成長するなど、高校

でのキャリア教育も変化してきている。

　高校生には「仕事は生活のため」という意識があり、仕事よりも自分の自由な時間を大切にしたいという

生徒が増えている。困難があっても挑戦したいという生徒は減ってきている印象がある。「何がしたい」、「何

ができる」、「何をすべきか」の三つの視点が重なり合っている仕事に就けると理想だが、それは難しいため、

できるだけ三つに重なるように導いてあげることが大切である。

　この講義を通して、生涯働き続きるためには、「エンプロイアビリティ＝雇われる能力」が必要であるこ

とを再認識するとともに、人生設計を含めてどのようなキャリア指導を行うかが、ますます大事になってく

ると実感することができた。今後の教育活動に生かしていきたい。

　　

６　おわりに

　３日間に渡る研修であったが、各都道府県の現状や抱える課題等について情報共有し、課題解決に向けて

ワークショップを行ったことは大変有意義であった。また、様々な分野の専門家からご講義いただいた内容は、

これからの商業教育の在り方を考える上で大いに参考となるものばかりであった。その他、他県の先生方と

つながりが持てたことも大きな収穫であった。今回の研修で得た知識や情報を活用し、本県の商業教育の活

性化に向けて、自分ができることを考え、新たな取組につなげていきたいと考える。大変有意義な研修の機

会を与えていただきありがとうございました。
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１　期　　間　　令和５年８月８日（火）～８月１０日（木）３日間

２　会　　場　　全商会館（東京都）

３　研修概要

４　研修日程

　　１日目　８月８日（火）

　　　　　　　９：３０～　９：４０　開講式

　　　　　　　９：４０～１０：１０　理事長講話（東京都立芝商業高等学校長　大林　誠）

　　　　　　１０：１０～１０：４０　ワークショップ説明（東京都立大田桜台高等学校長　石山　智典）

　　　　　　１０：４０～１１：００　写真撮影

　　　　　　１１：１０～１２：１０　ワークショップ「各県情報交換」（グループ別）

　　　　　　１３：１０～１４：１０　文部科学省講話「商業教育の現状・課題」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文部科学省初等中等教育局　視学官　田中　圭）

　　　　　　１４：２０～１７：００　ワークショップ「商業教育の課題」（グループ別）

　　２日目　８月９日（水）

　　　　　　　９：００～１０：３０　ワークショップ「商業教育の魅力」（グループ別）

　　　　　　１０：４０～１２：１０　文部科学省講話「教育関係法規」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育公務員係専門職　大坪　彩子）

　　　　　　１３：１０～１４：４０　講演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「商業科におけるアントレプレナーシップ教育の重要性とポイント」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－地域活動の「成果」を高めるメカニズム－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中小企業基盤整備機構起業家教育アドバイザー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高崎商科大学准教授　高見　啓一）

　　　　　　１４：５０～１５：５０　ワークショップ「商業教育の魅力」（グループ別）

　　　　　　１６：００～１７：００　ワークショップ発表「商業教育の課題×商業教育の魅力」（全体会）

　　３日目　８月１０日（木）

　　　　　　　９：００～１０：３０　講演「生徒たちが働く未来　急速に変容するワークスタイル」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本経済新聞総合解説センター　編集委員　石塚　由起夫）

　　　　　　１０：４０～１２：１０　ワークショップ「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高校は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何をすべきか」（グループ別）

　　　　　　１３：１０～１３：５０　ワークショップ「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高校は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何をすべきか」（グループ別）

　　　　　　１４：００～１５：３０　ワークショップ発表「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校は何をすべきか」（全体会）

　　　　　　１５：４０～１６：００　閉講式

５　成　　果

 【理事長講話】「今後の全商協会の事業改善について」

　公益財団法人全国商業高等学校協会では、課題検討委員会から示された令和５年３月１８日付の答申「社

会全体のデジタル化・オンライン化、ＤＸの進展に対応した検定試験の在り方について」に基づき、事業改

善を検討している。全商協会は全国商業高等学校長協会と公益財団法人全国商業高等学校協会の２つの総称

になっているが、今年度のみ理事長を分けて改革を進めている。

　公益財団法人全国商業高等学校協会は収益事業として様々な検定試験を運営している。また、商業教育の

活性化を図る支援事業として、教員研修会や全国競技大会の運営、各県における商業教育を支援する商業教

育振興助成事業を行っている。前述した答申では、ビジネス情報分野の検定試験の再編成と検定試験のＣＢ

Ｔ化の試行、全商新ＷＥＢシステムの稼働が検討事項として盛り込まれている。

　ビジネス情報分野の検定試験の再編成の目的は、「①多様化するビジネス情報系科目への対応」と「②必

履修科目『情報Ⅰ』の代替科目としての担保」である。まず、①多様化するビジネス情報系科目への対応に

ついては、試験範囲を３級・２級・１級で分けるのではなく、原則として科目ごとに対応した検定を設ける

方向性で考えている。１科目合格で３級、２科目合格で２級、３科目以上合格で１級とする。また、②必履

修科目『情報Ⅰ』の代替科目としての担保については、多くの学校で情報処理を教科情報の代替科目として

いるが、本当に教科情報の内容が取り扱われているのか、文科省に疑問視されている。そこで、「情報処理」

で学ぶ内容のうち「情報Ⅰ」と共通している内容を問う『情報基礎（仮称）』と、「情報処理」のみで学ぶ内

容を実技中心で問う『情報処理（仮称）』を組み合わせて『情報処理』、その他、『ソフトウェア活用』、『プ

ログラミング』、「ネットワーク活用」と「ネットワーク管理」に関する内容（選択問題を含む）を問う『ネッ

トワーク（仮称）』の科目構成で検討中である。多様な生徒のニーズに対応できる科目構成になることを期

待したい。

　検定試験のＣＢＴ化の試行の目的は、「①様々なニーズに対応した受験機会の複数化の推進」と「②

採点・集計に関わる学校並びに教員の負担軽減」である。ただ、デメリットとして、実施に伴う検定料の値

上げや、なりすまし防止に向けた学校における受験環境の整備等があげられているが、実施時に監督者が適

切にトラブル対応できるかどうか不安は残る。令和６年度内に希望する学校を募り、簿記実務検定３級とビ

ジネスコミュニケーション検定で試行し、その状況を踏まえて本格実施の可否や実施科目・級、実施方法な

どを具体的に検討することとしている。

　全商新ＷＥＢシステムは令和６年度から稼働する。新ＷＥＢシステムは、「①個人コードによる合格情報

の一元化」、「②個人や団体申込時の検定料の直接入金」、「③試験場校経費の後日請求払いや手当の個人口座

への直接振り込み」、「④試験場校制度の見直しと分会場制度の廃止」といった改善が盛り込まれる予定である。

煩雑な処理が簡略化されることで検定担当者の負担が軽減されることは喜ばしいことであり、今後の動向を

注視していきたい。

　　

【文部科学省講話】「商業教育の現状・課題」

　学習指導要領の趣旨と内容を踏まえた教育活動がなされているのか。今回の学習指導要領は、指導項目だ

けではなく、どのような資質・能力を育成すれば良いのかといった視点の変化により、コンテンツ（何を学

ぶか）ベースから、コンピテンシー（何ができるようになるか）ベースの学習指導要領に変わっている。　

　よって、先生方の指導も変えていかなければならない。

　変化の激しい時代だから、今、知識や技術を身に付けても、将来そのまま使えるわけではない。社会に求

められる資質・能力を見据えて、それぞれの指導項目で育成しなければならない。ＮＴＴドコモのＣＭで「ス

キルはダウンロードする時代」とのキャッチコピーがあるが、自分にない知識や技術があっても、補助的な

機器を装着すれば補ってくれる時代が到来する。指導項目にある知識や技術だけを身に付けても、将来は簡

単に手に入れられるようになる。手に入れることに時間をとられるよりは、使いこなす思考・判断・表現や

主体的に学習に取り組む態度の方が重要視される。つまり、自分で調整しながら物事を作り上げていく力を

育成するのが大切である。今までのように検定試験に合格するために用語や計算を教えるのではなく、それ

を実際に使って何ができるようになるのか、新しいものをどうやって生み出すのか、先生方が支援する時代

に変化している。

　今後はデジタル教科書の導入が進むと思われるが、一般的な説明内容となり、「分かりやすい」、「分かり

にくい」と感じる生徒が出てくるものと想定されるが、それを分かりやすく教え、個別最適な学びを支援す

るのが教師である。生徒の学習の状態を評価し、一般的な説明を聞いて分からなかった部分を支援することや、

授業後に協働的な学びをすることでフォローをしながら深い学びに導くような授業をコーディネートする役

割を担っている。これまでは短期間で効率よく知識を身に付けさせることがスーパーティーチャーだったが、

これからは、生徒を支援し、個別最適な学びに導いてあげられるのがスーパーティーチャー、個別指導でき

るのがスーパーティーチャーである。これから先生方の在り方が変わってくる。

　商業教育における最大の課題は、教育課程の編成だと思っている。資質・能力を身に付けさせるための学

習指導要領に変わったにも関わらず、教育課程は従来と変わっていない。ビジネス社会で必要な資質・能力

を育成する科目の設置が少なく、設置していても単位数が少ない状況となっている。本当に生徒の資質・能

力を育成する教育課程になっているか確認する必要がある。社会で必要な資質・能力が身に付いていないから、

社会に出ても商業科の生徒は評価されない。商業教育を取り巻く環境を見ると、産業別では、商業科の生徒

が卒業して最も多い就職先は第３次産業である。この第３次産業は情報産業の発達により、サービス産業が

どんどん拡大している。職業別でも、商業科の生徒の事務職の求人は減っている印象があるが、全体的には

事務職の求人は増えてきている。事務職の求人が増えているはずなのに、学校の求人は減っている印象がある。

これは、事務職はほしいが、商業科の生徒でなくても良いという考えから、商業科への求人が減っているも

のと推測される。企業の求める人材を育成できていないためだと考えられる。年々卒業者の事務職の割合が

減ってきて、ものづくりをしない商業科で生産工程に就職する生徒が増えている。

　示されたデータから、簿記と情報処理を中心に教育課程を編成しても、ビジネス社会が求める資質・能力

が身に付いていないことが分かり、商業の４分野についてバランス良く学ぶことができる工夫が必要だと実

感した。商業科目を学ぶことで「何ができるようになるのか」を意識しながら、今後の商業教育の在り方を

模索していきたい。

 【文部科学省講話】「教育関係法規」

　法令の基礎知識に関する講義では、法律を学ぶ理由や法体系について改めて確認する機会となった。法律

は正しさの一定の基準であり、常識で考えたことが正しいかどうかを見極める拠り所になることを学んだ。

また、法令が効力を持つタイミングや法令読解の留意点等に関する講義も大変参考になった。

　次の教育公務員制度に関する講義では、我々教員の教育活動は様々な法律に則って行われているとともに、

学校を取り巻く多くのスタッフに支えられながら学校が運営されていることを再認識することができた。そ

の教育活動を充実させることは我々教員の使命であることに間違いはないが、その一方で学校における働き

方改革は喫緊の課題である。我が国における教員の１日当たりの在校等時間は長く、世界的に類を見ない長

時間勤務大国と言われている。小・中学校の部活動においては、技術指導等を地域の指導者に委ねる移行が

進み、顧問の週当たりの活動日数は減少しているが、高校ではそのような環境がまだ整備されていない状況

である。まずはＩＣＴを活用した校務の効率化に取り組むなど、在校等時間の削減に取り組む工夫が必要だ

と実感した。

その他、児童生徒性暴力等の防止や人事管理行政に係る留意事項についても講義があり、公務員として服務

規律を遵守し、気持ちを新たに生徒・保護者をはじめ、地域から信頼される教育活動に取り組んでいきたい。

 【講演】「商業科におけるアントレプレナーシップ教育の重要性とポイント」

　－地域活動の「成果」を高めるメカニズム－

　商業教育の課題解決と魅力化に向けて、商業教育は何をすべきかについて講義があった。普段取り組んで

いる地域との関わりや様々な探究活動の成果を高めていくメカニズムについても説明があった。アントレプ

レナーシップ教育（以下、ＥＥという）は起業家になるための教育ではなく、新しいことを行うことに価値

を見出したり、変化を機会として利用するなどの視点を養うことが目的である。ＥＥは生活や社会の全ての

分野に広く関係し、全生徒にとって重要な能力であるとされている。

　商業科を取り巻く様々な課題として、求められる「検定偏重」からの脱却、普通科でも広がる探究学習、

脱商業科の動き等があり、商業科の存在感が薄れていくことへの危機感がある。予測不能な世界を生き抜く

ために、探究活動や社会に開かれた教育活動に取り組んでくださいという動きがある。地域活動は商業高校

だけではなく、大学でも重視する社会的傾向があり、検定偏重から脱却したい商業科にとってはチャンス到

来である。ただし、「体験しただけ学習」になっていないか、特に探究なき探究学習になりがちな課題研究は、

地域活動の「軸」「ゴール」を改めて考える必要があり、普通科の探究学習と何が違うか明確に答えられな

いといけない。

　ＥＥの領域は今、研究分野でも広がりを見せている。国の動向としても起業家をどんどん育成する動きが

あり、高校向けの教育も支援している。日本は諸外国に対して起業家精神が低い傾向があり、ＥＥと商業科

教育は親和性が高い。日本の起業家教育の課題を解決できるのは商業科であると考えている。複数科目で「起

業家精神」を学ぶよう設計されており、ビジネス基礎、ビジネス・マネジメントなど、起業家教育を導入し

やすい教育課程が編成しやすい。

　商業高校ＥＥにおける育成能力は、「①機会（課題）を発見・設定し、解決策を創造する行動力」と「②

課題解決に向けてリソースを獲得し、他者と協働できるネットワーク創出スキル」の２つである。商業科の

教育は学校で完結しないため、あるテーマに関する関心や問題、熱意等を共有し、その分野の知識や技能を、

持続的な相互交流を通じて深めていく人々の集団（以下、実践共同体という）とつながりを持った活動が必

要である。実践共同体は３つの基本要素「領域・コミュニティ・実践」がうまくかみ合って、初めて理想的

な社会的枠組みになる。

　実践共同体を機能させるためには、先生方はコーディネーターになる必要がある。コーディネーターに求

められることは、「①コーディネータとしての任務に時間を割く」、「②私的空間の重視」、「③人脈づくりの

能力」、「④テーマに関する専門知識」の４点である。ＥＥの成功事例では、コーディネーター役の教員が中

心となって、地域や企業と互酬的なテーマ設定を行っている事例が多い。

　アントレプレナーシップを高めるためには、越境学習（拡張的学習）が大事である。その越境学習をしや

すい場づくりとして、居心地の良い交流の場所を指す「サードプレイス」も重要な要素である。そのサード

プレイス特性を高めるためには、傾聴、共感や親近性等の特徴を持つサーバンド・リーダーシップを教員自

身が身に付けることが望まれる。越境学習を通して、「この活動をしていなかったら友達にならなかった」、「先

生にも正解がないので、大人とも対等に意見を言い合えた」などの効果が見られたとの紹介があった。

　地域と企業と連携したＥＥの取組として、「①教員も地域も正解が分からない曖昧な領域に生徒を挑ませ

る。」、「②学校内外の多様なステークホルダーと関わる機会を生徒に与える。」、「③生徒・地域双方にとって

互酬的な場をコーディネートするため、教員自身の地域内外との人脈や信頼関係を増やす。」、「④参加者間

の交流の時間を重視した居心地の良い活動にする。」、「⑤生徒の興味関心に基づきラフに参加できる場をデ

ザインする。」、「⑥教員は高邁なビジョンを持ちつつも、生徒にとっての親近性を高めることを重視

する。」ことなどが求められる。この講義を通して、我々教員も「答えのない問題を探究しているか」、「多

様な人・新たな知見と出会えているか」、「自身の居心地はどうか」、「活動を楽しめているか」など、ときに

は立ち止まって自身を振り返る必要があることを学んだ。

 【講演】「生徒たちが働く未来　急速に変容するワークスタイル」

　生徒がこれから先、働いていく社会はどのような社会になるか。企業や国や行政はどういった働き方を考

えているのか。今までとは働き方が変わり、会社と個人の関係性も変わってくることも明らかである。時代

に合わせた働き方をしないと、長く働くことが難しくなる。

　多くの企業で初任給を上げているが、日本経済新聞の調査によると、３０％初任給が上がった企業もある。

新卒初任給大卒で５０万円というところもある。今年に入って一気に引き上げた理由としては、人材確保の

ためである。

　次に、終身雇用前提の年功序列、時間と場所を拘束するという日本型雇用が変わってきている。例えば、

多くの会社で副業も認めるようになってきている。これまでの副業は収入を補填するための位置付けであっ

たが、キャリア形成のために社外で働くことを認めるようになってきている。時間の拘束といった点では、

社員の定着率を上げるため、週休３日の企業が増えてきている。休んでいる時間は子育てや介護だけでなく、

大学で学び直すことや地域活動に取り組んでいる。次に場所の拘束といった点では、転勤そのものを見直そ

うという動きがあり、家族の環境まで壊してしまうのは社員のためにならないため、転勤制度の廃止に向け

て検討を進めている。働く場所を会社に限定せず、自宅でテレワークにすることで、転勤廃止の動きにもつ

ながっている。現在は大手企業が中心であるが、今までの雇用形態を見直そうとする動きは、今後地方の企

業や中小企業に広がっていくものと思われる。

　これまでの日本型雇用は不自由であったが、日本型雇用の限界、人口減少やコロナ禍の構造変化が重なっ

たため働き方を見直す動きが加速している。日本型雇用は「①時間、②職務、③場所」の３つの制約がある働

き方である。①時間は、終身雇用を前提としているため、ピークの働き方に併せて従業員を雇うことができず、

仕事が増えると残業することになる。②職務・配置転換は、会社が新しい職務を与えることによって、雇用

を守るという考え方から行われる。③場所・転勤は、会社の状況が変わった時に別の仕事をすることになる。

専門性を持たせるよりも、満遍なく仕事ができる社員が求められ、これらが正社員として働くための条件で

あった。ところが、自分がやりたい仕事ができるわけではなく、いつ転勤させられるか分からない状況で、

残業や長時間労働が前提で健康を害するかも知れないといった日本型雇用は問題となってきた。さらには、

性別役割分担を前提に機能した働き方であり、外で働くのは男性、家庭を守るのは女性といった役割があっ

たため、男性が仕事に集中しても生活できていたが、夫婦共働きの家庭が増えてくると、制約のある働き方

に限界が出始め、正社員として働き続けることが窮屈になってきた。

　企業側も日本型雇用に限界を感じ、非効率な働き方になっていたことに気付き始めた。当時はまだ物やサー

ビスが人々に行き渡っていなかったため、企業はいかに物やサービスを早く安く提供することができるかが

重要であり、そのためには一致団結する集団が必要であった。会社は同じような働き方ができる人たちがい

ることが都合良く、社員は我慢さえすれば安定した生活が保証される。しかし、現在は物が足りない時代で

はなく、先行き不透明な時代となり、多様なアイディアを持った人たちが必要になった。

　日本は２０１０年以降少子化問題が顕著になってきた。２００１年から減ってきたこどもたちが成人する

２０２０年に入って、国や企業が働き手不足に慌て始めた。生産年齢人口である１５歳から６４歳までの人

口は、これから先どんどん減少する一方であり、新卒を採用するためには給料を上げないと確保できない状

況にある。女性やシニア、外国人を活用してもまだ不足すると思われる。

　また、コロナ禍の影響によりテレワークが普及し、感染リスクを減らす非対面の働き方から、ビジネスス

タイルも変化した。それと同時に、なぜ働くのかなど、人生の価値を見つけ直すきっかけにもなり、やりた

くない、やりがいのない仕事はやめてしまおうといった、個人の意識にも変化を与えた。

　このような現状に対して、国や企業はどのような働き方を導入しようとしているのか。岸田政権は新しい

資本主義を掲げ、最低賃金の引き上げを行った。成長と分配の好循環で分厚い中間層の復活、さらに人への

投資を拡充することで、さらに成長が加速すると考えている。貢献に応じた適正な収入アップ、消費喚起を

促して経済成長、稼げるスキルを支援することにつなげることとしている。しかし、新しい資本主義の考え

方は昔からあり、最近になって人的資本経営を企業も口にするようになってきた。人を賃金が発生するコス

トとは捉えず、価値を打ち出す資本とみなし、教育や訓練、福利厚生などの投資を行えば個人も企業も繁栄

するという考え方である。日本の企業はその人材投資も怠ってきたため、企業と個人の Win-Win サイクルを

つくることが、国と企業が想定している大きな流れである。

　また、人手不足対策として、女性活躍推進にも取り組み始めたが、これからが正念場である。ここ１０年

間で働く女性が増えているが、Ｌ字化といった年齢を重ねれば非正規となり、正社員が減っている問題がある。

まだ、女性活躍推進をやめてはいけない。若年男性は急激に減っているため、体力のある若手男性に頼る職

場は維持が困難になってきた。若くて働きざかりの男性はどこにもいないため、女性も働ける環境を整備し

ないとこれからの社会は維持できない。

　今後生徒のキャリアについて考える時に気に掛けてほしいことは、個人に雇われる力があるか、雇われ続

ける力があるかということである。人生７０年間、組織・社会・会社から必要とされるだけの力を身に付け

ていないと働き続けることは難しくなるのではないかということである。会社自体も存続していくか分から

ない状況であるため、自分の人生を会社に任せるというのはリスクが高すぎる。中小企業で人手不足倒産が

相次いだり、好業績でも早期退職を募る黒字リストラが起こっている。また、ＡＩ／ロボットテクノロジー

に奪われる仕事が出てくるため、消滅する職種や人手不足でも失職のリスクがある。その他、即戦力を求めて、

新卒ではなく、中途採用比率を増やそうという企業も出てきた。そこで、国は新たな時代に合わせた学び直

しを行うリ・スキリング、日本型の職務給の導入、成長分野への円滑な労働移動、この３つを三位一体の改

革として進めていくこととしている。高卒の第二新卒に特化した職業紹介をする会社が成長するなど、高校

でのキャリア教育も変化してきている。

　高校生には「仕事は生活のため」という意識があり、仕事よりも自分の自由な時間を大切にしたいという

生徒が増えている。困難があっても挑戦したいという生徒は減ってきている印象がある。「何がしたい」、「何

ができる」、「何をすべきか」の三つの視点が重なり合っている仕事に就けると理想だが、それは難しいため、

できるだけ三つに重なるように導いてあげることが大切である。

　この講義を通して、生涯働き続きるためには、「エンプロイアビリティ＝雇われる能力」が必要であるこ

とを再認識するとともに、人生設計を含めてどのようなキャリア指導を行うかが、ますます大事になってく

ると実感することができた。今後の教育活動に生かしていきたい。

　　

６　おわりに

　３日間に渡る研修であったが、各都道府県の現状や抱える課題等について情報共有し、課題解決に向けて

ワークショップを行ったことは大変有意義であった。また、様々な分野の専門家からご講義いただいた内容は、

これからの商業教育の在り方を考える上で大いに参考となるものばかりであった。その他、他県の先生方と

つながりが持てたことも大きな収穫であった。今回の研修で得た知識や情報を活用し、本県の商業教育の活

性化に向けて、自分ができることを考え、新たな取組につなげていきたいと考える。大変有意義な研修の機

会を与えていただきありがとうございました。
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１　期　　間　　令和５年８月８日（火）～８月１０日（木）３日間

２　会　　場　　全商会館（東京都）

３　研修概要

４　研修日程

　　１日目　８月８日（火）

　　　　　　　９：３０～　９：４０　開講式

　　　　　　　９：４０～１０：１０　理事長講話（東京都立芝商業高等学校長　大林　誠）

　　　　　　１０：１０～１０：４０　ワークショップ説明（東京都立大田桜台高等学校長　石山　智典）

　　　　　　１０：４０～１１：００　写真撮影

　　　　　　１１：１０～１２：１０　ワークショップ「各県情報交換」（グループ別）

　　　　　　１３：１０～１４：１０　文部科学省講話「商業教育の現状・課題」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文部科学省初等中等教育局　視学官　田中　圭）

　　　　　　１４：２０～１７：００　ワークショップ「商業教育の課題」（グループ別）

　　２日目　８月９日（水）

　　　　　　　９：００～１０：３０　ワークショップ「商業教育の魅力」（グループ別）

　　　　　　１０：４０～１２：１０　文部科学省講話「教育関係法規」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育公務員係専門職　大坪　彩子）

　　　　　　１３：１０～１４：４０　講演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「商業科におけるアントレプレナーシップ教育の重要性とポイント」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－地域活動の「成果」を高めるメカニズム－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中小企業基盤整備機構起業家教育アドバイザー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高崎商科大学准教授　高見　啓一）

　　　　　　１４：５０～１５：５０　ワークショップ「商業教育の魅力」（グループ別）

　　　　　　１６：００～１７：００　ワークショップ発表「商業教育の課題×商業教育の魅力」（全体会）

　　３日目　８月１０日（木）

　　　　　　　９：００～１０：３０　講演「生徒たちが働く未来　急速に変容するワークスタイル」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本経済新聞総合解説センター　編集委員　石塚　由起夫）

　　　　　　１０：４０～１２：１０　ワークショップ「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高校は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何をすべきか」（グループ別）

　　　　　　１３：１０～１３：５０　ワークショップ「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高校は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何をすべきか」（グループ別）

　　　　　　１４：００～１５：３０　ワークショップ発表「商業教育の良さを伸ばすため明日から商業高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校は何をすべきか」（全体会）

　　　　　　１５：４０～１６：００　閉講式

５　成　　果

 【理事長講話】「今後の全商協会の事業改善について」

　公益財団法人全国商業高等学校協会では、課題検討委員会から示された令和５年３月１８日付の答申「社

会全体のデジタル化・オンライン化、ＤＸの進展に対応した検定試験の在り方について」に基づき、事業改

善を検討している。全商協会は全国商業高等学校長協会と公益財団法人全国商業高等学校協会の２つの総称

になっているが、今年度のみ理事長を分けて改革を進めている。

　公益財団法人全国商業高等学校協会は収益事業として様々な検定試験を運営している。また、商業教育の

活性化を図る支援事業として、教員研修会や全国競技大会の運営、各県における商業教育を支援する商業教

育振興助成事業を行っている。前述した答申では、ビジネス情報分野の検定試験の再編成と検定試験のＣＢ

Ｔ化の試行、全商新ＷＥＢシステムの稼働が検討事項として盛り込まれている。

　ビジネス情報分野の検定試験の再編成の目的は、「①多様化するビジネス情報系科目への対応」と「②必

履修科目『情報Ⅰ』の代替科目としての担保」である。まず、①多様化するビジネス情報系科目への対応に

ついては、試験範囲を３級・２級・１級で分けるのではなく、原則として科目ごとに対応した検定を設ける

方向性で考えている。１科目合格で３級、２科目合格で２級、３科目以上合格で１級とする。また、②必履

修科目『情報Ⅰ』の代替科目としての担保については、多くの学校で情報処理を教科情報の代替科目として

いるが、本当に教科情報の内容が取り扱われているのか、文科省に疑問視されている。そこで、「情報処理」

で学ぶ内容のうち「情報Ⅰ」と共通している内容を問う『情報基礎（仮称）』と、「情報処理」のみで学ぶ内

容を実技中心で問う『情報処理（仮称）』を組み合わせて『情報処理』、その他、『ソフトウェア活用』、『プ

ログラミング』、「ネットワーク活用」と「ネットワーク管理」に関する内容（選択問題を含む）を問う『ネッ

トワーク（仮称）』の科目構成で検討中である。多様な生徒のニーズに対応できる科目構成になることを期

待したい。

　検定試験のＣＢＴ化の試行の目的は、「①様々なニーズに対応した受験機会の複数化の推進」と「②

採点・集計に関わる学校並びに教員の負担軽減」である。ただ、デメリットとして、実施に伴う検定料の値

上げや、なりすまし防止に向けた学校における受験環境の整備等があげられているが、実施時に監督者が適

切にトラブル対応できるかどうか不安は残る。令和６年度内に希望する学校を募り、簿記実務検定３級とビ

ジネスコミュニケーション検定で試行し、その状況を踏まえて本格実施の可否や実施科目・級、実施方法な

どを具体的に検討することとしている。

　全商新ＷＥＢシステムは令和６年度から稼働する。新ＷＥＢシステムは、「①個人コードによる合格情報

の一元化」、「②個人や団体申込時の検定料の直接入金」、「③試験場校経費の後日請求払いや手当の個人口座

への直接振り込み」、「④試験場校制度の見直しと分会場制度の廃止」といった改善が盛り込まれる予定である。

煩雑な処理が簡略化されることで検定担当者の負担が軽減されることは喜ばしいことであり、今後の動向を

注視していきたい。

　　

【文部科学省講話】「商業教育の現状・課題」

　学習指導要領の趣旨と内容を踏まえた教育活動がなされているのか。今回の学習指導要領は、指導項目だ

けではなく、どのような資質・能力を育成すれば良いのかといった視点の変化により、コンテンツ（何を学

ぶか）ベースから、コンピテンシー（何ができるようになるか）ベースの学習指導要領に変わっている。　

　よって、先生方の指導も変えていかなければならない。

　変化の激しい時代だから、今、知識や技術を身に付けても、将来そのまま使えるわけではない。社会に求

められる資質・能力を見据えて、それぞれの指導項目で育成しなければならない。ＮＴＴドコモのＣＭで「ス

キルはダウンロードする時代」とのキャッチコピーがあるが、自分にない知識や技術があっても、補助的な

機器を装着すれば補ってくれる時代が到来する。指導項目にある知識や技術だけを身に付けても、将来は簡

単に手に入れられるようになる。手に入れることに時間をとられるよりは、使いこなす思考・判断・表現や

主体的に学習に取り組む態度の方が重要視される。つまり、自分で調整しながら物事を作り上げていく力を

育成するのが大切である。今までのように検定試験に合格するために用語や計算を教えるのではなく、それ

を実際に使って何ができるようになるのか、新しいものをどうやって生み出すのか、先生方が支援する時代

に変化している。

　今後はデジタル教科書の導入が進むと思われるが、一般的な説明内容となり、「分かりやすい」、「分かり

にくい」と感じる生徒が出てくるものと想定されるが、それを分かりやすく教え、個別最適な学びを支援す

るのが教師である。生徒の学習の状態を評価し、一般的な説明を聞いて分からなかった部分を支援することや、

授業後に協働的な学びをすることでフォローをしながら深い学びに導くような授業をコーディネートする役

割を担っている。これまでは短期間で効率よく知識を身に付けさせることがスーパーティーチャーだったが、

これからは、生徒を支援し、個別最適な学びに導いてあげられるのがスーパーティーチャー、個別指導でき

るのがスーパーティーチャーである。これから先生方の在り方が変わってくる。

　商業教育における最大の課題は、教育課程の編成だと思っている。資質・能力を身に付けさせるための学

習指導要領に変わったにも関わらず、教育課程は従来と変わっていない。ビジネス社会で必要な資質・能力

を育成する科目の設置が少なく、設置していても単位数が少ない状況となっている。本当に生徒の資質・能

力を育成する教育課程になっているか確認する必要がある。社会で必要な資質・能力が身に付いていないから、

社会に出ても商業科の生徒は評価されない。商業教育を取り巻く環境を見ると、産業別では、商業科の生徒

が卒業して最も多い就職先は第３次産業である。この第３次産業は情報産業の発達により、サービス産業が

どんどん拡大している。職業別でも、商業科の生徒の事務職の求人は減っている印象があるが、全体的には

事務職の求人は増えてきている。事務職の求人が増えているはずなのに、学校の求人は減っている印象がある。

これは、事務職はほしいが、商業科の生徒でなくても良いという考えから、商業科への求人が減っているも

のと推測される。企業の求める人材を育成できていないためだと考えられる。年々卒業者の事務職の割合が

減ってきて、ものづくりをしない商業科で生産工程に就職する生徒が増えている。

　示されたデータから、簿記と情報処理を中心に教育課程を編成しても、ビジネス社会が求める資質・能力

が身に付いていないことが分かり、商業の４分野についてバランス良く学ぶことができる工夫が必要だと実

感した。商業科目を学ぶことで「何ができるようになるのか」を意識しながら、今後の商業教育の在り方を

模索していきたい。

 【文部科学省講話】「教育関係法規」

　法令の基礎知識に関する講義では、法律を学ぶ理由や法体系について改めて確認する機会となった。法律

は正しさの一定の基準であり、常識で考えたことが正しいかどうかを見極める拠り所になることを学んだ。

また、法令が効力を持つタイミングや法令読解の留意点等に関する講義も大変参考になった。

　次の教育公務員制度に関する講義では、我々教員の教育活動は様々な法律に則って行われているとともに、

学校を取り巻く多くのスタッフに支えられながら学校が運営されていることを再認識することができた。そ

の教育活動を充実させることは我々教員の使命であることに間違いはないが、その一方で学校における働き

方改革は喫緊の課題である。我が国における教員の１日当たりの在校等時間は長く、世界的に類を見ない長

時間勤務大国と言われている。小・中学校の部活動においては、技術指導等を地域の指導者に委ねる移行が

進み、顧問の週当たりの活動日数は減少しているが、高校ではそのような環境がまだ整備されていない状況

である。まずはＩＣＴを活用した校務の効率化に取り組むなど、在校等時間の削減に取り組む工夫が必要だ

と実感した。

その他、児童生徒性暴力等の防止や人事管理行政に係る留意事項についても講義があり、公務員として服務

規律を遵守し、気持ちを新たに生徒・保護者をはじめ、地域から信頼される教育活動に取り組んでいきたい。

 【講演】「商業科におけるアントレプレナーシップ教育の重要性とポイント」

　－地域活動の「成果」を高めるメカニズム－

　商業教育の課題解決と魅力化に向けて、商業教育は何をすべきかについて講義があった。普段取り組んで

いる地域との関わりや様々な探究活動の成果を高めていくメカニズムについても説明があった。アントレプ

レナーシップ教育（以下、ＥＥという）は起業家になるための教育ではなく、新しいことを行うことに価値

を見出したり、変化を機会として利用するなどの視点を養うことが目的である。ＥＥは生活や社会の全ての

分野に広く関係し、全生徒にとって重要な能力であるとされている。

　商業科を取り巻く様々な課題として、求められる「検定偏重」からの脱却、普通科でも広がる探究学習、

脱商業科の動き等があり、商業科の存在感が薄れていくことへの危機感がある。予測不能な世界を生き抜く

ために、探究活動や社会に開かれた教育活動に取り組んでくださいという動きがある。地域活動は商業高校

だけではなく、大学でも重視する社会的傾向があり、検定偏重から脱却したい商業科にとってはチャンス到

来である。ただし、「体験しただけ学習」になっていないか、特に探究なき探究学習になりがちな課題研究は、

地域活動の「軸」「ゴール」を改めて考える必要があり、普通科の探究学習と何が違うか明確に答えられな

いといけない。

　ＥＥの領域は今、研究分野でも広がりを見せている。国の動向としても起業家をどんどん育成する動きが

あり、高校向けの教育も支援している。日本は諸外国に対して起業家精神が低い傾向があり、ＥＥと商業科

教育は親和性が高い。日本の起業家教育の課題を解決できるのは商業科であると考えている。複数科目で「起

業家精神」を学ぶよう設計されており、ビジネス基礎、ビジネス・マネジメントなど、起業家教育を導入し

やすい教育課程が編成しやすい。

　商業高校ＥＥにおける育成能力は、「①機会（課題）を発見・設定し、解決策を創造する行動力」と「②

課題解決に向けてリソースを獲得し、他者と協働できるネットワーク創出スキル」の２つである。商業科の

教育は学校で完結しないため、あるテーマに関する関心や問題、熱意等を共有し、その分野の知識や技能を、

持続的な相互交流を通じて深めていく人々の集団（以下、実践共同体という）とつながりを持った活動が必

要である。実践共同体は３つの基本要素「領域・コミュニティ・実践」がうまくかみ合って、初めて理想的

な社会的枠組みになる。

　実践共同体を機能させるためには、先生方はコーディネーターになる必要がある。コーディネーターに求

められることは、「①コーディネータとしての任務に時間を割く」、「②私的空間の重視」、「③人脈づくりの

能力」、「④テーマに関する専門知識」の４点である。ＥＥの成功事例では、コーディネーター役の教員が中

心となって、地域や企業と互酬的なテーマ設定を行っている事例が多い。

　アントレプレナーシップを高めるためには、越境学習（拡張的学習）が大事である。その越境学習をしや

すい場づくりとして、居心地の良い交流の場所を指す「サードプレイス」も重要な要素である。そのサード

プレイス特性を高めるためには、傾聴、共感や親近性等の特徴を持つサーバンド・リーダーシップを教員自

身が身に付けることが望まれる。越境学習を通して、「この活動をしていなかったら友達にならなかった」、「先

生にも正解がないので、大人とも対等に意見を言い合えた」などの効果が見られたとの紹介があった。

　地域と企業と連携したＥＥの取組として、「①教員も地域も正解が分からない曖昧な領域に生徒を挑ませ

る。」、「②学校内外の多様なステークホルダーと関わる機会を生徒に与える。」、「③生徒・地域双方にとって

互酬的な場をコーディネートするため、教員自身の地域内外との人脈や信頼関係を増やす。」、「④参加者間

の交流の時間を重視した居心地の良い活動にする。」、「⑤生徒の興味関心に基づきラフに参加できる場をデ

ザインする。」、「⑥教員は高邁なビジョンを持ちつつも、生徒にとっての親近性を高めることを重視

する。」ことなどが求められる。この講義を通して、我々教員も「答えのない問題を探究しているか」、「多

様な人・新たな知見と出会えているか」、「自身の居心地はどうか」、「活動を楽しめているか」など、ときに

は立ち止まって自身を振り返る必要があることを学んだ。

 【講演】「生徒たちが働く未来　急速に変容するワークスタイル」

　生徒がこれから先、働いていく社会はどのような社会になるか。企業や国や行政はどういった働き方を考

えているのか。今までとは働き方が変わり、会社と個人の関係性も変わってくることも明らかである。時代

に合わせた働き方をしないと、長く働くことが難しくなる。

　多くの企業で初任給を上げているが、日本経済新聞の調査によると、３０％初任給が上がった企業もある。

新卒初任給大卒で５０万円というところもある。今年に入って一気に引き上げた理由としては、人材確保の

ためである。

　次に、終身雇用前提の年功序列、時間と場所を拘束するという日本型雇用が変わってきている。例えば、

多くの会社で副業も認めるようになってきている。これまでの副業は収入を補填するための位置付けであっ

たが、キャリア形成のために社外で働くことを認めるようになってきている。時間の拘束といった点では、

社員の定着率を上げるため、週休３日の企業が増えてきている。休んでいる時間は子育てや介護だけでなく、

大学で学び直すことや地域活動に取り組んでいる。次に場所の拘束といった点では、転勤そのものを見直そ

うという動きがあり、家族の環境まで壊してしまうのは社員のためにならないため、転勤制度の廃止に向け

て検討を進めている。働く場所を会社に限定せず、自宅でテレワークにすることで、転勤廃止の動きにもつ

ながっている。現在は大手企業が中心であるが、今までの雇用形態を見直そうとする動きは、今後地方の企

業や中小企業に広がっていくものと思われる。

　これまでの日本型雇用は不自由であったが、日本型雇用の限界、人口減少やコロナ禍の構造変化が重なっ

たため働き方を見直す動きが加速している。日本型雇用は「①時間、②職務、③場所」の３つの制約がある働

き方である。①時間は、終身雇用を前提としているため、ピークの働き方に併せて従業員を雇うことができず、

仕事が増えると残業することになる。②職務・配置転換は、会社が新しい職務を与えることによって、雇用

を守るという考え方から行われる。③場所・転勤は、会社の状況が変わった時に別の仕事をすることになる。

専門性を持たせるよりも、満遍なく仕事ができる社員が求められ、これらが正社員として働くための条件で

あった。ところが、自分がやりたい仕事ができるわけではなく、いつ転勤させられるか分からない状況で、

残業や長時間労働が前提で健康を害するかも知れないといった日本型雇用は問題となってきた。さらには、

性別役割分担を前提に機能した働き方であり、外で働くのは男性、家庭を守るのは女性といった役割があっ

たため、男性が仕事に集中しても生活できていたが、夫婦共働きの家庭が増えてくると、制約のある働き方

に限界が出始め、正社員として働き続けることが窮屈になってきた。

　企業側も日本型雇用に限界を感じ、非効率な働き方になっていたことに気付き始めた。当時はまだ物やサー

ビスが人々に行き渡っていなかったため、企業はいかに物やサービスを早く安く提供することができるかが

重要であり、そのためには一致団結する集団が必要であった。会社は同じような働き方ができる人たちがい

ることが都合良く、社員は我慢さえすれば安定した生活が保証される。しかし、現在は物が足りない時代で

はなく、先行き不透明な時代となり、多様なアイディアを持った人たちが必要になった。

　日本は２０１０年以降少子化問題が顕著になってきた。２００１年から減ってきたこどもたちが成人する

２０２０年に入って、国や企業が働き手不足に慌て始めた。生産年齢人口である１５歳から６４歳までの人

口は、これから先どんどん減少する一方であり、新卒を採用するためには給料を上げないと確保できない状

況にある。女性やシニア、外国人を活用してもまだ不足すると思われる。

　また、コロナ禍の影響によりテレワークが普及し、感染リスクを減らす非対面の働き方から、ビジネスス

タイルも変化した。それと同時に、なぜ働くのかなど、人生の価値を見つけ直すきっかけにもなり、やりた

くない、やりがいのない仕事はやめてしまおうといった、個人の意識にも変化を与えた。

　このような現状に対して、国や企業はどのような働き方を導入しようとしているのか。岸田政権は新しい

資本主義を掲げ、最低賃金の引き上げを行った。成長と分配の好循環で分厚い中間層の復活、さらに人への

投資を拡充することで、さらに成長が加速すると考えている。貢献に応じた適正な収入アップ、消費喚起を

促して経済成長、稼げるスキルを支援することにつなげることとしている。しかし、新しい資本主義の考え

方は昔からあり、最近になって人的資本経営を企業も口にするようになってきた。人を賃金が発生するコス

トとは捉えず、価値を打ち出す資本とみなし、教育や訓練、福利厚生などの投資を行えば個人も企業も繁栄

するという考え方である。日本の企業はその人材投資も怠ってきたため、企業と個人の Win-Win サイクルを

つくることが、国と企業が想定している大きな流れである。

　また、人手不足対策として、女性活躍推進にも取り組み始めたが、これからが正念場である。ここ１０年

間で働く女性が増えているが、Ｌ字化といった年齢を重ねれば非正規となり、正社員が減っている問題がある。

まだ、女性活躍推進をやめてはいけない。若年男性は急激に減っているため、体力のある若手男性に頼る職

場は維持が困難になってきた。若くて働きざかりの男性はどこにもいないため、女性も働ける環境を整備し

ないとこれからの社会は維持できない。

　今後生徒のキャリアについて考える時に気に掛けてほしいことは、個人に雇われる力があるか、雇われ続

ける力があるかということである。人生７０年間、組織・社会・会社から必要とされるだけの力を身に付け

ていないと働き続けることは難しくなるのではないかということである。会社自体も存続していくか分から

ない状況であるため、自分の人生を会社に任せるというのはリスクが高すぎる。中小企業で人手不足倒産が

相次いだり、好業績でも早期退職を募る黒字リストラが起こっている。また、ＡＩ／ロボットテクノロジー

に奪われる仕事が出てくるため、消滅する職種や人手不足でも失職のリスクがある。その他、即戦力を求めて、

新卒ではなく、中途採用比率を増やそうという企業も出てきた。そこで、国は新たな時代に合わせた学び直

しを行うリ・スキリング、日本型の職務給の導入、成長分野への円滑な労働移動、この３つを三位一体の改

革として進めていくこととしている。高卒の第二新卒に特化した職業紹介をする会社が成長するなど、高校

でのキャリア教育も変化してきている。

　高校生には「仕事は生活のため」という意識があり、仕事よりも自分の自由な時間を大切にしたいという

生徒が増えている。困難があっても挑戦したいという生徒は減ってきている印象がある。「何がしたい」、「何

ができる」、「何をすべきか」の三つの視点が重なり合っている仕事に就けると理想だが、それは難しいため、

できるだけ三つに重なるように導いてあげることが大切である。

　この講義を通して、生涯働き続きるためには、「エンプロイアビリティ＝雇われる能力」が必要であるこ

とを再認識するとともに、人生設計を含めてどのようなキャリア指導を行うかが、ますます大事になってく

ると実感することができた。今後の教育活動に生かしていきたい。

　　

６　おわりに

　３日間に渡る研修であったが、各都道府県の現状や抱える課題等について情報共有し、課題解決に向けて

ワークショップを行ったことは大変有意義であった。また、様々な分野の専門家からご講義いただいた内容は、

これからの商業教育の在り方を考える上で大いに参考となるものばかりであった。その他、他県の先生方と

つながりが持てたことも大きな収穫であった。今回の研修で得た知識や情報を活用し、本県の商業教育の活

性化に向けて、自分ができることを考え、新たな取組につなげていきたいと考える。大変有意義な研修の機

会を与えていただきありがとうございました。
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研修に参加して

　採用となり、まもなく５年が過ぎようとしています。臨時講師時代を含め、三沢商業高校での勤務は今年

度で６年目を迎え、商業教育部、教務部を経て昨年は担任として卒業生を送り出す経験もさせていただきま

した。未熟な点ばかりでご迷惑やご心配をおかけする場面も多々あり、これまでを振り返ると本当に多くの

先生方から支えていただいた６年間でした。様々な場面でご指導いただき、本当にありがとうございました。

　中堅教諭等資質向上前期研修の共通講座Ⅰ・Ⅱでは、教育相談や保護者対応の仕方について多くのロール

プレイングを交えて行い、生徒や保護者との向き合い方を振り返る大切な機会となりました。教科の面では

主体的・対話的で深い学びを実現するための学習指導案を作成し、教員主体の授業ではなく生徒自身が学び

に向かうための働きかけを行うことの大切さを痛感しました。また、久々に同期の先生方と学ぶ機会となり、

初任者研修の新鮮な気持ちを思い出すとともに、パワーアップした同期の姿に刺激を受けた２日間でした。

　教科指導の面では商業教育指導者講座に参加し、講師の先生方からは、普段の教材研究だけでは知ること

のできない多くのことを学ばせていただきました。研修の中では、初めて耳にするビジネス用語も多く勉強

不足を痛感するとともに、授業の中で「ビジネス」を意識させたり興味を引き出したりするためには自分自

身が周囲の情報にアンテナを張って生活することの大切さを実感しました。また、ＩＣＴを活用しながら先

生方と共働して授業を作る中で、自分だけでは考えつかない視点や指導方法に触れたことも大変勉強になり

ました。

　その他にも今年度は「高等学校におけるＩＣＴを活用した資質・能力を育む授業づくり推進事業」にも参

加させていただき、先進校である岡山県立玉島商業高等学校、岡山県立倉敷商業高等学校、岡山県立岡山東

商業高等学校の視察をさせていただきました。視察の中ではＩＣＴを活用した最先端の授業はもちろんです

が、岡山県の先生方の熱意溢れる授業や生徒の実態に合わせた指導の工夫に触れ、自身の教科指導の未熟さ

と教材研究の浅さを痛感しました。また、ＩＣＴを使用することを目的とするのではなく、生徒の力を伸ば

す一つの学習コンテンツとして活用するということの重要性も改めて感じた先進校視察でした。今回の研修

で得たことを一過性のものにするのではなく、しっかりと自分の中に落とし込み生徒に還元していきたいと

思います。

　中堅教諭等資質向上前期研修を終え、改めてこれからの指導で大切にしたいことは２つあります。

　１つ目は「探究心」です。経験年数が重なり、幸運にも同じ科目を担当させていただけることも増えました。

自分にとっては何度目かの内容でも、生徒にとっては初めて学ぶことであり、生徒の「わかる」や「学ぶ意欲」

を引き出すための工夫や努力があってこそ学びが深まると考えます。「これくらいはわかるだろう」という

固定概念で授業を一方的に進めるのではなく、一人ひとりの興味や問いを引き出すことのできるような仕掛

けを織り交ぜた授業を行うためにも、「探究心」を忘れず教材研究や自己研鑽に力を入れていきたいです。

　２つ目は「振り返りとアップデート」です。「猪突猛進」という言葉がありますが、私はまさにその言葉

通りの人間で、一度こうと決めたら向こう見ずに飛び込んでしまうところがあります。しかし、教育には「こ

の場合はこうである」というマニュアルは存在していません。初任時に教わった「指導する生徒が変われば

同じやり方は通用しない」というこの言葉を念頭に置き、目の前に居る生徒にしっかりと向き合いながら、

自身の指導方法を常に振り返ることのできる教員でありたいと思います。そして指導の中で良くない部分は

改善し、アップデートした上で生徒と向き合い、生徒にとってよりよい指導を行うことができる教員を目指

していきたいです。

　教員としても一個人としても未熟な点が多く、日々生徒との向き合い方や自身の指導方法に悩む日々です。

しかし多くの先生方からご指導やよい刺激を受ける中で、少しずつですが生徒や商業教育への向き合い方や

考え方の幅が広がってきたように感じる部分もあります。商業教育を通して青森県の子ども達の可能性を広

げることができるように、諸先輩方の背中を追いかけながらも、そして私の後に続く後輩達には手本となる

ようにこれからも謙虚に、そして前向きに学び続ける教員でありたいと思います。最後になりますが、今回

この様な場を与えていただきありがとうございました。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致しま

す。

「中堅教諭等資質向上前期研修を終えて」
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　諭　　棟　方　明日香
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　今年度で採用から６年目を迎え、昨年度ではありますが中堅教諭等資質向上前期研修を受講する機会をい

ただきました。前任の三沢商業高校で標記研修を受講するにあたり、校務ご多忙中にもかかわらず多くの先

生方からご指導、ご助言をいただくことができ、たくさんのことを学ぶことができました。また、３ヶ月間

ほど休んでしまった際にも、公務等において大変ご迷惑をおかけしたと同時に助けていただきました。本当

に感謝しかありません。ありがとうございました。今現在は、黒石高校で教科情報をメインとして授業をし

ており、日々授業改善と自己研鑽に励みながら健康第一に充実した日々を送っております。

　中堅教諭等資質向上前期研修の共通講座Ⅰでは、向上・発展期としての教員の資質や心構えを学びながら、

青森県の教育の現状とその課題について認識を深めることができました。その中で、情報モラル教育や道徳

教育の重要性、より一層の家庭との連携が必要だと強く感じました。また、昨今では生徒を取り巻く環境も

激しく変化し、「いじめ・不登校のない学校づくり」、「保護者との連携について」で、これからどのように

生徒や保護者と関わっていけばよいかということを改めて深く考えることができました。

　共通講座Ⅱでは、日々変化していくこれからの学校教育を考えていくうえで、生徒の学びの質を高めるた

め「主体的・対話的で深い学び」の視点から講義していただき、演習を通じて授業改善について協議しました。

指導案を用いて先生方と協議したことで、様々な意見交換が行われ、大変有意義な時間でした。私自身、ま

だまだ未熟であり反省点がたくさんありましたが、貴重な意見やアドバイスをいただくことができ、とても

参考になりました。教科商業は知識や技能だけ与えてもただ知っているだけになり、自分のこととして実務

で活用することができないと感じています。学んだことを社会でもしっかり活かせる、ビジネスに結びつけ

てしっかりと考察や討論ができるところまで持って行く必要があると考えています。そのためには、これか

らも商業科教員として常に社会に目を向けながら、学び続けていかなければならないと強く感じた研修でも

ありました。

　これまでに非常勤・臨時講師での１１年間、採用されてからの５年間、計１６年間でご縁にも恵まれ、た

くさんの生徒や尊敬する先生方に出会い、たくさんの大切なことを教わり時には助けてもらいました。本当

にありがとうございました。今後の教員生活でもこのご恩と感謝を忘れることなく精進して参ります。

「中堅教諭等資質向上前期研修を終えて」
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立黒石高等学校　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　諭　　鈴　木　　　佑
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「中堅教諭等資質向上後期研修を終えて」
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立六ヶ所高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　諭　　太　田　美千之

　私は教師として、生徒の夢や志の実現のため、生徒と向き合い、生徒を伸ばすことを第一に考えて取り組

んでいます。教育は人づくりという視点に立ち、新しい時代を切り拓く人財を育成することが私たち教師の

使命、責任であると考えるからです。

　私は教諭として採用１４年目を迎えました。初任校である三沢商業高校をはじめ、黒石商業高校、現任校

である六ヶ所高校に勤務し、御指導いただいたすべての先生方、支えてくれた家族、そして何より生徒のお

かげで現在も充実した教師生活を送ることができていると心から感謝しています。

　中堅教諭等資質向上研修は「教育活動、その他の学校運営の円滑かつ効果的な実施において、中核的役割

を果たすことが期待される中堅教諭等としての職務を遂行する上で、必要とされる資質の向上を図ること」

が目的とされています。この目的を達成すべく、ミドルリーダーとして生徒のための教育活動を実践し、同

僚や管理職とともにより良い職場環境をつくり、地域と連携・協働しながら教師として次の段階へ成長する

ため、充実した研修を受講することができました。

　共通講座では、これからの教育の担い手として、新学習指導要領改訂の方向性や育成を目指す資質・能力

の三つの柱に基づいた「令和の日本型学校教育」の構築のための授業改善、カリキュラム・マネジメント、

教職員の服務規律などについて学びました。中でも授業改善では、主体的・対話的で深い学びとは何か、知

のネットワーク化（知識の構造化）のために探究のプロセスに基づいた探究する授業づくりを理解した上で、

簡易学習指導案や振り返り・授業改善シートの作成、実践事例報告など、受講した先生方とこれらを共有す

ることで充実した学びに繋がりました。

　選択講座では、産業教育指導者講座を受講し、ブナコ（株）や地方独立行政法人青森県産業技術センター

弘前工業研究所を見学して青森県地場産業の現状を知る貴重な機会となりました。また、探究する学習のデ

ザインとして、東北学院大学稲垣忠教授から単元を見通した学習計画と学習評価のための単元デザインシー

ト作成など、情報活用型プロジェクト学習について学びました。現任校で取り組んでいる六ヶ所村や日本教

育工学協会と連携・協働した授業改善においても稲垣忠教授から指導していただいたこともあり、より深く

学ぶことができたと思っています。他にも高等学校における道徳教育講座では、自校の特色ある取組の紹介

や身に付けさせたい道徳性を意識した授業づくりを協議し、その後の授業改善に役立てることができました。

総合的な探究の時間研修講座では、自校の取組や課題と改善策、学習評価について協議し、地域と連携・協

働した取組や自ら課題を発見し、解決していく質の高い探究型学習の重要性を学ぶことができました。

　これらの学びから、新学習指導要領における目指す資質・能力の３つの柱を育成するため、主体的・対話

的で深い学びの実現に向けた授業改善や観点別評価による学習評価など、カリキュラム・マネジメントの視

点に立った「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた学校づくりが求められており、そのためにミドルリ

ーダーとして果たす中核的役割や責任は大きいということを理解しました。よって、これからも情熱や向上

心を忘れず、生徒とともに歩み、ミドルリーダーとして同僚や管理職とのより良い職場環境づくり、地域と

連携・協働した教育活動を実践していきたいと思います。

　臨時講師として最初に勤務した学校の校長先生は当時、私にこのように話してくださいました。

　「虎は死して皮を留め、人は死して名を残す。これから教師として生徒に何ができるか、振り返ったとき

に自分が何をしてきたか、しっかりと足跡を残せるよう、これからの教師生活しっかり頑張ってください。」

　道半ば、「教師は子どもたちの未来に触れている」という使命と責任を胸に、これからも教師の道を邁進

します。今後とも御指導よろしくお願いいたします。
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　高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説には、「社会構造や雇用環境は大きく、また急速に変化し

ており、予測が困難な時代となっている。（中略）進化した人工知能（AI）が様々な判断を行ったり、身近

な物の働きがインターネット経由で最適化されるＩｏＴが広がったりするなど、Society5.0 とも呼ばれる

新たな時代の到来が、社会や生活を大きく変えていくとの予測もなされている。」と記されています。生徒

指導及び教科指導等の大幅なアップデートが必要なタイミングで後期研修を受講することができ、時代の急

激な変化に対応していくための有意義な研修となりました。

　共通講座では、「主体的で対話的な深い学び」、「個別最適な学びと協働的な学び」について、具体的な事

例が用いられて講座が行われました。年々、生徒のみならず社会全体も多様化してきており、これまでのチ

ョークアンドトークの授業では、生徒の主体性や深い学びに直結せず、単純な繰り返し作業だけで終わって

しまい、学ばせ方に限界があると感じていました。講座では、授業を展開する上での改善点や工夫点、その

時間で生徒の何を見取るのかという評価についてしっかりと学ぶことができました。特に、授業における理

想の時間配分は、教師が指示をしたり、教えたりする時間が３割、生徒同士での活動が７割とすることには

驚きました。共通講座終了後の授業では、四苦八苦しながら授業改善をしていきました。その中で、令和５

年１１月に実施した研究授業実施後の振り返りアンケートに「家族にも教えたいくらい楽しかった。」とい

う生徒の記載がありました。一瞬にして、学びの原点はこういうことなのだと感じました。自分自身の幼少

期を振り返っても、楽しかったことやワクワクしたことは家族や友達に話したものです。それがきっかけと

なり、自分で調べたり、関連する事柄について本を読みあさったりしたことが今でも知識として頭の中に入

っています。学びの面白さを生徒たちに日々の授業で伝えていかなければならないことに気づかされました。

　選択講座では、教育相談研修を受講しました。ホームルーム経営はもちろん、組織経営をする上で大切な

サーバント・リーダーシップについて、傾聴を妨げるＤ言葉、人間関係の構築について学びました。生徒の

話を聞いているようで全く聞けていない、聞こうとしていない自らの姿勢を正すきっかけにもなりました。

耳に痛い話もありましたが、多様な生徒と向き合うためには必要な知識であったと感じています。さらに、

自己理解を深めるためのワークもあったことから、授業の合間に生徒に試すことで生徒同士の会話が弾んで

いる光景を見て、いかに押しつけた指導をしてきたのかを痛感しました。こういったひとつひとつの積み重

ねこそが、他者の話を傾聴する姿勢や協調性を育むことにつながっていることを改めて学ぶことができまし

た。

　ＧＩＧＡスクール構想に伴う生徒１人１台端末や生成ＡＩの進歩により、教育を取り巻く環境はさらに変

化に激しさを増していきます。ＩＣＴ機器の取り扱いに苦労する毎日ですが、手段と目的が混在しないよう

授業の工夫をしていきたいと思います。また、商業科で学ぶ生徒においては、“唯一絶対の答えがないこと

の多い経済社会”に身を置くことから、変化に柔軟に対応できる能力や資質が求められます。生徒自身が時

代の流れやニーズを感じ取り、自らの道を切り拓いていけるよう、後期研修で学んだことを生かしながら日々

の業務に務め、ミドルリーダーとしての役割を果たしていきたいと考えています。

　最後になりますが、長期にわたる研修を受講できたのは勤務校の先生方のおかげです。また、指導主事の

先生方をはじめとするたくさんの方々に支えられ、後期研修も無事に終えることができました。本当にあり

がとうございました。引き続き研鑽に励んでいきますので、先生方におかれましては、今後ともご指導の程

よろしくお願い申し上げます。

「中堅教諭等資質向上後期研修を終えて」
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　諭　　西　舘　大　輔
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役職定年を迎えて

　縁あって黒石高校には、教頭で２年、校長で２年の４年間お世話になりました。教頭時代は黒石商業高校

との統合が具体化した時でした。１年目はどの教室を実習室にするのかなどを検討しました。２年目には開

設準備室が開設され、教育内容などがはっきりしてきました。実習室の工事が始まり、直下の看護職員室は

騒音に絶えられず、数名に分かれて一時引っ越ししました。そして２年後、３学年がそろった年に校長とし

て赴任しました。初めての卒業生が出るという注目される年でした。今年は大学進学者が増え、専門性を活

かした進路先が広がっています。

　情報デザイン科が取り組んでいることを知る度に、世の中はデザインであふれていることに気づき、感心

することばかりでした。形や色の組み合わせは無数にあって、作品も平面、立体、映像等無限に広がって

います。「今使っているもの全てがデザインされたものです。」と生徒募集で訪問した中学校で話しています。

１年生は基礎基本の学習でデッサンや平面のデザイン、そして画家さんから色とデザインについて指導して

いただくなど、美的な感性を磨いています。もちろん大学科「商業」ですからビジネスやマーケティング活

動などの商業科目も必須です。２年３年と進むとさらに実践的なコンピュータグラフィックスも学び、具体

的な商品のデザイン（装丁、立体、ブランディング、映像･･･) に取り組んでいます。直接社会とつながっ

ていることを実感できる教育活動です。

　情報デザイン科の取り組みを知ると、高校でこれほど専門性の高い教育をしていることは中の人はわかっ

ても、地域や小中学校はわかっていない、周知不足だと気づきました。そこで中学生向けの「黒高通信」を

発行しようと決めました。第１号のサブタイトルは「情報デザイン科　推し」です。黒高通信作成にあたり、

デザイン実習室のＭａｃ（生徒番号40番）を専用に使わせてもらいました。生徒が授業で使っているグラフ

ィックソフトの Illustrator を使い、写真を多く取り込んで加工し、視覚的に華やかにしました。もちろん、

最初から使いこなしていけるはずがありません。情報デザイン科の教員に基本的な操作は教えてもらいまし

たが、私の先生は２、３年の生徒でした。40番の PC は一番後ろにあります。授業中でもわからなくなった

ら作業中の生徒にこっそり話しかけて教えてもらいました。何度も同じ事を聞いて申し訳ないと感じながら

私のスキルも上がってきたと思います。制作が楽しすぎて、没頭して時間を忘れることもしばしばありました。

放課後、課題制作をしていた生徒のレイアウトが素敵で、その方法を教えてもらって取り入れたこともあり

ます。それくらい未だにのめり込んでいます。昨年度は７号、今年度は号外を含め（これまで）６号まで発

行しました。校外の皆さんに紹介したいことが次から次へとあり、記事には困りませんでした。それくらい

情報デザイン科の生徒達は多くのことに取り組んでい

ます。特に地域と連携した活動が多く、弘南鉄道をピ

ンクにしたり、パッケージ制作した商品を電車の中で

売ったり、デザイン制作から一歩進んだ活動をしてい

ます。キャンピングカーの内装を依頼され、さらにキ

ャンプ場のサイン、注意書き制作に発展させるなどが

一例です。依頼者のニーズを調査して把握した上で話

し合いを繰り返しながら作品に仕上げていく過程で総

合的な実践力をつけています。

　情報デザイン科に出会って自分の視野を広げてもら

いました。県内唯一の科としてこれからさらに発展し

てくれることを応援しています。

　　　　「デザイン」は無限大！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立黒石高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校　長　　小　野　淳　美
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退職を迎えて

　私は、大学で経済を学びながら、同大学体育会のアイスホッケー部に所属し、卒業後の進路のため、教職

課程を取り、また金融ゼミに所属して金融についても学びました。私の教職教養の担当は、現在白鷗大学の

福岡政行教授で、当時は政治コメンテーターとして時々テレビ番組に出演するほどの人気の教授でした。彼

に授業で模範的なケースとして、自分のレポートが取り上げられることがあり、それが自信となりました。

また、経済や経営が好きなら「商業」という免許があることを勧められて、「商業」の教員を目指すことに

なりました。

　しかし、普通高校出身の私は、その後、大変な苦労をすることになりました。若い頃は一日一日が精一杯

でした。どれだけ多くの先生方にご指導いただき迷惑をかけたことか。

　思い出をいくつか述べます。一つ目は、六ヶ所高校時代の「村との協力関係」です。財源もありバスも所

有していた村に、野球部の練習試合の時に送迎用バスの借用を依頼するため何度も訪ねました。それがきっ

かけで、その後、地元から様々な支援をしていただくようになったことです。「県立なんだから県に相談し

たらどうか」と言った村の職員に、私は「この生徒たちが、いずれ地元に残り地元を支えるのです。その生

徒たちのためじゃだめですか。」と言ったのが発端でした。それから行政と学校が共に生徒を育てるという

協力体制ができたと実感しています。

　二つ目は、八戸商業のアイスホッケー部の監督として二度県大会で優勝できたことです。私も小学生の頃

から続けてきたアイスホッケーというスポーツへの恩返しと思い八商では１４年間顧問を務め、協力してく

れる人々にも恵まれて、私自身が高校生の頃どうしても勝てなかったライバル校に赴任５年目の春と秋二度

勝ったことが一番の思い出かもしれません。所属する商業教育部では、国経科と商業教育部の主任を７年経

験させていただきました。ハワイへの修学旅行には団長として２度行くことができました。また、社会人と

して一般企業で働くという県の企業スピリッツ研修で１年間地元のスーパーに勤務し、そこから学んだ「お

もてなしの心」は「八商バザー」の定番のキャッチコピーにもなりました。

　三つ目は、三戸高校の商業科閉科とビジネスマネジメントコース（ＢＭＣ）の開設です。商業科閉科の決

定に対し地元住民やＯＢからの不満が根強くあり、それに応えるために準備に２年の歳月を費やし、どこに

もない全く新しい起業家育成のコースを開設しました。内容は、２年時から２年間で４度のチャレンジショ

ップを行い、それに必要な「仕入れ」から「販売」の知識、「会計」や「マーケティング」「ビジネスプラ

ンニング」等の技術を学び、実践を通して段階的に知識と技術と経験を積み重ね、生徒が２年間の学習の成

果として３年時の終わりに「自分が考えるビジネスプラン」を発表するような内容をカリキュラムとしまし

た。そしてＢＭＣは１０年続きました。現在でも町内の空き店舗を利用した「チャレンジショップ」が継承

されており、その取組が「令和５年度キャリア教育推進校文部科学大臣賞」をいただいたことを私も誇りに

思っています。

　個人的には、高野連の１０年以上の指導者に贈られる感謝状を亡き父と同じく頂きました。そして、今年

度おかげさまで、産業教育振興中央会より令和５年度産業教育功労者表彰を頂きました。

　常に、全ての人と仲良く、楽しく、協力して仕事をしたいという思いで学校現場に努めてきました。とも

に仕事や余暇を過ごした皆様には心から感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　　「みなさんとの出会いに感謝」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　頭　　中　村　　　至
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